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※網掛けの科目については、本年度開講しません

小林  道彦PLS110F
1

１年

歴史と政治 1学期 1 2■基盤教育科目
■教養教育科目

■ビジョン科目

神原　ゆうこANT110F
2

１年

異文化理解の基礎 1学期 1 2

漆原  朗子LIN110F
3

１年

ことばの科学 1学期 1 2

伊野  憲治IRL100F
4

１年

国際学入門 1学期 1 2

伊原木　大祐PHR110F
5

１年

生活世界の哲学 1学期 1 2

戸蒔　仁司PLS111F
6

１年

日本の防衛 1学期 1 2

日高　京子　他BIO100F
7

１年

生命と環境 1学期 1 2

中尾　泰士INF100F
8

１年

情報社会への招待 2学期 1 2

廣川　祐司ENV100F
9

１年

環境問題概論 1学期 1 2

小林  道彦HIS200F
10

２年

可能性としての歴史 2学期 2 2

神原　ゆうこANT210F
11

２年

現代社会と文化 2学期 2 2

漆原  朗子　他LIN210F
12

２年

言語と認知 1学期 2 2

伊野  憲治SOW200F
13

２年

共生社会論 2学期 2 2

伊原木　大祐PHR210F
14

２年

共同体と身体 2学期 2 2

戸蒔　仁司PLS210F
15

２年

戦争論 2学期 2 2
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日高　京子　他BIO200F
16

２年

生命科学と社会 1学期 2 2■基盤教育科目
■教養教育科目

■ビジョン科目

浅羽　修丈INF200F
17

２年

情報社会を読む 2学期 2 2

廣川　祐司ENV200F
18

２年

地域資源管理論 2学期 2 2

神原　ゆうこGES101F
19

１年

教養基礎演習Ⅰ 1学期 1 2■教養演習科目

徳永　政夫GES101F
１年

教養基礎演習Ⅰ 1学期 1 2

髙西  敏正GES101F
20

１年

教養基礎演習Ⅰ 1学期 1 2

戸蒔　仁司GES101F
21

１年

教養基礎演習Ⅰ（防衛セミナー） 1学期 1 2

廣川　祐司GES101F
22

１年

教養基礎演習Ⅰ 1学期 1 2

伊野  憲治GES101F
23

１年

教養基礎演習Ⅰ（発達障がいセミナー） 1学期 1 2

眞鍋　和博　他GES102F
24

１年

教養基礎演習Ⅱ 2学期 1 2

神原　ゆうこGES102F
25

１年

教養基礎演習Ⅱ 2学期 1 2

徳永　政夫GES102F
１年

教養基礎演習Ⅱ 2学期 1 2

髙西  敏正GES102F
26

１年

教養基礎演習Ⅱ 2学期 1 2

戸蒔　仁司GES102F
27

１年

教養基礎演習Ⅱ（防衛セミナー） 集中 1 2

廣川　祐司GES102F
28

１年

教養基礎演習Ⅱ 2学期 1 2
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伊野  憲治GES102F
29

１年

教養基礎演習Ⅱ（発達障がいセミナー） 2学期 1 2■基盤教育科目
■教養教育科目

■教養演習科目

神原　ゆうこGES201F
30

２年

教養演習ＡⅠ 1学期 2 2

戸蒔　仁司GES201F
31

２年

教養演習ＡⅠ（防衛セミナー） 1学期 2 2

伊野  憲治GES201F
32

２年

教養演習ＡⅠ（発達障がいセミナー） 1学期 2 2

神原　ゆうこGES202F
33

２年

教養演習ＡⅡ 2学期 2 2

戸蒔　仁司GES202F
34

２年

教養演習ＡⅡ（防衛セミナー） 集中 2 2

伊野  憲治GES202F
35

２年

教養演習ＡⅡ（発達障がいセミナー） 2学期 2 2

神原　ゆうこGES301F
36

３年

教養演習ＢⅠ 1学期 3 2

戸蒔　仁司GES301F
37

３年

教養演習ＢⅠ（防衛セミナー） 1学期 3 2

伊野  憲治GES301F
38

３年

教養演習ＢⅠ（発達障がいセミナー） 1学期 3 2

神原　ゆうこGES302F
39

３年

教養演習ＢⅡ 2学期 3 2

戸蒔　仁司GES302F
40

３年

教養演習ＢⅡ（防衛セミナー） 集中 3 2

伊野  憲治GES302F
41

３年

教養演習ＢⅡ（発達障がいセミナー） 2学期 3 2

竹川  大介　他ENV002F
42

１年

自然学のまなざし 1学期 1 2■テーマ科目

長井　孝一GOL001F
43

１年

地球の生いたち 2学期 1 2
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税田　慶昭　他PSY003F
44

１年

現代人のこころ 1学期 1 2■基盤教育科目
■教養教育科目

■テーマ科目

日高　京子BIO002F
45

１年

人間と生命 2学期 1 2

日高　京子　他ENV001F
46

１年

環境都市としての北九州 2学期 1 2

上江洲　一也　他ENV003F
47

１年

未来を創る環境技術 1学期 1 2

佐藤  眞人PHR006F
48

１年

私たちと宗教 2学期 1 2

伊原木　大祐PHR004F
49

１年

思想と現代 1学期 1 2

真鍋　昌賢MCC001F
50

１年

文化と表象 2学期 1 2

漆原  朗子　他LIN001F
51

１年

言語とコミュニケーション 2学期 1 2

生住　昌大　他LIT001F
52

１年

文学を読む 2学期 1 2

重松  博之PHR003F
53

１年

現代正義論 2学期 1 2

中道　壽一PLS002F
54

１年

民主主義とは何か 1学期 1 2

稲月  正SOC002F
55

１年

社会学的思考 1学期 1 2

神原　ゆうこANT001F
56

１年

政治のなかの文化 2学期 1 2

柳井　美枝SOC004F
57

１年

人権論 1学期 1 2

力武　由美GEN001F
58

１年

ジェンダー論 1学期 1 2
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伊野  憲治　他SOW001F
59

１年

障がい学 2学期 1 2■基盤教育科目
■教養教育科目

■テーマ科目

高橋  衛　他LAW001F
60

１年

共生の作法 1学期 1 2

小野  憲昭LAW002F
61

１年

法律の読み方 2学期 1 2

稲月  正SOC003F
62

１年

社会調査 2学期 1 2

西田　心平RDE001F
63

１年

市民活動論 2学期 1 2

山下　剛BUS001F
64

１年

企業と社会 1学期 1 2

伊原木　大祐PHR002F
65

１年

現代社会と倫理 1学期 1 2

西日本新聞社、基盤教育センター　稲月正SOC001F
66

１年

現代社会と新聞ジャーナリズム 1学期 1 2

南　博　他RDE002F
67

１年

都市と地域 1学期 1 2

加藤　尊秋　他SSS001F
68

１年（2015年度以降入学生）

地域防災への招待 1学期 1 2

山本　直　他IRL003F
69

１年

現代の国際情勢 1学期 1 2

三宅  博之　他IRL002F
70

１年

開発と統治 2学期 1 2

田中　淳平　他ECN001F
71

１年

グローバル化する経済 1学期 1 2

戸蒔　仁司PLS001F
72

１年

テロリズム論 2学期 1 2

休講IRL005F
１年

国際紛争と国連 2学期 1 2
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阿部　容子　他IRL004F
73

１年

国際社会と日本 2学期 1 2■基盤教育科目
■教養教育科目

■テーマ科目

金　貞愛ARE010F
74

１年

韓国の社会と文化 2学期 1 2

篠崎　香織　他IRL001F
75

１年

エスニシティと多文化社会 1学期 1 2

八百  啓介HIS004F
76

１年

歴史の読み方Ⅰ 1学期 1 2

小林  道彦HIS005F
77

１年

歴史の読み方Ⅱ 1学期 1 2

伊野  憲治　他HIS002F
78

１年

そのとき世界は 2学期 1 2

土井　徹平ECN002F
79

１年

戦後の日本経済 2学期 1 2

中野  博文　他HIS003F
80

１年

ものと人間の歴史 1学期 1 2

山﨑　勇治　他HIS001F
81

１年

人物と時代の歴史 1学期 1 2

伊原木　大祐PHR005F
82

１年

ヨーロッパ道徳思想史 2学期 1 2

中島　俊介PSY001F
83

１年

メンタル・ヘルスⅠ 1学期 1 2■ライフ・スキル科目

中島　俊介PSY002F
84

１年

メンタル・ヘルスⅡ 2学期 1 2

髙西  敏正HSS001F
85

１年

フィジカル・ヘルスⅠ 1学期 1 2

徳永  政夫HSS001F
86

１年

フィジカル・ヘルスⅠ 1学期 1 2

加倉井  美智子HSS001F
87

１年

フィジカル・ヘルスⅠ 1学期 1 2
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髙西  敏正HSS002F
88

１年

フィジカル・ヘルスⅡ 2学期 1 2■基盤教育科目
■教養教育科目

■ライフ・スキル科目

徳永  政夫HSS002F
89

１年

フィジカル・ヘルスⅡ 2学期 1 2

加倉井  美智子HSS002F
90

１年

フィジカル・ヘルスⅡ 2学期 1 2

山本　浩二HSS003F
91

１年

自己管理論 2学期 1 2

黒田　次郎HSS081F
92

１年

フィジカル・エクササイズⅠ（ソフトボール） 1学期 1 1

山崎　将幸HSS081F
93

１年

フィジカル・エクササイズⅠ（サッカー） 1学期 1 1

黒田　次郎HSS081F
94

１年

フィジカル・エクササイズⅠ（テニス） 1学期 1 1

美山　泰教HSS081F
95

１年

フィジカル・エクササイズⅠ（バレーボール） 1学期 1 1

鯨　吉夫HSS081F
96

１年

フィジカル・エクササイズⅠ（バドミントン） 1学期 1 1

山本　浩二HSS081F
97

１年

フィジカル・エクササイズⅠ（バドミントン） 1学期 1 1

加倉井  美智子HSS081F
98

１年

フィジカル・エクササイズⅠ（女性のスポーツ） 1学期 1 1

山崎　将幸HSS082F
99

１年

フィジカル・エクササイズⅡ（バドミントン） 2学期 1 1

黒田　次郎HSS082F
100

１年

フィジカル・エクササイズⅡ（バドミントン） 2学期 1 1

黒田　次郎HSS082F
101

１年

フィジカル・エクササイズⅡ（バスケットボール） 2学期 1 1

美山　泰教HSS082F
102

１年

フィジカル・エクササイズⅡ（バレーボール） 2学期 1 1
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美山　泰教HSS082F
103

１年

フィジカル・エクササイズⅡ（バドミントン） 2学期 1 1■基盤教育科目
■教養教育科目

■ライフ・スキル科目

山崎　将幸HSS082F
104

１年

フィジカル・エクササイズⅡ（サッカー） 2学期 1 1

鯨　吉夫HSS082F
105

１年

フィジカル・エクササイズⅡ（バドミントン） 2学期 1 1

鯨　吉夫HSS082F
106

１年

フィジカル・エクササイズⅡ（サッカー） 2学期 1 1

徳永  政夫HSS082F
107

１年

フィジカル・エクササイズⅡ（バドミントン） 2学期 1 1

眞鍋　和博CAR100F
108

１年

キャリア・デザイン 1学期 1 2■キャリア科目

石川　敬之CAR100F
109

１年

キャリア・デザイン 1学期 1 2

見舘　好隆CAR100F
110

１年

キャリア・デザイン 1学期 1 2

眞鍋　和博CAR111F
111

１年

コミュニケーション実践 2学期 1 2

休講CAR112F
１年

グローバル・リーダーシップ論 2学期 1 2

見舘　好隆CAR210F
112

２年

プロフェッショナルの仕事Ⅰ 1学期 2 2

見舘　好隆CAR211F
113

２年

プロフェッショナルの仕事Ⅱ 2学期 2 2

眞鍋　和博CAR212F
114

２年

地域の達人 2学期 2 2

石川　敬之CAR110F
115

１年

サービスラーニング入門Ⅰ 1学期 1 2

石川　敬之CAR180F
116

１年

サービスラーニング入門Ⅱ 2学期 1 2
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見舘　好隆CAR280F
117

２年

プロジェクト演習Ⅰ 1学期 2 2■基盤教育科目
■教養教育科目

■キャリア科目

見舘　好隆　他CAR281F
118

２年

プロジェクト演習Ⅱ 2学期 2 2

見舘　好隆CAR380F
119

３年

プロジェクト演習Ⅲ 1学期 3 2

見舘　好隆　他CAR381F
120

３年

プロジェクト演習Ⅳ 2学期 3 2

読売新聞西部本社､基盤教育センター 稲月 正、永末 康介SPL001F
121

１年

教養特講Ⅰ（教養を磨く『新聞のちから』） 2学期 1 2■教養特講

大平　剛SPL002F
122

１年

教養特講Ⅱ（現代社会とエシカル消費） 1学期 1 2

眞鍋　和博SPL003F
123

１年

教養特講Ⅲ（まなびとESD講座Ⅰ） 1学期 1 2

眞鍋　和博SPL004F
124

１年

教養特講Ⅳ（まなびとESD講座Ⅱ） 2学期 1 2

三宅  博之SPL004F
125

１年

教養特講Ⅳ（現代の日本の食と若者を考える） 集中 1 2

佐藤　貴之INF101F
126

群（１年）

データ処理 1学期 1 2■情報教育科目

中尾　泰士INF101F
127

１学期未修得者再履

データ処理 2学期 1 2

浅羽　修丈INF230F
128

２年

情報表現 2学期 2 2

棚次　奎介INF230F
129

２年

情報表現 2学期 2 2

浅羽　修丈INF330F
130

３年

情報メディア演習 2学期 3 2

中尾　泰士INF330F
131

３年

情報メディア演習 2学期 3 2
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下條　かおりENG101F
132

律政群１－Ａ

英語Ⅰ（律政群１-Ａ） 1学期 1 1■基盤教育科目
■外国語教育科目

葛西　宏信ENG101F
133

律政群１－Ｂ

英語Ⅰ（律政群１-Ｂ） 1学期 1 1

永末　康介ENG101F
134

律政群１－Ｃ

英語Ⅰ（律政群１-Ｃ） 1学期 1 1

吉田　禎子ENG101F
135

律政群１－Ｄ

英語Ⅰ（律政群１-Ｄ） 1学期 1 1

安丸　雅子ENG101F
136

律政群１－Ｅ

英語Ⅰ（律政群１-Ｅ） 1学期 1 1

船方　浩子ENG101F
137

律政群１－Ｆ

英語Ⅰ（律政群１-Ｆ） 1学期 1 1

酒井　秀子ENG101F
138

律政群１－Ｇ

英語Ⅰ（律政群１-Ｇ） 1学期 1 1

木梨　安子ENG101F
139

律政群１－Ｉ

英語Ⅰ（律政群１-Ｉ） 1学期 1 1

ダンカン・ウォトリィENG111F
140

律政群１－Ａ

英語Ⅱ（律政群１-Ａ） 2学期 1 1

永末　康介ENG111F
141

律政群１－Ｂ

英語Ⅱ（律政群１-Ｂ） 2学期 1 1

葛西　宏信ENG111F
142

律政群１－Ｃ

英語Ⅱ（律政群１-Ｃ） 2学期 1 1

吉田　禎子ENG111F
143

律政群１－Ｄ

英語Ⅱ（律政群１-Ｄ） 2学期 1 1

安丸　雅子ENG111F
144

律政群１－Ｅ

英語Ⅱ（律政群１-Ｅ） 2学期 1 1

下條　かおりENG111F
145

律政群１－Ｆ

英語Ⅱ（律政群１-Ｆ） 2学期 1 1

酒井　秀子ENG111F
146

律政群１－Ｇ

英語Ⅱ（律政群１-Ｇ） 2学期 1 1
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木梨　安子ENG111F
147

律政群１－Ｉ

英語Ⅱ（律政群１-Ｉ） 2学期 1 1■基盤教育科目
■外国語教育科目

デール・スティールENG102F
148

律政群１－Ａ

英語Ⅲ（律政群１-Ａ） 1学期 1 1

デビッド・アダム・ストットENG102F
149

律政群１－Ｂ

英語Ⅲ（律政群１-Ｂ） 1学期 1 1

シェーン・ドイルENG102F
150

律政群１－Ｃ

英語Ⅲ（律政群１-Ｃ） 1学期 1 1

ダンカン・ウォトリィENG102F
151

律政群１－Ｄ

英語Ⅲ（律政群１-Ｄ） 1学期 1 1

クリストファー・オサリバンENG102F
152

律政群１－Ｅ

英語Ⅲ（律政群１-Ｅ） 1学期 1 1

マイケル・バーグENG102F
153

律政群１－Ｆ

英語Ⅲ（律政群１-Ｆ） 1学期 1 1

デビット・ニール・マクレーランENG102F
154

律政群１－Ｇ

英語Ⅲ（律政群１-Ｇ） 1学期 1 1

伊藤  晃ENG102F
155

律政群１－Ｉ

英語Ⅲ（律政群１-Ｉ） 1学期 1 1

デール・スティールENG112F
156

律政群１－Ａ

英語Ⅳ（律政群１-Ａ） 2学期 1 1

デビッド・アダム・ストットENG112F
157

律政群１－Ｂ

英語Ⅳ（律政群１-Ｂ） 2学期 1 1

ロバート･マーフィENG112F
158

律政群１－Ｃ

英語Ⅳ（律政群１-Ｃ） 2学期 1 1

ダンカン・ウォトリィENG112F
159

律政群１－Ｄ

英語Ⅳ（律政群１-Ｄ） 2学期 1 1

クリストファー・オサリバンENG112F
160

律政群１－Ｅ

英語Ⅳ（律政群１-Ｅ） 2学期 1 1

マイケル・バーグENG112F
161

律政群１－Ｆ

英語Ⅳ（律政群１-Ｆ） 2学期 1 1
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デビット・ニール・マクレーランENG112F
162

律政群１－Ｇ

英語Ⅳ（律政群１-Ｇ） 2学期 1 1■基盤教育科目
■外国語教育科目

伊藤  晃ENG112F
163

律政群１－Ｉ

英語Ⅳ（律政群１-Ｉ） 2学期 1 1

ダニー・ミンENG201F
164

律政群２－Ａ

英語Ⅴ（律政群２-Ａ） 1学期 2 1

漆原  朗子ENG201F
165

律政群２－Ｂ

英語Ⅴ（律政群２-Ｂ） 1学期 2 1

酒井　秀子ENG201F
166

律政群２－Ｃ

英語Ⅴ（律政群２-Ｃ） 1学期 2 1

十時　康ENG201F
167

律政群２－Ｄ

英語Ⅴ（律政群２-Ｄ） 1学期 2 1

村田　希巳子ENG201F
168

律政群２－Ｅ

英語Ⅴ（律政群２-Ｅ） 1学期 2 1

安丸　雅子ENG201F
169

律政群２－Ｆ

英語Ⅴ（律政群２-Ｆ） 1学期 2 1

木梨　安子ENG201F
170

律政群２－Ｇ

英語Ⅴ（律政群２-Ｇ） 1学期 2 1

大塚　由美子ENG201F
171

律政群２－Ｉ

英語Ⅴ（律政群２-Ｉ） 1学期 2 1

漆原  朗子ENG211F
172

律政群２－Ａ

英語Ⅵ（律政群２-Ａ） 2学期 2 1

薬師寺　元子ENG211F
173

律政群２－Ｂ

英語Ⅵ（律政群２-Ｂ） 2学期 2 1

酒井　秀子ENG211F
174

律政群２－Ｃ

英語Ⅵ（律政群２-Ｃ） 2学期 2 1

十時　康ENG211F
175

律政群２－Ｄ

英語Ⅵ（律政群２-Ｄ） 2学期 2 1

村田　希巳子ENG211F
176

律政群２－Ｅ

英語Ⅵ（律政群２-Ｅ） 2学期 2 1
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安丸　雅子ENG211F
177

律政群２－Ｆ

英語Ⅵ（律政群２-Ｆ） 2学期 2 1■基盤教育科目
■外国語教育科目

木梨　安子ENG211F
178

律政群２－Ｇ

英語Ⅵ（律政群２-Ｇ） 2学期 2 1

大塚　由美子ENG211F
179

律政群２－Ｉ

英語Ⅵ（律政群２-Ｉ） 2学期 2 1

シェーン・ドイルENG202F
180

律政群２－Ａ

英語Ⅶ（律政群２-Ａ） 1学期 2 1

ホセ・クルーズENG202F
181

律政群２－Ｂ

英語Ⅶ（律政群２-Ｂ） 1学期 2 1

クリストファー・オサリバンENG202F
182

律政群２－Ｃ

英語Ⅶ（律政群２-Ｃ） 1学期 2 1

マイケル・バーグENG202F
183

律政群２－Ｄ

英語Ⅶ（律政群２-Ｄ） 1学期 2 1

ケネス・ギブソンENG202F
184

律政群２－Ｅ

英語Ⅶ（律政群２-Ｅ） 1学期 2 1

アルバート・オスカー・モウENG202F
185

律政群２－Ｆ

英語Ⅶ（律政群２-Ｆ） 1学期 2 1

マーニー・セイディENG202F
186

律政群２－Ｇ

英語Ⅶ（律政群２-Ｇ） 1学期 2 1

薬師寺　元子ENG202F
187

律政群２－Ｉ

英語Ⅶ（律政群２-Ｉ） 1学期 2 1

クリスティン・マイスターENG212F
188

律政群２－Ａ

英語Ⅷ（律政群２-Ａ） 2学期 2 1

ホセ・クルーズENG212F
189

律政群２－Ｂ

英語Ⅷ（律政群２-Ｂ） 2学期 2 1

クリストファー・オサリバンENG212F
190

律政群２－Ｃ

英語Ⅷ（律政群２-Ｃ） 2学期 2 1

マイケル・バーグENG212F
191

律政群２－Ｄ

英語Ⅷ（律政群２-Ｄ） 2学期 2 1
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ケネス・ギブソンENG212F
192

律政群２－Ｅ

英語Ⅷ（律政群２-Ｅ） 2学期 2 1■基盤教育科目
■外国語教育科目

アルバート・オスカー・モウENG212F
193

律政群２－Ｆ

英語Ⅷ（律政群２-Ｆ） 2学期 2 1

マーニー・セイディENG212F
194

律政群２－Ｇ

英語Ⅷ（律政群２-Ｇ） 2学期 2 1

薬師寺　元子ENG212F
195

律政群２－Ｉ

英語Ⅷ（律政群２-Ｉ） 2学期 2 1

有働　彰子CHN101F
196

済営人律政群１年

中国語Ⅰ 1学期 1 1

有働　彰子CHN111F
197

済営人律政群１年

中国語Ⅱ 2学期 1 1

ホウ　ラメイ（彭腊梅）CHN102F
198

済営人律政群１年

中国語Ⅲ 1学期 1 1

ホウ　ラメイ（彭腊梅）CHN112F
199

済営人律政群１年

中国語Ⅳ 2学期 1 1

有働　彰子CHN201F
200

英済営人律政群２年

中国語Ⅴ 1学期 2 1

有働　彰子CHN211F
201

英済営人律政群２年

中国語Ⅵ 2学期 2 1

周　艶阳CHN202F
202

英済営人律政群２年

中国語Ⅶ 1学期 2 1

周　艶阳CHN212F
203

英済営人律政群２年

中国語Ⅷ 2学期 2 1

金　貞淑KRN101F
204

済営律政群１年

朝鮮語Ⅰ 1学期 1 1

金　貞淑KRN111F
205

済営律政群１年

朝鮮語Ⅱ 2学期 1 1

チャン　ユンヒャンKRN102F
206

済営律政群１年

朝鮮語Ⅲ 1学期 1 1
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チャン　ユンヒャンKRN112F
207

済営律政群１年

朝鮮語Ⅳ 2学期 1 1■基盤教育科目
■外国語教育科目

チャン　ユンヒャンKRN201F
208

済営人律政群２年

朝鮮語Ⅴ 1学期 2 1

チャン　ユンヒャンKRN211F
209

済営人律政群２年

朝鮮語Ⅵ 2学期 2 1

金　貞淑KRN202F
210

済営人律政群２年

朝鮮語Ⅶ 1学期 2 1

金　貞淑KRN212F
211

済営人律政群２年

朝鮮語Ⅷ 2学期 2 1

夜のみ開講科目RDE100M
１年

地域学入門 1 2■専門基幹科目

石塚　優RDE212M
212

１年

コミュニティ論 1学期 1 2

休講  昼夜交互開講科目BUS190M
１年

システムマネジメント 2学期 1 2

休講  昼夜交互開講科目CAR100M
１年

キャリア学概論 2学期 1 2

佐藤　貴之BUS191M
213

１年

プロジェクトマネジメント 2学期 1 2

休講  昼夜交互開講科目RDE213M
２年

地域文化論 1学期 2 2

眞鍋　和博CAR200M
214

２年

キャリア形成論 1学期 2 2

休講  昼夜交互開講科目RDE215M
２年

まちづくりマネジメント 1学期 2 2

神山　和久RDE214M
215

２年

北九州社会論 2学期 2 2

片岡　寛之RDE216M
216

２年

地域経営実践論 集中 2 2
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眞鍋　和博RDE180M
217

１年

指導的実習Ⅰ（ＦＭ実習） 1学期 1 1■専門基幹科目

眞鍋・蓮本RDE181M
218

１年

指導的実習Ⅱ（猪倉） 2学期 1 1

徳永・勅使河原RDE181M
219

１年

指導的実習Ⅱ 2学期 1 1

坂本　毅啓　他RDE181M
220

１年

指導的実習Ⅱ（コミュニティ） 2学期 1 1

眞鍋・勅使河原RDE181M
221

１年

指導的実習Ⅱ（ESDプロモート） 2学期 1 1

眞鍋・蓮本RDE181M
222

１年

指導的実習Ⅱ（キタプロ） 2学期 1 1

眞鍋・蓮本RDE181M
223

１年

指導的実習Ⅱ（北スマ） 2学期 1 1

廣渡・未定RDE181M
224

１年

指導的実習Ⅱ（学び支援） 2学期 1 1

眞鍋　和博RDE181M
225

１年

指導的実習Ⅱ（広報） 2学期 1 1

片岡　寛之RDE181M
226

１年

指導的実習Ⅱ（小倉） 2学期 1 1

西田　心平RDE181M
227

１年

指導的実習Ⅱ（門司） 2学期 1 1

小林　敏樹RDE181M
228

１年

指導的実習Ⅱ（まちあるき） 2学期 1 1

内田　晃RDE181M
229

１年

指導的実習Ⅱ（モビリティ） 2学期 1 1

石川　敬之RDE181M
230

１年

指導的実習Ⅱ（421Lab.） 2学期 1 1

山本　浩二RDE181M
231

１年

指導的実習Ⅱ 2学期 1 1
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眞鍋・蓮本RDE280M
232

２年

地域創生実習Ⅰ（猪倉） 1学期 2 1■専門基幹科目

坂本　毅啓　他RDE280M
233

２年

地域創生実習Ⅰ（コミュニティ） 1学期 2 1

眞鍋・勅使河原RDE280M
234

２年

地域創生実習Ⅰ（ESDプロモート） 1学期 2 1

眞鍋・蓮本RDE280M
235

２年

地域創生実習Ⅰ（キタプロ） 1学期 2 1

眞鍋・蓮本RDE280M
236

２年

地域創生実習Ⅰ（北スマ） 1学期 2 1

廣渡・未定RDE280M
237

２年

地域創生実習Ⅰ（学び支援） 1学期 2 1

眞鍋　和博RDE280M
238

２年

地域創生実習Ⅰ（広報） 1学期 2 1

片岡　寛之RDE280M
239

２年

地域創生実習Ⅰ（小倉） 1学期 2 1

西田　心平RDE280M
240

２年

地域創生実習Ⅰ（門司） 1学期 2 1

小林　敏樹RDE280M
241

２年

地域創生実習Ⅰ（まちあるき） 1学期 2 1

内田　晃RDE280M
242

２年

地域創生実習Ⅰ（モビリティ） 1学期 2 1

石川　敬之RDE280M
243

２年

地域創生実習Ⅰ（421Lab.） 1学期 2 1

眞鍋・蓮本RDE281M
244

２年

地域創生実習Ⅱ（猪倉） 2学期 2 1

坂本　毅啓　他RDE281M
245

２年

地域創生実習Ⅱ（コミュニティ） 2学期 2 1

眞鍋・勅使河原RDE281M
246

２年

地域創生実習Ⅱ（ESDプロモート） 2学期 2 1
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眞鍋・蓮本RDE281M
247

２年

地域創生実習Ⅱ（キタプロ） 2学期 2 1■専門基幹科目

眞鍋・蓮本RDE281M
248

２年

地域創生実習Ⅱ（北スマ） 2学期 2 1

廣渡・未定RDE281M
249

２年

地域創生実習Ⅱ（学び支援） 2学期 2 1

眞鍋　和博RDE281M
250

２年

地域創生実習Ⅱ（広報） 2学期 2 1

片岡　寛之RDE281M
251

２年

地域創生実習Ⅱ（小倉） 2学期 2 1

西田　心平RDE281M
252

２年

地域創生実習Ⅱ（門司） 2学期 2 1

小林　敏樹RDE281M
253

２年

地域創生実習Ⅱ（まちあるき） 2学期 2 1

内田　晃RDE281M
254

２年

地域創生実習Ⅱ（モビリティ） 2学期 2 1

石川　敬之RDE281M
255

２年

地域創生実習Ⅱ（421Lab.） 2学期 2 1

眞鍋・蓮本RDE380M
256

３年

地域創生実習Ⅲ（猪倉） 1学期 3 1

坂本　毅啓　他RDE380M
257

３年

地域創生実習Ⅲ（コミュニティ） 1学期 3 1

眞鍋・勅使河原RDE380M
258

３年

地域創生実習Ⅲ（ESDプロモート） 1学期 3 1

眞鍋・蓮本RDE380M
259

３年

地域創生実習Ⅲ（キタプロ） 1学期 3 1

眞鍋・蓮本RDE380M
260

３年

地域創生実習Ⅲ（北スマ） 1学期 3 1

廣渡・未定RDE380M
261

３年

地域創生実習Ⅲ（学び支援） 1学期 3 1
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眞鍋　和博RDE380M
262

３年

地域創生実習Ⅲ（広報） 1学期 3 1■専門基幹科目

片岡　寛之RDE380M
263

３年

地域創生実習Ⅲ（小倉） 1学期 3 1

西田　心平RDE380M
264

３年

地域創生実習Ⅲ（門司） 1学期 3 1

小林　敏樹RDE380M
265

３年

地域創生実習Ⅲ（まちあるき） 1学期 3 1

内田　晃RDE380M
266

３年

地域創生実習Ⅲ（モビリティ） 1学期 3 1

石川　敬之RDE380M
267

３年

地域創生実習Ⅲ（421Lab.） 1学期 3 1

片岡　寛之RDE380M
268

３年

地域創生実習Ⅲ（チャレンジプログラム） 1学期 3 1

眞鍋・蓮本RDE381M
269

３年

地域創生実習Ⅳ（猪倉） 2学期 3 1

坂本　毅啓　他RDE381M
270

３年

地域創生実習Ⅳ（コミュニティ） 2学期 3 1

眞鍋・勅使河原RDE381M
271

３年

地域創生実習Ⅳ（ESDプロモート） 2学期 3 1

眞鍋・蓮本RDE381M
272

３年

地域創生実習Ⅳ（キタプロ） 2学期 3 1

眞鍋・蓮本RDE381M
273

３年

地域創生実習Ⅳ（北スマ） 2学期 3 1

廣渡・未定RDE381M
274

３年

地域創生実習Ⅳ（学び支援） 2学期 3 1

眞鍋　和博RDE381M
275

３年

地域創生実習Ⅳ（広報） 2学期 3 1

片岡　寛之RDE381M
276

３年

地域創生実習Ⅳ（小倉） 2学期 3 1
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西田　心平RDE381M
277

３年

地域創生実習Ⅳ（門司） 2学期 3 1■専門基幹科目

小林　敏樹RDE381M
278

３年

地域創生実習Ⅳ（まちあるき） 2学期 3 1

内田　晃RDE381M
279

３年

地域創生実習Ⅳ（モビリティ） 2学期 3 1

石川　敬之RDE381M
280

３年

地域創生実習Ⅳ（421Lab.） 2学期 3 1

片岡　寛之RDE381M
281

３年

地域創生実習Ⅳ（チャレンジプログラム） 2学期 3 1

徳永・勅使河原HSS280M
282

２年

スポーツ・ボランティア実習Ⅰ 1学期 2 1

徳永・勅使河原HSS281M
283

２年

スポーツ・ボランティア実習Ⅱ 2学期 2 1

徳永・勅使河原HSS380M
284

３年

スポーツ・ボランティア実習Ⅲ 1学期 3 1

徳永・勅使河原HSS381M
285

３年

スポーツ・ボランティア実習Ⅳ 2学期 3 1

山本　浩二HSS282M
286

２年

障害者スポーツ実習Ⅰ 1学期 2 1

山本　浩二HSS283M
287

２年

障害者スポーツ実習Ⅱ 2学期 2 1

山本　浩二HSS382M
288

３年

障害者スポーツ実習Ⅲ 1学期 3 1

山本　浩二HSS383M
289

３年

障害者スポーツ実習Ⅳ 2学期 3 1

坂本　毅啓　他SOW382M
３年

相談援助実習 集中 3 6

眞鍋・蓮本RDE210M
290

２年

地域マネジメント実践論Ⅰ（猪倉） 1学期 2 2
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眞鍋・勅使河原RDE210M
291

２年

地域マネジメント実践論Ⅰ（ESDプロモート） 1学期 2 2■専門基幹科目

眞鍋・蓮本RDE210M
292

２年

地域マネジメント実践論Ⅰ（キタプロ） 1学期 2 2

眞鍋・蓮本RDE210M
293

２年

地域マネジメント実践論Ⅰ（北スマ） 1学期 2 2

廣渡・未定RDE210M
294

２年

地域マネジメント実践論Ⅰ（学び支援） 1学期 2 2

眞鍋　和博RDE210M
295

２年

地域マネジメント実践論Ⅰ（広報） 1学期 2 2

片岡　寛之RDE210M
296

２年

地域マネジメント実践論Ⅰ（小倉） 1学期 2 2

西田　心平RDE210M
297

２年

地域マネジメント実践論Ⅰ（門司） 1学期 2 2

小林　敏樹RDE210M
298

２年

地域マネジメント実践論Ⅰ（まちあるき） 1学期 2 2

内田　晃RDE210M
299

２年

地域マネジメント実践論Ⅰ（モビリティ） 1学期 2 2

石川　敬之RDE210M
300

２年

地域マネジメント実践論Ⅰ（421Lab.） 1学期 2 2

眞鍋・蓮本RDE211M
301

２年

地域マネジメント実践論Ⅱ（猪倉） 2学期 2 2

眞鍋・勅使河原RDE211M
302

２年

地域マネジメント実践論Ⅱ（ESDプロモート） 2学期 2 2

眞鍋・蓮本RDE211M
303

２年

地域マネジメント実践論Ⅱ（キタプロ） 2学期 2 2

眞鍋・蓮本RDE211M
304

２年

地域マネジメント実践論Ⅱ（北スマ） 2学期 2 2

廣渡・未定RDE211M
305

２年

地域マネジメント実践論Ⅱ（学び支援） 2学期 2 2
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眞鍋　和博RDE211M
306

２年

地域マネジメント実践論Ⅱ（広報） 2学期 2 2■専門基幹科目

片岡　寛之RDE211M
307

２年

地域マネジメント実践論Ⅱ（小倉） 2学期 2 2

西田　心平RDE211M
308

２年

地域マネジメント実践論Ⅱ（門司） 2学期 2 2

小林　敏樹RDE211M
309

２年

地域マネジメント実践論Ⅱ（まちあるき） 2学期 2 2

内田　晃RDE211M
310

２年

地域マネジメント実践論Ⅱ（モビリティ） 2学期 2 2

石川　敬之RDE211M
311

２年

地域マネジメント実践論Ⅱ（421Lab.） 2学期 2 2

眞鍋・蓮本RDE310M
312

３年

地域マネジメント実践論Ⅲ（猪倉） 1学期 3 2

眞鍋・勅使河原RDE310M
313

３年

地域マネジメント実践論Ⅲ（ESDプロモート） 1学期 3 2

眞鍋・蓮本RDE310M
314

３年

地域マネジメント実践論Ⅲ（キタプロ） 1学期 3 2

眞鍋・蓮本RDE310M
315

３年

地域マネジメント実践論Ⅲ（北スマ） 1学期 3 2

廣渡・未定RDE310M
316

３年

地域マネジメント実践論Ⅲ（学び支援） 1学期 3 2

眞鍋　和博RDE310M
317

３年

地域マネジメント実践論Ⅲ（広報） 1学期 3 2

片岡　寛之RDE310M
318

３年

地域マネジメント実践論Ⅲ（小倉） 1学期 3 2

西田　心平RDE310M
319

３年

地域マネジメント実践論Ⅲ（門司） 1学期 3 2

小林　敏樹RDE310M
320

３年

地域マネジメント実践論Ⅲ（まちあるき） 1学期 3 2
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内田　晃RDE310M
321

３年

地域マネジメント実践論Ⅲ（モビリティ） 1学期 3 2■専門基幹科目

石川　敬之RDE310M
322

３年

地域マネジメント実践論Ⅲ（421Lab.） 1学期 3 2

片岡　寛之RDE310M
323

３年

地域マネジメント実践論Ⅲ（チャレンジプログラム） 1学期 3 2

眞鍋・蓮本RDE311M
324

３年

地域マネジメント実践論Ⅳ（猪倉） 2学期 3 2

眞鍋・勅使河原RDE311M
325

３年

地域マネジメント実践論Ⅳ（ESDプロモート） 2学期 3 2

眞鍋・蓮本RDE311M
326

３年

地域マネジメント実践論Ⅳ（キタプロ） 2学期 3 2

眞鍋・蓮本RDE311M
327

３年

地域マネジメント実践論Ⅳ（北スマ） 2学期 3 2

廣渡・未定RDE311M
328

３年

地域マネジメント実践論Ⅳ（学び支援） 2学期 3 2

眞鍋　和博RDE311M
329

３年

地域マネジメント実践論Ⅳ（広報） 2学期 3 2

片岡　寛之RDE311M
330

３年

地域マネジメント実践論Ⅳ（小倉） 2学期 3 2

西田　心平RDE311M
331

３年

地域マネジメント実践論Ⅳ（門司） 2学期 3 2

小林　敏樹RDE311M
332

３年

地域マネジメント実践論Ⅳ（まちあるき） 2学期 3 2

内田　晃RDE311M
333

３年

地域マネジメント実践論Ⅳ（モビリティ） 2学期 3 2

石川　敬之RDE311M
334

３年

地域マネジメント実践論Ⅳ（421Lab.） 2学期 3 2

片岡　寛之RDE311M
335

３年

地域マネジメント実践論Ⅳ（チャレンジプログラム） 2学期 3 2
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徳永・勅使河原HSS290M
336

２年

地域ボランティア実践論Ⅰ 1学期 2 2■専門基幹科目

山本　浩二HSS290M
337

２年

地域ボランティア実践論Ⅰ 1学期 2 2

徳永・勅使河原HSS291M
338

２年

地域ボランティア実践論Ⅱ 2学期 2 2

山本　浩二HSS291M
339

２年

地域ボランティア実践論Ⅱ 2学期 2 2

徳永・勅使河原HSS390M
340

３年

地域ボランティア実践論Ⅲ 1学期 3 2

山本　浩二HSS390M
341

３年

地域ボランティア実践論Ⅲ 1学期 3 2

徳永・勅使河原HSS391M
342

３年

地域ボランティア実践論Ⅳ 2学期 3 2

山本　浩二HSS391M
343

３年

地域ボランティア実践論Ⅳ 2学期 3 2

坂本　毅啓　他SOW212M
344

２年

地域福祉実践論Ⅰ（コミュニティ） 1学期 2 2

坂本　毅啓　他SOW213M
345

２年

地域福祉実践論Ⅱ（コミュニティ） 2学期 2 2

坂本　毅啓　他SOW310M
346

３年

地域福祉実践論Ⅲ（コミュニティ） 1学期 3 2

坂本　毅啓　他SOW311M
347

３年

地域福祉実践論Ⅳ（コミュニティ） 2学期 3 2

眞鍋　和博SEM111M
348

１年

地域創生基礎演習Ａ 1学期 1 2

眞鍋・蓮本SEM112M
349

１年

地域創生基礎演習Ｂ（猪倉） 2学期 1 2

坂本　毅啓　他SEM112M
350

１年

地域創生基礎演習Ｂ（コミュニティ） 2学期 1 2
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眞鍋・勅使河原SEM112M
351

１年

地域創生基礎演習Ｂ（ESDプロモート） 2学期 1 2■専門基幹科目

眞鍋・蓮本SEM112M
352

１年

地域創生基礎演習Ｂ（キタプロ） 2学期 1 2

眞鍋・蓮本SEM112M
353

１年

地域創生基礎演習Ｂ（北スマ） 2学期 1 2

廣渡・未定SEM112M
354

１年

地域創生基礎演習Ｂ（学び支援） 2学期 1 2

眞鍋　和博SEM112M
355

１年

地域創生基礎演習Ｂ（広報） 2学期 1 2

片岡　寛之SEM112M
356

１年

地域創生基礎演習Ｂ（小倉） 2学期 1 2

西田　心平SEM112M
357

１年

地域創生基礎演習Ｂ（門司） 2学期 1 2

小林　敏樹SEM112M
358

１年

地域創生基礎演習Ｂ（まちあるき） 2学期 1 2

内田　晃SEM112M
359

１年

地域創生基礎演習Ｂ（モビリティ） 2学期 1 2

石川　敬之SEM112M
360

１年

地域創生基礎演習Ｂ（421Lab.） 2学期 1 2

徳永  政夫SEM112M
361

１年

地域創生基礎演習Ｂ 2学期 1 2

山本　浩二SEM112M
362

１年

地域創生基礎演習Ｂ 2学期 1 2

廣渡  栄寿SEM211M
363

２年

地域創生基礎演習Ｃ 1学期 2 2

佐藤　貴之SEM211M
364

２年

地域創生基礎演習Ｃ 1学期 2 2

眞鍋　和博SEM211M
365

２年

地域創生基礎演習Ｃ 1学期 2 2
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内田　晃SEM211M
366

２年

地域創生基礎演習Ｃ 1学期 2 2■専門基幹科目

小林　敏樹SEM211M
367

２年

地域創生基礎演習Ｃ 1学期 2 2

片岡　寛之SEM211M
368

２年

地域創生基礎演習Ｃ 1学期 2 2

西田　心平SEM211M
369

２年

地域創生基礎演習Ｃ 1学期 2 2

廣川　祐司SEM211M
370

２年

地域創生基礎演習Ｃ 1学期 2 2

石川　敬之SEM211M
371

２年

地域創生基礎演習Ｃ 1学期 2 2

徳永  政夫SEM211M
372

２年

地域創生基礎演習Ｃ 1学期 2 2

山本　浩二SEM211M
373

２年

地域創生基礎演習Ｃ 1学期 2 2

廣渡  栄寿SEM212M
374

２年

地域創生基礎演習Ｄ 2学期 2 2

佐藤　貴之SEM212M
375

２年

地域創生基礎演習Ｄ 2学期 2 2

眞鍋　和博SEM212M
376

２年

地域創生基礎演習Ｄ 2学期 2 2

内田　晃SEM212M
377

２年

地域創生基礎演習Ｄ 2学期 2 2

小林　敏樹SEM212M
378

２年

地域創生基礎演習Ｄ 2学期 2 2

片岡　寛之SEM212M
379

２年

地域創生基礎演習Ｄ 2学期 2 2

西田　心平SEM212M
380

２年

地域創生基礎演習Ｄ 2学期 2 2
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廣川　祐司SEM212M
381

２年

地域創生基礎演習Ｄ 2学期 2 2■専門基幹科目

石川　敬之SEM212M
382

２年

地域創生基礎演習Ｄ 2学期 2 2

徳永  政夫SEM212M
383

２年

地域創生基礎演習Ｄ 2学期 2 2

山本　浩二SEM212M
384

２年

地域創生基礎演習Ｄ 2学期 2 2

片岡　寛之　他SEM311M
385

３年

地域創生演習Ａ（チャレンジプログラム） 1学期 3 2

廣渡  栄寿SEM311M
386

３年

地域創生演習Ａ 1学期 3 2

佐藤　貴之SEM311M
387

３年

地域創生演習Ａ 1学期 3 2

眞鍋　和博SEM311M
388

３年

地域創生演習Ａ 1学期 3 2

内田　晃SEM311M
389

３年

地域創生演習Ａ 1学期 3 2

石川　敬之SEM311M
390

３年

地域創生演習Ａ 1学期 3 2

徳永  政夫SEM311M
391

３年

地域創生演習Ａ 1学期 3 2

山本　浩二SEM311M
392

３年

地域創生演習Ａ 1学期 3 2

小林　敏樹SEM311M
393

３年

地域創生演習Ａ（通常枠） 1学期 3 2

片岡　寛之SEM311M
394

３年

地域創生演習Ａ 1学期 3 2

西田　心平SEM311M
395

３年

地域創生演習Ａ 1学期 3 2
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廣川　祐司SEM311M
396

３年

地域創生演習Ａ 1学期 3 2■専門基幹科目

片岡　寛之　他SEM312M
397

３年

地域創生演習Ｂ（チャレンジプログラム） 2学期 3 2

廣渡  栄寿SEM312M
398

３年

地域創生演習Ｂ 2学期 3 2

佐藤　貴之SEM312M
399

３年

地域創生演習Ｂ 2学期 3 2

眞鍋　和博SEM312M
400

３年

地域創生演習Ｂ 2学期 3 2

内田　晃SEM312M
401

３年

地域創生演習Ｂ 2学期 3 2

石川　敬之SEM312M
402

３年

地域創生演習Ｂ 2学期 3 2

徳永  政夫SEM312M
403

３年

地域創生演習Ｂ 2学期 3 2

山本　浩二SEM312M
404

３年

地域創生演習Ｂ 2学期 3 2

小林　敏樹SEM312M
405

３年

地域創生演習Ｂ（通常枠） 2学期 3 2

片岡　寛之SEM312M
406

３年

地域創生演習Ｂ 2学期 3 2

西田　心平SEM312M
407

３年

地域創生演習Ｂ 2学期 3 2

廣川　祐司SEM312M
408

３年

地域創生演習Ｂ 2学期 3 2

片岡　寛之　他SEM411M
409

４年

地域創生演習Ｃ（チャレンジプログラム） 1学期 4 2

廣渡  栄寿SEM411M
410

４年

地域創生演習Ｃ 1学期 4 2
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佐藤　貴之SEM411M
411

４年

地域創生演習Ｃ 1学期 4 2■専門基幹科目

眞鍋　和博SEM411M
412

４年

地域創生演習Ｃ 1学期 4 2

石川　敬之SEM411M
413

４年

地域創生演習Ｃ 1学期 4 2

徳永  政夫SEM411M
414

４年

地域創生演習Ｃ 1学期 4 2

山本　浩二SEM411M
415

４年

地域創生演習Ｃ 1学期 4 2

片岡　寛之SEM411M
416

４年

地域創生演習Ｃ 1学期 4 2

西田　心平SEM411M
417

４年

地域創生演習Ｃ 1学期 4 2

廣川　祐司SEM411M
418

４年

地域創生演習Ｃ 1学期 4 2

片岡　寛之　他SEM412M
419

４年

地域創生演習Ｄ（チャレンジプログラム） 2学期 4 2

廣渡  栄寿SEM412M
420

４年

地域創生演習Ｄ 2学期 4 2

佐藤　貴之SEM412M
421

４年

地域創生演習Ｄ 2学期 4 2

眞鍋　和博SEM412M
422

４年

地域創生演習Ｄ 2学期 4 2

石川　敬之SEM412M
423

４年

地域創生演習Ｄ 2学期 4 2

徳永  政夫SEM412M
424

４年

地域創生演習Ｄ 2学期 4 2

山本　浩二SEM412M
425

４年

地域創生演習Ｄ 2学期 4 2
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片岡　寛之SEM412M
426

４年

地域創生演習Ｄ 2学期 4 2■専門基幹科目

西田　心平SEM412M
427

４年

地域創生演習Ｄ 2学期 4 2

廣川　祐司SEM412M
428

４年

地域創生演習Ｄ 2学期 4 2

夜のみ開講科目SOW380M
３年

相談援助実習指導１ 3 2

夜のみ開講科目SOW381M
３年

相談援助実習指導２ 3 1

夜のみ開講科目SOW265M
２年

相談援助演習１ 2 2

夜のみ開講科目SOW266M
２年

相談援助演習２ 2 2

夜のみ開講科目SOW360M
３年

相談援助演習３ 3 2

夜のみ開講科目SOW361M
３年

相談援助演習４ 3 2

夜のみ開講科目SOW460M
４年

相談援助演習５ 4 2

片岡　寛之　他STH410M
429

４年

卒業論文・卒業実践報告（チャレンジプログラム） １･２学期（ペア） 4 4

廣渡  栄寿STH410M
430

４年

卒業論文・卒業実践報告 １･２学期（ペア） 4 4

佐藤　貴之STH410M
431

４年

卒業論文・卒業実践報告 １･２学期（ペア） 4 4

眞鍋　和博STH410M
432

４年

卒業論文・卒業実践報告 １･２学期（ペア） 4 4

石川　敬之STH410M
433

４年

卒業論文・卒業実践報告 １･２学期（ペア） 4 4



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

地域創生学群  地域創生学類（2015年度入学生）
<昼>

履修年次

備考

学期 単位

徳永  政夫STH410M
434

４年

卒業論文・卒業実践報告 １･２学期（ペア） 4 4■専門基幹科目

山本　浩二STH410M
435

４年

卒業論文・卒業実践報告 １･２学期（ペア） 4 4

片岡　寛之STH410M
436

４年

卒業論文・卒業実践報告 １･２学期（ペア） 4 4

西田　心平STH410M
437

４年

卒業論文・卒業実践報告 １･２学期（ペア） 4 4

廣川　祐司STH410M
438

４年

卒業論文・卒業実践報告 １･２学期（ペア） 4 4

西田　心平RDE110M
439

１年

地域コーディネート論 2学期 1 2■専門科目

夜のみ開講科目INF242M
２年

地域調査論 2 2

片岡　寛之ARC233M
440

２年

景観まちづくり論 2学期 2 2

吉村　英俊BUS317M
441

２年

ものづくりマネジメント論 2学期 2 2

休講  昼夜交互開講科目ARC235M
２年

福祉環境デザイン論 2学期 2 2

休講　昼夜交互開講科目SSS210M
２年

危機管理論 2学期 2 2

休講  昼夜交互開講科目ARC234M
２年

都市計画の基礎 2学期 2 2

見舘　好隆RDE290M
442

２年

地域創生特講Ⅰ（クリエイティブシンキング） 1学期 2 2

片岡　寛之RDE291M
443

２年

地域創生特講Ⅱ（チャレンジプログラム） 1学期 2 2

南　博RDE312M
444

３年

まちづくり実践論 1学期 3 2
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<昼>

履修年次
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梁田　史郎LAW100M
445

１年

法学総論 1学期 1 2■専門科目

石塚　壮太郎LAW120M
446

１年

日本国憲法原論 1学期 1 2

中村　英樹LAW220M
447

１年

憲法人権論 2学期 1 2

清水　裕一郎LAW160M
448

１年

民法総則 1学期（ペア） 1 4

夜のみ開講科目LAW161M
２年

民法概論Ⅰ 2 2

夜のみ開講科目LAW162M
２年

民法概論Ⅱ 2 2

小野  憲昭LAW264M
449

２年

親族法 1学期 2 2

清水　裕一郎LAW260M
450

２年

物権法 2学期 2 2

津田　小百合LAW140M
451

２年

社会法総論 2学期 2 2

近藤　卓也LAW121M
452

２年

行政法総論 1学期（ペア） 2 4

土井　和重LAW130M
453

２年

刑法犯罪論 2学期（ペア） 2 4

大杉　一之LAW230M
454

３年

刑法犯罪各論Ⅰ 1学期 3 2

大杉　一之LAW330M
455

３年

刑法犯罪各論Ⅱ 1学期 3 2

夜のみ開講科目LAW270M
３年

会社法Ⅰ 3 2

夜のみ開講科目LAW271M
３年

会社法Ⅱ 3 2
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<昼>

履修年次

備考
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今泉  恵子LAW272M
456

３年

企業取引法Ⅰ 2学期 3 2■専門科目

前越　俊之LAW372M
457

３年

企業取引法Ⅱ 2学期 3 2

木村　友久LAW341M
458

３年

知的財産法 1学期 3 2

堀澤　明生LAW222M
459

３年

行政争訟法 2学期 3 2

岡本　博志LAW322M
460

３年

情報公開・個人情報保護法 2学期 3 2

楢原  真二　他PLC114M
461

１年

ＮＰＯ論 1学期 1 2

秦　正樹PLS210M
462

１年

政治過程論 2学期 1 2

狭間　直樹PLC112M
463

１年

福祉国家論 2学期 1 2

楢原  真二PLC211M
464

２年

公共政策論 1学期 2 2

壬生　裕子PAD211M
465

２年

地方自治論 集中 2 2

申　東愛PLC212M
466

２年

政策過程論 1学期 2 2

狭間　直樹PLC217M
467

２年

福祉政策論 1学期 2 2

田代　洋久PLC113M
468

２年

都市経済論 2学期 2 2

三宅  博之PLC111M
469

２年

都市環境論 1学期 2 2

狭間　直樹PAD212M
470

２年

公共経営論 2学期 2 2
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<昼>

履修年次
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学期 単位

田代　洋久PAD213M
471

２年

都市経営論 2学期 2 2■専門科目

藤井　敦ECN110M
472

１年

経済学入門Ａ 1学期 1 2

後藤　宇生ECN110M
473

１年

経済学入門Ａ 1学期 1 2

前林　紀孝ECN111M
474

１年

経済学入門Ｂ 1学期 1 2

畔津　憲司ECN111M
475

１年

経済学入門Ｂ 1学期 1 2

柳井  雅人ECN150M
476

１年

現代日本経済入門Ａ 1学期 1 2

前田  淳ECN151M
477

１年

現代日本経済入門Ｂ 2学期 1 2

後藤  尚久ECN260M
478

２年

金融論Ⅰ 1学期 2 2

後藤  尚久ECN261M
479

２年

金融論Ⅱ 2学期 2 2

末永　勝昭ECN240M
480

２年

国際経済論Ⅰ 1学期 2 2

末永　勝昭ECN241M
481

２年

国際経済論Ⅱ 2学期 2 2

前田  淳ECN363M
482

３年

国際金融論Ⅰ 1学期 3 2

前田  淳ECN364M
483

３年

国際金融論Ⅱ 2学期 3 2

佐藤 裕哉ECN244M
484

２年

地域経済Ⅰ 1学期 2 2

田村  大樹ECN245M
485

２年

地域経済Ⅱ 2学期 2 2
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<昼>

履修年次

備考

学期 単位

近江　貴治ECN242M
486

２年

経済地理学Ⅰ 1学期 2 2■専門科目

近江　貴治ECN243M
487

２年

経済地理学Ⅱ 2学期 2 2

休講ECN361M
３年

財政学Ⅰ 1学期 3 2

休講ECN362M
３年

財政学Ⅱ 2学期 3 2

牛房  義明ECN340M
488

３年

環境経済学 2学期 3 2

浦野  恭平BUS111M
489

１年

マネジメント論基礎 2学期 1 2

松本　守BUS110M
490

１年

企業論基礎 2学期 1 2

河瀬　宏則ACC110M
491

１年

簿記論Ⅰ 1学期 1 2

河瀬　宏則ACC111M
492

１年

簿記論Ⅱ 2学期 1 2

吉田  祐治MTH100M
493

１年

数学 1学期 1 2

吉田  祐治MTH150M
494

１年

経営統計 2学期 1 2

休講  昼夜交互開講科目INF103M
１年

情報デザイン 集中 1 2

武藤　直彦INF110M
495

１年

プログラミングⅠ 2学期 1 2

平山　克己INF210M
496

２年

プログラミングⅡ（新JAVA） 1学期 2 2

武藤　直彦INF220M
497

２年

コンピュータシステム 1学期 2 2
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<昼>

履修年次
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学期 単位

西澤  健次ACC214M
498

２年

財務会計論Ⅰ 1学期 2 2■専門科目

西澤  健次ACC215M
499

２年

財務会計論Ⅱ 2学期 2 2

浦野  恭平BUS213M
500

２年

経営戦略論 2学期 2 2

隈本  覚INF231M
501

２年

データ構造 2学期 2 2

池田　欽一INF232M
502

２年

データベース 2学期 2 2

池田　欽一INF212M
503

２年

Webプログラミング 2学期 2 2

福井　直人BUS310M
504

３年

人的資源管理論 1学期 3 2

別府  俊行BUS313M
505

３年

中小企業論 1学期 3 2

齋藤　朗宏INF341M
506

３年

企業データ分析 1学期 3 2

齋藤　朗宏INF200M
507

３年

オペレーションズ・マネジメント 1学期 3 2

隈本  覚INF320M
508

３年

情報ネットワーク 1学期 3 2

泉　英明BUS316M
509

３年

情報経営 1学期 3 2

平山　克己INF340M
510

３年

システム分析 1学期 3 2

平山　克己INF420M
511

３年

システム設計 2学期 3 2

河嶋  静代SOW100M
512

１年

現代社会と福祉１ 1学期 1 2



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

地域創生学群  地域創生学類（2015年度入学生）
<昼>
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小賀  久SOW101M
513

１年

現代社会と福祉２ 2学期 1 2■専門科目

坂本　毅啓SOW260M
514

１年

相談援助の基盤と専門職１ 1学期 1 2

深谷　裕SOW261M
515

１年

相談援助の基盤と専門職２ 2学期 1 2

阪井　俊文SOW290M
516

２年

社会調査の基礎 1学期 2 2

深谷　裕SOW210M
517

２年

地域福祉の理論と方法１ 1学期 2 2

岡本　政孝SOW211M
518

２年

地域福祉の理論と方法２ 1学期 2 2

河嶋  静代SOW223M
519

２年

児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度 2学期 2 2

石塚　優SOW220M
520

２年

高齢者に対する支援と介護保険制度１ 1学期 2 2

石塚　優SOW221M
521

２年

高齢者に対する支援と介護保険制度２ 2学期 2 2

伊東　良輔SOW222M
522

２年

障害者に対する支援と障害者自立支援制度 1学期 2 2

河嶋  静代SOW262M
523

２年

相談援助の理論と方法１ 1学期 2 2

工藤　歩SOW263M
524

２年

相談援助の理論と方法２ 2学期 2 2

藤田　博久SOW264M
525

２年

相談援助の理論と方法３ 1学期 2 2

坂本　毅啓SOW240M
526

２年

社会保障 1学期 2 2

大西　清文SOW241M
527

２年

低所得者に対する支援と生活保護制度 2学期 2 2
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小野　二六一SOW231M
528

２年

人体の構造と機能及び疾病 1学期 2 2■専門科目

石塚　優SOW230M
529

２年

保健医療サービス 2学期 2 2

難波　利光SOW242M
530

２年

福祉行財政と福祉計画 1学期 2 2

中園　紀明SOW251M
531

２年

福祉サービスの組織と経営 2学期 2 2

伊東　良輔SOW250M
532

２年

権利擁護と成年後見制度 1学期 2 2

夜のみ開講科目SOW243M
２年

就労支援サービス 2 2

夜のみ開講科目SOW244M
２年

更生保護制度 2 2

田中　信利　他PSY100M
533

１年

心理学概論 2学期 1 2

税田　慶昭PSY222M
534

２年

発達心理学 1学期 2 2

石塚　優PSY213M
535

２年

老年心理学 2学期 2 2

山下　智也PSY220M
536

２年

教育心理学 2学期 2 2

田島　司PSY211M
537

３年

対人心理学 1学期 3 2

田中　信利PSY230M
538

３年

臨床心理学 1学期 3 2

田中　信利PSY232M
539

３年

カウンセリング論 2学期 3 2

中島　俊介PSY231M
540

３年

心理療法論 2学期 3 2
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森永　今日子PSY212M
541

３年

コミュニケーション論 1学期 3 2■専門科目

夜のみ開講科目HSS330M
３年

リハビリテーション論 3 2

須藤　廣SOC216M
542

１年

観光社会学 集中 1 2

門馬　一平ANT212M
543

２年

フィールドワーク論 1学期 2 2

西田　心平RDE111M
544

１年

ボランティア活動論 1学期 1 2

徳永  政夫HSS110M
545

１年

スポーツ指導論 1学期 1 2

小手川　郁人HSS120M
546

１年

障害者スポーツ指導論 1学期 1 2

徳永  政夫HSS101M
547

１年

スポーツ・ボランティア指導論 2学期 1 2

山崎　将幸HSS221M
548

２年

スポーツ心理学 1学期 2 2

下釜　純子HSS200M
549

２年

スポーツ・ボランティア各論 1学期 2 2

山本　浩二HSS220M
550

２年

コミュニティスポーツ論 2学期 2 2

小手川　郁人HSS224M
551

２年

障害者スポーツ各論 1学期 2 2

休講　昼夜交互開講科目HSS222M
２年

スポーツ産業論 2学期 2 2

髙西  敏正HSS231M
552

３年

身体適応論 1学期 3 2

加倉井  美智子HSS210M
553

３年

身体スポーツ論 2学期 3 2
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髙西  敏正HSS230M
554

３年

健康科学 2学期 3 2■専門科目

梨羽　茂HSS223M
555

３年

トレーニング論 1学期 3 2
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小林  道彦PLS110F
556

１年

歴史と政治 2学期 1 2■基盤教育科目
■教養教育科目

■ビジョン科目

神原　ゆうこANT110F
557

１年

異文化理解の基礎 1学期 1 2

漆原  朗子LIN110F
558

１年

ことばの科学 1学期 1 2

伊野  憲治IRL100F
559

１年

国際学入門 1学期 1 2

伊原木　大祐PHR110F
560

１年

生活世界の哲学 2学期 1 2

戸蒔　仁司PLS111F
561

１年

日本の防衛 2学期 1 2

日高　京子　他BIO100F
562

１年

生命と環境 1学期 1 2

中尾　泰士INF100F
563

１年

情報社会への招待 2学期 1 2

廣川　祐司ENV100F
564

１年

環境問題概論 2学期 1 2

休講GOL001F
１年

地球の生いたち 2学期 1 2■テーマ科目

森永　今日子PSY003F
565

１年

現代人のこころ 1学期 1 2

日高　京子BIO002F
566

１年

人間と生命 2学期 1 2

休講PHR004F
１年

思想と現代 1学期 1 2

生住　昌大　他LIT001F
567

１年

文学を読む 2学期 1 2

重松  博之PHR003F
568

１年

現代正義論 2学期 1 2
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休講PLS002F
１年

民主主義とは何か 1学期 1 2■基盤教育科目
■教養教育科目

■テーマ科目

休講SOC004F
１年

人権論 1学期 1 2

休講GEN001F
１年

ジェンダー論 1学期 1 2

伊野  憲治　他SOW001F
569

１年

障がい学 2学期 1 2

休講SOC003F
１年

社会調査 2学期 1 2

西田　心平RDE001F
570

１年

市民活動論 2学期 1 2

休講BUS001F
１年

企業と社会 1学期 1 2

伊原木　大祐PHR002F
571

１年

現代社会と倫理 1学期 1 2

休講IRL003F
１年

現代の国際情勢 1学期 1 2

休講IRL002F
１年

開発と統治 2学期 1 2

田中　淳平　他ECN001F
572

１年

グローバル化する経済 1学期 1 2

二宮  正人IRL005F
573

１年

国際紛争と国連 2学期 1 2

中野  博文　他IRL004F
574

１年

国際社会と日本 2学期 1 2

小林  道彦HIS004F
575

１年

歴史の読み方Ⅰ 1学期 1 2

小林  道彦HIS005F
576

１年

歴史の読み方Ⅱ 1学期 1 2
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休講HIS002F
１年

そのとき世界は 2学期 1 2■基盤教育科目
■教養教育科目

■テーマ科目

山﨑　勇治　他HIS001F
577

１年

人物と時代の歴史 1学期 1 2

伊原木　大祐PHR005F
578

１年

ヨーロッパ道徳思想史 2学期 1 2

中島　俊介PSY001F
579

１年

メンタル・ヘルスⅠ 1学期 1 2■ライフ・スキル科目

中島　俊介PSY002F
580

１年

メンタル・ヘルスⅡ 2学期 1 2

山本　浩二HSS001F
581

１年

フィジカル・ヘルスⅠ 1学期 1 2

休講HSS002F
１年

フィジカル・ヘルスⅡ 2学期 1 2

休講HSS081F
１年

フィジカル･エクササイズⅠ（バドミントン） 1学期 1 1

徳永  政夫HSS082F
582

１年

フィジカル・エクササイズⅡ（バドミントン） 2学期 1 1

佐藤　貴之INF101F
583

群（１年）

データ処理 1学期 1 2■情報教育科目

浅羽　修丈INF101F
584

１学期未修得者再履

データ処理 2学期 1 2

浅羽　修丈INF230F
585

２年

情報表現 1学期 2 2

休講INF230F
２年

情報表現 2学期 2 2

デビッド・アダム・ストットENG131F
586

群１年

ビジネス英語Ⅰ（群１年） 1学期 1 1■外国語教育科目

ダニー・ミンENG132F
587

群１年

ビジネス英語Ⅱ（群１年） 2学期 1 1
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眞鍋　和博　他RDE100M
588

１年

地域学入門 1学期 1 2■専門基幹科目

休講  昼夜交互開講科目RDE212M
１年

コミュニティ論 1学期 1 2

廣渡  栄寿BUS190M
589

１年

システムマネジメント 2学期 1 2

見舘　好隆CAR100M
590

１年

キャリア学概論 2学期 1 2

休講  昼夜交互開講科目BUS191M
１年

プロジェクトマネジメント 2学期 1 2

廣川　祐司RDE213M
591

２年

地域文化論 1学期 2 2

休講  昼夜交互開講科目CAR200M
２年

キャリア形成論 1学期 2 2

片岡　寛之RDE215M
592

２年

まちづくりマネジメント 1学期 2 2

休講  昼夜交互開講科目RDE214M
２年

北九州社会論 2学期 2 2

昼のみ開講科目RDE180M
１年

指導的実習Ⅰ 1 1

昼のみ開講科目RDE181M
１年

指導的実習Ⅱ 1 1

昼のみ開講科目RDE280M
２年

地域創生実習Ⅰ 2 1

昼のみ開講科目RDE281M
２年

地域創生実習Ⅱ 2 1

昼のみ開講科目RDE380M
３年

地域創生実習Ⅲ 3 1

昼のみ開講科目RDE381M
３年

地域創生実習Ⅳ 3 1
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昼のみ開講科目HSS280M
２年

スポーツ・ボランティア実習Ⅰ 2 1■専門基幹科目

昼のみ開講科目HSS281M
２年

スポーツ・ボランティア実習Ⅱ 2 1

昼のみ開講科目HSS380M
３年

スポーツ・ボランティア実習Ⅲ 3 1

昼のみ開講科目HSS381M
３年

スポーツ・ボランティア実習Ⅳ 3 1

昼のみ開講科目HSS282M
２年

障害者スポーツ実習Ⅰ 2 1

昼のみ開講科目HSS283M
２年

障害者スポーツ実習Ⅱ 2 1

昼のみ開講科目HSS382M
３年

障害者スポーツ実習Ⅲ 3 1

昼のみ開講科目HSS383M
３年

障害者スポーツ実習Ⅳ 3 1

昼のみ開講科目RDE210M
２年

地域マネジメント実践論Ⅰ 2 2

昼のみ開講科目RDE211M
２年

地域マネジメント実践論Ⅱ 2 2

昼のみ開講科目RDE310M
３年

地域マネジメント実践論Ⅲ 3 2

昼のみ開講科目RDE311M
３年

地域マネジメント実践論Ⅳ 3 2

昼のみ開講科目HSS290M
２年

地域ボランティア実践論Ⅰ 2 2

昼のみ開講科目HSS291M
２年

地域ボランティア実践論Ⅱ 2 2

昼のみ開講科目HSS390M
３年

地域ボランティア実践論Ⅲ 3 2
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昼のみ開講科目HSS391M
３年

地域ボランティア実践論Ⅳ 3 2■専門基幹科目

昼のみ開講科目SOW212M
２年

地域福祉実践論Ⅰ 2 2

昼のみ開講科目SOW213M
２年

地域福祉実践論Ⅱ 2 2

昼のみ開講科目SOW310M
３年

地域福祉実践論Ⅲ 3 2

昼のみ開講科目SOW311M
３年

地域福祉実践論Ⅳ 3 2

昼のみ開講科目SEM111M
１年

地域創生基礎演習Ａ 1 2

昼のみ開講科目SEM112M
１年

地域創生基礎演習Ｂ 1 2

昼のみ開講科目SEM211M
２年

地域創生基礎演習Ｃ 2 2

昼のみ開講科目SEM212M
２年

地域創生基礎演習Ｄ 2 2

小林　敏樹SEM311M
593

３年

地域創生演習Ａ（夜間特別枠） 1学期 3 2

坂本　毅啓SEM311M
594

３年

地域創生演習Ａ（夜間福祉） 1学期 3 2

小林　敏樹SEM312M
595

３年

地域創生演習Ｂ（夜間特別枠） 2学期 3 2

坂本　毅啓SEM312M
596

３年

地域創生演習Ｂ（夜間福祉） 2学期 3 2

小林　敏樹SEM411M
597

４年

地域創生演習Ｃ（夜間特別枠） 1学期 4 2

小林　敏樹SEM412M
598

４年

地域創生演習Ｄ（夜間特別枠） 2学期 4 2



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

地域創生学群  地域創生学類（2015年度入学生）
<夜>

履修年次

備考

学期 単位

深谷　裕SEM412M
599

４年

地域創生演習Ｄ 2学期 4 2■専門基幹科目

坂本　毅啓SEM412M
600

４年

地域創生演習Ｄ 2学期 4 2

坂本　毅啓SOW380M
601

３年

相談援助実習指導１ 1学期（ペア） 3 2

坂本　毅啓SOW381M
602

３年

相談援助実習指導２ 2学期 3 1

坂本　毅啓SOW265M
603

２年

相談援助演習１ 1学期 2 2

坂本　毅啓SOW266M
604

２年

相談援助演習２ 2学期 2 2

深谷　裕SOW360M
605

３年

相談援助演習３ 1学期 3 2

深谷　裕SOW361M
606

３年

相談援助演習４ 2学期 3 2

深谷　裕　他SOW460M
607

４年

相談援助演習５ 1学期 4 2

小林　敏樹STH410M
608

４年

卒業論文・卒業実践報告 １･２学期（ペア） 4 4

深谷　裕STH410M
609

４年

卒業論文・卒業実践報告 １･２学期（ペア） 4 4

坂本　毅啓STH410M
610

４年

卒業論文・卒業実践報告 １･２学期（ペア） 4 4

休講  昼夜交互開講科目RDE110M
１年

地域コーディネート論 2学期 1 2■専門科目

小林　敏樹INF242M
611

２年

地域調査論 1学期 2 2

休講  昼夜交互開講科目ARC233M
２年

景観まちづくり論 2学期 2 2
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休講  昼夜交互開講科目BUS317M
２年

ものづくりマネジメント論 2学期 2 2■専門科目

内田　晃ARC235M
612

２年

福祉環境デザイン論 2学期 2 2

戸蒔　仁司SSS210M
613

２年

危機管理論 2学期 2 2

片岡　寛之ARC234M
614

２年

都市計画の基礎 2学期 2 2

休講RDE290M
２年

地域創生特講Ⅰ 1学期 2 2

休講RDE291M
２年

地域創生特講Ⅱ 2学期 2 2

休講  昼夜交互開講科目RDE312M
３年

まちづくり実践論 1学期 3 2

休講LAW100M
１年

法学総論 1学期 1 2

石塚　壮太郎LAW120M
615

１年

日本国憲法原論 1学期 1 2

休講LAW220M
１年

憲法人権論 2学期 1 2

昼のみ開講科目LAW160M
１年

民法総則 1 4

小野  憲昭LAW161M
616

２年

民法概論Ⅰ 1学期 2 2

平山　也寸志LAW162M
617

２年

民法概論Ⅱ 2学期 2 2

昼のみ開講科目LAW264M
２年

親族法 2 2

昼のみ開講科目LAW260M
２年

物権法 2 2
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休講LAW140M
２年

社会法総論 2学期 2 2■専門科目

休講LAW121M
２年

行政法総論 1学期（ペア） 2 4

昼のみ開講科目LAW130M
２年

刑法犯罪論 2 4

昼のみ開講科目LAW230M
３年

刑法犯罪各論Ⅰ 3 2

昼のみ開講科目LAW330M
３年

刑法犯罪各論Ⅱ 3 2

休講LAW270M
３年

会社法Ⅰ 1学期 3 2

休講LAW271M
３年

会社法Ⅱ 2学期 3 2

昼のみ開講科目LAW272M
３年

企業取引法Ⅰ 3 2

昼のみ開講科目LAW372M
３年

企業取引法Ⅱ 3 2

昼のみ開講科目LAW341M
３年

知的財産法 3 2

昼のみ開講科目LAW222M
３年

行政争訟法 3 2

昼のみ開講科目LAW322M
３年

情報公開・個人情報保護法 3 2

休講PLC114M
１年

ＮＰＯ論 1学期 1 2

昼のみ開講科目PLS210M
１年

政治過程論 1 2

昼のみ開講科目PLC112M
１年

福祉国家論 1 2
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楢原  真二PLC211M
618

２年

公共政策論 1学期 2 2■専門科目

休講PAD211M
２年

地方自治論 1学期 2 2

昼のみ開講科目PLC212M
２年

政策過程論 2 2

休講PLC217M
２年

福祉政策論 1学期 2 2

昼のみ開講科目PLC113M
２年

都市経済論 2 2

三宅  博之PLC111M
619

２年

都市環境論 1学期 2 2

昼のみ開講科目PAD212M
２年

公共経営論 2 2

昼のみ開講科目PAD213M
２年

都市経営論 2 2

牛房  義明ECN110M
620

１年

経済学入門Ａ 1学期 1 2

後藤  尚久ECN111M
621

１年

経済学入門Ｂ 1学期 1 2

神山　和久ECN150M
622

１年

現代日本経済入門Ａ 1学期 1 2

王　佳ECN151M
623

１年

現代日本経済入門Ｂ 2学期 1 2

休講ECN260M
２年

金融論Ⅰ 1学期 2 2

昼のみ開講科目ECN261M
２年

金融論Ⅱ 2 2

魏　芳ECN240M
624

２年

国際経済論Ⅰ 1学期 2 2
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昼のみ開講科目ECN241M
２年

国際経済論Ⅱ 2 2■専門科目

休講ECN363M
３年

国際金融論Ⅰ 1学期 3 2

休講ECN364M
３年

国際金融論Ⅱ 2学期 3 2

休講ECN244M
２年

地域経済Ⅰ 1学期 2 2

昼のみ開講科目ECN245M
２年

地域経済Ⅱ 2 2

休講ECN242M
２年

経済地理学Ⅰ 1学期 2 2

休講ECN243M
２年

経済地理学Ⅱ 2学期 2 2

前林　紀孝ECN361M
625

３年

財政学Ⅰ 1学期 3 2

昼のみ開講科目ECN362M
３年

財政学Ⅱ 3 2

休講ECN340M
３年

環境経済学 2学期 3 2

浦野  恭平BUS111M
626

１年

マネジメント論基礎 2学期 1 2

中間　信博BUS110M
627

１年

企業論基礎 2学期 1 2

森脇　敏雄ACC110M
628

１年

簿記論Ⅰ 1学期 1 2

昼のみ開講科目ACC111M
１年

簿記論Ⅱ 1 2

昼のみ開講科目MTH100M
１年

数学 1 2
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昼のみ開講科目MTH150M
１年

経営統計 1 2■専門科目

佐藤　貴之INF103M
629

１年

情報デザイン 2学期 1 2

昼のみ開講科目INF110M
１年

プログラミングⅠ 1 2

昼のみ開講科目INF210M
２年

プログラミングⅡ（新JAVA） 2 2

泉　英明INF220M
630

２年

コンピュータシステム 1学期 2 2

西澤  健次ACC214M
631

２年

財務会計論Ⅰ 1学期 2 2

昼のみ開講科目ACC215M
２年

財務会計論Ⅱ 2 2

山下　剛BUS213M
632

２年

経営戦略論 2学期 2 2

昼のみ開講科目INF231M
２年

データ構造 2 2

池田　欽一INF232M
633

２年

データベース 2学期 2 2

昼のみ開講科目INF212M
２年

Webプログラミング 2 2

休講BUS310M
３年

人的資源管理論 1学期 3 2

休講BUS313M
３年

中小企業論 1学期 3 2

昼のみ開講科目INF341M
３年

企業データ分析 3 2

昼のみ開講科目INF200M
３年

オペレーションズ・マネジメント 3 2
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劉　怡INF320M
634

３年

情報ネットワーク 1学期 3 2■専門科目

昼のみ開講科目BUS316M
３年

情報経営 3 2

休講INF340M
３年

システム分析 1学期 3 2

昼のみ開講科目INF420M
３年

システム設計 3 2

河嶋  静代SOW100M
635

１年

現代社会と福祉１ 1学期 1 2

坂本　毅啓SOW101M
636

１年

現代社会と福祉２ 2学期 1 2

坂本　毅啓SOW260M
637

１年

相談援助の基盤と専門職１ 1学期 1 2

深谷　裕SOW261M
638

１年

相談援助の基盤と専門職２ 2学期 1 2

阪井　俊文SOW290M
639

２年

社会調査の基礎 1学期 2 2

休講SOW210M
２年

地域福祉の理論と方法１ 1学期 2 2

休講SOW211M
２年

地域福祉の理論と方法２ 2学期 2 2

河嶋  静代SOW223M
640

２年

児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度 2学期 2 2

石塚　優SOW220M
641

２年

高齢者に対する支援と介護保険制度１ 1学期 2 2

石塚　優SOW221M
642

２年

高齢者に対する支援と介護保険制度２ 2学期 2 2

高崎　陽子SOW222M
643

２年

障害者に対する支援と障害者自立支援制度 1学期 2 2
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高崎　陽子SOW262M
644

２年

相談援助の理論と方法１ 2学期 2 2■専門科目

工藤　歩SOW263M
645

２年

相談援助の理論と方法２ 2学期 2 2

休講SOW264M
２年

相談援助の理論と方法３ 1学期 2 2

坂本　毅啓SOW240M
646

２年

社会保障 2学期 2 2

柴田　滋SOW241M
647

２年

低所得者に対する支援と生活保護制度 2学期 2 2

島　京子SOW231M
648

２年

人体の構造と機能及び疾病 1学期 2 2

休講SOW230M
２年

保健医療サービス 1学期 2 2

難波　利光SOW242M
649

２年

福祉行財政と福祉計画 1学期 2 2

中園　紀明SOW251M
650

２年

福祉サービスの組織と経営 2学期 2 2

柴田　裕之SOW250M
651

２年

権利擁護と成年後見制度 1学期 2 2

深谷　裕SOW243M
652

２年

就労支援サービス 2学期 2 2

深谷　裕SOW244M
653

２年

更生保護制度 1学期 2 2

田中　信利　他PSY100M
654

１年

心理学概論 2学期 1 2

税田　慶昭PSY222M
655

２年

発達心理学 1学期 2 2

石塚　優PSY213M
656

２年

老年心理学 2学期 2 2
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昼のみ開講科目PSY220M
２年

教育心理学 2 2■専門科目

田島　司PSY211M
657

３年

対人心理学 1学期 3 2

休講PSY230M
３年

臨床心理学 1学期 3 2

深谷　裕PSY232M
658

３年

カウンセリング論 2学期 3 2

休講PSY231M
３年

心理療法論 2学期 3 2

森永　今日子PSY212M
659

３年

コミュニケーション論 1学期 3 2

休講HSS330M
３年

リハビリテーション論 1学期 3 2

休講SOC216M
１年

観光社会学 2学期 1 2

昼のみ開講科目ANT212M
２年

フィールドワーク論 2 2

昼のみ開講科目RDE111M
１年

ボランティア活動論 1 2

昼のみ開講科目HSS110M
１年

スポーツ指導論 1 2

昼のみ開講科目HSS120M
１年

障害者スポーツ指導論 1 2

昼のみ開講科目HSS101M
１年

スポーツ・ボランティア指導論 1 2

昼のみ開講科目HSS221M
２年

スポーツ心理学 2 2

昼のみ開講科目HSS200M
２年

スポーツ・ボランティア各論 2 2



索引
科目名

クラス
担当者

科目区分

地域創生学群  地域創生学類（2015年度入学生）
<夜>

履修年次

備考

学期 単位

休講  昼夜交互開講科目HSS220M
２年

コミュニティスポーツ論 2学期 2 2■専門科目

昼のみ開講科目HSS224M
２年

障害者スポーツ各論 2 2

内田　満HSS222M
660

２年

スポーツ産業論 2学期 2 2

休講HSS231M
３年

身体適応論 1学期 3 2

加倉井  美智子HSS210M
661

３年

身体スポーツ論 2学期 3 2

髙西  敏正HSS230M
662

３年

健康科学 2学期 3 2

休講HSS223M
３年

トレーニング論 1学期 3 2



歴史と政治 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

/Instructor
小林  道彦 / KOBAYASHI  MICHIHIKO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

明治憲法体制の成立（1889年）から崩壊（1945年）までの日本政治の歩みを概説します。明治憲法の下でなぜ、政党政治が発展できたのか。そ
れにもかかわらず、なぜ、昭和期に入ると軍部が台頭したのか。この二つの問題を中心に講義を進めていきます。日本のことを知らないで、国
際化社会に対処することはできません。この講義では、日本近現代史を学び直すことを通じて、21世紀にふさわしい歴史的感覚を涵養していき
ます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし。

〇小林道彦『児玉源太郎』（ミネルヴァ書房）、〇岡義武『山県有朋』（岩波新書）、〇岡義武『近衛文麿』（岩波新書）、〇高坂正堯『宰相
吉田茂』など。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　　イントロダクション
第２回　　「文明国」をめざして－憲法制定・自由民権運動【伊藤博文】【井上毅】【板垣退助】【大隈重信】
第３回　　明治憲法体制の成立【伊藤博文】【山県有朋】【児玉源太郎】【統帥権】
第４回　　日清戦争【伊藤博文】【陸奥宗光】
第５回　　立憲政友会の成立【伊藤博文】【山県有朋】【星亨】
第６回　　日露戦争【桂太郎】【小村寿太郎】
第７回　　憲法改革の頓挫【伊藤博文】【児玉源太郎】【韓国併合】　
第８回　　大正政変【桂太郎】【尾崎行雄】【21ヵ条要求】
第９回　　政党内閣への道【原敬】【山県有朋】【加藤高明】
第10回　　二大政党の時代【浜口雄幸】【田中義一】【統帥権干犯問題】
第11回　　軍部の台頭【満州事変】【皇道派】【統制派】　
第12回　　2・26事件【高橋是清】【永田鉄山】【「満州国」】
第13回　　日中戦争【近衛文麿】【西園寺公望】【近衛新体制】
第14回　　太平洋戦争－明治憲法体制の崩壊【昭和天皇】【日独伊三国軍事同盟】
第15回　　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

日常的な講義への取り組み…10％　期末試験…90％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業開始前に高校教科書程度のレベルの知識を得ておくこと。授業終了後はノートを読み直し、授業中に紹介した参考文献を読んでおくこと。
各自積極的に受講して下さい。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

6621 /



歴史と政治 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

履修上の注意　/Remarks

この講義では歴史的事項の暗記は重視しません。歴史の流れを史料に即して論理的に理解することが大切です。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

6621 /



異文化理解の基礎 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

/Instructor
神原　ゆうこ / YUKO KAMBARA / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　本講義では文化を「人間の生活様式を規定してきたもの」としてより幅広く考え、現代社会における多様な文化のありかたを基礎から考える
ことを目指す。（おそらく大部分が）北九州周辺に在住の大学生という受講者にとってあたりまえである「常識」もまた、それまで生きてきた
文化のなかではぐくまれたものである。本講義では、その受講者にとっての「常識」を問いなおしつつ、世界や日本の家族・親族関係のありか
た、世界観を軸に文化を理解することの基礎を学ぶ。文化に関する日常的な知識は、応用的なものばかりなので、基礎をしっかり学び、総合的
な理解力、思索力を身につけることをめざす。
  講義中に何回か指定するトピック（次回のテーマに関するもの）についての記述を求め、次回の講義の冒頭で、提出された内容から読み取れる
「現在、受講者が持っている文化に関する常識」を導入に講義を進める。本講義は、個々の文化の違いについて逐一学ぶものではない。身近な
ようでつかみどころのない文化をどうとらえるか、文化という既成概念を問い直すことで、自分が世界に対峙するための姿勢を身に着ける手掛
かりを学んでほしい。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
予習復習のための資料として、『世界民族百科事典』『世界宗教百科事典』『社会学事典』（いずれも丸善出版、北九州市立大学図書館契約の
電子ブックとして閲覧可能）の関連項目のリンクをMoodleに掲載するので、各自ダウンロードして読むこと。個人で事典を購入する必要はあり
ません。なお、講義に関する映画を見に行くように指示することもあるので、その費用がかかるかもしれません（観に行けない人のための代替
手段として、図書館所蔵の課題図書などは指示します）。

○綾部恒雄・桑山敬己2006『よくわかる文化人類学』ミネルヴァ書房
○奥野克己（編） 2005 『文化人類学のレッスン』 学陽書房
○田中雅一ほか（編）2005『ジェンダーで学ぶ文化人類学』世界思想社
○波平恵美子2005『からだの文化人類学』大修館書店

※そのほか必要に応じて講義中に指示する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

6622 /



異文化理解の基礎 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

第1回　導入：世界を理解するてがかりとしての文化

第Ⅰ部　文化の基礎としての家族
第2回　伝統的家族の多様性
第3回　近代以降の家族・親族関係の変容
第4回　親族という認識
第5回　親族・家族関係から社会関係への拡張
第6回　ジェンダーと伝統文化
第7回　伝統文化について：構築主義と本質主義
第8回　文化相対主義の考え方
第9回　中間テスト
　　
第Ⅱ部　文化と世界観
第10回　儀礼と文化
第11回　宗教と家族・コミュニティ
第12回　さまざまな信仰心
第13回　不幸への対処としての呪術
第14回　中間テストの解説　
第15回　政教分離と世俗化

※出張などの理由で休講が入った場合、順序を入れ替えて補講を行う。具体的なスケジュールについては初回の講義で説明する。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

中間テスト＋課題など 40%、 期末テスト 60％　を基本に、各自の授業貢献を適宜加点する。
※中間テストを予定しているが、受講者の数によってはレポートにすることがあります。

成績評価の方法　/Assessment Method

・予習復習のための資料として、『世界民族百科事典』『世界宗教百科事典』『社会学事典』（いずれも丸善出版、北九州市立大学図書館契約
の電子ブックとして閲覧可能）の関連項目を講義中に指示するので、各自ダウンロードして読むこと。
・講義に出席していても、テストやレポートで評価が悪ければ、結果として単位を落とすこともあります。講義中に指示した関連文献を読むな
ど、復習にも真剣に取り組んでください。
・講義に関連する映画やDVDなどの映像資料を授業時間外に視聴することを求めることもあります。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

・評価方法やテキストとなる電子ブックや講義資料の閲覧方法など重要事項は第一回の講義で説明しますので、第一回目の講義は必ず出席して
ください。
・中間テストの無断欠席者や、授業態度が目に余る受講生は、評価割合の枠を超えて大幅に減点することがあります。

履修上の注意　/Remarks

本講義「異文化理解の基礎」の応用編はテーマ科目「政治のなかの文化」とビジョンⅡ「現代社会と文化」です。基礎が分かるからこそ面白いと
思える内容ですので、受講すると、文化についてより包括的な理解が深まります。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

文化、個人と集団、家族、ジェンダー、宗教、共同体、社会関係
キーワード　/Keywords

6622 /



ことばの科学 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

/Instructor
漆原  朗子 / Saeko Urushibara / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

「ことば」は種としての「ヒト」を特徴づける重要な要素です。しかし、私たちはそれをいかにして身につけたのでしょうか。「ことば」はど
のような構造と機能を持っているのでしょうか。「ことば」の構成要素を詳しく見ていくと、私たちが「ことば」のうちに無意識に体現してい
るすばらしい規則性が明らかになります。それは、狭い意味での「文法」ではなく、もっと広い意味での言語の知識です。この講義では、私の
専門である生成文法の言語観に基づきながら、日本語、英語はじめその他の言語のデータや最近の脳科学での発見を交え、「ことば」について
考えていきます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
漆原　朗子（編著）『形態論』（朝倉日英対照言語学シリーズ第4巻）。朝倉書店、2016年。
配布資料・その他授業中に指示

○大津　由紀雄（編著）『はじめて学ぶ言語学：ことばの世界をさぐる17章』。ミネルヴァ書房、2009年。
○スティーヴン・ピンカー（著）椋田　直子（訳）『言語を生みだす本能（上）・（下）』。NHKブックス、1995年。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　序(1)：ことばの不思議
第2回　序(2)：ことばの習得
第3回　ことばの単位(1)：音韻
第4回　連濁
第5回　鼻濁音
第6回　ことばの単位(2)：語
第7回　語の基本：なりたち・構造・意味
第8回　語の文法：複合語・短縮語・新語
第9回　ことばの単位(3)：文
第10回　動詞の自他
第11回　日本語と英語の受動態
第12回　数量詞
第13回　時制と相：方言比較
第14回　ことばと脳：言語野と他の領域
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中の態度…10％　　課題…30％　　　期末試験…60％
成績評価の方法　/Assessment Method

6623 /



ことばの科学 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

事前学習：授業時に指示した文献の講読
事後学習：授業で扱った内容に関する課題の提出

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

集中力を養うこと。私語をしないことを心に銘じること。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

6623 /



国際学入門 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

/Instructor
伊野  憲治 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

現代の国際社会を理解するに当たっては、大きく２本の柱が必要となる。すなわち、①グローバライゼイションのすすむ国際社会へ対応する形
での研究（国際関係論、国際機構論、国際地域機構論、国際経済論、国際社会論など）と②世界の多様化に対応するための研究（地域研究、比
較文化論、比較政治論など）である。本講義では、後者「地域研究」の問題意識、手法を中心に、現代国際社会理解に当たって、その有用性を
考えてみる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示する。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：オリエンテーション、授業の概要・評価基準等の説明。
第2回：現代の国際社会、現代国際社会理解の方法。【国際問題の変容】【グローバライゼイション】【多様化】
第3回：「地域研究」の問題意識、【地域研究のルーツ】
第4回：地域研究における総合的認識とは【総合的認識】
第5回：地域研究における全体像把握とは【全体像の把握】
第6回：全体像把握の方法【全体像把握の方法】
第7回：オリエンタリズム関連DVDの視聴【オリエンタリズム】
第8回：オリエンタリズム克服の方法【オリエンタリズムの克服方法】
第9回：「地域研究」における文化主義的アプローチ【文化主義的アプローチ】
第10回：「地域」概念、中間的まとめ。【地域概念】
第11回：「地域研究」の技法。【フィールド･ワーク】
第12回：「関わり」の問題【ジョージ・オーウェルとミャンマー】
第13回：地域研究の視点（人間関係）【人間関係】
第14回：まとめ
第15回：質問

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

学期末レポート(100％)
成績評価の方法　/Assessment Method

適宜指示するが、事前学習としては各回のキーワードに関し、インターネット・サイトなどで調べておく。事後学習に関しては、事前に調べた
内容と授業の内容の相違をまとめる。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

6624 /



国際学入門 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

可能であるならば、本講義と共に、国際関係論、国際機構論、比較文化論などを履修することを勧める。
毎回、事後学習の内容と事前学習の内容を指示する（特に提出する必要はない）。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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生活世界の哲学 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

/Instructor
伊原木　大祐 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

「生活世界」を講義全体のキーワードとして、初学者向けに社会哲学への手引きを行なう。この科目を真摯に受講すれば、20世紀のヨーロッパ
で展開された社会思想に関する基本的な知識が得られるだろう。具体的には、フッサール現象学からフランクフルト学派、ハンナ・アーレント
にまで至る思想家たちの「近代」に対する基本的なスタンスを説明しつつ、生活世界の変容とその問題点を確認したあと、21世紀の今日でもな
お哲学的思索の糧となりうる「古代」および「宗教」の分析に取り組む。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

○フッサール『ヨーロッパ諸学の危機と超越論的現象学』（細谷恒夫・木田元訳）、中公文庫、1995年。
○ホルクハイマー／アドルノ『啓蒙の弁証法――哲学的断想』（徳永恂訳）、岩波文庫、2007年。
○ハンナ・アレント『人間の条件』（志水速雄訳）、ちくま学芸文庫、1994年。
その他は授業中に指示する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　　　イントロダクション
　２回　　　近代とは何か【概説】
　３回　　　近代の勃興【ガリレイと科学革命】
　４回　　　生活世界の概念【フッサールの科学批判】
　５回　　　生活世界の変容（１）【近代産業社会】
　６回　　　生活世界の変容（２）【戦争の美学】
　７回　　　生活世界の変容（３）【政治の美学】
　８回　　　確認テスト
　９回　　　生活世界の分析【アーレントの近代批判】
１０回　　　古代世界の公共空間（１）【古代文明と戦争】
１１回　　　古代世界の公共空間（２）【アテナイ民主政】
１２回　　　古代世界の公共空間（３）【古代ギリシャの公と私】
１３回　　　宗教の私事性と公的領域（１）【寛容の概念】
１４回　　　宗教の私事性と公的領域（２）【宗教の問い】
１５回　　　宗教の私事性と公的領域（３）【衝突と共生】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

確認テスト…40％　　学期末試験…60％
（第８回に予定している確認テストを受験していない者は、自動的に期末試験の受験資格を失う。）

成績評価の方法　/Assessment Method
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生活世界の哲学 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

授業の前に、前回授業の内容を見直しておくこと。授業の後は、ノートおよび配布プリントをもとに内容を整理しておくこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

高校世界史の教科書を一通り読み直しておくことが望ましい。
履修上の注意　/Remarks

授業中に一度配布したプリントは原則として二度と付与しない。病気・就活・実習など、やむを得ない事情による欠席の場合は、必ず証明書付
きの理由書を提出すること。単位取得のためには相当な努力と学習意欲が求められる。スライドの内容はもちろんのこと、担当者が口頭で述べ
た内容についても、こまめにノートを取る習慣を身につけてほしい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

科学技術　生活世界　活動　ポリス
キーワード　/Keywords
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日本の防衛 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

/Instructor
戸蒔　仁司 / TOMAKI, Hitoshi / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

わが国の防衛に関する概説を通じて、その必要性や意義について理解し、防衛一般についての知識や理解に基づいて、広く安全保障一般に対す
る思考を促すことを目的とする。具体的には、安全保障とは何か、防衛とは何か、といった基礎概念の提示を行い、防衛の必要性や意義を論ず
ることになるが、これらを理解するためには、前提として、わが国が置かれた環境および目下の脅威を把握する作業（状況認識）が欠かせない
。一方で、わが国は憲法9条のもと｢平和主義｣を標榜していることから、その防衛も様々な制約を受けることになる。従って、わが国の防衛を考
えるには、そうした「制度」面での知識も欠かせない。以上を踏まえ、本講義では、日本の防衛について、現実的な視点と制度的な視点の双方
を重視し、総論、各論を通じて、現状と課題の理解と思考を促し

本年度は特に「平和安全法制」について力点を入れて解説する。

なお、この授業の到達目標は、同分野における①総合的知識･理解の獲得、②課題発見･分析･解決力の獲得、③生涯学習力の獲得、に置かれてい
る。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし。

『防衛白書』、『防衛ハンドブック』、その他は適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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日本の防衛 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

第1回　ガイダンス
第2回　安全保障と防衛(1)
　　　　安全保障を学ぶことの重要性、
第3回　安全保障と防衛(2)
　　　　安全保障とは何か、安全保障の目標、安全保障のスペクトラム
第4回　安全保障と防衛(2)
　　　　脅威とは何か、脅威の定義、安全保障の非軍事的側面と総合安全保障、国土安全保障
第5回　日本の安全保障(1)
　　　　安全保障の非軍事的側面（エネルギー、資源、食糧、備蓄をめぐる安全保障）
第6回　日本の安全保障(2)
　　　　安全保障の軍事的側面（国防、日米同盟、国際貢献)
第7回　日本の防衛(1)
　　　　防衛出動、個別的自衛権と集団的自衛権
第8回　日本の防衛(2)
　　　　海上警備、対領空侵犯措置、BMD対処、機雷除去、対外邦人輸送等
第9回　日本の防衛(3)
　　　　平和安全法制の概要
第10回　日本の防衛(4)
　　　　平和安全法制の論点
第11回　日本の脅威(1)
　　　　北朝鮮の脅威①　兵力の特徴、特殊部隊、江陵事案、わが国の防衛に対する意味、島嶼防衛とゲリコマ対処
第12回　日本の脅威(2)
　　　　北朝鮮の脅威②　弾道ミサイル及び大量破壊兵器
第13回　日本の脅威(3)
　　　　中国海空軍の脅威①　中国軍の不透明性、軍事態勢、海軍の動向
第14回　日本の脅威(4)
　　　　中国海空軍の脅威②　中国軍の戦略と行動
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

試験100％。
成績評価の方法　/Assessment Method

日ごろから新聞をよく読み、安全保障・防衛関連の記事をチェックする習慣を身に着けておくこと。
授業中、ノートをよくとり、授業後に必ず読み返しておくこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

安全保障や防衛問題に関心があれば、誰でも履修してみてくだい。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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生命と環境 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

/Instructor
日高　京子 / Hidaka Kyoko / 基盤教育センター, 中尾　泰士 / NAKAO, Yasushi / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

約40億年前の地球に生命は誕生し、長い時間をかけて多様な生物種へと進化してきた。そもそも生命とはなにか。生物は何からできており、ど
のようなしくみで成り立ち、地球という環境においてその多様性はどのように生じてきたか。本講では、（１）宇宙と生命がどのような物質か
らできているか、（２）生物の多様性と影響を与えてきた環境とはどのようなものか、（３）進化の原動力となった突然変異とは何かなどにつ
いて広く学び、生命と環境に関する身近な課題を自ら発見・解決するための基礎的な力を身につける。また、（４）生命や宇宙がこれまでにど
のように「科学」されてきたかを知ることによって、科学的なものの捉え方の大切さについて理解することを目標とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし。毎回資料を配布する。

○現代生命科学　東京大学生命科学教科書編集委員会　2015年（羊土社）3024円
○もう一度読む数研の高校生物　第１巻　嶋田正和他編　2012年（数研出版）1890円　
○もう一度読む数研の高校生物　第２巻　嶋田正和他編　2012年（数研出版）1890円
宇宙と生命の起源—ビッグバンから人類誕生まで　嶺重慎・小久保英一郎編著 2004年（岩波ジュニア新書）903円

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　ガイダンス（日高・中尾）
　２回　自然科学の基礎（１）ミクロとマクロ（日高・中尾）　　【物質の単位】【自然科学】
　３回　自然科学の基礎（２）宇宙で生まれた物質（中尾）　　　【元素】【原子】【超新星爆発】
　４回　自然科学の基礎（３）生命と分子（日高）　　　　　　　【DNA】【タンパク質】
　５回　生物の多様性（１）生物の分類と系統（日高）　　　　　【種】【学名】【系統樹】
　６回　生物の多様性（２）単細胞生物と多細胞生物（日高）　　【細胞膜】【共生説】
　７回　生物の多様性（３）生態系と進化（日高）　　　　　　　【食物連鎖】【絶滅】【進化】
　８回　遺伝子の多様性（１）遺伝子の名前（日高）　　　　　　【突然変異】【遺伝学】
　９回　遺伝子の多様性（２）多様性を生む生殖（日高）　　　　【有性生殖】【減数分裂】
１０回　遺伝子の多様性（３）多様な生命の紹介（外部講師）
１１回　科学的な方法とは（１）科学と疑似科学（日高・中尾）　【血液型】【星座】
１２回　科学的な方法とは（２）太陽と地球の環境（中尾）　　　【太陽活動】【地球温暖化問題】
１３回　科学的な方法とは（３）人類の起源を調べるには（日高）【ミトコンドリア】
１４回　関連ビデオ鑑賞（日高）
１５回　質疑応答とまとめ（日高）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中の課題４０％、期末テスト６０％
成績評価の方法　/Assessment Method
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生命と環境 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

事前学習：授業開始前までに各回の【　】内のキーワードについて簡単に調べておくこと。
事後学習：授業中の課題に沿って学習し、北方Moodleで提出すること。
https://kmoodle.kitakyu-u.ac.jp

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

・高校で生物を履修していない者は教科書または参考書を入手し、授業に備えること。
・２学期開講「人間と生命」を合わせて受講すると理解がより深まるでしょう。

履修上の注意　/Remarks

基盤教育センターの専任教員・日高（生物担当）および中尾（物理担当）による自然科学の入門講座です。この分野が苦手な者や初めて学ぶ者
も歓迎します。参考書やインターネットを活用し、わからない用語は自分で調べるなど、積極的に取り組んで下さい。暗記中心の受験勉強とは
違った楽しみが生まれるかもしれません。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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情報社会への招待 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

/Instructor
中尾　泰士 / NAKAO, Yasushi / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

  本授業のねらいは，現在の情報社会を生きるために必要な技術や知識を習得し，インターネットをはじめとする情報システムを利用する際の正
しい判断力を身につけることです。具体的には以下のような項目について説明できるようになります:

● 情報社会を構成する基本技術
● 情報社会にひそむ危険性
● 情報を受け取る側，発信する側としての注意点

  本授業を通して，情報社会を総合的に理解し，現在および将来における課題を受講者一人一人が認識すること，また，学んだ内容を基礎として
，変化し続ける情報技術と正しくつき合って適応できる能力を身につけることを目指します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし。

〇『エンドユーザのための情報基礎』（浅羽 修丈他著）FOM出版
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　情報社会の特質 【システムトラブル，炎上，個人情報】
　２回　情報を伝えるもの 【光，音，匂い，味，触覚，電気】
　３回　コンピュータはどうやって情報を取り扱うか 【2進数，ビット・バイト】
　４回　コンピュータを構成するもの １【入力装置，出力装置，解像度】
　５回　コンピュータを構成するもの ２【CPU，メモリ，記憶メディア】
　６回　コンピュータ上で動くソフトウェア 【OS，拡張子とアプリケーション，文字コード】
　７回　電話網とインターネットの違い 【回線交換，パケット交換，LAN，IPアドレス】
　８回　ネットワーク上の名前と情報の信頼性 【ドメイン名，DNS，サーバ／クライアント】
　９回　携帯電話はなぜつながるのか 【スマートフォン，位置情報，GPS，GIS，プライバシ】
１０回　ネットワーク上の悪意 【ウイルス，スパイウェア，不正アクセス，詐欺，なりすまし】
１１回　自分を守るための知識 【暗号通信，ファイアウォール，クッキー，セキュリティ更新】
１２回　つながる社会と記録される行動 【ソーシャルメディア，防犯カメラ，ライフログ】
１３回　集合知の可能性とネットワークサービス 【検索エンジン，Wikipedia，フリーミアム，クラウド】
１４回　著作権をめぐる攻防 【著作権，コンテンツのデジタル化，クリエイティブコモンズ】
１５回　情報社会とビッグデータ 【オープンデータ】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents
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情報社会への招待 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

授業中に提示する課題 … 75％
日常の授業への取り組み … 25%

成績評価の方法　/Assessment Method

e-Learningサイト「北方Moodle」を使って，授業の資料を提示しますので，事前学習・事後学習に利用してください。また，授業中に配布した
課題プリントを持ち帰って，次回の授業時に提出したり，北方Moodleの課題等に期限までに解答したりしてもらいます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

受講生の理解や授業進度に応じて、授業計画を変更する可能性があります。
履修上の注意　/Remarks

専門用語が数多く出てきますが覚える必要はありません。必要なときに必要なものを取り出せる能力が重要です。アンテナを張り巡らせ，「情
報」に関するセンスをみがきましょう。分からないことがあれば，随時，質問してください。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

情報社会，ネットワーク，セキュリティ
キーワード　/Keywords

6628 /



環境問題概論 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

/Instructor
廣川　祐司 / Yuji HIROKAWA / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

農林水産業の第一次産業の視点から、生物多様性、地域内物質循環、自然資源の管理等、「なぜ環境問題が生じるのか？」について、基礎的な
知識を充足することを目的とする。望ましい人間と自然、または自然を介した人と人との関係性について、環境問題に対する総合的な理解を促
すことが狙いである。本授業で基本的な環境に対する見方・考え方を身に付ける事によって、その後、環境問題に対し自立的に課題を発見し分
析、解決することができる知識の充足を目指す。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし

必要に応じて適宜紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　イントロダクション　 -環境問題を見る視点について-
第2回　資源の在り方を問う
第3回　日本の捕鯨の行方
第4回　日本人の自然観
第5回　環境と経済の関係性
第6回　山を管理するとは？
第7回　環境問題の原因と焼畑農業
第8回　里山の開発①　－なぜ里山の宅地開発問題が生じるのか？－
第9回　里山の開発② 　－映画監督 高畑勲氏からのメッセージ－
第10回　里山の開発③　－動物視点で見る真の共生の形－
第11回　「農業」とＳＡＴＯＹＡＭＡイニシアティブ①　－農業の多面的機能－
第12回　「農業」とＳＡＴＯＹＡＭＡイニシアティブ②　－「共生」社会の在り方－
第13回　復習
第14回　レポート試験の実施　（※レポート試験は日程が前後する可能性があります）
第15回　総括　－おわりに－

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

不定期に何回か実施する小レポート：30％
最終試験：70％

成績評価の方法　/Assessment Method

本授業は、最終試験での成績評価をするウエイトが高くなっている。そのため、各自で毎回の授業後に最終試験に向けた復習をすることが求め
られる。また、授業で使用するスライド資料は、学習支援フォルダに掲載しているため、事前の予習も試みてもらいたい。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review
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環境問題概論 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

履修上の注意　/Remarks

環境問題の中でも本授業は都市環境問題や地球温暖化等の問題ではなく、自然環境に特化した授業となる。
特に専門的な知識は必要ないが、中学生レベルの生物および、安易な生態学（食物連鎖等）的な基礎的な知識に対する言及や説明を行うことを
想定し、履修していただきたい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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可能性としての歴史 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

/Instructor
小林  道彦 / KOBAYASHI  MICHIHIKO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

歴史の転換点において、ありえた別の政策的選択肢を選んでいたら、日本は、そして世界はどうなっていただろうか。この講義では、おもに日
本外交史を講義する中で、いくつかの政策選択上のイフを導入して、第二次世界大戦史の諸相を提示していきます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

適宜、講義の中で指示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回 　イントロダクション
2回　 学説の整理【15年戦争】【ファシズム】【軍国主義】
3回　政党内閣と満州事変【「満州国」】【関東軍】【五・一五事件】
4回　軍部の台頭【二・二六事件】【国体明徴運動】【高橋是清】
5回　日中戦争【近衛文麿】【大政翼賛会】
6回　ヒトラーの台頭【暴力】【国民社会主義ドイツ労働者党】
7回　日独伊ソの体制比較【政軍関係】
8回　ヒトラーと第二次世界大戦1【オーストリア併合】【ミュンヘン会談】【独ソ不可侵条約】
9回　ヒトラーと第二次世界大戦2【独ソ戦】【対米宣戦】【「最終的解決」】
10回　第二次世界大戦と三国同盟の成立【ノモンハン事件】【ユーラシア大陸ブロック構想】【日ソ中立条約】
11回　日米戦争は不可避だったのか【北進論】【南進論】
12回　太平洋戦争１【真珠湾攻撃】【ミッドウエイ海戦】【東条英機】
13回　太平洋戦争2【「戦後秩序構想」】【サイパン島陥落】
14回　敗戦【「本土決戦」】【日ソ戦争】
15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

日常的な授業への取り組み…10%、期末試験…90%
成績評価の方法　/Assessment Method

授業開始前までに高校教科書（「日本史」「世界史」）レベルの文献の該当箇所に目を通しておいて下さい。授業終了後にはその日のノートを
もう一度読み返して下さい。参考文献は講義の中で指示いたします。メモはこまめにとるように心がけて下さい。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor
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可能性としての歴史 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

キーワード　/Keywords
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現代社会と文化 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

/Instructor
神原　ゆうこ / YUKO KAMBARA / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

  グローバルな現代世界において、異なる文化同士の共生が必要とされている。しかし、どの文化とも共生が可能になる万能のマニュアルのよう
なものは存在しない。ケースに応じて対応する能力が必要であり、本講義では、現代社会が抱える文化に関する問題を取り上げながら、判断の
ための基礎知識を身ににつけることを目的とする。
　講義の前半は、「文化を知る」という行為そのものが持つ政治的意味について講義を行う。後半は、私たちが異なる文化を持つ人々とも認識
を共有していると考えがちな身体に関する文化についての講義を行う。外国の文化については解説を無批判にうのみにしてしまいがちであるが
、文化を理解することについての前提が正しいか常に問い返すことができるような総合的な知識の獲得をめざす。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
教科書は指定しない。ただし、『世界民族百科事典』『人の移動事典』『社会学事典』など（いずれも丸善出版、北九州市立大学図書館契約の
電子ブックとして閲覧可能）、授業中に指示した資料には目を通すこと。また、講義に関する映画を見に行くように指示することもあるので、
その費用がかかるかもしれません（観に行けない人のための代替手段として、図書館所蔵の課題図書などは指示します）。

○池田光穂2010『看護人類学入門』文化書房博文社
○太田好信編2012『政治的アイデンティティの人類学』
○陳天璽 2005 『無国籍』 新潮社
○本多俊和ほか2011『グローバリゼーションの人類学』放送大学教育振興会
○本多俊和ほか編2007『人類の歴史・地球の現在』放送大学教育振興会

※そのほか必要に応じて講義中に指示する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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現代社会と文化 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

第1回　導入：授業の説明　／本講義において文化とは何を意味するのか

第Ⅰ部　現代社会において異文化を理解するということ
第2回　文化を「知る」とはどういうことか？
第3回　ナショナリズムと文化
第4回　「未開の人々」へのエキゾチズム
第5回　植民地主義と文化
第6回　先住民・少数民族の文化の保護と多文化主義
第7回　多文化主義の可能性と限界
第8回　分類の不明瞭さ①：国籍・人種
第9回　分類の不明瞭さ②：移動する人々　
第10回　中間テスト

第Ⅱ部　文化の違いを超えて？
第11回　近代・ポスト近代という時代の認識と文化
第12回　身体の近代化
第13回　中間テストの解説
第14回　医療の普遍性と文化
第15回　癒しの多様性　　／　講義全体の総括

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

中間テストや課題40％、期末テスト60％
そのほか講義中に課したコメントカードなども平常点として適宜評価に加える。受講人数によってはテストをレポートに変更することもある。

成績評価の方法　/Assessment Method

・予習復習のための資料として、『世界民族百科事典』『人の移動事典』『社会学事典』など（いずれも丸善出版、北九州市立大学図書館契約
の電子ブックとして閲覧可能）の関連項目を講義中に指示するので、各自ダウンロードして読むこと。個人で事典を購入する必要はありません
。
・講義に関連する映画やDVDなどの映像資料を授業時間外に視聴することを求めることもあります。
・高校レベルの世界史、地理、現代社会などに自信がない学生は、背景となる事象を知らないままにせず、調べておきましょう。高校の教科書
は図書館にあります。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

・評価方法や電子ブックの閲覧方法などは第一回の講義で説明します。第一回目の講義を欠席しても履修はできるかもしれませんが、不利にな
ることは覚悟してください。
・講義に出席していても、テスト（またはレポート）の評価が悪ければ、結果として単位を落とすこともあります。講義に真剣に取り組んでく
ださい。
・中間テストの無断欠席者や、授業態度が目に余る受講生は、評価割合の枠を超えて大幅に減点することがあります。

履修上の注意　/Remarks

・講義で自分が学んだことを用いて、現代の文化に関する問題を自分なりに理解しようとすることが重要です。意欲的な学生の受講を歓迎しま
す。
・「異文化理解の基礎」や「政治のなかの文化」を受講済み・受講中の学生は理解が深まると思います。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

文化、ナショナリズム、マイノリティ、グローバリゼーション、多文化主義、身体
キーワード　/Keywords
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言語と認知 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

/Instructor
漆原  朗子 / Saeko Urushibara / 基盤教育センター, 中溝　幸夫 / NAKAMIZO SACHIO / 非常勤講師
杉山  智子 / SUGIYAMA  TOMOKO / 基盤教育センター, 日高　京子 / Hidaka Kyoko / 基盤教育センター
ダニエル・ストラック / Daniel C. Strack / 英米学科

担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

言語の習得やコミュニケーションにおける処理はどのように行われるのか。特に、それらはヒトの他の認知能力（視覚、聴覚）や活動（記憶、
認識）と同じなのか。また、語彙や構文はどのようにして私たちの頭の中に蓄えられ、用いられるのか。これらの問いについて、言語学(特に認
知言語学)、認知科学、心理学の側面から学際的に考えていきます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
配布資料

授業時に紹介
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

実際の日程により順番が変わる可能性があります。第1回授業時配布の予定表を参照して下さい。

第1回　序（漆原・全員）
第2回　眼はどのように動いているか、それをどう測定するか（中溝）
第3回　文を読むとき、眼はどのように動いているのか（中溝）
第4回　言語活動時、脳のどこが働いているか（中溝）
第5回  ことばはどのように身につけられるのか（言語習得）（漆原）
第6回　ことばはどのように失われるのか（失語症・失文法）（漆原）
第7回  脳と心のなりたち（脳のはたらきを支配する遺伝子）（日高）
第8回　ことばはなぜヒトに特有なのか（言語と遺伝子）（日高）
第9回　特別講義（外部講師）：2016年度実績　東京大学教授　大堀　壽夫氏
第10回　文の形と意味をつなぐもの（文法形式と意味の類像性）（杉山）
第11回　左右の区別がなかったら（ことばと思考・言語相対論）（杉山）
第12回　概念と言葉（概念におけるプロトタイプ効果など）（ストラック）
第13回　隠喩とは何か（隠喩論）（ストラック）
第14回　詩とほのめかし（アイコン性、phonaesthemesなど）（ストラック）
第15回  まとめ：担当者によるパネル・ディスカッション（全員）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への取り組み　20%     レポート　16% x 5 = 80%
　　　　　　　　　　　（すべての教員のレポートを提出しない限り評価不能(-)となります。）

成績評価の方法　/Assessment Method

66212 /



言語と認知 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

事前学習：担当教員あるいはコーディネイターが指示した文献等の講読
事後学習：担当教員ごとの課題・レポートの提出

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

集中力を養うこと。私語をしないことを心に銘じること。
＊「ことばの科学」を受講していると理解が一層深まります。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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共生社会論 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

/Instructor
伊野  憲治 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

「共存」「共生」という言葉をキーワードとし、地域社会から国際社会における、共生のあり方を考え、実現可能性について探って見る。特に
、異質なものを異文化ととらえ、異文化の共存・共生のあり方を掘り下げる中で、この問題に迫っていきたい。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし。

随時指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：オリエンテーション、授業の概要・評価基準
第2回：「共存」「共生」の意味、共生社会の阻害要因【共存】【共生】【オリエンタリズム】
第3回：異文化共存の方法【一元論的理解VS.多元論的理解】
第4回：異文化共存の阻害要因【オリエンタリズム関連DVD視聴】
第5回：異文化共存の阻害要因【オリエンタリズムとは】
第6回：オリエンタリズムの克服方法【文化相対主義】
第7回：障がい者との共生、「障害」の捉えかた【文化モデル】
第8回：自閉症とは【自閉症】
第9回：自閉症関連DVDの視聴（医療モデル的作品）【医療モデル】
第10回：医療モデル的作品の評価【医療モデル的作品の特徴】
第11回：自閉症関連DVDの視聴（文化モデル的作品）【文化モデル】
第12回：文化モデル的作品の評価【文化モデル的作品の特徴】
第13回：両作品の比較【3つのモデルとの関連で】
第14回：文化相対主義の可能性と限界【文化相対主義】【反文化相対主義】【反反文化相対主義】
第15回：まとめ、質問。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

学期末レポート(100％)
成績評価の方法　/Assessment Method

適宜指示するが、事前学習としては各回のキーワードに関し、インターネット・サイトなどで調べておく。事後学習に関しては、事前に調べた
内容と授業の内容の相違をまとめる。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

本講義受講に当たっては、「国際学入門」[担当：伊野]や「障がい学」[担当：伊野・狭間]を既に受講していることが望ましい。
履修上の注意　/Remarks
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共生社会論 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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共同体と身体 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

/Instructor
伊原木　大祐 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

人間が自分（たち）の体について抱いている観念は、歴史や社会を通じて必ずしも一貫しているわけではない。身体に対するイメージは、その
人間が生きている時代の共同体によって微妙に変化してゆく。この授業では、共同体と身体という二つの「体」がどのように関係してきたのか
を社会哲学的な観点から考察する。継続的な受講により、共同体と身体との関係、さらには生活世界と自己との関係が総合的に理解できるよう
になるだろう。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

参考文献は授業時にそのつど指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　　　イントロダクション
　２回　　　近代哲学における心身二元論の成立【デカルト】
　３回　　　身体の変容と限界１【夢と現実のあいだ】
　４回　　　身体の変容と限界２【変身する身体】
　５回　　　身体の変容と限界３【排除される身体】
　６回　　　身体・家族・社会１【精神分析的アプローチ】
　７回　　　身体・家族・社会２【脳科学的アプローチ】
　８回　　　身体・家族・社会３【シュレーバー症例】
　９回　　　身体の社会的統制１【政治と規律】
１０回　　　身体の社会的統制２【統制される身体】
１１回　　　身体の社会的統制３【処罰される身体】
１２回　　　身体の社会的統制４【差別される身体】
１３回　　　身体の社会的統制５【補足】
１４回　　　日本的身体の表象１【哲学理論】
１５回　　　日本的身体の表象２【歴史的事例】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末テスト…100％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業の理解に有益な読書、映像視聴等を行うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review
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共同体と身体 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

授業で扱われる内容は、１年生向けビジョン科目「生活世界の哲学」の続編である。「生活世界の哲学」の単位を取得している場合は、本講義
についていくことが比較的容易なはずである。

履修上の注意　/Remarks

授業中に一度配布したプリントは原則として二度と付与しない。病気・就活・実習など、やむを得ない事情による欠席の場合は、必ず証明書付
きの理由書を提出すること。卒業予定の４年生に対しても、他と同じく厳しい採点態度で臨む。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

心身二元論　身体像　精神病理　規律と監視
キーワード　/Keywords
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戦争論 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

/Instructor
戸蒔　仁司 / TOMAKI, Hitoshi / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

戦争とは何かを体系的に考えてみることをねらいとします。1年次ビジョン科目「日本の防衛」を履修済みの人はもちろん、まだ履修したことの
ない人の受講も大歓迎です。一言で言えば、「戦争とは何か」がテーマです。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし。レジュメを配布する。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　ガイダンス
第２回　ホモサピエンスと戦争の起源(1)サルからヒトへ
第３回　ホモサピエンスと戦争の起源(2)ヒトの組織的戦争と定住の始まり
第４回　戦争概論～戦争の定義
第５回　戦争の経歴(1)絶対主義時代の戦争
第６回　戦争の経歴(2)革命戦争
第７回　戦争の経歴(3)近代戦争
第８回　両大戦の特徴(1)総力化
第９回　両大戦の特徴(2)イデオロギー化、(3)全面化
第10回　日本と原爆～原爆の開発過程、完成、投下
第11回　核兵器の構造
第12回　核兵器出現に伴う変化(1)時間的文脈における変化
第13回　核兵器出現に伴う変化(2)空間的文脈における変化
第14回　核兵器の役割（抑止概念、抑止条件、相互確証破壊）
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

試験…100％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業計画に沿って時系列的に講義を進めるので、該当する時代の高校世界史について再度確認しておくこと。
授業中、ノートをよくとり、授業後に必ず読み返しておくこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

「日本の防衛」「国際紛争と国連」「テロリズム論」「防衛セミナー」などを受講しておくと、さらに深く理解できる。
履修上の注意　/Remarks

66215 /



戦争論 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

66215 /



生命科学と社会 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

/Instructor
日高　京子 / Hidaka Kyoko / 基盤教育センター, 神原　ゆうこ / YUKO KAMBARA / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

遺伝情報であるDNAの構造が決定され、それから半世紀の間、生命科学は大きく進歩し、医療、食生活や健康など我々の社会に深く浸透してい
る。生命科学は我々の生活をこれまでにどのように変えてきたか、これからどのように変えるのだろうか。そこで本講義では、（１）生命科学
の基礎や考え方について学ぶとともに、（２）DNAや遺伝子を調べることで何がわかり、どのように役に立つのか、（３）食や健康を考える上
で我々が知っておくべきことは何か、（４）遺伝子や生命を操作するとは具体的にはどのようなことであり、どこまで許されることなのかなど
、人間の社会や他の生物との関わりから生命科学を捉えることを目指し、そのための知識を身につけることを目標とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし。毎回資料を配布する。

○現代生命科学　東京大学生命科学教科書編集委員会　3024円　羊土社（2015年）
○もう一度読む数研の高校生物　第１巻　嶋田正和他編　1890円　数研出版（2012年）
○もう一度読む数研の高校生物　第２巻　嶋田正和他編　1890円　数研出版（2012年）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　ガイダンス
　２回　生命科学の基礎（１）遺伝子の概念　　　【DNA二重らせん】
　３回　生命科学の基礎（２）生命活動の実行役　【タンパク質】
　４回　生命科学の基礎（３）ゲノム　　　　　　【ヒトゲノム計画】
　５回　DNAでわかること（１）遺伝と疾患　　　【メンデル遺伝】
　６回　DNAでわかること（２）個性と体質　　　【遺伝子検査】
　７回　DNAでわかること（３）DNA鑑定　　　  【多型】
　８回　安心・安全とは（１）食品と医薬品　　　【健康食品】
　９回　安心・安全とは（２）遺伝子組換え作物　【カルタヘナ法】
１０回　安心・安全とは（３）人体と放射線　　　【確率的影響】【がん】
１１回　生命の倫理（１）生命と遺伝子操作1　　 【再生医療】【iPS細胞】
１２回　生命の倫理（２）生命と遺伝子操作2　　【ゲノム編集】
１３回　生命の倫理（３）生命科学と家族　　　　【遺伝的つながり】
１４回　ニュースの中の生命科学
１５回　質疑応答・まとめ

＊タイトルとスケジュールは変更になることがあります。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中の課題　４０％
期末テスト　　６０％

成績評価の方法　/Assessment Method

66216 /



生命科学と社会 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

事前学習：授業開始前までに各回の【　】内のキーワードについて簡単に調べておくこと。
事後学習：授業中の課題に沿って学習し、北方Moodleにより提出すること。
https://kmoodle.kitakyu-u.ac.jp

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

・高校で生物を履修していない者は教科書または参考書を入手し、授業に備えること。
履修上の注意　/Remarks

さまざまな角度から生命と社会の問題を取り上げたいと思います。ニュースで扱われるような話題を自分で理解し、考える力を身につけましょ
う。基礎部分をより体系的に学びたい者は２学期開講「人間と生命」を合わせて受講すると理解が深まるでしょう。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

66216 /



情報社会を読む 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

/Instructor
浅羽　修丈 / Nobutake Asaba / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　本授業のねらいは、最新のICTやそれを応用したサービスについての理解を深めることで、現在の情報社会について概観し、その先の未来で待
ち受けている情報社会の課題や可能性について考える力を身に付けることである。具体的には、以下のような項目について理解する。

●情報社会を構成している最新のICTに関する基礎知識
●最新のICTを応用したサービスと人間との関係性
●未来の情報社会で起こりうる課題とその解決策
●未来の情報社会で期待できるサービスの可能性

　本授業では、講義（教員が教壇に立って説明することが中心）と演習（学生が与えられた課題に沿って主体的に学習活動することが中心）と
を組み合わせながら進めていく。ときには、グループディスカッションを行いながら課題に取り組んでもらう。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし。必要資料は配布する。

なし。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　身の回りにあるICTと情報社会　【ガイダンス】【ICT活用サービスの光と影】
　２回　位置情報を利用したサービス　【ジオメディア】【GPS】
　３回　演習１：位置情報を利用した未来のサービスを読む
　４回　コンピュータは持ち歩くから着る時代へ　【ウェアラブルコンピュータ】
　５回　近未来の入力装置　【モーション操作】
　６回　演習２：ウェアラブルコンピュータ・モーション操作を利用した未来のサービスを読む
　７回　カメラは何を認識できるか　【画像処理】【画像認識】
　８回　個人を特定できるコンピュータとその危険性　【顔画像認証】
　９回　画像認識はどこまで人間に近づけるか【画像認識】【機械学習】
１０回　演習３：画像認識を利用した未来のサービスを読む
１１回　IoT【センサー】【クラウドコンピューティング】
１２回　演習４：IoTを利用した未来のサービスを読む
１３回　自律型ロボットと人工知能【AI】【ディープラーニング】【技術的特異点】
１４回　人工知能が人間社会に及ぼす影響【雇用問題】【法整備】
１５回　演習５：人工知能の発展とこれから求められる能力

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

66217 /



情報社会を読む 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

授業中に実施する個人課題 ・・・ ５０％、授業中に実施するグループワーク課題・・・ ４０％、レポート ・・・ １０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習として、普段の生活において、どのようなICT活用サービスがあれば生活が豊かになるかを常に思考しておくこと。そうすることで、授
業中に提示する課題に取り組みやすくなる。
事後学習として、授業中に説明した内容に関する未来のICTサービスを提案する課題を提示することがある。積極的に取り組むこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

「情報社会への招待」を先に受講して、情報社会に関連する知識や技術をある程度把握していると受講しやすい。
履修上の注意　/Remarks

分からないところがある場合は、積極的に質問してもらいたい。授業中に実施する演習において、グループディスカッションを求めることもあ
るので、その時は積極的に議論に参加してもらいたい。また、この科目は、専門用語を覚えることに重点を置くのではなく、情報社会の未来は
どうなるのかという発想やアイディアに重点を置くので、「未知のことについて考える力」を磨くことにチャレンジしてもらいたい。
また、受講者数が多数の場合は、受講者数調整を行う場合もある。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

情報社会の未来、ICT活用サービス、ICTと人間
キーワード　/Keywords
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地域資源管理論 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

/Instructor
廣川　祐司 / Yuji HIROKAWA / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本授業では、地域資源を住民が主体となって管理していくための手法について、詳細に解説する。
本授業で扱う事例は大きく分けて、以下の3点である。
①漁業権（漁業法）・草地環境（入会権）の維持に向けた住民主体の地域資源管理手法について。
②地域資源を有効に活用する手法　－フットパス事業に見る住民主体の地域資源管理－
③まちづくり会社（TMO）の役割と権利の集約　ー滋賀県長浜市における黒壁スクエア事業と問題提起としての国立マンション訴訟についてー

上記の事例を、いくつかの紛争事例・裁判事例を検証することで、地域資源を管理する、活用するための具体的手法について、法社会学の知見
を活かし、分析する。

法社会学における基礎的な専門知識の習得とともに、地域住民が共同で地域資源を管理していくために必要な具体的知識を習得することを目的
としている。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし。

○鈴木龍也, 富野暉一郎編著（２００６）『コモンズ論再考』晃洋書房
角谷 嘉則著（２００９）『株式会社黒壁の起源とまちづくりの精神』創成社
神谷由紀子編著（２０１４）『フットパスによるまちづくり －地域の小径を楽しみながら歩く－』水曜社

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　イントロダクション
第2回　地域資源の考え方
第3回　行き過ぎた市場主義経済の弊害
第4回　生業とは何か？
第5回　適応した共助の仕組み
第6回　静岡県伊東市池区の草地景観管理の仕組み①　－日本の伝統的な茅資源の利用方法についてー
第7回　静岡県伊東市池区の草地景観管理の仕組み②　－株式会社制度を利用した現代的地域資源の共同管理システムー
第8回　地域資源の過少利用問題を超えて
第9回　地域資源を活用したまちづくりの実践　－フットパスとは何か？－
第10回　外部講師の講演　「フットパスはどうやって創るのか？」
第11回　フットパスのまとめ
第12回　地域資源としての都市環境　－景観問題の観点から－
第13回　都市の特徴と管理組織
第14回　総括と復習
第15回　おわりに

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

66218 /



地域資源管理論 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

最終試験：１００％（持ち込み不可）
成績評価の方法　/Assessment Method

本授業の成績評価方法は、最終試験の一発で決定する。
また、持ち込み不可のために、授業中担当教員の発言などをメモを取り、事後学習として深く復習する作業が必要となる。また、授業中に使用
するスライド資料は学習支援フォルダに掲載しているため、それを活用して事前学習も必要となる。そうしなければ、流れについてこれず、授
業を理解できない可能性が高い。深い理解を得なければ、単位修得ができないと推察されるため、授業時間以外で学習することのできる人の履
修を求む。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

本授業では、法社会学の基礎的な知見の習得を目指す。そのため、裁判の話（判例）や法律の話に言及する機会が多々ある。
平易な説明や解説を試みるため、あらかじめ必要な知識はないが、基礎的な法的思考能力を鍛える必要があるため、その旨、履修する者は理解
してほしい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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教養基礎演習Ⅰ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

/Instructor
神原　ゆうこ / YUKO KAMBARA / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

大学での学び方入門：　
　本演習では、1年生を対象に大学での勉強の仕方の基礎を学びます。最終的な目標は、文献を読んで自分の考えをまとめるレポート（高校まで
の小論文でも調べ学習でも感想文でもなく）を書くことです。テキストは現代社会をあつかったテーマの文庫や新書を選ぶことが多いです。比
較的読みやすいテキストを批判的に読解することを通して、レジュメの作りかた、論点の見つけ方、文献の探し方を学び、それをわかりやすく
報告するコミュニケーション能力を養います。後半では、受講者同士の議論を経て、レポートの作成を目指します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
難波功士 2014『「就活」の社会史』 祥伝社新書

本年度は大学生の置かれた状況を客観的に見つめなおすことのできるテキストを選びました。1年生も興味深く読むことができまるのではないか
と思います。

○佐藤望ほか（編） 2006　『アカデミック・スキルズ』 慶應大学出版会
○専修大学出版企画委員会（編） 2009 『知のツールボックス』 専修大学出版会
○白井利明・高橋一郎　2008　『よくわかる卒論の書き方』ミネルヴァ書房

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　導入：大学の授業とは
第2回　大学における本の読みかた・探しかた
第3回　レジュメの作りかた
第4回　テキスト輪読型の演習における報告と議論①
第5回　議論のしかた
第6回　テキスト輪読型の演習における報告と議論②
第7回　テキスト輪読型の演習における報告と議論③
第8回　テーマの見つけかた
第9回　レポート構想報告①
第10回　レポートの書きかた
第11回　レポート構想報告②
第12回　レポート構想報告③
第13回　文章を推敲する：レポートの相互添削
第14回　文章のブラッシュアップ
第15回　これまで学んだことの総括

※受講者の人数によって内容を変更することもある。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents
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教養基礎演習Ⅰ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

レポート50％、授業貢献（報告内容、積極的な発言など）50％
（第13回で学生相互にレポートを添削し、その後最終的に書き直したレポートを評価の対象とします。）
報告者の無断欠席は厳しく減点します。

成績評価の方法　/Assessment Method

・レジュメの作成、レポートの執筆およびそのための資料収集などはそれなりに時間がかかります、妥協せずに課題に取り組んでください。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

・出席者の報告を重視するので、人数が多すぎる場合、受講制限をします。
・履修を希望する学生は、第１回の授業から必ず出席してください。
・問題意識は、漠然と本を読み、授業を聞くだけで生まれるものではありません。4月の段階で特定の学問的興味関心を持つことは求めませんが
、学期末までには課題に対する問題意識を見つけることを心がけてください。

履修上の注意　/Remarks

・大学での本の読みかたやレポートの書きかたを基礎から学ぶので、どの学部の学生でも怖気づかずに履修してください。ですが、演習の準備
に時間がかかることは嫌がらないでください。
・レポートの書き方を基礎から学びたい2年生以上の受講も歓迎します。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

レポートの書き方、問題意識の発見
キーワード　/Keywords
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教養基礎演習Ⅰ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

/Instructor
髙西  敏正 / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　学生としての心構えや厳しい社会へ踏み出す前段階としての「人間力」・「社会力」などのスキルの獲得が非常に重要なことと考える。
　そこで本演習では、まず自分自身を知ること、自分自身を人に理解してもらうことを主眼におき、人間関係トレーニングを行う。その中で、
自己を見つめ直し、他人への配慮やコミュニケーション能力などの強化を目指す。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
必要な資料は配布する。

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　オリエンテーション
　２回　自分自身を理解する
　３回　自己概念を知るワーク（１）　　
　４回　自己概念を知るワーク（２）　
　５回　自己概念を知るワーク（３）　
　６回　自分自身を人に理解させることワーク（１）
　７回　自分自身を人に理解させることワーク（２）
　８回　自分自身を人に理解させることワーク（３）
　９回　カラダを使ったコミュニケーションワーク（１）
１０回　カラダを使ったコミュニケーションワーク（２）
１１回　カラダを使ったコミュニケーションワーク（３）
１２回　カラダを使ったコミュニケーションワーク（４）
１３回　カラダを使ったコミュニケーションワーク（５）
１４回　カラダを使ったコミュニケーションワーク（６）
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の授業への取り組み　…８０％　　　レポート　…２０％
成績評価の方法　/Assessment Method

各回の授業の理解に有益な情報収集を行うこと
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review
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教養基礎演習Ⅰ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

授業で得たコミュニケーション能力やスキルを活用し、授業や実習で実践すること
本年度はキャンプ実習は実施しません。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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教養基礎演習Ⅰ（防衛セミナー） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

/Instructor
戸蒔　仁司 / TOMAKI, Hitoshi / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

別称「防衛セミナー」。１、２、３年生合同のゼミ（少人数・対話型）として、我が国の防衛問題を考えてみることを目的とする。

この授業は、自衛隊福岡地方協力本部の全面的協力によって成立する、全国的にみても先例のない非常にユニークな試みである。経験豊富な幹
部自衛官（陸海空、尉官・佐官クラス）をほぼ毎回招聘し、それぞれの立場と経験に基づくレクチャーをしてもらい、レクチャーについての質
疑応答を行う。

この科目では、防衛問題に関する総合的な知識を獲得し、この分野における課題発見･分析能力を養い、生涯にわたり継続して国防問題に向き合
っていける能力の獲得を目指す。また、少人数の演習形式であるから、コミュニケーション能力の獲得も視野に入れる。

また、本授業を履修した者を対象に、授業終了後の夏季休業期間中に３回の学外研修（バス）予定しており、それについては、別科目扱いとな
るため、別途教養基礎演習「II」のシラバスを参照してください。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

『防衛白書』、その他は適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　ガイダンス（戸蒔）
２回～１４回　現段階でゲストは調整中であるが、陸海空の幹部自衛官で比較的若手を中心にする
　　　　計画である。スケジュールは第1回のガイダンスで発表する。
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業態度…５０％　レポート…５０％
成績評価の方法　/Assessment Method

日ごろから新聞をよく読む習慣を身に着けておくこと。
授業中、ノートをよくとり、授業後に必ず読み返しておくこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

上記の注意を必ず守ること。防衛問題に関心がない者でも受講を歓迎する。
履修上の注意　/Remarks
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教養基礎演習Ⅰ（防衛セミナー） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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教養基礎演習Ⅰ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

/Instructor
廣川　祐司 / Yuji HIROKAWA / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

この演習では、大学における学習や研究の方法を身につけることを目的とする。環境問題をテーマとして取り上げ、受講者の①レジュメ作成能
力、②プレゼンテーション能力、③学術的コミュニケーション能力（対話・議論）、④知的好奇心の向上を目指す。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
富山和子（2010）『水と緑と土－伝統を捨てた社会の行方―』中公新書

特になし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：授業内容についての紹介（イントロダクション）
第2回：学習方法・レジュメの作成方法・プレゼンテーション方法について
第3回：環境問題についての考え方について
第4回：テキストの輪読①
第5回：テキストの輪読②
第6回：テキストの輪読③
第7回：テキストの輪読④
第8回：テキストの輪読⑤
第9回：テキストの輪読⑥
第10回：テキストの輪読⑦
第11回：テキストの輪読⑧
第12回：レポートを書く際の考え方とその方法
第13回：プレ・レポート報告会
第14回：プレ・レポート報告会
第15回：プレ・レポート報告会＋まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への貢献度（積極的発言・報告姿勢等）：40％
最終レポート：60％

（※最終レポートとは、第13回～第15回において各自の関心において作成したレポートに対し、参加者から寄せられた批判や修正点等をふまえ
、改善をした上で学期末に提出するレポートである。）

成績評価の方法　/Assessment Method
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教養基礎演習Ⅰ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

授業には予めテキストを精読してのぞむこと。
また、事後学習としては、最終レポートの作成に向け、毎回の学びをしっかりとリフレクションしておくこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

本授業は、自分の考え方や意思を的確に相手に伝えることができるようになることを目指す。これは就職活動や社会に出ても必要な能力である
。受講者の積極的な参加を望む。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

大学における学習方法、レジュメ・レポート作成、コミュニケーション能力の向上
キーワード　/Keywords
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教養基礎演習Ⅰ（発達障がいセミナー） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

/Instructor
伊野  憲治 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

自閉症スペクトラムをはじめとする発達障がいについて、講義で概要を理解したうえで、文献、資料を輪読しながら理解を深める。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示、配布する。

適宜指示、配布する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回：オリエンテーション。
第２回：発達障がいの世界１（発達障がいとは）
第３回：発達障がいの世界2（自閉症理解の歴史）
第４回：発達障がいの世界3（支援法の基礎）
第５回：発達障がいの世界４（応用行動分析学的アプローチ）
第６回：発達障がいの世界５（ＴＥＡＣＣＨプログラム的アプローチ）
第７回：発達障がいの世界６（構造化）
第８回：発達障がいの世界７（コミュニケーション指導法）
第９回：発達障がいの世界８（行動問題への対応）
第１０回：資料輪読、ディスカッション。
第１１回：資料輪読、ディスカッション。
第１２回：資料輪読、ディスカッション。
第１３回：資料輪読、ディスカッション。
第１４回：資料輪読、ディスカッション。
第１５回：まとめ。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

報告内容５０％
議論への参加度５０％

成績評価の方法　/Assessment Method

毎回指示するが、事前学習としては、インターネット・サイトなどで関連事項を調べておく。事後学習に関しては、事前に調べた内容と授業の
内容の相違をまとめる。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

66223 /



教養基礎演習Ⅰ（発達障がいセミナー） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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教養基礎演習Ⅱ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

/Instructor
眞鍋　和博 / MANABE　KAZUHIRO / 基盤教育センター, 小林　敏樹 / Toshiki Kobayashi / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

北九州市の観光の実態や施策、観光まちづくりなどについて、多様な視点から学ぶことを目的とする。
北九州市の成り立ち、歴史などの基礎知識の習得だけでなく、インバウンド、文学、アニメ、世界遺産、工場夜景など、近年、北九州市が得意
とする新たなテーマについても広く学んでいく。また、各テーマに精通した外部講師による講義を予定している。そのため、他の講義以上によ
り興味深い講義が展開される予定である。
講義後半には、前半の講義の踏まえて、フィールドワークを行い、それをもとにまちあるきマップの作成を行う。マップの作成を通して、講義
内容を体感することにより、深い学ぶを得る。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし

〇高橋一夫(2017)｢DMO 観光地経営のイノベーション」学芸出版社
・矢ケ崎紀子(2017)｢インバウンド観光入門　世界が訪れたくなる日本をつくるための政策・ビジネス・地域の取組み」晃洋書房
〇尾家建生、金井万造編(2008)｢これでわかる!着地型観光―地域が主役のツーリズム｣学芸出版社
・鈴木俊博(2015)｢稼げる観光: 地方が生き残り潤うための知恵｣ポプラ社
〇NPO法人 観光力推進ネットワーク・関西編(2016)｢地域創造のための観光マネジメント講座｣学芸出版社
など。
その他に図書館2階の〇〇学がわかるコーナーに｢まちあるきがわかる、まちあるきが創れる｣コーナーを設置していますので、必要に応じて利用
すること。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

66224 /



教養基礎演習Ⅱ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

第1回：ガイダンス
　　　 北九州市の観光の実態と施策
第2回：北九州市の成り立ち
第3回：北九州市の交通網の成り立ち
第4回：北九州市の歴史・文化1　門司
第5回：北九州市の歴史・文化2　小倉
第6回：北九州市と文学
第7回：北九州市とアニメ・フィルムコミッション
第8回：北九州の世界遺産・近代化遺産
　　　  北九州の産業観光・工場夜景
第9回：北九州市の観光まちづくりの動向
             北九州市のMICE戦略・インバウンドの実態
第10回：まちあるきの手法
第11回：フィールドワーク１
第12回：フィールドワーク２
第13回：フィールドワークのまとめ１
第14回：フィールドワークのまとめ２
第15回：フィールドワークのまとめ３
＊上記の授業内容は現在検討中のものであり、実際は変更になる可能性がある

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

・ミニレポート：40％
・フィールドワークの成果物：40％
・授業の貢献度：20％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前に毎回のテーマについて調べ、各回の授業後に、事前に調べたこととの相違を確認してください。更に、すべての回が終了した際に全体を
振り返って、北九州の観光について復習し、考えを深めてください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

この講義は公益財団法人 北九州観光コンベンション協会提供の講義です。また、北九州市が主催する観光市民大学の受講生もいっしょに受講し
ます。
将来、旅行や観光関係の仕事に就きたいと考えている人や、観光による地域の活性化などに興味がある人にはもちろん最適ですが、それ以外に
も北九州市について深く知りたい、学びたい人にとっても最適な講義です。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

観光振興、北九州市の成り立ち・歴史・文化、インバウンド、観光まちづくり、まちあるき、DMO、着地型観光
キーワード　/Keywords
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教養基礎演習Ⅱ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

/Instructor
神原　ゆうこ / YUKO KAMBARA / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

レポートの書き方と異文化を学ぶ：　
　本演習では、「テーマを自分で設定して、調べ物をしてレポートを書く」という作業に迷いがある学生（主として1年生）が、レポートの書き
方を基礎から学ぶことを目的としています。最終的には、文献を読んで自分の考えをまとめるレポート（高校までの小論文でも調べ学習でも感
想文でもなく）を書くことを目指します。テキストは比較的最近出版された文庫や新書を選ぶことが多いです。一般読者を想定して執筆された
テキストを土台として、そこから関連関連資料の探し方を学び、論点を探し、それをわかりやすく報告するコミュニケーション能力を養います
。後半では、2000字程度のレポートを書くプロセスを報告しながら、より完成度の高いレポートの作成を目指します。この演習を通して、他の
人の考えにコメントをつける、人からもらったコメントを活かす力を身つけることをめざし、問題の本質を探る能力、すなわち生涯にわたって
役立つ基礎的な探求能力を身につけることを目的とします。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
小川さやか2016「『その日暮らし』の人類学」光文社文庫

「異文化理解の基礎」「政治のなかの文化」「現代社会と文化」を履修中、履修済みの学生は楽しめるテキストではないかと思います。

○佐藤望ほか（編） 2006　『アカデミック・スキルズ』慶應義塾大学出版会
○ 慶應義塾大学日吉キャンパス学習相談員2014 『ダメレポート脱出法』慶應義塾大学出版会
○白井利明・高橋一郎　2008　『よくわかる卒論の書き方』ミネルヴァ書房

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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教養基礎演習Ⅱ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

第1回　導入：レポートを書くとは？
第2回　大学における本の読みかた・探しかた
第３回　読んだ本をどう活用するのか？
第４回　テキスト輪読型の演習における報告と議論
第5回　テキスト輪読型の演習における報告と議論
第6回　テキスト輪読型の演習における報告と議論
第7回　テキスト輪読型の演習における報告と議論
第8回　テーマの見つけかた
第9回　レポートの書き方
第10回　レポート構想報告
第11回　レポート構想報告
第12回　レポート構想報告
第13回　文章を推敲する：レポート相互添削
第14回　文章のブラッシュアップのために
第15回　レポート最終報告会

※受講者数に応じて内容を変更することもあります。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポート50％、授業貢献（報告内容、演習中の発言、その他の提出物など）50％
ただし、報告者の無断欠席や課題未提出者は厳しく減点します。

成績評価の方法　/Assessment Method

・レジュメの作成、レポートの執筆およびそのための資料収集などにはそれなりに時間がかかります。妥協せずに課題に取り組んでください。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

・出席者の報告を重視するので、人数が多すぎる場合、受講制限をします。
・大学での本の読みかたやレポートの書きかたを基礎から学ぶので、どの学部の学生でも怖気づかずに履修してください。ですが、演習の準備
に時間がかかることは嫌がらないでください。
・レポートの書き方を基礎から学びたい2年生以上の受講も歓迎します。

履修上の注意　/Remarks

・レポートは大変ですが、それは書く時間がかかるのではなく、書くまでの準備にも時間がかかります。本を探し、読む時間を計算に入れて準
備しましょう。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

レポートの書きかた、問題のたてかた、考察のしかた、本の読みかた、議論のしかた
キーワード　/Keywords
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教養基礎演習Ⅱ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

/Instructor
髙西  敏正 / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　学生としての心構えや厳しい社会へ踏み出す前段階としての「人間力」・「社会力」などのスキルの獲得が非常に重要なことと考える。
　そこで本演習では、自分を知ること、そして仲間づくりをすすめるコミュニケーションワークなどを通して、人間関係づくりのトレーニング
を行う。その中で、自己を見つめ直し、他人への配慮やコミュニケーション能力などの強化を目指す。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
必要な資料は配布する。

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　オリエンテーション
　２回　自分自身を理解すること
　３回　自分自身を人に理解させること
　４回　人を理解すること（１）
　５回　人を理解すること（２）　
　６回　コンセンサスと人間関係づくり（１）
　７回　コンセンサスと人間関係づくり（２）　　
　８回　リーダーシップとは（１）
　９回　リーダーシップとは（２）
１０回　コミュニケーションワーク（１）
１１回　コミュニケーションワーク（２）
１２回　コミュニケーションワーク（３）
１３回　コミュニケーションワーク（４）
１４回　コミュニケーションワーク（５）
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の授業への取り組み　…　８０％　　レポート　…２０％
成績評価の方法　/Assessment Method

各回の授業の理解に有益な情報収集を行うこと
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

66226 /



教養基礎演習Ⅱ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

授業で得たコミュニケーション能力やスキルを活用し、授業や実習で実践すること
本年度は、スキー実習は実施しません

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

66226 /



教養基礎演習Ⅱ（防衛セミナー） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

/Instructor
戸蒔　仁司 / TOMAKI, Hitoshi / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年集中

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

教養基礎演習Iの受講者を対象に、講義で学んだ防衛問題の知識を補完するため、バスで学外の自衛隊基地等に赴き、施設見学、訓練見学、講話
の聴講を行う。内容は、以下の通り。

①この科目を受講できるのは、防衛セミナーI（教養基礎演習I、あるいは、教養演習AI、教養演習BI）を受講した者に限られる。「I」を受講しな
いで、「II」だけ受講することはできない。詳細は、「I」で説明するので、希望者は必ず初回授業に出席すること。

②研修は、夏季休業期間中の集中講義期間（8月中下旬～9月上旬）に、３回実施する。3回の日程は、現在未定であり、別途指示する。陸上自衛
隊駐屯地、航空自衛隊基地、海上自衛隊基地まで、大学からチャーターしたバスで移動し、そこで研修を行い、大学で解散する。よって、交通
費等はかからない。ただし、昼食は、隊員食堂で体験喫食を行うことを予定しており、その分の費用は集金する（500円程度＋αのみかかります
）。

③バスの定員の関係から、受講者は50名を最大とする。希望者が50名を超える場合、抽選を行う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

防衛白書
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

66227 /



教養基礎演習Ⅱ（防衛セミナー） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

詳細は、「I」の初回授業時のガイダンスで説明する。

計3回の学外研修時間の総計は、23時間以上とする（90分授業に換算し、15回分の時間）。詳細は、計画確定時に説明する。目安としては、以
下のような行程となる。

例

学内事前研修（3時間）

第1回研修　海上自衛隊・佐世保基地見学（7時間30分）
　　　　　　バス内での講義・ビデオ鑑賞（2時間30分）＋現地での研修（5時間）

第2回研修　航空自衛隊・築城基地見学（5時間）
　　　　　　現地での研修（5時間）

第3回研修　陸上自衛隊・健軍駐屯地見学（7時間30分）
　　　　　　バス内での講義・ビデオ鑑賞（2時間30分）＋現地での研修（5時間）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業態度50％＋レポート50％
成績評価の方法　/Assessment Method

日ごろから新聞をよく読む習慣を身に着けておくこと。
「I」を履修後、研修が始まるまでの期間に、研修関連事項をよく復習しておくこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

かならず、「I」の初回授業に出席すること。

他の集中講義期間中の科目を履修しないこと。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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教養基礎演習Ⅱ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

/Instructor
廣川　祐司 / Yuji HIROKAWA / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

なぜ「生物多様性」を保つことが必要なのか、環境分野における基礎知識を充足させるとともに、「さとやま」が良好な地域資源として活用し
ていくための社会づくり（社会制度の分析）について勉強する。
「さとやま」をキーワードとし、地域環境に関する課題をグループでディスカッションすることで、他者からの学びを行うとともに、地域社会
が抱える根本的な課題を発見し、自立的に解決策を見つけ出すための考え方や思考方法を習得できるようにする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
鷲谷いづみ（2011）『さとやま －生物多様性と生態系模様－』岩波書店（岩波ジュニア新書）　￥840＋税

適宜紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：授業内容についての紹介（イントロダクション）
第2回：文系における環境問題と生物多様性の視点について
第3回：テキストの輪読①
第4回：テキストの輪読②
第5回：テキストの輪読③
第6回：テキストの輪読④
第7回：テキストの輪読⑤
第8回：テキストの輪読⑥
第9回：テキストの輪読⑦
第10回：テキストの輪読⑧
第11回：テキストの輪読⑨
第12回：レポートを書く際の考え方とその方法
第13回：プレ・レポート報告会
第14回：プレ・レポート報告会
第15回：プレ・レポート報告会＋まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への貢献度（積極的発言、レジュメ作成の出来、態度）　50％
期末レポート　50％

成績評価の方法　/Assessment Method

授業には予めテキストを精読してのぞむこと。
また、事後学習としては、最終レポートの作成に向け、毎回の学びをしっかりとリフレクションしておくこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

66228 /



教養基礎演習Ⅱ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

本授業は、履修者同士で教え合うスタイルである。
したがって、受け身の授業ではなく、学生が学生に教えるという「教育的視点」を持てるものが履修すること。

そのため、予め当該担当章の内容については、しっかりと精読した上で、自分の考えを確立したうえで、授業に参加すること。

履修上の注意　/Remarks

「生物多様性やさとやま」をキーワードとして、授業を進めていくが、生物学の知識は必要としない。
さとやまを保全・活用していくための社会制度や社会の仕組みについて、議論を行うのが中心である。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

生物多様性、さとやま、農山漁村、過疎高齢化、持続可能な地域づくり
キーワード　/Keywords
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教養基礎演習Ⅱ（発達障がいセミナー） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

/Instructor
伊野  憲治 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

自閉症スペクトラムをはじめとする発達障がいについて、資料、文献を輪読しながら理解を深める。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜配布、指示する。

適宜配布、指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回：オリエンテーション。
第２回：教養基礎演習Ⅰの復習。
第３回：教養基礎演習Ⅰの復習。
第４回：教養基礎演習Ⅰの復習。
第５回：資料を輪読し、ディスカッション。
第６回：資料を輪読し、ディスカッション。
第７回：資料を輪読し、ディスカッション。
第８回：資料を輪読し、ディスカッション。
第９回：資料を輪読し、ディスカッション。
第１０回：資料を輪読し、ディスカッション。
第１１回：資料を輪読し、ディスカッション。
第１２回：資料を輪読し、ディスカッション。
第１３回：資料を輪読し、ディスカッション。
第１４回：資料を輪読し、ディスカッション。
第１５回：まとめ。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

報告内容50％
議論への参加度50％

成績評価の方法　/Assessment Method

毎回指示するが、事前学習としては、インターネット・サイトなどで関連事項を調べておく。事後学習に関しては、事前に調べた内容と授業の
内容の相違をまとめる。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

66229 /



教養基礎演習Ⅱ（発達障がいセミナー） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

伊野担当の教養基礎演習Ⅰ（発達障がいセミナー）を履修済みであることが望ましい。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

66229 /



教養演習ＡⅠ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

/Instructor
神原　ゆうこ / YUKO KAMBARA / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

文化と社会について学びながらレポートの書き方を向上させる：
本演習では文化と社会に関するテーマに関する新書を入り口として、そこから各自の関心に応じて「自分でテーマを設定し、学びを深め、レポ
ートを書く」ということを目指します。今学期は、視覚と触覚の文化の差、障がい者の歴史と文化、バリアフリー社会に関して知識を深めつつ
、勉強の仕方も学ぶことを目指します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
広瀬浩二郎　2017『目に見えない世界を歩く：「全盲」のフィールドワーク」

様々な論点を提示している本です。自分と異なる生き方・感性をする他人を理解することを深く考えてみましょう。

〇松嶋健 2014『プシコナウティカ』世界思想社
佐渡島紗織2015『レポート・論文をよくする「書き直し」ガイド』大修館書店

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　導入：大学における本の読みかた・探しかた
第2回　議論のしかた
第3回　論点の広げ方
第4回　テキスト輪読型の演習における報告と議論①
第5回　テキスト輪読型の演習における報告と議論②
第6回　テキスト輪読型の演習における報告と議論③
第7回　テキスト輪読型の演習における報告と議論④
第8回　テーマの見つけかた
第9回　レポート構想報告①
第10回　レポートの書きかた
第11回　レポート構想報告②
第12回　レポート構想報告③
第13回　文章を推敲する：レポートの相互添削
第14回　文章のブラッシュアップ
第15回　これまで学んだことの総括

※受講者の人数によって内容を変更することもある。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

66230 /



教養演習ＡⅠ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

レポート50％、授業における取りくみ50％
ただし、報告者の無断欠席や課題の未提出は厳しく減点します

成績評価の方法　/Assessment Method

・レジュメの作成、レポートの執筆にはそれなりに時間がかかります。妥協せずに課題に取り組んでください。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

・履修を希望する学生は第1回から出席してください。修正申告終了までは履修登録できますが、欠席分の授業内容を自習する努力が必要となり
ます。

履修上の注意　/Remarks

・担当者の講義（「異文化理解の基礎」「政治のなかの文化」「現代社会の文化」など）を履修したことがあると、理解が深まります。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

異文化、視覚、触覚、障がい、バリアフリー
キーワード　/Keywords
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教養演習ＡⅠ（防衛セミナー） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

/Instructor
戸蒔　仁司 / TOMAKI, Hitoshi / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

別称「防衛セミナー」。１、２、３年生合同のゼミ（少人数・対話型）として、我が国の防衛問題を考えてみることを目的とする。

この授業は、自衛隊福岡地方協力本部の全面的協力によって成立する、全国的にみても先例のない非常にユニークな試みである。経験豊富な幹
部自衛官（陸海空、尉官・佐官クラス）をほぼ毎回招聘し、それぞれの立場と経験に基づくレクチャーをしてもらい、レクチャーについての質
疑応答を行う。
この科目では、防衛問題に関する総合的な知識を獲得し、この分野における課題発見･分析能力を養い、生涯にわたり継続して国防問題に向き合
っていける能力の獲得を目指す。また、少人数の演習形式であるから、コミュニケーション能力の獲得も視野に入れる。

また、本授業を履修した者を対象に、授業終了後の夏季休業期間中に３回の学外研修（バス）予定しており、それについては、別科目扱いとな
るため、別途、教養演習A「II」のシラバスを参照してください。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし。

『防衛白書』、その他は適宜指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　ガイダンス（戸蒔）
２回～１４回　現段階でゲストは調整中であるが、陸海空の幹部自衛官で比較的若手を中心にする
　　　　計画である。スケジュールは第1回のガイダンスで発表する。
15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業態度50%、レポート50%
成績評価の方法　/Assessment Method

日ごろから新聞をよく読む習慣を身に着けておくこと。
授業中、ノートをよくとり、授業後に必ず読み返しておくこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review
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教養演習ＡⅠ（防衛セミナー） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

防衛問題に関心がない者でも受講を歓迎する。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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教養演習ＡⅠ（発達障がいセミナー） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

/Instructor
伊野  憲治 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

自閉症スペクトラムをはじめとする発達障がいに関し、当事者の書いた文献資料を輪読しながら理解を深める。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示、配布する。

適宜指示、配布する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：オリエンテーション。
第2回：教養基礎演習の復習。
第3回：教養基礎演習の復習。
第4回：資料の輪読、ディスカッション。
第5回：資料の輪読、ディスカッション。
第6回：資料の輪読、ディスカッション。
第7回：資料の輪読、ディスカッション。
第8回：資料の輪読、ディスカッション。
第9回：資料の輪読、ディスカッション。
第10回：資料の輪読、ディスカッション。
第11回：資料の輪読、ディスカッション。
第12回：資料の輪読、ディスカッション。
第13回：資料の輪読、ディスカッション。
第14回：資料の輪読、ディスカッション。
第15回：まとめ。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

報告内容50％
議論への参加度50％

成績評価の方法　/Assessment Method

毎回指示するが、事前学習としては、インターネット・サイトなどで関連事項を調べておく。事後学習に関しては、事前に調べた内容と授業の
内容の相違をまとめる。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review
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教養演習ＡⅠ（発達障がいセミナー） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

伊野担当教養基礎演習（発達障がいセミナー）Ⅰ、Ⅱを履修済みであることが望ましい。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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教養演習ＡⅡ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

/Instructor
神原　ゆうこ / YUKO KAMBARA / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

問題関心へのアプローチ法を考える：
 　本演習では、漠然と現代社会に関する問題についてインタビュー調査や参与観察などの質的な調査をすることに興味があり、漠然と卒業論文
で質的調査をしてみたいと考えている学生を対象とする。
 　漠然と卒業論文で質的調査をとりいれてみたいと考えている学生はいると思うが、はたしてその興味関心にアプローチするのに質的調査は適
切だろうか。本演習では、受講者の関心に応じて質的調査の結果を用いた文献を購読するとともに、質的調査の方法論を興味関心にどのように
生かすことができるかを学び、自身の問題関心を深めることを目的とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講者の関心に合わせて現代社会または異文化に関する質的調査の結果を用いたテキストを1-2冊程度読む。テキストについては第1回で決定す
る。
 （候補：磯野真穂『医療者が語る答えなき世界』、菅原和孝（編）『フィールドワークへの挑戦』など）

○佐藤郁哉 2002 『フィールドワークの技法： 問いを育てる、仮説をきたえる』 新曜社
○箕浦康子（編） 1999 『フィールドワークの技法と実際』 ミネルヴァ書房
 ※そのほか必要に応じて演習中に指示する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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教養演習ＡⅡ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

第1回　導入：本演習の目的説明、テキスト決定
 第2回　具体的な現場から社会を理解することについて（講義）
 第3回　インタビュー調査の方法と実践①
 第4回　インタビュー調査の方法と実践②
 第5回　言葉からわかることの限界
 第6回　テキスト輪読と議論
 第7回　テキスト輪読と議論
 第8回　参与観察の方法と記録のつけかた
 第9回　参与観察の方法と記録のつけかた
 第10回　テキスト輪読と議論
 第11回　テキスト輪読と議論
 第12回　レポート構想報告
 第13回　レポート構想報告
 第14回　レポート相互添削
 第15回　レポートブラッシュアップ

※受講者の人数に合わせて内容を変更することがあります。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中の報告と提出物50％、期末レポート50％、
報告の無断欠席と提出物の未提出は厳しく減点します。

成績評価の方法　/Assessment Method

・演習参加者には、輪読のテキストについて各自で読書ノートを取り、意見を述べることが求められる。事前準備をしっかりしてください。
・学期末のレポートでは興味あるテーマについて調査準備をしてみることを求めます。そのための文献調査なども必要なので、授業外学習に積
極的に取り組んでください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

・具体的にフィールドワークを行う必要は特にありませんが、授業の後半では調査設計や調査のための下準備あたる作業をしたいので、何らか
の研究関心を持ってください。
 ・輪読するテキストを準備する資金はそれなりに必要です。注意してください。
 ・受講者の関心を尋ねてテキストを決めるので、履修を希望する場合、第1回の授業には必ず出席してください。

履修上の注意　/Remarks

・卒業論文では、現代社会や異文化に関する具体的な問題に関心があり、質的調査を取り入れてみようかなと思う2年生以上の受講生を歓迎しま
す。なお、この授業は質的調査の方法を教えるものではなく、どのような研究が質的調査向きなのかを考えることを目的としてます。結果とし
て、質的調査は自分の問題関心に合わないということに気付くかもしれませんが、それも重要な発見ですので、気楽に受講してください。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

現代社会、文化、質的調査
キーワード　/Keywords
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教養演習ＡⅡ（防衛セミナー） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

/Instructor
戸蒔　仁司 / TOMAKI, Hitoshi / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年集中

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

教養演習A Iの受講者を対象に、講義で学んだ防衛問題の知識を補完するため、バスで学外の自衛隊基地等に赴き、施設見学、訓練見学、講話の
聴講を行う。内容は、以下の通り。

①この科目を受講できるのは、防衛セミナーI（教養基礎演習I、あるいは、教養演習AI、教養演習BI）を受講した者に限られる。「I」を受講しな
いで、「II」だけ受講することはできない。詳細は、「I」で説明するので、希望者は必ず初回授業に出席すること。

②研修は、夏季休業期間中の集中講義期間（8月中下旬～9月上旬）に、３回実施する。3回の日程は、現在未定であり、別途指示する。陸上自衛
隊駐屯地、航空自衛隊基地、海上自衛隊基地まで、大学からチャーターしたバスで移動し、そこで研修を行い、大学で解散する。よって、交通
費等はかからない。ただし、昼食は、隊員食堂で体験喫食を行うことを予定しており、その分の費用は集金する（500円程度＋αのみかかります
）。

③バスの定員の関係から、受講者は50名を最大とする。希望者が50名を超える場合、抽選を行う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

防衛白書
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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教養演習ＡⅡ（防衛セミナー） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

詳細は、「I」の初回授業時のガイダンスで説明する。

計3回の学外研修時間の総計は、23時間以上とする（90分授業に換算し、15回分の時間）。詳細は、計画確定時に説明する。目安としては、以
下のような行程となる。

例

学内事前研修（3時間）

第1回研修　海上自衛隊・佐世保基地見学（7時間30分）
　　　　　　バス内での講義・ビデオ鑑賞（2時間30分）＋現地での研修（5時間）

第2回研修　航空自衛隊・築城基地見学（5時間）
　　　　　　現地での研修（5時間）

第3回研修　陸上自衛隊・健軍駐屯地見学（7時間30分）
　　　　　　バス内での講義・ビデオ鑑賞（2時間30分）＋現地での研修（5時間）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業態度50％＋レポート50％
成績評価の方法　/Assessment Method

日ごろから新聞をよく読む習慣を身に着けておくこと。

「I」を履修後、研修が始まるまでの期間に、「I」の研修関連事項をよく復習しておくこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

かならず、「I」の初回授業に出席すること。

他の集中講義の科目を履修しないこと。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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教養演習ＡⅡ（発達障がいセミナー） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

/Instructor
伊野  憲治 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

自閉症スペクトラムをはじめとする発達障がいについてあつかった映画、ドラマ、ドキュメンタリーなどとりあげ、それを素材として議論しな
がら、また、ボランティア活動などを通じて、発達障がいについての理解を深める。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
随時指示する。

随時指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回：オリエンテーション。
第２回：教養演習ＡⅠ復習。
第３回：教養演習ＡⅠ復習。
第４回：視聴およびディスカッション。
第５回：視聴およびディスカッション。
第６回：視聴およびディスカッション。
第７回：視聴およびディスカッション。
第８回：視聴およびディスカッション。
第９回：視聴およびディスカッション。
第１０回：視聴およびディスカッション。
第１１回：視聴およびディスカッション。
第１２回：視聴およびディスカッション。
第１３回：視聴およびディスカッション。
第１４回：視聴およびディスカッション。
第１５回：まとめ。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

ディスカッションでの発言内容５０％
ディスカッショへの参加度５０％

成績評価の方法　/Assessment Method

毎回指示するが、事前学習としては、インターネット・サイトなどで関連事項を調べておく。事後学習に関しては、事前に調べた内容と授業の
内容の相違をまとめる。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review
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教養演習ＡⅡ（発達障がいセミナー） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

途中、授業に代わりボランティア活動に参加する場合があるかもしれない。
受講者が多数の場合は、受講者調整を行う。受講者調整する場合は、伊野担当の教養基礎演習（発達障がいセミナー）Ⅰ、Ⅱおよび教養演習（発達
障がいセミナー）ＡⅠ履修済みの学生を優先する。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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教養演習ＢⅠ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

/Instructor
神原　ゆうこ / YUKO KAMBARA / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

ヨーロッパ地域研究入門：
　本演習では、漠然とヨーロッパの現代社会に関する問題や異文化に関する問題に興味があり、漠然と卒業論文などでそれらの問題を扱いたい
と考えている学生を対象とする。
　本演習では、受講者の関心に応じて現代ヨーロッパ社会における文化に関する問題についての文献を購読し、報告、議論を行うことで、自身
の問題関心を深めることを目的とする。専門用語については講義を適宜行うので、安心してください。ですが、知識を蓄えることが演習の目的
ではありません。自分で知識を獲得する方法を学ぶのが演習です。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講者の関心に合わせて、現代ヨーロッパ社会における文化に関する問題についての文献を1-2冊程度読む。テキストについては第1回で決定す
る。
(候補：石川真作ほか（編）『周縁から照射するEU社会』、高橋秀寿ほか（編）『東欧の20世紀』、森明子（編）『ヨーロッパ人類学』など）

必要に応じて演習中に指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　導入：本演習の目的説明、テキスト決定
第2回　新聞からわかること、文章からわかること（講義・議論）
第3回　映像からわかること、文章からわかること（議論・議論）
第4回　テキスト輪読と議論
第5回　テキスト輪読と議論
第6回  テキスト輪読と議論
第７回  テキスト輪読と議論
第8回　テキスト輪読と議論
第9回　　レポートの書き方、問題関心の深め方について(講義）
第10回　テキスト輪読と議論
第11回　テキスト輪読と議論
第12回　レポート構想報告
第13回  レポート構想報告
第14回　レポート相互添削
第15回　レポートのブラッシュアップ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents
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教養演習ＢⅠ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

授業中の報告と提出物50％、期末レポート50％、
報告の無断欠席は厳しく減点します。

成績評価の方法　/Assessment Method

・演習参加者には、輪読のテキストについて各自で読書ノートを取り、意見を述べることが求められます。事前の学習は必須です。
・学期末のレポートを作成するプロセスも授業の一環に組み込まれています。毎週何らかの進捗を求めます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

・テキストを読むだけれなく、各自でなんらかの研究関心を持ってください。学期末のレポートでは興味あるテーマについて論じることを求め
ます。
・輪読するテキストを準備する資金はそれなりに必要です。注意してください。
・受講者の希望を聞いてテキストを決めるので、履修を希望する場合は第1回に必ず出席してください。

履修上の注意　/Remarks

・ヨーロッパの現代社会や文化に関する問題に関心があるけれど、どんな本を読めばいいのか、何をすればいいのかわからないという学生同士
が積極的に協力関係をつくることを期待します。
・担当者のほかの授業（現代社会と文化、異文化理解の基礎など）を履修したことがあれば、理解がさらに深まります。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

現代社会、異文化、ヨーロッパ、
キーワード　/Keywords
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教養演習ＢⅠ（防衛セミナー） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

/Instructor
戸蒔　仁司 / TOMAKI, Hitoshi / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

別称「防衛セミナー」。１、２、３年生合同のゼミ（少人数・対話型）として、我が国の防衛問題を考えてみることを目的とする。

この授業は、自衛隊福岡地方協力本部の全面的協力によって成立する、全国的にみても先例のない非常にユニークな試みである。経験豊富な幹
部自衛官（陸海空、尉官・佐官クラス）をほぼ毎回招聘し、それぞれの立場と経験に基づくレクチャーをしてもらい、レクチャーについての質
疑応答を行う。

この科目では、防衛問題に関する総合的な知識を獲得し、この分野における課題発見･分析能力を養い、生涯にわたり継続して国防問題に向き合
っていける能力の獲得を目指す。また、少人数の演習形式であるから、コミュニケーション能力の獲得も視野に入れる。

なお、本授業の履修者を対象に、3回の学外研修（夏季休業期間中にバスで陸海空自衛隊の見学を行う）を行う。これは、別科目の教養演習B「
II」として実施するので、別途、そちらのシラバスを参照してください。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

『防衛白書』、その他は適宜指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　ガイダンス（戸蒔）
２回～１４回　現段階でゲストは調整中であるが、陸海空の幹部自衛官で比較的若手を中心にする
　　　　計画である。スケジュールは第1回のガイダンスで発表する。
15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業態度50%、レポート50%
成績評価の方法　/Assessment Method

日ごろから新聞をよく読む習慣を身に着けておくこと。
授業中、ノートをよくとり、授業後に必ず読み返しておくこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

66237 /



教養演習ＢⅠ（防衛セミナー） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

将来、自衛隊の幹部候補生試験を受ける可能性のある者は、受講を強く勧める。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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教養演習ＢⅠ（発達障がいセミナー） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

/Instructor
伊野  憲治 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

発達障がい、特に自閉症スペクトラム当事者の支援に将来的に関わっていく学生に対し、個別に支援方法を指導する。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示する。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回：オリエンテーション。
第２回：自閉症スペクトラムの理解（自閉症スペクトラム障害とは）。
第３回：自閉症スペクトラムの理解（原因と障害特性）。
第４回：自閉症スペクトラムの理解（療育・教育・支援方法の変遷）。
第５回：支援法の基礎（構造化）。
第６回：支援法の基礎（コミュニケーション）。
第７回：支援法の基礎（行動問題）。
第８回：支援の実践およびディスカッション。
第９回：支援の実践およびディスカッション。
第１０回：支援の実践およびディスカッション。
第１１回：支援の実践およびディスカッション。
第１２回：支援の実践およびディスカッション。
第１３回：支援の実践およびディスカッション。
第１４回：支援の実践およびディスカッション。
第１５回：まとめ。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

支援法の理解度５０％
議論への参加度５０％

成績評価の方法　/Assessment Method

毎回指示するが、事前学習としては、インターネット・サイトなどで関連事項を調べておく。事後学習に関しては、事前に調べた内容と授業の
内容の相違をまとめる。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

66238 /



教養演習ＢⅠ（発達障がいセミナー） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

授業に代えてボランティア活動等に参加する場合があるかもしれない。
受講者調整を科す。受講者調整の場合、伊野担当教養基礎演習（発達障がいセミナー）Ⅰ、Ⅱおよび教養演習（発達障がいセミナー）ＡⅠ、ＡⅡ履修
済みの学生を優先する。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

66238 /



教養演習ＢⅡ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

/Instructor
神原　ゆうこ / YUKO KAMBARA / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

ヨーロッパ地域研究入門：
　本演習では、漠然とヨーロッパの現代社会に関する問題や異文化に関する問題に興味があり、在学中にもうちょっと勉強してみたい、または
卒業論文などでそれらの問題を扱いたいと考えている学生を対象とする。
　本演習では、受講者の関心に応じて現代ヨーロッパ社会における文化に関する問題についての文献を購読し、報告、議論を行うことで、自身
の問題関心を深めることを目的とする。専門用語については講義を適宜行うので、安心してください。ですが、知識を蓄えることが演習の目的
ではありません。自分で知識を獲得する方法を学ぶのが演習です。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講者の関心に合わせて、現代ヨーロッパ社会における文化に関する問題についての文献を1-2冊程度読む。テキストについては第1回で決定す
る。ただし、1学期の教養基礎演習BⅠの受講者がいればその学生の希望を優先する。

(候補：明石書店『○○を知るための×章』シリーズのうち、ヨーロッパ諸国に関するものから適宜選択）

演習中に適宜指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　導入：本演習の目的説明、テキスト決定
第2回　議論のしかた、コメントのしかた（講義）
第3回　テキスト輪読と議論
第4回　テキスト輪読と議論
第5回　問題関心の深め方について(講義）
第6回  テキスト輪読と議論
第７回  テキスト輪読と議論
第8回　受講生による議論の提起
第9回　受講生による議論の提起／レポートの書き方について確認
第10回　受講生による議論の提起
第11回　レポート構想報告
第12回　レポート構想報告
第13回  レポート構想報告
第14回　レポート相互添削
第15回　レポートのブラッシュアップ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents
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教養演習ＢⅡ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

授業中の報告と提出物50％、期末レポート50％、
報告の無断欠席は厳しく減点します。

成績評価の方法　/Assessment Method

・演習参加者には、輪読のテキストについて各自で読書ノートを取り、意見を述べることが求められます。受講生が関連する文献をさがして問
題提起をする回も準備しています。事前学習は必須です。
・学期末のレポートを作成するプロセスも授業の一環に組み込まれています。計画的に授業外学習を進めましょう。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

・テキストを読むだけれなく、各自でなんらかの研究関心を持ってください。学期末のレポートでは興味あるテーマについて論じることを求め
ます。
・受講者の希望を聞いてテキストを決めるので、履修を希望する場合は第1回に必ず出席してください。

履修上の注意　/Remarks

・ヨーロッパの現代社会や文化に関する問題に関心があるけれど、どんな本を読めばいいのか、何をすればいいのかわからないという学生同士
が積極的に協力関係をつくることを期待します。
・担当者のほかの授業（現代社会と文化、異文化理解の基礎など）を履修したことがあれば、理解がさらに深まります。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

現代社会、異文化、ヨーロッパ
キーワード　/Keywords
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教養演習ＢⅡ（防衛セミナー） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

/Instructor
戸蒔　仁司 / TOMAKI, Hitoshi / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年集中

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

教養演習B Iの受講者を対象に、講義で学んだ防衛問題の知識を補完するため、バスで学外の自衛隊基地等に赴き、施設見学、訓練見学、講話の
聴講を行う。内容は、以下の通り。

①この科目を受講できるのは、防衛セミナーI（教養基礎演習I、あるいは、教養演習AI、教養演習BI）を受講した者に限られる。「I」を受講しな
いで、「II」だけ受講することはできない。詳細は、「I」で説明するので、希望者は必ず初回授業に出席すること。

②研修は、夏季休業期間中の集中講義期間（8月中下旬～9月上旬）に、３回実施する。3回の日程は、現在未定であり、別途指示する。陸上自衛
隊駐屯地、航空自衛隊基地、海上自衛隊基地まで、大学からチャーターしたバスで移動し、そこで研修を行い、大学で解散する。よって、交通
費等はかからない。ただし、昼食は、隊員食堂で体験喫食を行うことを予定しており、その分の費用は集金する（500円程度＋αのみかかります
）。

③バスの定員の関係から、受講者は50名を最大とする。希望者が50名を超える場合、抽選を行う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

防衛白書
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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教養演習ＢⅡ（防衛セミナー） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

詳細は、「I」の初回授業時のガイダンスで説明する。

計3回の学外研修時間の総計は、23時間以上とする（90分授業に換算し、15回分の時間）。詳細は、計画確定時に説明する。目安としては、以
下のような行程となる。

例

学内事前研修（3時間）

第1回研修　海上自衛隊・佐世保基地見学（7時間30分）
　　　　　　バス内での講義・ビデオ鑑賞（2時間30分）＋現地での研修（5時間）

第2回研修　航空自衛隊・築城基地見学（5時間）
　　　　　　現地での研修（5時間）

第3回研修　陸上自衛隊・健軍駐屯地見学（7時間30分）
　　　　　　バス内での講義・ビデオ鑑賞（2時間30分）＋現地での研修（5時間）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業態度50％＋レポート50％
成績評価の方法　/Assessment Method

日ごろから新聞をよく読む習慣を身に着けておくこと。

「I」を履修後、研修が始まるまでの期間に、「I」の研修関連事項をよく復習しておくこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

かならず、「I」の初回授業に出席すること。

他の集中講義の科目を履修しないこと。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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教養演習ＢⅡ（発達障がいセミナー） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

/Instructor
伊野  憲治 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

発達障がい、特に自閉症スペクトラム当事者の支援に将来的に関わっていく学生に対し、個別に支援方法を指導する。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示する。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回：オリエンテーション。
第２回：支援法に関する文献輪読。
第３回：支援法に関する文献輪読。
第４回：支援法に関する文献輪読。
第５回：支援法に関する文献輪読。
第６回：支援法に関する文献輪読。
第７回：支援法に関する文献輪読。
第８回：支援の実践およびディスカッション。
第９回：支援の実践およびディスカッション。
第１０回：支援の実践およびディスカッション。
第１１回：支援の実践およびディスカッション。
第１２回：支援の実践およびディスカッション。
第１３回：支援の実践およびディスカッション。
第１４回：支援の実践およびディスカッション。
第１５回：まとめ。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

支援法の理解度５０％
報告内容５０％

成績評価の方法　/Assessment Method

毎回指示するが、事前学習としては、インターネット・サイトなどで関連事項を調べておく。事後学習に関しては、事前に調べた内容と授業の
内容の相違をまとめる。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review
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教養演習ＢⅡ（発達障がいセミナー） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
教養演習科目

授業に代えてボランティア活動等に参加する場合があるかもしれない。
受講者調整を科す。受講者調整の場合、伊野担当教養基礎演習（発達障がいセミナー）Ⅰ、Ⅱおよび教養演習（発達障がいセミナー）ＡⅠ、ＡⅡ、
ＢⅠ履修済みの学生を優先する。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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自然学のまなざし 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
竹川  大介 / Takekawa Daisuke / 人間関係学科, 岩松　文代 / IWAMATSU FUMIYO / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

街に住んでいると、海や森を懐かしく思う。殺風景な自分の部屋にもどるたびに、緑を置きたくなったり、せめて小さな生き物がそこにいてく
れたらなあ、なんて考える。

西洋の学問の伝統では、ながらく文化と自然を切り離して考えてきた。文系・理系と人間の頭を２つに分けてしまう発想は、未だに続くそのな
ごりだ。でもそれでは解らないことがある。だれだって「あたま（文化）」と「からだ（自然）」がそろって初めてひとりの人間になれるよう
に、文化と自然は人間の内においても外においても、それぞれが融合し合い調和し合いながら世界を作り上げている。

野で遊ぶことが好きで、旅に心がワクワクする人ならば、だれでも「自然学のすすめ」の講義をつうじて、たくさんの智恵を学ぶことができる
だろう。教室の中でじっとしていることだけが勉強ではない。海や森に出かけよう、そんな小さなきっかけをつくるための講義です。教室の中
の講義だけではなく、講義中に紹介するさまざまな活動に参加してほしい。大学生活を変え、自分の生き方を考えるための入り口となればと願
っています。

自然環境と人間の営みに対する総合的な理解をすることが達成目標となる。インタラクティブな学びを楽しんで下さい。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
○『風の谷のナウシカ』1-7宮崎  駿 徳間書店

〇『イルカとナマコと海人たち』NHKブックス
「自然学の展開」「自然学の提唱」今西錦司
「自然学の未来」黒田末寿

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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自然学のまなざし 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

■竹川
第１講 　自然学で学ぶこと
第２講 　今西錦司という人がいた
第３講 　バックミンスターフラーという人がいた
第４講 　人類の進化と狩猟採集生活
第５講 　自然学における日常実践
第６講 　カボチャ島の自然学【食と資源】
第７講 　風の谷のナウシカの自然学【闘争と共存】
第８講 　自然学の視点の重要性
■岩松
第９講　　近世の旅と自然
第１０講　山村暮らしと故郷
第１１講　山と森の自然観
第１２講　竹の産業史
第１３講　竹の文化
第１４講　木の文化
第１５講　第９〜１４講のまとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

（竹川）
講義で紹介するさまざまな活動に参加する　　　　　・・・15％
講義で紹介するさまざまな本を読み考える　　　　　・・・15％
講義の内容を元に人間の生き方について小論を書く　・・・20％
（岩松）
　小レポート…25％　　試験…25％

成績評価の方法　/Assessment Method

前半の講義では、専用のウェブサイトを設置し、講義の補足や双方向的なやりとりを進め、課題の提示と提出をおこないます。インタラクティ
ブな学びを楽しんで下さい。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

学ぶことはまねること。さまざまな活動に参加するなかで、ソーシャルスキルは伸びていきます。
講義は教室の中だけでは終わりません。

履修上の注意　/Remarks

人の暮らしと自然の関わりに興味がある人。好奇心が旺盛な人、ぜひ受講してください。
大学のもっとも大学らしい、自由で驚きのある講義を心がけています。
そして教えられるのでも覚えるのでもなく、自分から学ぶことを重視します。
講義では、行動すること、考えること、楽しむことを一番に心がけて下さい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

人類学
環境学
フィールドワーク

キーワード　/Keywords
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地球の生いたち 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
長井　孝一 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

我々の住む地球は太陽系の第３惑星として，今から約４６億年前に誕生した。その４６億年の地球史の中で，大地や海，大気が形成され，地球
生命が誕生し，さらに，そのそれぞれが進化あるいは変遷を繰り返してきた｡ 地球生命は遅くとも３８億年前頃には誕生し，長大な時間をかけて
進化を繰り返してきた。我々人類は今，地球の生物史上初めて地球に能動的にかかわる生物として，その長大な時間の延長線上にいる。高度文
明社会が人類や地球の未来を危うくしかねない問題を次々と引き起こしている現在，我々はこれまでにも増して地球のしくみや地球の成り立ち
を正しく理解し，地球規模でのバランス感覚を養っていく必要がある。
　この授業では，地球のしくみと地球史に対する講義を通して，地球と人間とのあるべき関係を総合的に理解する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
教科書は使用せず，プリントを適宜配布する。

川上伸一『生命と地球の共進化』（日本放送協会）
丸山茂徳・磯崎行雄著「生命と地球の歴史」（岩波書店），
田近英一著「地球環境46億年の大変動史」（化学同人）
　その他の参考書については授業中に適宜紹介する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回目：イントロダクション　−地球の歴史の表し方−【地質時代と絶対年代】
２回目：生きている地球１　【地球惑星の構成としくみ】　
３回目：生きている地球２　【プレートテクトニクス】
４回目：生きている地球３　【ウェゲナーと大陸移動説】
５回目：地球惑星の起源と進化　【水の惑星の誕生】
６回目：地球史を記録する地層と化石　【地層と化石の種類と生成のしくみ】
７回目：地球生命の起源と生物圏の変遷史　【生物圏の通史】
８回目：目に見えない生物の長い長い時代　【先カンブリア時代】
９，１0回目：生物進化史上最大の事変　【カンブリア爆発】
　９回目：カンブリア爆発の特徴と原因
　１0回目：カンブリア爆発の生物進化上の意義
11回目：顕生累代の生物の変遷史１　【古生代】
12回目：顕生累代の生物の変遷史２　【中生代】
13回目：顕生累代の生物の変遷史３　【新生代】
14回目：人類の起源と進化　【人類の変遷史】
15回目：まとめと演習　【人間圏の成立と環境問題】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験（90点）およびミニレポート（10点）による。
上記の合計点１００点のうち，６０点以上を合格，５９点以下を不合格とする。

成績評価の方法　/Assessment Method
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地球の生いたち 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

　毎回配布する資料プリントの説明文や図表類を帰宅後に読み直し，授業の内容を復習すること。また，シラバスによって次回の授業内容の確
認を行い，可能であればシラバスに載せている参考書等を用いて，授業に関係する部分を適宜予習・復習すること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

高校で地学を履修していなくても大丈夫である。
履修上の注意　/Remarks

地球のしくみとと休止を学ぶことを通して，地球と人間とのあるべき関係について考えましょう。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

地球のしくみ，地球史，生命と地球の共進化
キーワード　/Keywords
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現代人のこころ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
税田　慶昭 / SAITA YASUAKI / 人間関係学科, 田島　司 / 人間関係学科
田中　信利 / 人間関係学科

担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

※この科目は、北方・ひびきの連携事業の指定科目です。

現代の心理学では、人間個人や集団の行動から無意識の世界に至るまで幅広い領域での実証的研究の成果が蓄えられている。この講義は、現代
の心理学が明らかにしてきた、知覚、学習、記憶、発達、感情、社会行動などの心理過程を考察する。とくに、現代人の日常生活のさまざまな
場面における「こころ」の働きや構造をトピック的にとりあげ、心理学的に考察し、現代人を取り巻く世界について、心理学的な理論と知見か
ら理解する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
テキストは使用しない。必要に応じてハンドアウトを配布する。

適宜紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　オリエンテーション
第２回　思春期・青年期の親子関係【第２の分離・個体化、共依存】
第３回　思春期・青年期の友人関係【チャムシップ、ふれあい恐怖】
第４回　思春期・青年期における自己の問題【アイデンティティ、同一性拡散】
第５回　思春期・青年期を再考する【思春期危機、不適応】
第６回　動物のもつ自己意識【自己像認知、マークテスト】
第７回　自己の発見【自己意識、自己概念】
第８回　他者への気づき【アニマシー、バイオロジカルモーション】
第９回　他者の心を読む【共感、心の理論】
第10回　まとめと小テスト
第11回　こころの科学１【心理学、統計】
第12回　こころの科学２【進化、行動主義】
第13回　こころと行動【本能、生得的プログラム】
第14回　こころと他者【愛着、葛藤】
第15回　まとめと小テスト

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題（小テストまたはレポート）・・・・100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習として、シラバスに記載されているキーワードについて調べておく。
事後学習として、内容の理解を深めるため配布資料やノートをもとに授業の振り返りを行う。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review
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現代人のこころ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

北方ひびきの連携科目になっています。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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人間と生命 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
日高　京子 / Hidaka Kyoko / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

ヒトの体は約６０兆個の細胞からなり、生命の設計図である遺伝子には２万数千もの種類がある。近年、「ヒトゲノム計画」が完了し、すべて
の遺伝情報が明らかとなった。個々の遺伝情報のわずかな違いが体質の違いや個性につながり、これを利用した個の医療が行われる時代も近い
。そこで（１）体はどのような物質からできているか、（２）遺伝子は体の何をどのように決めているのか、（３）細胞の社会とはどういうも
のでそれが破綻するとどのような疾患につながるのか、（４）体を維持し守るしくみは何かなど、人体を構成する細胞と遺伝子の不思議を学ぶ
ことによって、新しい時代を生き抜くための生命科学の基礎知識を身につけることを目標とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし。毎回資料を配布する。

○現代生命科学　東京大学生命科学教科書編集委員会　2015年（羊土社）3024円
○もう一度読む数研の高校生物　第１巻　嶋田正和他編　2012年（数研出版）1890円　
○もう一度読む数研の高校生物　第２巻　嶋田正和他編　2012年（数研出版）1890円

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　ガイダンス
　２回　体を作る物質（１）細胞の構成成分　　　【多糖・脂質・タンパク質・核酸】
　３回　体を作る物質（２）食物分子と代謝　　　【酵素】【触媒】
　４回　体を作る物質（３）遺伝物質DNA　　　　【二重らせん】
　５回　体を作るしくみ（１）遺伝子発現　　　　【セントラルドグマ】
　６回　体を作るしくみ（２）遺伝子できまること【ゲノム】【体質】
　７回　体を作るしくみ（３）発生と分化　　　　【転写因子】【胚】
　８回　細胞の社会（１）細胞の増殖　　　　　　【細胞周期】【細胞死】
　９回　細胞の社会（２）シグナル伝達　　　　　【受容体】【シグナル分子】
１０回　細胞の社会（３）社会の反逆者・がん　　【がん遺伝子】
１１回　体を守るしくみ（１）寿命と老化　　　　【染色体】【テロメア】
１２回　体を守るしくみ（２）細菌とウイルス　   【ウイルス】【細菌】
１３回　体を守るしくみ（３）免疫　　　　　　　【自然免疫】【抗体】
１４回　関連ビデオ鑑賞
１５回　質疑応答・まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中の課題　４０％　
期末テスト　　６０％

成績評価の方法　/Assessment Method
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人間と生命 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

事前学習：授業開始前までに各回の【　】内のキーワードについて簡単に調べておくこと。
事後学習：授業中に出された課題に沿って学習し、北方Moodleで提出すること。
https://kmoodle.kitakyu-u.ac.jp

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

高校で生物を履修していなかった者は教科書または参考書を入手して備えること。
履修上の注意　/Remarks

人体を構成する細胞やその働きを操る遺伝子について、ここ数十年程の間で驚く程いろいろなことがわかってきました。その緻密で精巧なしく
みは知れば知るほど興味深いものですが、ヒトの体について良く知ること、生命科学の基礎を学ぶことは、これから皆さんが生きて行く上でも
非常に大切です。苦手だからと怯まずに、一緒に頑張りましょう。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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環境都市としての北九州 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
日高　京子 / Hidaka Kyoko / 基盤教育センター, 牛房  義明 / Yoshiaki Ushifusa / 経済学科
三宅  博之 / HIROYUKI　MIYAKE / 政策科学科, 松永  裕己 / マネジメント研究科　専門職学位課程
村江　史年 / 地域共生教育センター

担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

   環境問題の全体像を把握し、持続可能な社会作りに向けた行動の重要性を理解する。そのために、学内の専門分野の異なる教員、学外からは行
政・企業・NPO等の実務担当者を講師として迎え、オムニバス形式で様々な視点（自然・経済・市民）から環境問題とそれに対する取り組みに
ついて学習する。北九州市はかつてばい煙に苦しむ街であったが、公害を克服した歴史を踏まえ、現在は環境モデル都市として世界をリードし
ている。北九州市の実施する「環境首都検定」の受検を通して、市のさまざまなプロジェクトや環境についての一般知識を広く学ぶほか、環境
関連施設（環境ミュージアム、エコタウンなど）見学により、その体験を講義での学習につなげる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

北九州市環境首都検定公式テキスト　900円+税
http://www.city.kitakyushu.lg.jp

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　ガイダンス（日高）
　２回　持続可能な社会をめざして〜ESD〜（法学部・三宅）
　３回　北九州の自然・生態系（外部講師）
　４回　北九州における環境政策（外部講師）
　５回　環境問題と市民の関わり（外部講師）
　６回　環境ビジネスとエコタウン事業（マネジメント研究科・松永）
　７回　施設見学・エコタウン　
　８回　北九州の環境経済（経済学部・牛房）　
　９回　施設見学・環境ミュージアム　
１０回　環境首都検定に向けて（外部講師）
１１回　小テスト（日高）
１２回　環境問題とソーシャルビジネス（外部講師）
１３回　環境問題と企業の取り組み（外部講師）
１４回　環境問題と学生の取り組み（421Lab・村江）
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

環境首都検定の成績（４０％）、小テストおよび授業中の課題（６０％）
成績評価の方法　/Assessment Method
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環境都市としての北九州 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

事前学習：北九州市環境首都検定公式テキストで関連する箇所を学習しておくこと。
事後学習：授業中に出された課題に沿って学習し、北方Moodleで提出すること。
https://kmoodle.kitakyu-u.ac.jp

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

環境首都検定受検および施設見学（環境ミュージアムとエコタウン）は原則として必須とする。スケジュールに注意すること。
・エコタウン（バスツアー）は11月7日（水）の予定。参加できない場合は各自で代替施設を見学すること。
・環境ミュージアム見学は11月23日（木）午前または午後の予定。参加できない場合は後日各自で見学すること。
・環境首都検定は12月9日（日）または13日の予定

＊授業スケジュールは変更の可能性もある。第１回目ガイダンス時に確認すること。
＊環境ミュージアム、首都検定会場までの交通費は自己負担とする。

履修上の注意　/Remarks

本講義は副専攻「環境ESD」のコア科目です。この講義をきっかけに副専攻にもトライしてみませんか。
https://www.kitakyu-u.ac.jp/kankyo-esd

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

環境、ESD、北九州市
キーワード　/Keywords
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未来を創る環境技術 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
上江洲　一也 / Kazuya UEZU / 環境生命工学科（19～）, 白石　靖幸 / Yasuyuki SHIRAISHI / 建築デザイン学
科（19～）
永原　正章 / Masaaki NAGAHARA / 環境技術研究所, 松本　亨 / Toru MATSUMOTO / 環境技術研究所
牛房  義明 / Yoshiaki Ushifusa / 経済学科

担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

※この科目は、北方・ひびきの連携事業の指定科目です。

　環境問題は、人間が英知を結集して解決すべき課題である。環境問題の解決と持続可能な社会の構築を目指して、環境技術はどのような役割
を果たし、どのように進展しているのか、今どのような環境技術が注目されているのか、実践例を交えて分かりやすく講義する（授業は原則と
して毎回担当が変わるオムニバス形式）。
　具体的には、北九州市のエネルギー政策、特に洋上風力発電に関する取り組みと連動して、本学の特色のある「環境・エネルギー」研究の拠
点化を推進するための活動を、様々な学問分野の視点で紹介する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
教科書は使用しない。適宜、資料を配布する。

必要に応じて授業中に紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回：ガイダンス、社会における環境技術の役割
第２回：北九州市のエネルギー政策
第３回：再生可能エネルギーに関する世界の潮流
第４回：世界における風力発電
第５回：日本における風力発電（その１）
第６回：日本における風力発電（その２）
第７回：日本における風力発電（その３）
第８回：再生可能エネルギーの産業（風力発電）
第９回：再生可能エネルギーの産業（エネルギーマネジメント）
第10回目：都市の環境とエネルギー（経済学からのアプローチ）
第11回目：都市の環境とエネルギー（情報工学からのアプローチ）
第12回目：都市の環境とエネルギー（建築学からのアプローチ）
第13回目：都市の環境とエネルギー（環境工学からのアプローチ）
第14回目：都市の環境とエネルギー（化学・生物工学からのアプローチ）
第15回目：まとめ

「日本における風力発電」では、外部講師による集中講義や北九州市の風力発電施設の見学を予定しています。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents
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未来を創る環境技術 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

積極的な授業参加 30%
レポートおよび小テスト70%

成績評価の方法　/Assessment Method

事前・事後学習については担当教員の指示に従うこと。また、新聞・雑誌等の環境技術に関連した記事にできるだけ目を通すようにすること。
期末課題に備えるためにも、授業で紹介された技術や研究が、社会・地域・生活などの身の回りの環境問題解決にどのようにつながり、活かさ
れているか、授業後に確認すること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

私語をしないこと。ノートはこまめにとること。都合により、授業のスケジュールを変更することがある。
履修上の注意　/Remarks

文系学生にもわかりやすい授業内容です。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

持続可能型社会、エネルギー循環、機械システム、建築デザイン、環境生命工学、超スマート社会、Society5.0、人工知能、自動制御、エネルギ
ー経済、環境経済

キーワード　/Keywords
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私たちと宗教 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
佐藤  眞人 / Sato　Masato / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　日本で生活するわれわれの大多数は、宗教を迷信ないしは縁遠いものと受けとめているのではないだろうか。しかしながら諸外国においては
、宗教は抜き差しならない切実な問題であり、社会に大きな位置を占めて人々の倫理観や思考を深く規制している。振り返ってみれば、われわ
れ自身も実は決して無宗教というわけではない。この授業を通して人間社会における宗教の重要性を認識してもらいたい。
　授業ではとりわけ日本人にとって身近な宗教である仏教と神道を軸にして、キリスト教・イスラム教・道教などと比較しながら理解を深めて
もらう。留学生にとっては宗教を通して日本文化の特質を理解することができるだろう。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
使用しない。授業時にプリントを配布する。

〇脇本平也『宗教学入門』（講談社学術文庫）
〇橋爪大三郎『世界がわかる宗教社会学入門』（筑摩書房・ちくま文庫）
〇末木文美士『日本宗教史』（岩波新書）
〇末木文美士『日本仏教史』（新潮社・新潮文庫）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　授業の概要説明
　２回　日本人の宗教観　
　３回　世界の諸宗教　
　４回　宗教の諸類型
　５回　宗教の構成要素
　６回　仏教について１（釈迦の教え）
　７回　仏教について２（上座部仏教と大乗仏教）
　８回　仏教について２（日本仏教の特色ー本覚思想　祖先崇拝）
　９回　仏教について３（日本仏教の特色ー山岳仏教・神仏習合）
１０回　一神教と多神教１（一神教の起源）
１１回　一神教と多神教２（一神教の神観念）
１２回　神道について１（創世記の天地創造と記紀神話の天地開闢）
１３回　神道について２（神道の世界観）　
１４回　神道について３（神道の罪と戒律）
１５回　日本の宗教文化

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験　１００％
成績評価の方法　/Assessment Method
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私たちと宗教 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

シラバスで紹介した参考書を事前・事後の時間を使って読み進めておくこと。
事前に配布した資料については下読みしておくこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

宗教を信じることを勧める授業ではありません。宗教というものが人間や文化にとって重要な位置を占めるものであることを認識し、日本の宗
教風土の特色を理解してもらう授業です。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

宗教、仏教、神道、ユダヤ教、キリスト教
キーワード　/Keywords
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思想と現代 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
伊原木　大祐 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

サブタイトルを「教養としてのユダヤ思想」と題し、主に19世紀末から20世紀にかけて登場したエポックメイキングなユダヤ文化と思想との関
わりを紹介する。まずは「ユダヤ人」という存在に対する、フェアで中立的な考え方を身に着けてもらうべく、その来歴と特徴について詳しく
解説した後、心理療法・文学・倫理・映画などのジャンルで革新的な業績を残した現代ユダヤ人について、若干の作品分析を通しながらユダヤ
性の拡がりと豊かさを確認する。以上の考察をヒントにしつつ、最終的には現代の人間と思想との関係について複眼的な思索を可能にすること
が、本授業の狙いである。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜プリントを配布する。

○沼野充義編『ユダヤ学のすべて』、新書館、2009年。
○小此木啓吾『フロイト思想のキーワード 』、講談社現代新書、2002年。
合田正人『入門　ユダヤ思想』、ちくま新書、2017年。
その他の基本文献については授業中に指示する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　　　イントロダクション
　２回　　　ユダヤ人の原点【概説】
　３回　　　ユダヤ人の歴史（１）【民族の起源】
　４回　　　ユダヤ人の歴史（２）【古代から中世へ】
　５回　　　ユダヤ人の歴史（３）【中世から近代へ】　
　６回　　　ユダヤ人の歴史（４）【近代から現代へ】
　７回　　　補足回【紛争と現代】
　８回　　　精神分析の思想（１）【概説】
　９回　　　精神分析の思想（２）【一神教の精神】
１０回　　　文学の思想【カフカ】
１１回　　　音楽の思想【シェーンベルク】
１２回　　　心理療法の思想【フランクル】
１３回　　　倫理の思想【ヨナス】
１４回　　　映画の思想【ハリウッドとユダヤ人・前半】
１５回　　　映画の思想【ハリウッドとユダヤ人・後半】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

日常の授業への取り組み…４０％　　期末テスト…６０％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業の前に、前回授業の内容を見直しておくこと。授業の後は、ノートおよび配布プリントをもとに内容を整理しておくこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review
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思想と現代 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

履修上の注意　/Remarks

授業中に一度配布したプリントは原則として二度と付与しない。病気・就活・実習など、やむを得ない事情による欠席の場合は、必ず証明書付
きの理由書を提出すること。卒業予定の４年生に対しても、他と同じく厳しい採点態度で臨む。本授業には一切の甘えを捨てた上で取り組んで
ほしい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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文化と表象 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
真鍋　昌賢 / Manabe Masayoshi / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本講義では、表象概念の基礎を理解し、表象論の視点・テーマのひろがりを知ることを目的としている。受講者は、講義を受けるなかで各自の
生活環境を「表象」という視点から見つめ直すことが求められる。
まず前半の講義では表象論事始めとして、理論的背景の説明をおこなう。その後イメージとしての〈日本〉について歴史的視点から多様な素材
を用いて言及するなかで、表象研究の導入をおこなう。
次に比較分析の例として映画を原作と比べて、その差異について論じる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　ガイダンス
　２回　【表象論事始め】　理論的背景
　３回　【表象の歴史的追尾】イメージとしての〈日本〉①【風刺画】
　４回　　　　　　　　　　      　　イメージとしての〈日本〉②【オリエンタリズム】
　５回　　　　　　　　　　      　　イメージとしての〈日本〉③【演劇】
　６回　　　　　　　　　　　　 　 イメージとしての〈日本〉④【映画】
　７回　　　　　　　　　　　　 　 イメージとしての〈日本〉⑤【テクノミュージック】
　８回　　　　　　　　　　     　　 イメージとしての〈日本〉⑥【CM】
　９回　　　　　　　　　　　　　   イメージとしての〈日本〉⑦【オリンピック】
１０回　　　　　　　　　　　　　　イメージとしての〈日本〉⑧【まとめ】
１１回　  【特別講義】
１２回　【表象分析事始め】　  映画を事例として①【活字から映像へ】
１３回　　　　　　　　　　      映画を事例として②【原作とテーマ設定】　　　　　　　　　　　　　　
１４回　　　　　　　　　　       映画を事例として③まとめ　　　　　　　　　　　　　　
１５回　全体総括

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常点（課題・コメントカードなど）　… 25％　　　　期末レポート　…　75％
平常点は課題、コメントカードなどによって評価される。小テストをおこなう場合あり。

成績評価の方法　/Assessment Method

事前：配布物を読んでおく
事後：講義内容を復習し、事例について必要であれば調べておく

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review
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文化と表象 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

毎回の授業を復習するなかで、各自の身近な生活環境から問題をつねに内省的に「発見」することが求められる。それゆえに、緊張感をもった
態度で受講してほしい。授業時間外では、授業で取り上げたトピックについての情報収集をまめにおこない、それを授業時間内でのコメントカ
ード執筆に活かしてほしい。単位取得のためには、期末レポートにおいて十分な準備が要求されるので、受講においては積極的な姿勢が求めら
れる。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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言語とコミュニケーション 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
漆原  朗子 / Saeko Urushibara / 基盤教育センター, 山﨑　和夫 / KAZUO YAMASAKI / 北方キャンパス　非常
勤講師
平野　圭子 / Keiko Hirano / 英米学科, 松田　憲 / マネジメント研究科　専門職学位課程

担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

種としての「ヒト」は、「ことば」を用いてコミュニケーションできるという点において他の動物と大きく異なります。しかし、「ことば」に
よるコミュニケーションがすべてなのでしょうか。そもそもコミュニケーションとは何で、どのようにして行われるのでしょうか。「現代の若
者はコミュニケーション力がない」などとよく言われますが、コミュニケーションがうまく成立したり、しなかったりするのはなぜなのでしょ
うか。この講義では、コミュニケーション論、心理学、言語学、さらには情報科学における研究成果をふまえ、私たちの日常と関連づけながら
そのような問いについて考えます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
配布資料・その他授業中に指示

○『コミュニケーションの心理学』松尾　太加志著、ナカニシヤ出版、1999年。
○『異文化コミュニケーション』古田　曉著、有斐閣、1999年。
○『社会言語学への招待―社会・文化・コミュニケーション』田中　春美（他）著、ミネルヴァ書房、1996年。
○『社会言語学入門―生きた言葉のおもしろさにせまる』東　照二 著、研究社出版, 1997年。
○『ジェンダーの言語学』永原　浩行（他）編、明石書店、2004年。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

日程等により順番が変わる可能性があります。第1回授業時に予定表を配布します。
第1回　序：「ことば」とは（漆原）
第2回　コミュニケーションとことばの発達（漆原）
第3回　言語コミュニケーションと非言語コミュニケーション（漆原）
第4回　語用論（山﨑）
第5回　ことばと文化（山﨑）
第6回　異文化間コミュニケーション（山﨑）
第7回　会話の規則（平野）
第8回　日本語の方言（平野）
第9回　ことばのバリエーション（平野）
第10回　 （予定）外部講師による特別講義
第11回　認知発達とコミュニケーション（松田）
第12回　ヒューマンエラーとアフォーダンス（松田）
第13回　ことばとジェンダー（漆原）
第14回　グローバル化とコミュニケーション（漆原）
第15回　まとめ（担当者によるパネル・ディスカッション）（漆原）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents
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言語とコミュニケーション 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

授業への参加度…20％　　　　　レポート…20％ × 4　　　　　　　
4名の担当教員のレポートをすべて出さない限り、評価不能(－)となります。

成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習：担当教員またはコーディネーターが指示する文献の講読
事後学習：それぞれの教員の課題・レポートの提出

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

集中力を養うこと。私語をしないことを心に銘じること。
＊「ことばの科学」を受講していると理解が一層深まります。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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文学を読む 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
生住　昌大 / IKIZUMI MASAHIRO / 比較文化学科, 河内　重雄 / ＫＯＵＣＨＩ　ＳＨＩＧＥＯ / 比較文化学科
鄧　紅 / DENG HONG / 比較文化学科, 村上　義明 / 北方キャンパス　非常勤講師
畑中　佳恵 / 北方キャンパス　非常勤講師, 藤崎　祐二 / 北方キャンパス　非常勤講師
山口　裕子 / YAMAGUCHI Hiroko / 比較文化学科

担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

◎総合テーマ
大学に入るまでに私たちは「国語」という科目の中で「文学」に触れ、また自ら図書館や書店の棚で「文学」を手に取ってきた体験があります
。こうした「文学を読む」という行為は、人間にとって当たり前の営みだと感じられがちなものですが、それは本当なのでしょうか？　さらに
は「古典」「名作」と名づけられた作品は、今なお読むに値するどのような意味・意義を有しているのでしょうか。一見自明に見える課題を再
度問い直し、私たちにとって現実的な営みとしての「文学」を捉えなおすことが、この科目の目的です。

◎2017年のテーマ：「文学」への誘い
ある文学作品との出会いによって、一人の人間の人生が大きく変わってしまうことがあります。
今年度も「文学を読む」では、担当教員が大学１年生にぜひ読んでもらいたい作品を取り上げ、その作品の面白さやアトラクティヴなメッセー
ジについて、熱く語ります。
また、本講義は日本文学を中心に講義を進めていきますが、アジアの文学（中国、インドネシア）についても紹介します。

この授業の主な到達目標は、以下の通りです。

①言語芸術に関する基本的・総合的な知識を獲得する。
②「文学」という表現の深さや可能性について考え、自分で課題を設定し、解決する能力を磨く。
③修得した知識を今後の知的生活の中で応用できるようになる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特定のテキストは使用しません。取り上げる作品を事前に通知したり、適宜プリントを配布したりします｡

講義中に各教員が指示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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文学を読む 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

第１回　ガイダンス
第２回　日本上代文学への誘い（藤崎祐二）
第３回　日本上代文学のメッセージ性（藤崎祐二）
第４回　まとめ（藤崎祐二）
第５回　中国文学への誘い（鄧紅）
第６回　日本近世文学への誘い（村上義明）
第７回　日本近世文学のメッセージ性・まとめ（村上義明）
第８回　インドネシア文学への誘い（山口裕子）
第９回　文学理論の歴史概観（畑中佳恵）
第10回   トドロフの「幻想」と三島由紀夫「美神」（畑中佳恵）
第11回    イーザーの「内包された読者」と芥川龍之介「地獄変」（畑中佳恵）
第12回    日本現代詩への誘い（稲田大貴）
第13回    日本現代詩のメッセージ性・まとめ（稲田大貴）
第14回    日本現代文学への誘い（河内重雄）
第15回    まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポート＝100％
成績評価の方法　/Assessment Method

取り上げる作品についての予習（作品を読む、作者について調べる、など）と、講義内容の復習を行うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

私語など、講義を妨げる行為は厳禁。「文学を読む【夜】」と同じ講義内容です。
履修上の注意　/Remarks

履修等については、コーディネーターの生住に質問すること。
講義内容については、各回の講義担当教員に質問すること。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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現代正義論 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
重松  博之 / SHIGEMATSU Hiroyuki / 法律学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　本講義では、現代社会における「正義」をめぐる諸問題や論争について、その理論的基礎を倫理的・法的な観点から学ぶと同時に、その応用
問題として現代社会への「正義」論の適用を試みる。
　まずは、初回に現代正義論の流れを概観する。その上で、次に現代社会における「正義」の問題の具体的な実践的応用問題として、応用倫理
学上の諸問題をとりあげる。具体的には、安楽死・尊厳死や脳死・臓器移植といった具体的で身近な生命倫理にかかわる諸問題をとりあげ考察
する。そのうえで、現代正義論の理論面について、ロールズ以後現在までの現代正義論の理論展開を、論争状況に即して検討する。それにより
、現代社会における「正義」のあり方を、理論的かつ実践的に考察することを、本講義の目的とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない。講義の際に、適宜レジュメや資料を配布する

〇マイケル・サンデル『これからの「正義」の話をしよう』（早川書房、2010年）
〇マイケル・サンデル『ハーバード白熱教室講義録＋東大特別授業(上）（下）』(早川書房、2010年）
〇盛山和夫『リベラリズムとは何か』（勁草書房、2006年）
〇川本隆史『現代倫理学の冒険』（創文社、1995年）
〇川本隆史『ロールズ　－　正義の原理』（講談社、1997年）
瀧川裕英、宇佐美誠、大屋雄裕『法哲学』（有斐閣、2014年）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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現代正義論 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

第１回　現代正義論とは　～　問題の所在
第２回　現代正義論とは　～　本講義の概観　　
［第３回～第７回まで　「正義」の応用問題（生命倫理と法）］
第３回　脳死・臓器移植①　～　臓器移植法の制定と改正
第４回　脳死・臓器移植②　～　法改正時の諸論点
第５回　脳死・臓器移植③　～　改正臓器移植法の施行と課題
第６回　安楽死・尊厳死①　～基本概念の整理と国内の状況
第７回　安楽死・尊厳死②　～諸外国の状況
第８回　現代正義論①　～　ロールズの正義論
第９回　現代正義論②　～　ロールズとノージック
第10回　現代正義論③　～　ノージックのリバタリアニズム
第11回　現代正義論④　～　サンデルの共同体主義
第12回　現代正義論⑤　～　共同体主義【論争】
第13回　現代正義論⑥　～　アマルティア・センの正義論
第14回　現代正義論⑦　～　センとロールズ・ノージック
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験…80％　　講義中に課す感想文…20％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業の前に、当該回に扱うテーマについて、自ら予習をしておくこと。授業の後は、各回の講義で配布したレジュメや資料をきちんと読み込み
、復習し理解すること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

ＮＨＫ教育テレビで放送されたマイケル・サンデルの「ハーバード白熱教室」の番組を見ておけば、本講義の後半部の理解の役にたつと思いま
す。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

ロールズ　ノージック　サンデル　正義　脳死　尊厳死
キーワード　/Keywords
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民主主義とは何か 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
中道　壽一 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

 　かつて「危険な思想」であった民主主義は、今やすべてのものを正当化するレトリックとなり、極めて形式的なものとなっている。そこで、
本講義では、民主主義に関する議論を活性化するためのいくつかの素材、論点、概念などを提示し、「民主主義とは何か」を問い直してみたい
と思います。
　本講義では、まず、民主主義の基礎的知識として、民主主義を歴史的に考察してみます。次に、民主主義を理論、運動（組織）、制度の３つ
のレベルに区分し、民主主義の理論として、同質性民主主義論、エリート主義的民主主義論、参加民主主義論、共生の民主主義論、熟議民主主
義論等について考察します。次に、運 動（組織）のレベルでは、1989年の「東欧革命」、1968年の「青年の反乱」、１９３８年の日独青少年の
交歓事業を取りあげ、民主化と反民主化について考察します。制度のレベルでは、議院内閣制民主主義と大統領制民主主義を比較し、民主主義
の制度化について考察すると同時に、議会制民主主義の諸問題や首相公選制などについても考察します。
　そして、こうした3つのレベルでの民主主義の考察を通じて、民主主義の「新しい可能性」について検討してみましょう。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
テキストはなし。
基本的にレジュメを配布して講義します。

参考文献としては、
〇中道『政治思想のデッサン』（ミネルヴァ書房）（〇）
〇Ｊ・リンス他『大統領制民主主義の失敗』（南窓社）（〇）
〇中道編『現代デモクラシー論のトポグラフィー』（日本経済評論社）（〇）
〇イアン・シャピロ『民主主義理論の現在』（慶應義塾大学出版会）（〇）
を挙げておきます。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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民主主義とは何か 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

「授業計画・内容」としては、下記の通りです。
第１回　はじめに・・・グローバリゼーションとデモクラシー
第２回　「デモス」と「クラティァ」について
第３回　二つの民主主義伝統について
第４回　近代市民革命と自由民主主義について
第５回　現代民主主義の理論の比較・・同質性民主主義論、エリート主義的民主主義論
第６回　現代民主主義の理論の比較・・参加民主主義論、共生の民主主義論
第７回　現代民主主義の理論の比較・・熟議民主主義論、ラディカル・デモクラシー論
第８回　まとめのグループ討論、グループ発表
第９回　民主主義の運動（組織）について・・１９８９年の東欧革命、１９６８年の「青年の反乱」の日独比較
第１０回　民主主義の運動（組織）について・・１９３８年の日独青少年交歓事業について
第１１回　民主主義の制度について・・議院内閣制と大統領制の比較
第１２回　議院内閣制民主主義の諸問題について
第１３回　大統領制民主主義の諸問題について
第１４回　民主主義制度の比較のまとめ
第１５回　全体のまとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

成績は、下記のような配分で、総合評価します。
日常の授業への取り組み　　２０％
小テスト　　　　　　　　　　　　　１０％
レポート（任意）　　　　　　　　　２０％
定期試験　　　　　　　　　　　　５０％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前に講義用レジュメ（講義内容をまとめたもの）を配布しますので、当日講義予定の箇所を読んでおくこと、また、講義中に書き留めた穴埋
め箇所を中心にして復習しておいてください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

民主主義に興味があれば、どなたでも受講できますが、
国内外のニュースを読んだり見たりしておいてください。
多くの情報を持っていれば、それだけ講義の内容に興味を持つようになります。
毎回、講義のレジュメを配布しますので、紛失しないようにファイルし、毎回の講義に持参してください。

履修上の注意　/Remarks

講義が一段落すると、数人一組のグループを作り、グループ内で議論したことを、代表者に発表してもらうという、「まとめ」を行う予定です
ので、講義に積極的に参加してほしいし、講義を楽しんでください。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

一緒に楽しく学びましょう。
キーワード　/Keywords
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社会学的思考 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
稲月  正 / INAZUKI TADASHI / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

この授業のねらいは、社会学の基本的な考え方と概念を身につけ、人間と社会との関係性を総合的に理解することにある。

授業では、社会学の基本的な考え方について、E.デュルケーム、M.ウェーバー、E.フロムなどの古典的著作を例にとりながら紹介していく。そ
の中で、社会的行為、社会規範、社会制度、社会構造、社会的役割、社会集団等の基本概念についても説明する。

また、現代社会における論争的なトピックを社会学的に考えていく。とりあげるトピックは、社会的排除と貧困、グローバル化と排外主義等を
予定している。（授業進度の関係で、取り上げるトピックは１つになることもある。）

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
使用しない。
適宜資料を配布する。

講義の中で適宜紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　イントロダクション
第２回　社会学的な考え方とは
第３回　社会的な問題の発見－「常識」を疑う
第４回　社会と個人をつなぐ１－デュルケム１【集合意識と行為】
第５回　社会と個人をつなぐ２－デュルケム２【社会規範と自殺－自己本位的自殺】
第６回　社会と個人をつなぐ３－デュルケム３【社会規範と自殺－アノミー的自殺】
第７回　社会と個人をつなぐ４－ウェーバー１【理解社会学】
第８回　社会と個人をつなぐ５－ウェーバー２【信仰と社会－プロテスタンティズムと資本主義】
第９回　社会と個人をつなぐ６－フロム１【社会的性格とファシズム】
第10回　社会と個人をつなぐ７－フロム２【デモクラシーと大衆社会】
第11回　現代社会の解読１－貧困と社会的排除１【生活困窮状況とそのメカニズム】
第12回　現代社会の解読２－貧困と社会的排除２【支援のあり方】
第13回　現代社会の解読３－グローバル化の進展と排外主義１【排外主義の様相】
第14回　現代社会の解読４－グローバル化の進展と排外主義２【排外主義のメカニズム】
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中の課題…１５％　　期末試験…８５％
（総合的に判断する）

成績評価の方法　/Assessment Method
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社会学的思考 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

授業にあたって配布プリント等をよく読んでおくこと。授業の内容を反復学習すること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

日常生活の中で生じているさまざまな出来事を、いろいろな立場や視点から考える習慣を身につけてもらえるとうれしいです。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

社会的行為、エスノグラフィー、社会集団、社会構造、集合意識、社会規範、自己本位主義、アノミー、理解社会学、合理性、社会的性格、フ
ァシズム、社会的排除、社会的包摂、社会的孤立、貧困、グローバル化、排外主義

キーワード　/Keywords
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政治のなかの文化 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
神原　ゆうこ / YUKO KAMBARA / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

  政治や経済に関する現象は世界の多くの地域で共通する事項が多いと考えられがちである。しかしながら、実際には多くの地域に多様な独自性
が広がる。近代的な政治体制や経済体制が世界中に広がる以前から、さまざまな共同体において独自の統治の方法があり（これもまた文化のひ
とつである）、近代国家に特有の制度が共有されるようになっても、その受け入れられ方は様々である。
　本講義では、その土地に住む人々の政治や経済に関する固有の価値観や習慣について、過去と現在の状況を学ぶ。しかし、それは学問的な知
識を蓄えることが目的なのではない。民主主義、資本主義、公共性、といった現在、世界共通に使用されているようにみえるこれらの概念の理
解が地域依存的なものであることを知ることで、現代の世界への総合的な理解と考察を深めることが目的である。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
教科書は指定しない。ただし、『世界民族百科事典』『人の移動事典』『社会学事典』など（いずれも丸善出版、北九州市立大学図書館契約の
電子ブックとして閲覧可能）、授業中に指示した資料には目を通すこと。また、講義に関する映画を見に行くように指示することもあるので、
その費用がかかるかもしれません（観に行けない人のための代替手段として、図書館所蔵の課題図書などは指示します）。

○アンダーソン、ベネディクト1997『想像の共同体』ＮＴＴ出版
○織田竜也ほか（編）2009『経済からの脱出』春風社
○春日直樹（編）2008 『人類学で世界をみる』 ミネルヴァ書房
○ピエール・ブルデュー1993『資本主義のハビトゥス』藤原書店
○本多俊和ほか編 2011『グローバリゼーションの人類学』

※そのほか必要に応じて講義中に指示する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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政治のなかの文化 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

第1回　導入/グローバル化の時代と文化
第2回　理念の土着化は可能か？
第3回　伝統社会のなかの政治の始まり
第4回　互酬と社会
第5回　伝統的社会における支配と近代的な社会における支配
第6回　資本主義への対抗
第7回　異なる社会の価値観を図る
第8回　中間テスト
第9回　政治体制の変化が文化に与える影響①：社会主義と近代化
第10回　政治体制の変化文化に与える影響②：体制転換と民主主義
第11回　開発の現場における公共性と文化
第12回　中間テストの解説
第13回　地域通貨の可能性
第14回　「求められる市民参加」の時代
第15回　実践の土着化

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

中間テストや課題40％、期末テスト60％　
※そのほか講義への貢献を平常点として評価に加える。
※受講人数によってはテストをレポートに変更することもある。

成績評価の方法　/Assessment Method

・予習復習のための資料として、『世界民族百科事典』『人の移動事典』『世界宗教百科事典』『社会学事典』など（いずれも丸善出版、北九
州市立大学図書館契約の電子ブックとして閲覧可能）の関連項目へのリンクをMoodleに掲載するので、各自ダウンロードして読むこと。個人で
購入する必要はありません。
・講義に関連する映画やDVDなどの映像資料を授業時間外に視聴することを求めることもあります。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

・評価方法や、電子ブックの閲覧方法などは第一回の講義で説明します。欠席しても履修できるかも知れませんが、不利になるかもしれないこ
とを覚悟してください。
・講義に出席していても、テストやレポートで評価が悪ければ、結果として単位を落とすこともあります。真剣に取り組んでください。
・中間テストの無断欠席者（または代替提出課題の未提出者）、授業態度が目に余る受講生は、評価割合の枠を超えて大幅に減点することがあ
ります。

履修上の注意　/Remarks

・人々はどうやって意思決定をしてきた（いる）か、どうやって経済活動をしてきた（いる）かということに興味があると、講義の内容は面白
いのではないかと思います。
・ビジョン科目Ⅰ「異文化理解の基礎」またはビジョン科目Ⅱ「現代社会の文化」を受講済み・受講中の学生は、授業の理解度が高まります。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

政治、公共性、文化、互酬性、国家
キーワード　/Keywords
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人権論 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
柳井　美枝 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　「人権」といえば「特別なこと」というイメージを持つかもしれないが、実際には「気づかない」「知らない」ことにより、自分自身の「人
権」が侵害されていたり、無意識に他者の「人権」を侵害しているということがある。　　　
　本講義では、「人権とは何か」という基本的な概念をふまえて、現存する「人権課題」の実情や社会的背景を考察する。
その上で、自分自身がどのように「人権」と向き合っていくのかを問う。

目標
１．人権とは何かについての理論的概念が理解できる。　　　　　　　　　　　
２．人権獲得の歴史を体系的に理解できる。
３．現代社会における様々な人権課題についての認識を深め、自分との関係を知る。
４．自分自身にとっての人権課題を明確にする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
  『人権とは何か』（横田耕一著／(公社）福岡県人権研究所発行 ￥1000）

必要な参考書は授業時に紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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人権論 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

1　　「自分にとっての人権課題」：自分と人権との関わりを考える。
2　　「人権とは何か」：人権とは何かについて解説する。
3　　「人権獲得の歴史」：人権獲得の歴史を近代革命を中心に解説する。
4　　「世界人権宣言と人権条約」：世界人権宣言採択の歴史的経緯や意義などを解説する。
5　　「部落問題について」：現存する部落問題の事例から部落問題とは何かを解説する。
6　　「部落問題について」：当事者の思いを聞き、部落差別とは何かを考える。
7　　「在日外国人と人権課題」：在日外国人の現状と人権課題を解説する。
8　　「在日コリアンについて」：在日コリアンの歴史、現状、課題などを解説する。
9　　「ハンセン病について」：ハンセン病についての認識を深めることや元患者を取り巻く社会の現状を解説する。
10　 「教育と人権～識字問題」：読み書きができないことがもたらす人権侵害などを解説する。
11　 「教育と人権～夜間中学」：教育を受ける権利の保障とは何かを事例を交えて解説する。
12　 「障害者と人権」：障害者の立場からみる人権課題を知る。
13　 「平和と人権」：戦争・平和についての解説。
14　 「アジアの人権状況」：アジアの人権問題を事例を交えて解説する。
15　 「まとめ」：現代社会の人権課題に自分たちはどう向き合うのか、共に考える。
※５～１４については、状況により授業回数が入れ替わる場合あり。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

毎回の授業に対して取り組む姿勢【50％】と前期末試験（またはレポート）【50％】により評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

さまざまな人権課題に関心をもち、毎回の授業に反映させることが望ましい。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

私語は厳禁、授業態度は重視する。
出席率が基準を満たした学生のみ、前期末試験の受験（またはレポート提出）を許可する。
代筆、代返などを含む不正を行った場合は即座に出席が停止され単位を取得できない。

履修上の注意　/Remarks

自分と他者の学ぶ権利を意識して授業に取り組んでほしい。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

「すべての人」
「人間らしく生きる」

キーワード　/Keywords
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ジェンダー論 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
力武　由美 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

なぜ男言葉と女言葉があるのか、なぜ女性の大芸術家は現れないのか、「男は仕事、女は家庭」は自然な役割なのか、なぜ政治学や法学・科学
の分野に女性教員や女子学生が少ないのか、なぜ戦時・平時にかかわらず女性に対して暴力が振るわれるのかーそのような日常的に「当たり前
」となっていることをジェンダーの視点で問い直すことで、社会や文化に潜むジェンダー・ポリティクスを読み解く視点と理論を理解し、使え
るようになることを目標にする。また、社会や文化に潜むジェンダーを可視化するツールとしての統計を分析する方法を学ぶ。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks

 　

牟田和恵編『ジェンダー・スタディーズ―女性学・男性学を学ぶ』（大阪大学出版会、2015）
 適宜、補足資料を配布

井上輝子・上野千鶴子・江原由美子・大沢真理・加納実紀代編『岩波女性学辞典』（岩波書店、2002）
 マギー・ハム『フェミニズム理論辞典』（明石書店、1997）
 R.W. Connell, Gender: Short Introduction. Polity, 2002.

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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ジェンダー論 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

   １回　日本語とジェンダー―戦後から現代までの日本歌謡曲【女言葉】【男言葉】
 　２回　ジェンダー・リテラシーで読み解く文学―村上春樹作・小説『ノルウェイの森』【眼差し】
 　３回　現代アートとジェンダー―映画『ロダンが愛したカミーユ・クローデル』【制度】
 　４回　男もつらいよ―アーサー・ミラー作・戯曲『セールスマンの死』【男らしさ】【性別分業】
 　５回　ジェンダー家族を超えて―週刊誌『女性自身』にみる皇室家族の肖像【近代家族】
 　６回　セクシュアリティを考える―あだち充作・マンガアニメ『タッチ』【ホモソーシャル】
 　７回　学校教育の今昔―学園TVドラマの系譜【隠れたカリキュラム】
 　８回　社会保障とジェンダー―津村記久子作・小説『ポトスライムの舟』【貧困の女性化】
 　９回　ジェンダーの視点からみる農業―エレン・グラスゴー作・小説『不毛の大地』【農業経営】
 １０回　アジア現代女性史の試み―ミュージカル『ミス・サイゴン』【女性に対する暴力】
 １１回　女性差別撤廃条約と人権―絵本『世界中のひまわり姫へ』【民法】【均等法】【DV防止法】
 １２回　ジェンダーと平和学―女性戦士の系譜『リボンの騎士』『風の谷のナウシカ』【平和構築】
 １３回　グローバリゼーションと労働市場―国連『人間開発計画報告書』【移住労働】
 １４回　デートDV―TVドラマ「ラスト・フレンズ」【ドメスティック・バイオレンス（DV）】
 １５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中の積極的な発言…25％、プレゼン…25％、レポート…25％、期末試験…25％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習としては、授業の各回に予定されている章を読み、それに関連した日常生活でみられる事象例を探して、授業に臨むこと。事後学習と
しては、期末課題の作成に向けて、資料等を探して読み、レポートの構想を練るなど、準備を進めること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

(1)法制度改正の動きを新聞等で把握しておくこと。
(2)メディア表現を含め日常的な会話・風景をジェンダーの視点で問い直す作業を日頃から行い、授業中の発言、プレゼン、レポート、期末試験
に反映させること。

履修上の注意　/Remarks

プレゼンにはパワーポイント使用のためPPT資料作成スキルズを身につけておくこと。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

 「セックス」 「ジェンダー」「セクシュアリティ」「ポリティクス」「ジェンダー統計」
キーワード　/Keywords
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障がい学 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
伊野  憲治 / 基盤教育センター, 狭間　直樹 / 政策科学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

「障害」というと否定的なイメージで捉えられることが少なくないが、本講義では、「文化」といった視点から「障害」という概念を捉えなお
し、異文化が共存・共生していくための阻害要因や問題点を浮き彫りにしていくとともに、共存・共生社会を実現するための考え方を学ぶ。
障害者問題をテーマとしたテレビドラマ等にも随時ふれながら、身近な問題として考えていく。
また、ゲスト・スピーカーとして、当事者や家族、支援者にもお話をうかがう予定でいる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし。

随時指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：オリエンテーション、授業の概要・評価基準。
第2回：「障がい学」とは【障害学】【障がい学】
第3回：障害の捉え方【障害の種類と区別】
第4回：障害の捉え方【医療モデル】【社会モデル】【文化モデル】
第5回：自閉症とは【自閉症】
第6回：文化モデル的作品DVDの視聴【文化モデル的作品】
第7回：文化モデル的作品の評価【３つのモデルとの関連で】
第8回：３つのモデルの関係性【3モデルの在り方】
第9回：日本の福祉制度現状【法的現状】
第10回：日本の福祉制度の現状【制度的現状】
第11回：日本の福祉制度の現状【雇用問題を事例として】
第12回：日本の福祉制度の課題【福祉制度の課題】
第13回：共生社会へ向けての課題【共生社会】
第14回：自己への問いとしての障がい学【自己への問い】
第15回：まとめ、質問。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

学期末レポート(100％)
成績評価の方法　/Assessment Method

毎回指示するが、事前学習としては、インターネット・サイトなどで関連事項を調べておく。事後学習に関しては、事前に調べた内容と授業の
内容の相違をまとめる。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks
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障がい学 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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共生の作法 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
高橋  衛 / 法律学科, 重松  博之 / SHIGEMATSU Hiroyuki / 法律学科
二宮  正人 / Masato, NINOMIYA / 法律学科, 近藤　卓也 / KONDO TAKUYA / 法律学科
大杉　一之 / OHSUGI, Kazuyuki / 法律学科, 土井　和重 / Kazushige Doi / 法律学科
石田　信平 / shinpei ishida / 法律学科, 小野  憲昭 / ONO　NORIAKI / 法律学科
中村　英樹 / 法律学科, 矢澤　久純 / 法律学科
福本　忍 / FUKUMOTO SHINOBU / 法律学科, 水野　陽一 / 法律学科
石塚　壮太郎 / ISHIZUKA, Sotaro / 法律学科, 今泉  恵子 / 法律学科
小池　順一 / junichi KOIKE / 法律学科

担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

※この科目は、北方・ひびきの連携事業の指定科目です。

　現代社会は、国家としても個人としても、極めて複雑な様々な関係から成り立っている。
　そのため、私たちは個人としてどのような関係の中で生活しているのか、そして、どのような関係の中で生活すればよいのかを考えていく必
要がある。
　すなわち、私たちの生活が、およそ一人では成り立たない以上、人と人との関係、人と国家との関係、国家と国家との関係、世代と世代との
関係、人と自然との関係など、様々な関係の中で成り立っていることを、改めて認識しなければならない。
　そのうえで、「他者との共存（共生）」は我々の生活には不可欠であり、そのためにお互いの良好な関係を維持し、これを発展させるために
は、お互いに守るべきルールやマナー（作法）があることを知ることが重要である。
　そこで、本講義では、以下の各回の個別テーマを素材にしながら、今現在、上記の意味での他者との関係がどのようになっているのか、どの
ようなルールが設けられているのか（法の役割）を理解したうえで、これらの共生関係をどのように維持し、あるいは改善しなければならない
かを考えていくことにする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし。

講義の中で適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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共生の作法 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

第 １回　ガイダンス
第 ２回　法と道徳について　
第 ３回　民主主義の限界と立憲主義
第 ４回　「大学」はどこから来て、どこへ行くのかー学問と大学とそれをとりまく人々
第 ５回　行政活動と法治主義
第 ６回　国際社会と法ー国際行政の観点から
第 ７回　犯罪とは何か
第 ８回　刑罰とは何か
第 ９回　刑事裁判とは何か
第10回　家族とは何か
第11回　財産とは何か
第12回　契約とは何か
第13回　商取引における不正競争と法
第14回　民事訴訟とは何か
第15回　外国人労働をめぐる法政策

※なお、講義計画・担当者等については一部変更があり得るので、詳細についてはガイダンスの際に説明する。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポートによる（100％，ただし④に注意）。
①　受講者は学籍番号に応じて指定されたテーマ群のなかから，テーマを１つ選び，レポートを１本作成して提出すること。
②　レポートの書式等は掲示により別途指示する。レポートは３０００字以上とする。
③　レポートには，所属学科・学年・学籍番号・氏名・テーマ・講義担当教員名等を明記した所定の表紙を必ず添付すること。
④　出席状況や授業態度が著しく悪いと判断される受講者は，レポート提出があっても評価されないことがある。

成績評価の方法　/Assessment Method

シラバスを事前に確認してテーマに関わる用語を調べておく。（次の履修上の注意の項を参照のこと）
授業を受講して理解できなかった点について、図書館の参考文献を利用して、調査する。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

講義全体のキーワードだけでなく、各回のテーマに「直接」に関連すると思われるキーワードをいくつか、受講者が自ら想定した上で、それら
について「事前に」新聞・雑誌・本などで情報を収集して、予習しておくと、各回の理解がいっそう深まります。

履修上の注意　/Remarks

レポート課題は、学籍番号に応じて選択することができる範囲（テーマ群）が決まります。
全ての授業に出席していないと書けないことになるので注意して下さい。
各人が選択できる範囲（テーマ群）は、試験期間開始よりも前の適切な時期に掲示により指定します。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

【現代社会】　【共生】　【作法】　【ルール】
キーワード　/Keywords
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法律の読み方 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
小野  憲昭 / ONO　NORIAKI / 法律学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

六法全書や法律書を開いてみても難しい。裁判所の判例を読んでみてもどうしてそういう判断をするのかわからない。法律はどういう仕組みに
なっているのかわからない。そういう疑問に少しでも応え、法律の世界を理解するために必要なスキルを提供します。法律に興味や関心を抱き
、社会生活を円滑に営むための指針、心構えをつくる手助けになればと思っています。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
毎回、レジュメ、資料を配布します。

必要に応じてその都度紹介します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　ガイダンス―法律を読むために
　２回　憲法の役割と基本原則を知る①【最高法規】【個人の尊厳】【基本的人権】【国民主権】
　３回　憲法の役割と基本原則を知る②【平和主義】【権力分立】【違憲法令審査制】【個人と国家】
　４回　民法の役割と基本原則を知る①【私的自治】【所有権の絶対】【過失責任】【家族法の特質】
　５回　民法の役割と基本原則を知る②【公共の福祉】【信義誠実の原則】【権利濫用】【取引の安全】
　６回　刑法の役割と基本原則を知る①【罪刑法定主義】【犯罪の要件】【刑罰】
　７回　刑法の役割と基本原則を知る②【刑事手続】【裁判員制度】【刑事責任と民事責任】
　８回　法の特性と構造、機能を知る①【社会規範】【法規範の特性】【社会統制】【活動促進】
　９回　法の特性と構造、機能を知る②【紛争解決】【行為規範】【裁判規範】【法源】
１０回　法の適用と解釈の仕方を知る　【裁判所】【裁判の役割】【法解釈の方法】【文理解釈】【類推解釈】
１１回　判例の読み方を知る　　　　　【判例集】【判例の調べ方】【事実の概要】【判旨】【参照条文】
１２回　判例を読む①　　　　　　　　【判例部分の抽出】【判例研究の意義】【判例研究の仕方】
１３回　判例を読む②　　　　　　　　【判例評価の方法】【判例と学説】【特別受益】【生命保険金】
１４回　法律の視点から社会を読む　　【相続】【親子関係】【婚姻】【離婚】　
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題…　２０　％　　　　　　　　定期試験…　８０　％
成績評価の方法　/Assessment Method

講義に臨む際は、事前にレジュメや参考文献の該当部分を読んでおいてください。事後は、講義の内容や資料、参考文献を参照しながら、論点
ごとに講義ノートを作成して理解を深めてください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

66261 /



法律の読み方 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

六法を持参してください。法学部生以外の受講生には、石川明他編『法学六法’１８』信山社（１，０００円）をお勧めします。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

66261 /



社会調査 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
稲月  正 / INAZUKI TADASHI / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

社会調査（量的調査）の基本的な考え方と技法を習得する。
社会調査の目的は、さまざまな社会現象の中から、社会にとって「意味がある」と思われる現象を見つけ出し、「どうなっているのか」「なぜ
そうなるのか」を、データに基づいて解釈することにある。この授業では、（１）意味のある「問い」をたてること、（２）その「問い」への
「答え」を導くための手順（論証戦略）をたてること、（３）論証戦略に基づいて適切な調査票を作成すること、（４）データを統計的に処理
すること、（５）データを解釈すること、について学ぶ。
なお、パソコン教室を使う関係上、教室定員に応じて受講者数調整を行うことがある。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
使用しない。（適宜、資料・プリントを配布する。）

◯『社会調査法入門』、盛山和夫著、有斐閣、2004
◯『ガイドブック社会調査（第２版）』、森岡清志編著、日本評論社、2007
その他、授業の中で紹介する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　何のための社会調査か
第２回　量的調査と質的調査
第３回　調査と研究の進め方
第４回　社会調査を企画する
第５回　ワーディング（１）【質問文の作成】
第６回　ワーディング（２）【選択肢の作成】
第７回　調査票の構成
第８回　サンプリングの考え方
第９回　サンプリングの方法
第10回　実査の準備
第11回　データファイルの作成（実習）１【入力フォームの作成】
第12回　データファイルの作成（実習）２【ＳＰＳＳファイルの作成とデータクリーニング】
第13回　データファイルの作成（実習）３【度数分布表の作成】
第14回　分布と統計量、クロス集計、相関係数
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題…３０％　　日常の授業への取り組み…１０％　　レポート…６０％
（総合的に判断する。）

成績評価の方法　/Assessment Method

66262 /



社会調査 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

自主的な学習を行い、授業の内容を反復すること。
課題がある場合、指定された期限までに提出すること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

授業を通して「実証研究の考え方」を学んで欲しいと思います。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

量的調査、質的調査、解釈、論証戦略、記述、説明、基本仮説、作業仮説、ワーディング、ランダムサンプリング、SPSS、度数分布、クロス表
、相関係数

キーワード　/Keywords

66262 /



市民活動論 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
西田　心平 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

市民活動とはどのようなものか、基本的な論点が理解できるようになることを目的とする。
主要な事例をとりあげ、それを柱にしながら授業を進めて行く予定である。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
とくに指定しない。

授業の中で適宜紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　ガイダンス
２回　検討の枠組みについて
３回　枠組みを使った民衆行動の分析①－政治と経済
４回　枠組みを使った民衆行動の分析②－市民
５回　市民活動の＜萌芽＞①－政治と経済
６回　市民活動の＜萌芽＞②－市民
７回　市民活動の＜再生＞①－政治と経済
８回　市民活動の＜再生＞②－市民
９回　市民活動の＜広がり＞①－政治と経済
１０回　市民活動の＜広がり＞②－市民
１１回　中間まとめ
１２回　北九州市における市民活動のうねり
１３回　今日の市民活動の＜展開＞①－政治と経済
１４回　今日の市民活動の＜展開＞②－市民
１５回　全体まとめ
※スケジュールの順序または内容には、若干の変動がありうる。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験…　100％　
成績評価の方法　/Assessment Method

講義の理解に有益な読書、映像視聴等を行うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

66263 /



市民活動論 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

受講者には、市民活動について自分で調べてもらうような課題を課す場合がある。その際の積極的な参加が求められる。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

66263 /



企業と社会 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
山下　剛 / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

企業は、現代社会においてそれなしでは成り立たない存在です。諸個人は一生を通じて何らかの形で企業と関わっていかざるをえません。企業
を経営するとは、企業の経営者だけの問題ではなく、企業に関わるすべての人間にとっての問題です。この授業の狙いは、社会の中で企業がど
のような原理で存在し、これまで歴史的にどのような側面を有してきたのか、また、逆に、そのような企業が社会に対してどのような影響を与
えているかを考えることにあります。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
三戸浩・池内秀己・勝部伸夫『企業論　第3版』有斐閣アルマ、2011年

三戸公『会社ってなんだ』文眞堂、1991年（○）
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回ガイダンス　【企業観の変遷】【6つの企業観】
第2回企業と「豊かな社会」【現代における財・サービスの豊かさ】
第3回「株式会社」の仕組み①　【株式会社の歴史】【株式会社の機能と構造】
第4回「株式会社」の仕組み②　【株式会社の機能と構造】【上場と非上場】
第5回社会における「大企業」の意味①　【大企業とは何か】【所有と支配】　
第6回社会における「大企業」の意味②　【商業社会と産業社会】【企業の性格の変化】
第7回社会における「大企業」の意味③　【官僚制】【科学的管理の展開】
第8回中間テスト
第9回社会における「大企業」の意味④　【環境問題】【随伴的結果】
第10回社会における「大企業」の意味⑤　【コーポレート・ガバナンス】【企業倫理】
第11回「家」としての日本企業①　人事における日本企業特有の現象【日本企業と従業員】【契約型と所属型】
第12回「家」としての日本企業②　日本企業の行動様式【日米の株式会社の違い】【企業結合様式の独自性】
第13回「家」としての日本企業③　「家」の概念　【日本企業の独自性】【家の論理】
第14回「家」としての日本企業④　今後の日本的経営　【原理と構造】【家社会】
第15回総括

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

学期末試験・・・40％　　　中間テスト・・・30％　　　レポート・・・30%
成績評価の方法　/Assessment Method

事前にテキスト該当箇所を読んでおいてください。授業後に該当箇所を再読し、復習しておいてください。また、適宜、レポート課題を出しま
す。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

66264 /



企業と社会 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

状況に応じて臨機応変に対応したいと考えていますので、若干の内容は変更される可能性があります。
履修上の注意　/Remarks

積極的な参加を期待しています。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

財・サービス　株式会社　大企業　家の論理　社会的器官
キーワード　/Keywords

66264 /



現代社会と倫理 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
伊原木　大祐 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

現代社会の中で生じている倫理的問題のいくつかを考察しながら、実践倫理学の基礎を学ぶ。「われわれ現代人は生と死の問題、差別と平等の
問題にどう立ち向かうべきなのか」という問いかけを中心に、個々の社会問題に対する批判的思考の育成を目指す。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

○ピーター・シンガー『実践の倫理　新版』（山内友三郎・塚崎智監訳）、昭和堂、1999年。
○ピーター・シンガー『あなたが救える命』（児玉聡・石川涼子訳）、勁草書房、2014年。
○加藤尚武・飯田亘之編『バイオエシックスの基礎』、東海大学出版会、1988年。
○江口聡編・監訳『妊娠中絶の生命倫理』、勁草書房、2011年。
○安彦一恵『「道徳的である」とはどういうことか――要説・倫理学原論』、世界思想社、2013年。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　　　イントロダクション
　２回　　　20世紀の倫理学【規範倫理学とメタ倫理学】
　３回　　　現代における人命の価値（１）【生命の神聖説】
　４回　　　現代における人命の価値（２）【積極的行為と消極的行為】
　５回　　　現代における人命の価値（３）【最大幸福原理】
　６回　　　現代における人命の価値（４）【不完全義務】
　７回　　　現代における人命の価値（５）【自己意識】
　８回　　　確認テスト
　９回　　　現代における差別の問題（１）【人種差別】
１０回　　　現代における差別の問題（２）【差別反対論】
１１回　　　現代における差別の問題（３）【優生学】
１２回　　　現代における公平性の意義（１）【人口問題】
１３回　　　現代における公平性の意義（２）【貧困問題】
１４回　　　現代における公平性の意義（３）【公平主義】
１５回　　　現代における公平性の意義（４）【援助義務論】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

確認テスト…40％　　学期末試験…60％
（第８回に予定している確認テストを受験していない者は、自動的に期末試験の受験資格を失う。）

成績評価の方法　/Assessment Method

参考書に挙げた『バイオエシックスの基礎』および『妊娠中絶の生命倫理』に収められた論文を一部授業の素材にするので、授業の前に目を通
しておくことが望ましい。授業の後は、ノートおよび配布プリントをもとに内容を整理し、復習を行うこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

66265 /



現代社会と倫理 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

授業予定の詳細と参考文献の紹介は、第１回もしくは第２回の授業時に行なう。
履修上の注意　/Remarks

授業中に一度配布したプリントは原則として二度と付与しない。病気・就活・実習など、やむを得ない事情による欠席の場合は、必ず証明書付
きの理由書を提出すること。卒業予定の４年生に対しても、他と同じく厳しい採点態度で臨む。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

生命　義務論　功利主義　貧困　公平性　
キーワード　/Keywords

66265 /



現代社会と新聞ジャーナリズム 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
西日本新聞社、基盤教育センター　稲月正担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

※この科目は、北方・ひびきの連携事業の指定科目です。

　多様な情報メディアが錯綜する現代における「新聞」について学ぶ。インターネットが普及した中で、情報や言論の発信・伝達役とし
ての新聞の存在感は低下しているという指摘も聞かれる。ただ、社会に流布している情報の出所は新聞であることが多いのも事実。さらに
、 ネットメディアが発する情報には真偽不明で断片的、信頼性に欠けていることも少なくなく、近年、まとめサイトによる著作権侵害や無責
任なクレーム対応などが問題化したことも記憶に新しい。
　新聞社には、24時間、洪水のように情報が飛び交う中、内容を整理して信頼性のある情報として発信することを基本に⑴社会の出来事を
客観的に伝える⑵その背景や問題点を深く掘り下げる⑶社会が抱える課題の解決策を提供する⑷権力者などの不正追及など健全な批判や
言論を通じ民主主義を守る−ことに取り組んできた長い経験と実績があり、私たち生活者が社会との関係を「考える」、これからの生き方を「
選択する」際に役立つ身近なメディアを目指している。講義では、新聞社のデスクや記者などが、取材や報道体験を通して、新聞の役
割や新聞コンテンツの活用法を話す。
　なお、この講義は西日本新聞社の提供講座である。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
教科書は指定しないが、新聞が必要となる課題を出すこともあるので、必要に応じて各自で新聞を購入すること。

なし。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

毎回、新聞ジャーナリズムの第一線で活躍している記者、カメラマン、デスク、編集委員らが交代で講師を務める。ただし、講師の都合により
変更することがある。
【第1回】新聞の読み方(編集企画委員長、編集センターデスク)
【第2回】事件記者最前線（社会部デスク）
【第3回】地方の視線で政治と向き合う(都市圏総局デスク)
【第4回】調査報道・キャンペーン報道 (社会部記者)
【第5回】アジアと九州を読み解く/国際報道最前線(国際部デスク)
【第6回】スポーツ報道の世界/運動記者は何を伝えるか (運動部デスク)
【第7回】地域文化をみつめて/文化記者の仕事(文化部デスク)
【第8回】報道写真の力/カメラマンの心得とは(写真部記者)
【第9回】災害被災者に寄り添う (社会部記者)
【第10回】九州経済をどう見るか(経済部長)
【第11回】分かりやすさの追求/こども向け紙面 (もの知りタイムズ編集長)
【第12回】新聞デザインの展開/ビジュアル発信を目指す(デザイン部デスク)
【第13回】企業体としての新聞/営業部門の現状と課題 (お客さまセンター)
【第14回】デジタル時代の発信/電子メディアへの挑戦 (メディアラボ部員)
【第15回】北九州の現場から／どんな課題と向き合っているか（北九州本社記者）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents
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現代社会と新聞ジャーナリズム 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

レポート（３回）・・・100％
ただし、出席回数が一定回数以下の受講生はレポートの出来にかかわず、成績を不可（D）とする。
詳細は第1回目の講義で説明する。

成績評価の方法　/Assessment Method

日々の新聞を通して、現代社会や地域が直面する課題を発見し、自分なりの考察によって課題解決のために努力する姿勢を持つこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

新聞の読み方や活用法を学ぶ講義を通じ、現代人に欠かせない能力である「メディアリテラシー」(メディアの特性を理解した上で情報
を選別して読み解く力)を身につけてほしい

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

メディアリテラシー、新聞、ジャーナリズム、現代社会
キーワード　/Keywords
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都市と地域 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
南　博 / MINAMI Hiroshi / 地域戦略研究所, 奥山　恭英 / Yasuhide Okuyama / 国際教育交流センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

※この科目は、北方・ひびきの連携事業の指定科目です。

日本や海外における都市や地域についての紹介や、それらを捉えるための概念や枠組み、現状の課題や将来の展望などについて講義します。よ
り幅広く俯瞰的な視点を持つことにより、都市や地域を違った形で捉え、そこから社会に対する新しい視点が生まれることを期待します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし。適宜文献や資料を紹介する。

【地域】適宜文献や資料を紹介する。
【都市】特になし。参考となる文献等については授業中に適宜紹介する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　共通　　：授業及び講師紹介
　２回　地域１　：地域の概念：世界と日本の事例
　３回　地域２　：地域をどのように学問するか：地域学と地域科学
　４回　地域３　：地域開発とは
　５回　地域４　：地域を観察する
　６回　地域５　：地域を分析する
　７回　地域６　：身近な地域事例紹介
　８回　地域７　：まとめ、最終クイズ
　９回　都市１　：都市の概念
１０回　都市２　：都市へ人や産業が集まる理由
１１回　都市３　：都市問題、都市の衰退
１２回　都市４　：人口減少社会における都市（１）【コンパクト化】
１３回　都市５　：人口減少社会における都市（２）【地方創生】
１４回　都市６　：都市間連携によるまちづくり
１５回　都市７　：これからの都市と市民

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

【地域】全体の５０％：クイズ…２０％　授業内貢献…１０％　最終クイズ…２０％
【都市】全体の５０％：レポート…３５％　日常の授業への取り組み…１５％

成績評価の方法　/Assessment Method
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都市と地域 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

【地域】日頃から「地域」という言葉がどのように使われているかを注意深く観察して授業に臨んで下さい。新聞やＴＶニュース、もしくはイ
ンターネットニュースサイトなどで使われている「地域」という言葉の意味を考えて下さい。授業で紹介した様々な「地域」の概念を授業後に
自らの考えと照らし合わせて考察し、身近な事例に当てはめて次回の授業に臨んで下さい。
【都市】各回授業のテーマに関し、各自、事前に自分自身が知りたい内容を考えて授業に臨んでください。また、授業中に興味を持った事項に
ついて、各回授業後に各自が文献やインターネット情報等を用いて自主的に調べたり、地域の博物館等を見学したりして理解を深めてください
。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

【地域】前半の「地域」の部の間に複数回、クイズ（小テスト）を行う（当日発表）。また、地域の最終回に最終クイズを行う。授業内ディス
カッションを活発に行うので、発言の無い学生は授業内貢献の評価が芳しくなくなる。
【都市】後半の「都市」の部の間に複数回、授業中に執筆するミニレポートを課す。期末に提出するレポートについては授業中に説明する。

履修上の注意　/Remarks

【地域】「地域」という概念は多様であり、それらを理解することにより空間としての地域に対する自らの視点を形成することを期待する。
【都市】日常生活を送る中で、「この都市の良い／悪いところ」と感じたことを記憶に留め、「なぜ現状のようになっているのか」「今後どの
ように改善すべきか」等を考えることの習慣化を期待する。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

地域科学、地域学、都市問題、都市政策
キーワード　/Keywords
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地域防災への招待 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
加藤　尊秋 / Takaaki KATO / 環境生命工学科（19～）, 上江洲　一也 / Kazuya UEZU / 環境生命工学科
（19～）
村江　史年 / 地域共生教育センター, 城戸　將江 / Masae KIDO / 建築デザイン学科（19～）
南　博 / MINAMI Hiroshi / 地域戦略研究所, 二宮  正人 / Masato, NINOMIYA / 法律学科

担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年（2015年度
以降入学生）

1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

※この科目は、北方・ひびきの連携事業の指定科目です。

　本講義では、防災の基礎知識及び自治体の防災体制・対策等を学ぶことを通じ、学生自身の防災リテラシーと地域での活動能力を向上させる
ことを目的とする。
　地震や風水害などの代表的な災害のメカニズム、自然災害に対する北九州市の防災体制・対策について、本学および北九州市役所を中心とす
る専門家が全15回にわたって講義し、防災の基礎、自治体の防災、市民・地域主体の防災の3つの知識を身につける。講義の中で避難所運営など
のワークショップを行い、手を動かし、北方・ひびきのの学生同士、また、学生と講師が協力しながら地域防災のあり方を考える。
　さまざまな分野を担当する北九州市役所の職員が講師として参画するため、防災を軸としつつ地方自治体の業務の実際を幅広く知るためにも
役立つ。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし、授業で必要に応じて資料を配付

中邨章、市川宏雄編著（2014）：危機管理学～社会運営とガバナンスのこれから、第一法規
岡田恒男、土岐憲三(2006)：地震防災のはなし、朝倉書店
京都大学防災研究所編(2011)：自然災害と防災の事典、丸善出版
金吉晴(2006)：心的トラウマの理解とケア、第２版、じほう
片田敏孝(2012)：人が死なない防災、集英社新書

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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地域防災への招待 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

１　危機管理と地域防災の基本概念（北九大・南）
２　気象と地震（北九州市危機管理室又は福岡管区気象台）
３　北九州市の防災体制と減災への取組み（北九州市危機管理室）
４　避難所運営訓練ＨＵＧ（北九州市危機管理室）
５　防災と河川：降雨を安全に流すために（北九州市建設局）
６　大災害と消防：最前線で戦う消防をとりまく環境と現状（北九州市消防局）
７　学校における防災教育：災害時に主体的に行動する力を育む取組み（北九州市教育委員会）
８　産官学連携による消防技術の革新（北九大・上江洲）
９　組織の防災能力見える化：図上シミュレーション訓練（北九大・加藤）
１０都市防災：建物の耐震性とは何か（北九大・城戸）
１１ジェンダーと防災：地域での実践（北九大・二宮）
１２災害時のこころのケア（北九州市保健福祉局）
１３大学生にもできる防災・災害ボランティア活動（地域共生教育センター）
１４地域協働によるまちづくり（外部講師）
１５防災が地域を変える、社会を変える（外部講師）

なお、最後の2時限分は、北九州市が主催する大学生を対象とした防災講座に合わせて実施予定。
（７月の土曜日に実施。小倉駅周辺の会場を予定。）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

活発な授業参加　30%
レポートおよび小テスト　70%

成績評価の方法　/Assessment Method

授業の前に関連する社会的・技術的事項について、予習をしておくこと。授業の後は、学んだ内容の活かし方について考察を行うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

各回の授業終了時に復習や次回の講義に向けた予習として読むべき資料を提示するので、各自学習を行うこと。
講義の一部でグループ活動を行うため、履修者数を80人までとする。

履修上の注意　/Remarks

受講者は、授業終了後も地域防災について各自が取り組めることを続けて欲しい。そのための学習や活動の機会を北九州市役所と連携して継続
的に提供する。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

地域防災、危機管理、大学生の役割
キーワード　/Keywords
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現代の国際情勢 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
山本　直 / Tadashi YAMAMOTO / 国際関係学科, 大平　剛 / 国際関係学科
下野　寿子 / SHIMONO, HISAKO / 国際関係学科, 久木  尚志 / 国際関係学科
尹  明憲 / YOON, Myoung Hun / 国際関係学科, 白石　麻保 / 中国学科
アーノルド・ウェイン / ARNOLD Wayne E.  / 英米学科, フィオナ・クリーサー / Fiona Creaser / 英米学科
ロジャー・ウィリアムソン / Rodger S. Williamson / 英米学科

担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

※この科目は、北方・ひびきの連携事業の指定科目です。

現代の国際情勢を、政治、経済、社会、文化などから多面的に読み解きます。近年、国際関係および地域研究の分野で注目されている出来事や
言説を紹介しながら講義を進めます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
使用しない。必要に応じてレジュメと資料を配布します。

適宜指示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　オリエンテーション
第2回　アーノルド　The Role of Public Spaces in New York
第3回　ウィリアムソン　Stereotypes and the Opening of Japan
第4回　大平　変容するアジア情勢と日本の国際協力（1）中国ファクター
第5回　大平　変容するアジア情勢と日本の国際協力（2）日本の安全保障戦略
第6回　クリーサー　Women's Empowerment: Global Trends
第7回　下野　中国と台湾－歴史
第8回　下野　中国と台湾－政治
第9回　白石　中国の持続的発展の可能性：経済成長・SNA・投資
第10回　久木　2010年代のイギリス（1）2010年総選挙から2014年住民投票まで
第11回　久木　2010年代のイギリス（2）2015年総選挙から2017年総選挙まで
第12回　尹　東アジアの経済事情（1）【地域的特徴】【経済関係】
第13回　尹　東アジアの経済事情（2）【経済統合】【地方間交流】
第14回　山本　ヨーロッパの危機（1）【地域主義】【民主主義】
第15回　山本　ヨーロッパの危機（2）【ユーロ】【4つの自由】

※都合により変更もあり得る。変更がある場合は授業で指示する。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

小テスト（9回）100%
成績評価の方法　/Assessment Method

各回の担当者の指示に従ってください。授業終了後には復習を行ってください。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review
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現代の国際情勢 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

この授業は、複数の教員が、各自の専門と関心から国際関係や地域の情勢を論じるオムニバス授業です。授業テーマと担当者については初回授
業で紹介します。
授業の最後に小テストを受けます。授業中は集中して聞き、質問があればその回のうちに出してください。

履修上の注意　/Remarks

この授業では今の国際情勢を様々な角度から取り上げていきます。授業を通じて自分の視野を広げていくきっかけにしてください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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開発と統治 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
三宅  博之 / HIROYUKI　MIYAKE / 政策科学科, 伊野  憲治 / 基盤教育センター
申　東愛 / Shin,Dong-Ae / 政策科学科

担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　グローバリゼーションが刻々と進行している中、現在、持続可能な社会の構築が求められています。なかにはその目標に向かって進んでいる
国や地域がある一方で、紛争や対立を繰り返している国や地域もあります。本講義では各国や地域を熟知・精通した教員が、各自が考える「ガ
バナンス（協治）」の意味を世界各国(ミャンマー、韓国、米国と日本が対象国)や日本の地域社会の具体的な実例を用いて説明します。そして、
最後に受講生にとって「ガバナンス」とは何なのかについてグループワークを通じて解答してもらいます。
　以上の概要を通して、開発とは何か、そこにおけるガバナンス概念の知識を吸収すると同時に理解し、地域においては課題を発見・理解し、
自らもガバナンスの一翼を担えるような能力を付けてもらいたいと考えています。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
その都度、資料を配布。

＊『〇〇を知るための〇章』シリーズ（明石書店）、特にミャンマー、韓国を参照のこと。
＊大原悦子『フードバンクという挑戦～貧困と飽食のあいだで』現代岩波文庫、2016年

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　「開発と統治」をはじめるにあたって　　　　　　　　                     　　　　　　　　　　    担当：三宅
第２回　民主化問題を考える視座（１）　　　            　    　　　　　　　　　【民主化問題】             担当：伊野
第３回　民主化問題を考える視座（２）　　　　　　　　　　　                    　　　 　　　　　　　     担当：伊野
第４回　理論と現実～ミャンマーの民主化をめぐって　　　　　　　　　　　  【ミャンマー】          担当：伊野
第５回　韓国の民主化とガバナンスの形成過程　　　      　　　　  　　　　　　【韓国】　　             担当：申
第６回　米国におけるガバナンスと環境～オバマ政権とトランプ政権に焦点をあてて　【米国】 担当：申
第７回　エネルギー問題を通してのガバナンス形成　　　　　　　　　　　     【エネルギー問題】　   担当：申
第８回　世界と日本のフードバンク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【フードバンク】 担当：原田正樹・三宅第９回　NPOフードバン
ク北九州ライフアゲインとは？　　　　　　　　　【 ライフアゲイン】      担当：原田・三宅
第10回　子ども食堂「もがるか」の運営と人々　　　　　　　　　　　　　　【こども食堂】　     担当：原田・三宅
第11回　フードバンク運動に関わる学生の取組みと討論　          　　　　　　　【大学生】   　　　担当：原田・三宅　
第12回　グループワーク（アクティビティ作り）を通じたガバナンス概念の把握　【グループワーク】 　 担当：三宅
第13回　日本の子ども会を取り巻く環境　　　　　　　　　  　【子ども会】  　           　　　　　　         担当：三宅
第14回　教員の「開発と統治」の概念提示を考える　 　　　　　　　　　　　　　　　　     担当三宅・伊野・申
第15回　まとめ（グループ・ディスカッション）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

参加態度…30％　小課題の提出…20　％　　　試験…50　％
成績評価の方法　/Assessment Method
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開発と統治 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

事前学習はガバナンスに関する情報を収集し、日ごろから自らのガバナンスの概念を考えておいてください。事後学習はその都度授業で習った
ガバナンスの事例をノートに整理しておいてください。最後の授業のグループワークで使います。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

各授業に際して、日頃から世界の動きに注目し、新聞やインターネットなどで情報を得ていること。また、時々、小課題を出すので、授業で習
ったこと以外に日頃からの情報を書き込み、提出すること。試験の結果が良くても、出席をあまりしなかった受講生はD判定になる可能性が大き
いと思ってください。

履修上の注意　/Remarks

世界と私たちが住む地域は恒常的に結びついています。その結びつきを最終的には理解できるようにします。担当教員は様々な国々を知り尽く
しています。できるだけ、海外に出かけ、また、本をどんどん読んでください。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

ガバナンス　ミャンマー　フードバンク　貧困　韓国　米国　地域社会　子ども会　グループワーク
キーワード　/Keywords
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グローバル化する経済 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
田中　淳平 / TANAKA　JUMPEI / 経済学科, 前田  淳 / MAEDA JUN / 経済学科
柳井  雅人 / Masato Yanai / 経済学科, 前林　紀孝 / Noritaka Maebayashi / 経済学科
魏　芳 / FANG WEI / 経済学科, 工藤　一成 / マネジメント研究科　専門職学位課程
松田　憲 / マネジメント研究科　専門職学位課程

担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

※この科目は、北方・ひびきの連携事業の指定科目です。

今日の国際経済を説明するキーワードの一つが、グローバル化である。この講義では、グローバル化した経済の枠組み、グローバル化によって
世界と各国が受けた影響、グローバル化の問題点などを包括的に説明する。日常の新聞・ニュースに登場するグローバル化に関する報道が理解
できること、平易な新書を理解できること、さらに、国際人としての基礎的教養を身につけることを目標とする。複数担当者によるオムニバス
形式で授業を行う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
使用しない。

なし。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　1回　イントロダクション―グローバル化とは何か
　2回　自由貿易【比較優位】【貿易の利益】【保護貿易】
　3回　地域貿易協定【自由貿易協定】【関税同盟】【経済連携協定】
　4回　企業の海外進出と立地（1） 【直接投資】
　5回　企業の海外進出と立地（2） 【人件費】【為替レート】
　6回　海外との取引の描写 【経常収支と資本移動について】
　7回　先進国と途上国間の資本移動 【経済成長と資本移動について】
　8回　国内都市間競争とグローバル化【産業・物流政策の事例】
　9回　社会インフラの国際技術移転【上下水道・環境分野の事例】
10回　比較文化心理学（1）【文化と認知】
11回　比較文化心理学（2）【文化と感情】
12回　バブルと国際金融危機（1）【資産価格】【バブル】【不良債権】
13回　バブルと国際金融危機（2）【リーマンショック】【不況の伝播】
14回　国際金融危機の伝染（1）【欧州金融危機】【資産担保証券】　　　　　　　　　　　　　　　
15回　国際金融危機の伝染（2）【銀行同盟】
　　　　　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

学期末試験: 100％。
成績評価の方法　/Assessment Method
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グローバル化する経済 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

授業内容の復習を行うこと、また授業の理解に有益な読者や映像視聴などを行うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

経済関連のニュースや報道を視聴する習慣をつけてほしい。授業で使用するプリントは北方Moodleにアップするので、きちんと復習すること。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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テロリズム論 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
戸蒔　仁司 / TOMAKI, Hitoshi / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

911以降の国際社会を考える上で、もはやテロリズム問題を避けて通ることはできない状況ですが、テロは当然、911以前から歴然と脅威の対象
であり続けました。特にわが国は、日本赤軍やオウム真理教など、これまでのテロの「進化」に「貢献」してきたテロの先進国でもあるので、
もっとテロリズム全般の知識があってもよいのかなと考えます。この授業は、テロリズムの体系的な理解を得ることを目的とします。

なお、この科目では、テロリズムに関する総合的な知識の獲得、理解、この分野に関する課題発見･分析能力の獲得により、および生涯にわたり
この問題と向き合っていく基盤を提供します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない。レジュメを配布する。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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テロリズム論 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

１回　ガイダンス
２回　テロリズムとは何か(1)
　　　定義が困難な理由について
　　　　①「自由の戦士」という問題（祖国解放のための暴力使用はテロか？）
　　　　②テロの犯罪性の問題（佐賀散弾銃乱射事件や秋葉原連続殺傷事件はテロか？）
　　　　③テロの政治性の問題（テロリストが身代金目的で行った誘拐事件はテロか？）
３回　テロリズムとは何か(2)
　　　テロリズムの定義
　　　　①911の特殊性と国土安全保障の考え方
　　　　②アメリカ国内でのテロの定義の統一化
　　　　③テロリズムの定義　　　　
４回　テロリズムとは何か(3)
　　　テロリズムの特徴　①テロの目的　　②テロの標的　　③テロの主体
　　　テロと犯罪のグレーゾーンについて
５回　テロの歴史(1)
　　　テロの起源、１９世紀のテロとアナキズム
６回　テロの歴史(2)
　　　ナショナリズムとテロ（国粋主義、民族解放）
７回　現代テロ(1)
　　　国際テロの登場（1968年エルアル機ハイジャック、スカイマーシャル）
　　　反米テロの登場（TWA機ハイジャック）
　　　補論（ハイジャックとは何か)
８回　現代テロ(2)
　　　無差別・自爆テロの登場（日本赤軍、ロッド空港事件）
　　　劇場型テロの登場（ミュンヘンオリンピック事件とGSG９、ダッカ事件とSAT）
９回　反近代・脱近代のテロ
　　　オクラホマシティー連邦ビル爆破テロ、ユナボマー、環境テロなど
10回　無差別大量殺戮テロ(1)
　　　「大量」殺戮テロの始まり
　　　化学テロと生物テロ
　　　化学兵器の特徴
11回　無差別大量殺戮テロ(2)
　　　地下鉄サリン事件の概要
　　　サリンについて
12回　無差別大量殺戮テロ(3)
　　　地下鉄サリン事件の動機　　　
13回　９１１米国同時多発テロ(1)
　　　９１１の特異性
　　　９１１の概要と計画性
14回　９１１米国同時多発テロ(2)
　　　ビンラディンのプロファイル
　　　アルカイダとテロ、米国の対応
15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

試験…100％
成績評価の方法　/Assessment Method

日ごろから新聞をよく読む習慣を身に着けておくこと。
授業中、ノートをよくとり、授業後に必ず読み返しておくこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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国際社会と日本 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
阿部　容子 / ABE YOKO / 国際関係学科, 李　東俊 / LEE DONGJUN / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

この授業では、現代の国際社会における日本や日本社会の国際化について、政治・外交、経済・企業それぞれの枠組みで整理した上で、その相
互作用の帰結について学ぶ。具体的な内容は以下のとおりである。（1）戦後、めまぐるしく変動する国際環境の中で日本が選んできた外交的選
択と国造りの道程を構造的かつ歴史的に理解する。（2）アメリカが中心となって形成した戦後の国際経済秩序とその変容の過程で、日本経済が
どのように発展してきたのかを考える。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
関連資料を配布する。

〇野口悠紀雄著『戦後日本経済史』（新潮社、2008年）
橋本寿朗　編『現代日本経済 第３版』(有斐閣アルマ、2011年)
〇三和 良一 編『近現代日本経済史要覧』（東京大学出版会、2010年）
〇五百旗頭真　編『戦後日本外交史 第3版補訂版』（有斐閣アルマ、2014）
その他、関連文献は適宜指示する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1．ガイダンス
2．戦後日本外交とは何か【平和主義】【基地国家論】【冷戦】
3．占領下日本の「外交」　【占領政治経済】【日米関係】【逆コース】
4．サンフランシスコ講和条約と戦後体制の成立　【講和条約】【戦後秩序】
5．日本の戦後処理（賠償）【賠償】【請求権】【経済協力】
6．日米同盟の成立とHub and Spoke体制の展開　【安全保障】【日米同盟】【沖縄
問題】
7．日韓国交への道程／日中国交への道程　【脱植民地化】【デタント】【台湾問題】
8．冷戦後の日本外交　【価値観外交】【New Normal】【米中関係】
9． 世界経済の発展と日本の位置づけ【グローバリゼーション】【数字で見る日本経済】
10．戦後復興と冷戦構造【封じ込め戦略】【ブレトン・ウッズ体制】【日本の経済復興】【ドッジ・ライン】
11．日本型雇用慣行の形成と高度経済成長のメカニズム【日本型経営】【高度経済成長】【資本の自由化】
12．戦後秩序の変容と石油危機【ニクソン・ショック】【経済の政治化】【石油危機】
13．日本企業の多国籍化の変遷と特徴【海外直接投資】【日米経済摩擦】【生産ネットワーク】
14．グローバル化の進展と日本型企業システムの転換【規制緩和】【ICT革命】
15．地域統合の進展と国家【広域FTA】【安全保障政策】【経済主権】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents
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国際社会と日本 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

レポート　50％（担当者ごと、計2回）　　　テスト　50％
成績評価の方法　/Assessment Method

参考書をもとに、事前学習として予習をすること。
事後学習として、復習を必ず行うこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

複数の先生の担当授業です。
履修上の注意　/Remarks

関連文献を自主的によむこと。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

東アジア　安全保障政策　冷戦　戦後復興　グローバリゼーション
キーワード　/Keywords
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韓国の社会と文化 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
金　貞愛 / Kim Jung-Ae / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

適宜映像などを用いながら韓国全般、とりわけ現代韓国の社会と文化に関する基本的な知識を習得し、等身大の韓国について理解を深める。こ
れをベースに異文化理解とは何かについても考えてみる。また、つねに日韓比較的な視点を念頭に入れながら自国文化について見つめなおす時
間としたい。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜プリント配布

授業にて提示
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１　ガイダンス
２　韓国（人）にとって日本（人）とは？
３　韓国について概観
４　韓国についてもっと知ろう
５　韓国の歴史①【三国時代～朝鮮王朝】
６　古代韓国を知るVTR視聴/解説
７　韓国の歴史②【19世紀末～】
８　現代韓国社会と文化の特徴Ⅰ（外部講師）
９　歴代大統領から見る韓国社会と文化
10　韓国人の名字と名前
11　現代韓国を知るVTR視聴/解説
12　日韓の食文化について考える①【VTR視聴】
13　日韓の食文化について考える②
14　現代韓国社会と文化の特徴Ⅱ（外部講師）
15　まとめ

＊上記スケジュールはあくまでも目安であり、受講生の個性やニーズ、出張などの都合により変更となる場合もある。　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への参加度（出席レポートや討論への参加）4０％
中間レポート25％
期末レポート35％

成績評価の方法　/Assessment Method
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韓国の社会と文化 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

授業開始前までには予め毎回のテーマについて参考文献を読み、授業終了後には各自の「考え」をまとめること
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

●初回の授業には必ず出席すること

・授業開始のチャイムが鳴るまでに着席していること。（チャイム以降の入室は遅刻とみなす。遅刻３回をもって１回の欠席とカウントする）
・欠席した回に配布されたプリントや資料については各自で解決すること
・調べ事や発表等を積極的に行うこと
・ウィキペディアの丸写しに近いレポート、無断引用（コピペ等）が発覚したレポートは０点とする

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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エスニシティと多文化社会 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
篠崎　香織 / 国際関係学科, 北　美幸 / KITA Miyuki / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

冷戦終了後、世界各地で民族紛争が激化している。また、移民をめぐる動きやエスニシティ、人種に関する議論も活発化している。これらは新
しい政治現象であると思われがちであるが、決してそうではない。この授業では、エスニシティ問題に関する史的・総合的な理解を目指すとと
もに、多文化主義に基づく社会の再編成がどのような経緯で進み、いかなる課題を負っているかを幅広い事例を取り上げて考察する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
使用しない。

必要に応じて授業中に指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　イントロダクション
２回　東南アジアの多文化社会とエスニシティ
３回　「本物・本質」探し：「マレー人」概念をめぐる包摂・排除
４回　「独立か否か」：インドネシア・アチェの事例
５回　文明の「本場」と「周縁」：東南アジアの華人
６回　「想像の共同体」の読み方
７回　共存のための区切り：マレーシアの民族概念
８回　前半のまとめ
９回　アメリカ合衆国におけるエスニシティと社会
10回　同化・統合の諸概念【るつぼ】【サラダ・ボウル】
11回　黒人史と公民権運動【アフリカ系アメリカ人】【公民権運動】
12回　マイノリティをめぐる政策【アファーマティブ・アクション】【バッキ判決】
13回　自らを知る：日系アメリカ人　【強制収容】【第二次世界大戦】
14回　今日のエスニシティ状況【ヒスパニック】【不法移民】
15回　後半のまとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

試験（中間50％、期末50％）
成績評価の方法　/Assessment Method

授業で指示されたことを、授業の事前事後に学習し、準備すること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

66275 /



エスニシティと多文化社会 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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歴史の読み方Ⅰ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
八百  啓介 / YAO Keisuke　 / 比較文化学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

 ここでは私たちの身のまわりの歴史に関する知識や常識や見過ごしがち些細な事柄に注目して歴史を見直すことを目的としています。

以上の理由から、この授業の内容は高校教科書より高い「歴史学入門」レベルとなっていますのでご了承ください。
１．この授業は高校までの授業のような知識の習得を目的としたものではなく、考えることやものの見方を学ぶことを目的としています。した
がって教科書のような通史を学ぶものではありません。
２．この授業は一つの歴史的事実のさまざまな側面やさまざまな解釈から歴史の多様性の面白さを学ぶことを目的としているため、教科書のよ
うに事実は一つに限られてはいません。
３．この授業では「日本」という国民国家が成立する以前の前近代の日本列島と東アジアの社会を学ぶため、今日の国家的枠組みとはことなる
視点を必要とします。

 注意：
この授業で使用する『ラスト・サムライ』『もののけ姫』の映像には一部残虐な暴力シーンが含まれているので、あらかじめご了承ください。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
プリントを配布する。

〇『想像の共同体』（NTT出版）
〇小熊英二『単一民族神話の起源』（新曜社）
　池内敏『日本人の朝鮮観はいかにして形成されたか』（講談社2017）
〇新渡戸稲造『武士道』（岩波文庫）
〇ルース・ベネディクト『菊と刀』（社会思想社）
〇野口実『武家の棟梁の条件』（中公新書）
佐伯真一『戦場の精神史』（NHKブックス）
勝田政治『廃藩置県～「明治国家」が生まれた日～』（講談社）
イ・ヨンスク『国語という思想～近代日本の言語認識』（岩波書店）
〇網野善彦『日本社会の歴史（上）～（下）』（岩波新書）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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歴史の読み方Ⅰ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

１回　ガイダンス①授業の進め方
２回　「東アジア」という視点
３回　日本の近代と国民国家の歴史観
４回　中国・韓国から見たアジアの近代
５回『ラスト・サムライ』の誤解
６回　新渡戸稲造の『武士道』
７回　武士道の成立・・・『葉隠』と山鹿素行
８回　『平家物語』を読む①二つの平家物語
９回　『平家物語』を読む②言葉戦としての「川中島」
１０回　県名を読む①国郡制と幕藩制
１１回　県名を読む②県名と県庁所在地
１２回　県名を読む③戊辰戦争を「見直す
１３回　「国語」とは何か
１４回　網野善彦と日本史の多様性
１５回　『もののけ姫』を読む―網野史学と【縄文文化】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業レポート・・・50％、筆記試験・・・50％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前にシラバスの授業計画を確認しておくこと。
事後にノートを整理しておくこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

シラバス・プリント・参考文献をよく読んでおくこと。
履修上の注意　/Remarks

この授業では極力手を動かしてノートを取ることによって一次記憶を二次記憶に定着させるようにしています。
皆さんはこれから就活や職場で人の話をメモを取る機会がたくさん出てきますのでノートを取るスキルに習熟する必要があります。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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歴史の読み方Ⅱ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
小林  道彦 / KOBAYASHI  MICHIHIKO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

※この科目は、北方・ひびきの連携事業の指定科目です。

司馬遼太郎『坂の上の雲』で、「戦術的天才」として描き出された児玉源太郎（日露戦争時の満州軍総参謀長、台湾総督）の実像に実証的に迫
り、その生涯をたどることを通じて、歴史小説と政治外交史研究との関係について思いをめぐらすきっかけを作りたい。要するに、「歴史認識
とはいったい何か」という問題を考察していく。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
小林道彦『児玉源太郎－そこから旅順港は見えるか』（ミネルヴァ書房、3000円税別）。

〇小林道彦『桂太郎－予が生命は政治である』(ミネルヴァ書房)。その他、講義中に適宜指示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　　イントロダクション
第２回　　政治的テロルの洗礼－徳山殉難七士事件～佐賀の乱－
第３回　　危機管理者－神風連の乱・西南戦争－
第４回　　雌伏の日々－佐倉にて－
第５回　　洋行と近代陸軍の建設
第６回　　陸軍次官－英米系知識人との出会い－
第７回　　台湾経営－後藤新平を使いこなす－
第８回　　政治への関わり－第一次桂内閣
第９回　　陸軍改革の模索－大山巌・山県有朋との対立－
第10回　　日露戦争－統帥権問題の噴出－
第11回　　旅順攻防戦－統帥権問題と明治国家の危機－
第12回　　児玉は「天才的戦術家」だったか－危機における人間像－
第13回　　「立憲主義」と軍事の間
第14回　　歴史小説と政治史研究の間
第15回　　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

日常的な講義への取り組み…20％期末試験…80％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業開始前までに予め教科書の該当箇所に目を通しておくこと。授業終了後には講義ノートを参照しながら教科書を再読すること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

66277 /



歴史の読み方Ⅱ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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そのとき世界は 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
伊野  憲治 / 基盤教育センター, 小林  道彦 / KOBAYASHI  MICHIHIKO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

皆さんの祖父・祖母の世代の人々がどのような時代を生きたか、日本とミャンマーの状況を対比させながら考えていく。対象となるのは、
１９３０年代から現代。日本の状況に関しては、小林先生に担当していただき、内容を充実させる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示する。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回：オリエンテーション。
第２回：ミャンマー概説１（風土、文化）。
第３回：ミャンマー概説２（社会）。
第４回：１９３０年代の日本（小林先生担当）。
第５回：１９３０年代のミャンマー。
第６回：1930年農民大反乱。
第７回：第２次世界大戦と日本（小林先生担当）。
第８回：第２次世界大戦とミャンマー。
第９回：1980年代の日本（小林先生担当）
第１０回：1980年代のミャンマー
第１１回：民主化運動。。
第１２回：現代の日本（小林先生担当）
第１３回：現代のミャンマー。
第１４回：民主化のゆくえ。
第１５回：まとめ。
第１５回：質問日。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

学期末レポート１００％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習としては、毎回のテーマに関し、インターネット・サイトなどで関連事項を調べておく。事後学習に関しては、事前に調べた内容と授
業の内容の相違をまとめる。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

66278 /



そのとき世界は 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

日本についても随時取り上げるが、中心はミャンマーにある講義内容である点をあらかじめ理解したうえで受講のこと。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

「祖父母の生きた時代」「日本とミャンマーの比較」
キーワード　/Keywords
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戦後の日本経済 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
土井　徹平 / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　皆さんは、“Ｊａｐａｎ ａｓ Ｎｏ１”と言われた時代、つまり、世界の国々が見習うべき世界Ｎｏ１の経済大国と、日本が海外から称賛された
時代があったことをご存知でしょうか。「バブル」以降に生まれた皆さんにとって、これは実感を抱けない言葉かもしれません。

　しかし私たちは、この時代の「遺産」を引き継ぎ、この時代に形作られた社会的・経済的基盤のうえで現在を生きています。そしてそのこと
が、現代に生きる私たちの価値観や行動様式を規定しているのです。

　したがって、“Ｊａｐａｎ ａｓ Ｎｏ１”と言われた時代（あるいはそれ以降の変化）を知ることは、私たち自身や私たちが生きる現代を理解す
ることでもあります。
　このことをふまえ本講義では、主に１９５０年代から６０年代に見られた「高度経済成長」と、その結果としての日本社会・文化の変化につ
いてお話しします。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし。

授業内で適宜紹介します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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戦後の日本経済 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

第１回　イントロダクション
第２回　Ⅰ．現代社会の理想と現実
　　　　　１．現代の若者の就職と結婚
第３回　２．キャリア形成を巡る理想と現実
第４回　Ⅱ．戦後文化の担い手
　　　　　１．「団塊の世代」
第５回　２．戦後文化と家族モデル
第６回　Ⅲ．「高度経済成長」への道程
　　　　　１．戦後の人口問題と経済成長の蓋然性
第７回　２．「高度経済成長」と「人口ボーナス」
第８回　３．「高度経済成長」と人口移動
第９回　Ⅳ．戦後家族モデルの成立
　　　　　１．「豊かさ」の象徴
第１０回　２．「上昇志向」の時代と日本人の生活意識
第１１回　３．日本人の理想とモデル－「ミッチーブーム」と「象徴天皇」
第１２回　４．日本人の理想とモデル－ブラウン管を通じて見たアメリカ－
第１３回　Ⅴ．「ロストジェネレーション」
　　　　　　１．「幸せモデル」の確立
第１４回　２．「高度経済成長」の終焉と「団塊ジュニア」
第１５回　２．モデルの喪失と新たな文化形成

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

定期試験…８０％　日常での授業への取り組み…２０％
成績評価の方法　/Assessment Method

各回、授業内容に沿ったレジュメを配布します。配布済みのレジュメを用い前回の講義内容を復習して授業に臨み、授業後には同じくレジュメ
をもとに、その日の授業内容を反復するようにしてください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

「歴史」と言えば「暗記科目」という印象を抱いている方も多いと思います。しかし大学で学ぶ「歴史」は「歴史学」であり、「歴史学」は、
歴史をもとに過去そして現代について“考える”社会科学です。これまで「歴史」が苦手であった方、「歴史」に関する知識に自信がないという方
であっても、「歴史」をもとに考える意思のある方であれば主体的にご参加ください。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

日本経済史　戦後史　高度経済成長　団塊の世代
キーワード　/Keywords
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ものと人間の歴史 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
中野  博文 / Hirofumi NAKANO / 国際関係学科, 稲月  正 / INAZUKI TADASHI / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

特定の「モノ」を取り上げ、「モノ」の製造／生産、流通、そして使用など、モノと人間の関わり方の現場に焦点をしぼり、その「モノ」と関
わることで、私たちの生活そして社会のあり方などがどのように変容してきたか、「モノ」をめぐる歴史を検討する。
　今年度は自動車と原子力発電所をとりあげる。
　なお、本年度は外部講師を数回、招くので、それによって各回の内容が変わる場合がある。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
使用しない

参考文献リストは、ガイダンス時に配布する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　ガイダンス
第2回　自動車がつくった社会【モータリゼーション】
第3回　力と近代【蒸気機関】、【内燃機関】、【原子力】
第4回　自動車の時代の終わり？【ICT】、【高付加価値生産】
第5回　自動車をめぐる国民文化【大衆社会】、【トクヴィル】、【ウェーバー】
第6回　自動車発明の前提１【職人文化】
第7回　自動車発明の前提２【互換性の思想】
第8回　自動車と20世紀文明【大衆社会、大量生産】
第9回　フォーディズムとは何か【ヘンリー・フォード】
第10回　自動車と道路【道路】
第11回　現代社会－「光の巨大」
第12回　環境問題の外部化・不可視化と社会的費用－「闇の巨大」
第13回　原子力政策と地域社会
第14回　情報化と外部問題－方法としての情報化
第15回　どのような社会を選択するのか－情報化／消費化社会の転回

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験　50％　　レポート50％
成績評価の方法　/Assessment Method

参考文献を数多く読みますので、あらかじめ十分に学習してから授業に参加し、授業後は復習してください。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review
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ものと人間の歴史 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

授業前にあらかじめ指定された資料で学習を行い、授業後は復習をすること。
近代化をめぐる政治、経済、文化の議論を展開しますので、政治学や経済学、社会学、カルチュラル・スタディとあわせて勉強すると､よく授業
内容が分かります。

履修上の注意　/Remarks

自動車と原子力発電所から開けていく様々な事柄を紹介しますので、多方面のことに興味を持って勉強して下さい。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

大量生産システム、民主主義、比較文明論
キーワード　/Keywords
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人物と時代の歴史 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
山﨑　勇治 / 北方キャンパス　非常勤講師, 新村　昭雄 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

歴史の面白さを、特定の代表的な人物を中心として講義して、学生に知らせることを目的とする。
　なぜならば、歴史の背後にある人物や文化などを理解することが複雑な今日政治、経済、文化、外交、戦争などの諸現象を理解できるからで
ある。
　二人の教員が、日本と欧米の代表的な人物について、人物と時代について語る。
まず、新村は、「剣と禅」に生きた山岡鉄舟と幕末・明治維新について語る。今、武士道（Bushido）が見直されている。核兵器と原子力を抑止
するのは結局のところ人間の心しかない。禅と武道を極めた鉄舟もその心を無刀流においた。江戸時代、上杉鷹山はその儒教的経営で壊滅的な
上杉家の財政を見事に立て直した。その技を見てみよう。次に、徳川幕府が始まってまだその礎が固まっていないとき、３代将軍家光の弟・保
科正之は江戸幕府の礎を築いた。長い平安の時代が終わり、貴族に代わって武士が台頭したとき、貴族のための仏教に代わって、庶民のために
仏教が生まれた。それを代表するのが浄土真宗の親鸞であった。日本古来の縄文信仰（アイヌや南方諸島に残る）や弥生信仰に代わって、聖徳
太子（厩戸皇子）は仏教を大和（やまと）の国の根本におかれた。飛鳥・奈良時代、なぜ、インド・中国から渡来した仏教が日本で繁栄したの
か。これらを明らかにする。
　さらに、大英帝国の後を継いで１００年にわたり世界を支配してきたアメリカ合衆国の歴代大統領のなかから、初代ワシントン大統領、第
３代ジェファーソン大統領、第７代ジャクソン大統領、第１６代リンカン大統領、第２６代セオドール・ルーズベルト大統領、第３２代フラン
クリン・ルーズベルト大統領、第３５代J・F・ケネディ大統領、第４４代バラク・フセイン・Obama大統領について講義します。
　

次に山﨑は、トランプ・アメリカ大統領、メイ・イギリス首相の２人について人物と時代を語る。その際、２人を語る上で必要な限り、プーチ
ン・ロシア大統領、メルケル・ドイツ首相、習近平・中国国家主席についても言及する。
　２１世紀になって世界はグローバル化が促進されると予想していた。その予想に反してアメリカではアメリカ第１主義とメキシコからの移民
排除のトランプが大統領に就任した。
　イギリスでは１昨年からのＥＵ離脱をめぐる国民投票の結果就任したメイ首相が完全なＥＵ離脱を宣言した。ロシアではウクライナ地方のク
リミア半島支配とシリアと手を組んでイラク地域への空爆をプーチン大統領は続けている。フランスでは異民族排除のルペン候補が有力視され
ている。ドイツでは移民受け入れのメルケル首相が敗退すればＥＵ存続にも影響を与えかねない。
　こうした背景も視野に入れながら、第２次世界大戦後に果たした世界のアメリから後退したなかでトランプ大統領の意味を考える。同様に
ＥＵ（ヨーロッパ連合）の形成過程において３度もＥＥＣ（とＥＣ）に申請してやっと認められたイギリスがなぜＥＵから出て行くと決意した
のか。これを明らかにする。これらの問題を究明することによって、今後世界はどの方向を目指すのかを考察する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
資料を配付します。（新村）

口述講義。その際資料を配布する。（山﨑）

66281 /



人物と時代の歴史 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

新渡戸稲造『武士道』（ＢＵＳＨＩＤＯ）
◯藤沢周平『漆の実のみのる国』（文春文庫）
◯中村彰彦『保科正之』（中公新書）
『歴代アメリカ大統領」 （ブティック社）

毎日の新聞（朝日、毎日、読売などどの新聞でも良い）を購読のこと。（山﨑）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

日本,、欧米の歴史の中からテーマを厳選し、講義をする。
（新村）
第1回　「ラスト・サムライ」山岡鉄舟と【幕末・明治維新】
第2回　【江戸時代】、ギリシャと同様に壊滅的だった藩の財政を立て直した上杉鷹山と儒教的経営
第3回　【３･１１東日本大震災】同様の危機を乗り切ったり【江戸幕府】の礎を築いた三代将軍家光の弟・保科正之
第4回　乱世の世に現れた宗教家・親鸞と【平安・鎌倉時代】
第5回　聖徳太子（厩戸皇子）と【飛鳥・奈良時代】
第6回　アメリカ大統領Ⅰ（初代ワシントン大統領、３代ジェファーソン大統領、７代ジャクソン大統領、１６代リンカン大統領）【独立戦争・建
国・南北戦争時代】
第7回　アメリカ大統領Ⅱ（第２６代セオドール・ルーズベルト大統領、第３２代フランクリン・ルーズベルト大統領、第３５代J・F・ケネディ
大統領、第４４代バラク・フセイン・Obama大統領）第45代トランプ大統領【第一次・第二次世界大戦・ベトナム戦争・中東戦争・アフガン・
湾岸戦争】

（山﨑）
第8回　２１世紀の世界を支配するトランプ・アメリカ大統領、メイ・イギリス首相、プーチン・ロシア大統領、メルケ　　　　ル・ドイツ首相
、習近平・中国国家主席の特徴と共通点について
第9回　イギリスとＥＵの関係について
第10回　キャメロン首相と国民投票
第11回　なせＥＵ離脱派の投票率がが残留派より多かったのか
第12回　トランプ候補とクリントン候補との争点とは何かー
第13回　トランプ候補が勝利した理由
第14回　トランプ大統領は何を目指しているのか―グローバル経済はどんな影響を受けるのか
第15回　総まとめーレポート提出の要件、提出締切日などの説明―

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポート（70％）と平常の学習状況（30％）
成績評価の方法　/Assessment Method

受講する前と後で、図書館等で参考文献を読んでおいてください。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

＊受講する際に、各回で取り上げる人物やテーマについて図書館等で調べておくこと。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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ヨーロッパ道徳思想史 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
伊原木　大祐 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

西欧における道徳思想の変遷を哲学・文学・演劇・音楽・映画などを手がかりに読み解いてゆく。本授業は２年ごとに一部内容を入れ替える予
定であり、古代を中心とするか、近代を中心とするかで議論のポイントが異なってくる。今年度は昨年度と同様、とくに近代以後の展開に力点
を置く。15回の講義を通して、一定の世界史的教養を獲得するとともに、道徳的価値観の多様なありかたを理解することが可能となるだろう。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜プリントを配布する

授業時にそのつど指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　　　イントロダクション
　２回　　　古代ギリシャ人の道徳【徳について】
　３回　　　古代ギリシャ人の道徳【国について】
　４回　　　ルネサンスの道徳観（１）【マキャヴェリ】
　５回　　　ルネサンスの道徳観（２）【シェイクスピア】
　６回　　　革命前夜の道徳観（１）【アンシャン・レジームの崩壊】
　７回　　　革命前夜の道徳観（２）【『フィガロの結婚』解説前半】
　８回　　　革命前夜の道徳観（３）【『フィガロの結婚』解説後半】　
　９回　　　理性の道徳（１）【契約説】
１０回　　　理性の道徳（２）【カント哲学】　
１１回　　　理性の道徳（３）【功利主義】
１２回　　　事例検討（１）【功利性について】
１３回　　　事例検討（２）【厳格主義について】
１４回　　　道徳の黄昏（１）【道徳の破壊】
１５回　　　道徳の黄昏（２）【革命と権力】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

学期末試験…１００％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業の理解に有益な読書、映像視聴等を行うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業中に聞いたことのない日本語や英語に出会った場合は、かならず国語辞典もしくは英和辞典を引く癖をつけてほしい。最低でもこれらの辞
典は自宅に常備しておくこと。

履修上の注意　/Remarks
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ヨーロッパ道徳思想史 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

私語などの迷惑行為に対しては厳しい態度で臨む。履修にあたっては真摯な受講を求めたい。とりわけ学習意欲に欠けていると見受けられる学
生（授業中に下を向いてスマートフォンをいじっている、最後部の席に座って漫画を読んでいる、隣同士で始終しゃべっている、等々）には即
刻退席を命じる。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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メンタル・ヘルスⅠ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

/Instructor
中島　俊介 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

授業のねらい、テーマ

メンタルヘルス（心の健康）の学習とは，病気や不適応事例の発生予防だけでなく，もっと幅広く，多くの「健康な生活人」の健康増進にも役
立つような要件を学ぶことである。ストレス社会と言われる現代にあっては，メンタルなタフさがなければ生活人としての活動は難しい世相で
ある。身近なことでは学生生活そのものがさまざまなストレス源への対処を余儀なくされ，ストレスに関連した多くの疾病に見舞われる危険も
多くなっている。過剰なストレスは友人間や家族内の人間関係の悪化や学習意欲の低下，生活上の事故やミス，無気力や抑うつ症状などを生じ
させる。
　本講義では一般的な心理学やアドラー心理学や森田療法を基盤に「メンタルヘルス（心の健康）」を多角的かつ発達的な視点からとらえ日々
の生活と人生を充実させるためのストレスマネジメントの力を身につけることを目標とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
テキスト　「こころと人生」中島俊介　編著　　ナカニシヤ出版　2017

「森田療法」　岩井　寛　著　講談社現代新書
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

授業内容とタイムスケジュール
第1回　メンタルヘルスとは･･････メンタルヘルスの歴史・最近の推移・受講上の注意
第2回　心の健康と人生･･････人間の発達・社会と心理学・生涯発達の理論
第3回　胎児・乳幼児のこころの健康･･････胎児の能力・誕生の危機・乳児の課題
第4回　幼児期・学童期の心の健康･･････自律と積極性・しつけ・勤勉性と劣等感
第5回　思春期の心理学･･････思春期の特徴とその対応。適応の困難さと向き合う
第6回　青年期･･････同一性（アイデンティティ）の心理･･････青年期のこころの病
第７回　若い成人期･･････親密性の発達。働く上でのメンタルヘルス
第8回　ライフスタイル診断とこころの健康･･････うつ病・神経症など
第9回　発達障害についての理解１…ADHD・LD・アスペルガーなどの基本的知識
第10回　発達障害についての理解２…実際の対応の仕方、留意点
第11回　こころの健康の展望･･････自己受容・自己開示・あるがままの心理学
第12回　成人期の心の健康･･････生きがい・職場の心理学
第13回　老年期の心の健康･･････機能の低下・高齢者の心理学
第14回　病と死の心理学･･････自殺を打ち明けられたら。死の教育（デスエデュケーション）
第15回　講義のまとめ･･････講義のまとめ・ふりかえり

授業計画・内容　/Class schedules and Contents
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メンタル・ヘルスⅠ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

①毎回の授業への参加熱意と態度（40％）②定期試験（60％）

成績評価の方法　/Assessment Method

心理学一般に関する様々な知識があれば理解は深まりやすい。日頃の生活の中で心理学や社会学、また科学的手法に関わるテーマについて自分
の興味を深めていくような態度を習慣にしていくことが大切だと考える。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

授業に対する質問や感想を小片紙に書いてもらうので積極的な姿勢で毎回の授業に取り組んでほしい。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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メンタル・ヘルスⅡ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

/Instructor
中島　俊介 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

授業のねらい，テーマ
　心の健康な人とは異端・極端を認め，そこから思考しようと努力する人のことである。よって本来，メンタルヘルスとは「一人ひとりの幸福
な生き方を配慮し援助する実践的な思想」といえる。
　本講座では，一般的な心理学を基盤にした「メンタルヘルスⅠ」を前提として，さらに健康科学やポジティブ心理学の領域から心の健康増進に
も役立つような要件を学ぶ。人は人の中にあって人となる。人生の方向性を正しく導く「逞しき知恵」と「強き生命力」をどうすれば体得でき
るかを受講生と共に考えたい。食事，睡眠，運動による健康な身体作りも心の基盤として重要である。青年期における健康な生活スタイルにも
言及したい。アドラー心理学などの欧米の理論も紹介しながら，特にわが国の文化的背景から出てきた，森田療法などの心の健康法にもふれる
ことにより，受講者自身のセルフカウンセリングの能力が高まることを期待したい。
　

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
テキスト　特に設けない

「神経症の時代」　渡辺利夫　著　学陽書房　1999
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

授業内容とタイムスケジュール
第1回　オリエンテーション･･････受講上の注意・評価・人間の発達と自己形成
第2回　人間関係の心理学１･･････自己開示について
第3回　人間関係の心理学２･･････聞く力と話す力
第4回　自己愛の心理学と心の健康１･･････コフート理論・自己対象理論
第5回　自己愛の心理学と心の健康２･･････生涯発達の視点から
第6回　アドラー心理学から観た心の健康１･･････共同体感覚と感情道具論
第７回　アドラー心理学から観た心の健康２･･････健康な集団つくり
第8回　心のリフレッシュ１･･････内観法・森田療法
第9回　心のリフレッシュ２･･････脳と心について・認知行動療法
第10回　発達障害についての理解…自分の場合・他者の場合
第11回　平和と暴力１･･････対話の文化を
第12回　平和と暴力２･･････人権の文化を
第13回　心の健康と感情･･････感情の理論
第14回　心の健康と芸術･･････映画の力
第15回　講義のまとめ･･････講義のまとめ・ふりかえり

授業計画・内容　/Class schedules and Contents
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メンタル・ヘルスⅡ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

①毎回の授業への参加熱意と態度（40％）②定期試験（60％）
成績評価の方法　/Assessment Method

人間社会に関する興味や心理学一般に関する様々な知識があれば理解は深まりやすい。日頃の生活の中で心理学や社会学、また科学的手法に関
わるテーマについて自分の興味を深めていくような態度を習慣にしていくことが大切だと考える。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

毎回の授業の感想や質問などを積極的に自己開示してもらいたい。授業後の個別の質問などは大歓迎である。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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フィジカル・ヘルスⅠ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

/Instructor
髙西  敏正 / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義・演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　健康の保持増進には、運動・栄養・休養の3つの柱が重要であると言われており、特に、運動は、体力の向上のみならず、リーダーシップやコ
ミュニケーション作りの手段としても有用である。また、今後いかに運動習慣を継続して健康の保持増進を図ることは社会人になっても必要な
ことである。
　この授業では、自分の健康管理や望ましい生活習慣獲得のために生理的、心理的な側面からスポーツを科学し、健康・スポーツの重要性や楽
しさを多方面から捉え、理解し、将来に役立つ健康の保持増進スキルの獲得を主眼としている。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業時プリント配布

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　オリエンテーション
　２回　健康と体力（体力とトレーニング）
　３回　体力測定（筋力、敏捷性、瞬発力、持久力など） ＜実習＞
　４回　準備運動と整理運動
　５回　ストレッチング実習 ＜実習＞
　６回　自分にとって必要な体力とは？
　７回　運動処方
　８回　運動強度測定（心拍数測定） ＜実習＞
　９回　自分にとって最適な運動強度とは？
１０回　自分に適した運動の種類や方法とは？
１１回　正しいウォーキングとは？ ＜実習＞
１２回　道具を使用したトレーニング（バランスボールなど） ＜実習＞
１３回　スポーツビジョントレーニング（バレーボールを利用して） ＜実習＞
１４回　運動・スポーツの動機付け
１５回　北九州市立大学散策マップ作成（100kcal運動） ＜実習＞

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の授業への取り組み …　７０％　　レポート …　３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業で得た知識や実践を各自活用し、授業内容を反復すること
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

66285 /



フィジカル・ヘルスⅠ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

授業内容（講義･実習）によって教室・体育館（多目的ホール）と場所が異なるので、間違いがないようにすること。（体育館入り口の黒板にも
記載するので確認すること）
実習の場合は、運動のできる服装ならびに体育館シューズを準備すること。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

スポーツを科学する、健康と体力、コミュニケーション
キーワード　/Keywords

66285 /



フィジカル・ヘルスⅠ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

/Instructor
徳永  政夫 / TOKUNAGA  MASAO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義・演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　健康の保持増進には、運動・栄養・休養の3つの柱が重要であると言われており、特に、運動は、体力の向上のみならず、リーダーシップやコ
ミュニケーション作りの手段としても有用である。また、今後いかに運動習慣を継続して健康の保持増進を図ることは社会人になっても必要な
ことである。そこで、
　この授業では、スポーツで身体のケアを目指す事に重点をおき、まずは楽しく身体を動かすことで心身の健康保持増進を図り、ウォーミング
アップの大切さやストレッチングの理論と実践といったものから、ルールを守るとはどういうことなのか、ゲーム中の真摯な態度とは何かなど
考えてみたい。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業時に資料配布

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　ガイダンス
　２回　健康体力の理解
　３回　身体のケアについて　メンタル面
　４回　身体のケアについて　フィジカル面
　５回　ウォーミングアップとクーリングダウン
　６回　用具を使って身体を整える
　７回　セルフマッサージで身体を整える
　８回　テーピングによる簡単な予防
　９回　トレーニングによって身体を整える
１０回　ウエイトトレーニングの注意点
１１回　体脂肪を減らすトレーニング
１２回　柔軟性を高める運動　一人で行うもの
１３回　柔軟性を高める運動　二人で行うもの
１４回　腰痛と運動
１５回　運動・スポーツの動機付け

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の授業への取り組み…７０％　　レポート…３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

各回の授業の理解に有益な情報収集を行うこと
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

66286 /



フィジカル・ヘルスⅠ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

授業で得た知識や実践を各自活用し、授業内容を反復すること
気持ちよい授業を進めるために私も含めた参加者全員で大きな声で挨拶をする。このことを徹底したいと思う。
授業内容（講義･実習）によって教室・体育館・多目的ホールと場所が異なるので、間違いがないようすること。（体育館入り口の黒板にも記載
するので確認すること）
実習の場合は、運動のできる服装ならびに体育館シューズを準備すること。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

66286 /



フィジカル・ヘルスⅠ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

/Instructor
加倉井  美智子 / Kakurai  Michiko / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義・演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

健康の保持増進には、運動・栄養・休養の３つの柱が重要であると言われており、特に運動は、体力の向上のみならず、リーダーシップやコミ
ュニケーション作りの手段としても有用である。また、今後いかに運動習慣を継続して健康の保持増進を図ることは、社会人になっても必要な
ことである。
　この授業では、グループ内で協力しながら、目的にあった運動を考える能力を講義と実習を通して身につけることを目的とする。他人と競争
することなく楽しく身体を動かすことができる運動を中心に行う。さらに既存のルールにとらわれず、運動が苦手な学生でも楽しめるルール作
りや新しい種目作りにも挑戦する。授業全体のキーワードは、笑顔とコミュニケーションである。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業中にプリントを配布

必要に応じて紹介
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

（【　】はキーワード）
　１回　　オリエンテーション
　２回　　仲間作り、ゲーム【コミュニケーション】
　３回　　（実習）ソフトバレーボール【笑顔】
　４回　　（講義）ストレッチの理論
　５回　　（実習）ストレッチの実際、ゲーム
　６回　　（講義）ふとる・やせる、適度な運動とは【体脂肪】、【ニコニコペース】
　７回　　（実習）軽運動、エアロビクス･ダンス【笑顔】
　８回　　（講義）フェアプレイ、スポーツマンシップとは
　９回　　（実習）球技を楽しもう①（卓球、バドミントン・ショートテニス）【スポーツマンシップ】
１０回　　（実習）球技を楽しもう②（卓球、バドミントン・ショートテニス）【スポーツマンシップ】
１１回　　（講義）これからの運動①【心臓の予備力】、【体力の変化】
１２回　　（講義）これからの運動②【体力の維持・向上】、【継続性】
１３回　　（講義）レッツ・スポーツ【計画・企画】
１４回　　（実習）レッツ・スポーツ【主体性】
１５回　　　まとめ、レポート提出

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

日常の授業への取り組み　…７０％　　　　レポート　…３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

理論を受けて実習を行う形式なので、講義内容の復習を行い、次週の実践の場で各自反復しながら生かせるようにすること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

66287 /



フィジカル・ヘルスⅠ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

授業内容（講義・実習）によって教室・多目的ホール・体育館と毎回場所が変わるので、次回の予告を聞いて間違いがないようにする。体育館
入口の黒板にも記載するので、確認すること。
実習の場合は、運動ができる服装と体育館シューズを準備して下さい。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

授業全体のキーワードは、
【笑顔】と【コミュニケーション】である。

キーワード　/Keywords

66287 /



フィジカル・ヘルスⅡ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

/Instructor
髙西  敏正 / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義・演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　健康の保持増進には、運動・栄養・休養の3つの柱が重要であると言われており、特に、運動は、体力の向上のみならず、リーダーシップやコ
ミュニケーション作りの手段としても有用である。また、今後いかに運動習慣を継続して健康の保持増進を図ることは社会人になっても必要な
ことである。
　この授業では、自分の健康管理や望ましい生活習慣獲得のために生理的、心理的な側面からスポーツを科学し、健康・スポーツの重要性や楽
しさを多方面から捉え、理解し、将来に役立つ健康の保持増進スキルの獲得を主眼としている。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業時プリント配布

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　オリエンテーション
　２回　健康と体力（体力とトレーニング）
　３回　体力測定（筋力、敏捷性、瞬発力、持久力など） ＜実習＞
　４回　準備運動と整理運動
　５回　ストレッチング実習 ＜実習＞
　６回　自分にとって必要な体力とは？
　７回　運動処方
　８回　運動強度測定（心拍数測定） ＜実習＞
　９回　自分にとって最適な運動強度とは？
１０回　自分に適した運動の種類や方法とは？
１１回　正しいウォーキングとは？ ＜実習＞
１２回　道具を使用したトレーニング（バランスボールなど） ＜実習＞
１３回　スポーツビジョントレーニング（バレーボールを利用して） ＜実習＞
１４回　運動・スポーツの動機付け
１５回　北九州市立大学散策マップ作成（100kcal運動） ＜実習＞

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の授業への取り組み …　７０％　　レポート …　３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業で得た知識や実践を各自活用し、授業内容を反復すること
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

66288 /



フィジカル・ヘルスⅡ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

授業内容（講義･実習）によって教室・体育館（多目的ホール）と場所が異なるので、間違いがないようにすること。（体育館入り口の黒板にも
記載するので確認すること）
実習の場合は、運動のできる服装ならびに体育館シューズを準備すること。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

スポーツを科学する、健康と体力
キーワード　/Keywords

66288 /



フィジカル・ヘルスⅡ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

/Instructor
徳永  政夫 / TOKUNAGA  MASAO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義・演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　健康の保持増進には、運動・栄養・休養の3つの柱が重要であると言われており、特に、運動は、体力の向上のみならず、リーダーシップやコ
ミュニケーション作りの手段としても有用である。また、今後いかに運動習慣を継続して健康の保持増進を図ることは社会人になっても必要な
ことである。
　この授業では、スポーツで身体のケアを目指す事に重点をおき、まずは楽しく身体を動かすことで心身の健康保持増進を図り、ウォーミング
アップの大切さやストレッチングの理論と実践といったものから、ルールを守るとはどういうことなのか、ゲーム中の真摯な態度とは何かなど
考えてみたい。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業時に資料配布

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　オリエンテーション
　２回　健康体力の理解
　３回　身体のケアについて　メンタル面
　４回　身体のケアについて　フィジカル面
　５回　ウォーミングアップとクーリングダウン
　６回　用具を使って身体を整える
　７回　セルフマッサージで身体を整える
　８回　テーピングによる簡単な予防
　９回　トレーニングによって身体を整える
１０回　ウエイトトレーニングの注意点
１１回　体脂肪を減らすトレーニング
１２回　柔軟性を高める運動　一人で行うもの
１３回　柔軟性を高める運動　二人で行うもの
１４回　腰痛と運動
１５回　運動・スポーツの動機付け

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の授業への取り組み…７０％　　レポート…３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

各回の授業の理解に有益な情報収集を行うこと
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

66289 /



フィジカル・ヘルスⅡ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

授業で得た知識や実践を各自活用し、授業内容を反復すること
気持ちよい授業を進めるために私も含めた参加者全員で大きな声で挨拶をする。このことを徹底したいと思う。
授業内容（講義･実習）によって教室・体育館・多目的ホールと場所が異なるので、間違いがないようすること。（体育館入り口の黒板にも記載
するので確認すること）
実習の場合は、運動のできる服装ならびに体育館シューズを準備すること。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

66289 /



フィジカル・ヘルスⅡ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

/Instructor
加倉井  美智子 / Kakurai  Michiko / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義・演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

健康の保持増進には、運動・栄養・休養の３つの柱が重要であると言われており、特に運動は、体力の向上のみならず、リーダーシップやコミ
ュニケーション作りの手段としても有用である。また、今後いかに運動習慣を継続して健康の保持増進を図ることは、社会人になっても必要な
ことである。
　この授業では、グループ内で協力しながら、目的にあった運動を考える能力を講義と実習を通して身につけることを目的とする。他人と競争
することなく楽しく身体を動かすことができる運動を中心に行う。さらに既存のルールにとらわれず、運動が苦手な学生でも楽しめるルール作
りや新しい種目作りにも挑戦する。授業全体のキーワードは、笑顔とコミュニケーションである。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業中にプリントを配布

必要に応じて紹介
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

（【　】はキーワード）
　１回　　オリエンテーション
　２回　　仲間作り、ゲーム【コミュニケーション】
　３回　　（実習）ソフトバレーボール【笑顔】
　４回　　（講義）ストレッチの理論
　５回　　（実習）ストレッチの実際、ゲーム
　６回　　（講義）ふとる・やせる、適度な運動とは【体脂肪】、【ニコニコペース】
　７回　　（実習）軽運動、エアロビクス･ダンス【笑顔】
　８回　　（講義）フェアプレイ、スポーツマンシップとは
　９回　　（実習）球技を楽しもう①（卓球、バドミントン・ショートテニス）【スポーツマンシップ】
１０回　　（実習）球技を楽しもう②（卓球、バドミントン・ショートテニス）【スポーツマンシップ】
１１回　　（講義）これからの運動①【心臓の予備力】、【体力の変化】
１２回　　（講義）これからの運動②【体力の維持・向上】、【継続性】
１３回　　（講義）レッツ・スポーツ【計画・企画】
１４回　　（実習）レッツ・スポーツ【主体性】
１５回　　　まとめ、レポート提出

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

日常の授業への取り組み　…７０％　　　　レポート　…３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

理論を受けて実習を行う形式なので、講義内容の復習を行い、次週の実践の場で各自反復しながら生かせるようにすること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

66290 /



フィジカル・ヘルスⅡ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

授業内容（講義・実習）によって教室・多目的ホール・体育館と毎回場所が変わるので、次回の予告を聞いて間違いがないようにする。体育館
入口の黒板にも記載するので、確認すること。
実習の場合は、運動できる服装と体育館シューズを準備して下さい。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

授業全体のキーワードは、
【笑顔】と【コミュニケーション】である。

キーワード　/Keywords

66290 /



自己管理論 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

/Instructor
山本　浩二 / YAMAMOTO  KOJI / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

青年期である大学生は自我意識が高まる時期であり、初めて一人暮らしをする学生にとっても、自己決定に基づく健康的で自立した生活をする
ことは容易なことではない。これからは、様々な角度から自己管理についての正しい知識と、自分を守り人にも役立つ健康の意識を高め、実践
力を身につけることが大切である。今回の自己管理論は、各分野におけるプロフェッショナルの実体験や知識を学び、社会人になっても大いに
役立ち、心身ともに健康で前向きに生きられる自分づくりをめざす。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
必要に応じてプリントを配布

必要に応じて紹介
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１．オリエンテーション
２．防犯の心得【警察官】：安心・安全とはなにか．被害にあわないための具体的な自己防衛法について学ぶ
３．若者に最も大切な栄養の話【管理栄養士】：健康的に生活するために必要な栄養について学ぶ
４．体の健康【運動生理学】：多様な疾病・リスクを中心に生涯にわたる健康を見直す
５．ストレスと健康【心理学】：ストレスに負けない身体・精神について学ぶ
６． 地域スポーツ【社会学】：人間関係を円滑にするためのコミュニケーションについて学ぶ
７．防災について【関係専門職】：身近に起こりうる災害に対する防災の仕方について学ぶ
８．歯と口と健康を保つセルフケア【歯科技師】：歯および口腔のセルフケアについて学ぶ
９．依存と健康【精神科専門職】：心身ともに破滅に陥りやすい依存症の医学的知識を学ぶ
１０．心の健康【臨床心理士】：心と身体の関係から起こる疾病の予防，対処法について学ぶ
１１．喫煙・飲酒・薬物【関係専門職】：煙草やお酒，薬物の正しい知識を学ぶ
１２．思春期と健康【関係専門職】：思春期の健康について学び，今後の人生設計を描いていく
１３．人権・ハラスメント関係【関係専門職】：人権侵害，ハラスメント防止などの知識と予防対策について学ぶ
１４．自己管理論まとめ：ポイントの復習などで総合的に理解を深める
１５．小試験（選択，記述）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

毎回のミニレポート・・70％　　小試験・・30％　　
成績評価の方法　/Assessment Method

66291 /



自己管理論 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

毎回、講義内容、講師が異なります。講義前には、内容を文献やインターネット等で調べておくこと。講義後にミニレポートを課します。講義
の内容を振り返り、レポートを作成すること。また、質問等はそのレポートに記載する欄を設けています。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

①1回目のオリエンテーションで「自己管理論」のプログラムを配布する。1回目から出席をとります。
②外部講師による講義のため、授業開始後15分には入室を禁止する。私語厳禁。
③毎回のミニレポートは出席確認としても取り扱う。
④最終回では、小試験をするため必ず出席すること。
⑤4分の3以上の出席を必要とする。
授業前に予めどのような専門職の方が話をするのか把握し、授業終了後には配布された資料をもとに復習すること。

履修上の注意　/Remarks

外部講師の都合により，授業計画の順番が変更することがあります。また，「履修上の注意」にも記載していますが，外部講師による講義が主
となるため，通常の大学講義とは異なる点が多くあります。その点に関しては，第一回のオリエンテーションでプリントを配布し，説明します
ので，第一回目から必ず出席してください。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

66291 /



フィジカル・エクササイズⅠ（ソフトボール） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

/Instructor
黒田　次郎 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実技 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　健康の保持増進には、運動・栄養・休養の３つの柱が重要であると言われている。特に、運動は、体力の向上のみならず、リーダーシップ能
力やコミュニケーション作りの手段としても有用である。また、運動習慣を継続して健康の保持増進を図ることは、今後社会人になっても必要
なことである。
　この授業では、身体活動の理論を踏まえ、ソフトボールの実技を通して、スキルアップの目標を各自がたてる。そして、その到達度をふまえ
、将来に役立つ健康の保持増進や生涯スポーツとしてのスキル獲得を図ることを目的とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　オリエンテーション
　２回　キャッチボール（スローイング、キャッチング）
　３回   ピッチング（ウインドミル）
　４回　バッティング（トスバッティング）
　５回　ゴロの捕球・フライの捕球　
　６回　守備練習
　７回　フリーバッティング
　８回　ベースランニング
　９回　ルール説明
１０回　審判法
１１回　ゲーム（１）　内野の連係プレイ
１２回　ゲーム（２）　内外野の連係プレイ
１３回　ゲーム（３）　走者の進め方
１４回　ゲーム（４）　まとめ
１５回　スキル獲得の確認

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の授業への取り組み…７０％　　スキル獲得テスト…３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業で得た知識や実践を各自活用し、授業内容を反復すること
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

運動のできる服装とシューズを準備すること。
履修上の注意　/Remarks

66292 /



フィジカル・エクササイズⅠ（ソフトボール） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

66292 /



フィジカル・エクササイズⅠ（サッカー） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

/Instructor
山崎　将幸 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実技 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　健康の保持増進には、運動・栄養・休養の３つの柱が重要であると言われている。特に、運動は、体力の向上のみならず、リーダーシップ能
力やコミュニケーション作りの手段としても有用である。また、運動習慣を継続して健康の保持増進を図ることは、今後社会人になっても必要
なことである。
　この授業では、身体活動の理論を踏まえ、サッカーの実技を通して、スキルアップの目標を各自がたてる。そして、その到達度をふまえ、将
来に役立つ健康の保持増進や生涯スポーツとしてのスキル獲得を図ることを目的とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　オリエンテーション
　２回　サッカーの基本技術（リフティング）の習得と試しのゲーム（１）
　３回　サッカーの基本技術（パス）の習得と試しのゲーム（２）
　４回　サッカーの基本技術（シュート）の習得と試しのゲーム（３）
　５回　サッカーの戦術（ディフェンス）の説明
　６回　サッカーの戦術（ディフェンス）の習得と応用ゲーム
　７回　サッカーの戦術（オフェンス）の説明
　８回　サッカーの戦術（オフェンス）の習得と応用ゲーム
　９回　サッカーの戦術の応用説明
１０回　サッカーの戦術の応用ゲーム
１１回　審判法の習得と試しのゲーム
１２回　リーグ戦方式の試合（１）パスを意識して
１３回　リーグ戦方式の試合（２）戦術を意識して
１４回　リーグ戦方式の試合（３）まとめ
１５回　スキル獲得の確認

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の授業への取り組み…７０％　　スキル獲得テスト…３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業で得た知識や実践を各自活用し、授業内容を反復すること
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

運動のできる服装とシューズを準備すること。
履修上の注意　/Remarks

66293 /



フィジカル・エクササイズⅠ（サッカー） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

66293 /



フィジカル・エクササイズⅠ（テニス） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

/Instructor
黒田　次郎 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実技 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　健康の保持増進には、運動・栄養・休養の３つの柱が重要であると言われている。特に、運動は、体力の向上のみならず、リーダーシップ能
力やコミュニケーション作りの手段としても有用である。また、運動習慣を継続して健康の保持増進を図ることは、今後社会人になっても必要
なことである。
　この授業では、身体活動の理論を踏まえ、テニスの実技を通して、スキルアップの目標を各自がたてる。そして、その到達度をふまえ、将来
に役立つ健康の保持増進や生涯スポーツとしてのスキル獲得を図ることを目的とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　オリエンテーション
　２回　ストロークの基礎練習（球出しによるフォアハンド練習）
　３回　ストロークの基礎練習（ラリーの中でのフォアハンド練習）
　４回　ストロークの基礎練習（球出しによるバックハンド練習）
　５回　ストロークの基礎練習（ラリーの中でのバックハンド練習）
　６回　サービスの基礎練習　
　７回　ボレーの基礎練習
　８回　スマッシュの基礎練習
　９回　ルールの説明
１０回　戦術の説明・実践
１１回　シングルスゲーム（１）ゲーム法の解説
１２回　シングルスゲーム（２）ゲームの実践
１３回　ダブルスゲーム（１）ゲーム法の解説
１４回　ダブルスゲーム（２）ゲームの実践
１５回　スキル獲得の確認

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の授業への取り組み…７０％　　スキル獲得テスト…３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業で得た知識や実践を各自活用し、授業内容を反復すること
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

運動のできる服装とシューズを準備すること。
履修上の注意　/Remarks

66294 /



フィジカル・エクササイズⅠ（テニス） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

66294 /



フィジカル・エクササイズⅠ（バレーボール） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

/Instructor
美山　泰教 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実技 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　健康の保持増進には、運動・栄養・休養の３つの柱が重要であると言われている。特に、運動は、体力の向上のみならず、リーダーシップ能
力やコミュニケーション作りの手段としても有用である。また、運動習慣を継続して健康の保持増進を図ることは、今後社会人になっても必要
なことである。
　この授業では、身体活動の理論を踏まえ、バレーボールの実技を通して、スキルアップの目標を各自がたてる。そして、その到達度をふまえ
、将来に役立つ健康の保持増進や生涯スポーツとしてのスキル獲得を図ることを目的とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　オリエンテーション
　２回　サーブ練習（１）＜アンダーサーブ＞
　３回　サーブ練習（２）＜オーバーサーブ＞
　４回　パス練習（１）＜アンダーパス＞
　５回　パス練習（２）＜オーバーパス＞
　６回　サーブカット練習
　７回　アタック練習（１）＜サイド＞
　８回　アタック練習（２）＜センター＞
　９回　ルール説明
１０回　チーム練習
１１回　ゲーム（１）　＜サーブに留意して＞
１２回　ゲーム（２）　＜サーブカットに意識して＞
１３回　ゲーム（３）　＜アタックに留意して＞
１４回　ゲーム（４）　＜フォーメーションに留意して＞
１５回　スキル獲得の確認

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の授業への取り組み…７０％　　スキル獲得テスト…３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業で得た知識や実践を各自活用し、授業内容を反復すること
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

運動のできる服装とシューズを準備すること。
履修上の注意　/Remarks

66295 /



フィジカル・エクササイズⅠ（バレーボール） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

66295 /



フィジカル・エクササイズⅠ（バドミントン） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

/Instructor
鯨　吉夫 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実技 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　健康の保持増進には、運動・栄養・休養の３つの柱が重要であると言われている。特に、運動は、体力の向上のみならず、リーダーシップ能
力やコミュニケーション作りの手段としても有用である。また、運動習慣を継続して健康の保持増進を図ることは、今後社会人になっても必要
なことである。
　この授業では、身体活動の理論を踏まえ、バドミントンの実技を通して、スキルアップの目標を各自がたてる。そして、その到達度をふまえ
、将来に役立つ健康の保持増進や生涯スポーツとしてのスキル獲得を図ることを目的とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　オリエンテーション（授業の展開方法や履修に関しての諸注意）
　２回　バドミントンの歴史、用具の点検方法、グリップ、スウィング
　３回　導入実技
　４回　基本的な打ち方とフライト（ヘアピン・クリアー）
　５回　基本的な打ち方とフライト（ドロップ）
　６回　サービスの練習
　７回　応用組み合わせ練習（ヘアピンリターン）
　８回　応用組み合わせ練習（ドロップリターン）
　９回　ゲームの展開方法と審判法の習得
１０回　戦術の説明
１１回　ダブルスのゲーム法の解説
１２回　ダブルスの陣形の解説
１３回　ダブルスゲームの実践
１４回　ダブルスゲームのまとめ
１５回　スキル獲得の確認

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の授業への取り組み…７０％　　スキル獲得テスト…３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業で得た知識や実践を各自活用し、授業内容を反復すること
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

66296 /



フィジカル・エクササイズⅠ（バドミントン） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

運動のできる服装とシューズを準備すること。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

66296 /



フィジカル・エクササイズⅠ（バドミントン） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

/Instructor
山本　浩二 / YAMAMOTO  KOJI / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実技 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　健康の保持増進には、運動・栄養・休養の３つの柱が重要であると言われている。特に、運動は、体力の向上のみならず、リーダーシップ能
力やコミュニケーション作りの手段としても有用である。また、運動習慣を継続して健康の保持増進を図ることは、今後社会人になっても必要
なことである。
　この授業では、身体活動の理論を踏まえ、バドミントンの実技を通して、スキルアップの目標を各自がたてる。そして、その到達度をふまえ
、将来に役立つ健康の保持増進や生涯スポーツとしてのスキル獲得を図ることを目的とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　オリエンテーション（授業の展開方法や履修に関しての諸注意）
　２回　バドミントンの歴史、用具の点検方法、グリップ、スウィング
　３回　スキル獲得テスト①
　４回　基本的な打ち方とフライト（ヘアピン・クリアー）
　５回　基本的な打ち方とフライト（ドロップ）
　６回　サービスの練習
　７回　ゲームの展開方法と審判法の習得
　８回　ダブルスのゲーム法の解説
　９回～１４回　ダブルスゲーム（リーグ戦）
１５回　スキル獲得テスト②

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の授業への取り組み…７０％　　スキル獲得テスト…３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業で行う内容を事前に文献、インターネット等で調べておくこと。また、講義で習得した内容に関しては、再度、自宅でも無理のない程度、
実践してみること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

66297 /



フィジカル・エクササイズⅠ（バドミントン） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

運動のできる服装とシューズを準備すること。
実技種目のため、４分の３以上の出席を必要とする。
授業で得た知識や実践を各自実践し、授業内容を反復すること。
本講義では、障害者差別解消法に基づき、障害の有無に関わらず 履修できるような授業内容の工夫・設定を行っています。

履修上の注意　/Remarks

本講義は実技種目です。運動を実施する上で身体的に困難な場合や医師からの診断がある場合は、ガイダンスの際にご相談ください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

66297 /



フィジカル・エクササイズⅠ（女性のスポーツ） 【昼】 基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

/Instructor
加倉井  美智子 / Kakurai  Michiko / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実技 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

健康の保持増進には、運動・栄養・休養の３つの柱が重要であると言われている。特に、運動は、体力の向上のみならず、リーダーシップ能力
やコミュニケーション作りの手段としても有用である。また、運動習慣を継続して健康の保持増進を図ることは、今後社会人になっても必要な
ことである。
そこでこの授業では、体力・技術にあまり自信のない女性を対象に、身体活動の理論を踏まえ、レクリエーションスポーツ種目を通して、スキ
ルアップの目標を各自がたてる。そしてその到達度をふまえて、将来に役立つ健康の保持増進や生涯スポーツとしてのスキル獲得を図ることを
目的とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
テキストは使用しない

スポーツルール百科
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　　ガイダンス（受講上の注意）
　２回　　バレーボール（1）　サーブ、パスの基礎練習
　３回　　バレーボール（2）　ルール説明とゲーム
　４回　　バドミントン（1）　基本的な打ち方とフライト練習
　５回　　バドミントン（2）　ダブルスのルール説明とゲーム
　６回　　卓球（1）　フォアハンド、バックハンドの基礎練習
　７回　　卓球（2）　ダブルスのルール説明とゲーム
　８回　　ソフトバレーボール（1）　サーブ、パス、アタックの基本練習
　９回　　ソフトバレーボール（2）　ルール説明とゲーム
１０回　　ショートテニス（1）　フォアハンド、バックハンドの基礎練習
１１回　　ショートテニス（2）　ルール作りとゲーム
１２回　　選択種目（1）　【バレーボール】　【卓球】
１３回　　選択種目（2）　【バドミントン】　【ショートテニス】
１４回　　選択種目（3）　【ソフトバレーボール】　【バドミントン】
１５回　　スキル獲得の確認（選択種目）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

日常の授業への取り組み　…７０％　　　スキル獲得テスト　…３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

66298 /



フィジカル・エクササイズⅠ（女性のスポーツ） 【昼】 基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

その種目に関する映像視聴などで、ルールの確認やイメージを持つこと。
運動後のクールダウンは時間を設けて行わないので、各自で主要筋のストレッチをして身体ケアをすること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

運動のできる服装とシューズを準備すること。
授業で得た知識や実践を各自活用し、授業内容を反復すること。

本講義では、障害者差別解消法に基づき、生涯の有無に関わらず履修できるような授業内容の工夫・設定を行っています。

履修上の注意　/Remarks

本講義は実技種目です。運動を実施する上で身体的に困難な場合や医師からの診断がある場合は、　ガイダンスの際にご相談ください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

66298 /



フィジカル・エクササイズⅡ（バドミントン） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

/Instructor
山崎　将幸 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実技 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　健康の保持増進には、運動・栄養・休養の３つの柱が重要であると言われている。特に、運動は、体力の向上のみならず、リーダーシップ能
力やコミュニケーション作りの手段としても有用である。また、運動習慣を継続して健康の保持増進を図ることは、今後社会人になっても必要
なことである。
　この授業では、身体活動の理論を踏まえ、バドミントンの実技を通して、スキルアップの目標を各自がたてる。そして、その到達度をふまえ
、将来に役立つ健康の保持増進や生涯スポーツとしてのスキル獲得を図ることを目的とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　オリエンテーション
　２回　バドミントンの基本原則・知識の習得
　３回　ストローク練習（１）＜スマッシュ＞
　４回　ストローク練習（２）＜ドロップ、ハイクリアー＞
　５回　ストローク練習（３）＜ドライブ、ヘアピン＞
　６回　サービス練習　＜ショートサービス、ロングサービス＞
　７回　攻めと守りのコンビネーション練習（１）＜ヘアピンからリターン＞
　８回　攻めと守りのコンビネーション練習（２）＜ドロップからリターン＞
　９回　ルール説明
１０回　審判法
１１回　ダブルスゲーム（１）＜ゲーム法の解説＞
１２回　ダブルスゲーム（２）＜陣形の解説＞
１３回　ダブルスゲーム（２）＜ゲームの実践＞
１４回　ダブルスゲーム（３）＜まとめ＞
１５回　スキル獲得の確認

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の授業への取り組み…７０％　　スキル獲得テスト…３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業で得た知識や実践を各自活用し、授業内容を反復すること
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

運動のできる服装とシューズを準備すること。
履修上の注意　/Remarks

66299 /



フィジカル・エクササイズⅡ（バドミントン） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

66299 /



フィジカル・エクササイズⅡ（バドミントン） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

/Instructor
黒田　次郎 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実技 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　健康の保持増進には、運動・栄養・休養の３つの柱が重要であると言われている。特に、運動は、体力の向上のみならず、リーダーシップ能
力やコミュニケーション作りの手段としても有用である。また、運動習慣を継続して健康の保持増進を図ることは、今後社会人になっても必要
なことである。
　この授業では、身体活動の理論を踏まえ、バドミントンの実技を通して、スキルアップの目標を各自がたてる。そして、その到達度をふまえ
、将来に役立つ健康の保持増進や生涯スポーツとしてのスキル獲得を図ることを目的とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　オリエンテーション
　２回　バドミントンの基本原則・知識の習得
　３回　フライト練習（１）＜ヘアピン＞
　４回　フライト練習（２）＜ハイクリアー＞
　５回　フライト練習（３）＜ドライブ、スマッシュ＞
　６回　サービス練習　＜ショートサービス、ロングサービス＞
　７回　攻めと守りのコンビネーション練習（１）＜ヘアピンからリターン＞
　８回　攻めと守りのコンビネーション練習（２）＜ドロップからリターン＞
　９回　ルール説明
１０回　審判法
１１回　ダブルスゲーム（１）＜ゲーム法の解説＞
１２回　ダブルスゲーム（２）＜陣形の解説＞
１３回　ダブルスゲーム（２）＜ゲームの実践＞
１４回　ダブルスゲーム（３）＜まとめ＞
１５回　スキル獲得の確認

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の授業への取り組み…７０％　　スキル獲得テスト…３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業で得た知識や実践を各自活用し、授業内容を反復すること
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662100 /



フィジカル・エクササイズⅡ（バドミントン） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

運動のできる服装とシューズを準備すること。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662100 /



フィジカル・エクササイズⅡ（バスケットボール） 【昼
】

基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

/Instructor
黒田　次郎 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実技 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　健康の保持増進には、運動・栄養・休養の３つの柱が重要であると言われている。特に、運動は、体力の向上のみならず、リーダーシップ能
力やコミュニケーション作りの手段としても有用である。また、運動習慣を継続して健康の保持増進を図ることは、今後社会人になっても必要
なことである。
　この授業では、身体活動の理論を踏まえ、バスケットボールの実技を通して、スキルアップの目標を各自がたてる。そして、その到達度をふ
まえ、将来に役立つ健康の保持増進や生涯スポーツとしてのスキル獲得を図ることを目的とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
使用しない

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　オリエンテーション
　２回　集団行動〔走る（ラン）・跳ぶ（ジャンプ）・投げる（スロー）〕
　３回　ボールに慣れる（ドリブル・パス・シュート）
　４回　シュートの基礎練習（レイアップシュート・ジャンプシュート）
　５回　応用練習（２対１）
　６回　応用練習（３対２）
　７回　ルール・戦術の説明
　８回　簡易ゲームを通してのオフェンス・ディフェンスの戦術習得
　９回　スキルアップ（ドリブルシュート・リバウンド）
１０回　スキルアップ（速攻、スクリーンプレイ）
１１回　ゲーム（１）　ゾーンディフェンス（２－３）
１２回　ゲーム（２）　ゾーンディフェンス（２－１－２）
１３回　ゲーム（３）　マンツーマンディフェンス
１４回　ゲーム（４）　まとめ
１５回　スキル獲得の確認

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の授業への取り組み…７０％　　スキル獲得テスト…３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業で得た知識や実践を各自活用し、授業内容を反復すること
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662101 /



フィジカル・エクササイズⅡ（バスケットボール） 【昼
】

基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

運動のできる服装とシューズを準備すること。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662101 /



フィジカル・エクササイズⅡ（バレーボール） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

/Instructor
美山　泰教 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実技 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　健康の保持増進には、運動・栄養・休養の３つの柱が重要であると言われている。特に、運動は、体力の向上のみならず、リーダーシップ能
力やコミュニケーション作りの手段としても有用である。また、運動習慣を継続して健康の保持増進を図ることは、今後社会人になっても必要
なことである。
　この授業では、身体活動の理論を踏まえ、バレーボールの実技を通して、スキルアップの目標を各自がたてる。そして、その到達度をふまえ
、将来に役立つ健康の保持増進や生涯スポーツとしてのスキル獲得を図ることを目的とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　オリエンテーション
　２回　サーブ練習（１）＜アンダーサーブ＞
　３回　サーブ練習（２）＜オーバーサーブ＞
　４回　パス練習（１）＜アンダーパス＞
　５回　パス練習（２）＜オーバーパス＞
　６回　サーブカット練習
　７回　アタック練習（１）＜サイド＞
　８回　アタック練習（２）＜センター＞
　９回　ルール説明
１０回　チーム練習
１１回　ゲーム（１）　＜サーブに留意して＞
１２回　ゲーム（２）　＜サーブカットに意識して＞
１３回　ゲーム（３）　＜アタックに留意して＞
１４回　ゲーム（４）　＜フォーメーションに留意して＞
１５回　スキル獲得の確認

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の授業への取り組み…７０％　　スキル獲得テスト…３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業で得た知識や実践を各自活用し、授業内容を反復すること
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

運動のできる服装とシューズを準備すること。
履修上の注意　/Remarks

662102 /



フィジカル・エクササイズⅡ（バレーボール） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662102 /



フィジカル・エクササイズⅡ（バドミントン） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

/Instructor
美山　泰教 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実技 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　健康の保持増進には、運動・栄養・休養の３つの柱が重要であると言われている。特に、運動は、体力の向上のみならず、リーダーシップ能
力やコミュニケーション作りの手段としても有用である。また、運動習慣を継続して健康の保持増進を図ることは、今後社会人になっても必要
なことである。
　この授業では、身体活動の理論を踏まえ、バドミントンの実技を通して、スキルアップの目標を各自がたてる。そして、その到達度をふまえ
、将来に役立つ健康の保持増進や生涯スポーツとしてのスキル獲得を図ることを目的とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　オリエンテーション
　２回　バドミントンの基本原則・知識の習得
　３回　フライト練習（１）＜ヘアピン＞
　４回　フライト練習（２）＜ハイクリアー＞
　５回　フライト練習（３）＜ドライブ、スマッシュ＞
　６回　サービス練習　＜ショートサービス、ロングサービス＞
　７回　攻めと守りのコンビネーション練習（１）＜ヘアピンからリターン＞
　８回　攻めと守りのコンビネーション練習（２）＜ドロップからリターン＞
　９回　ルール説明
１０回　審判法
１１回　ダブルスゲーム（１）＜ゲーム法の解説＞
１２回　ダブルスゲーム（２）＜陣形の解説＞
１３回　ダブルスゲーム（２）＜ゲームの実践＞
１４回　ダブルスゲーム（３）＜まとめ＞
１５回　スキル獲得の確認

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の授業への取り組み…７０％　　スキル獲得テスト…３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業で得た知識や実践を各自活用し、授業内容を反復すること
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

運動のできる服装とシューズを準備すること。
履修上の注意　/Remarks

662103 /



フィジカル・エクササイズⅡ（バドミントン） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662103 /



フィジカル・エクササイズⅡ（サッカー） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

/Instructor
山崎　将幸 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実技 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　健康の保持増進には、運動・栄養・休養の３つの柱が重要であると言われている。特に、運動は、体力の向上のみならず、リーダーシップ能
力やコミュニケーション作りの手段としても有用である。また、運動習慣を継続して健康の保持増進を図ることは、今後社会人になっても必要
なことである。
　この授業では、身体活動の理論を踏まえ、サッカーの実技を通して、スキルアップの目標を各自がたてる。そして、その到達度をふまえ、将
来に役立つ健康の保持増進や生涯スポーツとしてのスキル獲得を図ることを目的とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　オリエンテーション
　２回　サッカーの基本技術（リフティング）の習得と試しのゲーム（１）
　３回　サッカーの基本技術（パス）の習得と試しのゲーム（２）
　４回　サッカーの基本技術（シュート）の習得と試しのゲーム（３）
　５回　サッカーの戦術（ディフェンス）の説明
　６回　サッカーの戦術（ディフェンス）の習得と応用ゲーム
　７回　サッカーの戦術（オフェンス）の説明
　８回　サッカーの戦術（オフェンス）の習得と応用ゲーム
　９回　サッカーの戦術の応用説明
１０回　サッカーの戦術の応用ゲーム
１１回　審判法の習得と試しのゲーム
１２回　リーグ戦方式の試合（１）パスを意識して
１３回　リーグ戦方式の試合（２）戦術を意識して
１４回　リーグ戦方式の試合（３）まとめ
１５回　スキル獲得の確認

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の授業への取り組み…７０％　　スキル獲得テスト…３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業で得た知識や実践を各自活用し、授業内容を反復すること
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

運動のできる服装とシューズを準備すること。
履修上の注意　/Remarks

662104 /



フィジカル・エクササイズⅡ（サッカー） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662104 /



フィジカル・エクササイズⅡ（バドミントン） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

/Instructor
鯨　吉夫 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実技 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　健康の保持増進には、運動・栄養・休養の３つの柱が重要であると言われている。特に、運動は、体力の向上のみならず、リーダーシップ能
力やコミュニケーション作りの手段としても有用である。また、運動習慣を継続して健康の保持増進を図ることは、今後社会人になっても必要
なことである。
　この授業では、身体活動の理論を踏まえ、バドミントンの実技を通して、スキルアップの目標を各自がたてる。そして、その到達度をふまえ
、将来に役立つ健康の保持増進や生涯スポーツとしてのスキル獲得を図ることを目的とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　オリエンテーション（授業の展開方法や履修に関しての諸注意）
　２回　バドミントンの歴史、用具の点検方法、グリップ、スウィング
　３回　導入実技
　４回　基本的な打ち方とフライト（ヘアピン・クリアー）
　５回　基本的な打ち方とフライト（ドロップ）
　６回　サービスの練習
　７回　応用組み合わせ練習（ヘアピンリターン）
　８回　応用組み合わせ練習（ドロップリターン）
　９回　ゲームの展開方法と審判法の習得
１０回　戦術の説明
１１回　ダブルスのゲーム法の解説
１２回　ダブルスの陣形の解説
１３回　ダブルスゲームの実践
１４回　ダブルスゲームのまとめ
１５回　スキル獲得の確認

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の授業への取り組み…７０％　　スキル獲得テスト…３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業で得た知識や実践を各自活用し、授業内容を反復すること
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662105 /



フィジカル・エクササイズⅡ（バドミントン） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

運動のできる服装とシューズを準備すること。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662105 /



フィジカル・エクササイズⅡ（サッカー） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

/Instructor
鯨　吉夫 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実技 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　健康の保持増進には、運動・栄養・休養の３つの柱が重要であると言われている。特に、運動は、体力の向上のみならず、リーダーシップ能
力やコミュニケーション作りの手段としても有用である。また、運動習慣を継続して健康の保持増進を図ることは、今後社会人になっても必要
なことである。
　この授業では、身体活動の理論を踏まえ、サッカーの実技を通して、スキルアップの目標を各自がたてる。そして、その到達度をふまえ、将
来に役立つ健康の保持増進や生涯スポーツとしてのスキル獲得を図ることを目的とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　オリエンテーション（授業の展開方法や履修に関しての諸注意）
　２回　サッカーの基本技術（リフティング）の習得と試しのゲーム（１）
　３回　サッカーの基本技術（パス）の習得と試しのゲーム（２）
　４回　サッカーの基本技術（シュート）の習得と試しのゲーム（３）
　５回　サッカーの戦術（ディフェンス）の説明
　６回　サッカーの戦術（ディフェンス）の習得と応用ゲーム
　７回　サッカーの戦術（オフェンス）の説明
　８回　サッカーの戦術（オフェンス）の習得と応用ゲーム
　９回　サッカーの戦術の応用習得
１０回　サッカーの戦術の応用ゲーム
１１回　審判法の習得と試しのゲーム
１２回　リーグ戦方式の試合（１）パスを意識して
１３回　リーグ戦方式の試合（２）戦術を意識して
１４回　リーグ戦方式の試合（３）まとめ
１５回　スキル獲得の確認

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の授業への取り組み…７０％　　スキル獲得テスト…３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業で得た知識や実践を各自活用し、授業内容を反復すること
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662106 /



フィジカル・エクササイズⅡ（サッカー） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

運動のできる服装とシューズを準備すること。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662106 /



フィジカル・エクササイズⅡ（バドミントン） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

/Instructor
徳永  政夫 / TOKUNAGA  MASAO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実技 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　健康の保持増進には、運動・栄養・休養の３つの柱が重要であると言われている。特に、運動は、体力の向上のみならず、リーダーシップ能
力やコミュニケーション作りの手段としても有用である。また、運動習慣を継続して健康の保持増進を図ることは、今後社会人になっても必要
なことである。
　この授業では、身体活動の理論を踏まえ、バドミントンの実技を通して、スキルアップの目標を各自がたてる。そして、その到達度をふまえ
、将来に役立つ健康の保持増進や生涯スポーツとしてのスキル獲得を図ることを目的とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　オリエンテーション
　２回　バドミントンの基本原則・知識の習得
　３回　フライト練習（１）＜ヘアピン＞
　４回　フライト練習（２）＜ハイクリアー＞
　５回　フライト練習（３）＜ドライブ、スマッシュ＞
　６回　サービス練習　＜ショートサービス、ロングサービス＞
　７回　攻めと守りのコンビネーション練習（１）＜ヘアピンからリターン＞
　８回　攻めと守りのコンビネーション練習（２）＜ドロップからリターン＞
　９回　ルール説明
１０回　審判法
１１回　ダブルスゲーム（１）＜ゲーム法の解説＞
１２回　ダブルスゲーム（２）＜陣形の解説＞
１３回　ダブルスゲーム（3）＜ゲームの実践＞
１４回　ダブルスゲーム（4 ）＜まとめ＞
１５回　スキル獲得の確認

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の授業への取り組み…７０％　　スキル獲得テスト…３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

各回の授業の理解に有益な情報収集を行うこと
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662107 /



フィジカル・エクササイズⅡ（バドミントン） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

　授業で得た知識や実践を各自活用し、授業内容を反復すること
　気持ちよい授業を進めるために私も含めた参加者全員で大きな声で挨拶をする。このことを徹底したいと思う。運動のできる服装とシューズ
を準備すること。
　本講義では、障害者差別解消法に基づき、傷害の有無に関わらず履修できるような授業内容の工夫・設定を行っています。

履修上の注意　/Remarks

本講義は実技科目です。運動を実施する上で身体的に困難な場合や医師からの診断がある場合は、ガイダンスの際に相談ください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662107 /



キャリア・デザイン 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
キャリア科目

/Instructor
眞鍋　和博 / MANABE　KAZUHIRO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

※この科目は、北方・ひびきの連携事業の指定科目です。

大学生活を実りあるものにするための授業です。その為に、自己理解やコミュニケーションスキルの向上が必要と考えます。また、大学生の就
職活動だけでなく、企業などで働いている社会人にとっても現在の労働環境は厳しいものがあります。皆さんは本学卒業後には何らかの職業に
就くことになると思います。この授業は、自らのキャリアを主体的に考え、自ら切り拓いていってもらうために必要な知識・態度・スキルを身
につけます。特に以下の5点をねらいとしています。
①様々な職業や企業の見方などの労働環境について知る
②将来の進路に向けた学生生活の過ごし方のヒントに気づく
③コミュニケーションをとることに慣れる
④社会人としての基本的な態度を身につける
⑤自分について知る
授業では、グループワーク、個人作業、ゲーム、講義などを組み合わせて進めていきます。進路に対する不安や迷いを解消できるように、皆さ
んと一緒に将来のことを考えていく時間にしたいと考えています。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
テキストはありません。パワーポイントに沿って授業を進めます。また、適宜資料を配布します。

特に指定しませんが、仕事、社会、人生、キャリア等に関係する書籍を各自参考にしてください。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1回　全体ガイダンス【授業の目的、授業のルール】
 2回　進路の現状【就職･公務員･教員等の進路準備スケジュール】
 3回　学生生活とキャリア【社会人基礎力･学士力、企業が求める能力、大学時代の過ごし方】
 4回　自分を知る(1)【自分の歴史を振り返る、自分の強みを知る】
 5回　インターンシップ【インターンシップ経験者の話、インターンシップの効用】
 6回　仕事をするということ【仕事を考える視点、仕事のやりがい】
 7回　企業・業界について【企業の組織について、業界の見方】
 8回　働いている人の話を聞く【実際の仕事、仕事のやりがいについて】
 9回　就職試験を体験する【ＳＰＩ、一般常識】
10回　様々な働き方【働き方の多様化、キャリアに対する考え方】
11回　キャリアとお金【働き方別の賃金、生活費シミュレーション】
12回　自分を知る(2)【自分の価値観を考える、多様性を認識する】
13回　就職活動の実体験【内定した4年生の話、就職活動のポイント】
14回　学生生活を考える【将来の目標、どんな学生生活を過ごすのか】
15回　まとめ【授業全体を振り返る、総括】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

662108 /



キャリア・デザイン 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
キャリア科目

日常の授業への取り組み…60％　　授業内のレポート…20％　　　まとめのレポート…20％
成績評価の方法　/Assessment Method

初回の講義時に詳細のスケジュールを提示しますので、事前に各テーマについて調べてください。また、各回の授業後には、事前に調べたこと
との相違を確認してください。更に、すべての回が終了した際に全体を振り返って、自分自身のキャリア形成に向けて何をすべきかについて考
えを深めてください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業への積極的かつ主体的な参加、また自主的な授業前の予習と授業後の振り返りなど、将来に対して真剣に向き合う姿勢が求められます。
履修上の注意　/Remarks

この授業に参加するには、社会人としての態度が求められます。以下の10カ条を守ってください。
①遅刻厳禁②携帯メール厳禁、携帯はマナーモードでバッグの中③脱帽④飲食禁止⑤作業時間は守る⑥授業を聞くところ、話し合うところのメ
リハリをつける⑦グループワークでは積極的に発言する⑧周りのメンバーの意見にしっかり耳を傾ける⑨分からないことは聞く⑩授業に「出る
」ではなく、「参加する」意識を持つ

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キャリア、進路、公務員、教員、資格、コンピテンシー、自己分析、インターンシップ、職種、企業、業界、社会人、ＳＰＩ、派遣社員、契約
社員、正社員、フリーター、給料、就職活動

キーワード　/Keywords
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キャリア・デザイン 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
キャリア科目

/Instructor
石川　敬之 / 地域共生教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

※この科目は、北方・ひびきの連携事業の指定科目です。

木曜３限の「キャリア・デザイン」では、皆さんの来るべき将来に向けて、いま何を考え、何をすべきかということを考える授業を行います。
皆さんの将来は未来に独立して存在しているわけではなく、現在の延長線上にあります。その意味で、大学生としての時間をいかに過ごすのか
は皆さんの「キャリア」に直接つながってきます。この授業では、大学生として充実した時間を過ごすためのヒントや刺激を受けられるような
コンテンツをたくさん提供したいと思います。特に、本授業では、ゲストスピーカーによる講演会を数回開催します。各分野で活躍されている
人生の先輩方のお話を聞くことで多くを学ぶことができると思います。また、様々な資料（映像・新聞記事・映画・webなど）を用い、それらを
題材とすることで皆さんの進むべき道ややるべきことなども考えてもらいます。キャリア（人生デザイン）は他人から教えられるものではなく
、自分で考えて切り拓いていくものだと思います。授業を通じてそのためのきっかけが提供できればと思います。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
教科書は使用しません。適宜資料を配布します。

授業内で適宜お伝えします。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1回　ガイダンス
 2回　充実した大学生活（新生活）のためのリスクマネジメント
 3回　大学の「使い方」
 4回　「理想」の大学生活・・なんてあるの？
 5回　ゲストスピーカーによるご講演（世界の果てで子どもを救う）
 6回　大学での勉強、どうする？
 7回　健康的な大学生活（セルフカウンセリングについて）
 8回　自分の可能性を広げるために
 9回　「自分」はだれか？
10回　かわいい子には「旅」をさせるべき？
11回　ゲストスピーカーによるご講演（国際キャリアのつくりかた）
12回　変わりつつある世界の中でどう生きるか
13回　ゲストスピーカーによるご講演（他者のために生きる人生）
14回　ようこそ先輩
15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

各回の授業内レポート50％　課題レポート50％
成績評価の方法　/Assessment Method
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キャリア・デザイン 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
キャリア科目

各回の授業終了時に次回の授業内容を伝えますので、前もって関連する知識を学習しておいてください。
また、本授業は「答え」のない授業ですので、各回の授業が終わった後には、自分なりの「答え」を探してもらいたいと思います。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

たくさんの問いかけをしますので、自分の頭でしっかりと考える姿勢をもって授業に望んでください。
履修上の注意　/Remarks

１年生だけでなく、２年生以上の学生の受講も歓迎します。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

自分で考え、つくるキャリアデザイン
キーワード　/Keywords
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キャリア・デザイン 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
キャリア科目

/Instructor
見舘　好隆 / Yoshitaka　MITATE / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

＜目的＞本授業の目的は、みなさんが持つことが想定される、将来の進路に対する不安や迷いを解消し、有意義な大学生活を営むために何をす
ればいいのかを学ぶことです。近年、少子高齢化やグローバル化、IT化、環境やエネルギー、そして地方創生など、今までのビジネスモデルか
らの脱却およびイノベーションが求められる中、社会が求める人材も大きく変わりつつあります。日本経済団体連合会（2016年11月）の調査に
よると、「コミュニケーション能力」が13年連続で第１位、「主体性」が７年連続で第２位となり、以下、第３位「協調性」、第４位「チャレ
ンジ精神」と続き、コミュニケーション能力は当然として、主体性・協調性・チャレンジ精神といった、多様な人々とチームとなり、その中で
も自ら新しい課題に挑戦する力が求められる時代となりました。よってこれらの資質を就職活動を行うまでに高めておく必要があります。

もちろん、大学生の本分は学習であり、今から就職活動の準備をする必要はありません。しかし、これらの力は、一朝一夕で身につくものでは
ありません。ではどうすればいいのか？　それは大学生活全体、つまり、学習および課外活動、そして日常生活において、社会が求める資質を
獲得することを意識して過ごすことが大切になるのです。その方法（キャリアをデザインする方法）を本授業で学びます。

自らのキャリアをデザインするために必要な行動とは、以下の3つです。

１．コミュニケーション能力
２．幅広い視野・柔軟性
３．失敗を恐れない志向性

＜進め方と目標＞
3つの力を身に付けるために、まずグループワーク・ペアワークを実践して「コミュニケーション能力」を獲得します。同時に、たくさんの先輩
や社会人のゲスト（ロールモデル）との対話や、その他様々な課題を通して「幅広い視野・柔軟性」や「失敗を恐れない志向性」を理解し、他
の授業や課外活動、そして日常生活において授業での学びを実践し、最終回までに身に付けていただきたいと思います。授業の途中で、様々な
イベント（プロジェクトや海外インターンシップなど）の情報を提供しますので、楽しみにしていてください。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
テキストはありません。適宜資料を学習支援フォルダにアップしますので、印刷して精読し、持参してください。特に事前課題が含まれる時に
は、その課題をこなしていないと授業に参加できませんので注意してください。
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キャリア・デザイン 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
キャリア科目

特に指定しませんが、仕事、社会、人生、キャリア等に関係する書籍を各自参考にしてください。
以下書籍はその参考例です。
キャロル S.ドゥエック『「やればできる!」の研究―能力を開花させるマインドセットの力』草思社
〇金井寿宏『働くひとのためのキャリア・デザイン』PHP研究所
大久保幸夫『キャリアデザイン入門１基礎力編』日本経済新聞社
〇渡辺三枝子『新版キャリアの心理学』ナカニシヤ出版
〇モーガン・マッコール『ハイフライヤー　次世代リーダーの育成法』プレジデント社
〇エドガー H.シャイン『キャリア・アンカー　自分のほんとうの価値を発見しよう』白桃書房
〇平木典子『改訂版　アサーション・トレーニング ―さわやかな〈自己表現〉のために』金子書房
〇中原淳・長岡健『ダイアローグ 対話する組織』ダイヤモンド社
〇香取 一昭・大川 恒『ワールド・カフェをやろう！』日本経済新聞出版社
〇金井寿宏『リーダーシップ入門』日本経済新聞社
〇J.D.クランボルツ、A.S.レヴィン『その幸運は偶然ではないんです!』ダイヤモンド社
スプツニ子!『はみだす力』宝島社
アンジェラ・ダックワース『やり抜く力 GRIT（グリット）―人生のあらゆる成功を決める「究極の能力」を身につける』ダイヤモンド社
〇リンダ グラットン『ワーク・シフト―孤独と貧困から自由になる働き方の未来図』プレジデント社
リンダ グラットン、アンドリュー スコット『LIFE SHIFT（ライフ・シフト）』東洋経済新報社
〇見舘好隆『「いっしょに働きたくなる人」の育て方―マクドナルド、スターバックス、コールドストーンの人材研究 』プレジデント社
中原淳、見舘好隆ほか『人材開発研究大全』東京大学出版会

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

※獲得目標の3つの力：【1】コミュニケーション能力、【2】幅広い視野・柔軟性、【3】失敗を恐れない志向性
　１回　全体ガイダンス【1】【2】【3】
　２回　社会で求められる力【1】【2】【3】
　３回　インターンシップや地域活動（先輩登壇）【1】【2】【3】
　４回　傾聴【1】
　５回　アサーション・トレーニング【1】
　６回　アイデンティティ【1】【2】【3】
　７回　働くということ（社会人登壇）【1】【2】【3】
　８回　新しい仕事を創る【1】【2】【3】
　９回　ダイアローグ【1】【2】
１０回　就職活動を知る（内定者登壇）【1】【2】【3】
１１回　企業団体研究【1】【2】
１２回　計画された偶発性【1】【2】【3】
１３回　ロールモデルインタビュー（社会人を取材する）【1】【2】【3】
１４回　ロールモデルインタビュー（先輩を取材する）【1】【2】【3】
１５回　本授業の統括【1】【2】【3】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

毎回の授業でのグループワークの相互評価および小テスト：73％
課題レポート（2回）：12％
最終レポート（相互評価）：15％

成績評価の方法　/Assessment Method

授業開始前に予め学習支援フォルダを確認し、授業で用いるレジュメやワークシートを印刷し、事前学習をしておくこと。授業終了後に指定す
るフォームを用いて、期日までに授業の振り返りを行うこと。2つのインタビュー課題をレポートにまとめて期日までに提出すること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

【基本事項】
※月曜日と火曜日の授業の内容は同じです。
※眞鍋和博先生の「キャリアデザイン」（木曜・金曜）もほとんど同じ内容です。
※本授業は必修ではありませんが、将来のために大学生活をどう営むかを考える、1年生向けの授業です。よって、私もしくは眞鍋和博先生ほか
の「キャリアデザイン」のいずれかを履修することをお勧めします。
※曜日や時限を間違って履修しても出席にはなりませんので注意してください。

【履修者調整について】
※グループワークの質を維持するために、受講人数の上限は160名とします。もし、上限を超える時は、1年生を優先とします。ただし、160名
以内であれば2年生以上も受講できます。また、160名を超えた場合は、1年生であっても受講者数調整の対象になります。
※第1回の授業で受講人数を確認します。よって、第1回の授業に欠席した学生は履修できません（私のコマの中であれば、160名を超えない限り
移動は可能です）。

履修上の注意　/Remarks
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キャリア・デザイン 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
キャリア科目

グループワークのメンバーは毎回シャッフルされます（グループを固定する回もあり）。毎週、初対面の学生と話せて学内の知り合いが増えま
す。また、インターンシップや地域活動など、自らのキャリア形成に役立つインフォメーションもあります。積極的にご参加ください。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キャリア、キャリア発達、大学生活、アイデンティティ、コミュニケーション、社会人マナー、倫理観
キーワード　/Keywords
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コミュニケーション実践 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
キャリア科目

/Instructor
眞鍋　和博 / MANABE　KAZUHIRO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

日本経団連の調査では、大卒新卒者に求める能力として『コミュニケーション力』が常にトップとなっています。ダイバーシティと言われるよ
うに、多様な価値観を持った人と円滑なコミュニケーションができることが、仕事を進めていく上でのポイントになります。
しかし、コミュニケーションが得意であると感じている人は少ないのではないでしょうか。
この授業では、コミュニケーションに対する考え方から基本的技術、ディスカッション技法など、コミュニケーションにおける実践的な知識、
技術をテーマとします。
コミュニケーションが苦手な人にとってはコミュニケーションへの抵抗感を軽減しコミュニケーションに慣れていただきます。それだけではな
く、就職活動や将来社会で実践できるコミュニケーションについて体験します。
講師は企業研修等の実務を行っている方が担当します。講師の話を聞くだけでなく現実場面を想定し、実践しながらコミュニケーションのトレ
ーニングをします。したがって1クラスの人数を限定した講義となります。多数コマ開講していますので、都合のいい時間のコマに受講してくだ
さい。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
レジュメを準備して進めていきます。

特に指定しませんが、授業中に参考になる文献等を適宜紹介します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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コミュニケーション実践 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
キャリア科目

 1回　全体ガイダンス　　【授業の目的、授業のルール、カリキュラム説明、評価方法、持参物など】　　
 2回　コミュニケーション上手になるために　
　　　　【名札作成、自己紹介、コミュニケーションとは、自分の価値観・固定観念の気づき、ミスコミュニケーションの原因など】
 3回　聴くことの重要性
　　　　【「きく」の種類と重要性、聴く技術を磨く、あいづち、興味、関心を与える態度、安心を与える距離と位置と姿勢など】
 4回　話す・伝えるテクニック
　　　　【効果的な表現力、伝えるときの態度、声を出す、目線・アイコンタクト、発声法、ジェスチャー、身振り・手振りなど】　
 5回　マナーおもてなしの心
　　　　【挨拶、言葉、笑顔、態度、身だしなみ、ホスピタリティマインドなど】
 6回　美しい敬語をマスターする
　　　　【正しい日本語で話す、ニセ丁寧語、若者言葉とはなど】
 7回　障害をお持ちの方へのコミュニケーション
　　　　【高齢者、視覚状態体験、肢体不自由な方、杖をお持ちの方への歩行など】
 8回　プレゼンテーションを磨く
　　　　【プレゼンテーションとは　、効果的な伝え方、姿勢、目線、声、表現方法、構成方法（PREP法）など】
 9回　質問応対力（面接）
　　　　【面接力強化の為に必要な力、評価の高い応え方、授業で実践した表現復習など】
10回　グループディスカッション①
　　　　【ワンワード、ウィッシュポエム、ワールドカフェなど】
11回　グループディスカッション②
　　　　【グループディスカッションとは、ディスカッションの流れ、評価基準など】
12回　ディベート
　　　　【ディベートとは、目的、流れなど】
13回　授業の振り返り
　　　　【授業の振り返り、コミュニケーションとは、みなさんへのメッセージなど】
14回　発表
　　　　【1人プレゼンテーション】
15回　まとめ　
　　　　【授業のまとめ、総括】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

日常の授業への取り組み…50％、授業の成果物…50％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業前には、授業で取り扱う言葉の意味を理解しておいてください。また、授業後には学習した内容を振り返り、日常生活で活用できるように
努めてください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

特に準備することはありません。
講義の性格上、1クラス50名程度での開講となります。例年多数の履修希望者があり抽選となっています。まずは、履修登録をしていただきます
が、その後の履修者調整の方法は掲示等でお知らせしますので、注意しておいてください。
また、抽選に当たったにも関わらず、授業を履修しない学生が見られます。そうすると、本当に受講したくても受講できない学生に迷惑がかか
ります。受講したいという意思を強く持っている学生に履修登録をしていただきたいと思います。
授業開始前までに予め前回授業の内容を振り返っておいてください。授業終了後には学修したスキルについて自主練習を行い、授業の内容を反
復してください。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

コミュニケーション、マナー、傾聴、プレゼンテーション
キーワード　/Keywords
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プロフェッショナルの仕事Ⅰ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
キャリア科目

/Instructor
見舘　好隆 / Yoshitaka　MITATE / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

＜目的＞現場の第一線で活躍している社会人に教壇に立って頂き、仕事のやりがいや辛さ、そして自らが成長した学生時代の物語を語って頂き
ます。その話を聴くことで、①ビジネスの現状　②仕事の現実　③将来のために大学時代に何をすべきかを学びます。プレゼンテーションの流
れは以下です。

1.企業団体の概要（現在および今後の方向性について）
2.仕事の概要（大卒の1年目、3年目、そして5年目の社員・職員が就く仕事内容と、仕事のやりがい）
3.大学時代にすべきこと・してほしいこと
4.学生へのメッセージ（学生が自分の将来を考えていく上でのアドバイス）

＜進め方＞講演者の企業団体および仕事を予習して、講演を傾聴します。そこで得た新しい知識や払拭できた先入観、将来へのヒントを元に、
「将来のために今すべきこと」をレポートにまとめます。

＜目標＞様々な企業や団体の第一線で働いている社会人の話を聴くことで、自らの将来の姿を描くことです。そして、大学時代においてどんな
大学生活を過ごせば良いかを理解します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
テキストはありません。パワーポイントに沿って授業を進めます。原則、当日企業団体のパンフレットを配布します（用意できない時もありま
す）。

事前に提示する課題をもとに、各自登壇企業団体のホームページをみて予習してください。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

662112 /



プロフェッショナルの仕事Ⅰ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
キャリア科目

第1回　　　全体ガイダンス
第2～15回　各企業・団体の第一線で働く社会人の講演

※以下は過去の実績です。
＜2017年度＞株式会社サニーサイドアップ／株式会社ジンズ（JINS）／JR九州エージェンシー株式会社／全日本空輸株式会社（ANA）／日本放
送協会（NHK）／株式会社キャメル珈琲（カルディ・コーヒーファーム）／ヒルトン福岡シーホーク／株式会社モスフードサービス（モスバー
ガー）／日本たばこ産業株式会社（JT）／株式会社スタートトゥデイ（ZOZOTOWN）／京セラ株式会社／北九州市役所／株式会社西日本新聞
社／株式会社近畿日本ツーリスト九州

＜2016年度＞株式会社電通九州／株式会社studio-L／株式会社フジドリームエアラインズ／アイリスオーヤマ株式会社／福岡県庁／株式会社力の
源ホールディングス（一風堂）／株式会社ジャパネットホールディングス／株式会社ワークスアプリケーションズ／福岡地方検察庁／株式会社
エイチ・アイ・エス／株式会社西日本シティ銀行／株式会社星野リゾート・マネジメント／株式会社ウェザーニューズ／旭酒造株式会社（獺祭
）

＜2015年度＞株式会社ムーンスター／社団法人日本放送協会（NHK）／株式会社ホテルオークラ福岡／宇宙航空研究開発機構（JAXA）／九州旅
客鉄道株式会社（JR九州）／旭化成ホームズ株式会社／株式会社福岡銀行／株式会社タカギ／ソニーリージョナルセールス株式会社／株式会社
阪急交通社／株式会社博報堂プロダクツ／日本航空株式会社（JAL）／株式会社ニトリ／北九州市

＜2014年度＞株式会社クロスカンパニー／北九州市／株式会社ジェイアイエヌ／株式会社東急ハンズ／ハウステンボス株式会社／株式会社朝日
新聞社／株式会社日本アクセス／東京海上日動火災保険株式会社／株式会社JTB九州／アイ・ケイ・ケイ株式会社／伊藤忠エネクス株式会社／株
式会社山口フィナンシャルグループ（山口銀行・北九州銀行・もみじ銀行）／株式会社再春館製薬所／全日本空輸株式会社

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

毎回の授業で課される予習とレポート…91％　　　最終レポート…9％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業開始前に指定するフォームを用いて、期日までに登壇企業団体の事前学習を提出すること。また、学習支援フォルダを確認し、授業で用い
るレジュメやワークシートがあれば印刷して精読し持参すること。
授業終了後に指定するフォームを用いて、期日までに授業の振り返りを提出すること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修者人数の確認を行いますので必ず第1回は出席するようにしてください。
履修上の注意　/Remarks

本学の学生は、首都圏の大学生よりも立地的に、企業・団体で働いている社会人と出会う機会が少なくなっています。そんな中、自分の将来へ
の視野を広げたい、将来のために自分を成長させるヒントを得たいと考えている学生のために設計しました。講演者の皆様は大学生活ではなか
なか出会うことができない方ばかりです。また、本学の学生を是非採用したいと考える企業団体です。講演者の皆様が本学の学生のために語っ
てくれた言葉を聞き逃さず、何かを学ぼうという意思を持ってご参加ください。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

働くこと、成長、キャリア、キャリア発達、大学生活、アイデンティティ
キーワード　/Keywords

662112 /



プロフェッショナルの仕事Ⅱ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
キャリア科目

/Instructor
見舘　好隆 / Yoshitaka　MITATE / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

＜目的＞社会で働くために必要とされる課題解決能力を身につけるために、地元企業団体の現場の課題を題材に、グループで課題解決案を策定
・発表し、その企業団体から評価をもらうことが目的です。

＜進め方＞以下のスキームで企業団体（5団体）の課題に挑戦し、各チームで競います。

1.企業団体の社会人にご登壇頂き、現場で対峙しているリアルな課題を提示していただきます。
2.提示された課題についての解決プランを作成します。
3.企業団体の社会人に対し、解決プランを中間発表します。
　ここで社会人の方から直接、修正・改善のフィードバックを頂きます。
4.フィードバックを手掛かりに、提示された課題についての解決プランの最終案を作成します。
5.企業団体の社会人に対し、解決プランの最終案を提示します。
　社会人の方が直接評価を行い、その結果がそのまま成績に反映されます。

＜目標＞現場で働く社会人から自らがプランした案に対してフィードバックを頂き、修正し、最終評価を頂くことで、企業団体にて実際に働く
ために必要とされる課題解決能力を身につけます。そして、その経験を糧に、大学時代においてどんな大学生活を過ごせば良いかを理解します
。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
テキストはありませんが、企業団体の資料はその都度配布します。

事前に提示する課題をもとに、各自登壇企業団体のホームページの閲覧および企業団体訪問、統計資料の収集、アンケートの収集、インタビュ
ーなど行い、中間および最終発表の準備をしてください。
また、以下書籍を参考にしてください。
〇ジェームス W.ヤング『アイデアのつくり方』CCCメディアハウス
〇嶋浩一郎『嶋浩一郎のアイデアのつくり方』ディスカヴァー・トゥエンティワン
〇加藤昌治『考具－考えるための道具、持っていますか?』CCCメディアハウス
〇加藤昌治『チームで考える「アイデア会議」 考具 応用編』CCCメディアハウス
〇香取 一昭・大川 恒『ワールド・カフェをやろう！』日本経済新聞出版社
〇金井寿宏『リーダーシップ入門』日本経済新聞社
〇J.D.クランボルツ、A.S.レヴィン『その幸運は偶然ではないんです!』ダイヤモンド社
スプツニ子!『はみだす力』宝島社

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

662113 /



プロフェッショナルの仕事Ⅱ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
キャリア科目

第1回　　　全体ガイダンスと課題解決の方法についての講義
第2～4回　各企業団体による課題提示
第5回　課題解決の方法についての講義
第6～10回　中間発表
第11～15回　最終発表

※参考
＜2017年度の企業団体と課題＞
■NHK北九州放送局
毎日見たくなる「ニュースブリッジ北九州」になるためには？
■北九州市役所（漫画ミュージアム）
北九州市漫画ミュージアムの魅力を高め、集客実績をあげるには？
■株式会社力の源ホールディングス（一風堂）
来春、一風堂〇〇店の月600 名以上の客数アップ策について
■株式会社タカギ
一体型浄水器に乗り換え大作戦！
■株式会社大創産業（DAISO）
学生がアルバイトをしたくなるお店とは？

＜2016年度の企業団体＞
NHK北九州放送局／北九州市役所／株式会社力の源ホールディングス（一風堂）／株式会社タカギ／株式会社大創産業（DAISO）

＜2015年度の企業団体＞
株式会社インテリジェンス／北九州市役所／株式会社力の源ホールディングス（一風堂）／株式会社タカギ／株式会社スターフライヤー

＜2015年度の企業団体＞
株式会社名門大洋フェリー／株式会社朝日新聞社／株式会社井筒屋／株式会社タカギ／北九州市役所

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

毎回の授業への取り組み（リフレクション）･･･65％
最終発表に対する評価（企業団体からの評価と相互評価）･･･30％
最終レポート･･･5％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前に提示する課題をもとに、各自登壇企業団体のホームページの閲覧および企業団体訪問、統計資料の収集、アンケートの収集、インタビュ
ーなど行い、中間および最終発表の準備をしてください。また、授業終了後は指定するフォームにて振り返りを行ってください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

※第1回で挑戦する課題とグループを決めますので、必ず第1回は出席してください。何らかの事情で出席できない場合は、事前に教員
（mitate@kitakyu-u.ac.jp）までメールで連絡をしてください。
※課題に対する取り組み（授業時間以外でのグループワークやフィールドリサーチ、統計資料収集など）による、最終発表が評価の半分を占め
ます。企業団体のリアルな課題に対し、企業団体の現役社員（職員）からの生のフィードバックが頂ける企業な経験を積むことができます。

履修上の注意　/Remarks

就職活動のスケジュールが変わり、以前のように3年生の秋から一斉スタートではなくなりました。そのために、夏季や春季の長期休暇などを活
用したインターンシップが、将来の見通しを見出すために重要なファクターとなります。しかし、インターンシップは必ずしも希望する学生全
てが参加できません（受け入れ企業団体が少ないため）。ゆえに、「授業の中」に企業団体の課題に取り組む機会を作り込み、現場の仕事を体
感することで、多くの学生が働くことをイメージすることを狙って設計した授業です。企業団体の方から、直接フィードバックをもらえる機会
はなかなかありません。本授業での経験を手掛かりに将来の見通しのヒントを得て、そのヒントを今後の大学生活における学業や課外活動への
取組に活かすことを切に願っています。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キャリア、成長、プレゼンテーション、フィールドリサーチ、マーケティング、クリエイティブシンキング、ロジカルシンキング、リーダーシ
ップ

キーワード　/Keywords

662113 /



地域の達人 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
キャリア科目

/Instructor
眞鍋　和博 / MANABE　KAZUHIRO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

この授業のコンセプトは、「もうひとつの名刺を持つ」

・会社組織やNPO法人などで、仕事として社会貢献・地域貢献活動を行っている方
・仕事以外で社会貢献・地域貢献活動を行っている方
・雇われないで個人として仕事をしている方
・会社やお店を経営している方
このような社会人をお招きし、以下の点についてお話していただきます。

①どんな活動をしているのか
②活動のねらい、社会的意義、成果
③活動するときに乗り越えた壁
④人、組織をどう動かすのか
⑤将来ビジョン

企業に雇われて働くというキャリアが唯一のキャリアではありません。
この授業ではサラリーマン以外の道を歩まれている方から、
自分でやること、社会や地域のためにやるべきこと、リーダーシップなどを学びます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しません。

特に指定しません。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

662114 /



地域の達人 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
キャリア科目

第1回　ガイダンス
第2回～13回　地域の達人によるお話
第14回　達人を振り返る
第15回　まとめ

【これまでの登壇者】
海外ボランティアNPO法人代表、ソーシャル大学学長、公務員、ボーカリスト、障がい者自立団体代表、銀行員兼産学連携コーディネーター、
照明デザイナー、物流・運送会社社長、総合交通産業社長、サラリーマン兼ギタリスト、IT企業起業家、不動産会社社長、まりづくりプロデュ
ーサー、といった方に登壇いただきました。どの「達人」も仕事かどうかにかかわらず、「社会に役立つこと」を考え、強い想いの下に実践を
されている方ばかりでした、
2016年度も昨年度と同様に「熱い達人」たちをゲストにお招きする予定です。

　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

日常の授業への取り組み…60％　レポート…40％
成績評価の方法　/Assessment Method

初回の講義時に詳細のスケジュールを提示しますので、事前に話者について調べてください。また、各回の授業後には、事前に調べたこととの
相違を確認してください。更に、すべての回が終了した際に全体を振り返って、自分のキャリアや将来展望にどのような影響があったのかにつ
いて考えを深めてください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

外部から講師をお招きします。遅刻や授業途中の入退室はしないでください。
授業開始前までに予告された情報をもとに、登壇者について事前に調べておいてください。授業終了後にはお話をお聞きする中で生じた疑問に
ついて各自で調べ、疑問を解消するようにしてください。

履修上の注意　/Remarks

facebookに『地域の達人』ページを開設しています。予告とアーカイブを掲載していますので、確認しながら授業を受講してください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

NPO、NGO、地域貢献、社会貢献、ソーシャルビジネス、コミュニティビジネス、会社経営、起業、キャリア、まちづくり、個人事業主
キーワード　/Keywords

662114 /



サービスラーニング入門Ⅰ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
キャリア科目

/Instructor
石川　敬之 / 地域共生教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本講義は地域共生教育センター担当科目として開講します。
地域貢献活動に参加するための入門科目として、主に以下の点を目的とします。

・サービスラーニングに向けた基本的知識の学習
・サービスラーニングに向けた実践的方法論の習得
・地域活動に参加している学生との交流を通じた地域活動に対する参加意欲の向上
・地域活動の実践と学び

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
レジメを配布します。
講義時に適宜紹介します。

講義時に適宜紹介します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回目　ガイダンス　講義の目的、受講に当たっての留意事項の説明、レポート課題の説明
第２回目　サービスラーニング概論①（サービスラーニングという概念と考え方）
第３回目　サービスラーニング概論②（サービスラーニングの理論と実践）
第４回目　地域活動概論① （地域活動の紹介）
第５回目　地域活動概論② （コミュティワークの紹介と応用）
第６回目　地域活動参加学生とのワークショップ①
第７回目　地域活動参加学生とのワークショップ②
第８回目　サービスラーニング活動の紹介
第９回目　サービスラーニングに向けて①（マナー・ルール・手続き等について）
第１０回目　サービスラーニングに向けて②（サービスラーニングを通じた学びへの姿勢）
第１１回目　実践報告①
第１２回目　実践報告②
第１３回目　実践報告③
第１４回目　実践報告④
第１５回目　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

「第一回講義時の事前レポート＋講義中の課題」（６０点）＋「実践報告レポート」（４０点）＝合計１００点評価
成績評価の方法　/Assessment Method

662115 /



サービスラーニング入門Ⅰ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
キャリア科目

「サービス・ラーニング」を実際に行うにあたり、事前の綿密な準備や計画を必要とします。受け入れ先についての下調べや打ち合わせのため
の準備もそうした作業に含まれます。また、「サービス・ラーニング」後についても、その活動内容の記録、報告書の作成、および、自らの振
り返りなどが必要になります。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

本科目は、受講者の「サービス・ラーニング」への参加を前提としています。したがって受講生は、自ら「サービス・ラーニング」を受け入れ
てくれる団体を探し、受け入れの交渉と了解を得、その後、実際に活動をしてもらいます。
このような意味から、本講義は受講者の積極性や自発性を必要とします。そのため第一回目の授業の際に、この科目の履修するにあたっての思
いや学びに向けた考えなどについて「事前レポート」（１５００字程度）を書いてもらい、それを第二回目の講義の際に提出してもらっていま
す。このレポートの提出は単位取得のための必須条件としています。本講義では、こうした課題などに積極的にコミットする受講生を求めます
。
さらに本講義では、講義時間外の学習・作業も多くあります。受け入れ先の調査や面談のためのアポイント、学習計画書の作成や実習に出向く
ための事前準備などです。こうした課題をこなしつつ、講義と実習の両方に真摯に取り組むことを望みます。詳細は第一回のガイダンスの際に
説明しますので必ず出席してください。

履修上の注意　/Remarks

本科目は、全学組織である地域共生教育センターが提供する科目です。この科目をきっかけとして地域活動へ参加していただきたいと思います
。また、この講義は、第二学期開講の「サービス・ラーニング入門Ⅱ」と連動していますので、続けて履修されることを望みます。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

地域活動、ボランティア、経験を通じた学び
キーワード　/Keywords

662115 /



サービスラーニング入門Ⅱ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
キャリア科目

/Instructor
石川　敬之 / 地域共生教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

地域共生教育センターが担当する科目です。この授業の目的は、受講生が実際に地域活動に参加し、その実践をふりかえることでより深い学び
を得るところにあります。授業では、各学生が自らの参加が参加した「サービスラーニング」の活動内容とそこでの学びを報告し合い、互いの
議論を通じて、学習と理解を深めていきます。この授業を通じて多くの学びと気付きを得られることを期待します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
レジメを配布します。
講義時に適宜紹介します。

講義時に適宜紹介します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1　ガイダンス
2　サービス・ラーニング概論①（サービスラーニングの理論枠組み）
3　サービス・ラーニング概論②（実践としてのサービスラーニングについて）
4　サービス・ラーニングの実践と学び①（受入先の探索）
5　サービス・ラーニングの実践と学び②（実践にむけての心構えと準備）
6　サービス・ラーニングの実践に向けて①（実習先での学習計画の作成・提出）
7　サービス・ラーニングの実践に向けて②（学習計画書の修正・提出）
8　計画発表会①
9　計画発表会②
10　実践報告①
11　実践報告②
12　実践報告③
13　実践報告④
14　受講生による振り返り
15　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への参加貢献（50点）＋活動報告書（50点）＝100点
成績評価の方法　/Assessment Method

「サービス・ラーニング」を実際に行うにあたり、事前の綿密な準備や計画を必要とします。受け入れ先についての下調べや打ち合わせのため
の準備もそうした作業に含まれます。また、「サービス・ラーニング」後についても、その活動内容の記録、報告書の作成、および、自らの振
り返りなどが必要になります。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662116 /



サービスラーニング入門Ⅱ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
キャリア科目

本科目は、前期の「サービス・ラーニング入門Ⅰ」と連動しています。そのため講義内容も「サービス・ラーニング入門Ⅰ」を履修した学生を対象
にしたものとなります。ですので、受講希望者は１学期の「サービス・ラーニング入門Ⅰ」を履修してから本科目を登録するようにしてください
。「サービス・ラーニング入門Ⅰ」の単位を取得していない学生の履修を認めないわけではありませんが、上述のように「サービス・ラーニング
入門Ⅰの内容を踏まえた講義になりますので、「サービス・ラーニング入門Ⅱ」から履修しようとする学生に対しては、授業のはじめに別途課題を
課します。そして、その課題＋「サービス・ラーニング入門Ⅱの課題」の両方を提出して、初めて単位を認めるかたちとします。以上の点を十分
に留意し履修登録して下さい。
また本講義は、講義時間外の学習・作業も多くあります。受け入れ先の調査やアポイント、学習計画書の作成、実習に出向くための事前準備な
どです。こうした課題をこなしつつ、講義と実習の両方に真摯に取り組むことを望みます。

履修上の注意　/Remarks

「サービス・ラーニング入門Ⅰ」で得られた学びをより深めていくことを目的としています。社会への貢献活動を通じて多くの学びと喜びを得て
ください。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

地域活動、ボランティア、経験を通じた学び、ピアディスカッション
キーワード　/Keywords

662116 /



プロジェクト演習Ⅰ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
キャリア科目

/Instructor
見舘　好隆 / Yoshitaka　MITATE / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

＜目的＞教室内にとどまらず学内外の様々なプロジェクトにチームで取り組むことで、PDCAサイクルを体験し、チームワークや自己管理力、創
造力、実践力など、将来社会で働く上で必要となる力を体得します。オープンキャンパスのように期間限定のタイプもあれば、キャリアーナの
ように通年行うタイプもあります。

＜演習の進め方＞最初に自己分析を行い、成長させたい力と、その成長プランを作ります。そしてプロジェクトに参加し、最後に最終レポート
を提出します。

＜期待される効果＞将来のために、学生時代に何か「やり遂げた事実」すなわち達成感を得たい人にとって、かけがえのない経験を得ることが
できます。また、その経験は自らの将来をイメージするヒントになり、また将来への活動（就職活動など）にもプラスになるでしょう。

※2018年1月現在の対象プロジェクト：オープンキャンパスプロジェクト、キャリアーナ

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特にありません。

特にありません。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　　　目標設定と実施計画策定
第2～14回　プロジェクトに取り組みます。
第15回 　　リフレクション・最終レポート作成

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

参加時間、参加への姿勢、最終レポートでの総合判断となります。
成績評価の方法　/Assessment Method

プロジェクトによって内容や時期が変わります。随時指示をします。オープンキャンパスプロジェクトの場合は昨年度の報告書を精読してくだ
さい。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662117 /



プロジェクト演習Ⅰ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
キャリア科目

※時期にもよりますが、毎週ないし月に数回、全体でのミーティングや、リーダーのみのミーティングを設定し、その都度、情報共有と課題に
対する議論、そして次回ミーティングまでの課題を洗い出して、メンバーで話し合って決めたスケジュール（ガントチャートなど）に基づき、
主体的に活動を行ってください。
※履修対象者は原則2年次です。
※掲示板にて公示されるプロジェクトのみが対象となります。掲示板を確認してから履修登録してください。

履修上の注意　/Remarks

プロジェクトは必ず最後までやり遂げてください。よって期間中は他の課外活動との両立は難しく、また途中でリタイアするとメンバーに迷惑
をかけてしまいますので、中途半端な気持ちで参加しないでください。なお、応募者が多いプロジェクトは参加の審査があります。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

課題解決型学習、プロジェクト型学習、サービス・ラーニング、経験学習、地域活動
キーワード　/Keywords

662117 /



プロジェクト演習Ⅱ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
キャリア科目

/Instructor
見舘　好隆 / Yoshitaka　MITATE / 地域戦略研究所, 柳井  雅人 / Masato Yanai / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

＜目的＞教室内にとどまらず学内外の様々なプロジェクトにチームで取り組むことで、PDCAサイクルを体験し、チームワークや自己管理力、創
造力、実践力など、将来社会で働く上で必要となる力を体得します。オープンキャンパスのように期間限定のタイプもあれば、キャリアーナの
ように通年行うタイプもあります。

＜演習の進め方＞最初に自己分析を行い、成長させたい力と、その成長プランを作ります。そしてプロジェクトに参加し、最後に最終レポート
を提出します。

＜期待される効果＞将来のために、学生時代に何か「やり遂げた事実」すなわち達成感を得たい人にとって、かけがえのない経験を得ることが
できます。また、その経験は自らの将来をイメージするヒントになり、また将来への活動（就職活動など）にもプラスになるでしょう。

※2018年1月現在の対象プロジェクト：JOB×Project、キャリアーナ

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特にありません。

特にありません。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　　　目標設定と実施計画策定
第2～14回　プロジェクトに取り組みます。
第15回 　　リフレクション・最終レポート作成

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

参加時間、参加への姿勢、最終レポートでの総合判断となります。
成績評価の方法　/Assessment Method

プロジェクトによって内容や時期が変わります。随時指示をします。JOB×Projectの場合は昨年度の報告書を精読してください。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662118 /



プロジェクト演習Ⅱ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
キャリア科目

※時期にもよりますが、毎週ないし月に数回、全体でのミーティングや、リーダーのみのミーティングを設定し、その都度、情報共有と課題に
対する議論、そして次回ミーティングまでの課題を洗い出して、メンバーで話し合って決めたスケジュール（ガントチャートなど）に基づき、
主体的に活動を行ってください。
※履修対象者は原則2年次です。
※掲示板にて公示されるプロジェクトのみが対象となります。掲示板を確認して、2学期の履修登録の修正登録期間に履修登録してください。

履修上の注意　/Remarks

プロジェクトは必ず最後までやり遂げてください。よって期間中は他の課外活動との両立は難しく、また途中でリタイアするとメンバーに迷惑
をかけてしまいますので、中途半端な気持ちで参加しないでください。なお、応募者が多いプロジェクトは参加の審査があります。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

課題解決型学習、プロジェクト型学習、サービス・ラーニング、経験学習、地域活動
キーワード　/Keywords

662118 /



プロジェクト演習Ⅲ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
キャリア科目

/Instructor
見舘　好隆 / Yoshitaka　MITATE / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

＜目的＞教室内にとどまらず学内外の様々なプロジェクトにチームで取り組むことで、PDCAサイクルを体験し、チームワークや自己管理力、創
造力、実践力など、将来社会で働く上で必要となる力を体得します。オープンキャンパスのように期間限定のタイプもあれば、キャリアーナの
ように通年行うタイプもあります。

＜演習の進め方＞最初に自己分析を行い、成長させたい力と、その成長プランを作ります。そしてプロジェクトに参加し、最後に最終レポート
を提出します。

＜期待される効果＞将来のために、学生時代に何か「やり遂げた事実」すなわち達成感を得たい人にとって、かけがえのない経験を得ることが
できます。また、その経験は自らの将来をイメージするヒントになり、また将来への活動（就職活動など）にもプラスになるでしょう。

※2018年1月現在の対象プロジェクト：オープンキャンパスプロジェクト、キャリアーナ

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特にありません。

特にありません。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　　　目標設定と実施計画策定
第2～14回　プロジェクトに取り組みます。
第15回 　　リフレクション・最終レポート作成

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

参加時間、参加への姿勢、最終レポートでの総合判断となります。
成績評価の方法　/Assessment Method

プロジェクトによって内容や時期が変わります。随時指示をします。オープンキャンパスプロジェクトの場合は昨年度の報告書を精読してくだ
さい。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662119 /



プロジェクト演習Ⅲ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
キャリア科目

※時期にもよりますが、毎週ないし月に数回、全体でのミーティングや、リーダーのみのミーティングを設定し、その都度、情報共有と課題に
対する議論、そして次回ミーティングまでの課題を洗い出して、メンバーで話し合って決めたスケジュール（ガントチャートなど）に基づき、
主体的に活動を行ってください。
※履修対象者は原則3年次です。
※掲示板にて公示されるプロジェクトのみが対象となります。掲示板を確認してから履修登録してください。

履修上の注意　/Remarks

プロジェクトは必ず最後までやり遂げてください。よって期間中は他の課外活動との両立は難しく、また途中でリタイアするとメンバーに迷惑
をかけてしまいますので、中途半端な気持ちで参加しないでください。なお、応募者が多いプロジェクトは参加の審査があります。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

課題解決型学習、プロジェクト型学習、サービス・ラーニング、経験学習、地域活動
キーワード　/Keywords

662119 /



プロジェクト演習Ⅳ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
キャリア科目

/Instructor
見舘　好隆 / Yoshitaka　MITATE / 地域戦略研究所, 柳井  雅人 / Masato Yanai / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

＜目的＞教室内にとどまらず学内外の様々なプロジェクトにチームで取り組むことで、PDCAサイクルを体験し、チームワークや自己管理力、創
造力、実践力など、将来社会で働く上で必要となる力を体得します。オープンキャンパスのように期間限定のタイプもあれば、キャリアーナの
ように通年行うタイプもあります。

＜演習の進め方＞最初に自己分析を行い、成長させたい力と、その成長プランを作ります。そしてプロジェクトに参加し、最後に最終レポート
を提出します。

＜期待される効果＞将来のために、学生時代に何か「やり遂げた事実」すなわち達成感を得たい人にとって、かけがえのない経験を得ることが
できます。また、その経験は自らの将来をイメージするヒントになり、また将来への活動（就職活動など）にもプラスになるでしょう。

※2018年1月現在の対象プロジェクト：JOB×Project、キャリアーナ

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特にありません。

特にありません。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　　　目標設定と実施計画策定
第2～14回　プロジェクトに取り組みます。
第15回 　　リフレクション・最終レポート作成

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

参加時間、参加への姿勢、最終レポートでの総合判断となります。
成績評価の方法　/Assessment Method

プロジェクトによって内容や時期が変わります。随時指示をします。JOB×Projectの場合は昨年度の報告書を精読してください。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662120 /



プロジェクト演習Ⅳ 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目
キャリア科目

までの課題を洗い出して、メンバーで話し合って決めたスケジュール（ガントチャートなど）に基づき、主体的に活動を行ってください。
※履修対象者は原則3年次です。
※掲示板にて公示されるプロジェクトのみが対象となります。掲示板を確認して、2学期の履修登録の修正登録期間に履修登録してください。

履修上の注意　/Remarks

プロジェクトは必ず最後までやり遂げてください。よって期間中は他の課外活動との両立は難しく、また途中でリタイアするとメンバーに迷惑
をかけてしまいますので、中途半端な気持ちで参加しないでください。なお、応募者が多いプロジェクトは参加の審査があります。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

課題解決型学習、プロジェクト型学習、サービス・ラーニング、経験学習、地域活動
キーワード　/Keywords

662120 /



教養特講Ⅰ（教養を磨く『新聞のちから』） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

教養特講

/Instructor
読売新聞西部本社､基盤教育センター 稲月 正、永末 康介担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

社会を映す鏡として生きた教材になる新聞を活用し、将来の就職活動や社会人生活に役立つ「読む力」「書く力」「話す（伝える）力」ととも
に、時事問題の知識や教養を身につけます。グループワークも実施し、物事を深く考えて企画する力や、チームで働く力なども身につけられる
ようアシストします。様々な学部等の学生が集まり、共に学ぶことができる講座です。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
教科書は使用しません。読売新聞朝刊（講義開催週の３日分、全15回分で税込み計1800円）を授業資料として活用する予定です。１回目の授業
で、新聞の受け取り方法等について説明します。

図書館にある読売新聞以外の新聞も活用します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１～２回　　オリエンテーション
第３～１０回【個々の力を伸ばす】　新聞活用術や時事問題に対する考え方、文章の書き方、取材・調査方法などを学ぶ
第１１～１５回【共に働く力を伸ばす】 グループワークや発表

「時事問題や正しい日本語の使い方に関するクイズ」「新聞への投稿」「まわし読み新聞」など、新聞を活用した演習を実施します。文章添削
も行う予定です。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題やグループワークへの取り組みの度合いで総合的に判断します。
詳しくは１回目の授業で説明します。

成績評価の方法　/Assessment Method

新聞を毎回活用します。
就職活動に役立ちそうな簡単な演習などを課題として出題する予定です。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

受講生の理解度や講義の進捗に応じて授業計画等が変わる場合もあります。
履修上の注意　/Remarks

新聞社、大学、若い皆さんが力を合わせ、楽しみながら社会に通用する実践力を身につける講座にしたいと考えています。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

新聞、メディア、現代社会、情報リテラシー、就職活動、社会人基礎力
キーワード　/Keywords

662121 /



教養特講Ⅱ（現代社会とエシカル消費） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

教養特講

/Instructor
大平　剛 / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　グローバル化が進むことによって、人、モノ、カネ、情報の流れが加速化し、感覚的に私たちは地球を小さく感じるようになった。また、相
互依存が深化したことで、今や遠い地の出来事を他人事として済ますことはできなくなってきた。私たちの豊かな暮らしは誰かの犠牲の上に成
り立っているのではないか、そのような不正義は許されるのかという意識、すなわち「グローバルな倫理」が問われる時代になっている。
　本講義では、具体的な事例をもとに、私たちの消費活動を倫理的観点から捉え直してみたい。そこで、「フェアトレード」「ファスト・ファ
ッションとエシカル・ファッション」「紛争鉱物とエシカル・スマホ」「ペットボトルと水道水」「100円ショップ」を具体的事例として取り上
げ、倫理的消費について学生とともに考えたい。
　この講義を通して、受講生が日々の暮らしを見つめ直し、環境に負荷をかけない生活を考えるとともに、先進国の大量消費活動の裏側でどの
ような事態が進行しているのかを考える契機としたい。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定はありません。

授業中に指示しますが、次に挙げる文献はとても参考になります。
○子島進他『館林発フェアトレード－地域から発信する国際協力』上毛新聞社、2010年。
アジア太平洋資料センター編『徹底解剖100円ショップ』コモンズ、2004年。
末吉里花『はじめてのエシカル』山川出版社、2016年。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　イントロダクション（講義の目的、進め方、文献案内など）、「エシカル消費」について
第2回　アジア太平洋資料センター（PARC）編『もっと！フェアトレード』（DVD）の上映とディスカッション
第3回　フェアトレードの展開、役割、課題
第4回　宮下緑氏の講演：「お買物で世界は変わる―人と環境にやさしいライフスタイルの提案」
第5回　ファスト・ファッションとエシカル・ファッション『ザ・トゥルー・コスト』（DVD）前半
第6回　『ザ・トゥルー・コスト』（DVD）後半の上映とディスカッション
第7回　紛争問題と私たちの暮らしの関係
第8回　アジア太平洋資料センター（PARC）編『スマホの真実』（DVD）の上映とディスカッション
第9回　山田麻樹氏による講演：「等身大の自分でチャレンジするフェアトレードビジネス」
第10回　ペットボトルが生み出す環境破壊
第11回　「100円ショップ」の舞台裏
第12回　アジア太平洋資料センター（PARC）編『徹底解剖！100円ショップ』の上映とディスカッション
第13回　牛嶋麻里子氏による講演：「チョコレートから考えるフェアトレード」（仮）
第14回　受講生によるプレゼンテーション大会1
第15回　受講生によるプレゼンテーション大会2

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

662122 /



教養特講Ⅱ（現代社会とエシカル消費） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

教養特講

課題の提出（5回×20％）・・・100％
テーマが終了する度に、そこで学んだことについてレポートを課します（A4一枚程度）。

成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習として、各回のキーワードについてウェブサイトなどで調べておいてください。事後学習としては、実生活を通して学んだことの確認
を行ってください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

DVDを視聴し、理解を深めます。その際、ディスカッションを行いますので、他人と議論するのを恐れずに、積極的に参加してください。また
、第14回と第15回では、関心を持った事柄について、個人ないしはグループでのプレゼンテーションを予定しています。それを念頭に受講して
下さい。

履修上の注意　/Remarks

この授業では、各方面で活躍されている外部講師の方を3名お招きし、実際の現場の話を交えてご講義いただきます。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

フェアトレード、エシカル
キーワード　/Keywords

662122 /



教養特講Ⅲ（まなびとESD講座Ⅰ） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

教養特講

/Instructor
眞鍋　和博 / MANABE　KAZUHIRO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本授業では、ESD（持続可能な発展のための教育）に必要となる、様々な分野の領域を横断的に学習することによって、持続可能な社会を構築
するための知識や能力を育成することを目的とする。特に、公害を克服し、環境都市として変貌を遂げたプロセスに関わった方々のお話をお聞
きすることで、地域の持続可能性について考えていただきます。
また、地域活動に必要な素養を身につけることも一つの狙いである。
この講義は、大学間連携共同教育推進事業の一環で開設した「北九州まなびとESDステーション」で6大学の単位互換講座として開講され、北九
州市内の各大学の様々な分野の教員も担当する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし

特になし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1日目（第1回～第3回）
・ESDとは何か？（オリエンテーション）、学びに対する目標設定等
2日目（第4回～第6回）
・ESDとテーマ①
3日目（第7回～第9回）
・ESDとテーマ②
4日目（第10回～第12回）
・ESDとテーマ③
5日目（第13回～第15回）
・学びの成果共有ワークショップ

※講義の詳細が決定次第お知らせします。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

・授業への貢献度：60％
・授業における成果物：40％

成績評価の方法　/Assessment Method

授業前には、授業で取り扱う言葉の意味を理解しておいてください。また、授業後には学習した内容を振り返り、日常で活用できるように努め
てください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662123 /



教養特講Ⅲ（まなびとESD講座Ⅰ） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

教養特講

・本授業は、「北九州まなびとESDステーション（小倉北区の魚町商店街内）」等にて開講されます。
・基本的に土曜日や日曜日の10:30～16:00(休憩含む)で開講されます。
・横断的学習を行うに当たり、グループディスカションや屋外活動およびフィールドワークなどが課されることもあります。

履修上の注意　/Remarks

持続可能な社会を構築するためには、特定の分野のみの知識の習得だけでは限界があります。環境・福祉・生活・次世代教育（子供）・生活学
・国際理解等、様々な学問分野を横断的に学習する必要があります。本授業はESDに必要な素養を身につけるための基礎講座と位置づけられま
す。詳細は別途告知します。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

ESD、大学間連携事業、地域活動、横断的学習
キーワード　/Keywords

662123 /



教養特講Ⅳ（まなびとESD講座Ⅱ） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

教養特講

/Instructor
眞鍋　和博 / MANABE　KAZUHIRO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本授業では、2016年に国連で採択された『SDGs』をテーマとして学びます。具体的には、SDGsとは何かを学んだ後に、北九州市内の各企業と
連携し、企業にSDGsを取り入れるための対策について、学生の皆さんが調べ、プランニング、実践します。
この講義は、大学間連携共同教育推進事業の一環で開設した「北九州まなびとESDステーション」で6大学の単位互換講座として開講され、北九
州市内の各大学の様々な分野の教員も担当します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし

特になし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1日目（第1回～第3回）
・SDGsとは何か？（オリエンテーション）、学びに対する目標設定等
2日目（第4回～第6回）
・SDGsテーマ①
3日目（第7回～第9回）
・SDGsテーマ②
4日目（第10回～第12回）
・SDGsテーマ③
5日目（第13回～第15回）
・学びの成果共有ワークショップ

※講義の詳細が決定次第お知らせします。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

・授業への貢献度：60％
・授業における成果物：40％

成績評価の方法　/Assessment Method

授業前には、授業で取り扱う言葉の意味を理解しておいてください。また、授業後には学習した内容を振り返り、日常で活用できるように努め
てください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662124 /



教養特講Ⅳ（まなびとESD講座Ⅱ） 【昼】
基盤教育科目
教養教育科目

教養特講

・本授業は、「北九州まなびとESDステーション（小倉北区の魚町商店街内）」等にて開講されます。
・基本的に土曜日や日曜日の10:30～16:00(休憩含む)で開講されます。
・横断的学習を行うに当たり、グループディスカションや屋外活動およびフィールドワークなどが課されることもあります。

履修上の注意　/Remarks

持続可能な社会を構築するためには、特定の分野のみの知識の習得だけでは限界があります。環境・福祉・生活・次世代教育（子供）・生活学
・国際理解等、様々な学問分野を横断的に学習する必要があります。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

ESD、大学間連携事業、地域活動、横断的学習
キーワード　/Keywords

662124 /



教養特講Ⅳ（現代の日本の食と若者を考える） 【昼】 基盤教育科目
教養教育科目

教養特講

/Instructor
三宅  博之 / HIROYUKI　MIYAKE / 政策科学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年集中

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

近年、家でじっくり調理を行い、家族全員で談笑しながら食事を楽しむといった昭和半ばのサザエさんのような家族の光景はなくなってきた。
時代の変化は早い。現在、人々が多忙になる中、中食、外食産業が発達し、大半の家族がそれらに頼っている。現在の若者たちは、なおさらで
ある。同時に、中食や外食でもきちんと食べていればよいが、食べていない学生が多い。本学の学生の健康診断の結果を見れば、女子大学生の
4分の1がやせすぎに入っている。今からきちんとした健康な身体づくりをしておいてください。そのために本演習があります。時間が合えば、
保健師さんや管理栄養士さんに指導をお願いしています。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
＊秋山龍三・草野かおる（2015）『「食事」をただせば、病気、不調知らずのからだになれる』Discover、1500円
＊三浦理代・永山久夫（2010）『からだによく効く　食材＆食べあわせ手帖』池田書店、1200円

＊上岡美保（2010）『食生活と食育～農と環境へのアプローチ』農林統計出版、1500円
＊外山紀子・長谷川智子・佐藤浩一郎編（2017）『若者たちの食卓～自己、家族、格差、そして社会』ナカニシヤ出版、3500円
＊岩村暢子（2014）『変わる家族、変わる食卓』中公文庫、895円

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

集中講義形式なので、１日目：４限、２日目：４限、３日目：４限　　４日目：３限
第１回　本授業の簡単な説明（グループ分けアクティビティ）
第２回　食育とは、グループディスカッション高校での家庭科教科書を参考にもしくは映画を教材に
第３回　簡単な調理：フルーツを皮をむいて切って、食べよう。直に包丁で切ってみよう。
第４回　栄養を学ぼう。。葉酸の働きとは？
第５回　台所用品とは何か？　包丁の使い方講習と実践
第６回　調理をやってみよう　（レジピはなんだ？）　　　　　
第７回　調理をやってみよう
第８回　今日の振り返り
第９回　出汁を比べてみよう　（出汁の差によってこれぐらいが）　　お茶を比べてみよう
第１０回　調理をやってみよう　（レシピは何か？）
第１１回　調理をやってみよう
第１２回　今日の振り返り
第１３回　食べ合わせと栄養・調理法・保存法
第１４回　食の社会学～若者たちの食をめぐって。。。簡単な読みものとディスカッション
第１５回　レポートを書く

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

662125 /



教養特講Ⅳ（現代の日本の食と若者を考える） 【昼】 基盤教育科目
教養教育科目

教養特講

３０％：参加態度　　　４０％：調理方法の上達　　30％：筆記試験
成績評価の方法　/Assessment Method

事前に文献を読み、家でもよく調理をこころがけること。事後は、一日学んだことを振り返り、ノートにまとめる。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

食材を購入するのに、お金が必要です。厨房が設置されてあるところへの移動は大変かと思いますが、動きやすい格好で来てください。三角巾
、手をふくタオル、マスクを持参ください。

履修上の注意　/Remarks

とにかく、楽しくしましょう。食を通しての家族の団欒を知りましょう。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

食育、食べ合わせ、厨房、家庭、調理
キーワード　/Keywords

662125 /



データ処理 【昼】
基盤教育科目
情報教育科目

/Instructor
佐藤　貴之 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 群（１年）1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

情報化社会においては、コンピュータの基礎操作を習得することと、コンピュータやネットワークを正しく安全に使える知識を持つことが必要
である。この授業では、コンピュータやネットワークを効果的に使えるようになるために、実際にコンピュータを操作しながら、表計算ソフト
を用いた情報処理技術や、電子メールをはじめとするネットワークコミュニケーションの技法を学習する。具体的には、以下のような知識や技
術を習得する。

● タイピングの基礎
● 表計算ソフトを使った表作成、グラフ作成の基礎
● 様々なデータを目的に沿って処理 ・分析するための数量的スキルの基礎
● 本学が提供している電子メールの利用方法の基礎
● ネットワークを安全に利用するための情報倫理やセキュリティに関する基礎

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
「情報利活用 表計算 Excel 2016対応」日経BP社

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　本学の情報システム利用環境について 【ID】 【パスワード】 【ポータルサイト】【北方Moodle】
　２回　正確な文字入力と電子メールの送受信方法 【タイピング】 【電子メール】
　３回　ネットワークの光と影１ 【情報倫理】 【セキュリティ】
　４回　ネットワークの光と影２ 【著作権】 【個人情報保護】
　５回　表作成の基本操作 【セル】 【書式】 【罫線】 【数式】 【合計】
　６回　見やすい表の作成 【列幅】 【結合】 【ページレイアウト】 【印刷】
　７回　関数を活用した集計表 【セルの参照】 【平均】
　８回　グラフ作成の基礎 【グラフ】
　９回　グラフ作成の応用 【目的に合ったグラフ】 【複合グラフ】
１０回　表 ・グラフ作成演習
１１回　データ処理の基礎 【散布図】 【相関】
１２回　データ処理演習１ 【データ処理の計画】
１３回　データ処理演習２ 【データ処理の実践】
１４回　データ処理演習３ 【データ処理手法の見直し】
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中に提示する課題 … 50％、
積極的な授業参加（タイピング、電子メール送受信、情報倫理の理解等を含む） … 50%

成績評価の方法　/Assessment Method

662126 /



データ処理 【昼】
基盤教育科目
情報教育科目

授業開始前までに予め教科書の内容を読んでおくこと。また、北方Moodleからアクセスできる表計算ソフトの使い方に関する動画教材は、パソ
コンはもちろんのこと、スマートフォン等の携帯端末からも視聴できる。積極的に視聴し、事前学習を行っておくこと。
授業終了後にはパソコン自習室や自宅のパソコン等で積極的に操作練習を行うこと。また、北方Moodleの動画教材も活用すること。
タイピングは、普段から自主練習を行うこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

コンピュータの基本的な操作（キーボードでの文字入力、マウス操作など）ができるようになっておくと受講しやすい。
履修上の注意　/Remarks

実際にコンピュータを操作しながら学習するため、授業時間外にも積極的に操作練習を行う姿勢が大切である。予習と復習を欠かさず行って欲
しい。また、授業の進度や情報システムの状況によっては、「授業計画・内容」を変更することがある。その際には、授業中に説明する。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

表計算ソフト、タイピング、電子メール、情報倫理
キーワード　/Keywords

662126 /



データ処理 【昼】
基盤教育科目
情報教育科目

/Instructor
中尾　泰士 / NAKAO, Yasushi / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １学期未修得者再
履

2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

情報化社会においては、コンピュータの基礎操作を習得することと、コンピュータやネットワークを正しく安全に使える知識を持つことが必要
である。この授業では、コンピュータやネットワークを効果的に使えるようになるために、実際にコンピュータを操作しながら、表計算ソフト
を用いた情報処理技術や、電子メールをはじめとするネットワークコミュニケーションの技法を学習する。具体的には、以下のような知識や技
術を習得する。

● タイピングの基礎
● 表計算ソフトを使った表作成、グラフ作成の基礎
● 様々なデータを目的に沿って処理 ・分析するための数量的スキルの基礎
● 本学が提供している電子メールの利用方法の基礎
● ネットワークを安全に利用するための情報倫理やセキュリティに関する基礎

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
「情報利活用 表計算 Excel 2016対応」日経BP社

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　本学の情報システム利用環境について 【ID】 【パスワード】 【ポータルサイト】【北方Moodle】
　２回　正確な文字入力と電子メールの送受信方法 【タイピング】 【電子メール】
　３回　ネットワークの光と影１ 【情報倫理】 【セキュリティ】
　４回　ネットワークの光と影２ 【著作権】 【個人情報保護】
　５回　表作成の基本操作 【セル】 【書式】 【罫線】 【数式】 【合計】
　６回　見やすい表の作成 【列幅】 【結合】 【ページレイアウト】 【印刷】
　７回　関数を活用した集計表 【セルの参照】 【平均】
　８回　グラフ作成の基礎 【グラフ】
　９回　グラフ作成の応用 【目的に合ったグラフ】 【複合グラフ】
１０回　表 ・グラフ作成演習
１１回　データ処理の基礎 【散布図】 【相関】
１２回　データ処理演習１ 【データ処理の計画】
１３回　データ処理演習２ 【データ処理の実践】
１４回　データ処理演習３ 【データ処理手法の見直し】
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中に提示する課題 … 50％、
積極的な授業参加（タイピング、電子メール送受信、情報倫理の理解等を含む） … 50%

成績評価の方法　/Assessment Method

662127 /



データ処理 【昼】
基盤教育科目
情報教育科目

授業開始前までに予め教科書の内容を読んでおくこと。また、北方Moodleからアクセスできる表計算ソフトの使い方に関する動画教材は、パソ
コンはもちろんのこと、スマートフォン等の携帯端末からも視聴できる。積極的に視聴し、事前学習を行っておくこと。
授業終了後にはパソコン自習室や自宅のパソコン等で積極的に操作練習を行うこと。また、北方Moodleの動画教材も活用すること。
タイピングは、普段から自主練習を行うこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

コンピュータの基本的な操作（キーボードでの文字入力、マウス操作など）ができるようになっておくと受講しやすい。
履修上の注意　/Remarks

実際にコンピュータを操作しながら学習するため、授業時間外にも積極的に操作練習を行う姿勢が大切である。予習と復習を欠かさず行って欲
しい。また、授業の進度や情報システムの状況によっては、「授業計画・内容」を変更することがある。その際には、授業中に説明する。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

表計算ソフト、タイピング、電子メール、情報倫理
キーワード　/Keywords

662127 /



情報表現 【昼】
基盤教育科目
情報教育科目

/Instructor
浅羽　修丈 / Nobutake Asaba / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

この授業では、情報収集、情報加工、情報発信の一連の過程を通じて、「見せる情報」と「聞かせる情報」それぞれに必要な能力を磨く。具体
的には、以下のような項目を身につける。

● インターネットを利用したデータ収集、情報の信頼性の基礎
● 表計算ソフトやプレゼンテーションソフトを利用したデータの可視化手法
● データの分析を通じた課題発見と論理的な思考のアウトプット手法
● グループ活動を通じた他者とのコミュニケーション能力

前半は個人的な能力の養成、後半はグループ活動を通じたコミュニケーション能力の養成を目指す。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし。必要資料は配布する。

なし。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　コンピュータを用いた情報表現 【ガイダンス】
　２回　データの収集 【検索エンジン】 【情報の信頼性】
　３回　データの加工 【表計算の復習】 【グラフ】 【チャート】
　４回　データの表現 【レイアウト】 【デザイン】
　５回　論理的な思考法の基礎１ 【課題発見】
　６回　論理的な思考法の基礎２ 【原因分析】 【解決手段検討】
　７回　プレゼンテーション作成演習
　８回　個人発表
　９回　個人発表とふりかえり
１０回　グループによる発表テーマ設定
１１回　グループによるスライド作成演習
１２回　発表配布資料作成演習
１３回　グループによる発表
１４回　グループによる発表と相互評価
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

662128 /



情報表現 【昼】
基盤教育科目
情報教育科目

授業中に提示する課題… 90％ 、積極的な授業参加 … 10％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業終了後には、必要に応じてパソコン自習室や自宅のパソコン等を用いて授業内容を反復すること。授業で提示された課題や演習に取り組む
際は、授業時間外を積極的に活用し、特に、グループ活動においては、グループメンバーとよく議論を重ねること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

「データ処理」を受講してコンピュータの操作にある程度慣れておくと受講しやすくなる。また、授業中に作成したデータの保存用にUSBメモ
リを持参してもらいたい。
情報処理教室のコンピュータ台数に制限があるため、受講者数調整を行うことがある。

履修上の注意　/Remarks

よく分からないことがある場合は、随時、質問して欲しい。また、この授業ではグループによるアクティブ・ラーニングを導入している。グル
ープのメンバーでお互いに協力して学習課題を進めるよう心がけて欲しい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

プレゼンテーション、ロジカルシンキング、マルチメディア、スライドデザイン
キーワード　/Keywords

662128 /



情報表現 【昼】
基盤教育科目
情報教育科目

/Instructor
棚次　奎介 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

この授業では、情報収集、情報加工、情報発信の一連の過程を通じて、「見せる情報」と「聞かせる情報」それぞれに必要な能力を磨く。具体
的には、以下のような項目を身につける。

● インターネットを利用したデータ収集、情報の信頼性の基礎
● 表計算ソフトやプレゼンテーションソフトを利用したデータの可視化手法
● データの分析を通じた課題発見と論理的な思考のアウトプット手法
● グループ活動を通じた他者とのコミュニケーション能力

前半は個人的な能力の養成、後半はグループ活動を通じたコミュニケーション能力の養成を目指す。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし。必要資料は配布する。

なし。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　コンピュータを用いた情報表現 【ガイダンス】
　２回　データの収集 【検索エンジン】 【情報の信頼性】
　３回　データの加工 【表計算の復習】 【グラフ】 【チャート】
　４回　データの表現 【レイアウト】 【デザイン】
　５回　論理的な思考法の基礎１ 【課題発見】
　６回　論理的な思考法の基礎２ 【原因分析】 【解決手段検討】
　７回　プレゼンテーション作成演習
　８回　個人発表
　９回　個人発表とふりかえり
１０回　グループによる発表テーマ設定
１１回　グループによるスライド作成演習
１２回　発表配布資料作成演習
１３回　グループによる発表
１４回　グループによる発表と相互評価
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

662129 /



情報表現 【昼】
基盤教育科目
情報教育科目

授業中に提示する課題… 90％ 、積極的な授業参加 … 10％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業終了後には、必要に応じてパソコン自習室や自宅のパソコン等を用いて授業内容を反復すること。授業で提示された課題や演習に取り組む
際は、授業時間外を積極的に活用し、特に、グループ活動においては、グループメンバーとよく議論を重ねること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

「データ処理」を受講してコンピュータの操作にある程度慣れておくと受講しやすくなる。また、授業中に作成したデータの保存用にUSBメモ
リを持参してもらいたい。
情報処理教室のコンピュータ台数に制限があるため、受講者数調整を行うことがある。

履修上の注意　/Remarks

よく分からないことがある場合は、随時、質問して欲しい。また、この授業ではグループによるアクティブ・ラーニングを導入している。グル
ープのメンバーでお互いに協力して学習課題を進めるよう心がけて欲しい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

プレゼンテーション、ロジカルシンキング、マルチメディア、スライドデザイン
キーワード　/Keywords

662129 /



情報メディア演習 【昼】
基盤教育科目
情報教育科目

/Instructor
浅羽　修丈 / Nobutake Asaba / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　本授業のねらいは、情報を伝達する媒介・媒質としての情報メディアの特性を概観し、情報メディアが人間社会に与える影響について考える
力を身に付けることである。特に、本授業ではソーシャルメディアに着目し、その成り立ちや技術、社会的な課題を学ぶことで、一人ひとりが
メディアへの関わり方を考え、人や社会とのつながりを再設計することで、新たなメディア環境を生きていくための力（メディア・リテラシー
）を身に付けることを目的としている。そのことを踏まえて、本授業では、以下のような項目について学ぶ。

●ソーシャルメディアの歴史
●ソーシャルメディアの現在
●ソーシャルメディアの未来
●メディア・リテラシー

　本授業では、チューター方式を用いる。すなわち、受講学生が与えられたテーマについて事前に調べ、その内容を授業の中の一部で発表・問
題提起する方式である。発表・問題提起された内容を中心に、教員と受講学生とが議論を深めていく。また、場合によっては、グループを組ん
でひとつのテーマに取り組んでもらう。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
藤代裕之 編著：ソーシャルメディア論－つながりを再設計する－、青弓社、2015年、1,944円。

なし。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

662130 /



情報メディア演習 【昼】
基盤教育科目
情報教育科目

　１回目：情報メディアとは何か　【ガイダンス】【情報メディア】
　２回目：ソーシャルメディアの登場による影響と問題点　【ステルスマーケティング】【フィルターバブル】
　３回目：ディスカッションのまとめ方１【ザ・マインドマップ】
　４回目：ソーシャルメディアの歴史を知る1【歴史】
　５回目：ソーシャルメディアの歴史を知る2【技術】
　６回目：ソーシャルメディアの歴史を知る3【法】
　７回目：ソーシャルメディアの現在を知る1【ニュースメディア】
　８回目：ソーシャルメディアの現在を知る2【広告】
　９回目：ディスカッションのまとめ方2【ブレーンストーミング】【KJ法】
１０回目：ソーシャルメディアの現在を知る3【政治】【キャンペーン】
１１回目：ソーシャルメディアの現在を知る4【都市】【権利】
１２回目：ソーシャルメディアの現在を知る5【モノ】
１３回目：ソーシャルメディアの未来を考える1【メディア】【共同規制】
１４回目：ソーシャルメディアの未来を考える2【システム】
１５回目：ソーシャルメディアの未来を考える3【教育】【人】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中に実施する課題・・・45％、レポート・・・45％、授業への参加態度・・・10％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習として、授業開始前までに必ず教科書を読んで、その内容を理解しておくこと。また、チューター方式で授業を行うので、与えられた
テーマについては授業時間外を含めて積極的に学習し、チューターとしての準備をしっかり行うこと。
事後学習として、授業内容を反復すること。また、チューターが終わったあとは、そこから学んだことをレポートとしてまとめること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

「情報表現」を先に受講して、情報収集、情報加工、情報発信に関する知識や技術について学んでいると受講しやすい。
「情報社会への招待」や「情報社会を読む」を先に受講して、情報社会に関連する知識や技術、情報社会の未来に関する内容をある程度把握し
ていると受講しやすい。

履修上の注意　/Remarks

分からないところがある場合は、積極的に質問してもらいたい。また、受講者数が多数の場合は、受講者数調整を行う場合もある。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

ソーシャルメディア、メディア・リテラシー、ザ・マインドマップ、ブレーンストーミング、KJ法
キーワード　/Keywords
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情報メディア演習 【昼】
基盤教育科目
情報教育科目

/Instructor
中尾　泰士 / NAKAO, Yasushi / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

この授業では，プログラミング初心者でもコンピュータを能動的に使いこなし，プログラミングの基礎能力を獲得することを目指す。具体的に
は以下のような項目を身につける：

● 同じ処理を何度もくり返さなくても済むように，処理を自動化するテクニック
● 状況に応じて異なる処理をおこなう条件分岐テクニック
● グラフィックスを思い通りに制御するテクニック

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし。必要資料は配布する。

なし。適宜紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　コンピュータのしくみの理解 【ガイダンス】
　２回　プログラムを書いてみる 【エディタ】【エラーとバグ】
　３回　プログラムで図形を描く 【キャンバス】【点と線】【円】
　４回　プログラムで色を制御する【RGB】【HSB】【アルファチャンネル】
　５回　計算と変数 【データ型】
　６回　くり返し処理 【ループ】【乱数】
　７回　座標の概念
　８回　条件分岐
　９回　作品制作１
１０回　作品中間発表
１１回　プログラミングにおける関数
１２回　変数についてより詳しく【ローカル変数】【グローバル変数】【配列】
１３回　インタラクティブな操作性【イベント処理】
１４回　作品制作２
１５回　作品発表とまとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中に実施する課題提出… 90％ 、積極的な授業参加 … 10％
成績評価の方法　/Assessment Method

662131 /



情報メディア演習 【昼】
基盤教育科目
情報教育科目

参考情報をはじめ，授業の資料等はe-Learningサイト「北方Moodle」に掲載する予定である。事前学習・事後学習に利用してもらいたい。また
，プログラミング作品制作は授業外での作業が中心になる。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

プログラミングに関する知識は一切前提としないが，コンピュータ操作にある程度慣れておくと受講しやすいだろう。また，授業中に作成した
データの保存用にUSBメモリを持参してもらいたい。
授業の性格上，受講者数に制限を設けるため，受講者数調整を行うことがある。

履修上の注意　/Remarks

この授業で，プログラミングに関する一通りの知識を習得すれば，さまざまなプログラミング言語への応用も可能になるだろう。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

プログラミング，マルチメディア
キーワード　/Keywords
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英語Ⅰ（律政群１-Ａ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
下條　かおり / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群１－Ａ1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

TOEIC Test の問題に慣れ、スコアアップのためのコツを身に付けることを目的とした総合的な対策を行う。必要に応じ、英語コミュニケーショ
ン能力の基礎となる、英単語や英文法の基礎的な知識を確認する。

TOEIC Listening and Reading Test のスコアアップのために知っておくべきことを講師が説明します。各回の授業内容に沿って、学習者は、必ず
予習をし、クラス内で解答の根拠を話し合います。学習者の問題解答後、講師が解説を行います。各回、前回の授業内容についての語彙の復習
テストを実施するので、必ず復習して授業に臨むこと。語彙テストに際しては、計画的に学習すること。受講に際しては、教科書と辞書を必ず
持参してください。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Emiko Matsumoto et al., “QUICK MASTERY OF THE TOEIC LISTENING TEST” (Seibido, 2018)
David E. Bramley et al., “New Steps to Success in the TOEIC Test Grammar &Reading 550 — Updated Edition” (Shohakusha, 2017)
Yuko Koishi『TOEIC TEST 英単語出るとこだけ！』(アルク、2016)

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

662132 /



英語Ⅰ（律政群１-Ａ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

進度は学習者のペースによって変更される可能性があります。
第1回講義概要・TOEICテストについて
第2回QM: Unit 1   Sightseeing / Travel, Unit 2 Office Technology
NS: DRILL 1 Vocabulary, DRILL 2 Idioms
第3回QM: Unit 3   Restaurant, Unit 4 Ordering / Report
NS: DRILL 3 Grammar, DRILL 4 Mixed
語彙テスト UNIT 1 (pp. 16-49)
第4回QM: Unit 5   Personnel / Training, Unit 6 Review 1
NS: DRILL 5 Vocabulary, DRILL 6 Idioms
第5回QM: Unit 7   Shop / Purchase, Unit 8 Finance / Budget / Salary
NS: DRILL 7 Grammar, DRILL 8 Mixed
語彙テスト UNIT 2 (pp. 52-85)
第6回QM: Unit 9   Seminar / Meeting, Unit 10 Health
NS: DRILL 9 Reading Comprehension 1, DRILL 10 Reading Comprehension 2
第7回ふりかえり
第8回QM: Unit 11 Education / Schools, Unit 12 Review 2
NS: DRILL 11 Reading Comprehension 3, DRILL 12 Reading Comprehension 4
語彙テスト UNIT 3 (pp. 88-125)
第9回QM: Unit 13 Product development / Service, Unit 14 Employment / Job hunting
NS: DRILL 13 Vocabulary, DRILL 14 Idioms
第10回QM: Unit 15 Sports / Hobby, Unit 16 Announcement / Presentation
NS: DRILL 15 Grammar, DRILL 16 Mixed
語彙テスト UNIT 4 (pp. 128-166)
第11回QM: Unit 17 Transportation, Unit 18 Review 3
NS: DRILL 17 Vocabulary, DRILL 18 Idioms
第12回QM: Unit 19 Housing / Building, Unit 20 Advertisements
NS: DRILL 19 Grammar, DRILL 20 Mixed
語彙テスト UNIT 5 (pp. 168-202)
第13回QM: Unit 21 Airport, Unit 22 Music / Art
NS: DRILL 21 Reading Comprehension 5, DRILL 22 Reading Comprehension 6
第14回QM: Unit 23 Weather, Unit 24 Review 4
NS: DRILL 23 Reading Comprehension 7, DRILL 24 Reading Comprehension 8
語彙テスト UNIT 6 (pp. 204-237)
第15回NS: DRILL 25 Vocabulary, DRILL 26 Idioms, DRILL 27 Grammar, DRILL 28 Mixed

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

日常の授業への取り組み・・50%    定期試験・・50%
最終評価にはTOEICスコアが反映されます。反映方法は第1回の授業で文書を配布して説明します。

成績評価の方法　/Assessment Method

授業計画欄の各回の授業内容に記載されている教科書の該当ページを、授業前に必ず解答してくること。この予習を行うことを前提として授業
を進めることについて了解したうえで、授業に臨むこと。教科書の音声は無料でダウンロード・ストリーミングすることができますので、必ず
予習・復習に活用してください。各回、前回の授業内容についての語彙の復習テストを実施するので、必ず復習して授業に臨むこと。語彙テス
トに際しては、計画的に学習すること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

理由なく4回欠席した場合は、単位は取れません。正当な欠席の理由がある場合は、理由を証明する文書（病院の領収書など）を見せてください
。遅刻3回で、欠席1回の扱いとします。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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英語Ⅰ（律政群１-Ｂ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
葛西　宏信 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群１－Ｂ1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

重要な文法事項の確認と語彙力の増強を行いながら、英語の読解力と聴解力を養うことを目的とする。また、ＴＯＥＩＣ形式の問題演習を通し
て、ＴＯＥＩＣ形式に慣れることも目的とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
生協の教科書リストに指定する。

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　　オリエンテーション
２回　　Chapter 1
３回　　Chapter 2
４回　　Chapter 3
５回　　Chapter 4
６回　　Chapter 5
７回　　Chapter 6
８回　　Chapter 7
９回　　Chapter 8
１０回　Chapter 9
１１回　Chapter 10
１２回　Chapter 11　
１３回　Chapter 12　
１４回　Chapter 13　
１５回　Chapter 14　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験…５５％　小テスト・課題…３０％　日常の授業への取り組み…１５％
最終評価にはTOEICスコアが反映されます。反映方法は第1回の授業で文書を配布して説明します。

成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習：指定された範囲の予習
事後学習：授業で扱った内容の復習

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662133 /



英語Ⅰ（律政群１-Ｂ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

基盤教育センターの方針で、原則として１学期に１回TOEIC(TOEFL)テストを受験することが義務付けられています。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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英語Ⅰ（律政群１-Ｃ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
永末　康介 / Kosuke NAGASUE / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群１－Ｃ1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

基礎的な英語能力の定着を目的とする。さまざまな分野の英文を通して、文法能力・語彙力に加えて特に読む力（リーディング力）や聴く力
（リスニング力）の向上を目指す。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし。
適宜プリントなどを用いる。

適宜授業時や北方Moodleにて紹介。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

  1回　オリエンテーション
  2回　自分の好きな仕事(1)
  3回　自分の好きな仕事(2)
  4回　少子高齢化(1)
  5回　少子高齢化(2)
  6回　英語とのつきあい方(1)
  7回　環境(1)
  8回　環境(2)
  9回　オリンピック(1)
10回　オリンピック(2)
11回　少子高齢化(3)
12回　これからの教育(1)
13回　これからの教育(2)
14回　英語とのつきあい方(2)
15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験…30%、平常の学習状況（小テストを含む)…70%
最終評価にはTOEICスコアが反映されます。反映方法は第1回の授業で文書を配布して説明します。

成績評価の方法　/Assessment Method

授業内で説明するか北方Moodle上に情報を掲載するので、その指示に従うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662134 /



英語Ⅰ（律政群１-Ｃ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

基盤教育センターの方針で、原則として1学期に1回、TOEIC(TOEFL)を受験することが義務付けられています。
初回授業に必ず出席すること。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662134 /



英語Ⅰ（律政群１-Ｄ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
吉田　禎子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群１－Ｄ1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

①　START-UP COURSE FOR THE TOEIC L& READING TEST
このテキストでは、英語の「聴解力」「読解力」の２技能を測定するTOEIC LISTENING AND READING TESTを受験するためのスキルを学習し
ます。テキスト全体を通してのストーリー「博と恵美子のニューヨーク訪問」のエピソードが紹介されいるので、興味深く読みながら英語力を
身につけることができます。

②　Meet the World     (English through Newspapers 2018)
英字新聞を読むためのノウハウを学び英語の読解力を身につけます。
そのために、このテキストには３つの目的があります。
(1)英字新聞に慣れ親しんでもらうこと：Before Reading で記事と関連する情報を提示したり、重要な語句を確認
(2)英字新聞を読むためのノウハウを身につける：英字新聞の記事の形式や、新聞英語の構成や特徴の理解
(3)現在の社会で起こっている様々な出来事に興味を持ってもらうこと：The Japan Times紙記載の日本や海外の記事

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
①　START-UP COURSE FOR THE TOEIC L&R TEST
                        北山　長貴　　Bill Benfield                       SEIBIDO          2,000円

②   Meet the World     (English through Newspapers  2018)
                        若有　保彦　　　　　　　　　　　　　　SEIBDO          2,000円

随時、資料を配付します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

662135 /



英語Ⅰ（律政群１-Ｄ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

   ①　START-UP COURSE FOR THE TOEIC L&R TEST
第　１回  Unit 1 Transportation and Information （交通と情報案内）　オリエンテーション　(授業内容と成績の説明）
第　２回  Unit 1　疑問代名詞、進行形、時制
第　３回  Unit 2  Instruciton and Explanation   （指示と説明）
第　４回  Unit 2　助動詞、形容詞、時・場所・数の表現　　完了形、態
第　５回  Unit 3  Eating and Drinking  （飲食）
第　６回  Unit 3　動詞、過去形、文の構造
第　７回  Unit 4  Business Scene
第　８回  Unit 4   疑問副詞、動詞と目的語、時・場所・数の表現　
第　９回  Unit 5  Communication （通信・コミュニケーション）
第１０回  Unit 5   否定疑問、場所・数・金額の表現
  ②  Meet the World  English through Newspapers  2018
第１１回  Unit 1  AI givse ‘objective’ advice for daily decisions  （人口知能、日常の判断に「客観的」助言を提供）
第１２回  Unit 2  Finland to pay unemployed basic monthly income of $587 （フィンランド失業者に月587ドルの基礎所　　　　　　　　得支給
へ） 　
第１３回  Unit 3  Chef helping spread Washoku school lunches （料理人、和食給食の普及を援助）
第１４回  Unit 4  Oxfam: 8 men as rich as half the world （オックスファム:８人の富、世界の半数に匹敵）
第１５回  Unit 5  Shrine in Tokyo accepts e-money offerings  （東京の神社、電子マネーの賽銭を受け入れ）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常点　５０％　（小テスト、授業への取り組み)　　　　　　学期末考査　５０％

最終評価にはTOEICスコアが反映されます。反映方法は第１回の授業で文書を配布して説明します。

成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習：各Unitの最初の授業で予習テストを実施します。
　　　　　自宅学習時に、予習ノートに全パートの解答を記入する
事後学習：予習ノートのチェックをする　　
　　　　　文法や訳の復習をする
　　　　　単語テストを随時実施します

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

予習テストについて具体的に第１回の授業で詳しく説明します。
辞書を大いに活用して下さい。
辞書はいつでも、どこでも、語彙の意味や文法等相談出来る便利な先生です。

履修上の注意　/Remarks

予習ノートを作りましょう。
There is no royal road to learning.     「学問に王道なし」

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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英語Ⅰ（律政群１-Ｅ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
安丸　雅子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群１－Ｅ1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

TOEICの出題パターンに慣れるだけでなく、効率的な取り組み方と出題傾向を学び、スコアアップを目指します。TOEICの学習を通じて、リス
ニング力・リーディング力・語彙力・文法力といった総合的な英語力を培い、国際化・グローバル化に対応できるレベルの実践的な英語表現を
学びます。また、自分の苦手な個所や課題を発見し、勉強法を工夫して計画を立て、不断の努力を行うことを通して、広い意味での問題解決能
力や自己管理能力を身につけます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Seize the Core of the TOEIC Test　「TOEICテスト コアをつかんで完全攻略」　安丸雅子・ 砂川典子 他著　金星堂　￥1900(税別)

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　 講義概要・ガイダンス
2回　 Unit1　Daily Life　[基本5文型]
3回　 Unit1　Daily Life　[基本5文型]
4回　 Unit2　Eating Out & Leisure Activities　[品詞]
5回　 Unit2　Eating Out & Leisure Activities　[品詞]
6回　 Unit3　Cooking & Purchasing　[名詞・主語と動詞の一致]
7回　 Unit3　Cooking & Purchasing　[名詞・主語と動詞の一致]
8回　 Unit4　Traffic & Travel　[形容詞・副詞]
9回　 Unit4　Traffic & Travel　[形容詞・副詞]
10回　Unit5　Advertising & ICT　[時制]
11回　Unit5　Advertising & ICT　[時制]
12回　Unit6　Production & Logistics　[接続詞・前置詞]
13回　Unit6　Production & Logistics　[接続詞・前置詞]
14回　Review Test 1 (Unit1～6)
15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

小テストによる平常点(30%)と筆記試験(70%)に、TOEICテストのスコアを反映して評価します。TOEICスコアの評価の反映方法は、初回の授業
で文書を配布して説明します。

成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習：単語テストの準備
事後学習：学習内容の復習

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662136 /



英語Ⅰ（律政群１-Ｅ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

・受講に際しては、テキストと辞書を必ず持参してください。
・単語テストなどの準備が必要なテストに関しては、各自自宅で暗記を済ませてテストに臨んでください。
・学期中にTOEICテストを必ず受験してください。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662136 /



英語Ⅰ（律政群１-Ｆ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
船方　浩子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群１－Ｆ1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

TOEIC対策用テキストを用いての問題演習及び問題解説。
TOEICのスコアアップとともに実践的な英語力の向上を目標とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
“THE HIGH ROAD TO THE TOEIC LISTENING AND READING TEST”（早川幸治共著）金星堂　￥1,900＋税

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　ガイダンス、語彙演習
2回　Unit 1  Travel：Listening Section
3回　Unit 1  Travel：Listening Section
4回　Unit 1  Travel：Reading Section文法：時制
5回　Unit 2  Dining Out：Listening Section
6回　Unit 2  Dining Out：Reading Section文法：主述の一致
7回　Unit 3  Media：Listening Section
8回　Unit 3  Media：Reading Section文法：能動態・受動態
9回　Unit 4  Entertainment：Listening Section
10回　Unit 4  Entertainment：Reading Section文法：動名詞・不定詞
11回　Unit 5  Purchasing：Listening Section
12回　Unit 5  Purchasing：Reading Section文法：代名詞
13回　Unit 6  Clients：Listening Section
14回　Unit 6  Clients：Reading Section文法：品詞
15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験：70%、日常の授業への取り組み（小テスト、宿題）：30%
最終評価にはTOEICを受験したかどうかが反映されるので、初回の授業で文書を配布して説明します。

成績評価の方法　/Assessment Method

次回授業の範囲は宿題として必ずやってくること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662137 /



英語Ⅰ（律政群１-Ｆ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662137 /



英語Ⅰ（律政群１-Ｇ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
酒井　秀子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群１－Ｇ1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　本授業では，TOEICテストの問題を使って，その出題形式や問題の特徴の違いを踏まえ，基本的な文法・語彙を学習するとともに，TOEICテ
ストで必要とされる英語のリスニング力・リーディング力の養成をはかる。特にTOEICテストで出題されやすい文法事項及び語彙のうち，基本
的な内容について復習を行い定着を図り，実用的な英語力を身に着ける。リスニング力・リーディング力の養成はTOEICテスト向けであるだけ
でなく，英語によるコミュニケーション能力の涵養を見据えて行うものとする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『公式TOEIC Listening & Reading問題集 3』国際コミュニケーション協会

『公式TOEICListening & Reading問題集 ２』国際コミュニケーション協会〇
『公式TOEICListening & Reading問題集 １』国際コミュニケーション協会〇
「TOEICテスト公式問題集：新形式問題対応編』国際コミュニケーション協会〇
『TOEICテスト新公式問題集 vol. ６』国際コミュニケーション協会〇
『TOEICテスト新公式問題集 vol. ５』国際コミュニケーション協会〇

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　ガイダンス・授業の進め方
2回　リスニング問題(part 1~ 4)の概要、リーディング問題(part 5-7)の概要　（予習：60分、復習：60分）
3回　リスニングpart 1(写真問題)及び part 2(応答問題)前半の学習　（予：60分、復：60分）
4回　リスニングpart 2(応答問題)後半の学習　（予：60分、復：60分）
5回　リスニングpart 3(会話問題)の学習　（予：60分、復：60分）
6回　リスニングpart 4(説明文問題)の学習　（予：60分、復：60分）
7回　リスニング問題の総復習、リーディング part 5(短文穴埋め問題)の概要　（予：60分、復：60分）
8回　リーディングpart 5の学習　（予：60分、復：60分）
9回　リーディングpart 6(長文穴埋め問題)の学習　（予：60分、復：60分）
10回  リーディングpart 7(読解問題)の学習：シングルパッセージ：質問2問　（予：60分、復：60分）
11回  リーディングpart 7の学習：シングルパッセージ：質問３～５問　（予：60分、復：60分）
12回  リーディングpart 7の学習：ダブルパッセージ　（予：60分、復：60分）
13回  リーディングpart 7 の学習：トリプルパッセージ：前半　（予：60分、復：60分）
14回  リーディングpart 7の学習：トリプルパッセージ：後半　（予：60分、復：60分）
15回　総復習

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

662138 /



英語Ⅰ（律政群１-Ｇ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

期末試験 40％，復習テスト 10%，単語テスト 10%，日常の授業への取り組み（8回目以降実施するリスニングの小テスト，その他リーディング
の小テスト、8回目以降出す宿題及び授業への参加度等を含む）40%
最終評価にはTOEICスコアが反映されます．反映方法は初回の授業で文書を配布し説明します。

成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習…（予習）ガイダンス時に単語100語プリントを渡しますので，テキストで学習して授業に臨んでください。
事後学習…（復習）授業で指定されたテキストの範囲は，必ず学習しておいてください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

毎回，単語100語テストを実施し、また8回目以降リスニングの小テストを実施します。8回以降宿題のプリントpart 5を毎回渡します。これは試
験範囲に入りますので確実に学習し試験に備えてください。
テキストの自学の範囲で，不明な点がありましたら，授業の前後いつでも質問を受け付けます。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662138 /



英語Ⅰ（律政群１-Ｉ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
木梨　安子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群１－Ｉ1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

この授業では、TOEICテスト問題を扱った教材を通して、英語運用力のうち特に「聴く・読む」の受信力向上に主眼をおいて学習を進める。

TOEICは、実践的なコミュニケーション手段として必要不可欠な「文法・語法・語彙・表現・発音」などの知識がどのくらい身についているか
、また与えられた情報を設定された時間内にいかに効率的に処理できるかという英語力と情報処理能力が問われるテストである。当授業では、
左記の点を踏まえ、リスニングに特化したテキストを用いて、実践的英語力並びに情報処理能力の基礎づくりを行っていく。

学習内容および学習方法の詳細に関しては、1回目のオリエンテーションで説明する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
松本 恵美子 他著　『Quick Mastery of the TOEIC Listening Test 』 成美堂　￥1300

〇　TOEIC テスト公式問題集　新形式対応
 ※　どれだけ多くの問題に取り組んだかが英語力向上のカギになる。漠然と問題を解くのではなく、文頭から意味を取りながら、語彙・文法に
気を配り、問われている「的」を掴む練習を日頃からやってもらいたい。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　オリエンテーション　TOEIC学習方略(リスニング・リーディング）＆個人スコアの目標設定
第2回  Unit 1  Sightseeing
第3回  Unit 2  Office Technology
第4回  Unit 3  Restaurant　
第5回　Unit 4  Ordering
第6回　Unit 5  Personnel
第7回　Unit 6  Review 1
第8回　Unit 7  Shop
第9回　Unit 8  Finance
第10回  Unit 9  Seminer
第11回　Unit 10  Health
第12回　Unit 11  Education
第13回　Unit 12  Review 2
第14回　Unit 13  Product development
第15回　Unit 14  Employment

※上記の学習に加えて、基礎文法の学習も随時行っていく。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

662139 /



英語Ⅰ（律政群１-Ｉ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

期末試験・・50％　小テスト・・30％　授業への取り組み20％
   欠席は原則3回まで。遅刻回数2回で欠席1回とみなす。

 ※最終評価にはTOEICスコアが反映される。反映方法は初回の授業で文書を配布して説明する。

成績評価の方法　/Assessment Method

授業を受ける上での各自の日頃の取り組みにおいては、予習は言うまでもないが、復習に力を入れてもらいたい。前回の授業で学習した範囲を
マスターした上で、次の授業のテキストの問題を、本番のテストを受ける気持ちで解くようにし、わからない個所はチェックして授業に臨んで
もらいたい。こうした本番のテストを念頭に入れた学習の積み重ねは、各学期間において受験を義務としているTOEIC テストで、日頃の学習成
果を遺憾なく発揮できる大きな『支え』となる。
 　

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

（１）授業にテキストを持たずに参加し隣人に見せてもらう等して間に合わせる履修生を時に見かけるが、そのような状況ではお互いの集中力
の妨げになる。教材を忘れた場合には、授業が始まる前に学習箇所を準備しておくこと。
（２）各授業では補充プリントを毎回配布するが、原則として欠席者のためにプリントを翌授業で追配布あるいは保管することはしていない。
個人が責任をもって配布プリントの有無を確認し補充しておくこと。
（３）遅刻した場合は、授業が終わった後、出席扱いになっているか否かを担当教員に確認すること。

履修上の注意　/Remarks

あっという間に時間は過ぎていきます。一学期は4か月ほどしかありませんが、日常から習慣的に英語学習に取り組んだ受講生と付け焼刃の不十
分な学習に甘んじた受講生とでは、その短期間でさえも取得スコアに100点以上の差が出ます。英語は日頃からの積み重ねが重要です。自分の来
たるべき大事な将来に備えて、英語力の向上を常に念頭に置き、前向きな態度で自己学習に励んでください。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662139 /



英語Ⅱ（律政群１-Ａ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
ダンカン・ウォトリィ / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群１－Ａ2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

This course has been designed to develop English skills in way that improvement can be measured through higher levels of achievement in the
TOEIC test. Additional aims include helping students identify and better manage their own learning. The course also aims to give students an
opportunity to write about their own lives in a short English journal. Activities include homework completed before and checked in each lesson,
listening and speaking, group discussion of example problems as well as the completion of many TOEIC practice examples provided with the core
text.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Successful Keys to the TOEIC Test 3 Goal 700 4th edition
Atsushi Mizumoto, Mark D. Stafford

Dictionary
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

Week 1 Unit 1 Daily Life
Week 2 Unit 2 Places
Week 3 Unit 3 People
Week 4 Unit 4 Travel
Week 5 Unit 5 Business
Week 6 Unit 6 Office
Week 7 Unit 7 Technology
Week 8 Unit 8 Personnel
Week 9 Unit 9 Management
Week 10 Unit 10 Purchasing
Week 11 Unit 11 Finances
Week 12 Unit 12 Media
Week 13 Unit 13 Entertainment
Week 14 Unit 14 Health
Week 15 Unit 15 Restaurants

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

Final Examination 40%
Mid-Term examination 30%
Journal 20%
Class Participation 10%
最終評価にはTOEICスコアが反映されます。反映方法は、初回の授業で文書を配布して説明します。

成績評価の方法　/Assessment Method

662140 /



英語Ⅱ（律政群１-Ａ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

We aim to complete one unit per week. Homework will be set in accordance with this schedule and usually involves the reading sections of the
test.

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662140 /



英語Ⅱ（律政群１-Ｂ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
永末　康介 / Kosuke NAGASUE / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群１－Ｂ2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

基礎的な英語能力の定着を目的とする。さまざまな分野の英文を通して、文法能力・語彙力に加えて特に読む力（リーディング力）や聴く力
（リスニング力）の向上を目指す。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし。
適宜プリントなどを用いる。

適宜授業時や北方Moodleにて紹介。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

  1回　オリエンテーション
  2回　自分の好きな仕事(1)
  3回　自分の好きな仕事(2)
  4回　少子高齢化(1)
  5回　少子高齢化(2)
  6回　英語とのつきあい方(1)
  7回　環境(1)
  8回　環境(2)
  9回　オリンピック(1)
10回　オリンピック(2)
11回　少子高齢化(3)
12回　これからの教育(1)
13回　これからの教育(2)
14回　英語とのつきあい方(2)
15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験…30%、平常の学習状況（小テストを含む)…70%
最終評価にはTOEICスコアが反映されます。反映方法は第1回の授業で文書を配布して説明します。

成績評価の方法　/Assessment Method

授業内で説明するか北方Moodle上に情報を掲載するので、その指示に従うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662141 /



英語Ⅱ（律政群１-Ｂ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

基盤教育センターの方針で、原則として1学期に1回、TOEIC(TOEFL)を受験することが義務付けられています。
初回授業に必ず出席すること。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662141 /



英語Ⅱ（律政群１-Ｃ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
葛西　宏信 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群１－Ｃ2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

重要な文法事項の確認と語彙力の増強を行いながら、英語の読解力と聴解力を養うことを目的とする。また、ＴＯＥＩＣ形式の問題演習を通し
て、ＴＯＥＩＣ形式に慣れることも目的とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
生協の教科書リストに指定する。

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　　オリエンテーション
２回　　Chapter 1
３回　　Chapter 2
４回　　Chapter 3
５回　　Chapter 4
６回　　Chapter 5
７回　　Chapter 6
８回　　Chapter 7
９回　　Chapter 8
１０回　Chapter 9
１１回　Chapter 10
１２回　Chapter 11　
１３回　Chapter 12　
１４回　Chapter 13　
１５回　Chapter 14　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験…５５％　小テスト・課題…３０％　日常の授業への取り組み…１５％

最終評価にはTOEICスコアが反映されます。反映方法は第1回の授業で文書を配布して説明します。

成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習：指定された範囲の予習
事後学習：授業で扱った内容の復習

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662142 /



英語Ⅱ（律政群１-Ｃ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

基盤教育センターの方針で、原則として１学期に１回TOEIC(TOEFL)テストを受験することが義務付けられています。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662142 /



英語Ⅱ（律政群１-Ｄ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
吉田　禎子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群１－Ｄ2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

①　START-UP COURSE FOR THE TOEIC L& READING TEST
このテキストでは、英語の「聴解力」「読解力」の２技能を測定するTOEIC LISTENING AND READING TESTを受験するためのスキルを学習し
ます。テキスト全体を通してのストーリー「博と恵美子のニューヨーク訪問」のエピソードが紹介されいるので、興味深く読みながら英語力を
身につけることができます。

②　Meet the World     (English through Newspapers 2018)
英字新聞を読むためのノウハウを学び英語の読解力を身につけます。
そのために、このテキストには３つの目的があります。
(1)英字新聞に慣れ親しんでもらうこと：Before Reading で記事と関連する情報を提示したり、重要な語句を確認
(2)英字新聞を読むためのノウハウを身につける：英字新聞の記事の形式や、新聞英語の構成や特徴の理解
(3)現在の社会で起こっている様々な出来事に興味を持ってもらうこと：The Japan Times紙記載の日本や海外の記事

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
①　START-UP COURSE FOR THE TOEIC L&R TEST
                        北山　長貴　　Bill Benfield                       SEIBIDO          2,000円

②   Meet the World     (English through Newspapers  2018)
                        若有　保彦　　　　　　　　　　　　　　SEIBDO          2,000円

随時、参考資料を配付します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

662143 /



英語Ⅱ（律政群１-Ｄ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

   ①　START-UP COURSE FOR THE TOEIC L&R TEST
第　１回  Unit   6  Socializing   （社交）　　　
第　２回  Unit   6  準動詞:不定詞、分詞、動名詞
第　３回  Unit   7  Invitation     （招待・案内）
第　４回  Unit   7  副詞、法助動詞　
第　５回  Unit   8  Medical Treatment and Insurance 　（医療・保険）
第　６回  Unit   8  There ～、Who　
第　７回  Unit   9   Culture and Entertainment （文化・娯楽）
第　８回  Unit   9   Why~,　完了形、手段・時の表現 ､仮定法　
第　９回  Unit 10   Shopping   （買い物）
第１０回  Unit 10　接続詞、分詞構文
  ②  Meet the World  English through Newspapers  2018
第１１回  Unit   6   Reading glasses may become a past thing    （読書用メガネ、過去のものになる可能性）健康
第１２回  Unit   7   Japan to help farmers obtain food safety certificates for 2020(日本、2020年五輪へ向け農家の食の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安全承認支援へ)　　 農業　
第１３回  Unit   8  Study: Baby brain scans may reveal autism risk（乳児の絵の画像で自閉症のリスクの診断が可能に）
第１４回  Unit   9  Tax-sharing services app to be tested  （相乗りタクシーアプリ、実証実験へ） 技術
第１５回  Unit 10   Hoetown flavors big business in Tokyo  （故郷の味、東京で大きなビジネスに）経済

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常点　５０％　（小テスト、授業への取り組み)　　　　　　学期末考査　５０％
最終評価にはTOEICスコアが反映されます。反映方法は第１回の授業で文書を配布して説明します。

成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習：各Unitの最初の授業で予習テストを実施します。自宅学習時に、予習ノートに全パートの解答を記入する
事後学習：予習ノートのチェックをする　　
　　　　　文法や訳の復習をする
　　　　　単語テストを随時実施します

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

予習テストについて具体的に第１回の授業で詳しく説明します。
辞書を大いに活用して下さい。
辞書はいつでも、どこでも、語彙の意味や文法等相談出来る便利な先生です。

履修上の注意　/Remarks

予習ノートを作りましょう。
There is no royal road to learning.     「学問に王道なし」

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662143 /



英語Ⅱ（律政群１-Ｅ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
安丸　雅子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群１－Ｅ2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

TOEICの出題パターンに慣れるだけでなく、効率的な取り組み方と出題傾向を学び、スコアアップを目指します。TOEICの学習を通じて、リス
ニング力・リーディング力・語彙力・文法力といった総合的な英語力を培い、国際化・グローバル化に対応できるレベルの実践的な英語表現を
学びます。また、自分の苦手な個所や課題を発見し、勉強法を工夫して計画を立て、不断の努力を行うことを通して、広い意味での問題解決能
力や自己管理能力を身につけます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Seize the Core of the TOEIC Test　「TOEICテスト コアをつかんで完全攻略」　安丸雅子・ 砂川典子 他著　金星堂　￥1900(税別)

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　 講義概要・ガイダンス
2回　 Unit7　Business & Economics　[助動詞]
3回　 Unit7　Business & Economics　[助動詞]
4回　 Unit8　Employment & Personnel　[受動態]
5回　 Unit8　Employment & Personnel　[受動態]
6回　 Unit9　Office Work & Correspondence　[分詞・分詞構文]
7回　 Unit9　Office Work & Correspondence　[分詞・分詞構文]
8回　 Unit10　Health & the Environment　[不定詞・動名詞]
9回　 Unit10　Health & the Environment　[不定詞・動名詞]
10回　Unit11　Finance & Banking　[代名詞・関係詞]
11回　Unit11　Finance & Banking　[代名詞・関係詞]
12回　Unit12　Law & Administration　[比較構文]
13回　Unit12　Law & Administration　[比較構文]
14回　Review Test 2 (Unit7～12)
15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

小テストによる平常点(30%)と筆記試験(70%)に、TOEICテストのスコアを反映して評価します。TOEICスコアの評価の反映方法は、初回の授業
で文書を配布して説明します。

成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習：単語テストの準備
事後学習：学習内容の復習

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662144 /



英語Ⅱ（律政群１-Ｅ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

・受講に際しては、テキストと辞書を必ず持参してください。
・単語テストなどの準備が必要なテストに関しては、各自自宅で暗記を済ませてテストに臨んでください。
・学期中にTOEICテストを必ず受験してください。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662144 /



英語Ⅱ（律政群１-Ｆ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
下條　かおり / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群１－Ｆ2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

TOEIC Test の問題に慣れ、スコアアップのためのコツを身に付けることを目的とした総合的な対策を行う。必要に応じ、英語コミュニケーショ
ン能力の基礎となる、英単語や英文法の基礎的な知識を確認する。

TOEIC Listening and Reading Test のスコアアップのために知っておくべきことを講師が説明します。各回の授業内容に沿って、学習者は、必ず
予習をし、クラス内で解答の根拠を話し合います。学習者の問題解答後、講師が解説を行います。2回の講義を済ませた後に、授業内容について
のReview Quiz を実施するので、必ず復習して授業に臨むこと。語彙テストに際しては、計画的に学習すること。受講に際しては、教科書と辞
書を必ず持参してください。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Koji Hayakawa et al., “THE HIGH ROAD TO THE TOEIC LISTENING AND READING TEST” (Kinseido, 2017)
Yuko Koishi『TOEIC TEST 英単語出るとこだけ！』(アルク、2016)

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回講義概要・TOEICテストについて
第2回Unit 8Personnel PART 1-PART 4, Vocabulary Sheet
第3回Unit 8Personnel PART 5-PART 7, 語彙テスト UNIT 1 (pp. 16-49)
第4回Unit 8Review Quiz, Unit 9 Advertising PART 1-PART 4, Vocabulary Sheet
第5回Unit 9Advertising PART 5-PART 7, 語彙テスト UNIT 2 (pp. 52-85)
第6回Unit 9Review Quiz, Unit 10 Meetings PART 1-PART 4, Vocabulary Sheet
第7回ふりかえり
第8回Unit 10 Meetings PART 5-PART 7, 語彙テスト UNIT 3 (pp. 88-125)
第9回Unit 10 Review Quiz, Unit 11 Finance PART 1-PART 4, Vocabulary Sheet
第10回Unit 11 Finance PART 5-PART 7, 語彙テスト UNIT 4 (pp. 128-166)
第11回Unit 11 Review Quiz, Unit 12 Offices PART 1-PART 4, Vocabulary Sheet
第12回Unit 12 Offices PART 5-PART 7, 語彙テスト UNIT 5 (pp. 168-202)
第13回Unit 12 Review Quiz, Unit 13 Daily Life PART 1-PART 4, Vocabulary Sheet
第14回Unit 13 Daily Life PART 5-PART 7, 語彙テスト UNIT 6 (pp. 204-237)
第15回Unit 13 Review Quiz, Unit 14 Sales & Marketing PART 1-PART 4, Vocabulary Sheet

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

日常の授業への取り組み・・50%    定期試験・・50%
最終評価にはTOEICスコアが反映されます。反映方法は第1回の授業で文書を配布して説明します。

成績評価の方法　/Assessment Method

662145 /



英語Ⅱ（律政群１-Ｆ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

授業計画欄の各回の授業内容に記載されている教科書の該当ページを、授業前に必ず解答してくること。この予習を行うことを前提として授業
を進めることについて了解したうえで、授業に臨むこと。教科書の音声は無料でダウンロードすることができますので、必ず予習・復習に活用
してください。2回の講義を済ませた後に、授業内容についての Review Quiz を実施するので、必ず復習して授業に臨むこと。語彙テストに際し
ては、計画的に学習すること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

理由なく4回欠席した場合は、単位は取れません。正当な欠席の理由がある場合は、理由を証明する文書（病院の領収書など）を見せてください
。遅刻3回で、欠席1回の扱いとします。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662145 /



英語Ⅱ（律政群１-Ｇ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
酒井　秀子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群１－Ｇ2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本授業では、TOEICテストの問題を使って、その出題形式や問題の特徴の違いを踏まえ、基本的な文法・語彙を学習するとともに、TOEICテス
トで必要とされる英語のリスニング力・リーディング力の養成を図る。特にTOEICテストで出題されやすい文法事項及び語彙のうち、基本的な
内容について復習を行い定着を図り、実用的な英語力を身につける。リスニング力・リーディング力の養成はTOEICテスト向けであるだけでな
く、英語によるコミュニケーション能力の涵養を見据えて行うものとする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『公式TOEIC Listening & Reading 問題集３』 国際コミュニケーション協会

『公式TOEIC Listening & Reading 問題集２』国際コミュニケーション協会〇
『公式TOEIC Listening & Reading 問題集１』国際コミュニケーション協会〇
『TOEICテスト公式問題集：新形式問題対応編』国際コミュニケーション協会〇
『TOEICテスト 新公式問題集 vol. ６』国際コミュニケーション協会〇
『TOEICテスト新公式問題集 vol. ５』国際コミュニケーション協会〇

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　1回　ガイダンス・授業の進め方、リスニング part 1(写真問題), 2(応答問題)の学習　
　2回　リスニングpart２ 、リーディングpart 5(短文穴埋め問題)の学習　（予習：60分、復習：60分）
　3回　リスニングpart ３(会話問題)の学習、リーディングpart ５の学習　（予：60分、復：60分）
　4回　リスニングpart ４(説明文問題)、リーディングpart ５の学習　（予：60分、復：60分）
　5回　リスニングpart 4、リーディングpart ５の学習　（予：60分、復：60分）
　6回　リスニング問題の復習、リーディングpart 6(長文穴埋め問題)の学習　（予：60分、復：60分）
　7回　リーディングｐart 5，part 6の復習　（予：60分、復：60分）
　8回　リーディングpart 7(読解問題)の学習：シングルパッセージ：147-160　（予：60分、復：60分）
　9回　リーディングpart 7(読解問題)の学習：シングルパッセージ：161-175　（予：60分、復：60分）
10回　リーディングpart 7の学習：ダブルパッセージ  :  176-180　（予：60分、復：60分）
11回　リーディングpart 7の学習：ダブルパッセージ：181-185　（予：60分、復：60分）
12回　リーディングpart 7の学習：トリプルパッセージ：186-190　（予：60分、復：60分）
13回　リーディングpart 7の学習：トリプルパッセージ：191-195　（予：60分、復：60分）
14回　リーディング part 7の学習：トリプルパッセージ： 196-200　（予：60分、復：60分）
15回　総復習
 　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

定期試験 40％　復習テスト 10％　単語テスト 10%　日常の授業への取り組み状況（小テスト、課題及び宿題を含む）40％　　
最終評価にはTOEICスコアが反映されます。反映方法は初回の授業で文書を配布して説明します。

成績評価の方法　/Assessment Method

662146 /



英語Ⅱ（律政群１-Ｇ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

事前学習…（予習）ガイダンス時に単語100語プリントを渡しますので，毎回必ずテキストで学習して授業に臨んで下さい。
事後学習…（復習）授業で指定されたテキストの範囲は，必ず学習しておいてください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

2回目以降、毎回単語100語テストを実施し、7回目以降、毎回リスニングの小テストを実施します。また7回目以降、毎回part 5のプリントを宿
題として出します。これは試験範囲に入りますので確実に学習し理解するようにしてください。
テキストの自学の範囲で，不明な点がありましたら，授業の前後いつでも質問を受け付けます。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662146 /



英語Ⅱ（律政群１-Ｉ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
木梨　安子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群１－Ｉ2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

この授業では、TOEICテスト問題を扱った教材を通して、英語運用力のうち特に「聴く・読む」の受信力向上に主眼をおいて学習を進める。ま
た、英語力の基礎となる文法学習もそれに並行して行っていく。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
松本 恵美子 他著　『Quick Mastery of the TOEIC Listening Test 』 成美堂　￥1300

〇　TOEIC テスト公式問題集　新形式対応
 ※　どれだけ多くの問題に取り組んだかが英語力向上のカギになる。漠然と問題を解くのではなく、文頭から意味を取りながら、語彙・文法に
気を配り、問われている「的」を掴む練習を日頃からやってもらいたい。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　オリエンテーション( 当学期の学習内容と学習方略についての説明）　
第2回　Unit 15　Sports
第3回  Unit 16 　Announcement
第4回  Unit 17　 Transportation
第5回　Unit 18   Review 3
第6回　Unit 19   Housing
第7回　Unit 20   Advertisements
第8回　Unit 21   Airport
第9回　Unit 22   Music
第10回  Unit 23   Weather
第11回　Unit 24   Review 4
第12回　復習問題(1)
第13回　復習問題(2)
第14回　復習問題(3)
第15回　復習問題(4)

※上記の学習項目に加えて、基礎文法の学習もプリントを配布して行っていく。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験・・50％　小テスト・・30％　授業への取り組み20％
   欠席は原則3回まで。遅刻回数2回で欠席1回とみなす。

※最終評価にはTOEICスコアが反映される。反映方法は初回の授業で文書を配布して説明する。

成績評価の方法　/Assessment Method
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英語Ⅱ（律政群１-Ｉ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

授業を受ける上での各自の日頃の取り組みにおいては、予習は言うまでもないが、復習に力を入れてもらいたい。前回の授業で学習した範囲を
マスターした上で、次の授業のテキストの問題を、本番のテストを受ける気持ちで解くようにし、わからない個所はチェックして授業に臨んで
もらいたい。こうした本番のテストを念頭に入れた学習の積み重ねは、各学期間において受験を義務としているTOEIC テストで、日頃の学習成
果を遺憾なく発揮できる大きな『支え』となる。
 　

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

（１）授業にテキストを持たずに参加し隣人に見せてもらう等して間に合わせる履修生を時に見かけるが、そのような状況ではお互いの集中力
の妨げになる。教材を忘れた場合には、授業が始まる前に学習箇所を準備しておくこと。
（２）各授業では補充プリントを毎回配布するが、原則として欠席者のためにプリントを翌授業で追配布あるいは保管することはしていない。
個人が責任をもって配布プリントの有無を確認し補充しておくこと。
（３）遅刻した場合は、授業が終わった後、出席扱いになっているか否かを担当教員に確認すること。

履修上の注意　/Remarks

あっという間に時間は過ぎていきます。一学期は4か月ほどしかありませんが、日常から習慣的に英語学習に取り組んだ受講生と付け焼刃の不十
分な学習に甘んじた受講生とでは、その短期間でさえも取得スコアに100点以上の差が出ます。英語は日頃からの積み重ねが重要です。自分の来
たるべき大事な将来に備えて、英語力の向上を常に念頭に置き、前向きな態度で自己学習に励んでください。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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英語Ⅲ（律政群１-Ａ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
デール・スティール / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群１－Ａ1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

This course will offer students the opportunity to improve basic writing and  speaking skills. Emphasis will
 be placed on composition writing skills for the purpose of developing topic oriented speeches. Emphasis will also be       placed on competent
written answers to questions focusing on the use of complete sentences. Additionally, students will be given the opportunity to develop basic
speaking skills.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Reading Pass 1
 Andrew E. Bennett
 NAN'UN-DO

Additional class materials will be provided by the instructor.
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1   Course Introduction
 2   Reading Pass 1, Unit 1:  Explain reading passage and do questions.
 3   Reading Pass 1, Unit 1:  Questions and Answers  Present topic for 1st speech.
 4   Group work to develop speeches.
 5   Presentation of speeches.
 6   Reading Pass 1, Unit 2:  Explain reading passage and do questions.
 7   Reading Pass 1, Unit 2:  Questions and Answers  Present topic for 2nd speech.
 8   Group work to develop speeches.
 9   Presentation of speeches.
 10 Reading Pass 1, Unit 3:  Explain reading passage and do questions.
 11 Reading Pass 1, Unit 3:  Test.   Present topic for 3rd speech.
 12 Group work to develop speeches.
 13 Presentation of speeches. Present topic for 4th speech.
 14 Group work to develop speeches.
 15 Presentation of speeches.

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

Assessment will be based primarily on classroom workand participation as well as quality of speeches.. A mid-term test will also figure into the
assessment.

成績評価の方法　/Assessment Method

Students must take individual responsibility for class and speech presentation preparation.
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review
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英語Ⅲ（律政群１-Ａ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

Because of the intense and consecutive nature of the class students will be expected to be present.
 Excessive absences will not be tolerated.

履修上の注意　/Remarks

This can be a pleasurable class. Students should not fear the emphasis placed on writing and speaking.
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

composition, public speaking, competent answers, complete sentences
キーワード　/Keywords
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英語Ⅲ（律政群１-Ｂ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
デビッド・アダム・ストット / David Adam Stott  / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群１－Ｂ1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

This task-based course aims to improve students’ ability to use English for daily communication. Speaking English individually and in small groups
is required in each class.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Hall & Blappert, First Class Service 1, Cengage, ISBN: 9814319430

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回 Orientation
２回 Asking for personal information.
３回 Talking about dislikes
４回 Talking about travel jobs
５回 Explaining facilities
６回 Describing locations
７回 Opening times
８回 Talking about schedules
９回  Reservation problems
１０回 Confirming reservations
１１回 Changing reservations
１２回 Asking about preferences
１３回 Checking in
１４回 Checking out
１５回 Student Presentations

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

日常の授業への取り組み…50％　学期末試験…30％ プレゼンテーション…20％　
成績評価の方法　/Assessment Method

Please review all content after the class.
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

なし
履修上の注意　/Remarks
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基盤教育科目

外国語教育科目

Good luck with your studies. If you have any questions, please do not hesitate to ask me.
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

トラベル英会話
キーワード　/Keywords
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英語Ⅲ（律政群１-Ｃ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
シェーン・ドイル / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群１－Ｃ1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

Students in this course will learn how to express their ideas in English about a number of contemporary issues in today's society. Students will
have the opportunity each week of increasing their communication skills through discussions in small groups and individual presentations and
group presentations. At the end of the course student should be able to express their ideas in English with confidence.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Inspire 2 by Pamela Hartmann, Nancy Douglas, Andrew Boon

In consultation with the instructor
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

Week 1: Introduction
Week 2: Food
Week 3: Food
Week 4: Festivals
Week 5: Festivals
Week 6: Cities
Week 7: Cities
Week 8: Jobs
Week 9: Jobs
Week 10: Music
Week 11: Music
Week 12: Journeys
Week 13: Journeys
Week 14: Presentation Preparation
Week 15: Presentation

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

In class assessment 50%
Homework 20%
Presentations and Discussion 30%

成績評価の方法　/Assessment Method

Students should complete all homework assignments and listen to any pre-assigned listening tasks.
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks
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英語Ⅲ（律政群１-Ｃ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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英語Ⅲ（律政群１-Ｄ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
ダンカン・ウォトリィ / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群１－Ｄ1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

The course aims to develop skills in communicating in a foreign language using English. As the students already have a detailed knowledge of
many useful grammatical and lexical features of English, the course aims to create situations where students can put that knowledge to use in
creative ways using their own lives, opinions, research ideas as well as the contexts provided through the text and other core materials. Activities
include keeping a weekly English journal, conversational pair-work, discussion and debate, small written responses as well as those activities
provided in the course text-book, which also uses a mixed approach. Monthly Reviews will also be used as well as two elective activities where
students can choose tasks that suit their learning styles and needs.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Let’s Talk 2 2nd edition Leo Jones
Cambridge

Dictionary
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

Week 1 Introduction
Week 2 Unit 1
Week 3 Unit 2
Week 4 Unit 3
Week 5 Unit 4
Week 6 Unit 1-4 Expansion
Week 7 Discussion Planning
Week 8 Mid-Semester Review
Week 9 Unit 5 and Discussion 1
Week 10 Unit 6 and Discussion 2
Week 11 Unit 7 and Discussion 3
Week 12 Unit 8 and Discussion 4
Week 13 Units 5-8 Expansion
Week 14 Review
Week 15 Diary Interviews

授業計画・内容　/Class schedules and Contents
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英語Ⅲ（律政群１-Ｄ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

Diary 20%
Diary Interview 10%
Class Discussion Presentation 20%
Mid Semester Review 20%
Final Examination 30%

成績評価の方法　/Assessment Method

All students should buy a simple A4 or B5 notebook. A weekly homework task will be to keep a weekly English diary. This will consist of writing
about daily life in English. Each diary entry should be between 8 and 10 lines long. The teacher will collect and read the diaries at the end of
semester. Students should be prepared to share details of their dairy for conversation in class. I ask you to be mindful of this and make sure you
are happy sharing anything you write.

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

Write Diary and prepare to discuss contents
Assigned tasks from course textbook
Discussion and Review Preparation
Other assigned tasks

履修上の注意　/Remarks

I am looking forward to meeting you. I am sure we will have fun practicing English together.
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662151 /



英語Ⅲ（律政群１-Ｅ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
クリストファー・オサリバン / Chris O'Sullivan / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群１－Ｅ1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

This course will improve fluency. Students will use the four language skills (writing, reading, listening, speaking) to improve their confidence and
take the next step in their English education. The tasks aim to review previously learnt material as well as challenging students to improve their
communicative skills freely with their friends.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
World Link 1, by N. Douglas, J. Morgan.(Cengage Learning)

Japanese-English dictionary
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回：　Introduction: Explanation of the course aims, grading, expectations, and general advice about how to study effectively.
第２回：Unit 1 - Title: Getting to know you A (p4)
第３回：Unit 1, finish lesson A. Review.
第４回：Appearance. Lesson B (p10)
第５回：finish lesson B. Review.
第６回：Unit 2 - Title: Actions Lesson A (p18)
第７回：Unit 2, finish lesson A. Review.
第８回：Feelings and Greetings. Lesson B (p24)
第９回：finish lesson B. Review.
第１０回：Unit 3 - At the market. Lesson A (p32)
第１１回：Unit 3, finish lesson A. Review.
第１２回：Let's go shopping!. Lesson B (p38)
第１３回：finish lesson B. Review.
第１４回：Review of units 1-3, exam explanation.
第１５回：まとめ
In addition, students will be given 10 questions and 90 seconds per question to have mini conversations with 10 different people at the end of the
lesson.

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

Exam 70%, speaking test 30%.
More information concerning assessment will be given in the first lesson.
Regarding the end of semester speaking test, students will be tested as follows: 10% intonation and pronunciation, 10% accuracy and fluency,
10% contents and interest.

成績評価の方法　/Assessment Method
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英語Ⅲ（律政群１-Ｅ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

To prepare for the lesson, please read ahead of time the contents of the book for the next lesson. In addition, some practice questions for the final
exam will be given (in the final class) to give students confidence and peace of mind.

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

Please check the textbook ahead of time.
Sleep well and keep regular hours.
Don't use phones in the class.

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

Education is the key to a better future.
キーワード　/Keywords
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英語Ⅲ（律政群１-Ｆ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
マイケル・バーグ / michael berg / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群１－Ｆ1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

This task-based course aims to improve students’ ability to use English for daily communication. Speaking English individually and in small groups
is required in each class.  Focus on conversation and writing

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
 First Class Service 1 (ISBN 9789814319430)

no
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1:Orientation
2: Asking someone's name
3: Travel jobs
4: Floor plans
5: Opening hours
6: Making reservations
7: Confirming reservations
8: Checking in
9: Taking calls
10: On tour
11: Ordering/taking orders
12: Checking information
13: Taking messages
14: Directions
15: Changing money/final review

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

Participation - 30%
Homework - 20%
Presentation - 2 X 15%
Final exam - 20%

成績評価の方法　/Assessment Method

no
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

no
履修上の注意　/Remarks
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英語Ⅲ（律政群１-Ｆ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

Good luck with your studies. If you have any questions, please do not hesitate to ask me.
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

no
キーワード　/Keywords
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英語Ⅲ（律政群１-Ｇ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
デビット・ニール・マクレーラン / David Neil McClelland / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群１－Ｇ1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

English for International Communication
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Smart Choice (2nd Edition) Student Book 1 (Oxford University Press)

電池辞書
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回:　　　　Unit 1 Making New Friends
第２回:　　　　Unit 2 Occupations
第３回:　　　　Unit 3 Food and Drink
第４回:　　　　Class Presentations
第５回:　　　　Unit 4 Habits and Routines
第６回:　　　　Unit 5 Everyday Activities
第７回:　　　　Unit 6 Past Events
第８回:　　　　Class Presentations
第９回:　　　　Unit 7 Shopping
第１０回:　　　Unit 8 Appearance and Personality
第１１回:　　　Unit 9 Local Attractions
第１２回:　　　Unit 10 Places around Town
第１３回:　　　Unit 11 Vacation Activities
第１４回:　　　Unit 12 Travel Plans
第１５回:　　　Class Presentations

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

Homework and Class Participation
成績評価の方法　/Assessment Method

As instructed by teacher
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

必修科目
履修上の注意　/Remarks

Let’s have fun learning English together
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor
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基盤教育科目

外国語教育科目

Communicate / make friends / have fun
キーワード　/Keywords
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英語Ⅲ（律政群１-Ｉ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
伊藤  晃 / Akira Ito / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群１－Ｉ1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

英語の4技能の向上を意識しつつ、英語で表現する力を身につけることを目指す。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
English writing without tears

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回～第5回：Prepositions
第6回～第10回：Verbs
第11回～第15回：Formulaic Expressions

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

定期試験　…　90％　　　日常の授業への取組み　…　10％
成績評価の方法　/Assessment Method

各ChapterのPointを確認しておくこと。
Learning by Heartにあげられている表現を復習すること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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英語Ⅳ（律政群１-Ａ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
デール・スティール / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群１－Ａ2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

This course will offer students the opportunity to improve basic writing and speaking skills. Emphasis will
 be placed on composition writing skills. Emphasis will also be placed on competent written answers to questions
 focusing on the use of complete sentences. Additionally, students will be given the opportunity to develop basic
 speaking skills.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Reading Pass 1
 Andrew E. Bennett
 NAN'UN-DO

Additional class materials will be provided by the instructor.
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1   Course Introduction
 2   Explain reading passage and do questions
 3   Complete reading assignment
 4   Explain reading passage and do questions
 5   Complete reading assignment
 6   Explain reading passage and do questions
 7   Complete reading assignment
 8   Explain reading passage and do questions
 9   Complete reading assignment
 10 Explain reading passage and do questions
 11 Complete reading assignment
 12 Explain reading passage and do questions
 13 Complete reading assignment
 14 Explain reading passage and do questions
 15 Complete reading assignment

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

Assessment will be based primarily on classroom work. A mid-term and final test will also figure into
 the assessment.

成績評価の方法　/Assessment Method

Students must take individual responsibility for class and speech presentation preparation.
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review
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英語Ⅳ（律政群１-Ａ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

Because of the intense and consecutive nature of the class students will be expected to be present.
 Excessive absences will not be tolerated.

履修上の注意　/Remarks

This can be a pleasurable class. Students should not fear the emphasis placed on writing and speaking.
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

composition, competent answers, complete sentences
キーワード　/Keywords
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英語Ⅳ（律政群１-Ｂ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
デビッド・アダム・ストット / David Adam Stott  / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群１－Ｂ2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

This task-based course aims to improve students’ ability to use English for daily communication. Speaking English individually and in small groups
is required in each class.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Hall & Blappert, First Class Service 1, Cengage, ISBN: 9814319430

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回 Student Presentations – Summer Holidays
２回 Transferring calls
３回 Responding to requests
４回 Travel itineraries
５回 Reacting to schedule changes
６回 Ordering in restaurants
７回 Complaining about problems
８回 Fixing problems
９回 Taking messages
１０回 Asking and giving directions
１１回 Recommending and giving travel advice
１２回 Discussing prices and bargaining
１３回 Changing money
１４回 Extra charges
１５回 Saying goodbye to guests and customers

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

日常の授業への取り組み…50％　学期末試験…30％ プレゼンテーション…20％　
成績評価の方法　/Assessment Method

Please review all content after the class.
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

なし
履修上の注意　/Remarks

Good luck with your studies. If you have any questions, please do not hesitate to ask me.
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

662157 /



英語Ⅳ（律政群１-Ｂ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

トラベル英会話
キーワード　/Keywords

662157 /



英語Ⅳ（律政群１-Ｃ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
ロバート･マーフィ / Robert S. Murphy / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群１－Ｃ2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

英語を用いて思考を深め、相手の英語を聞き指摘する力、表現したい事柄をテーマに沿って英語で流暢に表現できるようになること、英語会話
コミュニケーション能力と作文能力の向上をねらいとする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
New Optimal Levels! Philosophy Flavor Book 1
Optimal Levels! Project Book

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回 Introduction / Writing
第2回 Love-Introductions
第3回 Love-Building Skills
第4回 Love-Essay composition
第5回 Presentation
第6回 Justice-Introduction 
第7回 Justice-Building Skills 
第8回 Justice-Essay composition
第9回 Presentation 
第10回 Humanity-Introduction
第11回 Humanity-Building Skills
第12回 Humanity-Essay Composition
第13回 Presentation 
第14回 Composition 
第15回 Discussion

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

プレゼンテーション 各25% (計3回) 試験(essay) 25%
成績評価の方法　/Assessment Method

テキストブックはModule 3 までしか使用しませんが、Module 4~6は休講期間等を利用して各自完成させておいてください。Project Bookは宿題
です。講義終了後、次回講義までに2〜3ページを終わらせておいてください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

662158 /



英語Ⅳ（律政群１-Ｃ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

自分の語りたいことを英語で語れるようになる、楽しいクラスです。アイデアをたくさん出して、自由に表現できるようになりましょう。文法
の用法や単語、表現の方法など講義中の質問は大歓迎です。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662158 /



英語Ⅳ（律政群１-Ｄ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
ダンカン・ウォトリィ / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群１－Ｄ2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

The course aims to develop skills in communicating in a foreign language using English. As the students already have a detailed knowledge of
many useful grammatical and lexical features of English, the course aims to create situations where students can put that knowledge to use in
creative ways using their own lives, opinions, research ideas as well as the contexts provided through the text and other core materials. Activities
include keeping a weekly English journal, conversational pair-work, discussion and debate, small written responses as well as those activities
provided in the course text-book, which also uses a mixed approach. Monthly Reviews will also be used as well as two elective activities where
students can choose tasks that suit their learning styles and needs.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Let’s Talk 2 2nd edition Leo Jones
Cambridge

Dictionary
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

Week 1 Introduction
Week 2 Unit 9
Week 3 Unit 10
Week 4 Unit 11
Week 5 Unit 12
Week 6 Unit 9-12 Expansion
Week 7 Discussion Planning
Week 8 Mid-Semester Review
Week 9 Unit 13 and Discussion 1
Week 10 Unit 14 and Discussion 2
Week 11 Unit 15 and Discussion 3
Week 12 Unit 16 and Discussion 4
Week 13 Units 13-16 Expansion
Week 14 Review
Week 15 Diary Interviews

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

662159 /



英語Ⅳ（律政群１-Ｄ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

Diary 20%
Diary Interview 10%
Class Discussion Presentation 20%
Mid Semester Review 20%
Final Examination 30%

成績評価の方法　/Assessment Method

All students should buy a simple A4 or B5 notebook. A weekly homework task will be to keep a weekly English diary. This will consist of writing
about daily life in English. Each diary entry should be between 8 and 10 lines long. The teacher will collect and read the diaries at the end of
semester. Students should be prepared to share details of their dairy for conversation in class. I ask you to be mindful of this and make sure you
are happy sharing anything you write.

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

Write Diary and prepare to discuss contents
Assigned tasks from course textbook
Discussion and Review Preparation
Other assigned tasks

履修上の注意　/Remarks

I am looking forward to meeting you. I am sure we will have fun practicing English together.
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662159 /



英語Ⅳ（律政群１-Ｅ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
クリストファー・オサリバン / Chris O'Sullivan / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群１－Ｅ2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

This course will improve fluency. Students will use the four language skills (writing, reading, listening, speaking) to improve their confidence and
take the next step in their English education. The tasks aim to review previously learnt material as well as challenging students to improve their
communicative skills freely with their friends.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
World Link 1, by  N. Douglas, J. Morgan. (Cengage Leaning)

Japanese-English dictionary.
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回：Welcome back! Let's talk about the summer vacation.
第２回：Unit 4 - Title: Weather. Lesson A (p50)
第３回：Unit 4, finish lesson A. Review.
第４回：Traveling. Lesson B (p56)
第５回：finish lesson B. Review.
第６回：Unit 5 - Title: Pioneers. Lesson A (p64)
第７回：Unit 5, finish lesson A. Review.
第８回：Personal heroes. Lesson B (p70)
第９回：finish lesson B. Review.
第１０回：Unit 6 - Memory. Lesson A (p78)
第１１回：Unit 6, finish lesson A. Review.
第１２回：Sleep. Lesson B (p84)
第１３回：finish lesson B. Review.
第１４回：Review of units 4-6, exam explanation.
第１５回：まとめ
In addition, students will be given 10 questions and 90 seconds per question to have mini conversations with 10 different people at the end of the
lesson.

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

Exam 70%, speaking test 30%.
More information concerning assessment will be given in the first lesson.
Regarding the end of semester speaking test, students will be tested as follows: 10% intonation and pronunciation, 10% accuracy and fluency,
10% contents and interest.

成績評価の方法　/Assessment Method

662160 /



英語Ⅳ（律政群１-Ｅ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

Read the textbook ahead of time, and we will look at some practice questions for the exam.
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

Please check the textbook ahead of time.
Don't use phones in the class.
Please keep regular hours.

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

Education is the key to a better future.
キーワード　/Keywords

662160 /



英語Ⅳ（律政群１-Ｆ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
マイケル・バーグ / michael berg / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群１－Ｆ2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

This task-based course aims to improve students’ ability to use English for daily communication. Speaking English individually and in small groups
is required in each class.  Focus on conversation and writing

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
First Class Service 1 (ISBN 9789814319430)

no
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1:Orientation
2: Asking someone's name
3: Travel jobs
4: Floor plans
5: Opening hours
6: Making reservations
7: Confirming reservations
8: Checking in
9: Taking calls
10: On tour
11: Ordering/taking orders
12: Checking information
13: Taking messages
14: Directions
15: Changing money/final review

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

Participation - 30%
Homework - 20%
Presentation - 2 X 15%
Final exam - 20%

成績評価の方法　/Assessment Method

no
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

no
履修上の注意　/Remarks

662161 /



英語Ⅳ（律政群１-Ｆ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

Good luck with your studies. If you have any questions, please do not hesitate to ask me.
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

no
キーワード　/Keywords

662161 /



英語Ⅳ（律政群１-Ｇ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
デビット・ニール・マクレーラン / David Neil McClelland / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群１－Ｇ2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

English for International Communication
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Smart Choice (2nd Edition) Student Book 2 (Oxford University Press)

電池辞書
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回:　　　　Unit 1 Vacation Activities
第２回:　　　　Unit 2 Feelings and Emotions
第３回:　　　　Unit 3 Making a Life Plan
第４回:　　　　Class Presentations
第５回:　　　　Unit 4 Comparing Places
第６回:　　　　Unit 5 Planning a Party
第７回:　　　　Unit 6 Recommendations
第８回:　　　    Class Presentations
第９回:　　　　Unit 7 Shopping II
第１０回:　　　Unit 8 Appearance and Personality II
第１１回:　　　Unit 9 Telling Stories
第１２回:　　　Unit 10 Natural Events
第１３回:　　　Unit 11 Past Hobbies and Interests
第１４回:　　　Unit 12 Lifestyle Choices
第１５回:　　　Class Presentations

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

Class participation and weekly assessments
成績評価の方法　/Assessment Method

As instructed by teacher
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

必要科目
履修上の注意　/Remarks

Let’s have fun learning English together
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

662162 /



英語Ⅳ（律政群１-Ｇ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

Communicate / make friends / have fun
キーワード　/Keywords

662162 /



英語Ⅳ（律政群１-Ｉ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
伊藤  晃 / Akira Ito / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群１－Ｉ2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

英語の４技能の向上を意識しつつ、英語で表現する力を身につけることを目指す。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Keys to Better Paragraph Writing

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回～第3回：節
第4回～第6回：単文　重文
第7回～第10回：複文　関係詞節
第11回～第15回：パラグラフ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

定期試験　…　90％　　　日常の授業への取組み　…　10％
成績評価の方法　/Assessment Method

説明文を読んでおくこと。
Writing Tipsを確認しておくこと。 　

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662163 /



英語Ⅴ（律政群２-Ａ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
ダニー・ミン / Danny MINN / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群２－Ａ1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

The aim of this course is to help students activate the English that they have learned in secondary school for oral
communication as well as further develop their skills in line with the demands of purposeful communication tasks.
Class time is thus spent with students: (1) using their English actively with their classmates in pairs and small
groups to complete communication tasks, and (2) listening and watching samples of proficient speakers
performing the same tasks while completing activities which focus their attention on relevant aspects of the
meaning and the language forms used. There will also be practice for TOEIC.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『Conversations in class, 3rd edition』 (2015) Talandis, G. and Vannieu, B., Alma Publishing （アルマ出版）￥2520

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回   Introduction to the course
2回   Golden rules
3回   Exchanging basic information
4回   Majors, school years, and clubs
5回   Part-time jobs
6回   Daily routines
7回   Hardest/easiest days of the week
8回   Hometown attractions
9回   Hometown likes and dislikes
10回 Travel experiences
11回  Talking about free time
12回  Talking about entertainment
13回  Imagining life in five years
14回  Dream jobs
15回  まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

Grades will be based on homework (33%), quizzes and tests (33%), and effort speaking English in class (33%). 最終評価にはTOEICスコアが反映
されます。反映方法は第1回の授業で文書を配布して説明します。

成績評価の方法　/Assessment Method

Prepare (about 60 min.) and review (about 60 min.) for each class.
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662164 /



英語Ⅴ（律政群２-Ａ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662164 /



英語Ⅴ（律政群２-Ｂ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
漆原  朗子 / Saeko Urushibara / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群２－Ｂ1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

Aim 1: Improve students' English proficiency.
Aim 2: Enhance students' legal mind.

 The aim of this course is twofold. First, by using a drill book based on TOEIC, students' listening and reading comprehension as well as
vocabulary and grammar will be improved.
  Second, by studying an integrated textbook on lawsuits, students will familiarize themselves with legal systems and cultivate the legal mind.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Kitao, Y. et al.  2017.  STEP-UP SKILLS FOR THE TOEIC LISTENING AND READING TEST: Level 2 –Intermediate–（一歩上を目指すTOEIC®
LISTENING AND READING TEST: Level 2 –Intermediate–）.  Tokyo: Asahi Press.

Ishii, Takayuki. et al. 2014. Good Choice - Law in Daily Life（日常生活の法律）.  Tokyo: Seibido.

Will be introduced during the class.
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1. Introduction・TOEIC Unit 1
 2. TOEIC Unit  1　 Good Choice Chapter 1
 3. TOEIC Unit  2　 Good Choice Chapter 2
 4. TOEIC Unit  3   Good Choice Chapters 2-3
 5. TOEIC Unit  4　 Good Choice Chapter 3
 6. TOEIC Unit  5　 Good Choice Chapters  3-4
 7. TOEIC Unit  6　 Good Choice Chapter 4
 8. TOEIC Unit  7　 Good Choice Chapter  5
 9. TOEIC Unit  8　 Good Choice Chapter s5-6
10. TOEIC Unit  9　 Good Choice Chapter  6
11. TOEIC Unit 10　Good Choice Chapter  7
12. TOEIC Unit 11　Good Choice Chapters 7-8
13. TOEIC Unit 12　Good Choice Chapter 8
14. TOEIC Unit 13　Good Choice Chapter  9
15. TOEIC Unit 14   Good Choice Chapter 9-10

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

Participation in class…20％　　Final exam…80％
最終評価にはTOEICスコアが反映されます。反映方法については、初回の授業で文書を配布して説明します。

成績評価の方法　/Assessment Method

662165 /



英語Ⅴ（律政群２-Ｂ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

Preparation
1. Look up any words or expressions that you do not know or have forgotten.
   Not having done so may result in deduction from the assessment in participation.
2. Work on the exercises in the TOEIC textbook.
3. Grasp the content of the reading material.

Review
1. Review the exercieses in the TOEIC textbook, forcussing on the questions that you did not get right.
2. Review the reading material and make sure that you understand its content., vocabulary and grammar.

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662165 /



英語Ⅴ（律政群２-Ｃ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
酒井　秀子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群２－Ｃ1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本授業では、TOEICテストの問題を使って、その出題形式や問題の特徴の違いを踏まえ、基本的な文法・語彙を学習するとともに、TOEICテス
トで必要とされる英語のリスニング力・リーディング力の養成を図る。特にTOEICテストで出題されやすい文法事項及び語彙のうち、基本的な
内容について復習を行い定着を図り、実用的な英語力を身につける。リスニング力・リーディング力の養成はTOEICテスト向けであるだけでな
く、英語によるコミュニケーション能力の涵養を見据えて行うものとする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『公式TOEIC Listening & Reading 問題集 ３』国際コミュニケーション協会

『公式TOEIC Lisetning & Reading 問題集 ２』国際コミュニケーション協会〇
『公式TOEIC Listening & Reading 問題集 １』国際コミュニケーション協会〇
『TOEICテスト公式問題集：新形式問題対応編』国際コミュニケーション協会〇
『TOEICテスト新公式問題集 vo. ６』国際コミュニケーション協会〇
『TOEICテスト新公式問題集 vol. ５』国際コミュニケーション協会〇

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　ガイダンス・授業の進め方、リスニング問題(part 1-4)、リーディング問題(part 5-7)の概要
2回　リスニング part 1(写真問題)の学習、リスニング part 2(応答問題)前半の学習　（予習：60分、復習：60分）
3回　リスニング part 2(応答問題)後半 の学習、リーディング part 5(短文穴埋め)の学習　（予：60分、復：60分）
4回　リスニング part 3(会話問題)、 リーディングpart ５の学習　（予：60分、復：60分）
5回　リスニング part 4(説明文問題)、リーディングpart 5の復習　（予：60分、復：60分）　
6回　リスニング part 1-4の復習テスト、リーディングpart ６(長文穴埋め問題)の説明　（予：60分、復：60分）
7回　リーディング part 6の学習　（予：60分、復：60分）
8回　リーディング part 7の学習：トリプルパッセージ：186-190　（予：60分、復：60分）
9回　リーディング part 7の学習：トリプルパッセージ：191-195　（予：60分、復：60分）
10回  リーディング part 7の学習：トリプルパッセージ：196-200　（予：60分、復：60分）
11回  リーディング part 7の学習：ダブルパッセージ：176-180　（予：60分、復：60分）
12回  リーディング part 7の学習：ダブルパッセージ：181-185　（予：60分、復：60分）
13回  リーディング part 7の学習：シングルパッセージ：前半　（予：60分、復：60分）
14回  リーディング part 7の学習：シングルパッセージ：後半　（予：60分、復：60分）
15回　総復習

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

定期試験 40％、復習テスト 10%  単語テスト 10%  日常の授業への取り組み（7回目以降実施するリスニングの小テスト、その他リーディングの
小テスト、７回目以降に出す宿題及び授業への参加度等を含む）40％
最終評価にはTOEICスコアが反映されます。反映方法は初回の授業で文書を配布し説明します。

成績評価の方法　/Assessment Method

662166 /



英語Ⅴ（律政群２-Ｃ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

事前学習…（予習）ガイダンス時に単語100語プリントを渡しますので，テキストで学習して授業に臨んで下さい。
事後学習…（復習）授業で指定されたテキストの範囲は，必ず学習しておいてください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

2回目以降、毎回単語100語テストを実施し、7回目以降、毎回リスニングの小テストを実施します。また、7回目以降毎回、宿題としてpart 5の
プリントを渡します。試験範囲になりますので、確実に学習して試験に備えてください。
テキストで自学と指示された範囲で不明な点がありましたら，授業の前後いつでも質問を受け付けます。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662166 /



英語Ⅴ（律政群２-Ｄ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
十時　康 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群２－Ｄ1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

このコースではTOEIC Listening & Reading Test （以下TOEICと略します）対策をします。テキストは2冊使用します。

テキスト①はいわゆる公式の問題集です。このテキストでTOEICの形式を知り、それぞれに対してどのようなアプローチで解答すればよいかを
実践的にトレーニングしていきます。これがベースとなるテキストです。このテキストに書いてある文法事項、登場する単語やフレーズを徹底
的に習得します。

数多くの英語に触れることで、必然的に大量の英語をインプットすることになるでしょう。この授業では「解いて終わり」ではありません。そ
の後、テキストや問題集の英語を使って、ディクテーションや音読などのトレーニングを徹底的に行って、語彙、文法事項の定着を目指します
。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『公式TOEIC Listening & Reading問題集 3』 国際ビジネスコミュニケーション協会　￥3,024

『一億人の英文法ーすべての日本人に贈る「話すため」の英文法』大西泰斗、ポール・マクベイ著、東進ブックス
〇『TOEICテスト新公式問題集<Vol. 1~ 6>』国際ビジネスコミュニケーション協会

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

662167 /



英語Ⅴ（律政群２-Ｄ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

１． ガイダンス（TOEICについて、英語学習方法、授業のコンセプト、各種トレーニング方法紹介、学習用アプリの紹介など）
２．Part 1, Part 2(1)
３．Part 2(2)
４．Part 5 (1)
５．Part 5 (2)
６．Part 6
７．Part 7 (1)
８．Part 7 (2)
９．Part 3 (1)
１０．Part 3 (2)
１１．Part 4 (1)
１２．Part 4 (2)
１３．Part 4 (3)
１４．Listening section review
１５．Reading section review

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常点(発言回数、自主学習状況):20%
毎回の小テスト:30%
期末試験:50%

受講生は学期中にTOEIC の受験が必要で、最終成績にもその結果が反映されます。詳細は初回の授業で説明します。

成績評価の方法　/Assessment Method

単語テストに備えて、学習した範囲の単語学習をする。単語テストは意味が「分かる」レベルでは不十分です。英→日の転換をできるだけ高速に
することを要求します。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

辞書を必ず持参すること。書籍の辞書でも構いませんが、電子辞書がベストです。特にリスニング対策として調べた単語の発音を確認するひと
手間が大切なのです。

履修上の注意　/Remarks

英語を「勉強する」という意識、また「勉強させられている」という意識を捨て、「英語学習者である」というアイデンティティを持つように
しましょう。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

TOEIC
キーワード　/Keywords

662167 /



英語Ⅴ（律政群２-Ｅ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
村田　希巳子 / Kimiko Murata / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群２－Ｅ1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

英語を実践的にビジネスの場で使えるようになるためには、英語の読む、書く、聞く、３技能を総合的に鍛えることが必要である。この授業で
は、TOEICにおける高得点の獲得を目標に実際的な訓練を行う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
”The Toeic L&R Test ヴォキャブラリー徹底演習" by Satoru Furukawa/ Mikako Fujioka/ Geoffrey Tozer　Sansyusya
Wicked and Shuddering Tales with Love by Yuko Hosokawa 　開文社

辞書
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

授業内容
１．単語のテスト 　２. Listening の答え合わせ。
３．Listeningの訳。本文の読みを流暢になるまで練習する。
４.  エッセイを深く味わう

1回　オリエンテーション
 2回 Lesson 1　Part 1~４
 3回 Lesson 1   Part 5~7
 4回 Lesson 2　Part1~4
 5回 Lesson 2    Part 5~7
 6回 Lesson 3　Part 1~4
 7回 Lesson 3   Part 5~7
 8回 Lesson 4   Part 1~4
 9回 Lesson 4   Part 5~7
10回　Chapter 1 Sredni Vashtar　
11回    Chapter 2　Shredni Vastar　　
12回   復習
13回 　Chapter 3
 14回   Chapter 4
 15回  総復習

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

662168 /



英語Ⅴ（律政群２-Ｅ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

単語のテスト … 2５点　予習１０点　　試験 …６５点　
４回以上の欠席は、受験資格を失う。
最終評価にはTOEICスコアが反映されます。反映方法については、初回の授業で文書を配布して説明します。

成績評価の方法　/Assessment Method

毎週、予習を調べます。翌週の最初に、前の週の復習内容を口頭で質問します。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

単語のテストの準備　ＣＤを聞いてディクテーションをしてくる。長文を訳してくる。
履修上の注意　/Remarks

初回の授業で、指定席を決めます。授業の説明もするので、必ず出席してください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662168 /



英語Ⅴ（律政群２-Ｆ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
安丸　雅子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群２－Ｆ1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

TOEICの出題パターンに慣れるだけでなく、効率的な取り組み方と出題傾向を学び、スコアアップを目指します。TOEICの学習を通じて、リス
ニング力・リーディング力・語彙力・文法力といった総合的な英語力を培い、国際化・グローバル化に対応できるレベルの実践的な英語表現を
学びます。また、自分の苦手な個所や課題を発見し、勉強法を工夫して計画を立て、不断の努力を行うことを通して、広い意味での問題解決能
力や自己管理能力を身につけます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Seize the Core of the TOEIC Test　「TOEICテスト コアをつかんで完全攻略」　安丸雅子・ 砂川典子 他著　金星堂　￥1900(税別)

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　 講義概要・ガイダンス
2回　 Unit1　Daily Life　[基本5文型]
3回　 Unit1　Daily Life　[基本5文型]
4回　 Unit2　Eating Out & Leisure Activities　[品詞]
5回　 Unit2　Eating Out & Leisure Activities　[品詞]
6回　 Unit3　Cooking & Purchasing　[名詞・主語と動詞の一致]
7回　 Unit3　Cooking & Purchasing　[名詞・主語と動詞の一致]
8回　 Unit4　Traffic & Travel　[形容詞・副詞]
9回　 Unit4　Traffic & Travel　[形容詞・副詞]
10回　Unit5　Advertising & ICT　[時制]
11回　Unit5　Advertising & ICT　[時制]
12回　Unit6　Production & Logistics　[接続詞・前置詞]
13回　Unit6　Production & Logistics　[接続詞・前置詞]
14回　Review Test 1 (Unit1～6)
15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

小テストによる平常点(30%)と筆記試験(70%)に、TOEICテストのスコアを反映して評価します。TOEICスコアの評価の反映方法は、初回の授業
で文書を配布して説明します。

成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習：単語テストの準備
事後学習：学習内容の復習

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662169 /



英語Ⅴ（律政群２-Ｆ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

・受講に際しては、テキストと辞書を必ず持参してください。
・単語テストなどの準備が必要なテストに関しては、各自自宅で暗記を済ませてテストに臨んでください。
・学期中にTOEICテストを必ず受験してください。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662169 /



英語Ⅴ（律政群２-Ｇ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
木梨　安子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群２－Ｇ1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

この授業では、1年次に引き続き、TOEICテスト問題を扱った教材を通して、英語運用力のうち特に「聴く・読む」の受信力向上に主眼をおいて
学習を進める。各授業では、使用テキストを用いて、リスニングとリーディングを隔週で集中的に学習していく。
（個人別の1学期目標スコア＝350～500点）

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
松本 恵美子 他著　『Quick Mastery of the TOEIC Listening Test 』 成美堂　￥1300
David E. Bramley 他著　『New Steps to Success in the TOEIC Test  Grammar & Reading 350 』  成美堂　￥1100

※上記2冊のテキストは、1学期・2学期の通年で使用予定。

〇　TOEIC テスト公式問題集　新形式対応
 ※　どれだけ多くの問題に取り組んだかが英語力向上のカギになる。漠然と問題を解くのではなく、文頭から意味を取りながら、語彙・文法に
気を配り、問われている「的」を掴む練習を日頃からやってもらいたい。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　オリエンテーション　TOEIC学習方略(リスニング・リーディング）＆個人スコアの目標設定
第2回　リスニング　Unit 1/2
第3回  リーディング　Level 1 (1)
第4回  リスニング　Unit 3/4
第5回　リーディング　Level 1(2)
第6回　リスニング  Unit 5/6
第7回　TOEIC HALF TEST  （現時点での習熟度の測定を目的とした模擬テスト（100問）を実施)
第8回　リーディング　Level 1(3)
第9回　リスニング　Unit 7/8（Review 2を除く）
第10回  リーディング　Level 2(1)
第11回　リスニング  Unit 9/10
第12回　リーディング　Level 2(2)
第13回　リスニング　Unit 11/12（Review 3を除く）
第14回　リーディング Level 2(3)
第15回　リスニング　Unit 13/14

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験・・50％　小テスト・・30％　授業への取り組み20％
   欠席は原則3回まで。遅刻回数2回で欠席1回とみなす。

 ※最終評価にはTOEICスコアが反映される。反映方法は初回の授業で文書を配布して説明する。

成績評価の方法　/Assessment Method

662170 /



英語Ⅴ（律政群２-Ｇ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

授業を受ける上での各自の日頃の取り組みにおいては、予習は言うまでもないが、復習に力を入れてもらいたい。前回の授業で学習した範囲を
マスターした上で、次の授業のテキストの問題を、本番のテストを受ける気持ちで解くようにし、わからない個所はチェックして授業に臨んで
もらいたい。こうした本番のテストを念頭に入れた学習の積み重ねは、各学期間において受験を義務としているTOEIC テストで、日頃の学習成
果を遺憾なく発揮できる大きな『支え』となる。
 　

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

（１）授業にテキストを持たずに参加し隣人に見せてもらう等して間に合わせる履修生を時に見かけるが、そのような状況ではお互いの集中力
の妨げになる。教材を忘れた場合には、授業が始まる前に学習箇所を準備し、他人に迷惑をかけないよう心掛け授業に臨むこと。
（２）各授業では補充プリントを毎回配布するが、原則として欠席者のためにプリントを保管することはしていない。個人が責任をもって配布
プリントの有無を確認し、テストに備えること。
（３）遅刻した場合は、授業が終わった後、出席扱いになっているか否かを担当教員に確認すること。

履修上の注意　/Remarks

あっという間に時間は過ぎていきます。一学期は4か月ほどしかありませんが、日常から習慣的に英語学習に取り組んだ受講生と付け焼刃の不十
分な学習に甘んじた受講生とでは、その短期間でさえも取得スコアに100点以上の差が出ます。英語は日頃からの積み重ねが重要です。自分の来
たるべき大事な将来に備えて、英語力の向上を常に念頭に置き、前向きな態度で自己学習に励んでください。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662170 /



英語Ⅴ（律政群２-Ｉ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
大塚　由美子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群２－Ｉ1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

  新形式TOEIC® L&Rテスト問題対策の教科書を使用して、前半では各パートの問題を解く際に必要な基礎を身につけ、後半では実践問題を解く
ことにより、試験本番への対応力をつけることを目指します。
　具体的には「重要フレーズ」、「重要センテンス」、「基本文法」などを、繰り返し学習することを通してマスターし、「実践問題」へと進
むようにします。　
　Lesson 1～6 の総まとめをLesson 7 で、Lesson 8～13 の総まとめをLesson 14 で行い、それまで学んできた知識が身についているかを確認し
ます。解けない問題や間違えた問題がある場合は、必ず復習をすることで単語力、英文読解力、リスニング力を高めていきます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Extreme　Strategies for the TOEIC® Listening and Reading Test
（著者）濱崎　潤之輔、　ISBN 978-4-88198-735-3
松柏社、2018年1月

『TOEIC®テスト新公式問題集』
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1 回　　Orientation （授業の進め方やTOEICスコアの反映方法について説明）
           Lesson 01  Part 1 ①   Part 5 ①
2 回　  Lesson 02  Part 2 ①　　Part 6 ①
3 回　　Lesson 03  Part 3 ①   Part 7 一つの文書 ①
4 回　　Lesson 04  Part 4 ①　  Part 7複数の文書 ①
5 回　　Lesson 05  Part 1 ②　  Part 5  ②　
6 回　　Lesson 06  Part 2 ②   Part 6  ②
7 回　　Lesson 07  復習Lesson 01-06
8 回　　Lesson 08  Part 1 ③   Part 5 ③   Part 2 ③   Part 7  ②
9 回　　Lesson 09  Part 3 ②   Part 5 ④   Part 4 ②
10 回　 Lesson 10  Part 1 ④   Part 6 ③   Part 2 ④   Part 7 複数の文書 ②
11 回　 Lesson 11  Part 3 ③   Part 7 複数の文書 ③   Part 4 ③
12 回　 Lesson 12  Part 2 ⑤   Part 5 ⑤   Part 3 ④   Part 7 一つ文書 ③
13 回　 Lesson 13  Part 4 ④   Part 7 一つ文書 ④
14 回　 Lesson 14  復習Lesson 08-13
15 回　 Lesson 15  実力テスト（Part 2-Part 4, Part 5 & Part 7）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

662171 /



英語Ⅴ（律政群２-Ｉ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

成績は、出席状況や授業への貢献度、学期末試験などを考慮に入れ総合的に評価します。
平素の学習状況と小テスト・・・35%　　期末試験・・・65%

尚、最終評価にはTOEICスコアが反映されます。反映方法は初回の授業で文書を配布して説明します。

成績評価の方法　/Assessment Method

各Lessonで間違えた箇所がある場合は、必ず復習をしましょう。
ダウンロードした音声を活用すること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662171 /



英語Ⅵ（律政群２-Ａ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
漆原  朗子 / Saeko Urushibara / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群２－Ａ2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

Aim 1: Improve students' English proficiency.
Aim 2: Enhance students' legal mind.

  The aim of this course is twofold. First, by using a drill book based on TOEIC, students' listening and reading comprehension as well as
vocabulary and grammar will be improved.
  Second, by studying an integrated textbook on lawsuits, students will familiarize themselves with legal systems and cultivate the legal mind.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Kitao, Yasuyuki et al. 2018. STEP-UP SKILLS FOR THE TOEIC® LISTENING AND READING TEST: Level 3 –Advanced– （一歩上を目指す
TOEIC® LISTENING AND READING TEST: Level 3 –Advanced–）. Tokyo: Asahi Press.

Torikai, S. et al.  Legal Minds-15 Journeys in Law（大学生のための法律英語　15の裁判物語）.  Tokyo: Kinseido.

Will be introduced during the class.
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1. Introduction・TOEIC Unit 1   Legal Minds Case 1
 2. TOEIC Unit  1　 Legal Minds Case 1-2
 3. TOEIC Unit  2　 Legal Minds Case 2
 4. TOEIC Unit  3    Legal Minds Case 3
 5. TOEIC Unit  4　 Legal Minds Case 3-4
 6. TOEIC Unit  5　 Legal Minds Case 4
 7. TOEIC Unit  6　 Legal Minds Case 5
 8. TOEIC Unit  7　 Legal Minds Case 5-6
 9. TOEIC Unit  8　 Legal Minds Case 6
10. TOEIC Unit  9　 Legal Minds Case 7
11. TOEIC Unit 10　Legal Minds Case 7-8
12. TOEIC Unit 11　Legal Minds Case 8
13. TOEIC Unit 12　Legal Minds Case 9
14. TOEIC Unit 13　Legal Minds Case 9-10
15. TOEIC Unit 14   Legal Minds Case 10

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

Participation in class…20％　　Final exam…80％
最終評価にはTOEICスコアが反映されます。反映方法については、初回の授業で文書を配布して説明します。

成績評価の方法　/Assessment Method

662172 /



英語Ⅵ（律政群２-Ａ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

Preparation
1. Look up any words or expressions that you do not know or have forgotten.
   Not having done so may result in deduction from the assessment in participation.
2. Work on the exercises in the TOEIC textbook.
3. Grasp the content of the reading material.

Review
1. Review the exercieses in the TOEIC textbook, forcussing on the questions that you did not get right.
2. Review the reading material and make sure that you understand its content., vocabulary and grammar.

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662172 /



英語Ⅵ（律政群２-Ｂ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
薬師寺　元子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群２－Ｂ2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　[授業の概要]
　①　授業開始時に小テスト（１０分）を実施。教科書及び新公式問題集より出題
　②　教科書のポイントを押さえながら、　Listening Section、Grammar Section、Reading Section　の練習問題をやる。
　
　[授業のねらい]
  ①　多種多様な情報を収集・発信していくために、国際語としての英語の総合的運用能力を高めることを目的とする。
　　　特に、 「ビジネス関連の語彙や表現」を習得し、「TOEICの出題形式」そのものに慣れること。
  ②　TOEICの出題形式や問題に慣れるとともに、精読を通じて読解力を身につける。
　　　また、ある程度の内容のある英語を読み、聞き、理解できる力を養成する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『Best Practice  for the TOEIC  Listening and ReadingTest 』（新形式対応）　
著者：吉塚　弘、Micheal Schauerte　￥2,200 （税別）
出版社：成美堂　　2017年 1月 発行

TOEICテスト新公式問題集 （発行：財団法人 国際ビジネスコミュニケーション協会 TOEIC運営委員会）
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　Introduction
　２回　Unit 1   Restaurant [grammar人称代名詞]
　３回　Unit 2   Entertainment [grammar不定代名詞と再帰代名詞]
　４回　Unit 3   Business [grammar現在・過去時制]
　５回　Unit 4   Office[grammar現在完了]
　６回　Unit 5   Telephone [grammar時・期間を表す前置詞]
　７回　(ハーフテスト実施）、Unit 6   Letter & E-mail [grammar位置・場所を表す前置詞]　
　８回　Unit 7   Health [grammar数量形容詞]
　９回　Unit 8   Bank & Post Office [grammar自動詞と他動詞]
１０回　Unit 9   New Products [grammar形容詞を作る接尾辞]
１１回　Unit 10 Travel ①[grammar副詞を作る接尾辞]
１３回　Unit 11 Travel ② [grammar分詞構文]
１２回　Unit 12 Job Applications [grammar比較]
１４回　Unit 13 Shopping [grammar受動態]
１５回　Review

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

662173 /



英語Ⅵ（律政群２-Ｂ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

①　小テスト、レポート(20%)
②　授業参加、授業貢献度(特に自発的、積極的な発表を評価する) (20%)
③　期末考査 (60%)＋TOEIC受験結果
　　 最終評価にはTOEICスコアが反映される。反映方法については、初回の授業で文書を配布して説明する。

成績評価の方法　/Assessment Method

授業中に説明する。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

①　授業の準備を毎回十分にやること。
②　英和辞典、和英辞典、英英辞典を持参のこと。（電子辞書も可）
③　授業中は、携帯電話等の使用を控えること。
④　発表が主体、授業への積極的な参加が要求されるので、十分な予習が必須である。

履修上の注意　/Remarks

①　日頃から英語に親しみ、学習する機会を、出来るだけ多く作ること。
②　能動的な勉学に徹すること。
③　少々難易度の高い授業になるので、集中して受講すること。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662173 /



英語Ⅵ（律政群２-Ｃ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
酒井　秀子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群２－Ｃ2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本授業では、TOEICテストの問題を使って、その出題形式や問題の特徴の違いを踏まえ、基本的な文法・語彙を学習するとともに、TOEICテス
トで必要とされる英語のリスニング力・リーディング力の養成を図る。特にTOEICテストで出題されやすい文法事項及び語彙のうち基本的な内
容について復習を行い定着を図り、実用的な英語力を身につける。リスニング力・リーディング力の養成はTOEICテスト向けであるだけでなく
、英語によるコミュニケーション能力の涵養を見据えて行うものとする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『公式TOEIC Listening & Reading問題集３ 』　国際コミュニケーション協会

『公式TOEIC Listening & Reading ２』　国際コミュニケーション協会〇
『公式TOEIC Listening & Reading １』　国際コミュニケーション協会〇
『TOEICテスト公式問題集：新形式問題対応編』　国際コミュニケーション協会〇
『TOEICテスト新公式問題集 vol. ６』　国際コミュニケーション協会〇
『TOEICテスト新公式問題集 vol. ５』　国際コミュニケーション協会〇

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　ガイダンス・授業の進め方、リスニング part 1(写真問題), part 2(応答問題)の学習（復習60分）
2回　リスニングpart ２の学習、リーディングpart 5(短文穴埋め問題)の学習　（予：60分、復：60分）
3回　 リスニングpart ３(会話問題）、リーディングpart ５の学習　（予：60分、復：60分）
4回　リスニングpart ４(説明文問題)、リーディングpart ５の学習　（予：60分、復：60分）
5回　リスニングの復習、リーディング part 6(長文穴埋め問題)の学習　（予：60分、復：60分）
6回　リーディング part 6(長文穴埋め問題)の学習　（予：60分、復：60分）
7回　リーディングpart ７(読解問題)の学習：トリプルパッセージ：186-190　（予：60分、復：60分）
8回　リーディングpart ７の学習：トリプルパッセージ：191-195　（予：60分、復：60分）
9回　リーディングpart 7の学習：トリプルパッセージ：196-200 　（予：60分、復：60分）
10回  リーディング part 7の学習：ダブルパッセージ：176-180　（予：60分、復：60分）
11回  リーディングpart 7の学習：ダブルパッセージ：181-185　（予：60分、復：60分）
12回  リーディングpart 7の学習：シングルパッセージ：前半　（予：60分、復：60分）
13回  リーディングpart 7の学習：シングルパッセージ：後半　（予：60分、復：60分）
14回  リーディングの復習
15回　総復習

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

定期試験 40％、復習テスト 10%  単語テスト 10%　日常の授業への取り組み（小テスト，課題及び宿題を含む）40％
最終評価にはTOEICスコアが反映されます。反映方法は初回の授業で文書を配布し説明します。

成績評価の方法　/Assessment Method

662174 /



英語Ⅵ（律政群２-Ｃ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

事前学習…（予習）ガイダンス時に渡す単語100語プリントを，テキストで学習して授業に臨んでください。
事後学習…（復習）授業で指定されたテキストの範囲は必ず学習しておいてください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

2回目以降毎回，単語100語テストを実施します。6回目以降毎回、リスニングの小テストを実施します。また6回目以降毎回、宿題としてpart
5のプリントを渡します。試験範囲なので、確実に学習して試験に備えてください。
テキストで自学と指示された範囲，それ以外でも，不明な点がありましたら，授業の前後いつでも質問を受け付けます。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662174 /



英語Ⅵ（律政群２-Ｄ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
十時　康 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群２－Ｄ2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

このコースではTOEIC Listening & Reading Test （以下TOEICと略します）対策をします。テキストは2冊使用します。

テキスト①はいわゆる公式の問題集です。このテキストでTOEICの形式を知り、それぞれに対してどのようなアプローチで解答すればよいかを
実践的にトレーニングしていきます。これがベースとなるテキストです。このテキストに書いてある文法事項、登場する単語やフレーズを徹底
的に習得します。

数多くの英語に触れることで、必然的に大量の英語をインプットすることになるでしょう。この授業では「解いて終わり」ではありません。そ
の後、テキストや問題集の英語を使って、ディクテーションや音読などのトレーニングを徹底的に行って、語彙、文法事項の定着を目指します
。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『公式TOEIC Listening & Reading問題集 3』 国際ビジネスコミュニケーション協会　￥3,024

『一億人の英文法ーすべての日本人に贈る「話すため」の英文法』大西泰斗、ポール・マクベイ著、東進ブックス
〇『TOEICテスト新公式問題集<Vol. 1~ 6>』国際ビジネスコミュニケーション協会

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

662175 /



英語Ⅵ（律政群２-Ｄ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

１． ガイダンス（TOEICについて、英語学習方法、授業のコンセプト、各種トレーニング方法紹介、学習用アプリの紹介など）
２．Part 1, Part 2(1)
３．Part 2(2)
４．Part 5 (1)
５．Part 5 (2)
６．Part 6
７．Part 7 (1)
８．Part 7 (2)
９．Part 3 (1)
１０．Part 3 (2)
１１．Part 4 (1)
１２．Part 4 (2)
１３．Part 4 (3)
１４．Listening section review
１５．Reading section review

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常点(発言回数、自主学習状況):20%
毎回の小テスト:30%
期末試験:50%

受講生は学期中にTOEIC の受験が必要で、最終成績にもその結果が反映されます。詳細は初回の授業で説明します。

成績評価の方法　/Assessment Method

単語テストに備えて、学習した範囲の単語学習をする。単語テストは意味が「分かる」レベルでは不十分です。英→日の転換をできるだけ高速に
することを要求します。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

辞書を必ず持参すること。書籍の辞書でも構いませんが、電子辞書がベストです。特にリスニング対策として調べた単語の発音を確認するひと
手間が大切なのです。

履修上の注意　/Remarks

英語を「勉強する」という意識、また「勉強させられている」という意識を捨て、「英語学習者である」というアイデンティティを持つように
しましょう。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

TOEIC
キーワード　/Keywords

662175 /



英語Ⅵ（律政群２-Ｅ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
村田　希巳子 / Kimiko Murata / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群２－Ｅ2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

英語を実践的にビジネスの場で使えるようになるためには、英語の読む、書く、聞く、３技能を総合的に鍛えることが必要である。この授業で
は、TOEICにおける高得点の獲得を目標に実際的な訓練を行う。さらに文学作品を読んで、読解力を養い、文学について深く理解できるように
する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
”The Toeic L&R Test ヴォキャブラリー徹底演習" by Satoru Furukawa/ Mikako Fujioka/ Geoffrey Tozer　Sansyusya
Wicked and Shuddering Tales with Love by Yuko Hosokawa　　開文社

辞書
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

授業内容
１．単語のテスト 　２. Listening の答え合わせ。
３．Listeningの訳。本文の読みを流暢になるまで練習する。
４.  文学作品を深く味わう

１回　オリエンテーション　授業の進め方と席割りの説明
２回  Lesson５　
３回  Lesson５　
４回  Lesson 6
５回  Lesson 6
６回  Lesson 7　
７回  Lesson 7
８回  Lesson 8
９回  Lesson 8
１０回　Chapter 5 Canterville Ghost
１１回　Chpter 5  Canterville Ghost
１２回　総復習
１３回　A Pair of Hands
１４回　A Pair of Hands
１５回　A pair of Hands

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

662176 /



英語Ⅵ（律政群２-Ｅ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

単語のテスト … 2５点予習１０点　　試験 …６５点
４回以上の欠席は、受験資格を失う。
最終評価にはTOEICスコアが反映されます。反映方法については、初回の授業で文書を配布して説明します。

成績評価の方法　/Assessment Method

毎週、予習を調べます。翌週の最初に、前の週の復習内容を口頭で質問します。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

単語のテストの準備　ＣＤを聞いてディクテーションをしてくる。長文を訳してくる。
履修上の注意　/Remarks

初回の授業で、指定席を決めます。授業の説明もするので、必ず出席してください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662176 /



英語Ⅵ（律政群２-Ｆ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
安丸　雅子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群２－Ｆ2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

TOEICの出題パターンに慣れるだけでなく、効率的な取り組み方と出題傾向を学び、スコアアップを目指します。TOEICの学習を通じて、リス
ニング力・リーディング力・語彙力・文法力といった総合的な英語力を培い、国際化・グローバル化に対応できるレベルの実践的な英語表現を
学びます。また、自分の苦手な個所や課題を発見し、勉強法を工夫して計画を立て、不断の努力を行うことを通して、広い意味での問題解決能
力や自己管理能力を身につけます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Seize the Core of the TOEIC Test　「TOEICテスト コアをつかんで完全攻略」　安丸雅子・ 砂川典子 他著　金星堂　￥1900(税別)

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　 講義概要・ガイダンス
2回　 Unit7　Business & Economics　[助動詞]
3回　 Unit7　Business & Economics　[助動詞]
4回　 Unit8　Employment & Personnel　[受動態]
5回　 Unit8　Employment & Personnel　[受動態]
6回　 Unit9　Office Work & Correspondence　[分詞・分詞構文]
7回　 Unit9　Office Work & Correspondence　[分詞・分詞構文]
8回　 Unit10　Health & the Environment　[不定詞・動名詞]
9回　 Unit10　Health & the Environment　[不定詞・動名詞]
10回　Unit11　Finance & Banking　[代名詞・関係詞]
11回　Unit11　Finance & Banking　[代名詞・関係詞]
12回　Unit12　Law & Administration　[比較構文]
13回　Unit12　Law & Administration　[比較構文]
14回　Review Test 2 (Unit7～12)
15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

小テストによる平常点(30%)と筆記試験(70%)に、TOEICテストのスコアを反映して評価します。TOEICスコアの評価の反映方法は、初回の授業
で文書を配布して説明します。

成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習：単語テストの準備
事後学習：学習内容の復習

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662177 /



英語Ⅵ（律政群２-Ｆ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

・受講に際しては、テキストと辞書を必ず持参してください。
・単語テストなどの準備が必要なテストに関しては、各自自宅で暗記を済ませてテストに臨んでください。
・学期中にTOEICテストを必ず受験してください。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662177 /



英語Ⅵ（律政群２-Ｇ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
木梨　安子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群２－Ｇ2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

この授業では、前学期に引き続き、TOEICテスト問題を扱った教材を通して、英語運用力のうち特に「聴く・読む」の受信力向上に主眼をおい
て学習を進める。各授業では、使用テキストを用いて、リスニングとリーディングを隔週で集中的に学習していく。
（個人別の1学期目標スコア＝400～550点）

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
松本 恵美子 他著　『Quick Mastery of the TOEIC Listening Test 』 成美堂　￥1300
David E. Bramley 他著　『New Steps to Success in the TOEIC Test  Grammar & Reading 350 』  成美堂　￥1100

〇　TOEIC テスト公式問題集　新形式対応
 ※　どれだけ多くの問題に取り組んだかが英語力向上のカギになる。漠然と問題を解くのではなく、文頭から意味を取りながら、語彙・文法に
気を配り、問われている「的」を掴む練習を日頃からやってもらいたい。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　リスニング　Unit15/16
第2回　リーディング　Level 3 (1)
第3回  リスニング　Unit 17/18
第4回  リーディング　Level 3(2) 　
第5回　リスニング  Unit 19～20
第6回　リーディング　Level 3(3)
第7回　TOEIC HALF TEST  （現時点での習熟度の測定を目的とした模擬テスト（100問）を実施)
第8回　リスニング　Unit 21/22
第9回　リーディング　復習
第10回  リスニング  Unit 23/24
第11回　リーディング 復習
第12回　リスニング　Review 1 /2
第13回　リーディング 復習
第14回　リスニング　Review 3/4
第15回　リーディング 復習

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験・・50％　小テスト・・30％　授業への取り組み20％
   欠席は原則3回まで。遅刻回数2回で欠席1回とみなす。

 ※最終評価にはTOEICスコアが反映される。反映方法は初回の授業で文書を配布して説明する。

成績評価の方法　/Assessment Method

662178 /



英語Ⅵ（律政群２-Ｇ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

授業を受ける上での各自の日頃の取り組みにおいては、予習は言うまでもないが、復習に力を入れてもらいたい。前回の授業で学習した範囲を
マスターした上で、次の授業のテキストの問題を、本番のテストを受ける気持ちで解くようにし、わからない個所はチェックして授業に臨んで
もらいたい。こうした本番のテストを念頭に入れた学習の積み重ねは、各学期間において受験を義務としているTOEIC テストで、日頃の学習成
果を遺憾なく発揮できる大きな『支え』となる。
 　

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

（１）授業にテキストを持たずに参加し隣人に見せてもらう等して間に合わせる履修生を時に見かけるが、そのような状況ではお互いの集中力
の妨げになる。教材を忘れた場合には、授業が始まる前に学習箇所を準備し、他人に迷惑をかけないよう心掛け授業に臨むこと。
（２）各授業では補充プリントを毎回配布するが、原則として欠席者のためにプリントを保管することはしていない。個人が責任をもって配布
プリントの有無を確認し、テストに備えること。
（３）遅刻した場合は、授業が終わった後、出席扱いになっているか否かを担当教員に確認すること。

履修上の注意　/Remarks

2学期は、1学期よりも上を目指しましょう。たとえ1学期に目標に達することができなかったとしても、歩を緩めてはいけません。学習に取り組
んでいれば、着々と自分の中に英語力は育っています。500のスコアを超えるようになるころから、理解できる表現が多くなり、面白みが出てき
ます。遠いことではありません。継続して頑張りましょう。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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英語Ⅵ（律政群２-Ｉ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
大塚　由美子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群２－Ｉ2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　ジャパンタイムズ社が発刊している英字新聞Student Times から環境、自然、科学、スポーツ、社会、文化等をテーマにした様々な内容の英文
記事を読み、英語の運用能力を高めると同時に、「自分の社会的な視野を広げる」ことを目的とします。
　記事を読むことに加えて「ライティング」や「リスニング」の演習を通し「英語で伝える」力へとつなげて行きます。音声データを活用して
「読める英語は聞こえてくる」ことを実感してもらいたいと思います。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Intro to Reading The Japan Times ST／『週刊ST』からはじめる時事英語
（編著）冨永美喜
松柏社、2018年1月

ISBN 978-4-88198-740-7

適宜紹介します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回 Orientation （授業の進め方やTOEICスコアの反映方法について説明
 　　 Unit 1  Secondhand Mamachari Popular in London
2回 Unit 2  Djokovic Joins Greats with First French Open Title
3回 Unit 3  24,000 People Taken to Hospitals for Heatstroke, Record for July0
4 回 Unit 4  Aomori Is Japan’s Top Festival Destination: JTB Survey
5回 Unit 5  Cassiopeia Sleeper Train Makes Final Regular Service Run
6 回 Unit 6  Food Shortages in Quake- Hit Area as Search for Survivors Continues
7回 Unit 7  Quakes Prompt Calls to Switch off Nuclear Reactors
8回 Unit 8  Hokuriku Shinkansen Links Tokyo, Kanazawa
9回 Unit 9  Obama Calls for Nuclear- Free World in Historic Hiroshima Visit
10 回 Unit 10  Still the Greatest: Boxing Legend Muhammad Ali Dies, Age 74
11回 Unit 11  Hanyu Wins Grand Prix Final with Another Record Total
12回 Unit 12  Shakespeare’s London
13 回 Unit 13  Trump Beats the Odds, Becomes U.S. President in Huge Upset
14 回 Unit 14  Pope Urges World Leaders to Act Without Delay on Climate Change
15 回 Unit 15  Solar-Powered Flight、 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

662179 /



英語Ⅵ（律政群２-Ｉ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

成績は、出席状況や授業への貢献度、学期末試験などを考慮に入れ総合的に評価します。
平素の学習状況と小テスト・・・35%　　期末試験・・・65%

尚、最終評価にはTOEICスコアが反映されます。反映方法は初回の授業で文書を配布して説明します。

成績評価の方法　/Assessment Method

①各Unitの演習問題はTOEIC対策問題として活用しますので、必ず取り組みましょう。
②巻末付録の「語彙リスト」を復習に活用しましょう。
③授業以外でも英字新聞や英語ニュースを通して時事英語にふれるようにしましょう。
④各unitで取り上げられたテーマの内容を理解するため日本語の新聞にも目を通しましょう。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

①授業以外でも英字新聞や英語ニュースを通して時事英語にふれるようにしましょう。
②辞書を持参すること。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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英語Ⅶ（律政群２-Ａ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
シェーン・ドイル / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群２－Ａ1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

Students in this course will learn how to express their ideas in English about a number of contemporary issues in today's society. Students will
have the opportunity each week of increasing their communication skills through discussions in small groups and individual presentations and
group presentations. At the end of the course student should be able to express their ideas in English with confidence.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Inspire 2 by Pamela Hartmann, Nancy Douglas, Andrew Boon

In consultation with the instructor
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

Week 1: Introduction
Week 2: Food
Week 3: Food
Week 4: Festivals
Week 5: Festivals
Week 6: Cities
Week 7: Cities
Week 8: Jobs
Week 9: Jobs
Week 10: Music
Week 11: Music
Week 12: Journeys
Week 13: Journeys
Week 14: Presentation Preparation
Week 15: Presentation

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

In class assessment 50%
Homework 20%
Presentations and Discussion 30%

成績評価の方法　/Assessment Method

Students should complete all homework assignments and listen to any pre-assigned listening tasks.
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

662180 /



英語Ⅶ（律政群２-Ａ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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英語Ⅶ（律政群２-Ｂ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
ホセ・クルーズ / José Domingo Cruz / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群２－Ｂ1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

The goal of this course is to improve students' English communication abilities.  The focus will be on increasing reading and speaking speed to
help with overall English comprehension as well as improve communication skills for international situations. Students are encouraged to focus
less on grammar and syntactical precision, and more on conversation skills. While the practices can be quite a lot of work themselves they should
generally be enjoyable. Class attendance is of great importance, please see below for details. Students are expected to conduct themselves in an
enthusiastic but studious manner.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
NO text will be issued. Any printed material to be used in class will be handed out.

No references
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

Any parts the following class schedule is subject to changes.

Week 1　　 Orientation
Week 2　　 Shadow Talking
Week 3　　 Speaking for Speed
Week 4　　 Repeating for Communication
Week 5　　 Conversation Style
Week 6　　 Expand and Recycle
Week 7　　 Speaking on Topics
Week 8　　 Workarounds
Week 9　　 Speaking on Topics
Week 10　　Disagreement
Week 11　　Reason Articulation
Week 12　　Group Conversation 1
Week 13　　Group Conversation 2
Week 14　　Test Practice
Week 15　　Summary

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

Assignments=10%, Class Participation=40%, Final Test=50%.
Students will be expected to come to class regularly and on time and to keep track of their own attendance records. Excessive lateness can lead
to penalties. If a student is absent THREE times or more this will lead to automatic failure of this course. There is no mid-term exam. Absences will
be excused only by presentation of an official absence report (kouketsu) or a doctor's letter.

成績評価の方法　/Assessment Method

662181 /



英語Ⅶ（律政群２-Ｂ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

Review the materials from the previous week for use in class. Preparation assignments are given as needed a per-class basis.
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

Students are heavily advised to do Shadow Talking for at least five minutes before the start of each class. More information on Shadow Talking will
be provided in class.

Late arrivals to class or problems such as inappropriate use of phones or sleeping will be dealt with penalties at the instructor's discretion.

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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英語Ⅶ（律政群２-Ｃ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
クリストファー・オサリバン / Chris O'Sullivan / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群２－Ｃ1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

This course will improve fluency. Students will use the four language skills (writing, reading, listening, speaking) to improve their confidence and
take the next step in their English education. The tasks aim to review previously learnt material as well as challenging students to improve their
communicative skills freely with their friends.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
World Link 2, by S. Stempleski, N. Douglas, J. Morgan.

Japanese-English dictionary
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回：　Introduction: Explanation of the course aims, grading, expectations, and general advice about how to study effectively.
第２回：Unit 1 - Title: All about me. Lesson A (p2)
第３回：Unit 1, finish lesson A. Review.
第４回：School Days. Lesson B (p7)
第５回：finish lesson B. Review.
第６回：Unit 2 - Title: Let's eat! Lesson A (p12)
第７回：Unit 2, finish lesson A. Review.
第８回：Eating well. Lesson B (p17)
第９回：finish lesson B. Review.
第１０回：Unit 3 - Unsolved mysteries. Lesson A (p22)
第１１回：Unit 3, finish lesson A. Review.
第１２回：Mysteries of the world. Lesson B (p27)
第１３回：finish lesson B. Review.
第１４回：Review of units 1-3, exam explanation.
第１５回：まとめ
In addition, students will be given 10 questions and 90 seconds per question to have mini conversations with 10 different people at the end of the
lesson.

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

Exam 70%, speaking test 30%.
More information concerning assessment will be given in the first lesson.
Regarding the end of semester speaking test, students will be tested as follows: 10% intonation and pronunciation, 10% accuracy and fluency,
10% contents and interest.

成績評価の方法　/Assessment Method

662182 /



英語Ⅶ（律政群２-Ｃ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

To prepare for the lesson, please read ahead of time the contents of the book for the next lesson. In addition, some practice questions for the final
exam will be given (in the final class) to give students confidence and peace of mind.

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

Please check the textbook ahead of time.
Sleep well and keep regular hours.
Don't use phones in the class.

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

Education is the key to a better future.
キーワード　/Keywords
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英語Ⅶ（律政群２-Ｄ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
マイケル・バーグ / michael berg / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群２－Ｄ1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

This task-based course aims to improve students’ ability to use English for daily communication. Speaking English individually and in small groups
is required in each class.  Focus on conversation and writing.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
First Class Service 2: Student Text with Audio CD, ISBN 9789814319947

no
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

Week 1: Orientation
Week 2: Answering the phone
Week 3: Where are you from?
W4: Saying sorry
W5: Suggesting alternatives
W6: Choosing options
W7: Directions
W8: Recommendations
W9: Ordering in restaurants
W10: Transportation
W11: Reading manuals
W12: Repeating information
W13: Apologizing
W14: Explaining rules
W15: Thanking customers/final review

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

Homework - 20%
Presentation - 2 X 15%
Final exam - 20%
Participation - 30%

成績評価の方法　/Assessment Method

no
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

no
履修上の注意　/Remarks
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英語Ⅶ（律政群２-Ｄ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

Good luck with your studies. If you have any questions, please do not hesitate to ask me.
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

no
キーワード　/Keywords
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英語Ⅶ（律政群２-Ｅ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
ケネス・ギブソン / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群２－Ｅ1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

Communication and fluency training for daily communication in English.
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
WorldView 2

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回 Introductions and Orientation
　２回 Text Unit 1  “Weekends”
　３回 Text Unit 2  “Excuses”
　４回 Text Unit 3  “Life Events”
　５回 Text Unit 4  “Travel”
　６回 Text Unit 5  “Culture Shock”
　７回 Text Unit 6  “Party Time”
　８回 Text Unit 7  “Describing People”
　９回 Game Day!
１０回 Text Unit 8  “Movies”
１１回 Text Unit 10  “Big Issues”
１２回 Text Unit 13  “Keepsakes”
１３回Test Preparation
１４回 Speaking Quiz
１５回 Summary

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

Active participation in class…33.33％  　Speaking Test…33.33％ 　 Final Test…33.33％

Being late to class and being absent will lower your grade.  Being absent more than 3 times will result in
you failing the course.

成績評価の方法　/Assessment Method

Please review the text each week.
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662184 /



英語Ⅶ（律政群２-Ｅ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

Listening homework is recommended.
履修上の注意　/Remarks

Please be active and try to speak in class.  You will be graded every class on how much you speak and
how active you are.

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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英語Ⅶ（律政群２-Ｆ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
アルバート・オスカー・モウ / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群２－Ｆ1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

Points of this class are English speaking, reading, writing and legal vocabulary skills. The class is taught in English and is designed to increase
international understanding and communication in English.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Akito Igarashi, The General History of Japan, NAN’UN-DO, and John P. Racine and Takayuki Nakanishi, Vocabulary for Law, NAN’UN-DO
(Textbooks must be brought to the first class).

The student will need a Japanese/English dictionary and a USB flash drive.
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

662185 /



英語Ⅶ（律政群２-Ｆ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

1Class Opening: Course Introduction

2Academic Writing – Writing an opening sentence, topic sentence, supporting sentences, concluding sentence,
        in-text citation, reference.

3The Jomon and The Yayoi Periods – Reading, Vocabulary, Exercises, Legal Vocabulary

4Legal Vocabulary Quiz, write a summary paragraph about the Jomon and Yayoi Periods and the laws that were
        used during these periods.

5The Tumulus Period – Reading, Vocabulary, Exercises

6The Asuka Period (Parts1and 2) – Reading, Vocabulary, Exercises

7Legal Vocabulary Quiz, write a summary paragraph about the Tumulus and Asuka periods and the laws that were
        used during these periods.

8The Nara and Heian Period

9The End of the Heian Period and the Rise of the Bushi (Samurai)

10Legal Vocabulary Quiz, write a summary paragraph about the Heian period and the laws that were used during that
        period.

11The Kamakura Period (Parts 1 and 2)

12Legal Vocabulary Quiz, write a summary paragraph about the Kamakura period and the laws that were used during
        that period.

13The Muromachi Period (Part 1)

14The Muromachi Period (Part 2) – Reading, Vocabulary, Exercises

15Legal Vocabulary Quiz, write a summary paragraph about the Muromachi period and the laws that were used during
        that period.

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

Class work and assignments 60% Quizzes and Final Examination 40%
成績評価の方法　/Assessment Method

Review materials from the previous week after each class for use in the next lesson and have your homework completed as given to you by your
instructor.

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

No credit will be given to students who are absent four or more times.  If the student is late for class thirty minutes, that will equal one absence.
Therefore, you must provide a document to the instructor as to why you will be or were late or absent. The student must bring a hospital receipt to
the next class attended if she/he is absent because of sickness.

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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英語Ⅶ（律政群２-Ｇ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
マーニー・セイディ / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群２－Ｇ1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

The aim of this course is to help students develop confidence and skills in using English for discussion purposes. Students will practice critical
thinking and language skills, which will then be applied to the discussion of socially relevant topics.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
There is no textbook. Curriculum is based on teacher handouts, student generated materials and class projects.

None
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回 SYLLABUS / ESSENTIAL CLASSROOM ENGLISH REVIEW
  ２回 ASKING / ANSWERING PERSONAL INFORMATION – EXPANDING INFORMATION
  ３回 TOPIC 1 – ONE WORLD LANGUAGE
  ４回 TOPIC 1 EXPANSION
  ５回 TOPIC 2 – CYBER MONEY
  ６回 TOPIC 2 EXPANSION
  ７回 TOPIC 3 – VOTING RIGHTS
  ８回 TOPIC 3 EXPANSION
  ９回 TOPIC 4 – EQUAL PAY FOR EQUAL WORK
１０回 TOPIC 4 EXPANSION
１１回 TOPIC 5 – ALTERNATIVE ENERGY
１２回 TOPIC 5 EXPANSION
１３回 TOPIC 6 – KIDS AND CELL PHONES
１４回 TOPIC 6 EXPANSION
１５回 FINAL TEST PREPARATION CLASS

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

Class Participation 40%     Presentations & Quizzes 30%      Homework & Assignments 10 %  Final Exam 20%
成績評価の方法　/Assessment Method

Weekly homework will be assigned.
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

Japanese/English Dictionary required.
履修上の注意　/Remarks
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英語Ⅶ（律政群２-Ｇ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

This is a class which involves full participation on the part of every student. Idea sharing and practice will heavily depend on pair and group work.
Weekly class attendance is expected.

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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英語Ⅶ（律政群２-Ｉ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
薬師寺　元子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群２－Ｉ1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

[授業の概要]
①まずKey Word Studyを行う。
②次に基本的な語学力を向上させるためListening Practice 1,2をやる。
③さらに語彙力の充実を図るためにComprehension CheckとSummaryを試みる。
④最後にReadingのコーナーによって、ニュース英語の世界や語学的特質の理解を深める。

[授業のねらい]
①WAAの映像ニュースで取り上げられた環境、健康、科学技術に関連し、様々な最新の話題に触れながら、映像を通して、多方面の英語ニュー
スを理解し、時事英語の「理解力向上」を目指す。
②多種多様な情報を収集・発信していくために、国際語としての英語の総合的運用能力を高めることを目的とする。
③英語の Reading及びListeningの能力を養う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『AFP World FocusーEnvironment, Health, and Technology』
編注者：宍戸真、高橋真理子、Kevin Murphy
発行：成美堂、2017年1月

授業中に紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　 オリエンテーション、講義の課題と方法の説明、勉強方法の解説（シラバス使用）
第2回　 Lesson 1    地球温暖化と気候変動
第3回   Lesson 1    地球温暖化と気候変動
第4回   Lesson 2    食習慣：長生きの為のスーパーフードを探す
第5回　 Lesson 2    食習慣：長生きの為のスーパーフードを探す
第6回　 Lesson 3 　自動車運転の未来：座るだけで安全に目的地に到着
第7回　 Lesson 3 　自動車運転の未来：座るだけで安全に目的地に到着
第8回　 Lesson 4    生物多様性の都市開発
第9回　 Lesson 4    生物多様性の都市開発
第10回 Lesson 5    ３Dプリンターの医療利用
第11回 Lesson 5    ３Dプリンターの医療利用
第12回 Lesson 6    ITと教育：発展途上国のタブレット利用
第13回 Lesson 6    ITと教育：発展途上国のタブレット利用
第14回 Lesson 7    免震構造：自然災害への備え
第15回 Sum up the main points of the text in conclusion

授業計画・内容　/Class schedules and Contents
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英語Ⅶ（律政群２-Ｉ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

①授業参加、授業貢献度、発表 (20%)
②レポート、小テスト (20%)
③期末考査 (60%)

成績評価の方法　/Assessment Method

授業中に説明する。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

①英和辞典、英英辞典、和英辞典は必ず持参のこと。（電子辞書可）
②発表が主体、授業への積極的な参加が要求されるので、十分な予習が必須である。
③授業中の携帯電話の使用を禁ずる。

履修上の注意　/Remarks

①日頃から英語に親しみ、学習する機会を、出来るだけ作ること。
②少々難易度の高い授業になるので、集中して受講すること。
③予習、復習は、必須である。ノート作成をすること。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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英語Ⅷ（律政群２-Ａ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
クリスティン・マイスター / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群２－Ａ2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

 This English course is designed to help students to develop practical English communication skills in everyday situations. Speaking and
conversation strategies will be presented to enable students to improve their fluency and accuracy. There will also be many opportunities for
students to practice basic dialogues and role-plays with partners in class. In addition, there will be regular listening exercises and a significant
focus on vocabulary learning. Students will be required to participate actively and speak as much English as possible in each lesson.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
TAKE IT EASY!  by Herman Bartelen © 2008 CENGAGE Learning K.K.

In conjunction with instructor
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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英語Ⅷ（律政群２-Ａ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

Week 1     April  11Introduction to the course
Week 2     April  18Unit 1: Meeting and greeting
                                                  people #1
Week 3     April  25Unit 1: Meeting and greeting
                                                  people #2
Week 4     May  2Unit 2: Talking about the
                                                   past #1
Week 5     May  9         Vocabulary Quiz 1
                                     (Vocab. homework check #1)
                                      Unit 2: Talking about the
                                                    past #2
Week 6      May  16       Unit 3: Talking about every
                                                    day activities #1
Week 7      May  23       Unit 3: Talking about every
                                                    day activities #2

Week 8      May  30        Oral Assessment 1
                                       Review & consolidation
Week 9      June 6       Unit 4: Making plans #1
Week 10    June 13     Vocabulary Quiz 2
                                    (Vocab.homework check #2)
                                     Unit 4: Making plans #2
Week 11    June 20      Unit 5: Talking about
                                                  likes & dislikes #1　　　　　　　　　　　　　　
Week 12    June 27      Unit 5: Talking about
                                                  likes & dislikes #2
Week 13    July   4       Unit 6: Talking about the
                                                   future #1

Week 14    July  11      Vocabulary Quiz 3
                                    (Vocab.homework check #3)
                                     Unit 6: Talking about the
                                                   future #2
Week 15    July  18      Oral Assessment 2
                                     Review & consolidation

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

 Classwork:                                    +       Homework:       　                 +       Tests:
   - Participation & Diligence  20%           - Vocabulary exercises  20%             - Vocabulary Quizzes (three)   30%
  （ 熱心に勉強して参加すること）          - Preparing & Previewing                 - Oral Assessments (two)   30%

成績評価の方法　/Assessment Method

Students must undertake all preparatory tasks as required.
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662188 /



英語Ⅷ（律政群２-Ｂ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
ホセ・クルーズ / José Domingo Cruz / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群２－Ｂ2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

This class will generally build on skills obtained in the previous class (英語Ⅶ). Students who did not take that class should confer with the
instructor as to how to compensate.
The goal of this course is to improve students' English communication abilities.  The focus will be on increasing reading and speaking speed to
help with overall English comprehension as well as improve communication skills for international situations. Students are encouraged to focus
less on grammar and syntactical precision, and more on conversation skills. While the practices can be quite a lot of work themselves they should
generally be enjoyable. Class attendance is of great importance, please see below for details. Students are expected to conduct themselves in an
enthusiastic but studious manner.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
NO text will be issued. Any printed material to be used in class will be handed out.

No references
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

Any parts the following class schedule is subject to changes.

Week 1　　       Orientation
Week 2　　       Shadow Talking
Week 3　　Speed
Week 4　　Repeat
Week 5　　Conversation Style
Week 6　　Speaking on Topics
Week 7　　Control Techniques 1
Week 8　　Control Techniques 2
Week 9　　Workarounds
Week 10　　Charting 1
Week 11　　Charting 2
Week 12　　Group Conversation 1
Week 13　　Group Conversation 2
Week 14　　Test Practice
Week 15　　Summary

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

Class Attitude=10%, Class Participation=40%, Final Test=50%.
Students will be expected to come to class regularly and on time and to keep track of their own attendance records. Excessive lateness can lead
to penalties. If a student is absent THREE times or more this will lead to automatic failure of this course. There is no mid-term exam. Absences will
be excused only by presentation of an official absence report (kouketsu) or a doctor's letter.

成績評価の方法　/Assessment Method
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英語Ⅷ（律政群２-Ｂ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

Review the materials from the previous week for use in class. Preparation assignments are given as needed a per-class basis. All class content is
subject to change.

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

Students are heavily advised to do Shadow Talking for at least five minutes before the start of each class. More information on Shadow Talking will
be provided in class.

Late arrivals to class or problems such as inappropriate use of phones or sleeping will be dealt with penalties at the instructor's discretion.

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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英語Ⅷ（律政群２-Ｃ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
クリストファー・オサリバン / Chris O'Sullivan / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群２－Ｃ2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

This course will improve fluency. Students will use the four language skills (writing, reading, listening, speaking) to improve their confidence and
take the next step in their English education. The tasks aim to review previously learnt material as well as challenging students to improve their
communicative skills freely with their friends.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
World Link 2, by S. Stempleski, N. Douglas, J. Morgan.

Japanese-English dictionary.
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回：Welcome back! Let's talk about the summer vacation.
第２回：Unit 4 - Title: Today's trends. Lesson A (p36)
第３回：Unit 4, finish lesson A. Review.
第４回：Fashion trends. Lesson B (p41)
第５回：finish lesson B. Review.
第６回：Unit 5 - Title: Out and About Lesson A (p46)
第７回：Unit 5, finish lesson A. Review.
第８回：This is my neighborhood. Lesson B (p51)
第９回：finish lesson B. Review.
第１０回：Unit 6 - Student Life. Lesson A (p57)
第１１回：Unit 6, finish lesson A. Review.
第１２回：After graduation. Lesson B (p61)
第１３回：finish lesson B. Review.
第１４回：Review of units 4-6, exam explanation.
第１５回：まとめ
In addition, students will be given 10 questions and 90 seconds per question to have mini conversations with 10 different people at the end of the
lesson.

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

Exam 70%, speaking test 30%.
More information concerning assessment will be given in the first lesson.
Regarding the end of semester speaking test, students will be tested as follows: 10% intonation and pronunciation, 10% accuracy and fluency,
10% contents and interest.

成績評価の方法　/Assessment Method
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英語Ⅷ（律政群２-Ｃ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

Read the textbook ahead of time, and we will look at some practice questions for the exam.
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

Please check the textbook ahead of time.
Don't use phones in the class.
Please keep regular hours.

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

Education is the key to a better future.
キーワード　/Keywords
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英語Ⅷ（律政群２-Ｄ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
マイケル・バーグ / michael berg / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群２－Ｄ2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

This task-based course aims to improve students’ ability to use English for daily communication. Speaking English individually and in small groups
is required in each class.  Focus on conversation and writing.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
First Class Service 2: Student Text with Audio CD, ISBN 9789814319947

no
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

Week 1: Orientation
Week 2: Answering the phone
Week 3: Where are you from?
W4: Saying sorry
W5: Suggesting alternatives
W6: Choosing options
W7: Directions
W8: Recommendations
W9: Ordering in restaurants
W10: Transportation
W11: Reading manuals
W12: Repeating information
W13: Apologizing
W14: Explaining rules
W15: Thanking customers/final review

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

Homework - 20%
Presentation - 2 X 15%
Final exam - 20%
Participation - 30%

成績評価の方法　/Assessment Method

no
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

no
履修上の注意　/Remarks
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英語Ⅷ（律政群２-Ｄ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

Good luck with your studies. If you have any questions, please do not hesitate to ask me.
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

no
キーワード　/Keywords
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英語Ⅷ（律政群２-Ｅ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
ケネス・ギブソン / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群２－Ｅ2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

Communication and fluency training for daily communication in English.
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
WorldView 2

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回 Orientation　“My Summer”
　２回 Text Unit 15  “Sports”
　３回 Text Unit 18  “Mysteries”
　４回 Text Unit 19  “Shopping”
　５回 Text Unit 21  “Long Life”
　６回 Text Unit 22  “Job Share”
　７回 Game Day!
　８回 Text Unit 24  “Take a Risk”
　９回 Text Unit 26  “On the Go”
１０回 Christmas Lesson
１１回 Text Unit 27  “Behave Yourself”
１２回 Text Unit 28  “Jobs”
１３回 Test Preparation
１４回 Speaking Quiz
１５回 Summary

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

Classroom Work…33.33％ 　 Speaking Test…33.33％  　Final Test…33.33％
成績評価の方法　/Assessment Method

Please review the text each week.  Listening homework is recommended.
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

Being late to class or being absent will lower your grade.  Being absent more than three times will result in you failing the course.
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor
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英語Ⅷ（律政群２-Ｅ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

キーワード　/Keywords
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英語Ⅷ（律政群２-Ｆ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
アルバート・オスカー・モウ / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群２－Ｆ2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

Points of this class are English speaking, reading, writing and legal vocabulary skills. The class is taught in English and is designed to increase
international understanding and communication in English.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Akito Igarashi, The General History of Japan, NAN’UN-DO, and John P. Racine and Takayuki Nakanishi, Vocabulary for Law, NAN’UN-DO
(Textbooks must be brought to the first class).

The student will need a Japanese/English dictionary and a USB flash drive.
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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英語Ⅷ（律政群２-Ｆ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

1Class Opening: Course Introduction

2Academic Writing – Writing an opening sentence, topic sentence, supporting sentences, concluding sentence,
        in-text citation, reference.

3The Azuchi-Momoyama Period (Part 1) – Reading, Vocabulary, Exercises, Legal Vocabulary

4Legal Vocabulary Quiz, write a summary paragraph about the Azuchi-Momoyama Period and the laws that were
        used during that period.

5The Azuchi-Momoyama Period (Part 2) – Reading, Vocabulary, Exercises

6The Edo Period (Parts1and 2) – Reading, Vocabulary, Exercises

7Legal Vocabulary Quiz, write a summary paragraph about the Edo Period and the laws that were used during that
        period.

8The Edo Period (Part 3) – Reading, Vocabulary, Exercises

9The Edo Period (Part 4) – Reading, Vocabulary, Exercises

10Legal Vocabulary Quiz, write a summary paragraph about the last of the Edo Period and the laws that were used
        during that period.

11The Meiji Period (Part 1) – Reading, Vocabulary, Exercises

12Legal Vocabulary Quiz, write a summary paragraph about the first of the Meiji Period and the laws that were used
        during that period.

13The Meiji Period (Part 2) – Reading, Vocabulary, Exercises

14The Meiji Period (Part 3) – Reading, Vocabulary, Exercises

15Legal Vocabulary Quiz, write a summary paragraph about the end of the Meiji Period and the laws that were used
        during that period.

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

Class work and assignments 60% Quizzes and Final Examination 40%
成績評価の方法　/Assessment Method

Review materials from the previous week after each class for use in the next lesson and have your homework completed as given to you by your
instructor.

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

No credit will be given to students who are absent four or more times.  If the student is late for class thirty minutes, that will equal one absence.
Therefore, you must provide a document to the instructor as to why you will be or were late or absent. The student must bring a hospital receipt to
the next class attended if she/he is absent because of sickness.

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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英語Ⅷ（律政群２-Ｇ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
マーニー・セイディ / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群２－Ｇ2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

The aim of this course is to help students develop confidence and skills in one on one debate. Students will practice critical thinking and language
skills which will allow them to express their opinions and influence others through logical, reasoned discussion.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
There is no textbook. Curriculum is based on teacher handouts, student generated materials and class projects.

None
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回 SYLLABUS / ESSENTIAL CLASSROOM ENGLISH
　 ２回 CRITICAL THINKING – LISTENING FOR KEY WORDS AND ANALYZING IDEAS
　３回 CRITICAL THINKING – AGREEING, DISAGREEING AND PROVIDING REASONS
　４回 CRITICAL THINKING – STARTING & ENDING A DEBATE
　５回 IDEA MATCHING PRACTICE
　６回 DEBATE TOPIC 1 – “THE PRO / PRO DEBATE”: STAYING POSITIVE
　７回 DEBATE TOPIC 1 PRESENTATION
　８回 PRO / CON MATCHING PRACTICE
　９回 DEBATE TOPIC 2 –  “THE PRO / CON DEBATE”: PERSUADING
１０回 DEBATE TOPIC 2 PRESENTATION
１１回 INCLUDING RESEARCH IN DEBATE
１２回 DEBATE TOPIC 3 – “THE WELL INFORMED DEBATE”: BEING FACTUAL
１３回 DEBATE TOPIC 3 PRESENTATION
１４回 FINAL TEST: ORIGINAL DEBATE PREPARATION I
１５回 FINAL TEST: ORIGINAL DEBATE PREPARATION II

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

Class Participation 40%    Presentations & Quizzes 30%      Homework & Assignments 10 %  Final Exam 20%
成績評価の方法　/Assessment Method

Weekly homework will be assigned.
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

Japanese/English Dictionary required
履修上の注意　/Remarks

662194 /



英語Ⅷ（律政群２-Ｇ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

This is a class which involves full participation on the part of every student. Idea sharing and practice will heavily depend on pair and group work.
Weekly class attendance is expected.

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662194 /



英語Ⅷ（律政群２-Ｉ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
薬師寺　元子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 律政群２－Ｉ2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

[授業の概要]
①まずKey Word Studyを行う。
②次に基本的な語学力を向上させるためListening Practice 1,2をやる。
③さらに語彙力の充実を図るためにComprehension CheckとSummaryを試みる。
④最後にReadingのコーナーによって、ニュース英語の世界や語学的特質の理解を深める。

[授業のねらい]
①WAAの映像ニュースで取り上げられた環境、健康、科学技術に関連し、様々な最新の話題に触れながら、映像を通して、多方面の英語ニュー
スを理解し、時事英語の「理解力向上」を目指す。
②多種多様な情報を収集・発信していくために、国際語としての英語の総合的運用能力を高めることを目的とする。
③英語の Reading及びListeningの能力を養う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『AFP World FocusーEnvironment, Health, and Technology』
編注者：宍戸真、高橋真理子、Kevin Murphy
発行：成美堂、2017年1月

授業中に紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　 オリエンテーション、講義の課題と方法の説明、勉強方法の解説（シラバス使用）
第2回　 Lesson 8     ドローンの実用性
第3回   Lesson 8     ドローンの実用性
第4回   Lesson 9    ごみ問題を考える
第5回　 Lesson 9    ごみ問題を考える
第6回　 Lesson 10  摂食障害：プラスサイズモデルの人気
第7回　 Lesson 10  摂食障害：プラスサイズモデルの人気
第8回　 Lesson 11  バーチャルリアリティ：期待される医療への応用
第9回　 Lesson 11  バーチャルリアリティ：期待される医療への応用
第10回 Lesson 12  観光開発と自然保護
第11回 Lesson 12  観光開発と自然保護
第12回 Lesson 13  ウエアラブルの進化
第13回 Lesson 13  ウエアラブルの進化
第14回 Lesson 14  食品ゴミを減らす：お持ち帰り袋の活用
第15回 Sum up the main points of the text in conclusion

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

662195 /



英語Ⅷ（律政群２-Ｉ） 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

①授業参加、授業貢献度、発表 (20%)
②レポート、小テスト (20%)
③期末考査 (60%)

成績評価の方法　/Assessment Method

授業中に説明する。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

①英和辞典、英英辞典、和英辞典は必ず持参のこと。（電子辞書可）
②発表が主体、授業への積極的な参加が要求されるので、十分な予習が必須である。
③授業中の携帯電話の使用を禁ずる。

履修上の注意　/Remarks

①日頃から英語に親しみ、学習する機会を、出来るだけ作ること。
②少々難易度の高い授業になるので、集中して受講すること。
③予習、復習は必須である。ノートを作成すること。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662195 /



中国語Ⅰ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
有働　彰子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 済営人律政群１年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

中国語初心者を対象に、中国語の基礎をマスターするのに重要な文法を全般的に学びます。
(1)発音から学び始め、語彙力を増やしながら、文法の学習を通して特に読み書きの能力向上を図り、日常生活に必要なことは表現できるように
なることを目標とします。
(2)課文の講読を通して中国の一部の生活、風習について理解します。
(3)この教科書の内容を全て学ぶことにより、中国に対して理解することができます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『精彩漢語　基礎』（日本語版）中国・高等教育出版社

「中日・日中」電子辞書
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　第一課　発音【単母音】【声調】【軽声】
　２回　第二課　発音【子音】
　３回　第二課　発音【複合母音】【鼻母音】
　４回　第三課　総合知識
　５回　第三課　総合練習
　６回　第四課　私達はみんな友達です　【人称代名詞】【指示代名詞】【是の文】など
　７回　第四課　これは一枚の地図です（本文）　練習
　８回　第五課　私は最近忙しい　【形容詞の文】【動詞の文】など
　９回　第五課　あなたはいつ北京へ行きますか(本文）　練習
１０回　第六課　私達は買い物に行きます【二重目的語を取る述語動詞】【連動文】【有・没有】など
１１回　第六課　私は松本葉子です(本文）　練習
１２回　第七課　私達の学校は九州にあります　【在】【方位詞】【了】など
１３回　第七課　大学の生活(本文）　練習
１４回　第八課　あなたは長城に行ったことがありますか【動詞＋过】【是……的】など
１５回　第八課　全聚徳へ北京ダックを食べに行く(本文）　練習

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

定期試験・・６０％　小テスト・・２０％　日常の授業への取り組み・・２０％
成績評価の方法　/Assessment Method

必ず事前の予習と練習すること、または事後の復習すること！
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

CDを聞いたり、単語を調べること。
履修上の注意　/Remarks

662196 /



中国語Ⅰ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

毎回出席すること。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

発音　語彙力　文法　中国への理解
キーワード　/Keywords

662196 /



中国語Ⅱ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
有働　彰子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 済営人律政群１年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

中国語初心者を対象に、中国語の基礎をマスターするのに重要な文法を全般的に学びます。
(1)発音から学び始め、語彙力を増やしながら、文法の学習を通して特に読み書きの能力向上を図り、日常生活に必要なことは表現できるように
なることを目標とします。
(2)課文の講読を通して中国の一部の生活、風習について理解します。
(3)この教科書の内容を全て学ぶことにより、中国に対して理解することができます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『精彩漢語　基礎』（日本語版）中国・高等教育出版社

「中日・日中」電子辞書
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　第九課　彼は今あなたを待っていますよ【動作の現在進行形】【助動詞：会、能、可以】など
  ２回　第九課　田中さんが病気になりました(本文）　練習
  ３回　第十課　私は日本にハガキを送りたい【結果補語】【様態補語】【仮定の表現】など
  ４回　第十課　雪中に炭を送る(本文）　練習
  ５回第十一課　彼らが言ってることが、聞けば聞くほどわからない【可能補語】【方向補語】など
  ６回第十一課　電話を掛ける(本文）　練習
  ７回第十二課　私と外灘にコーヒーを飲みに行ってくれますか【要】【“把”構文】など
  ８回第十二課　ウィンドウショッビング(本文）　練習　
  ９回第十三課　陳紅さんは私に上海に転校して留学をしてほしい【使役動詞】【動詞／形容詞の重ね形】
１０回第十三課　“福”字を貼る(本文）　練習　　　　　　　　  　【存現文】【因为……所以　】など　
１１回第十四課　私の自転車は王さんが乗って行ってしまいました【受身動詞】【“被”の文】
１２回第十四課　円明園(本文）　練習　　　　　　　　　　　　　　　　　　【不但……而且】など
１３回第十五課　あなた達の話している中国語はまるで中国人のようです【比較文】【跟……一样】
１４回第十五課　日本概況(本文）　練習　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【虽然……但是】など
１５回総合練習

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

定期試験・・６０％　小テスト・・２０％　日常の授業への取り組み・・２０％
成績評価の方法　/Assessment Method

必ず事前の予習と練習すること、または事後の復習すること！
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

CDを聞いたり、単語を調べること。
履修上の注意　/Remarks

662197 /



中国語Ⅱ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

毎回出席すること。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

発音　語彙力　文法　中国への理解
キーワード　/Keywords

662197 /



中国語Ⅲ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
ホウ　ラメイ（彭腊梅） / ラメイ ホウ / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 済営人律政群１年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

中国語初心者を対象に、実用的な初級段階のコミュニケーションが取れることを目指します。
(1)発音の基礎から学び始め、会話文の練習などを通して、正しい発音を定着させます。
(2)日常会話に必要な語彙力を増やし、様々な場面で使う文法や表現を習得し、発話できるように図ります。
(3)会話文の学習を通して場面に応じる中国会話力を高めます。
(4)この教科書の内容を全て学ぶことにより、将来、中国へ旅行する時に役立つ、知識を得ることができます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『遊学漢語シリーズ  西遊記』 中国・華語教学出版社

「中日・日中」電子辞書
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　第一課　発音【単母音】【声調】【軽声】、練習問題
　２回　第二課　発音【子音】、練習問題
　３回　第三課　発音【複合母音】【鼻母音】、練習問題
　４回　総合知識
　５回　総合練習
　６回　第四課　紹介
　７回　第四課　自己紹介　練習問題
　８回　第五課　入国・北京紹介
　９回　第五課　飛行機搭乗・入国手続き、練習問題
１０回　第六課　レストランにて・天津紹介
１１回　第六課　レストランにて、練習問題
１２回　第七課　道を尋ねる・上海紹介
１３回　第七課　交通、練習問題
１４回　第八課　観光する・蘇州と杭州紹介
１５回　第八課　観光、練習問題
　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

複数回の小テスト・・４０％　暗誦・・３０％　日常の授業への取り組み・・３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

662198 /



中国語Ⅲ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

必ず事前の予習と練習すること、または事後の復習すること！
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

CDを聞いたり、単語を調べること。
履修上の注意　/Remarks

必ず出席すること。
必ず毎回授業の内容を予習と復習すること。
電子辞書を携帯すること。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

発音　語彙力　会話　表現　コミュニケーション
キーワード　/Keywords

662198 /



中国語Ⅳ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
ホウ　ラメイ（彭腊梅） / ラメイ ホウ / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 済営人律政群１年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

中国語初心者を対象に、実用的な初級段階のコミュニケーションが取れることを目指します。
(1)発音の基礎から学び始め、会話文の練習などを通して、正しい発音を定着させます。
(2)日常会話に必要な語彙力を増やし、様々な場面で使う文法や表現を習得し、発話できるように図ります。
(3)会話文の学習を通して場面に応じる中国会話力を高めます。
(4)この教科書の内容を全て学ぶことにより、将来、中国へ旅行する時に役立つ、知識を得ることができます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『遊学漢語シリーズ  西遊記』  中国・華語教学出版社

中日・日中」電子辞書
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　第九課　　買い物をする・義烏と横店紹介
　２回　第九課　　買い物、練習問題
　３回　第十課　　お金を両替・西安と洛陽紹介
　４回　第十課　　銀行にて、練習問題
　５回　第十一課　ホテルに泊まる・成都紹介
　６回　第十一課　ホテルにて、練習問題
　７回　第十二課　電話を掛ける・昆明紹介
　８回　第十二課　電話、練習問題
　９回　第十三課　興味について語る・広州紹介
１０回　第十三課　興味、練習問題
１１回　第十四課　見方について語る・大連紹介
１２回　第十四課　語り合い、練習問題
１３回　第十五課　搭乗手続き・日本の紹介
１４回　第十五課　空港での搭乗手続き・免税店にて
１５回　総合練習

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

複数回の小テスト・・４０％　暗誦・・３０％　日常の授業への取り組み・・３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

必ず毎回授業の内容を予習と復習すること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662199 /



中国語Ⅳ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

CDを聞いたり、単語を調べる等、予習・復習をすること。
履修上の注意　/Remarks

必ず出席すること。
電子辞書を携帯すること。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

発音　語彙力　会話　表現　コミュニケーション
キーワード　/Keywords

662199 /



中国語Ⅴ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
有働　彰子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英済営人律政群
２年

1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

近年、日本を訪れる中国人観光客は増加の一途を辿るばかりです。外国語を学ぶというと、相手国のことばかりに目を向けがちですが、本テキ
ストでは自国日本についての知識を身につけ、外国語で自国を表現する、という能力を身につけることを目標としています。
皆さんは、日本を「内から見る」ことには慣れているかもしれません。本テキストを通じ、今までと角度を変えて「他との関わりから日本を見
る」ことをしてみませんか。きっと、日本が持つ別の側面を知ることができることと思います。
(1)本文読解を通じ、主に「読解・翻訳」面の強化に重点を置いた授業を行います。
(2)中級レベルの文法を学び、少し長めの文章を作る・自分の言いたいことを言えるレベルを目指します。
(3)本文読解を通じ日本への理解を深めると共に、日本各地の中国との関係への理解も深めます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『遊学漢語シリーズ　東遊記』（修訂版）中国・華語教学出版社

中日・日中電子辞書
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

    １回　第一課　ポイント説明  日本紹介（本文）　
  ２回　第二課　ポイント説明
  ３回　第二課　東京（本文）
  ４回　第三課　ポイント説明
  ５回　第三課　横浜（本文）
  ６回　第四課　ポイント説明
  ７回　第四課　富士山と東照宮（本文）
  ８回　第五課　ポイント説明
  ９回　第五課　静岡と名古屋（本文）
１０回　第六課　ポイント説明
１１回　第六課　京都（本文）
１２回　第七課　ポイント説明
１３回　第七課　奈良（本文）
１４回　第八課　ポイント説明
１５回　第八課  大阪（本文）
　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

662200 /



中国語Ⅴ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

定期試験…６０％　　日常の授業への取り組み、小テスト等…４０％
成績評価の方法　/Assessment Method

必ず事前の予習と練習すること、または事後の復習すること！
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

CDを聞いたり、単語を調べること。
授業前に本文を読み、内容を把握しておくことが望ましい。

履修上の注意　/Remarks

毎回出席すること。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

発音　語彙力　文法　日本の理解
キーワード　/Keywords

662200 /



中国語Ⅵ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
有働　彰子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英済営人律政群
２年

2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

近年、日本を訪れる中国人観光客は増加の一途を辿るばかりです。外国語を学ぶというと、相手国のことばかりに目を向けがちですが、本テキ
ストでは自国日本についての知識を身につけ、外国語で自国を表現する、という能力を身につけることを目標としています。
皆さんは、日本を「内から見る」ことには慣れているかもしれません。本テキストを通じ、今までと角度を変えて「他との関わりから日本を見
る」ことをしてみませんか。きっと、日本が持つ別の側面を知ることができることと思います。
(1)本文読解を通じ、主に「読解・翻訳」面の強化に重点を置いた授業を行います。
(2)中級レベルの文法を学び、少し長めの文章を作る・自分の言いたいことを言えるレベルを目指します。
(3)本文読解を通じ日本への理解を深めると共に、日本各地の中国との関係への理解も深めます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『遊学漢語シリーズ　東遊記』（修訂版）中国・華語教学出版社

中日・日中電子辞書
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

    １回　第九課　　 ポイント説明
  ２回　第九課　 　宮島と下関（本文）
  ３回　第十課　 　ポイント説明
  ４回　第十課　　 九州（本文）
  ５回　第十一課 　ポイント説明
  ６回　第十一課　 福岡（本文）
  ７回　第十二課　 ポイント説明
  ８回　第十二課　 佐賀（本文）
  ９回　第十三課　 ポイント説明
１０回　第十三課　 長崎（本文）
１１回　第十四課　 ポイント説明
１２回　第十四課　 四国（本文）
１３回　第十五課　 ポイント説明
１４回　第十五課　 仙台と北海道（本文）
１５回　総合練習

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

662201 /



中国語Ⅵ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

定期試験…６０％　　日常の授業への取り組み、小テスト等…４０％
成績評価の方法　/Assessment Method

必ず予習と復習すること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

CDを聞いたり、単語を調べる等、予習・復習をすること。
授業前に本文を読み、内容を把握しておくことが望ましい。

毎回出席すること。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

発音　語彙力　文法　日本の理解
キーワード　/Keywords

662201 /



中国語Ⅶ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
周　艶阳 / 国際教育交流センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英済営人律政群
２年

1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

近年、日本を訪れる中国人観光客は増加の一途を辿るばかりです。外国語を学ぶというと、相手国のことばかりに目を向けがちですが、本テキ
ストでは自国日本についての知識を身につけ、外国語で自国を表現する、という能力を身につけることを目標としています。
皆さんは、日本を「内から見る」ことには慣れているかもしれません。本テキストを通じ、今までと角度を変えて「他との関わりから日本を見
る」ことをしてみませんか。きっと、日本が持つ別の側面を知ることができることと思います。

中国語中級者を対象に、実用的な中級レベルのコミュニケーションが取れることを目指します。
(1) 会話文の練習などを通して、正しい発音・自然な言い回しをしっかり定着させます。
(2) 本文を通じ日本への理解を深めると共に、日本のことを中国語で紹介できる能力を身につけます。また、日本各地の中国との関係への理解も
深めます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『遊学漢語シリーズ　東遊記』（修訂版）中国・華語教学出版社

「中日・日中」電子辞書
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

662202 /



中国語Ⅶ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

　１回　第一課　 日本紹介（会話）　練習
　２回　第二課　 東京（会話）
　３回　第二課　 練習
　４回　第三課　 横浜（会話）
　５回　第三課　 練習
　６回　第四課　 富士山と東照宮（会話）
　７回　第四課　 練習
　８回　第五課　 静岡と名古屋（会話）
　９回　第五課　 練習
１０回　第六課　 京都（会話）
１１回　第六課　 練習
１２回　第七課　 奈良と神戸（会話）
１３回　第七課　 練習
１４回　第八課　 大阪（会話）
１５回　第八課　 練習

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

複数回の小テスト・・４０％　暗誦・・３０％　日常の授業への取り組み・・３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

必ず事前の予習と練習すること、または事後の復習すること！
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

CDを聞いたり、単語を調べること。

毎回出席すること。

履修上の注意　/Remarks

毎回出席すること。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

発音　語彙力　文法　日本の理解
キーワード　/Keywords

662202 /



中国語Ⅷ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
周　艶阳 / 国際教育交流センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 英済営人律政群
２年

2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

近年、日本を訪れる中国人観光客は増加の一途を辿るばかりです。外国語を学ぶというと、相手国のことばかりに目を向けがちですが、本テキ
ストでは自国日本についての知識を身につけ、外国語で自国を表現する、という能力を身につけることを目標としています。
皆さんは、日本を「内から見る」ことには慣れているかもしれません。本テキストを通じ、今までと角度を変えて「他との関わりから日本を見
る」ことをしてみませんか。きっと、日本が持つ別の側面を知ることができることと思います。

中国語中級者を対象に、実用的な中級レベルのコミュニケーションが取れることを目指します。
(1) 会話文の練習などを通して、正しい発音・自然な言い回しをしっかり定着させます。
(2) 本文を通じ日本への理解を深めると共に、日本のことを中国語で紹介できる能力を身につけます。また、日本各地の中国との関係への理解も
深めます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『遊学漢語シリーズ　東遊記』（修訂版）中国・華語教学出版社

中日・日中電子辞書
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

662203 /



中国語Ⅷ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

　１回　第九課　　  宮島と下関（会話）
　２回　第九課 　　 練習
　３回　第十課　　  九州（会話）
　４回　第十課　　  練習
　５回　第十一課　  福岡（会話）
　６回　第十一課　  練習
　７回　第十二課　  佐賀（会話）
　８回　第十二課　  練習
　９回　第十三課　  長崎（会話）
１０回　第十三課　  練習
１１回　第十四課　  四国（会話）
１２回　第十四課　  練習
１３回　第十五課　  仙台と北海道（会話）
１４回　第十五課　  練習
１５回　総合練習

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

複数回の小テスト・・４０％　暗誦・・３０％　日常の授業への取り組み・・３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

必ず事前の予習と練習すること、または事後の復習すること！
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

CDを聞いたり、単語を調べること。
履修上の注意　/Remarks

毎回出席すること。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

発音　語彙力　文法　日本の理解
キーワード　/Keywords

662203 /



朝鮮語Ⅰ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
金　貞淑 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 済営律政群１年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

基本となる文字と発音の訓練に力を注ぎ、正確な読み書きができることを第一の目標とする。同時に簡単なあいさつ表現や初歩的な会話表現な
ども学びたいと思う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
厳基珠　他　『韓国語の初歩　改訂版』、　白水社(2017年3月）、2,200円

辞典　『朝鮮語辞典』　小学館
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　　　　オリエンテーション　【韓国語入門の予備知識】
2回　　　　基本母音字とその発音　【基本母音】
3回　　　　基本子音字（平音）とその発音　【基本子音】
4回　　　　基本子音字（平音）とその発音　【基本子音】
5回　　　　子音（激音)字とその発音　【派生子音１】
6回　　　　子音（濃音）字とその発音　【派生子音２】
7回　　　　合成母音字とその発音　【派生母音】
8回　　　　終声子音字とその発音　【パッチム】
9回　　　　終声子音字とその発音　【パッチム】
10回　　　連音化、激音化、濃音化　【音の変化】
11回　　　連音化、激音化、濃音化　【音の変化】
12回　　　辞書を引いてみよう　【辞典の引き方】
13回　　　自己紹介　【指定詞の丁寧形】
14回　　　自己紹介　【指定詞の丁寧形】
15回　　　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

日頃の学習への取り組みと試験による評価。
授業中に遅刻や私語、無断欠席などで注意された場合は減点の対象になる。
定期試験50％／平常点50％（小テスト・課題・態度）。

成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習：宿題と、これから学習するところを予習する。
事後学習：学習した部分を確かめながら、どのくらい理解できたのか復習する。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

予習・復習をすること。
特に予習の課題が多いので必ずノートを作ること。
欠席が多い場合は平常点が少なくなるので、そのことを自覚してしっかり取り組むこと。

履修上の注意　/Remarks

662204 /



朝鮮語Ⅰ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

楽しく書きましょう。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662204 /



朝鮮語Ⅱ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
金　貞淑 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 済営律政群１年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

朝鮮語の初級文法・基本語彙などを習得し、簡単な文章が書けるようになること、また同程度の読解力ができることを目指す。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
厳基珠 他 『韓国語の初歩　改訂版』、白水社（201７年３月）、2,200円

辞典『朝鮮語辞典』小学館
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　　　　　前期の復習
2回　　　　　会社員ではありません【体言否定】
3回　　　　　どこで習っていますか【用言の基本形・丁寧形】【指示代名詞】
4回　　　  　どこで習っていますか【用言の基本形・丁寧形】【指示代名詞】
5回　　　　　暑くありません【用言の否定形】
6回　　　　　誕生日はいつですか【打ち解けた丁寧形】【漢数詞】
7回　　　　　誕生日はいつですか【固有数詞】【時間の言い方】
8回　　　　　どこで住んでいますか【動詞の連用形】
9回　　　　　どこで住んでいますか【動詞の連用形】
10回　 　　　先生、いらっしゃいますか【敬語】
11回　　　　 何をしましたか【過去形】
12回　　　　 何をしましたか【過去形】
13回　　　　 何を召し上がりますか【意志・推量形】
14回　　　　 何時に会いましょうか【願望・勧誘形】
15回　　　　 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

日頃の学習への取り組みと試験による評価。
授業中に遅刻や私語、無断欠席などで注意された場合は減点の対象になる。
定期試験50％／平常点50%（小テスト・課題・態度）。

成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習：宿題と、これから学習するところを予習する。
事後学習：学習した部分を確かめながら、どのくらい理解できたのか復習する。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

予習・復習をすること。
特に予習の課題が多いので必ずノートを作ること。
欠席が多い場合は平常点が少なくなるので、そのことを自覚してしっかり取り組むこと。

履修上の注意　/Remarks

662205 /



朝鮮語Ⅱ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

楽しく書きましょう！
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662205 /



朝鮮語Ⅲ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
チャン　ユンヒャン / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 済営律政群１年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

まず、基本の文字習得や発音の法則は文法の授業と重なる部分があるが、聞き取りや学習者一人一人の発音の指導及び学んだ言葉を話す練習を
主にしてコミュニケーション能力を高めていくのを教育方針とする。もっとも重要なことはハングル（文字）と発音を正確に習得することであ
る。この講義では韓国語を正確に聴いて書くことができるようにすること、また自己紹介、初歩的な挨拶表現や簡単な質問に返事できることを
目標とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
金順玉他『新チャレンジ！韓国語』（白水社）、担当者が作ったプリントとメディア資料

李昌圭『韓国語を学ぼう』別冊練習長（朝日出版社）
油谷幸利他『ポケットプログレッシブ韓日・日韓辞典』（小学館）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　朝鮮語及び授業の概要、文字の構成【ハングル】【基本挨拶】【母音発音及び書き順】　　　　　　　
2回　文字の発音及び書き順１【基本母音のドリル】【基本子音の発音】【音節と単語読み】　　　　　　　
3回　文字の発音及び書き順2【激音・濃音】【半母音と二重母音】【半切表】　　　
4回　文字の発音及び書き順3【バッチム】【二重バッチム】【名札作り】　　　　　　　　　　　　　　　
5回　単語読みと書き取りのドリル【平音、激音、濃音の読みと聞き分け】【バッチムの発音】　　　　　　
6回　発音の法則【連音化】【激音化】ドリル　
7回　発音の法則【鼻音化】【濃音化】ドリル　
8回　発音の法則【流音化】【その他の発音法則】ドリル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
9回　自然な発音で単語を読むドリル【体の部分名称】【単語カード】
10回　簡単な文章読み書き【自己紹介】【職業】　
11回　疑問文と応答文【～ですか】【はい、いいえ】【～ではありません】
12回　韓国文化紹介【民族衣装】【民族遊び体験】【日韓交流のサブカルチャ紹介】
13回　存在詞、場所名、ゼスチュアー位置名詞暗記【教室にある物と無いもの】【～に】
14回　指示代名詞、人称代名詞、疑問詞【ペアで指示代名詞の質問と応答】【皆に家族紹介】
15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況、小テスト、課題…50％　　期末試験…50％
成績評価の方法　/Assessment Method

次の授業内容を確認し、知らない単語の事前学習をお勧めします。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662206 /



朝鮮語Ⅲ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

この講義と朝鮮語Ⅰの授業を並行して受講すればしっかり復習及び会話のコミュニケーションまで並行して勉強できる。理解の徹底を図るために
随時小テストの実施や宿題を課す予定であるので、前回の授業の内容を復習しておくこと。

履修上の注意　/Remarks

多くのアクティビティを含んだ授業を目指してやっていきますので、楽しい韓国語を学びましょう。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662206 /



朝鮮語Ⅳ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
チャン　ユンヒャン / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 済営律政群１年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

日本語と韓国語の対照言語的なアプローチから両言語の文法においての類似点と相違点を指導することで学習能力を高めていくことを教育方針
とする。前学期に続いて、相手、時制、自己表現において異なる状況での必要な言葉遣いを学習、簡単に意見交換に必要な会話ができるための
コミュニケーション能力を学習することを目標とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
金順玉他『新チャレンジ！韓国語』（白水社）、担当者が作ったプリントとメディア資料

李昌圭『韓国語を学ぼう』別冊練習帳（朝日出版社）
油谷幸利他『ポケットプログレッシブ韓日・日韓辞典』（小学館）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　 朝鮮語Ⅲの学習内容確認、丁寧形１【自己紹介】【授業で必要な言葉】
2回　 助詞１【助詞の例文を会話に用いる】、漢数字１【【おいくらですか】【買い物】
3回　 助詞２、漢数字２【電話番号を教えてください】【誕生日は何月何日？】
4回　 時制表現【昨日は何曜日ですか】【一週間の予定表】
5回　 丁寧形２【해요体】動詞・形容詞の丁寧形ドリル
6回　 丁寧形２【해요体】文章に於いての丁寧形ドリル
7回　 「해요体」の不規則、固有数字１【一つ、二つ．．．】
8回　 「해요体」のドリル、固有数字２【おいくつですか】
9回　 時刻【（固有数字）時（漢数字）分】【何時ですか】　
10回　数量単位名詞【人・物を数える】【韓国語でクリスマスキャロルを歌う】【相づち】
11回　希望表現【将来何になりたいですか】【週末友達は何をしたがっていますか】
12回　否定及び不可能表現【ペアの質問と応答練習】【못～,～지 못해요】
13回　過去形【きのう何をしましたか】【前置き表現】
　　　 過去形の否定及び不可能表現【～지 않았어요.】【～지 못했어요.】
14回　会話テスト（韓国語でグループ発表）、民族遊び
15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況、小テスト、課題…40％　会話テスト…20％　期末試験…40％
成績評価の方法　/Assessment Method

次の授業内容を確認し、知らない単語の事前学習をお勧めします。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662207 /



朝鮮語Ⅳ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

受講生はこの講義と朝鮮語Ⅱの授業を並行して受講すればしっかり復習及び会話のコミュニケーションまで並行して勉強できる。理解の徹底を図
るために随時小テストの実施や宿題を課す予定であるので、前回の授業の内容を復習しておくこと。期末試験前に会話テストがあるので、履修
者は全員受けること。

履修上の注意　/Remarks

アクティビティを多く含んだ授業を行いますので、楽しく韓国語を学びましょう。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662207 /



朝鮮語Ⅴ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
チャン　ユンヒャン / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 済営人律政群２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

基礎文法に基づいて応用力を伸ばすことに努める。より多くの語彙を習得するために、慣用表現とことわざ意および漢字語を習得するように指
導する。それを用いて実際コミュニケーションをする基礎になる文法を学び、作文練習も行う。長文や文学作品が理解できる基礎をしっかり学
習するのを目指したい。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
おはよう韓国語２（崔柄珠著、朝日出版社、978-4-255-55638-3 : B5判）

『ポケットプログレッシブ韓日・日韓辞典』 油谷幸利 ほか（小学館）
ISBN4-09-506141-3

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1回目　オリエンテーション
第 2回目　『朝鮮語Ⅰ・Ⅱ』の復習
第 3回目　第１課　フランスから来ました【文法、単語】
第 4回目　第１課　フランスから来ました【練習問題、スキット】
第 5回目　第２課   家族は何名様ですか【文法、単語】
第 6回目　第２課   家族は何名様ですか【練習問題、スキット】
第 7回目　第３課   キム・ミンスさんのお宅ですよね【文法、単語】
第 8回目　第３課   キム・ミンスさんのお宅ですよね【練習問題、スキット】   　　　
第 9回目　  【復　習】
第10回目   第４課   野菜が多くて体にもいいです【文法、単語】
第11回目　第４課   野菜が多くて体にもいいです 【練習問題、スキット】
第12回目　第５課   夏休みに何をするつもりですか【文法、単語】
第13回目　第５課   夏休みに何をするつもりですか【練習問題、スキット】
第14回目　 【復　習】
第15回目　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

発表・課題・小テスト　50％　定期試験　50％
成績評価の方法　/Assessment Method

次の授業内容を確認し、知らない単語の事前学習をお勧めします。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

理解の徹底を図るために随時小テストの実施や宿題を課す予定なので、前回の授業の内容を復習し、次回の予習をしておく必要がある。
朝鮮語Ⅶと並行して進行するので、同時に受講すること。

履修上の注意　/Remarks

662208 /



朝鮮語Ⅴ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

楽しく学び、韓国語が上手に話せる日を目指して頑張りましょう。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662208 /



朝鮮語Ⅵ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
チャン　ユンヒャン / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 済営人律政群２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

基礎文法に基づいて応用力を伸ばすことに努める。より多くの語彙を習得し、実際コミュニケーションをする基礎になる文法を学び、作文練習
を行う。長文が理解できる基礎をしっかり学習するのを目指したい。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
おはよう韓国語２（崔柄珠著、朝日出版社、978-4-255-55638-3 : B5判）

『ポケットプログレッシブ韓日・日韓辞典』 油谷幸利 ほか（小学館）
ISBN4-09-506141-3

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第 1回目　オリエンテーション
第 2回目　『朝鮮語Ⅴ』の復習
第 3回目　第６課　どのように行けばいいですか【文法、単語】
第 4回目　第６課　どのように行けばいいですか【練習問題、スキット】
第 5回目　第７課   写真を添付しますよ【文法、単語】
第 6回目　第７課   写真を添付しますよ【練習問題、スキット】
第 7回目　第８課   みんな一緒に歌を歌いましょう【文法、単語】
第 8回目　第８課   みんな一緒に歌を歌いましょう【練習問題、スキット】   　　　
第 9回目　  【復　習】
第10回目   第９課   どんなアルバイトをしていますか【文法、単語】
第11回目　第９課   どんなアルバイトをしていますか【練習問題、スキット】
第12回目　第10課   何にも聞いていませんが【文法、単語】
第13回目　第10課   何にも聞いていませんが【練習問題、スキット】
第14回目　 【復　習】
第15回目　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

発表・課題・小テスト　50％　定期試験　50％
成績評価の方法　/Assessment Method

次の授業内容を確認し、知らない単語の事前学習をお勧めします。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

理解の徹底を図るために随時小テストの実施や宿題を課す予定なので、前回の授業の内容を復習し、次回の予習をしておく必要がある。
朝鮮語Ⅶと並行して進行するので、同時に受講すること。

履修上の注意　/Remarks

662209 /



朝鮮語Ⅵ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

楽しく学び、韓国語が上手に話せる日を目指して頑張りましょう。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662209 /



朝鮮語Ⅶ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
金　貞淑 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 済営人律政群２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

毎回、先週の出来事などを報告してもらい、自然な日常会話に慣れるよう心かける。日常生活の様々な場面で使える実用的な会話を中心に暗記
や発話の練習を反復し、またペアなどを組んで応答練習を多く行う。この際は、受講者自らの表現による会話なども演じさせ、実際に自分の言
葉で表現できるよう訓練していく。学習事項にこだわらず、その時期の韓国の若者の流行語なども紹介し、朝鮮語の表現をより豊かにしたい。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
金順玉　他 『ちょこっとチャレンジ！韓国語　改訂版』、白水社（2017年3月）、2,400円

辞典『朝鮮語辞典』小学館
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　　　オリエンテーション
2回　　　お名前なんとおっしゃいますか？【インタビューする】
3回　　　お名前なんとおっしゃいますか？【インタビューする】
4回　　　朝子といいますが、日本から来ました。【自己紹介をする】
5回　　　朝子といいますが、日本から来ました。【自己紹介をする】
6回　　　朝子といいますが、日本から来ました。【自己紹介をする】
7回　　　魚は焼かないでください。【決まりを言う】 　
8回　　　魚は焼かないでください。【決まりを言う】
９回　　　ファンの集いに行くことにしました。【約束をする】
１０回　　ファンの集いに行くことにしました。【約束をする】
１１回　　ファンの集いに行くことにしました。【約束をする】
１２回　 　道を渡って左にずっと行ってください。【道案内をする】
１３回　 　道を渡って左にずっと行ってください。【道案内をする】
１４回　 　道を渡って左にずっと行ってください。【道案内をする】
１５回　 　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

日頃の学習への取り組みと試験による評価。
授業中に遅刻や私語、無断欠席などで注意された場合は減点の対象になる。
定期試験50％／平常点50%（発表・課題・小テスト・態度）。

成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習：宿題と、これから学習するところを予習する。
事後学習：学習した部分を確かめながら、どのくらい理解できたのか復習する。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662210 /



朝鮮語Ⅶ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

毎回、先週のできことを報告してもらう。
予習・復習をすること。
特に予習の課題が多いので必ずノートを作ること。
授業中、発表や発言が多く求められるので、授業に積極的に参加すること。
欠席が多い場合は平常点が少なくなるので、そのことを自覚してしっかり取り組むこと。

履修上の注意　/Remarks

楽しく話しましょう！
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662210 /



朝鮮語Ⅷ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
金　貞淑 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 済営人律政群２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

毎回、先週の出来事を報告してもらい、自然な会話に慣れるよう心懸ける。日常生活の様々な場面で使える実用的な会話を中心に暗記や発話の
練習を反復し、またペアなどを組んで応答練習を多く行う。この際は、受講者自らの表現による会話なども演じさせ、実際に自分の言葉で表現
できるよう訓練していく。学習事項にこだわらず、その時期の韓国の若者の流行語なども紹介し、朝鮮語の表現をより豊かにしたい。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
金順玉　他 『ちょこっとチャレンジ！韓国語　改訂版』、白水社（2017年3月）、2,400円

辞典『朝鮮語辞典』小学館
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　　　  自由会話【夏休みの出来事】
2回　　　  ファンの集いへ行ってみたんですけど。【感想を言う】
3回　　　  ファンの集いへ行ってみたんですけど。【感想を言う】
4回　　　  少し安くしてください。【買い物をする】
５回　　　 少し安くしてください。【買い物をする】
６回　　　 少し安くしてください。【買い物をする】
７回　　　 私の気持ちですから受け取ってください。【プレゼントをする】
８回  　　  私の気持ちですから受け取ってください。【プレゼントをする】
９回　　　 咳がひどくて眠れませんでした。【体の具合を言う】
１０回　　 咳がひどくて眠れませんでした。【体の具合を言う】
11回　　　咳がひどくて眠れませんでした。【体の具合を言う】  　
12回　　　字幕を見ながら勉強します。【勉強の仕方を話す】
13回　　   字幕を見ながら勉強します。【勉強の仕方を話す】
１４回　　 字幕を見ながら勉強します。【勉強の仕方を話す】
15回　　  まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

日頃の学習への取り組みと試験による評価。
授業中に遅刻や私語、無断欠席などで注意された場合は減点の対象になる。
定期試験50％／平常点50%（発表・課題・小テスト・態度）。

成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習：宿題と、これから学習するところを予習する。
事後学習：学習した部分を確かめながら、どのくらい理解できたのか復習する。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662211 /



朝鮮語Ⅷ 【昼】
基盤教育科目

外国語教育科目

毎回、先週のできことを報告してもらう。
予習・復習をすること。
特に予習の課題が多いので、必ずノートを作ること。
授業中、発表や発言が多く求められるので、授業に積極的に参加すること。
欠席が多い場合は平常点が少なくなるので、そのことを自覚してしっかり取り組むこと。

履修上の注意　/Remarks

楽しく話しましょう！
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662211 /



コミュニティ論 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
石塚　優 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　今日では、コミュニティを場所や集団と特定することが難しく、便利に使用する一方で、一つの理念で説明もできない用語といえる。社会学
的視点による伝統的なコミュニティ(血縁・地縁に基づく近隣集団、小規模な町、空間的に限定される地域社会や職業に基づく特定の小規模集団
を基礎にした社会組織)以外にも、文化的に規定される集団やイデオロギーの視点からのコミュニティ論も存在する。また、社会・文化・政治・
テクノロジー等や、ポストモダン、グローバリゼーション、インターネット等の社会情勢の変化も加味する社会理論的立場からのコミュニティ
の捉え方もありうる。これらを考慮して、伝統的コミュニティ及び、今日的解釈を通したコミュニティでの人間関係を理解することをねらいと
して講義を進める。これにより、学生はコミュニティの曖昧さと今日の社会関係の多様性と匿名性を理解することができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
資料配布による

講義中に紹介する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　はじめに：社会、地域社会、コミュニティについて
第２回　伝統的コミュニティの概念
第３回　コミュニティの概念の多様性
第４回　今日のコミュニティの基本的な捉え方
第５回　地域社会の変化と今日の地域生活①社会環境的研究と精神的健康
第６回　地域社会の変化と今日の地域生活②地域における人間関係
第７回　社会関係資本としてのコミュニティ
第８回　コミュニティ調査研究①【地域活動】
第９回　コミュニティ調査研究②【地域の互酬性】
第10回　調査結果に見る地域における関係性の多様化
第11回　関係性の変化と地域における教育
第12回  孤独とつながり【ネットワークコミュニティ、バーチャル・コミュニティ】
第13回　文化的・イデオロギーの視点からのコミュニティ
第14回　コミュニティ再生への希求と郷愁
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への参加（課題・レポート提出等）５０％　　　試験５０％
成績評価の方法　/Assessment Method

コミュニティという用語の使われ方と曖昧性に関心を持つこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

特になし
履修上の注意　/Remarks

662212 /



コミュニティ論 【昼】
専門基幹科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662212 /



プロジェクトマネジメント 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
佐藤　貴之 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　身の回りの生活や地域活動において、プロジェクトに分類されるものが数多く存在します。プロジェクトとは何かを理解した上で、プロジェ
クトを成功させるために何に気をつけ、どのように取り組めばいいのか、ワークを通して理論と実践の両面から学習します。また、プロジェク
トの失敗事例を取り上げ、その原因の分析と解決策について学習します。最終的には、実際のプロジェクトで活用できる実践的スキルを身に付
けることを目指します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定はしません。必要資料は配布します。

『プロジェクトマネジメント　理論編』（通勤大学　図解PMコース①）第２版　総合法令出版　￥９３５
『プロジェクトマネジメント　実践編』（通勤大学　図解PMコース②）第２版　総合法令出版　￥９３５
『新版　プロジェクトマネジメント標準PMBOK入門』　広兼修著、オーム社

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　イントロダクション、プロジェクトとは何か
　２回　プロジェクトマネジメントとは何か
　３回　何をマネジメントするのか
　４回　プロジェクト・ライフサイクル
　５回　プロジェクト目標
　６回　WBSとは何か
　７回　WBSの作成
　８回　ネットワーク図
　９回　クリティカル・パス
１０回　スケジュールの作成
１１回　リスクマネジメント
１２回　進捗のコントロール
１３回　事後の振り返り
１４回　総合課題
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中に実施する課題…50％　積極的な授業参加…50％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業前は、授業計画・内容のタイトルの言葉の意味を中心に各自調べておいてください。
授業後は、各自が参加しているプロジェクトを授業で学んだ視点から捉え、活動に活かすようにしてください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662213 /



プロジェクトマネジメント 【昼】
専門基幹科目

原則、毎回ワークを行う予定です（グループワーク、個人ワークともに行います）。
授業の途中から参加すると課題やワークを全く理解できない可能性が高いため、遅刻は厳禁です。
実際に作業する内容が多いため、正規の授業以外に多くの時間を必要とする場合があります。

履修上の注意　/Remarks

本授業は興味がないと苦痛になるだけだと思います。
本授業で学ぶ内容は、知識やスキルの積み重ねの形を取ります。
授業を欠席すると、その後の授業内容をきちんと理解できず、苦しむことになります。
授業に毎回出席できるという意思の強い学生のみ履修してください。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

プロジェクト、マネジメント、PMBOK
キーワード　/Keywords

662213 /



キャリア形成論 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋　和博 / MANABE　KAZUHIRO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

現代の社会で仕事をするということは、単にマニュアル化されたタスクをこなすのではなく、課題を発見し解決していくような仕事が求められ
ています。その手順は以下のようになります。
①様々な利害が複雑に絡み合う中で、課題や問題点を正確に把握する。
②その課題や問題点を引き起こしている原因を突き止める。
③その原因を取り除くために最適な解決策を考える。
④解決策を実践する。
⑤実践した解決策が効果があったかどうかを振返り、評価する。
このようなプロセスを踏まない、単なる「思いつき」では課題や問題点が解決されないことが多いのです。この授業では、課題や問題点を正確
に把握するための思考法や、解決策を導き出すための手法について学びます。
学生の皆さんの中には、何かのイベントを企画したり、多くの人と協働することも多いと思います。また、社会人学生の皆さんは、普段の仕事
で課題や問題点を抱えていらっしゃると思います。そのような皆さんに、即実践できるようなスキルを身につけていただきたいと考えています
。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
テキストはありません。適宜レジュメを配布します。

『ロジカルシンキングのノウハウ・ドゥハウ』野口吉昭編　ＰＨＰ研究所
『知的複眼思考法』苅谷剛彦著　講談社文庫
『ＭＢＡクリティカルシンキング』ＧＭＩ著　ダイヤモンド社

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1回　全体ガイダンス
 2回　ロジカルシンキング（１）【論理的思考とは①】
 3回　ロジカルシンキング（２）【論理的思考とは②】
 4回　ロジカルシンキング（３）【演繹法】
 5回　ロジカルシンキング（４）【帰納法】
 6回　フレームワークシンキング（１）【ロジックツリー①】
 7回　フレームワークシンキング（２）【ロジックツリー②】
 8回　フレームワークシンキング（３）【マトリックス】
 9回　フレームワークシンキング（４）【フレームワークシンキング演習①】
10回  フレームワークシンキング（５）【フレームワークシンキング演習②】
11回　クリティカルシンキング（１）【批判的思考とは】
12回　クリティカルシンキング（２）【複眼的にみる】
13回　クリティカルシンキング（３）【データの見方】
14回　クリティカルシンキング（４）【クリティカルシンキング演習】
15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

662214 /



キャリア形成論 【昼】
専門基幹科目

日常の授業への取り組み…60％　　授業の成果物…20％　　　レポート…20％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業前には、授業で取り扱う言葉の意味を理解しておいてください。また、授業後には学習した内容を振り返り、実習等の日常的なケースで活
用できるように努めてください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

解決策が分からない、どのように課題や問題点を考えていいか分からない、などの自分自身問題を想定して授業に参加してください。
グループワークを随所に交えながら進めていきます。

履修上の注意　/Remarks

授業で活用したことは、実習や実際の仕事で使ってみることをお勧めします。そうすることで、知識やノウハウが自分のものになると思います
。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

ロジカルシンキング、演繹法、帰納法、フレームワークシンキング、ロジックツリー、マトリックス、クリティカルシンキング、ブレーンスト
ーミング

キーワード　/Keywords

662214 /



北九州社会論 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
神山　和久 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

この講義は、北九州地域の社会状況について幅広く学び地域理解を深めるとともに、地域が抱えるさまざまな問題点について、発生の背景や取
り組みについて共に考えていきます。
具体的には、北九州市の生い立ち、都市環境や産業の姿、行政施策の今と昔について学び、また市民生活に関する諸調査やまちづくり事例研究
などについても紹介、解説します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しません。必要に応じて、授業の中で資料を配布します。

必要に応じて参考文献を紹介します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　はじめに　都市とはなにか、そして北九州市の紹介　　
　２回　北九州市の生い立ち　　　　　　　　【時代の節目に登場する北九州】
　３回　北九州市の地域政策の歴史①　　【マスタープラン】
　４回　北九州市の地域政策の歴史②　　【ルネッサンス構想】【「元気発信！北九州」プラン】
　５回　統計でみる産業構造と北九州　　 【事業所統計】
　６回　統計でみる北九州社会の姿　　　 【社会生活指標】
　７回　北九州の産業と人物、今と昔①　 【北九州の４ｋ】
　８回　北九州の産業と人物、今と昔②　 【北九州の企業家たち】
　９回　北九州の産業、今日と明日　　　　【北九州発のイノベーション】
１０回　北九州市（行政）のまちづくり事例　　　
１１回　北九州市の市民力　　　
１２回　北九州市の住みよさ評価①　　　 【相対性、フルセット都市】　
１３回　北九州市の住みよさ評価②　　　 【比較の意義、ソーシャル・キャピタル】　
１４回　北九州市政と市民意識の動向
１５回　まとめ　　　　　　　　　　　　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

日常の授業への取り組み…３０％　　　　　　　　　　期末レポート（ミニレポート含む）ト…７０％
成績評価の方法　/Assessment Method

日頃から北九州など地域情報を収集する習慣をつけること。
とくに自分の実習に必要な情報に留意しておいてください。
各講義のあとは、配布レジュメに沿って情報整理を行うよう努めてください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662215 /



北九州社会論 【昼】
専門基幹科目

主として、「北九州を知らない、だから詳しく知りたい」学生を対象としています。日頃から北九州情報に注目しておいてください。それが皆
さん自身の予習となります。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662215 /



地域経営実践論 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
片岡　寛之 / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義・演習 ２年集中

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　まちづくり活動や事業において課題解決を図り社会を変革していくためには、座学やフィールドワークの実践も必要な要素ではあるが、それ
以上に「学生だから」という逃げ道を排除した実際のプレーヤーとして主体的に事業を実施することが重要となる。
　以上をふまえ、本講義では「自らが、ある目的に対して目標を設定し、何をすべきか考え、周りを巻き込みつつ、その目標達成に向けて行動
すること」を重視し、事業企画の立案から事業実施までの一連のプロセスを実践することを必須条件とする。そして、実践することによって、
当事者にしか分からない事業実施時の勘所を修得することを狙いとする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
事前学習として、有料のオンライン学習コンテンツを利用していただきます。
履修登録後に利用方法等に関する案内メールを送りますので、必ず確認してください。

○ 木下斉 著「まちづくりの「経営力」養成講座」
○清水義次 著「リノベーションまちづくり」
木下斉 著「稼ぐまちが地方を変える」

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

＜0日目＞
1回：ガイダンス、チームMTG
＜1日目＞
2回：市（いち）事業とは、「市」事業の企画・構築【市事業】
3回：事業企画グループワーク①【事業企画】【主体性】
4回：プレゼンテーション＋講評①【プレゼン】【目標設定】
5回：まちづくりの戦略【まちづくり】【戦略】
6回：事業企画グループワーク②【事業企画】【分析力】
7回：プレゼンテーション＋講評②【プレゼン】【構想力】
8回：事業構築グループワーク①【事業構築】【マーケティング】
＜2日目＞
9回：プレゼンテーション＋講評③【プレゼン】【論理性】
10回：事業構築グループワーク②【事業構築】【事業収支】
11回：プレゼンテーション＋講評④【プレゼン】【実現可能性】
12回：広報・営業グループワーク①【広報】【営業】
13回：広報・営業グループワーク②【広報】【営業】
14回：事業提案グループワーク【事業提案】【シナリオ構築】
15回：最終プレゼンテーション＋総評【主体性】【訴求力】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

・ 企画立案グループワーク、事業準備に取り組む姿勢（５０％）
・ 事業の実施状況（５０％）

成績評価の方法　/Assessment Method

662216 /



地域経営実践論 【昼】
専門基幹科目

事前）有料のオンライン学習コンテンツを使った事前学習
事後）事業終了後の報告にて振り返り

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

・１チーム３〜４名でのグループワークが中心となる。
・ この授業時間内で立案した事業計画を約1カ月後には実際のまちで実施すること。
・ 準備期間中はＦＢページ上での定期的な進捗報告を必ず行うこと。
・ 事業用の資金等は自ら捻出すること。
・ 事業実施後、報告会にて事業結果（事業概要、収支、改善点等）の発表を行うこと。

履修上の注意　/Remarks

どんな小さな事業でも構いません。とにかく、自分自身がリスクを負って何かを仕掛けるということが大切です。その経験をするか否かで、そ
れ以降の活動時に見える世界が全く異なります。無から有を生み出すことは決してたやすいことではありませんが、自分の力で何かを生み出し
たい、スキルアップのために色んな事にチャレンジしたい、そんな気概を持った皆さんを待っています。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

市事業、事業計画、マーケティング、まちづくり、経営
キーワード　/Keywords

662216 /



指導的実習Ⅰ（ＦＭ実習） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋　和博 / MANABE　KAZUHIRO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

授業時に別途配布
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業時に別途配布

授業時に別途配布
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

授業時に別途配布
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業時に別途配布
成績評価の方法　/Assessment Method

授業時に別途配布
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662217 /



指導的実習Ⅱ（猪倉） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋・蓮本担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本実習では、八幡東区の猪倉町に「猪倉サテライト」という地域拠点を設け、近隣住民の方々との農作業や地域行事を通して交流を図り、まち
づくり活動に参画しています。また、授業としての学びだけでなく、サービスラーニングとして地域行事等に積極的に参加します。
特に1年次には、プロジェクトに関連する知識を学習します。加えて実践では、地域の方との交流、礼儀・礼節などの基本的なマナーをについて
、実体験を通じて学んでいただきます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜レジュメ、資料を配付します。

適宜関連する書籍等を提示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1回 ガイダンス
 2回 八幡東区高槻地域における実践 1
 3回 八幡東区高槻地域における実践 2
 4回 八幡東区高槻地域における実践 3
 5回 八幡東区高槻地域における実践 4
 6回 八幡東区高槻地域における実践 5
 7回 八幡東区高槻地域における実践 6
 8回 八幡東区高槻地域における実践 7
 9回 八幡東区高槻地域における実践 8
10回 八幡東区高槻地域における実践 9
11回 八幡東区高槻地域における実践 10
12回 八幡東区高槻地域における実践 11
13回 八幡東区高槻地域における実践 12
14回 八幡東区高槻地域における実践 13
15回 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

活動への積極的な取り組み：70%
レポート(会議録,活動日誌等の作成・提出を含む)：30%

成績評価の方法　/Assessment Method

実習中の活動を円滑に行うためには、事前の計画立案と目標設定、関係者等との連絡調整、事後のふりかえりなどが重要です。そのため、準備
等は、事前・事後学習として行っていただきます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業以外にも多くの行事に参加するなかで、住民のみなさんとの協働を進めています。そのため、授業時間外での活動（課外活動）も多いです
が、自己を高めるためにも積極的に参加してください。

履修上の注意　/Remarks

662218 /



指導的実習Ⅱ（猪倉） 【昼】
専門基幹科目

地域の中で「学ばせていただいている」という謙虚な気持ちを忘れずに活動してください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662218 /



指導的実習Ⅱ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
徳永・勅使河原担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

それぞれの実習における反省を行い更なる向上を目指す実習。特に実習後に各自の思いや実感したことなどを中心に話し合いを行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない

必要な資料は配布する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回目から１５回目までの実習でそのつど行うものと、
指定された時間で行います。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実習への取り組み５０％
まとめ５０％

成績評価の方法　/Assessment Method

実習に関連する情報収集を行うこと
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662219 /



指導的実習Ⅱ（コミュニティ） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
坂本　毅啓 / Takeharu Sakamoto / 基盤教育センター, 深谷　裕 / 地域戦略研究所
勅使河原　航 / 地域共生教育センター

担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　地域福祉コースに所属する学生のための指導的実習Ⅰです。地域にある福祉ニーズの解決に向けた実習内容に沿って、事前学習、実習計画の作
成、実習の実施、振り返り、最終の報告というプロセスを通し、地域を基盤とした総合的かつ包括的な相談援助の基礎的実践力を獲得すること
を目指します。具体的なメニューなど詳細については、最初の授業時に教員より説明を行います。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし。別途、随時紹介をします。

なし。別途、随時紹介をします。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　オリエンテーション
2回　事前指導
3回　実習計画の作成
4～7回　実習
8回　中間振り返り
9回～12回　実習
13回　実習振り返り【プロセスレコード】
14回　実習振り返り【カタルシス】
15回　実習報告

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実習の取組み状況……50％
実習報告の提出……50％

成績評価の方法　/Assessment Method

実習で取り組んでいる内容を記録に残す、省察することを繰り返すこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

予定や実習課題については、実習受入れ先との調整などで変化します。あらかじめ理解をしておいてください。詳細については教員より初回授
業時に連絡をします。

履修上の注意　/Remarks

経験を通して、地域の再生と創造、そして福祉の視点についてともに学びましょう。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

地域創生、コミュニティワーク、地域福祉
キーワード　/Keywords

662220 /



指導的実習Ⅱ（ESDプロモート） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋・勅使河原担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　本実習では、「持続可能な開発のための教育 (Education for Sustainable Development：ESD)」の実践に取り組みます。本実習は、全市的に
ESDを浸透させていくミッションを掲げている「北九州ESD協議会」においてサブコーディネーターの役割を担い、協議会における活動の企画
および実践に携わります。
　現代の社会においては、少子高齢化、コミュニティの崩壊、生物多様性の担保、CO2削減、ダイバーシティ等、さまざまな課題が存在してい
ます。本実習では、さまざまな社会的課題の解決をめざすこと、すなわち「持続可能な開発目標　（Sustainable Development
Goals：SDGs）」について学び、SDGsの達成に寄与するESDを実践します。
　1年次には、担当するプロジェクトに関連する知識を徹底して学習します。実践では、基本的なマネジメント力を培うために、ルーティンワー
クを重視します。ESDの目的、その対象となる人、ふさわしい方法等について、常に考えながら実践に臨みます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

日能研　『SDGs（国連　世界の未来を変えるための17の目標）2030年までのゴール』　みくに出版　2017年　￥1,000
その他、適宜関連する書籍を提示します。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第 1 回　ガイダンス
第 2 回～第14回　学びと実践
第15回　全体のふりかえりとまとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実践活動やミーティングへの参加状況…60％
授業(プロジェクト)の成果物…40％

成績評価の方法　/Assessment Method

【ミーティング前】各自の役割をふまえて、余裕をもって資料の準備等をしてください。
【ミーティング後】指摘事項について検討を重ね、企画等を練り直してください。
【活動前】毎回の活動目標をしっかり意識し、入念に準備したうえで活動に取り組んでください。
【活動後】活動目標の達成状況について十分なふりかえりをし、話し合いによって共有するとともに、学び得たことを記録してください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

・通常のミーティング等、話し合い形式の場においては、飲食および私語を慎んでください(健康上の理由等により水分補給等必要な場合は申し
出てください)。
・地域活動は、さまざまな立場や年代の人々と接する機会が非常に多くあります。学ぶ者としての謙虚な姿勢を忘れず、挨拶、ことば遣い（と
くに敬語の用い方）、話し方や表情、身だしなみ（華美にしないこと）、名刺の携行等、よい印象をもたれるようなマナーを心がけて実習に臨
みましょう。
・漫然と無理な活動をすることなく、時間と健康の管理に努めましょう。

履修上の注意　/Remarks

662221 /



指導的実習Ⅱ（ESDプロモート） 【昼】
専門基幹科目

　プロジェクトマネジメント、ファシリテーション等の手法といった活動の基盤となるものを身につけつつ、SDGsとそれを解決するための
ESDという実践的な専門分野の知識や方法について、学びを深めてほしいと思います。
　ESD協議会の企画に主体的に参加するとともに、各自が関心のある分野について、ESD実践につながる自主企画等を提案することを望みます
。
　地域のさまざまな世代や立場の人々と交流し、実習メンバーの上級生と協働する貴重な機会を尊びかつ楽しんでください。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

持続可能な開発のための教育（ESD）、持続可能な開発目標（SDGs）、「北九州ESD協議会」、サブコーディネーター
キーワード　/Keywords

662221 /



指導的実習Ⅱ（キタプロ） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋・蓮本担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本実習では、北九州市が力を入れる起業家育成や産業振興について学ぶとともに、女性起業家を支援する団体「北九州女性創業支援ひなの会」
での活動を通して、社会人基礎力の育成を図ります。
特に1年次には、プロジェクトに関連する知識を学習します。加えて実践では、企業人との交流、礼儀・礼節などの基本的なマナーについて、実
体験を通じて学んでいただきます。また、ターゲットは誰か、何のために行うのか、どのようなプログラムが最適なのかについて、常に考えな
がら実践していただきます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜レジュメ、資料を配付します。

適宜関連する書籍等を提示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1回 ガイダンス
 2回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 1
 3回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 2
 4回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 3
 5回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 4
 6回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 5
 7回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 6
 8回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 7
 9回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 8
10回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 9
11回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 10
12回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 11
13回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 12
14回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 13
15回 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

活動への積極的な取り組み：70%
レポート(会議録,活動日誌等の作成・提出を含む)：30%

成績評価の方法　/Assessment Method

実習中の活動を円滑に行うためには、事前の計画立案と目標設定、関係者等との連絡調整、事後のふりかえりなどが重要です。そのため、準備
等は、事前・事後学習として行っていただきます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

662222 /



指導的実習Ⅱ（キタプロ） 【昼】
専門基幹科目

活動の中で多くの方々から「学ばせていただいている」という謙虚な気持ちを忘れずに活動してください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662222 /



指導的実習Ⅱ（北スマ） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋・蓮本担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

食品ロスの啓発活動や食育の普及推進、子ども食堂の運営支援など、地域が抱える課題に対して、食の面からアプローチしていきます。また、
授業としての学びだけでなく、サービスラーニングとして地域行事等に積極的に参加します。
特に1年次には、プロジェクトに関連する知識を学習します。加えて実践では、地域の方との交流、礼儀・礼節などの基本的なマナーをについて
、実体験を通じて学んでいただきます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜レジュメ、資料を配付します。

適宜関連する書籍等を提示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1回 ガイダンス
 2回 子ども食堂等での実践 1
 3回 子ども食堂等での実践 2
 4回 子ども食堂等での実践 3
 5回 子ども食堂等での実践 4
 6回 子ども食堂等での実践 5
 7回 子ども食堂等での実践 6
 8回 子ども食堂等での実践 7
 9回 子ども食堂等での実践 8
10回 子ども食堂等での実践 9
11回 子ども食堂等での実践 10
12回 子ども食堂等での実践 11
13回 子ども食堂等での実践 12
14回 子ども食堂等での実践 13
15回 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

活動への積極的な取り組み：70%
レポート(会議録,活動日誌等の作成・提出を含む)：30%

成績評価の方法　/Assessment Method

実習中の活動を円滑に行うためには、事前の計画立案と目標設定、関係者等との連絡調整、事後のふりかえりなどが重要です。そのため、準備
等は、事前・事後学習として行っていただきます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

662223 /



指導的実習Ⅱ（北スマ） 【昼】
専門基幹科目

活動の中で多くの方々から「学ばせていただいている」という謙虚な気持ちを忘れずに活動してください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662223 /



指導的実習Ⅱ（学び支援） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
廣渡・未定担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本実習では、「子どもの学び」支援プロジェクトにチームで取り組む。1学期から続くチームの一員として、チームでプロジェクトに取り組む際
に必要な知識と技術、マナー等を身に付ける。また、主に子どもを対象とした地域活動に参加し、その活動の実態と問題点を理解する。そして
、その解決に取り組む過程を体験する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

適宜、紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　：　オリエンテーション、目的確認
　２回～１４回　：　実習
１５回　：　振り返り

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実習への取り組み状況（振り返りレポートを含む）　…　80％
積極的な実習や地域活動への参加　…　20％

成績評価の方法　/Assessment Method

実習開始前までに、予め必要な資料を準備し、活動内容を理解しておくこと。
実習終了後には、活動の振り返りを行い、得られた学びをレポートにまとめること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

本実習では、正規の実習時間外（土曜日や日曜日、夏季休暇期間などを含む）に、チームで地域活動や課題などに取り組んでもらう。受講生の
活動状況や理解度に応じて、実習計画や実習内容を変更することがある。その場合は、実習中に説明する。地域で活動している団体と連携しな
がら計画を進めていくため、責任ある行動が期待される。このため、積極的な報告、連絡、相談が必要になる。自ら進んでその機会を作って欲
しい。また、多様な知識や経験を得るために、主たるテーマ以外の地域活動や課題などに取り組んでもらうことがある。その際には、積極的に
参加して欲しい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

子ども　地域　プロジェクト
キーワード　/Keywords

662224 /



指導的実習Ⅱ（広報） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋　和博 / MANABE　KAZUHIRO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

地域創生学群の実習は、地域創生学群で学習を深めていくための基礎的な能力、技術、考え方、行動規範などを学びます。その学び方としては
、あるテーマに基づき、学習と実践の往還をしながら学んでいきます。学習に関しては、教員が直接指導するというよりは、先輩学生から学ん
だり、自分で学びを深めていくことが多いと考えてください。また、実践は、ルーティンワークとプロジェクトを同時並行させることが特徴で
す。豊富な経験を積みながら、学びと実践の質を圧倒的に高めていきます。
広報実習は、オープンキャンパス等の広報イベント企画実施、WEBサイトや地創事書のような広報メディアの制作を中心に活動していただきま
す。
能力としては、コミュニケーション能力、チームビルディング、デレクション等を学びます。
技術としては、プレゼンテーション、HTML、デザイン、イベントプランニング等を獲得します。
考え方としては、ホスピタリティや、マーケティング志向などを学びます。
行動規範としは、人の人生にかかわることの重要性等を学びます。
以上のように、広報という機会を通じて、様々な学びと実践を経験します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特にありません。

特にありませんが、プロジェクトに関連する書籍、資料を積極的に読んでください。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第01回　ガイダンス
第02回～第14回　学びと振返り
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実践活動やミーティングへの参加状況…60％
授業(プロジェクト)についての振り返りの成果物…40％

成績評価の方法　/Assessment Method

各人のタスクに必要な書籍を積極的に読んでください。
また、振り返りの機会を定期的に設けますので、そこで学びや実践の獲得を確認します。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662225 /



指導的実習Ⅱ（小倉） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
片岡　寛之 / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

小倉活性化プロジェクトです。
このプロジェクトでは、小倉の街をフィールドとして、学生や若者たちがここに居たい、また戻ってきたいと思える街にすることを目的として
、様々な活動を行っています。
具体的には、「ちいさな感動を大切に」を活動時のポリシーとし、小倉のまちのＰＲと来街者へのおもてなしを行う「まちなかコンシェルジュ
」や若者を集めて魚町界隈のごみ拾いを行う「グリーンバード小倉」、小倉の魅力を発信する「kokulike」、小倉の街のファンを増やすために定
期的に各種講座を行う「idea+」などの活動を展開しています。

実習では、基礎（１年次）→継続（２年次）→創造（３年次）とステップアップしていくことをイメージし、1年生のみなさんは「基礎」にあた
る、基本的マナーの習得、地域との関係構築、地域の実態把握に努めて下さい。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
とくになし。

特に指定しませんが、各自が積極的に必要な書籍を読んで活動の参考にしてください。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第01回　ガイダンス（目的、概要説明）
第02回〜第14回　実習活動
第15回　振り返り

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

活動の準備や学習取り組む姿勢・・・50％
実習活動に取り組む姿勢・・・50％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前）小倉のまちのことについて各自学習しておいてください。
事後）自分たちの活動による成果や効果、改善点等について学期末に振り返りを行います。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

積極的に行動し、様々なことを貪欲に吸収し、その経験をもとに学習して下さい。
その繰り返しが自身の成長に繋がります。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662226 /



指導的実習Ⅱ（門司） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
西田　心平 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本実習では、門司商店街活性化プロジェクトにチームで取り組む。1学期から続くチームの一員として、チームでプロジェクトに取り組む際に必
要な知識と技術、マナー等を身につける。また、プロジェクトを進めるにあたり、主に商店街を対象とした地域活動に参加し、その活動の実態
を理解する。そして、その活動における問題点を発見し、チームでその問題解決に取り組む過程を体験する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

適宜、紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　：　オリエンテーション、目的確認
　２回～１４回　：　実習
１５回　：　振り返り

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

主たるテーマの実習の取り組み状況　…　70％
積極的な実習や地域活動への参加　…　30％

成績評価の方法　/Assessment Method

実習に関連する情報収集を行うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

特になし
履修上の注意　/Remarks

本実習では、正規の実習時間外（土曜日や日曜日、夏季や冬季の休暇期間などを含む）に、チームで地域活動や課題などに取り組んでもらうこ
とがある。受講生の取り組み状況や理解度に応じて、実習計画や実習内容を変更することがある。その際には、実習中に説明する。地域で活動
している団体と連携しながら計画を進めていくため、責任ある行動が期待される。このため、積極的な報告、連絡、相談が必要になる。自ら進
んでその機会を作ってほしい。また、多様な知識や経験を得るために、主たるテーマ以外の実習や地域活動にも積極的に参加してもらいたい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

門司港　観光開発　商店街　地域との連携
キーワード　/Keywords

662227 /



指導的実習Ⅱ（まちあるき） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
小林　敏樹 / Toshiki Kobayashi / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

まちあるきを体験し、学び、実践し、そして科学する実習。
次年度において、自らのまちあるきの企画を、立案、実施できるようにするための基礎的な実習活動を行う。
まちあるきに関する文献の輪読、上級生あるいは他の主体が実践しているのまちあるきの体験等を通して、まちあるきの全体像を把握し、グル
ープによるまちあるきの企画立案を目指す。
そのほか、実習のルーティンワーク以外に企業等と連携したまちあるきに関連するプロジェクトの実施も積極的に行っていく。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない。

〇茶谷幸治（2012）「「まち歩き」をしかける: コミュニティ・ツーリズムの手ほどき」学芸出版社
その他、実習、プロジェクトに関連する書籍、資料を積極的に読むこと。
また、図書館2階の〇〇学がわかるコーナーに「まちあるきがわかる、まちあるきが創れるコーナー」を設置しているのでそちらも積極的に利用
すること。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第01回　ガイダンス
第02回～第14回　学びと実践
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実践活動やミーティングへの参加状況：40％
成果物：30％
積極性：30％

成績評価の方法　/Assessment Method

入念な事前学習（準備）と、実習(実践)の成果や課題を振り返り、次の実習(実践)に活かす事後学習が大切。
PDCA、プロジェクトマネジメント、チームビルディング等も意識した事前・事後学習を進めること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修者の習得状況や、企業等との連携によるプロジェクトの進捗状況により、実習の内容を一部変更する場合もある。
履修上の注意　/Remarks

日常の生活においても、多様な着眼点から、まち、地域をみることを通して、まちや地域に対する観察力を身に着けよう。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

まちあるき、まちづくり、観光、PDCA、プロジェクトマネジメント、地域調査、インバウンド、シビックプライド
キーワード　/Keywords

662228 /



指導的実習Ⅱ（モビリティ） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
内田　晃 / AKIRA UCHIDA / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

これまでの「モビリティプロジェクト」で実施していた、駐輪マナー向上をめざした取り組みや、自転車のルールを楽しく学ぶイベント開催に
加え、自転車だけでなく、バス、モノレール、路面電車、カーシェアなど都市を取り巻く包括的な交通モードを対象として、人々の交通行動を
どう変えていくか、そのために効果的な方策は何かについて考えていきます。

実習では基礎的知識の習得（１年生）、実践的な活動（２年生）、応用力の展開（３年生）と各学年のステージにおいて「目標」をもって取り
組んでいきます。

１年生の皆さんは基礎的なマナーや知識の習得に励み、地域が置かれている課題の把握、その対応策を考えられる能力を身に着けることに努め
てください。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし

適宜、本の紹介や資料の配布をします。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：ガイダンス（実習の目的や活動方針の説明）
第2回～第14回：実習活動の実践
第15回：総括（活動の振り返りと次学期に向けての方針検討）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

事前・事後学習への意欲、姿勢・・・30％
授業に取り組む姿勢、態度・・・30％
実習活動への貢献度及び目標達成度・・・40％

成績評価の方法　/Assessment Method

前回講義で指摘された課題について、その解決策一つ一つをチームで役割分担を決めて取り組むこと。少しでも翌週以降に進展があることを意
識することが重要です。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

モビリティは自らが体験することが必要不可欠です。常に利用者の視点に立って考えられるように、日頃から意識して交通手段を使い、まちの
姿を観察してください。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662229 /



指導的実習Ⅱ（421Lab.） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
石川　敬之 / 地域共生教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

地域共生教育センターの運営スタッフとして、地域共生教育センター内、および地域にて実習を行います。
センターの運営業務や地域活動に参加し、他の運営スタッフや地域の方々と協働しながら、その実践的活動を通じて様々な知識やスキルの獲得
を目指します。また、実際の活動に取り組む際のマナーや心構えなども学んでいきます。多くの活動を実施し、かつその振り返りを行うことで
、座学などだけでは得られない学びを経験していきます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示する。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回
 オリエンテーション

第２回～第１４回 の各回では、地域共生教育センター、および地域にて以下のような実践活動を行う。
①学生運営スタッフとして地域共生教育センターの運営業務を担う。
②地域活動プロジェクトのメンバーとして地域の方と一緒に地域活動を行う。
③週一回の全体ミーティングにて報告、議論を行う。
④短期の地域ボランティア活動に参加する
⑤上記以外で必要となる諸活動

第１５回
振り返り研修

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実習に対する参加貢献度（１００％）
成績評価の方法　/Assessment Method

実習に参加する際には、事前に自らの担当業務内容をしっかりと把握し、準備しておくことが必要です。
そのうえで、当日、スムーズに業務に入れるようにしてください。
また実習後は、当日の活動の振り返りを行い、反省点などを踏まえて、次の実習に活かせるようにして下さい。
他の実習メンバーへの申し送りや情報共有なども重要な作業となります。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662230 /



指導的実習Ⅱ（421Lab.） 【昼】
専門基幹科目

本基礎演習は、地域共生教育センターでの実習となります。
センターの運営スタッフとして幅広い業務を担い、その活動を通じて自律的な学びに取り組んでもらいます。
地域共生教育センターでは、地域の方々との協働プロジェクトを多く進めていますので、
ミーティングへの出席や資料づくり、また報告書の作成など、授業時間以外の活動が多くあります。
履修者は、責任感を持って、事前、事後活動にも積極的に取り組んでください。

履修上の注意　/Remarks

本基礎演習は、通常の演習とは異なり、実習の形をとります。
地域での活動も多くありますので、実習時間以外にも多くの活動が存在します。
そのため細かなスケジュール管理が必要になってきますが、
忙しくて大変である半面、仲間との協働作業を通じては多くの知識や経験を得られます。
関心のあるかたは、一度、地域共生教育センター（４２１Ｌａｂ．）に来て、
学生運営スタッフから直接話を聞いてみてください。
また、４２１Ｌａｂ．が企画する各プロジェクトに参加されるもの良いかもしれません。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

地域活動、協働、セルフマネジメント、リフレクション
キーワード　/Keywords

662230 /



指導的実習Ⅱ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
山本　浩二 / YAMAMOTO  KOJI / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

指導的実習Ⅱでは，指導的実習Ⅰに引き続き地域活動を行っていただきます。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし

必要があれば適宜紹介します
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　オリエンテーション
2回～14回　後期実習　【地域創生力】　【チームでの協働】　【課題解決】
15回　後期実習・活動の振り返り

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

主たるテーマの実習への取り組み　50％
その他の実習への積極的な参加　50％

成績評価の方法　/Assessment Method

各実習に行く前に、実習での取り組み、内容を把握した上で、取り組むこと。また、実習後はその都度、ミーティング、レポート提出により復
習します。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

地域において活動を実施するのは簡単なことではありません。学生の皆さんが「地域貢献」を目的に活動したとしても，地域の方々にとっては
「迷惑」になってしまうこともあります。地域の方々との関係づくりを大切にし，勉強させていただいているという姿勢を絶対に忘れないでく
ださい。
 加えて，地域で活動するということは「責任」が発生するということです。身勝手な振舞いは許されません。従って，社会人としての言葉遣い
やマナーなどの振る舞いはもちろんのこと，責任ある行動や主体的な行動が求められます。その点を肝に銘じておくこと。
 この実習では，正規の授業時間外（土曜日や日曜日、夏期や冬期の休暇期間を含む）にも取り組んでもらいます。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662231 /



地域創生実習Ⅰ（猪倉） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋・蓮本担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本実習では、八幡東区の猪倉町に「猪倉サテライト」という地域拠点を設け、近隣住民の方々との農作業や地域行事を通して交流を図り、まち
づくり活動に参画しています。また、授業としての学びだけでなく、サービスラーニングとして地域行事等に積極的に参加します。
特に2年次では、チームマネジメントを重視し、個人の学びとリーダーシップの醸成のみならず、チームとしての成果を最大化することを考えて
、実践に取り組んでいただきます。また、実習プログラムを経験することによって、社会性を身に着けることも目標としています。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜レジュメ、資料を配付します。

適宜関連する書籍等を提示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1回 ガイダンス
 2回 八幡東区高槻地域における実践 1
 3回 八幡東区高槻地域における実践 2
 4回 八幡東区高槻地域における実践 3
 5回 八幡東区高槻地域における実践 4
 6回 八幡東区高槻地域における実践 5
 7回 八幡東区高槻地域における実践 6
 8回 八幡東区高槻地域における実践 7
 9回 八幡東区高槻地域における実践 8
10回 八幡東区高槻地域における実践 9
11回 八幡東区高槻地域における実践 10
12回 八幡東区高槻地域における実践 11
13回 八幡東区高槻地域における実践 12
14回 八幡東区高槻地域における実践 13
15回 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

活動への積極的な取り組み：70%
レポート(会議録,活動日誌等の作成・提出を含む)：30%

成績評価の方法　/Assessment Method

実習中の活動を円滑に行うためには、事前の計画立案と目標設定、関係者等との連絡調整、事後のふりかえりなどが重要です。そのため、準備
等は、事前・事後学習として行っていただきます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業以外にも多くの行事に参加するなかで、住民のみなさんとの協働を進めています。そのため、授業時間外での活動（課外活動）も多いです
が、自己を高めるためにも積極的に参加してください。

履修上の注意　/Remarks

662232 /



地域創生実習Ⅰ（猪倉） 【昼】
専門基幹科目

地域の中で「学ばせていただいている」という謙虚な気持ちを忘れずに活動してください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662232 /



地域創生実習Ⅰ（コミュニティ） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
坂本　毅啓 / Takeharu Sakamoto / 基盤教育センター, 深谷　裕 / 地域戦略研究所
勅使河原　航 / 地域共生教育センター

担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　各自に課せられた実習内容に沿って、事前学習、実習計画の作成、実習、中間振り返り、実習、最終振り返り、報告というプロセスで、実践
力の養成に努める。
　主とした実習内容は、市内の小中学校での学習支援活動、療育センター・施設等におけるボランティア活動など。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しません。各回、授業の中で資料を配布することがあります。

適宜、指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　　　　　オリエンテーション
　２～３回　　　実習前指導
　４～６回　　実習
　７回　実習の振り返り
　８～１４回　実習
　１５回　実習の振り返り、報告

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

　主たるテーマの実習の取り組み状況　…　50％　
　その他の実習への積極的な参加　…　50％

成績評価の方法　/Assessment Method

実習で取り組んでいる内容を記録に残す、省察することを繰り返すこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

　実習は、正規の授業時間外（土曜日や日曜日、夏期や冬期の休暇期間を含む）にも取り組んでもらいます。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

地域創生、コミュニティワーク、地域福祉
キーワード　/Keywords

662233 /



地域創生実習Ⅰ（ESDプロモート） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋・勅使河原担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　本実習では、「持続可能な開発のための教育 (Education for Sustainable Development：ESD)」の実践に取り組みます。本実習は、全市的に
ESDを浸透させていくミッションを掲げている「北九州ESD協議会」においてサブコーディネーターの役割を担い、協議会における活動の企画
および実践に携わります。
　現代の社会においては、少子高齢化、コミュニティの崩壊、生物多様性の担保、CO2削減、ダイバーシティ等、さまざまな課題が存在してい
ます。本実習では、さまざまな社会的課題の解決をめざすこと、すなわち「持続可能な開発目標　（Sustainable Development
Goals：SDGs）」について学び、SDGsの達成に寄与するESDを実践します。
　2年次には、チームマネジメントを重視して実習に取り組みます。自分自身の活動の質の向上のみならず、チームとしての成果を最大化するた
めに活動します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

日能研　『SDGs（国連　世界の未来を変えるための17の目標）2030年までのゴール』　みくに出版　2017年　￥1,000
その他、適宜関連する書籍を提示します。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第 1 回　ガイダンス
第 2 回～第14回　学びと実践
第15回　全体のふりかえりとまとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実践活動やミーティングへの参加状況…60％
授業(プロジェクト)の成果物…40％

成績評価の方法　/Assessment Method

【ミーティング前】各自の役割をふまえて、余裕をもって資料の準備等をしてください。
【ミーティング後】指摘事項について検討を重ね、企画等を練り直してください。
【活動前】毎回の活動目標をしっかり意識し、入念に準備したうえで活動に取り組んでください。
【活動後】活動目標の達成状況について十分なふりかえりをし、話し合いによって共有するとともに、学び得たことを記録してください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

・通常のミーティング等、話し合い形式の場においては、飲食および私語を慎んでください(健康上の理由等により水分補給等必要な場合は申し
出てください)。
・地域活動は、さまざまな立場や年代の人々と接する機会が非常に多くあります。学ぶ者としての謙虚な姿勢を忘れず、挨拶、ことば遣い（と
くに敬語の用い方）、話し方や表情、身だしなみ（華美にしないこと）、名刺の携行等、よい印象をもたれるようなマナーを心がけて実習に臨
みましょう。
・漫然と無理な活動をすることなく、時間と健康の管理に努めましょう。

履修上の注意　/Remarks

662234 /



地域創生実習Ⅰ（ESDプロモート） 【昼】
専門基幹科目

　プロジェクトマネジメント、ファシリテーション等の手法といった活動の基盤となるものを身につけつつ、SDGsとそれを解決するための
ESDという実践的な専門分野の知識や方法について、学びを深めてほしいと思います。
　ESD協議会の企画に主体的に参加するとともに、各自が関心のある分野について、ESD実践につながる自主企画等を提案することを望みます
。
　地域のさまざまな世代や立場の人々と交流し、実習メンバーの上級生および下級生と協働する貴重な機会を尊びかつ楽しんでください。とり
わけ2年次からは、1年次の学生に「あの人のようになりたい」と思われるように、ロールモデルとなることを意識していただきたいと思います
。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

持続可能な開発のための教育（ESD）、持続可能な開発目標（SDGs）、「北九州ESD協議会」、サブコーディネーター
キーワード　/Keywords

662234 /



地域創生実習Ⅰ（キタプロ） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋・蓮本担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本実習では、北九州市が力を入れる起業家育成や産業振興について学ぶとともに、女性起業家を支援する団体「北九州女性創業支援ひなの会」
での活動を通して、社会人基礎力の育成を図ります。
特に2年次では、チームマネジメントを重視し、個人の学びとリーダーシップの醸成のみならず、チームとしての成果を最大化することを考えて
、実践に取り組んでいただきます。また、ターゲットは誰か、何のために行うのか、どのようなプログラムが最適なのかについて、常に考えな
がら実践していただきます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜レジュメ、資料を配付します。

適宜関連する書籍等を提示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1回 ガイダンス
 2回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 1
 3回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 2
 4回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 3
 5回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 4
 6回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 5
 7回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 6
 8回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 7
 9回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 8
10回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 9
11回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 10
12回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 11
13回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 12
14回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 13
15回 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

活動への積極的な取り組み：70%
レポート(会議録,活動日誌等の作成・提出を含む)：30%

成績評価の方法　/Assessment Method

実習中の活動を円滑に行うためには、事前の計画立案と目標設定、関係者等との連絡調整、事後のふりかえりなどが重要です。そのため、準備
等は、事前・事後学習として行っていただきます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

662235 /



地域創生実習Ⅰ（キタプロ） 【昼】
専門基幹科目

活動の中で多くの方々から「学ばせていただいている」という謙虚な気持ちを忘れずに活動してください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662235 /



地域創生実習Ⅰ（北スマ） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋・蓮本担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

食品ロスの啓発活動や食育の普及推進、子ども食堂の運営支援など、地域が抱える課題に対して、食の面からアプローチしていきます。また、
授業としての学びだけでなく、サービスラーニングとして地域行事等に積極的に参加します。
特に2年次では、チームマネジメントを重視し、個人の学びとリーダーシップの醸成のみならず、チームとしての成果を最大化することを考えて
、実践に取り組んでいただきます。また、実習プログラムを経験することによって、社会性を身に着けることも目標としています。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜レジュメ、資料を配付します。

適宜関連する書籍等を提示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1回 ガイダンス
 2回 子ども食堂等での実践 1
 3回 子ども食堂等での実践 2
 4回 子ども食堂等での実践 3
 5回 子ども食堂等での実践 4
 6回 子ども食堂等での実践 5
 7回 子ども食堂等での実践 6
 8回 子ども食堂等での実践 7
 9回 子ども食堂等での実践 8
10回 子ども食堂等での実践 9
11回 子ども食堂等での実践 10
12回 子ども食堂等での実践 11
13回 子ども食堂等での実践 12
14回 子ども食堂等での実践 13
15回 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

活動への積極的な取り組み：70%
レポート(会議録,活動日誌等の作成・提出を含む)：30%

成績評価の方法　/Assessment Method

実習中の活動を円滑に行うためには、事前の計画立案と目標設定、関係者等との連絡調整、事後のふりかえりなどが重要です。そのため、準備
等は、事前・事後学習として行っていただきます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

662236 /



地域創生実習Ⅰ（北スマ） 【昼】
専門基幹科目

活動の中で多くの方々から「学ばせていただいている」という謙虚な気持ちを忘れずに活動してください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662236 /



地域創生実習Ⅰ（学び支援） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
廣渡・未定担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本実習では、「子どもの学び」支援プロジェクトにチームで取り組む。新しいメンバーを迎えたチームの中心的な立場として、チームを運営し
ていくために必要なプロジェクトマネジメント能力を身に付ける。また、主に子どもを対象とした地域活動に積極的に参加し、その活動の実態
と問題点を把握する。そして、その解決に取り組むための手法論について議論する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

適宜、紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　：　オリエンテーション、目的確認
　２回～１４回　：　実習
１５回　：　振り返り

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実習への取り組み状況（振り返りレポートを含む）　…　80％
積極的な実習や地域活動への参加　…　20％

成績評価の方法　/Assessment Method

実習開始前までに、予め必要な資料を準備し、活動内容を理解しておくこと。
実習終了後には、活動の振り返りを行い、得られた学びをレポートにまとめること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

本実習では、正規の実習時間外（土曜日や日曜日、夏季休暇期間などを含む）に、チームで地域活動や課題などに取り組んでもらう。受講生の
活動状況や理解度に応じて、実習計画や実習内容を変更することがある。その場合は、実習中に説明する。地域で活動している団体と連携しな
がら計画を進めていくため、責任ある行動が期待される。このため、積極的な報告、連絡、相談が必要になる。自ら進んでその機会を作って欲
しい。また、多様な知識や経験を得るために、主たるテーマ以外の地域活動や課題などに取り組んでもらうことがある。その際には、積極的に
参加して欲しい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

子ども　地域　プロジェクト
キーワード　/Keywords

662237 /



地域創生実習Ⅰ（広報） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋　和博 / MANABE　KAZUHIRO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

地域創生学群の実習は、地域創生学群で学習を深めていくための基礎的な能力、技術、考え方、行動規範などを学びます。その学び方としては
、あるテーマに基づき、学習と実践の往還をしながら学んでいきます。学習に関しては、教員が直接指導するというよりは、先輩学生から学ん
だり、自分で学びを深めていくことが多いと考えてください。また、実践は、ルーティンワークとプロジェクトを同時並行させることが特徴で
す。豊富な経験を積みながら、学びと実践の質を圧倒的に高めていきます。
広報実習は、オープンキャンパス等の広報イベント企画実施、WEBサイトや地創事書のような広報メディアの制作を中心に活動していただきま
す。
能力としては、コミュニケーション能力、チームビルディング、デレクション等を学びます。
技術としては、プレゼンテーション、HTML、デザイン、イベントプランニング等を獲得します。
考え方としては、ホスピタリティや、マーケティング志向などを学びます。
行動規範としは、人の人生にかかわることの重要性等を学びます。
以上のように、広報という機会を通じて、様々な学びと実践を経験します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特にありません。

特にありませんが、プロジェクトに関連する書籍、資料を積極的に読んでください。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第01回　ガイダンス
第02回～第14回　学びと実践
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実践活動やミーティングへの参加状況…60％
授業(プロジェクト)の成果物…40％

成績評価の方法　/Assessment Method

各人のタスクに必要な書籍を積極的に読んでください。
また、振り返りの機会を定期的に設けますので、そこで学びや実践の獲得を確認します。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662238 /



地域創生実習Ⅰ（小倉） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
片岡　寛之 / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

小倉活性化プロジェクトです。
このプロジェクトでは、小倉の街をフィールドとして、学生や若者たちがここに居たい、また戻ってきたいと思える街にすることを目的として
、様々な活動を行っています。
具体的には、「ちいさな感動を大切に」を活動時のポリシーとし、小倉のまちのＰＲと来街者へのおもてなしを行う「まちなかコンシェルジュ
」や若者を集めて魚町界隈のごみ拾いを行う「グリーンバード小倉」、小倉の魅力を発信する「kokulike」、小倉の街のファンを増やすために定
期的に各種講座を行う「idea+」などの活動を展開しています。

実習では、基礎（１年次）→継続（２年次）→創造（３年次）とステップアップしていくことをイメージしてください。
2年生のみなさんは「継続」を意識しつつ、実践活動の継続、実践理論の習得、チームマネジメントに努めて下さい。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
とくになし。

特に指定しませんが、各自が積極的に必要な書籍を読んで活動の参考にしてください。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第01回　ガイダンス（目的、概要説明）
第02回〜第14回　実習活動
第15回　振り返り

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

活動の準備や学習に取り組む姿勢・・・50％
実習活動に取り組む姿勢・・・50％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前）チームビルディング、地域内での事業・活動のマネジメントに関する書籍等を読んで、その方法論について学習しておいてください。
事後）自分たちの活動による成果や効果、改善点等について学期末に振り返りを行います。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

ルーチン活動をこなしつつ、新たな挑戦をして欲しいと願っています。そのために、とにかく足繁くまちにかようことで、まちの変化をつぶさ
に感じ取れる「感度」を身につけて欲しいと思います。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662239 /



地域創生実習Ⅰ（門司） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
西田　心平 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本実習では、門司商店街活性化プロジェクトにチームで取り組む。新しいメンバーを迎えたチームの中心的な立場として、チームを運営してい
くために必要なプロジェクトマネジメント能力を身につける。また、プロジェクトを進めるにあたり、主に商店街を対象とした地域活動に参加
し、その活動の実態を把握する。そして、その活動における問題点を発見し、チームでその問題解決に取り組むための手法論について議論する
。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

適宜、紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　：　オリエンテーション、目的確認
　２回～１４回　：　実習
１５回　：　振り返り

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

主たるテーマの実習の取り組み状況（振り返りレポートを含む）　…　70％
積極的な実習や地域活動への参加　…　30％

成績評価の方法　/Assessment Method

実習に関連する情報収集を行うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

特になし
履修上の注意　/Remarks

本実習では、正規の実習時間外（土曜日や日曜日、夏季休暇期間などを含む）に、チームで地域活動や課題などに取り組んでもらうことがある
。受講生の取り組み状況や理解度に応じて、実習計画や実習内容を変更することがある。その際には、実習中に説明する。地域で活動している
団体と連携しながら計画を進めていくため、責任ある行動が期待される。このため、積極的な報告、連絡、相談が必要になる。自ら進んでその
機会を作ってほしい。また、多様な知識や経験を得るために、主たるテーマ以外の実習や地域活動にも積極的に参加してもらいたい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

門司港　観光開発　商店街　地域との連携
キーワード　/Keywords

662240 /



地域創生実習Ⅰ（まちあるき） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
小林　敏樹 / Toshiki Kobayashi / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

まちあるきを学び、実践し、そして科学する実習。
自らまちあるきの企画を立案し、そのクオリティを高めていく実習活動を行う。
まちあるきに関する文献の輪読、地域の徹底した調査分析を通して、知的好奇心をくすぐり、シビックプライドの向上、まちのにぎわいづくり
にも寄与するようなまちあるきの実践活動を目指す。
そのほか、実習のルーティンワーク以外に企業等と連携したまちあるきに関連するプロジェクトの企画立案、実施も積極的に行う予定。その際
は、プロジェクトのリーダーとしての役割も期待する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない。

〇茶谷幸治（2012）「「まち歩き」をしかける: コミュニティ・ツーリズムの手ほどき」学芸出版社
その他、実習、プロジェクトに関連する書籍、資料を積極的に読むこと。
また、図書館2階の〇〇学がわかるコーナーに「まちあるきがわかる、まちあるきが創れるコーナー」を設置しているのでそちらも積極的に利用
すること。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第01回　ガイダンス
第02回～第14回　学びと実践
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実践活動やミーティングへの参加状況：30％
成果物：40％
積極性：30％

成績評価の方法　/Assessment Method

入念な事前学習（準備）と、実習(実践)の成果や課題を振り返り、次の実習(実践)に活かす事後学習が大切。
PDCA、プロジェクトマネジメント、チームビルディング等も意識した事前・事後学習を進めること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修者の習得状況や、企業等との連携によるプロジェクトの進捗状況により、実習の内容を一部変更する場合もある。
履修上の注意　/Remarks

日常の生活においても、多様な着眼点から、まちや地域をみることを通して、まちや地域に対する観察力を身に着けよう。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

まちあるき、まちづくり、観光、PDCA、プロジェクトマネジメント、地域調査、インバウンド、シビックプライド
キーワード　/Keywords

662241 /



地域創生実習Ⅰ（モビリティ） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
内田　晃 / AKIRA UCHIDA / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　これまでの「モビリティプロジェクト」で実施していた、駐輪マナー向上をめざした取り組みや、自転車のルールを楽しく学ぶイベント開催
に加え、自転車だけでなく、バス、モノレール、路面電車、カーシェアなど都市を取り巻く包括的な交通モードを対象として、人々の交通行動
をどう変えていくか、そのために効果的な方策は何かについて考えていきます。

　実習では基礎的知識の習得（１年生）、実践的な活動（２年生）、応用力の展開（３年生）と各学年のステージにおいて「目標」をもって取
り組んでいきます。

　２年生の皆さんは中間学年としての責任感を持ち、活動が円滑に実施できる体制を構築することを意識しながら、マネジメント力の向上に努
めてください。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし

適宜、本の紹介や資料の配布をします。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：ガイダンス（実習の目的や活動方針の説明）
第2回～第14回：実習活動の実践
第15回：総括（活動の振り返りと次学期に向けての方針検討）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

事前・事後学習への意欲、姿勢・・・30％
授業に取り組む姿勢、態度・・・30％
実習活動への貢献度及び目標達成度・・・40％

成績評価の方法　/Assessment Method

前回講義で指摘された課題について、その解決策一つ一つをチームで役割分担を決めて取り組むこと。少しでも翌週以降に進展があることを意
識することが重要です。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

モビリティは自らが体験することが必要不可欠です。常に利用者の視点に立って考えられるように、日頃から意識して交通手段を使い、まちの
姿を観察してください。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

662242 /



地域創生実習Ⅰ（モビリティ） 【昼】
専門基幹科目

キーワード　/Keywords

662242 /



地域創生実習Ⅰ（421Lab.） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
石川　敬之 / 地域共生教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

地域共生教育センターの学生運営スタッフとして、地域共生教育センター内、および地域にて実習を行います。
センターの運営業務や地域活動に参加し、他の運営スタッフや地域の方々と協働しながら、その実践的活動を通じて様々な知識やスキルの獲得
を目指します。また、実際の活動に取り組む際のマナーや心構えなども学んでいきます。
多くの活動にかかわり、かつその振り返りを行うことで、座学だけでは得られない学びを経験していきます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示する。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回
 オリエンテーション

第２回～第１４回 の各回では、地域共生教育センター、および地域にて以下のような実践活動を行う。
①学生運営スタッフとして地域共生教育センターの運営業務を担う。
②地域活動プロジェクトのメンバーとして地域の方と一緒に地域活動を行う。
③週一回の全体ミーティングにて報告、議論を行う。
④短期の地域ボランティア活動に参加する
⑤上記以外で必要となる諸活動

第１５回
振り返り研修

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実習に対する参加貢献度（１００％）
成績評価の方法　/Assessment Method

実習に参加する際には、事前に自らの担当業務内容をしっかりと把握し、準備しておくことが必要です。
そのうえで、当日、スムーズに業務に入れるようにしてください。
また実習後は、当日の活動の振り返りを行い、反省点などを踏まえて、次の実習に活かせるようにして下さい。
他の実習メンバーへの申し送りや情報共有なども重要な作業となります。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662243 /



地域創生実習Ⅰ（421Lab.） 【昼】
専門基幹科目

本基礎演習は、地域共生教育センターでの実習となります。
センターの運営スタッフとして幅広い業務を担い、その活動を通じて自律的な学びに取り組んでもらいます。
地域共生教育センターでは、地域の方々との協働プロジェクトを多く進めていますので、
ミーティングへの出席や資料づくり、また報告書の作成など、授業時間以外の活動が多くあります。
履修者は、責任感を持って、事前、事後活動にも積極的に取り組んでください。

履修上の注意　/Remarks

本基礎演習は、通常の演習とは異なり、実習の形をとります。
地域での活動も多くありますので、実習時間以外にも多くの活動が存在します。
そのため細かなスケジュール管理が必要になってきますが、
忙しくて大変である半面、仲間との協働作業を通じては多くの知識や経験を得られます。
関心のあるかたは、一度、地域共生教育センター（４２１Ｌａｂ．）に来て、
学生運営スタッフから直接話を聞いてみてください。
また、４２１Ｌａｂ．が企画する各プロジェクトに参加されるもの良いかもしれません。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

地域活動、協働、セルフマネジメント、リフレクション
キーワード　/Keywords

662243 /



地域創生実習Ⅱ（猪倉） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋・蓮本担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本実習では、八幡東区の猪倉町に「猪倉サテライト」という地域拠点を設け、近隣住民の方々との農作業や地域行事を通して交流を図り、まち
づくり活動に参画しています。また、授業としての学びだけでなく、サービスラーニングとして地域行事等に積極的に参加します。
特に2年次では、チームマネジメントを重視し、個人の学びとリーダーシップの醸成のみならず、チームとしての成果を最大化することを考えて
、実践に取り組んでいただきます。また、実習プログラムを経験することによって、社会性を身に着けることも目標としています。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜レジュメ、資料を配付します。

適宜関連する書籍等を提示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1回 ガイダンス
 2回 八幡東区高槻地域における実践 1
 3回 八幡東区高槻地域における実践 2
 4回 八幡東区高槻地域における実践 3
 5回 八幡東区高槻地域における実践 4
 6回 八幡東区高槻地域における実践 5
 7回 八幡東区高槻地域における実践 6
 8回 八幡東区高槻地域における実践 7
 9回 八幡東区高槻地域における実践 8
10回 八幡東区高槻地域における実践 9
11回 八幡東区高槻地域における実践 10
12回 八幡東区高槻地域における実践 11
13回 八幡東区高槻地域における実践 12
14回 八幡東区高槻地域における実践 13
15回 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

活動への積極的な取り組み：70%
レポート(会議録,活動日誌等の作成・提出を含む)：30%

成績評価の方法　/Assessment Method

実習中の活動を円滑に行うためには、事前の計画立案と目標設定、関係者等との連絡調整、事後のふりかえりなどが重要です。そのため、準備
等は、事前・事後学習として行っていただきます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業以外にも多くの行事に参加するなかで、住民のみなさんとの協働を進めています。そのため、授業時間外での活動（課外活動）も多いです
が、自己を高めるためにも積極的に参加してください。

履修上の注意　/Remarks

662244 /



地域創生実習Ⅱ（猪倉） 【昼】
専門基幹科目

地域の中で「学ばせていただいている」という謙虚な気持ちを忘れずに活動してください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662244 /



地域創生実習Ⅱ（コミュニティ） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
坂本　毅啓 / Takeharu Sakamoto / 基盤教育センター, 深谷　裕 / 地域戦略研究所
勅使河原　航 / 地域共生教育センター

担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　各自に課せられた実習内容に沿って、事前学習、実習計画の作成、実習、中間振り返り、実習、最終振り返り、報告というプロセスで、実践
力の養成に努める。
　主とした実習内容は、市内の小中学校での学習支援活動、療育センター・施設等におけるボランティア活動など。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しません。各回、授業の中で資料を配布することがあります。

適宜、指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　　　　　オリエンテーション
　２～４回　実習前指導
　５～１１回　実習（実習期間中に中間振り返りを含む）
　１２～１５回　実習の振り返り、報告

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

　主たるテーマの実習の取り組み状況　…　50％　
　その他の実習への積極的な参加　…　50％

成績評価の方法　/Assessment Method

実習で取り組んでいる内容を記録に残す、省察することを繰り返すこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

　実習は、正規の授業時間外（土曜日や日曜日、夏期や冬期の休暇期間を含む）にも取り組んでもらいます。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

地域創生、コミュニティワーク、地域福祉
キーワード　/Keywords

662245 /



地域創生実習Ⅱ（ESDプロモート） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋・勅使河原担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　本実習では、「持続可能な開発のための教育 (Education for Sustainable Development：ESD)」の実践に取り組みます。本実習は、全市的に
ESDを浸透させていくミッションを掲げている「北九州ESD協議会」においてサブコーディネーターの役割を担い、協議会における活動の企画
および実践に携わります。
　現代の社会においては、少子高齢化、コミュニティの崩壊、生物多様性の担保、CO2削減、ダイバーシティ等、さまざまな課題が存在してい
ます。本実習では、さまざまな社会的課題の解決をめざすこと、すなわち「持続可能な開発目標　（Sustainable Development
Goals：SDGs）」について学び、SDGsの達成に寄与するESDを実践します。
　2年次には、チームマネジメントを重視して実習に取り組みます。自分自身の活動の質の向上のみならず、チームとしての成果を最大化するた
めに活動します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

日能研　『SDGs（国連　世界の未来を変えるための17の目標）2030年までのゴール』　みくに出版　2017年　￥1,000
その他、適宜関連する書籍を提示します。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第 1 回　ガイダンス
第 2 回～第14回　学びと実践
第15回　全体のふりかえりとまとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実践活動やミーティングへの参加状況…60％
授業(プロジェクト)の成果物…40％

成績評価の方法　/Assessment Method

【ミーティング前】各自の役割をふまえて、余裕をもって資料の準備等をしてください。
【ミーティング後】指摘事項について検討を重ね、企画等を練り直してください。
【活動前】毎回の活動目標をしっかり意識し、入念に準備したうえで活動に取り組んでください。
【活動後】活動目標の達成状況について十分なふりかえりをし、話し合いによって共有するとともに、学び得たことを記録してください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

・通常のミーティング等、話し合い形式の場においては、飲食および私語を慎んでください(健康上の理由等により水分補給等必要な場合は申し
出てください)。
・地域活動は、さまざまな立場や年代の人々と接する機会が非常に多くあります。学ぶ者としての謙虚な姿勢を忘れず、挨拶、ことば遣い（と
くに敬語の用い方）、話し方や表情、身だしなみ（華美にしないこと）、名刺の携行等、よい印象をもたれるようなマナーを心がけて実習に臨
みましょう。
・漫然と無理な活動をすることなく、時間と健康の管理に努めましょう。

履修上の注意　/Remarks

662246 /



地域創生実習Ⅱ（ESDプロモート） 【昼】
専門基幹科目

　プロジェクトマネジメント、ファシリテーション等の手法といった活動の基盤となるものを身につけつつ、SDGsとそれを解決するための
ESDという実践的な専門分野の知識や方法について、学びを深めてほしいと思います。
　ESD協議会の企画に主体的に参加するとともに、各自が関心のある分野について、ESD実践につながる自主企画等を提案することを望みます
。
　地域のさまざまな世代や立場の人々と交流し、実習メンバーの上級生および下級生と協働する貴重な機会を尊びかつ楽しんでください。とり
わけ2年次からは、1年次の学生に「あの人のようになりたい」と思われるように、ロールモデルとなることを意識していただきたいと思います
。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

持続可能な開発のための教育（ESD）、持続可能な開発目標（SDGs）、「北九州ESD協議会」、サブコーディネーター
キーワード　/Keywords

662246 /



地域創生実習Ⅱ（キタプロ） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋・蓮本担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本実習では、北九州市が力を入れる起業家育成や産業振興について学ぶとともに、女性起業家を支援する団体「北九州女性創業支援ひなの会」
での活動を通して、社会人基礎力の育成を図ります。
特に2年次では、チームマネジメントを重視し、個人の学びとリーダーシップの醸成のみならず、チームとしての成果を最大化することを考えて
、実践に取り組んでいただきます。また、ターゲットは誰か、何のために行うのか、どのようなプログラムが最適なのかについて、常に考えな
がら実践していただきます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜レジュメ、資料を配付します。

適宜関連する書籍等を提示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1回 ガイダンス
 2回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 1
 3回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 2
 4回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 3
 5回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 4
 6回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 5
 7回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 6
 8回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 7
 9回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 8
10回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 9
11回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 10
12回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 11
13回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 12
14回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 13
15回 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

活動への積極的な取り組み：70%
レポート(会議録,活動日誌等の作成・提出を含む)：30%

成績評価の方法　/Assessment Method

実習中の活動を円滑に行うためには、事前の計画立案と目標設定、関係者等との連絡調整、事後のふりかえりなどが重要です。そのため、準備
等は、事前・事後学習として行っていただきます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

662247 /



地域創生実習Ⅱ（キタプロ） 【昼】
専門基幹科目

活動の中で多くの方々から「学ばせていただいている」という謙虚な気持ちを忘れずに活動してください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662247 /



地域創生実習Ⅱ（北スマ） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋・蓮本担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

食品ロスの啓発活動や食育の普及推進、子ども食堂の運営支援など、地域が抱える課題に対して、食の面からアプローチしていきます。また、
授業としての学びだけでなく、サービスラーニングとして地域行事等に積極的に参加します。
特に2年次では、チームマネジメントを重視し、個人の学びとリーダーシップの醸成のみならず、チームとしての成果を最大化することを考えて
、実践に取り組んでいただきます。また、実習プログラムを経験することによって、社会性を身に着けることも目標としています。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜レジュメ、資料を配付します。

適宜関連する書籍等を提示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1回 ガイダンス
 2回 子ども食堂等での実践 1
 3回 子ども食堂等での実践 2
 4回 子ども食堂等での実践 3
 5回 子ども食堂等での実践 4
 6回 子ども食堂等での実践 5
 7回 子ども食堂等での実践 6
 8回 子ども食堂等での実践 7
 9回 子ども食堂等での実践 8
10回 子ども食堂等での実践 9
11回 子ども食堂等での実践 10
12回 子ども食堂等での実践 11
13回 子ども食堂等での実践 12
14回 子ども食堂等での実践 13
15回 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

活動への積極的な取り組み：70%
レポート(会議録,活動日誌等の作成・提出を含む)：30%

成績評価の方法　/Assessment Method

実習中の活動を円滑に行うためには、事前の計画立案と目標設定、関係者等との連絡調整、事後のふりかえりなどが重要です。そのため、準備
等は、事前・事後学習として行っていただきます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

662248 /



地域創生実習Ⅱ（北スマ） 【昼】
専門基幹科目

活動の中で多くの方々から「学ばせていただいている」という謙虚な気持ちを忘れずに活動してください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662248 /



地域創生実習Ⅱ（学び支援） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
廣渡・未定担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本実習では、「子どもの学び」支援プロジェクトにチームで取り組む。1学期から続くチームの中心的な立場として、チームを運営していくため
に必要なプロジェクトマネジメント能力を身に付ける。また、主に子どもを対象とした地域活動に積極的に参加し、その活動の実態と問題点を
把握する。そして、その解決に取り組むための手法論について議論する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

適宜、紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　：　オリエンテーション、目的確認
　２回～１４回　：　実習
１５回　：　振り返り

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実習への取り組み状況（振り返りレポートを含む）　…　80％
積極的な実習や地域活動への参加　…　20％

成績評価の方法　/Assessment Method

実習開始前までに、予め必要な資料を準備し、活動内容を理解しておくこと。
実習終了後には、活動の振り返りを行い、得られた学びをレポートにまとめること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

本実習では、正規の実習時間外（土曜日や日曜日、夏季休暇期間などを含む）に、チームで地域活動や課題などに取り組んでもらう。受講生の
活動状況や理解度に応じて、実習計画や実習内容を変更することがある。その場合は、実習中に説明する。地域で活動している団体と連携しな
がら計画を進めていくため、責任ある行動が期待される。このため、積極的な報告、連絡、相談が必要になる。自ら進んでその機会を作って欲
しい。また、多様な知識や経験を得るために、主たるテーマ以外の地域活動や課題などに取り組んでもらうことがある。その際には、積極的に
参加して欲しい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

子ども　地域　プロジェクト
キーワード　/Keywords

662249 /



地域創生実習Ⅱ（広報） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋　和博 / MANABE　KAZUHIRO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

地域創生学群の実習は、地域創生学群で学習を深めていくための基礎的な能力、技術、考え方、行動規範などを学びます。その学び方としては
、あるテーマに基づき、学習と実践の往還をしながら学んでいきます。学習に関しては、教員が直接指導するというよりは、先輩学生から学ん
だり、自分で学びを深めていくことが多いと考えてください。また、実践は、ルーティンワークとプロジェクトを同時並行させることが特徴で
す。豊富な経験を積みながら、学びと実践の質を圧倒的に高めていきます。
広報実習は、オープンキャンパス等の広報イベント企画実施、WEBサイトや地創事書のような広報メディアの制作を中心に活動していただきま
す。
能力としては、コミュニケーション能力、チームビルディング、デレクション等を学びます。
技術としては、プレゼンテーション、HTML、デザイン、イベントプランニング等を獲得します。
考え方としては、ホスピタリティや、マーケティング志向などを学びます。
行動規範としは、人の人生にかかわることの重要性等を学びます。
以上のように、広報という機会を通じて、様々な学びと実践を経験します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特にありません。

特にありませんが、プロジェクトに関連する書籍、資料を積極的に読んでください。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第01回　ガイダンス
第02回～第14回　学びと実践
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実践活動やミーティングへの参加状況…60％
授業(プロジェクト)の成果物…40％

成績評価の方法　/Assessment Method

各人のタスクに必要な書籍を積極的に読んでください。
また、振り返りの機会を定期的に設けますので、そこで学びや実践の獲得を確認します。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662250 /



地域創生実習Ⅱ（小倉） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
片岡　寛之 / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

小倉活性化プロジェクトです。
このプロジェクトでは、小倉の街をフィールドとして、学生や若者たちがここに居たい、また戻ってきたいと思える街にすることを目的として
、様々な活動を行っています。
具体的には、「ちいさな感動を大切に」を活動時のポリシーとし、小倉のまちのＰＲと来街者へのおもてなしを行う「まちなかコンシェルジュ
」や若者を集めて魚町界隈のごみ拾いを行う「グリーンバード小倉」、小倉の魅力を発信する「kokulike」、小倉の街のファンを増やすために定
期的に各種講座を行う「idea+」などの活動を展開しています。

実習では、基礎（１年次）→継続（２年次）→創造（３年次）とステップアップしていくことをイメージしてください。
2年生のみなさんは「継続」を意識しつつ、実践活動の継続、実践理論の習得、チームマネジメントに努めて下さい。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
とくになし。

特に指定しませんが、各自が積極的に必要な書籍を読んで活動の参考にしてください。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第01回　ガイダンス（目的、概要説明）
第02回〜第14回　実習活動
第15回　振り返り

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

活動の準備や学習に取り組む姿勢・・・50％
実習活動に取り組む姿勢・・・50％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前）チームビルディング、地域における活動・事業のマネジメントに関する書籍等を読んで、その方法論について学習しておいてください。
事後）自分たちの活動による成果や効果、改善点等について、学期末に振り返りを行います。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

ルーチン活動をこなしつつ、新たな挑戦をして欲しいと願っています。そのために、とにかく足繁くまちにかようことで、まちの変化をつぶさ
に感じ取れる「感度」を身につけて欲しいと思います。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662251 /



地域創生実習Ⅱ（門司） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
西田　心平 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本実習では、門司商店街活性化プロジェクトにチームで取り組む。1学期から続くチームの中心的な立場として、チームを運営していくために必
要なプロジェクトマネジメント能力を身につける。また、プロジェクトを進めるにあたり、主に商店街を対象とした地域活動に参加し、その活
動の実態を把握する。そして、その活動における問題点を発見し、チームでその問題解決に取り組むための手法論について議論する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

適宜、紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　：　オリエンテーション、目的確認
　２回～１４回　：　実習
１５回　：　振り返り

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

主たるテーマの実習の取り組み状況（振り返りレポートを含む）　…　70％
積極的な実習や地域活動への参加　…　30％

成績評価の方法　/Assessment Method

実習に関連する情報収集を行うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

特になし
履修上の注意　/Remarks

本実習では、正規の実習時間外（土曜日や日曜日、夏季や冬季の休暇期間などを含む）に、チームで地域活動や課題などに取り組んでもらうこ
とがある。受講生の取り組み状況や理解度に応じて、実習計画や実習内容を変更することがある。その際には、実習中に説明する。地域で活動
している団体と連携しながら計画を進めていくため、責任ある行動が期待される。このため、積極的な報告、連絡、相談が必要になる。自ら進
んでその機会を作ってほしい。また、多様な知識や経験を得るために、主たるテーマ以外の実習や地域活動にも積極的に参加してもらいたい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

門司港　観光開発　商店街　地域との連携
キーワード　/Keywords

662252 /



地域創生実習Ⅱ（まちあるき） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
小林　敏樹 / Toshiki Kobayashi / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

まちあるきを学び、実践し、そして科学する実習。
自らまちあるきの企画を立案し、そのクオリティを高めていく実習活動を行う。
まちあるきに関する文献の輪読、地域の徹底した調査分析を通して、知的好奇心をくすぐり、シビックプライドの向上、まちのにぎわいづくり
にも寄与するようなまちあるきの実践活動を目指す。
そのほか、実習のルーティンワーク以外に企業等と連携したまちあるきに関連するプロジェクトの企画立案、実施も積極的に行う予定。その際
は、プロジェクトのリーダーとしての役割も期待する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない。

〇茶谷幸治（2012）「「まち歩き」をしかける: コミュニティ・ツーリズムの手ほどき」学芸出版社
その他、実習、プロジェクトに関連する書籍、資料を積極的に読むこと。
また、図書館2階の〇〇学がわかるコーナーに「まちあるきがわかる、まちあるきが創れるコーナー」を設置しているのでそちらも積極的に利用
すること。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第01回　ガイダンス
第02回～第14回　学びと実践
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実践活動やミーティングへの参加状況：30％
成果物：40％
積極性：30％

成績評価の方法　/Assessment Method

入念な事前学習（準備）と、実習(実践)の成果や課題を振り返り、次の実習(実践)に活かす事後学習が大切。
PDCA、プロジェクトマネジメント、チームビルディング等も意識した事前・事後学習を進めること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修者の習得状況や、企業等との連携によるプロジェクトの進捗状況により、実習の内容を一部変更する場合もある。
履修上の注意　/Remarks

日常の生活においても、多様な着眼点から、まちや地域をみることを通して、まちや地域に対する観察力を身に着けよう。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

まちあるき、まちづくり、観光、PDCA、プロジェクトマネジメント、地域調査、インバウンド、シビックプライド
キーワード　/Keywords

662253 /



地域創生実習Ⅱ（モビリティ） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
内田　晃 / AKIRA UCHIDA / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

これまでの「モビリティプロジェクト」で実施していた、駐輪マナー向上をめざした取り組みや、自転車のルールを楽しく学ぶイベント開催に
加え、自転車だけでなく、バス、モノレール、路面電車、カーシェアなど都市を取り巻く包括的な交通モードを対象として、人々の交通行動を
どう変えていくか、そのために効果的な方策は何かについて考えていきます。

実習では基礎的知識の習得（１年生）、実践的な活動（２年生）、応用力の展開（３年生）と各学年のステージにおいて「目標」をもって取り
組んでいきます。

２年生の皆さんは中間学年としての責任感を持ち、活動が円滑に実施できる体制を構築することを意識しながら、マネジメント力の向上に努め
てください。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし

適宜、本の紹介や資料の配布をします。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：ガイダンス（実習の目的や活動方針の説明）
第2回～第14回：実習活動の実践
第15回：総括（活動の振り返りと次学期に向けての方針検討）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

事前・事後学習への意欲、姿勢・・・30％
授業に取り組む姿勢、態度・・・30％
実習活動への貢献度及び目標達成度・・・40％

成績評価の方法　/Assessment Method

前回講義で指摘された課題について、その解決策一つ一つをチームで役割分担を決めて取り組むこと。少しでも翌週以降に進展があることを意
識することが重要です。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662254 /



地域創生実習Ⅱ（モビリティ） 【昼】
専門基幹科目

履修上の注意　/Remarks

モビリティは自らが体験することが必要不可欠です。常に利用者の視点に立って考えられるように、日頃から意識して交通手段を使い、まちの
姿を観察してください。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662254 /



地域創生実習Ⅱ（421Lab.） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
石川　敬之 / 地域共生教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

地域共生教育センターの学生運営スタッフとして、地域共生教育センター内、および地域にて実習を行います。
センターの運営業務や地域活動に参加し、他の運営スタッフや地域の方々と協働しながら、その実践的活動を通じて様々な知識やスキルの獲得
を目指します。また、実際の活動に取り組む際のマナーや心構えなども学んでいきます。
多くの活動にかかわり、かつその振り返りを行うことで、座学だけでは得られない学びを経験していきます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示する。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回
 オリエンテーション

第２回～第１４回 の各回では、地域共生教育センター、および地域にて以下のような実践活動を行う。
①学生運営スタッフとして地域共生教育センターの運営業務を担う。
②地域活動プロジェクトのメンバーとして地域の方と一緒に地域活動を行う。
③週一回の全体ミーティングにて報告、議論を行う。
④短期の地域ボランティア活動に参加する
⑤上記以外で必要となる諸活動

第１５回
振り返り研修

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実習に対する参加貢献度（１００％）
成績評価の方法　/Assessment Method

実習に参加する際には、事前に自らの担当業務内容をしっかりと把握し、準備しておくことが必要です。
そのうえで、当日、スムーズに業務に入れるようにしてください。
また実習後は、当日の活動の振り返りを行い、反省点などを踏まえて、次の実習に活かせるようにして下さい。
他の実習メンバーへの申し送りや情報共有なども重要な作業となります。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662255 /



地域創生実習Ⅱ（421Lab.） 【昼】
専門基幹科目

本基礎演習は、地域共生教育センターでの実習となります。
センターの運営スタッフとして幅広い業務を担い、その活動を通じて自律的な学びに取り組んでもらいます。
地域共生教育センターでは、地域の方々との協働プロジェクトを多く進めていますので、
ミーティングへの出席や資料づくり、また報告書の作成など、授業時間以外の活動が多くあります。
履修者は、責任感を持って、事前、事後活動にも積極的に取り組んでください。

履修上の注意　/Remarks

本基礎演習は、通常の演習とは異なり、実習の形をとります。
地域での活動も多くありますので、実習時間以外にも多くの活動が存在します。
そのため細かなスケジュール管理が必要になってきますが、
忙しくて大変である半面、仲間との協働作業を通じては多くの知識や経験を得られます。
関心のあるかたは、一度、地域共生教育センター（４２１Ｌａｂ．）に来て、
学生運営スタッフから直接話を聞いてみてください。
また、４２１Ｌａｂ．が企画する各プロジェクトに参加されるもの良いかもしれません。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

地域活動、協働、セルフマネジメント、リフレクション
キーワード　/Keywords

662255 /



地域創生実習Ⅲ（猪倉） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋・蓮本担当者名

/Semester/Credits
3年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本実習では、八幡東区の猪倉町に「猪倉サテライト」という地域拠点を設け、近隣住民の方々との農作業や地域行事を通して交流を図り、まち
づくり活動に参画しています。また、授業としての学びだけでなく、サービスラーニングとして地域行事等に積極的に参加します。
特に3年次では、チームの活動が地域の中でどのように位置づけられ、またどのような活動を展開する事が重要な恩か等の問題意識を持って、実
践に取り組んでいただきます。また、実習プログラムを経験することによって、社会性を身に着けることも目標としています。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜レジュメ、資料を配付します。

適宜関連する書籍等を提示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1回 ガイダンス
 2回 八幡東区高槻地域における実践 1
 3回 八幡東区高槻地域における実践 2
 4回 八幡東区高槻地域における実践 3
 5回 八幡東区高槻地域における実践 4
 6回 八幡東区高槻地域における実践 5
 7回 八幡東区高槻地域における実践 6
 8回 八幡東区高槻地域における実践 7
 9回 八幡東区高槻地域における実践 8
10回 八幡東区高槻地域における実践 9
11回 八幡東区高槻地域における実践 10
12回 八幡東区高槻地域における実践 11
13回 八幡東区高槻地域における実践 12
14回 八幡東区高槻地域における実践 13
15回 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

活動への積極的な取り組み：70%
レポート(会議録,活動日誌等の作成・提出を含む)：30%

成績評価の方法　/Assessment Method

実習中の活動を円滑に行うためには、事前の計画立案と目標設定、関係者等との連絡調整、事後のふりかえりなどが重要です。そのため、準備
等は、事前・事後学習として行っていただきます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業以外にも多くの行事に参加するなかで、住民のみなさんとの協働を進めています。そのため、授業時間外での活動（課外活動）も多いです
が、自己を高めるためにも積極的に参加してください。

履修上の注意　/Remarks

662256 /



地域創生実習Ⅲ（猪倉） 【昼】
専門基幹科目

地域の中で「学ばせていただいている」という謙虚な気持ちを忘れずに活動してください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662256 /



地域創生実習Ⅲ（コミュニティ） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
坂本　毅啓 / Takeharu Sakamoto / 基盤教育センター, 深谷　裕 / 地域戦略研究所
勅使河原　航 / 地域共生教育センター

担当者名

/Semester/Credits
3年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　各自に課せられた実習内容に沿って、事前学習、実習計画の作成、実習、中間振り返り、実習、最終振り返り、報告というプロセスで、実践
力の養成に努める。
　主とした実習内容は、市内の小中学校での学習支援活動、療育センター・施設等におけるボランティア活動など。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しません。各回、授業の中で資料を配布することがあります。

適宜、指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　　　　　オリエンテーション
　２～３回　　　実習前指導
　４～６回　　実習
　７回　実習の振り返り
　８～１４回　実習
　１５回　実習の振り返り、報告

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

　主たるテーマの実習の取り組み状況　…　50％　
　その他の実習への積極的な参加　…　50％

成績評価の方法　/Assessment Method

実習で取り組んでいる内容を記録に残す、省察することを繰り返すこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

　実習は、正規の授業時間外（土曜日や日曜日、夏期や冬期の休暇期間を含む）にも取り組んでもらいます。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

地域創生、コミュニティワーク、地域福祉
キーワード　/Keywords

662257 /



地域創生実習Ⅲ（ESDプロモート） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋・勅使河原担当者名

/Semester/Credits
3年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　本実習では、「持続可能な開発のための教育 (Education for Sustainable Development：ESD)」の実践に取り組みます。本実習は、全市的に
ESDを浸透させていくミッションを掲げている「北九州ESD協議会」においてサブコーディネーターの役割を担い、協議会における活動の企画
および実践に携わります。
　現代の社会においては、少子高齢化、コミュニティの崩壊、生物多様性の担保、CO2削減、ダイバーシティ等、さまざまな課題が存在してい
ます。本実習では、さまざまな社会的課題の解決をめざすこと、すなわち「持続可能な開発目標　（Sustainable Development
Goals：SDGs）」について学び、SDGsの達成に寄与するESDを実践します。
　3年次には、チームと地域の関係性に関心を向け、地域における自分たちの活動の位置づけをふまえて実践すること、地域のニーズに応じた活
動を展開すること等の問題意識をもって活動していただきます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

日能研　『SDGs（国連　世界の未来を変えるための17の目標）2030年までのゴール』　みくに出版　2017年　￥1,000
その他、適宜関連する書籍を提示します。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第 1 回　ガイダンス
第 2 回～第14回　学びと実践
第15回　全体のふりかえりとまとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実践活動やミーティングへの参加状況…60％
授業(プロジェクト)の成果物…40％

成績評価の方法　/Assessment Method

【ミーティング前】各自の役割をふまえて、余裕をもって資料の準備等をしてください。
【ミーティング後】指摘事項について検討を重ね、企画等を練り直してください。
【活動前】毎回の活動目標をしっかり意識し、入念に準備したうえで活動に取り組んでください。
【活動後】活動目標の達成状況について十分なふりかえりをし、話し合いによって共有するとともに、学び得たことを記録してください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

・通常のミーティング等、話し合い形式の場においては、飲食および私語を慎んでください(健康上の理由等により水分補給等必要な場合は申し
出てください)。
・地域活動は、さまざまな立場や年代の人々と接する機会が非常に多くあります。学ぶ者としての謙虚な姿勢を忘れず、挨拶、ことば遣い（と
くに敬語の用い方）、話し方や表情、身だしなみ（華美にしないこと）、名刺の携行等、よい印象をもたれるようなマナーを心がけて実習に臨
みましょう。
・漫然と無理な活動をすることなく、時間と健康の管理に努めましょう。

履修上の注意　/Remarks

662258 /



地域創生実習Ⅲ（ESDプロモート） 【昼】
専門基幹科目

　プロジェクトマネジメント、ファシリテーション等の手法といった活動の基盤となるものを身につけつつ、SDGsとそれを解決するための
ESDという実践的な専門分野の知識や方法について、学びを深めてほしいと思います。
　ESD協議会の企画に主体的に参加するとともに、各自が関心のある分野について、ESD実践につながる自主企画等を提案することを望みます
。
　地域のさまざまな世代や立場の人々と交流し、実習メンバーの上級生および下級生と協働する貴重な機会を尊びかつ楽しんでください。とり
わけ1～2年次の学生から、「こんなふうにリーダーシップをとれるようになりたい」と思われるようなロールモデルとなることを意識していた
だきたいと思います。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

持続可能な開発のための教育（ESD）、持続可能な開発目標（SDGs）、「北九州ESD協議会」、サブコーディネーター
キーワード　/Keywords

662258 /



地域創生実習Ⅲ（キタプロ） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋・蓮本担当者名

/Semester/Credits
3年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本実習では、北九州市が力を入れる起業家育成や産業振興について学ぶとともに、女性起業家を支援する団体「北九州女性創業支援ひなの会」
での活動を通して、社会人基礎力の育成を図ります。
特に3年次では、チームの活動が地域の中でどのように位置づけられ、またどのような活動を展開する事が重要な恩か等の問題意識を持って、実
践に取り組んでいただきます。また、ターゲットは誰か、何のために行うのか、どのようなプログラムが最適なのかについて、常に考えながら
実践していただきます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜レジュメ、資料を配付します。

適宜関連する書籍等を提示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1回 ガイダンス
 2回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 1
 3回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 2
 4回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 3
 5回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 4
 6回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 5
 7回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 6
 8回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 7
 9回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 8
10回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 9
11回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 10
12回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 11
13回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 12
14回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 13
15回 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

活動への積極的な取り組み：70%
レポート(会議録,活動日誌等の作成・提出を含む)：30%

成績評価の方法　/Assessment Method

実習中の活動を円滑に行うためには、事前の計画立案と目標設定、関係者等との連絡調整、事後のふりかえりなどが重要です。そのため、準備
等は、事前・事後学習として行っていただきます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

662259 /



地域創生実習Ⅲ（キタプロ） 【昼】
専門基幹科目

活動の中で多くの方々から「学ばせていただいている」という謙虚な気持ちを忘れずに活動してください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662259 /



地域創生実習Ⅲ（北スマ） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋・蓮本担当者名

/Semester/Credits
3年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

食品ロスの啓発活動や食育の普及推進、子ども食堂の運営支援など、地域が抱える課題に対して、食の面からアプローチしていきます。また、
授業としての学びだけでなく、サービスラーニングとして地域行事等に積極的に参加します。
特に3年次では、チームの活動が地域の中でどのように位置づけられ、またどのような活動を展開する事が重要な恩か等の問題意識を持って、実
践に取り組んでいただきます。また、実習プログラムを経験することによって、社会性を身に着けることも目標としています。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜レジュメ、資料を配付します。

適宜関連する書籍等を提示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1回 ガイダンス
 2回 子ども食堂等での実践 1
 3回 子ども食堂等での実践 2
 4回 子ども食堂等での実践 3
 5回 子ども食堂等での実践 4
 6回 子ども食堂等での実践 5
 7回 子ども食堂等での実践 6
 8回 子ども食堂等での実践 7
 9回 子ども食堂等での実践 8
10回 子ども食堂等での実践 9
11回 子ども食堂等での実践 10
12回 子ども食堂等での実践 11
13回 子ども食堂等での実践 12
14回 子ども食堂等での実践 13
15回 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

活動への積極的な取り組み：70%
レポート(会議録,活動日誌等の作成・提出を含む)：30%

成績評価の方法　/Assessment Method

実習中の活動を円滑に行うためには、事前の計画立案と目標設定、関係者等との連絡調整、事後のふりかえりなどが重要です。そのため、準備
等は、事前・事後学習として行っていただきます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

662260 /



地域創生実習Ⅲ（北スマ） 【昼】
専門基幹科目

活動の中で多くの方々から「学ばせていただいている」という謙虚な気持ちを忘れずに活動してください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662260 /



地域創生実習Ⅲ（学び支援） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
廣渡・未定担当者名

/Semester/Credits
3年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本実習では、「子どもの学び」支援プロジェクトにチームで取り組む。新しいメンバーを迎えたチームの指導的な立場として、チームを引っ張
っていくために必要なプロジェクトマネジメント能力を身に付ける。また、主に子どもを対象とした地域活動に主体的に参加し、その活動の課
題を発見する。そして、その解決に取り組む過程において、チームを主導する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

適宜、紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　：　オリエンテーション、目的確認
　２回～１４回　：　実習
１５回　：　振り返り

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実習への取り組み状況（振り返りレポートを含む）　…　80％
積極的な実習や地域活動への参加　…　20％

成績評価の方法　/Assessment Method

実習開始前までに、予め必要な資料を準備し、活動内容を理解しておくこと。
実習終了後には、活動の振り返りを行い、得られた学びをレポートにまとめること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

本実習では、正規の実習時間外（土曜日や日曜日、夏季休暇期間などを含む）に、チームで地域活動や課題などに取り組んでもらう。受講生の
活動状況や理解度に応じて、実習計画や実習内容を変更することがある。その場合は、実習中に説明する。地域で活動している団体と連携しな
がら計画を進めていくため、責任ある行動が期待される。このため、積極的な報告、連絡、相談が必要になる。自ら進んでその機会を作って欲
しい。また、多様な知識や経験を得るために、主たるテーマ以外の地域活動や課題などに取り組んでもらうことがある。その際には、積極的に
参加して欲しい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

子ども　地域　プロジェクト
キーワード　/Keywords

662261 /



地域創生実習Ⅲ（広報） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋　和博 / MANABE　KAZUHIRO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

地域創生学群の実習は、地域創生学群で学習を深めていくための基礎的な能力、技術、考え方、行動規範などを学びます。その学び方としては
、あるテーマに基づき、学習と実践の往還をしながら学んでいきます。学習に関しては、教員が直接指導するというよりは、先輩学生から学ん
だり、自分で学びを深めていくことが多いと考えてください。また、実践は、ルーティンワークとプロジェクトを同時並行させることが特徴で
す。豊富な経験を積みながら、学びと実践の質を圧倒的に高めていきます。
広報実習は、オープンキャンパス等の広報イベント企画実施、WEBサイトや地創事書のような広報メディアの制作を中心に活動していただきま
す。
能力としては、コミュニケーション能力、チームビルディング、デレクション等を学びます。
技術としては、プレゼンテーション、HTML、デザイン、イベントプランニング等を獲得します。
考え方としては、ホスピタリティや、マーケティング志向などを学びます。
行動規範としは、人の人生にかかわることの重要性等を学びます。
以上のように、広報という機会を通じて、様々な学びと実践を経験します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特にありません。

特にありませんが、プロジェクトに関連する書籍、資料を積極的に読んでください。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第01回　ガイダンス
第02回～第14回　学びと実践
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実践活動やミーティングへの参加状況…60％
授業(プロジェクト)の成果物…40％

成績評価の方法　/Assessment Method

各人のタスクに必要な書籍を積極的に読んでください。
また、振り返りの機会を定期的に設けますので、そこで学びや実践の獲得を確認します。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

662262 /



地域創生実習Ⅲ（広報） 【昼】
専門基幹科目

キーワード　/Keywords

662262 /



地域創生実習Ⅲ（小倉） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
片岡　寛之 / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
3年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

小倉活性化プロジェクトです。
このプロジェクトでは、小倉の街をフィールドとして、学生や若者たちがここに居たい、また戻ってきたいと思える街にすることを目的として
、様々な活動を行っています。
具体的には、「ちいさな感動を大切に」を活動時のポリシーとし、小倉のまちのＰＲと来街者へのおもてなしを行う「まちなかコンシェルジュ
」や若者を集めて魚町界隈のごみ拾いを行う「グリーンバード小倉」、小倉の魅力を発信する「kokulike」、小倉の街のファンを増やすために定
期的に各種講座を行う「idea+」などの活動を展開しています。

実習では、基礎（１年次）→継続（２年次）→創造（３年次）とステップアップしていくことをイメージしてください。
3年生のみなさんは「創造」を意識して、主体的かつ創造的な活動の展開、課題解決型事業の実施、実践理論に基づく地域マネジメントの実践に
取り組んで下さい。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
とくになし。

特に指定しませんが、各自が積極的に必要な書籍を読んで活動の参考にしてください。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第01回　ガイダンス（目的、概要説明）
第02回〜第14回　実習活動
第15回　振り返り

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

活動の準備や学習に取り組む姿勢・・・50％
実習活動に取り組む姿勢・・・50％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前）事業運営や経営に関する書籍等を読んで学習しておいてください。
事後）学期末に活動に関する振り返りを行ってもらいます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

チャレンジプログラムに挑戦していることを願っています。
もし、そうでない場合は、実習活動だけにとどまらず、どんなことでも良いので、新たな創造的活動に挑戦して欲しいと思います。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662263 /



地域創生実習Ⅲ（門司） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
西田　心平 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本実習では、門司商店街活性化プロジェクトにチームで取り組む。新しいメンバーを迎えたチームの指導的な立場として、チームを引っ張って
いくために必要なプロジェクトマネジメント能力を身につける。また、プロジェクトを進めるにあたり、主に商店街を対象とした地域活動によ
り主体的に参加し、その活動について深く考える。そして、その活動における問題点を発見し、チームでその問題解決手法について議論する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

適宜、紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　：　オリエンテーション、目的確認
　２回～１４回　：　実習
１５回　：　振り返り

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

主たるテーマの実習の取り組み状況（振り返りレポートを含む）　…　70％
積極的な実習や地域活動への参加　…　30％

成績評価の方法　/Assessment Method

実習に関連する情報収集を行うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

特になし
履修上の注意　/Remarks

本実習では、正規の実習時間外（土曜日や日曜日、夏季休暇期間などを含む）に、チームで地域活動や課題などに取り組んでもらうことがある
。受講生の取り組み状況や理解度に応じて、実習計画や実習内容を変更することがある。その際には、実習中に説明する。地域で活動している
団体と連携しながら計画を進めていくため、責任ある行動が期待される。このため、積極的な報告、連絡、相談が必要になる。自ら進んでその
機会を作ってほしい。また、多様な知識や経験を得るために、主たるテーマ以外の実習や地域活動にも積極的に参加してもらいたい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

門司港　観光開発　商店街　地域との連携
キーワード　/Keywords

662264 /



地域創生実習Ⅲ（まちあるき） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
小林　敏樹 / Toshiki Kobayashi / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
3年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

まちあるきを実践し、そして科学する実習。
自らのまちあるきの企画のクオリティをより高めていく実習活動を行うとともに、自らのまちあるきの企画の特性を活かした更なる展開も視野
に入れつつ、各自の興味関心等も鑑みながら、シビックプライドの向上、まちのにぎわいづくりにも寄与するような積極的な実習活動を実践す
る。
また、実質的なチームのまとめ役でもあり、自らの経験を活かした下級生の実習のサポートも実習の大事なテーマとなる。
そのほか、実習のルーティンワーク以外に企業等と連携したまちあるきに関連するプロジェクトの企画立案、実施も積極的に行う予定。その際
は、プロジェクトのリーダーとしての役割も期待する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない。

特に指定しないが、各自のまちあるきのテーマや企業等と連携したプロジェクトに関連する書籍、資料を積極的に読むこと。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第01回　ガイダンス
第02回～第14回　学びと実践
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実践活動やミーティングへの参加状況：30％
成果物：40％
積極性：30％

成績評価の方法　/Assessment Method

入念な事前学習（準備）と、実習（実践）の成果や課題を振り返り、次の実習（実践）に活かす事後学習が大切。
PDCA、プロジェクトマネジメント、チームビルディング等も意識した事前・事後学習を進めること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修者の習得状況や、企業等との連携によるプロジェクトの進捗状況により、実習の内容を一部変更する場合もある。
履修上の注意　/Remarks

日常の生活においても、多様な着眼点から、まちや地域をみることを通して、まちや地域に対する観察力を身に着けよう。
自らの将来の目標を常に念頭に置きながら、本実習での実践活動を行っていくことが大切。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

まちあるき、まちづくり、観光、PDCA、プロジェクトマネジメント、地域調査、インバウンド、シビックプライド
キーワード　/Keywords

662265 /



地域創生実習Ⅲ（モビリティ） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
内田　晃 / AKIRA UCHIDA / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
3年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

これまでの「モビリティプロジェクト」で実施していた、駐輪マナー向上をめざした取り組みや、自転車のルールを楽しく学ぶイベント開催に
加え、自転車だけでなく、バス、モノレール、路面電車、カーシェアなど都市を取り巻く包括的な交通モードを対象として、人々の交通行動を
どう変えていくか、そのために効果的な方策は何かについて考えていきます。

実習では基礎的知識の習得（１年生）、実践的な活動（２年生）、応用力の展開（３年生）と各学年のステージにおいて「目標」をもって取り
組んでいきます。

３年生の皆さんは実習が円滑に実施できるよう下級生の指導を行うとともに、３年間の成果を広く発信することを目的に総括することに努めて
ください。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし

適宜、本の紹介や資料の配布をします。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：ガイダンス（実習の目的や活動方針の説明）
第2回～第14回：実習活動の実践
第15回：総括（活動の振り返りと次学期に向けての方針検討）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

事前・事後学習への意欲、姿勢・・・30％
授業に取り組む姿勢、態度・・・30％
実習活動への貢献度及び目標達成度・・・40％

成績評価の方法　/Assessment Method

前回講義で指摘された課題について、その解決策一つ一つをチームで役割分担を決めて取り組むこと。少しでも翌週以降に進展があることを意
識することが重要です。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

662266 /



地域創生実習Ⅲ（モビリティ） 【昼】
専門基幹科目

モビリティは自らが体験することが必要不可欠です。常に利用者の視点に立って考えられるように、日頃から意識して交通手段を使い、まちの
姿を観察してください。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662266 /



地域創生実習Ⅲ（421Lab.） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
石川　敬之 / 地域共生教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

地域共生教育センターの学生運営スタッフとして、地域共生教育センター内、および地域にて実習を行います。
センターの運営業務や地域活動に参加し、他の運営スタッフや地域の方々と協働しながら、その実践的活動を通じて様々な知識やスキルの獲得
を目指します。また、実際の活動に取り組む際のマナーや心構えなども学んでいきます。
多くの活動にかかわり、かつその振り返りを行うことで、座学だけでは得られない学びを経験していきます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示する。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回
 オリエンテーション

第２回～第１４回 の各回では、地域共生教育センター、および地域にて以下のような実践活動を行う。
①学生運営スタッフとして地域共生教育センターの運営業務を担う。
②地域活動プロジェクトのメンバーとして地域の方と一緒に地域活動を行う。
③週一回の全体ミーティングにて報告、議論を行う。
④短期の地域ボランティア活動に参加する
⑤上記以外で必要となる諸活動

第１５回
振り返り研修

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実習に対する参加貢献度（１００％）
成績評価の方法　/Assessment Method

実習に参加する際には、事前に自らの担当業務内容をしっかりと把握し、準備しておくことが必要です。
そのうえで、当日、スムーズに業務に入れるようにしてください。
また実習後は、当日の活動の振り返りを行い、反省点などを踏まえて、次の実習に活かせるようにして下さい。
他の実習メンバーへの申し送りや情報共有なども重要な作業となります。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662267 /



地域創生実習Ⅲ（421Lab.） 【昼】
専門基幹科目

本基礎演習は、地域共生教育センターでの実習となります。
センターの運営スタッフとして幅広い業務を担い、その活動を通じて自律的な学びに取り組んでもらいます。
地域共生教育センターでは、地域の方々との協働プロジェクトを多く進めていますので、
ミーティングへの出席や資料づくり、また報告書の作成など、授業時間以外の活動が多くあります。
履修者は、責任感を持って、事前、事後活動にも積極的に取り組んでください。

履修上の注意　/Remarks

本基礎演習は、通常の演習とは異なり、実習の形をとります。
地域での活動も多くありますので、実習時間以外にも多くの活動が存在します。
そのため細かなスケジュール管理が必要になってきますが、
忙しくて大変である半面、仲間との協働作業を通じては多くの知識や経験を得られます。
関心のあるかたは、一度、地域共生教育センター（４２１Ｌａｂ．）に来て、
学生運営スタッフから直接話を聞いてみてください。
また、４２１Ｌａｂ．が企画する各プロジェクトに参加されるもの良いかもしれません。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

地域活動、協働、セルフマネジメント、リフレクション
キーワード　/Keywords

662267 /



地域創生実習Ⅲ（チャレンジプログラム） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
片岡　寛之 / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
3年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

地域創生学群チャレンジプログラムです。
①起業トライアルプログラム
→お膳立てされた大学という環境から離れ、自ら社会課題解決に向けた事業を企画し、1年間にわたってそれを実施するというプログラムです。
お金、人、場所など、あらゆるリソースを自ら集め、事業を構築して実施してください。
②リアル就職プログラム
→実際の企業における長期インターンシッププログラムです。言い訳のできない環境に身を置き、即戦力を目指すというものです。休学せずに、
週3日前後のフルタイム勤務を5ヶ月間経験してください。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
とくになし。

特に指定しませんが、各自が積極的に必要な書籍を読んで活動の参考にしてください。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第01回　ガイダンス（目的、概要説明）
第02回〜第14回　実践
第15回　振り返り

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題に対する成果・・・50％
取り組む姿勢・・・50％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前）事業や仕事で必要となる書籍を読んで学習しておいてください。
事後）学期末に活動に関する振り返りを行ってもらいます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

とにかく折れずにやり切ってください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662268 /



地域創生実習Ⅳ（猪倉） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋・蓮本担当者名

/Semester/Credits
3年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本実習では、八幡東区の猪倉町に「猪倉サテライト」という地域拠点を設け、近隣住民の方々との農作業や地域行事を通して交流を図り、まち
づくり活動に参画しています。また、授業としての学びだけでなく、サービスラーニングとして地域行事等に積極的に参加します。
特に3年次では、チームの活動が地域の中でどのように位置づけられ、またどのような活動を展開する事が重要な恩か等の問題意識を持って、実
践に取り組んでいただきます。また、実習プログラムを経験することによって、社会性を身に着けることも目標としています。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜レジュメ、資料を配付します。

適宜関連する書籍等を提示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1回 ガイダンス
 2回 八幡東区高槻地域における実践 1
 3回 八幡東区高槻地域における実践 2
 4回 八幡東区高槻地域における実践 3
 5回 八幡東区高槻地域における実践 4
 6回 八幡東区高槻地域における実践 5
 7回 八幡東区高槻地域における実践 6
 8回 八幡東区高槻地域における実践 7
 9回 八幡東区高槻地域における実践 8
10回 八幡東区高槻地域における実践 9
11回 八幡東区高槻地域における実践 10
12回 八幡東区高槻地域における実践 11
13回 八幡東区高槻地域における実践 12
14回 八幡東区高槻地域における実践 13
15回 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

活動への積極的な取り組み：70%
レポート(会議録,活動日誌等の作成・提出を含む)：30%

成績評価の方法　/Assessment Method

実習中の活動を円滑に行うためには、事前の計画立案と目標設定、関係者等との連絡調整、事後のふりかえりなどが重要です。そのため、準備
等は、事前・事後学習として行っていただきます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業以外にも多くの行事に参加するなかで、住民のみなさんとの協働を進めています。そのため、授業時間外での活動（課外活動）も多いです
が、自己を高めるためにも積極的に参加してください。

履修上の注意　/Remarks

662269 /



地域創生実習Ⅳ（猪倉） 【昼】
専門基幹科目

地域の中で「学ばせていただいている」という謙虚な気持ちを忘れずに活動してください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662269 /



地域創生実習Ⅳ（コミュニティ） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
坂本　毅啓 / Takeharu Sakamoto / 基盤教育センター, 深谷　裕 / 地域戦略研究所
勅使河原　航 / 地域共生教育センター

担当者名

/Semester/Credits
3年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　各自に課せられた実習内容に沿って、事前学習、実習計画の作成、実習、中間振り返り、実習、最終振り返り、報告というプロセスで、実践
力の養成に努める。
　主とした実習内容は、市内の小中学校での学習支援活動、療育センター・施設等におけるボランティア活動など。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しません。各回、授業の中で資料を配布することがあります。

適宜、指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　　　　　オリエンテーション
　２～４回　実習前指導
　５～１１回　実習（実習期間中に中間振り返りを含む）
　１２～１５回　実習の振り返り、報告

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

　主たるテーマの実習の取り組み状況　…　50％　
　その他の実習への積極的な参加　…　50％

成績評価の方法　/Assessment Method

実習で取り組んでいる内容を記録に残す、省察することを繰り返すこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

　実習は、正規の授業時間外（土曜日や日曜日、夏期や冬期の休暇期間を含む）にも取り組んでもらいます。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

地域創生、コミュニティワーク、地域福祉
キーワード　/Keywords

662270 /



地域創生実習Ⅳ（ESDプロモート） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋・勅使河原担当者名

/Semester/Credits
3年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　本実習では、「持続可能な開発のための教育 (Education for Sustainable Development：ESD)」の実践に取り組みます。本実習は、全市的に
ESDを浸透させていくミッションを掲げている「北九州ESD協議会」においてサブコーディネーターの役割を担い、協議会における活動の企画
および実践に携わります。
　現代の社会においては、少子高齢化、コミュニティの崩壊、生物多様性の担保、CO2削減、ダイバーシティ等、さまざまな課題が存在してい
ます。本実習では、さまざまな社会的課題の解決をめざすこと、すなわち「持続可能な開発目標　（Sustainable Development
Goals：SDGs）」について学び、SDGsの達成に寄与するESDを実践します。
　3年次には、チームと地域の関係性に関心を向け、地域における自分たちの活動の位置づけをふまえて実践すること、地域のニーズに応じた活
動を展開すること等の問題意識をもって活動していただきます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

日能研　『SDGs（国連　世界の未来を変えるための17の目標）2030年までのゴール』　みくに出版　2017年　￥1,000
その他、適宜関連する書籍を提示します。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第 1 回　ガイダンス
第 2 回～第14回　学びと実践
第15回　全体のふりかえりとまとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実践活動やミーティングへの参加状況…60％
授業(プロジェクト)の成果物…40％

成績評価の方法　/Assessment Method

【ミーティング前】各自の役割をふまえて、余裕をもって資料の準備等をしてください。
【ミーティング後】指摘事項について検討を重ね、企画等を練り直してください。
【活動前】毎回の活動目標をしっかり意識し、入念に準備したうえで活動に取り組んでください。
【活動後】活動目標の達成状況について十分なふりかえりをし、話し合いによって共有するとともに、学び得たことを記録してください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

・通常のミーティング等、話し合い形式の場においては、飲食および私語を慎んでください(健康上の理由等により水分補給等必要な場合は申し
出てください)。
・地域活動は、さまざまな立場や年代の人々と接する機会が非常に多くあります。学ぶ者としての謙虚な姿勢を忘れず、挨拶、ことば遣い（と
くに敬語の用い方）、話し方や表情、身だしなみ（華美にしないこと）、名刺の携行等、よい印象をもたれるようなマナーを心がけて実習に臨
みましょう。
・漫然と無理な活動をすることなく、時間と健康の管理に努めましょう。

履修上の注意　/Remarks

662271 /



地域創生実習Ⅳ（ESDプロモート） 【昼】
専門基幹科目

　プロジェクトマネジメント、ファシリテーション等の手法といった活動の基盤となるものを身につけつつ、SDGsとそれを解決するための
ESDという実践的な専門分野の知識や方法について、学びを深めてほしいと思います。
　ESD協議会の企画に主体的に参加するとともに、各自が関心のある分野について、ESD実践につながる自主企画等を提案することを望みます
。
　地域のさまざまな世代や立場の人々と交流し、実習メンバーの上級生および下級生と協働する貴重な機会を尊びかつ楽しんでください。とり
わけ1～2年次の学生から、「こんなふうにリーダーシップをとれるようになりたい」と思われるようなロールモデルとなることを意識していた
だきたいと思います。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

持続可能な開発のための教育（ESD）、持続可能な開発目標（SDGs）、「北九州ESD協議会」、サブコーディネーター
キーワード　/Keywords

662271 /



地域創生実習Ⅳ（キタプロ） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋・蓮本担当者名

/Semester/Credits
3年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本実習では、北九州市が力を入れる起業家育成や産業振興について学ぶとともに、女性起業家を支援する団体「北九州女性創業支援ひなの会」
での活動を通して、社会人基礎力の育成を図ります。
特に3年次では、チームの活動が地域の中でどのように位置づけられ、またどのような活動を展開する事が重要な恩か等の問題意識を持って、実
践に取り組んでいただきます。また、ターゲットは誰か、何のために行うのか、どのようなプログラムが最適なのかについて、常に考えながら
実践していただきます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜レジュメ、資料を配付します。

適宜関連する書籍等を提示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1回 ガイダンス
 2回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 1
 3回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 2
 4回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 3
 5回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 4
 6回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 5
 7回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 6
 8回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 7
 9回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 8
10回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 9
11回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 10
12回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 11
13回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 12
14回 北九州女性創業支援ひなの会での実践 13
15回 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

活動への積極的な取り組み：70%
レポート(会議録,活動日誌等の作成・提出を含む)：30%

成績評価の方法　/Assessment Method

実習中の活動を円滑に行うためには、事前の計画立案と目標設定、関係者等との連絡調整、事後のふりかえりなどが重要です。そのため、準備
等は、事前・事後学習として行っていただきます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

662272 /



地域創生実習Ⅳ（キタプロ） 【昼】
専門基幹科目

活動の中で多くの方々から「学ばせていただいている」という謙虚な気持ちを忘れずに活動してください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662272 /



地域創生実習Ⅳ（北スマ） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋・蓮本担当者名

/Semester/Credits
3年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

食品ロスの啓発活動や食育の普及推進、子ども食堂の運営支援など、地域が抱える課題に対して、食の面からアプローチしていきます。また、
授業としての学びだけでなく、サービスラーニングとして地域行事等に積極的に参加します。
特に3年次では、チームの活動が地域の中でどのように位置づけられ、またどのような活動を展開する事が重要な恩か等の問題意識を持って、実
践に取り組んでいただきます。また、実習プログラムを経験することによって、社会性を身に着けることも目標としています。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜レジュメ、資料を配付します。

適宜関連する書籍等を提示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1回 ガイダンス
 2回 子ども食堂等での実践 1
 3回 子ども食堂等での実践 2
 4回 子ども食堂等での実践 3
 5回 子ども食堂等での実践 4
 6回 子ども食堂等での実践 5
 7回 子ども食堂等での実践 6
 8回 子ども食堂等での実践 7
 9回 子ども食堂等での実践 8
10回 子ども食堂等での実践 9
11回 子ども食堂等での実践 10
12回 子ども食堂等での実践 11
13回 子ども食堂等での実践 12
14回 子ども食堂等での実践 13
15回 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

活動への積極的な取り組み：70%
レポート(会議録,活動日誌等の作成・提出を含む)：30%

成績評価の方法　/Assessment Method

実習中の活動を円滑に行うためには、事前の計画立案と目標設定、関係者等との連絡調整、事後のふりかえりなどが重要です。そのため、準備
等は、事前・事後学習として行っていただきます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

662273 /



地域創生実習Ⅳ（北スマ） 【昼】
専門基幹科目

活動の中で多くの方々から「学ばせていただいている」という謙虚な気持ちを忘れずに活動してください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662273 /



地域創生実習Ⅳ（学び支援） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
廣渡・未定担当者名

/Semester/Credits
3年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本実習では、「子どもの学び」支援プロジェクトにチームで取り組む。1学期から続くチームの指導的な立場として、チームを支えていくために
必要なプロジェクトマネジメント能力を身に付ける。また、主に子どもを対象とした地域活動に主体的に参加し、その活動の課題を発見する。
そして、その解決に取り組む過程において、チームを指導する。更に、3年間の活動について総括を行い、地域の課題とその解決についてまとめ
る。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

適宜、紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　：　オリエンテーション、目的確認
　２回～１４回　：　実習
１５回　：　振り返り

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実習への取り組み状況（振り返りレポートを含む）　…　80％
積極的な実習や地域活動への参加　…　20％

成績評価の方法　/Assessment Method

実習開始前までに、予め必要な資料を準備し、活動内容を理解しておくこと。
実習終了後には、活動の振り返りを行い、得られた学びをレポートにまとめること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

本実習では、正規の実習時間外（土曜日や日曜日、夏季休暇期間などを含む）に、チームで地域活動や課題などに取り組んでもらう。受講生の
活動状況や理解度に応じて、実習計画や実習内容を変更することがある。その場合は、実習中に説明する。地域で活動している団体と連携しな
がら計画を進めていくため、責任ある行動が期待される。このため、積極的な報告、連絡、相談が必要になる。自ら進んでその機会を作って欲
しい。また、多様な知識や経験を得るために、主たるテーマ以外の地域活動や課題などに取り組んでもらうことがある。その際には、積極的に
参加して欲しい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

子ども　地域　プロジェクト
キーワード　/Keywords

662274 /



地域創生実習Ⅳ（広報） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋　和博 / MANABE　KAZUHIRO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

地域創生学群の実習は、地域創生学群で学習を深めていくための基礎的な能力、技術、考え方、行動規範などを学びます。その学び方としては
、あるテーマに基づき、学習と実践の往還をしながら学んでいきます。学習に関しては、教員が直接指導するというよりは、先輩学生から学ん
だり、自分で学びを深めていくことが多いと考えてください。また、実践は、ルーティンワークとプロジェクトを同時並行させることが特徴で
す。豊富な経験を積みながら、学びと実践の質を圧倒的に高めていきます。
広報実習は、オープンキャンパス等の広報イベント企画実施、WEBサイトや地創事書のような広報メディアの制作を中心に活動していただきま
す。
能力としては、コミュニケーション能力、チームビルディング、デレクション等を学びます。
技術としては、プレゼンテーション、HTML、デザイン、イベントプランニング等を獲得します。
考え方としては、ホスピタリティや、マーケティング志向などを学びます。
行動規範としは、人の人生にかかわることの重要性等を学びます。
以上のように、広報という機会を通じて、様々な学びと実践を経験します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特にありません。

特にありませんが、プロジェクトに関連する書籍、資料を積極的に読んでください。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第01回　ガイダンス
第02回～第14回　学びと実践
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実践活動やミーティングへの参加状況…60％
授業(プロジェクト)の成果物…40％

成績評価の方法　/Assessment Method

各人のタスクに必要な書籍を積極的に読んでください。
また、振り返りの機会を定期的に設けますので、そこで学びや実践の獲得を確認します。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

662275 /



地域創生実習Ⅳ（広報） 【昼】
専門基幹科目

キーワード　/Keywords

662275 /



地域創生実習Ⅳ（小倉） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
片岡　寛之 / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
3年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

小倉活性化プロジェクトです。
このプロジェクトでは、小倉の街をフィールドとして、学生や若者たちがここに居たい、また戻ってきたいと思える街にすることを目的として
、様々な活動を行っています。
具体的には、「ちいさな感動を大切に」を活動時のポリシーとし、小倉のまちのＰＲと来街者へのおもてなしを行う「まちなかコンシェルジュ
」や若者を集めて魚町界隈のごみ拾いを行う「グリーンバード小倉」、小倉の魅力を発信する「kokulike」、小倉の街のファンを増やすために定
期的に各種講座を行う「idea+」などの活動を展開しています。

実習では、基礎（１年次）→継続（２年次）→創造（３年次）とステップアップしていくことをイメージしてください。
3年生のみなさんは「創造」を意識して、主体的かつ創造的な活動の展開、課題解決型事業の実施、実践理論に基づく地域マネジメントの実践に
取り組んで下さい。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
とくになし。

特に指定しませんが、各自が積極的に必要な書籍を読んで活動の参考にしてください。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第01回　ガイダンス（目的、概要説明）
第02回〜第14回　実習活動
第15回　振り返り

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

活動の準備や学習に取り組む姿勢・・・50％
実習活動に取り組む姿勢・・・50％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前）事業運営や経営に関する書籍等を読んで学習しておいてください。
事後）学期末に活動に関する振り返りを行ってもらいます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

最後までやり切って下さい。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662276 /



地域創生実習Ⅳ（門司） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
西田　心平 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本実習では、門司商店街活性化プロジェクトにチームで取り組む。1学期から続くチームの指導的な立場として、チームを支えていくために必要
なプロジェクトマネジメント能力を身につける。また、プロジェクトを進めるにあたり、主に商店街を対象とした地域活動により主体的に参加
し、その活動について深く考える。そして、3年間の実習総括を行い、地域の問題点とその解決の在り方についてまとめる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

適宜、紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　：　オリエンテーション、目的確認
　２回～１４回　：　実習
１５回　：　振り返り

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

主たるテーマの実習の取り組み状況（振り返りレポートを含む）　…　70％
積極的な実習や地域活動への参加　…　30％

成績評価の方法　/Assessment Method

実習に関連する情報収集を行うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

特になし
履修上の注意　/Remarks

本実習では、正規の実習時間外（土曜日や日曜日、夏季や冬季の休暇期間などを含む）に、チームで地域活動や課題などに取り組んでもらうこ
とがある。受講生の取り組み状況や理解度に応じて、実習計画や実習内容を変更することがある。その際には、実習中に説明する。地域で活動
している団体と連携しながら計画を進めていくため、責任ある行動が期待される。このため、積極的な報告、連絡、相談が必要になる。自ら進
んでその機会を作ってほしい。また、多様な知識や経験を得るために、主たるテーマ以外の実習や地域活動にも積極的に参加してもらいたい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

門司港　観光地開発　商店街　地域との連携　
キーワード　/Keywords

662277 /



地域創生実習Ⅳ（まちあるき） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
小林　敏樹 / Toshiki Kobayashi / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
3年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

まちあるきを実践し、そして科学する実習。
自らのまちあるきの企画のクオリティをより高めていく実習活動を行うとともに、自らのまちあるきの企画の特性を活かした更なる展開も視野
に入れつつ、各自の興味関心等も鑑みながら、シビックプライドの向上、まちのにぎわいづくりにも寄与するような積極的な実習活動を実践す
る。
また、実質的なチームのまとめ役でもあり、自らの経験を活かした下級生の実習のサポートも実習の大事なテーマとなる。
そのほか、実習のルーティンワーク以外に企業等と連携したまちあるきに関連するプロジェクトの企画立案、実施も積極的に行う予定。その際
は、プロジェクトのリーダーとしての役割も期待する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない。

特に指定しないが、各自のまちあるきのテーマや企業等と連携したプロジェクトに関連する書籍、資料を積極的に読むこと。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第01回　ガイダンス
第02回～第14回　学びと実践
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実践活動やミーティングへの参加状況：30％
成果物：40％
積極性：30％

成績評価の方法　/Assessment Method

入念な事前学習（準備）と、実習（実践）の成果や課題を振り返り、次の実習（実践）に活かす事後学習が大切。
PDCA、プロジェクトマネジメント、チームビルディング等も意識した事前・事後学習を進めること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修者の習得状況や、企業等との連携によるプロジェクトの進捗状況により、実習の内容を一部変更する場合もある。
履修上の注意　/Remarks

日常の生活においても、多様な着眼点から、まちや地域をみることを通して、まちや地域に対する観察力を身に着けよう。
自らの将来の目標を常に念頭に置きながら、本実習での実践活動を行っていくことが大切。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

まちあるき、まちづくり、観光、PDCA、プロジェクトマネジメント、地域調査、インバウンド、シビックプライド
キーワード　/Keywords

662278 /



地域創生実習Ⅳ（モビリティ） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
内田　晃 / AKIRA UCHIDA / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
3年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

これまでの「モビリティプロジェクト」で実施していた、駐輪マナー向上をめざした取り組みや、自転車のルールを楽しく学ぶイベント開催に
加え、自転車だけでなく、バス、モノレール、路面電車、カーシェアなど都市を取り巻く包括的な交通モードを対象として、人々の交通行動を
どう変えていくか、そのために効果的な方策は何かについて考えていきます。

実習では基礎的知識の習得（１年生）、実践的な活動（２年生）、応用力の展開（３年生）と各学年のステージにおいて「目標」をもって取り
組んでいきます。

３年生の皆さんは実習が円滑に実施できるよう下級生の指導を行うとともに、３年間の成果を広く発信することを目的に総括することに努めて
ください。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし

適宜、本の紹介や資料の配布をします。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：ガイダンス（実習の目的や活動方針の説明）
第2回～第14回：実習活動の実践
第15回：総括（活動の振り返りと次学期に向けての方針検討）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

事前・事後学習への意欲、姿勢・・・30％
授業に取り組む姿勢、態度・・・30％
実習活動への貢献度及び目標達成度・・・40％

成績評価の方法　/Assessment Method

前回講義で指摘された課題について、その解決策一つ一つをチームで役割分担を決めて取り組むこと。少しでも翌週以降に進展があることを意
識することが重要です。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662279 /



地域創生実習Ⅳ（モビリティ） 【昼】
専門基幹科目

履修上の注意　/Remarks

モビリティは自らが体験することが必要不可欠です。常に利用者の視点に立って考えられるように、日頃から意識して交通手段を使い、まちの
姿を観察してください。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662279 /



地域創生実習Ⅳ（421Lab.） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
石川　敬之 / 地域共生教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

地域共生教育センターの学生運営スタッフとして、地域共生教育センター内、および地域にて実習を行います。
センターの運営業務や地域活動に参加し、他の運営スタッフや地域の方々と協働しながら、その実践的活動を通じて様々な知識やスキルの獲得
を目指します。また、実際の活動に取り組む際のマナーや心構えなども学んでいきます。
多くの活動にかかわり、かつその振り返りを行うことで、座学だけでは得られない学びを経験していきます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示する。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回
 オリエンテーション

第２回～第１４回 の各回では、地域共生教育センター、および地域にて以下のような実践活動を行う。
①学生運営スタッフとして地域共生教育センターの運営業務を担う。
②地域活動プロジェクトのメンバーとして地域の方と一緒に地域活動を行う。
③週一回の全体ミーティングにて報告、議論を行う。
④短期の地域ボランティア活動に参加する
⑤上記以外で必要となる諸活動

第１５回
振り返り研修

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実習に対する参加貢献度（１００％）
成績評価の方法　/Assessment Method

実習に参加する際には、事前に自らの担当業務内容をしっかりと把握し、準備しておくことが必要です。
そのうえで、当日、スムーズに業務に入れるようにしてください。
また実習後は、当日の活動の振り返りを行い、反省点などを踏まえて、次の実習に活かせるようにして下さい。
他の実習メンバーへの申し送りや情報共有なども重要な作業となります。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662280 /



地域創生実習Ⅳ（421Lab.） 【昼】
専門基幹科目

本基礎演習は、地域共生教育センターでの実習となります。
センターの運営スタッフとして幅広い業務を担い、その活動を通じて自律的な学びに取り組んでもらいます。
地域共生教育センターでは、地域の方々との協働プロジェクトを多く進めていますので、
ミーティングへの出席や資料づくり、また報告書の作成など、授業時間以外の活動が多くあります。
履修者は、責任感を持って、事前、事後活動にも積極的に取り組んでください。

履修上の注意　/Remarks

本基礎演習は、通常の演習とは異なり、実習の形をとります。
地域での活動も多くありますので、実習時間以外にも多くの活動が存在します。
そのため細かなスケジュール管理が必要になってきますが、
忙しくて大変である半面、仲間との協働作業を通じては多くの知識や経験を得られます。
関心のあるかたは、一度、地域共生教育センター（４２１Ｌａｂ．）に来て、
学生運営スタッフから直接話を聞いてみてください。
また、４２１Ｌａｂ．が企画する各プロジェクトに参加されるもの良いかもしれません。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

地域活動、協働、セルフマネジメント、リフレクション
キーワード　/Keywords

662280 /



地域創生実習Ⅳ（チャレンジプログラム） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
片岡　寛之 / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
3年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

地域創生学群チャレンジプログラムです。
①起業トライアルプログラム
→お膳立てされた大学という環境から離れ、自ら社会課題解決に向けた事業を企画し、1年間にわたってそれを実施するというプログラムです。
お金、人、場所など、あらゆるリソースを自ら集め、事業を構築して実施してください。
②リアル就職プログラム
→実際の企業における長期インターンシッププログラムです。言い訳のできない環境に身を置き、即戦力を目指すというものです。休学せずに、
週3日前後のフルタイム勤務を5ヶ月間経験してください。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
とくになし。

特に指定しませんが、各自が積極的に必要な書籍を読んで活動の参考にしてください。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第01回　ガイダンス（目的、概要説明）
第02回〜第14回　実践
第15回　振り返り

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題に対する成果・・・50％
取り組む姿勢・・・50％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前）事業や仕事で必要となる書籍を読んで学習しておいてください。
事後）学期末に活動に関する振り返りを行ってもらいます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

とにかく折れずにやり切ってください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662281 /



スポーツ・ボランティア実習Ⅰ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
徳永・勅使河原担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

スポーツボランテイア実習Ⅰでは性差や年齢に応じてスポーツを工夫し、スポーツの楽しみ方を探ると共に自分自身やグループにおいてルールを
考案することや、また、メンバーの意見や発表を聞く態度などにも重点を置き今後の実習の基礎となるものとする。また、考案したスポーツ種
目のルールなどを小学校低学年の子供たちにグループ単位で実際に指導する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
資料を配布

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

【グループ単位にて】　　　　　　　　　　　　　　　【個人において】

　１回ガイダンス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１回ガイダンス
　２回スポーツルールの作成１　　　　　　　　　　　　　２回学校のスポーツ指導１
　３回スポーツルールの作成２　　　　　　　　　　　　　３回学校のスポーツ指導２
　４回スポーツルールの作成３　　　　　　　　　　　　　４回学校のスポーツ指導３
　５回スポーツルールの発表１　　　　　　　　　　　　　５回学校のスポーツ指導４
　６回スポーツルールの発表２　　　　　　　　　　　　　６回学校のスポーツ指導５
　７回スポーツルールの発表３　　　　　　　　　　　　　７回指導の反省
　８回発表１のチェック・サポート　　　　　　　　　　　８回学校・あるいは地域のスポーツ指導１
　９回発表２のチェック・サポート　　　　　　　　　　   ９回学校・あるいは地域のスポーツ指導２
１０回発表３のチェック・サポート　　　　　　　　　　１０回学校・あるいは地域のスポーツ指導３
１１回学校・あるいは地域のスポーツ指導１　　　　      １１回学校・あるいは地域のスポーツ指導４
１２回学校・あるいは地域のスポーツ指導２　　　　      １２回学校・あるいは地域のスポーツ指導５
１３回学校・あるいは地域のスポーツ指導３　　　　      １３回指導の反省１
１４回指導の反省　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４回指導の反省２
１５回まとめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   １５回まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への取り組み…４０％　　指導力…３０％　　レポート提出…３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

実習に関連する情報収集を行うこと
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662282 /



スポーツ・ボランティア実習Ⅰ 【昼】
専門基幹科目

インドアの場合、アウトドアの場合、それぞれのシューズや服装など学群生らしい態度で臨むこと。
また、実習は、正規の授業時間外（土曜日や日曜日等を含む）に取り組んでもらいます。また、上記テーマを含め,各自全体として４つ以上の「
実習」に取り組んでもらいます。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662282 /



スポーツ・ボランティア実習Ⅱ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
徳永・勅使河原担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

 　スポーツボランテイア実習Ⅱはスポーツボランテイア実習Ⅰをふまえ幅広い年齢層やスポーツ種目に合わせた形で実際の指導や講習などを積極
的に行っていく。　スポーツボランテイア実習Ⅰのグループ学習から、個人の資質を高めることに重点を置き、地域のスポーツ指導やキッズスポ
ーツ指導などを行う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
資料配布

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

【グループ単位にて】　　　　　　　　　　　　　　　【個人において】

　１回ガイダンス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１回ガイダンス
　２回スポーツルールの作成１　　　　　　　　　　　　　２回学校のスポーツ指導１
　３回スポーツルールの作成２　　　　　　　　　　　　　３回学校のスポーツ指導２
　４回スポーツルールの作成３　　　　　　　　　　　　　４回学校のスポーツ指導３
　５回スポーツルールの発表１　　　　　　　　　　　　　５回学校のスポーツ指導４
　６回スポーツルールの発表２　　　　　　　　　　　　　６回学校のスポーツ指導５
　７回スポーツルールの発表３　　　　　　　　　　　　　７回指導の反省
　８回発表１のチェック・サポート　　　　　　　　　　   ８回学校・あるいは地域のスポーツ指導１
　９回発表２のチェック・サポート　　　　　　　　　　   ９回学校・あるいは地域のスポーツ指導２
１０回発表３のチェック・サポート　　　　　　　　　   １０回学校・あるいは地域のスポーツ指導３
１１回学校・あるいは地域のスポーツ指導１　　　　      １１回学校・あるいは地域のスポーツ指導４
１２回学校・あるいは地域のスポーツ指導２　　　　      １２回学校・あるいは地域のスポーツ指導５
１３回学校・あるいは地域のスポーツ指導３　　　　      １３回指導の反省１
１４回指導の反省　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４回指導の反省２
１５回まとめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５回まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への取り組み…４０％　　指導力…３０％　　レポート提出…３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

実習に関連する情報収集を行うこと
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662283 /



スポーツ・ボランティア実習Ⅱ 【昼】
専門基幹科目

インドアの場合、アウトドアの場合、それぞれのシューズや服装など学群生らしい態度で臨むこと。
また、実習は、正規の授業時間外（土曜日や日曜日等を含む）に取り組んでもらいます。また、上記テーマを含め,各自全体として４つ以上の「
実習」に取り組んでもらいます。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662283 /



スポーツ・ボランティア実習Ⅲ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
徳永・勅使河原担当者名

/Semester/Credits
3年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

各自に課せられた実習によって、事前学習、実習計画の作成、実習、中間の反省と振り返り、最終の反省と振り返り、そして報告という型で実
践力を磨いていく。主な内容はシニア世代の健康つくりや子供の（幼児から小学生）までの野球教室などの活動を行う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない

必要な場合は資料を配布する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

【グループ単位にて】　　　　　　　　　　　　　　　【個人において】

　１回ガイダンス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１回ガイダンス
　２回スポーツルールの作成１　　　　　　　　　　　　　２回学校のスポーツ指導１
　３回スポーツルールの作成２　　　　　　　　　　　　　３回学校のスポーツ指導２
　４回スポーツルールの作成３　　　　　　　　　　　　　４回学校のスポーツ指導３
　５回スポーツルールの発表１　　　　　　　　　　　　　５回学校のスポーツ指導４
　６回スポーツルールの発表２　　　　　　　　　　　　　６回学校のスポーツ指導５
　７回スポーツルールの発表３　　　　　　　　　　　　　７回指導の反省
　８回発表１のチェック・サポート　　　　　　　　　　　８回学校・あるいは地域のスポーツ指導１
　９回発表２のチェック・サポート　　　　　　　　　　   ９回学校・あるいは地域のスポーツ指導２
１０回発表３のチェック・サポート　　　　　　　　　　１０回学校・あるいは地域のスポーツ指導３
１１回学校・あるいは地域のスポーツ指導１　　　　　　１１回学校・あるいは地域のスポーツ指導４
１２回学校・あるいは地域のスポーツ指導２　　　　　　１２回学校・あるいは地域のスポーツ指導５
１３回学校・あるいは地域のスポーツ指導３　　　　　　１３回指導の反省１
１４回指導の反省　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４回指導の反省２
１５回まとめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   １５回まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への態度５０％
取り組み方５０％

成績評価の方法　/Assessment Method

実習に関連する情報収集を行うこと
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

662284 /



スポーツ・ボランティア実習Ⅲ 【昼】
専門基幹科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662284 /



スポーツ・ボランティア実習Ⅳ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
徳永・勅使河原担当者名

/Semester/Credits
3年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

１学期間行った実習を継続して行うがさらに中身を充実させた形で実習に取り組みます。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない

必要な場合は資料を配布する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

【グループ単位にて】　　　　　　　　　　　　　　　【個人において】

　１回ガイダンス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１回ガイダンス
　２回スポーツルールの作成１　　　　　　　　　　　　　２回学校のスポーツ指導１
　３回スポーツルールの作成２　　　　　　　　　　　　　３回学校のスポーツ指導２
　４回スポーツルールの作成３　　　　　　　　　　　　　４回学校のスポーツ指導３
　５回スポーツルールの発表１　　　　　　　　　　　　　５回学校のスポーツ指導４
　６回スポーツルールの発表２　　　　　　　　　　　　　６回学校のスポーツ指導５
　７回スポーツルールの発表３　　　　　　　　　　　　　７回指導の反省
　８回発表１のチェック・サポート　　　　　　　　　　　８回学校・あるいは地域のスポーツ指導１
　９回発表２のチェック・サポート　　　　　　　　　　   ９回学校・あるいは地域のスポーツ指導２
１０回発表３のチェック・サポート　　　　　　　　　　１０回学校・あるいは地域のスポーツ指導３
１１回学校・あるいは地域のスポーツ指導１　　　　　　１１回学校・あるいは地域のスポーツ指導４
１２回学校・あるいは地域のスポーツ指導２　　　　　　１２回学校・あるいは地域のスポーツ指導５
１３回学校・あるいは地域のスポーツ指導３　　　　　　１３回指導の反省１
１４回指導の反省　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４回指導の反省２
１５回まとめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   １５回まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実習への参加態度５０％
目標の達成度５０％

成績評価の方法　/Assessment Method

実習に関連する情報収集を行うこと
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

662285 /



スポーツ・ボランティア実習Ⅳ 【昼】
専門基幹科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662285 /



障害者スポーツ実習Ⅰ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
山本　浩二 / YAMAMOTO  KOJI / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

障害のある方が実施しているスポーツやレクリエーション等を体験し、各種目のルールと競技特性、運動効果を理解する。また、全国障害者ス
ポーツ大会競技の指導法と競技規則を学習する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
必要に応じてプリントを配布

必要に応じて紹介
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　　　　　ガイダンス
２回　　　　　学外授業への取り組み指導
３～４回　　　車椅子の基本操作
５～６回　　　マップの作成と評価
７～８回　　　車椅子で運動・スポーツ
９～１０回　　障害者スポーツ大会実施種目の体験
１１～１２回　学外授業（北九州市障害者スポーツセンター主催教室）
１３～１４回　障害者アスリート講演・実技体験
１５回　　　　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の授業への取り組み・・60％　　　課題（レポートなど）・・20％　その他の実習への積極的な参加・・20％
成績評価の方法　/Assessment Method

1年次に受講している「障害者スポーツ指導論」と「障害者スポーツ各論」を復習し、受講にあたること。また実習後にはその都度、レポートを
提出してもらいます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

実習は、正規の授業時間以外（土曜日や日曜日、夏期や冬期の休暇期間を含む）にも取り組んでもらいます。
履修上の注意　/Remarks

本講義は「障害者スポーツ指導員（初級・中級）」の資格関連科目です。第一回目のガイダンスで資格に関する説明を行いますので第一回目は
必ず出席してください。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662286 /



障害者スポーツ実習Ⅱ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
山本　浩二 / YAMAMOTO  KOJI / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

障害のある方が実施しているスポーツやレクリエーション等を体験を通じ、障害者スポーツの魅力を体感する。さらに、障害の特性と補装具、
指導方法について学び、障害のある方のスポーツ活動をサポートする能力を養う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
必要に応じてプリントを配布

必要に応じて紹介
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　　　　ガイダンス
２～４回　　レクリエーションスポーツ
５～１０回　学外授業（北九州市障害者スポーツセンター主催教室）
１１～１２回　全国障害者スポーツ大会競技の指導法と競技規則（実技）
１３～１４回　障害者アスリート講演・実技体験
１５回　　　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の授業への取り組み・・60％　　　課題（レポートなど）・・20％　その他の実習への積極的な参加・・20％
成績評価の方法　/Assessment Method

1年次に受講している「障害者スポーツ指導論」と「障害者スポーツ各論」を復習し、受講にあたること。また1学期に行った実習も復習してお
くこと。実習後にはその都度、レポートを提出してもらいます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

実習は、正規の授業時間以外（土曜日や日曜日、夏期や冬期の休暇期間を含む）にも取り組んでもらいます。また、本講義は、「障害者スポー
ツ実習Ⅰ」から引き続き学外実習を継続していきます。したがって、「障害者スポーツ実習Ⅰ」を履修した上で、受講するようにしてください。

履修上の注意　/Remarks

本講義は「障害者スポーツ指導員（初級・中級）」資格関連科目です。第一回目のガイダンスで説明を行いますので、第一回目から必ず出席し
てください。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662287 /



障害者スポーツ実習Ⅲ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
山本　浩二 / YAMAMOTO  KOJI / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

近年、障害者スポーツでは「Adapted（適応・応用）」という考えが浸透している。これは対象者に合わせてルールや道具を変え、指導を行うこ
とが基礎となる。本実習では、様々な障害を理解し、対象者に合わせてルールを変更したり、道具を検討したりしながら、最適な運動・スポー
ツプログラムの立案・実施を行う実践力を養うことを目指す。また、全国障害者スポーツ大会の実施競技についても理解を深めていく。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
必要に応じてプリントを配布

必要に応じて紹介
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　　　　　　ガイダンス
２回　　　　　　ボッチャ【重度障害者】【脳性麻痺】
３回　　　　　　ペタンク【重度障害者】
４回　　　　　　陸上競技①【車いす競技】【スラローム】
５回　　　　　　陸上競技②【投てき】【伴走】
６回　　　　　　卓球【サウンドテーブルテニス】
７回　　　　　　フライングディスク【視覚障害の体験】【肢体障害の体験】
８回　　　　　　水泳①【障害者に合わせた指導】
９回　　　　　　水泳②【障害者に合わせた指導】
１０～１３回　　学外実習
１４回　　　　　障害者アスリート講演・実技体験
１５回　　　　　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

学内実習（平常授業）への取り組み・・５０％　課題（レポートなど）・・２０％　　　その他の実習への積極的な参加・・３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

1年次に受講している「障害者スポーツ指導論」と「障害者スポーツ各論」を復習し、受講にあたること。また、2年次の実習活動を再度復習し
ておくこと。実習後にはその都度、レポートを提出してもらいます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

実習は、正規の授業時間外（土曜日や日曜日、夏期や冬期の休暇期間を含む）に取り組んでもらいます。実習６時間以上、水泳３時間は必修で
す。障害者スポーツ実習Ⅰ・Ⅱを履修している方が望ましい。もし履修していない場合は、本講義を履修登録する前に相談に来てください。

履修上の注意　/Remarks

662288 /



障害者スポーツ実習Ⅲ 【昼】
専門基幹科目

本講義は「障害者スポーツ指導員（中級）」の資格関連科目になります。第一回目のガイダンスで説明を行いますので、第一回目は必ず出席し
てください。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662288 /



障害者スポーツ実習Ⅳ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
山本　浩二 / YAMAMOTO  KOJI / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

近年、障害者スポーツでは「Adapted（適応・応用）」という考えが浸透している。これは対象者に合わせてルールや道具を変え、指導を行うこ
とが基礎となる。本実習では、様々な障害を理解し、対象者に合わせてルールを変更したり、道具を検討したりしながら、最適な運動・スポー
ツプログラムの立案・実施を行う実践力を養うことを目指す。また、学外実習を主として活動する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
必要に応じてプリントを配布

必要に応じて紹介
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　　　　　　 学外実習に向けたガイダンス
２～３回　　　　学外実習に関する講義【企画・立案】
４～１２回　　　学外実習（水泳実習、障がい児スポーツ教室、各種障がい者スポーツイベント運営・参加）
１３～１４回　　障害者アスリート講演・実技体験
１５回　　　　　 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

学内実習（平常授業）への取り組み・・３０％、課題（レポートなど）・・２０％、その他の実習への積極的な参加・・５０％
成績評価の方法　/Assessment Method

1年次に受講している「障害者スポーツ指導論」と「障害者スポーツ各論」を復習し、受講にあたること。また、2年次、さらに3年次1学期に行
った実習を復習しておくこと。実習後にはその都度、レポートを提出してもらいます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

実習は、正規の授業時間外（土曜日や日曜日、夏期や冬期の休暇期間を含む）に取り組んでもらいます。また、学外実習を主としますので、「
障害者スポーツ指導論」「障害者スポーツ各論」「障害者スポーツ実習Ⅰ～Ⅲ」などの科目を履修し、障害者スポーツに関して知識を有するもの
が望ましい。

履修上の注意　/Remarks

本実習は、「障害者スポーツ指導員（中級）」の資格関連科目です。第一回目のガイダンスで説明を行いますので、第一回目は必ず出席してく
ださい。また、学外実習を主としますので、これまでに障害者スポーツに関する科目の履修がないもの、単に単位取得のために本実習を履修す
ることはやめてください。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662289 /



地域マネジメント実践論Ⅰ（猪倉） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋・蓮本担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

実習において実践している活動を取り上げ、企画立案やふりかえりを行います。そのため、各自の能力の向上にとどまらず、プロジェクトマネ
ジメントの視点や、地域課題に対してどのようなアプローチができるのかなどを、グループワーク等を交えて全員で検討します。
加えて、活動成果や課題を抽出、言語化概念化に努め、今後の活動の質的向上を図ります。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜レジュメ、資料を配付します。

適宜関連する書籍等を提示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1回 ガイダンス
 2回 実践報告、ディスカッション 1
 3回 実践報告、ディスカッション 2
 4回 実践報告、ディスカッション 3
 5回  実践報告、ディスカッション 4
 6回 実践報告、ディスカッション 5
 7回 実践報告、ディスカッション 6
 8回 実践報告、ディスカッション 7
 9回 実践報告、ディスカッション 8
10回 実践報告、ディスカッション 9
11回 実践報告、ディスカッション 10
12回 実践報告、ディスカッション 11
13回 実践報告、ディスカッション 12
14回 実践報告、ディスカッション 13
15回 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

活動への積極的な取り組み：70%
レポート(会議録,活動日誌等の作成・提出を含む)：30%

成績評価の方法　/Assessment Method

実習中の活動を円滑に行うためには、事前の計画立案と目標設定、関係者等との連絡調整、事後のふりかえりなどが重要です。そのため、準備
等は、事前・事後学習として行っていただきます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業以外にも多くの行事に参加するなかで、住民のみなさんとの協働を進めています。そのため、授業時間外での活動（課外活動）も多いです
が、自己を高めるためにも積極的に参加してください。

履修上の注意　/Remarks

662290 /



地域マネジメント実践論Ⅰ（猪倉） 【昼】
専門基幹科目

地域の中で「学ばせていただいている」という謙虚な気持ちを忘れずに活動してください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662290 /



地域マネジメント実践論Ⅰ（ESDプロモート） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋・勅使河原担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　本実践論では、「持続可能な開発のための教育 (Education for Sustainable Development：ESD)」の実践に取り組みます。本実践論は、全市的
にESDを浸透させていくミッションを掲げている「北九州ESD協議会」においてサブコーディネーターの役割を担い、協議会における活動の企
画および実践に携わります。
　現代の社会においては、少子高齢化、コミュニティの崩壊、生物多様性の担保、CO2削減、ダイバーシティ等、さまざまな課題が存在してい
ます。本実習では、さまざまな社会的課題の解決をめざすこと、すなわち「持続可能な開発目標　（Sustainable Development
Goals：SDGs）」について学び、SDGsの達成に寄与するESDを実践します。
　2年次には、チームマネジメントを重視して実習に取り組みます。自分自身の活動の質の向上のみならず、チームとしての成果を最大化するた
めに活動します。
　本実践論では、実践の活動をふりかえり、成果や課題を抽出したうえで言語化および概念化を図り、今後の活動の質向上に努めます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

日能研　『SDGs（国連　世界の未来を変えるための17の目標）2030年までのゴール』　みくに出版　2017年　￥1,000
その他、適宜関連する書籍を提示します。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第 1 回　ガイダンス
第 2 回～第14回　学びと実践
第15回　全体のふりかえりとまとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実践活動やミーティングへの参加状況…60％
授業(プロジェクト)の成果物…40％

成績評価の方法　/Assessment Method

【ミーティング前】各自の役割をふまえて、余裕をもって資料の準備等をしてください。
【ミーティング後】指摘事項について検討を重ね、企画等を練り直してください。
【活動前】毎回の活動目標をしっかり意識し、入念に準備したうえで活動に取り組んでください。
【活動後】活動目標の達成状況について十分なふりかえりをし、話し合いによって共有するとともに、学び得たことを記録してください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

・通常のミーティング等、話し合い形式の場においては、飲食および私語を慎んでください(健康上の理由等により水分補給等必要な場合は申し
出てください)。
・地域活動は、さまざまな立場や年代の人々と接する機会が非常に多くあります。学ぶ者としての謙虚な姿勢を忘れず、挨拶、ことば遣い（と
くに敬語の用い方）、話し方や表情、身だしなみ（華美にしないこと）、名刺の携行等、よい印象をもたれるようなマナーを心がけて実習に臨
みましょう。
・漫然と無理な活動をすることなく、時間と健康の管理に努めましょう。

履修上の注意　/Remarks

662291 /



地域マネジメント実践論Ⅰ（ESDプロモート） 【昼】
専門基幹科目

　プロジェクトマネジメント、ファシリテーション等の手法といった活動の基盤となるものを身につけつつ、SDGsとそれを解決するための
ESDという実践的な専門分野の知識や方法について、学びを深めてほしいと思います。
　ESD協議会の企画に主体的に参加するとともに、各自が関心のある分野について、ESD実践につながる自主企画等を提案することを望みます
。
　地域のさまざまな世代や立場の人々と交流し、実習メンバーの上級生および下級生と協働する貴重な機会を尊びかつ楽しんでください。
　2年次からは、リーダーとしてのふるまいが求められます。自分自身が第一線で活動することにとどまらず、下級生の活動やふるまいに対する
マネジメントや、チームマネジメントの視点が求められます。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

持続可能な開発のための教育（ESD）、持続可能な開発目標（SDGs）、「北九州ESD協議会」、サブコーディネーター
キーワード　/Keywords

662291 /



地域マネジメント実践論Ⅰ（キタプロ） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋・蓮本担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

実習において実践している活動を取り上げ、企画立案やふりかえりを行います。また、StartupWeekendなどを通して、企画を練り上げる過程な
ども学びます。そのため、各自の能力の向上にとどまらず、プロジェクトマネジメントの視点や、地域課題に対してどのようなアプローチがで
きるのかなどを、グループワーク等を交えて検討します。
加えて、活動成果や課題を抽出、言語化概念化に努め、今後の活動の質的向上を図ります。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜レジュメ、資料を配付します。

適宜関連する書籍等を提示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1回 ガイダンス
 2回 実践報告、ディスカッション 1
 3回 実践報告、ディスカッション 2
 4回 実践報告、ディスカッション 3
 5回 実践報告、ディスカッション 4
 6回 実践報告、ディスカッション 5
 7回 実践報告、ディスカッション 6
 8回 実践報告、ディスカッション 7
 9回 実践報告、ディスカッション 8
10回 実践報告、ディスカッション 9
11回 実践報告、ディスカッション 10
12回 実践報告、ディスカッション 11
13回 実践報告、ディスカッション 12
14回 実践報告、ディスカッション 13
15回 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

活動への積極的な取り組み：70%
レポート(会議録,活動日誌等の作成・提出を含む)：30%

成績評価の方法　/Assessment Method

実習中の活動を円滑に行うためには、事前の計画立案と目標設定、関係者等との連絡調整、事後のふりかえりなどが重要です。そのため、準備
等は、事前・事後学習として行っていただきます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

662292 /



地域マネジメント実践論Ⅰ（キタプロ） 【昼】
専門基幹科目

活動の中で多くの方々から「学ばせていただいている」という謙虚な気持ちを忘れずに活動してください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662292 /



地域マネジメント実践論Ⅰ（北スマ） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋・蓮本担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

実習において実践している活動を取り上げ、企画立案やふりかえりを行います。そのため、食に関する勉強会の実施や、地域課題にへのアプロ
ーチについてグループワーク等を交えて検討します。
加えて、活動成果や課題を抽出、言語化概念化に努め、今後の活動の質的向上を図ります。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜レジュメ、資料を配付します。

適宜関連する書籍等を提示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1回 ガイダンス
 2回 実践報告、ディスカッション 1
 3回 実践報告、ディスカッション 2
 4回 実践報告、ディスカッション 3
 5回 実践報告、ディスカッション 4
 6回 実践報告、ディスカッション 5
 7回 実践報告、ディスカッション 6
 8回 実践報告、ディスカッション 7
 9回 実践報告、ディスカッション 8
10回 実践報告、ディスカッション 9
11回 実践報告、ディスカッション 10
12回 実践報告、ディスカッション 11
13回 実践報告、ディスカッション 12
14回 実践報告、ディスカッション 13
15回 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

活動への積極的な取り組み：70%
レポート(会議録,活動日誌等の作成・提出を含む)：30%

成績評価の方法　/Assessment Method

実習中の活動を円滑に行うためには、事前の計画立案と目標設定、関係者等との連絡調整、事後のふりかえりなどが重要です。そのため、準備
等は、事前・事後学習として行っていただきます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

別途有志による食に関する資格試験等の勉強会を行っています。自己を高めるためにも積極的に参加してください。
履修上の注意　/Remarks

662293 /



地域マネジメント実践論Ⅰ（北スマ） 【昼】
専門基幹科目

活動の中で多くの方々から「学ばせていただいている」という謙虚な気持ちを忘れずに活動してください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662293 /



地域マネジメント実践論Ⅰ（学び支援） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
廣渡・未定担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本演習では、「子どもの学び」支援プロジェクトの活動を実施しながら、プロジェクト全体とそのマネジメントについて、新しいメンバーを迎
えたチームの中心的な立場から振り返る。また、地域の現状と課題についてチームで議論を行い、地域マネジメントの進め方について考える。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

適宜、紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　：　オリエンテーション
　２回～１４回　：　活動報告と振り返り、ディスカッション
１５回　：　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習への取り組み状況（振り返りレポートを含む）　…　80％
積極的な演習や地域活動への参加　…　20％

成績評価の方法　/Assessment Method

演習開始前までに、予め必要な資料を準備し、活動内容を振り返っておくこと。
演習終了後には、演習中に学んだことを整理し、レポートにまとめること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

本演習では、地域活動の状況について報告してもらい、その内容について振り返る。受講生の活動状況や理解度に応じて、演習計画や演習内容
を変更することがある。その場合は、演習中に説明する。また、正規の演習時間外（土曜日や日曜日、夏季休暇期間などを含む）に、チームで
地域活動や課題などに取り組んでもらう。地域で活動している団体と連携しながら計画を進めていくため、責任ある行動が期待される。このた
め、積極的な報告、連絡、相談が必要になる。自ら進んでその機会を作って欲しい。また、多様な知識や経験を得るために、主たるテーマ以外
の地域活動や課題などに取り組んでもらうことがある。その際には、積極的に参加して欲しい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

子ども　地域　プロジェクト
キーワード　/Keywords

662294 /



地域マネジメント実践論Ⅰ（広報） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋　和博 / MANABE　KAZUHIRO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

地域創生学群の実習は、地域創生学群で学習を深めていくための基礎的な能力、技術、考え方、行動規範などを学びます。その学び方としては
、あるテーマに基づき、学習と実践の往還をしながら学んでいきます。学習に関しては、教員が直接指導するというよりは、先輩学生から学ん
だり、自分で学びを深めていくことが多いと考えてください。また、実践は、ルーティンワークとプロジェクトを同時並行させることが特徴で
す。豊富な経験を積みながら、学びと実践の質を圧倒的に高めていきます。
広報実習は、オープンキャンパス等の広報イベント企画実施、WEBサイトや地創事書のような広報メディアの制作を中心に活動していただきま
す。
能力としては、コミュニケーション能力、チームビルディング、デレクション等を学びます。
技術としては、プレゼンテーション、HTML、デザイン、イベントプランニング等を獲得します。
考え方としては、ホスピタリティや、マーケティング志向などを学びます。
行動規範としは、人の人生にかかわることの重要性等を学びます。
以上のように、広報という機会を通じて、様々な学びと実践を経験します。
そして、実習(実践)の成果や課題をしっかりと振り返り、次の実習(実践)に活かしていきます。
定期的なもの、不定期なもの、いずれかのミーティングや、担当教員との面談を通じて行います。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特にありません。

特にありませんが、プロジェクトに関連する書籍、資料を積極的に読んでください。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第01回　ガイダンス
第02回～第14回　学びと振返り
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実践活動やミーティングへの参加状況…60％
授業(プロジェクト)についての振り返りの成果物…40％

成績評価の方法　/Assessment Method

各人のタスクに必要な書籍を積極的に読んでください。
また、振り返りの機会を定期的に設けますので、そこで学びや実践の獲得を確認します。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

662295 /



地域マネジメント実践論Ⅰ（広報） 【昼】
専門基幹科目

キーワード　/Keywords

662295 /



地域マネジメント実践論Ⅰ（小倉） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
片岡　寛之 / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

主に小倉活性化プロジェクトで各自が実践している課題を取り上げ、特にPDCAサイクルのCに当たる振り返りを行い、さらにはA、次に取るべ
きステップについて、受講生全員で議論します。

2年生のみなさんは、プロジェクトの目的やゴールをしっかりと意識して、そこに向けた戦略をストーリーとして描くことを学んでもらいます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しません。各回、授業の中で資料を配布することがあります。

適宜、指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第01回　オリエンテーション
第02回〜第14回　 実践報告、ディスカッション
第15回   まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中に取り組む課題の達成度…50％
積極的な演習への参加(指導的実習プログラムへの取り組みを含む)…50％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前）チームビルディング、地域における活動・事業のマネジメントに関する書籍等を読んで学習しておいてください。
事後）自分たちの活動による成果・効果、改善点等について、学期末に振り返りを行います。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

正規の授業時間以外に個別の学習・実習テーマが与えられることがあります。
地域においてチームで活動していく際に必要な考え方、技術、スキル等を学ぶ機会を授業中に組み入れていきます。

履修上の注意　/Remarks

活動する際は、常にその目的を意識しましょう。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662296 /



地域マネジメント実践論Ⅰ（門司） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
西田　心平 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本実践論では、門司商店街活性化プロジェクトの活動を実施しながら、プロジェクト全体とそのマネジメントについて、新しいメンバーを迎え
たチームの中心的な立場から振り返る。また、地域の現状と課題についてチームで議論を行い、地域マネジメントとは何かを考える。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

適宜、紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　：　オリエンテーション
　２回～１４回　：　地域活動報告と振り返り
１５回　：　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習の取り組み状況（振り返りレポートを含む）　…　70％
積極的な演習や地域活動への参加　…　30％

成績評価の方法　/Assessment Method

実習に関連する情報収集を行うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

特になし
履修上の注意　/Remarks

本実践論では、地域活動の状況について報告してもらい、その内容について振り返る。受講生の活動状況や理解度に応じて、演習計画や演習内
容を変更することがある。その際には、演習中に説明する。また、正規の演習時間外（土曜日や日曜日、夏季休暇期間などを含む）に、チーム
で地域活動や課題などに取り組んでもらうことがある。地域で活動している団体と連携しながら計画を進めていくため、責任ある行動が期待さ
れる。このため、積極的な報告、連絡、相談が必要になる。自ら進んでその機会を作ってほしい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

門司港　観光開発　商店街　地域との連携
キーワード　/Keywords

662297 /



地域マネジメント実践論Ⅰ（まちあるき） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
小林　敏樹 / Toshiki Kobayashi / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

まちあるきを学び、実践し、そして科学する実習。
自らまちあるきの企画を立案し、そのクオリティを高めていく実習活動を行う。
まちあるきに関する文献の輪読、地域の徹底した調査分析を通して、知的好奇心をくすぐり、シビックプライドの向上、まちのにぎわいづくり
にも寄与するようなまちあるきの実践活動を目指す。
そのほか、実習のルーティンワーク以外に企業等と連携したまちあるきに関連するプロジェクトの企画立案、実施も積極的に行う予定。その際
は、プロジェクトのリーダーとしての役割も期待する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない。

〇茶谷幸治（2012）「「まち歩き」をしかける: コミュニティ・ツーリズムの手ほどき」学芸出版社
その他、実習、プロジェクトに関連する書籍、資料を積極的に読むこと。
また、図書館2階の〇〇学がわかるコーナーに「まちあるきがわかる、まちあるきが創れるコーナー」を設置しているのでそちらも積極的に利用
すること。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第01回　ガイダンス
第02回～第14回　学びと振返り
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実践活動やミーティングへの参加状況：30％
成果物：40％
積極性：30％

成績評価の方法　/Assessment Method

入念な事前学習（準備）と、実習(実践)の成果や課題を振り返り、次の実習(実践)に活かす事後学習が大切。
PDCA、プロジェクトマネジメント、チームビルディング等も意識した事前・事後学習を進めること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修者の習得状況や、企業等との連携によるプロジェクトの進捗状況により、実習の内容を一部変更する場合もある。
履修上の注意　/Remarks

日常の生活においても、多様な着眼点から、まちや地域をみることを通して、まちや地域に対する観察力を身に着けよう。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

まちあるき、まちづくり、観光、PDCA、プロジェクトマネジメント、地域調査、インバウンド、シビックプライド
キーワード　/Keywords

662298 /



地域マネジメント実践論Ⅰ（モビリティ） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
内田　晃 / AKIRA UCHIDA / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

モビリティプロジェクトにおいて各自が立ち向かっている地域課題、その解決のために実践している取り組みを振り返り、よりよい課題解決の
ための方策を全員で議論します。

２年生の皆さんはこれまでの活動を分析・精査し、新たな課題や目的意識を掲げ、課題解決に向けたロードマップを作成していきます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし

適宜、本の紹介や資料の配布をします。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：ガイダンス（実習の目的や活動方針の説明）
第2回～第14回：実習活動の実践
第15回：総括（活動の振り返りと次学期に向けての方針検討）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

事前・事後学習への意欲、姿勢・・・30％
授業に取り組む姿勢、態度・・・30％
実習活動への貢献度及び目標達成度・・・40％

成績評価の方法　/Assessment Method

前回講義で指摘された課題について、その解決策一つ一つをチームで役割分担を決めて取り組むこと。少しでも翌週以降に進展があることを意
識することが重要です。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

モビリティは自らが体験することが必要不可欠です。常に利用者の視点に立って考えられるように、日頃から意識して交通手段を使い、まちの
姿を観察してください。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

662299 /



地域マネジメント実践論Ⅰ（モビリティ） 【昼】
専門基幹科目

キーワード　/Keywords

662299 /



地域マネジメント実践論Ⅰ（421Lab.） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
石川　敬之 / 地域共生教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

地域共生教育センターの学生運営スタッフとして、地域共生教育センター内、および地域にて実習を行います。
センターの運営業務や地域活動に参加し、他の運営スタッフや地域の方々と協働しながら、その実践的活動を通じて様々な知識やスキルの獲得
を目指します。また、実際の活動に取り組む際のマナーや心構えなども学んでいきます。
多くの活動にかかわり、かつその振り返りを行うことで、座学だけでは得られない学びを経験していきます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示する。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回
 オリエンテーション

第２回～第１４回 の各回では、地域共生教育センター、および地域にて以下のような実践活動を行う。
①学生運営スタッフとして地域共生教育センターの運営業務を担う。
②地域活動プロジェクトのメンバーとして地域の方と一緒に地域活動を行う。
③週一回の全体ミーティングにて報告、議論を行う。
④短期の地域ボランティア活動に参加する
⑤上記以外で必要となる諸活動

第１５回
振り返り研修

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実習に対する参加貢献度（１００％）
成績評価の方法　/Assessment Method

実習に参加する際には、事前に自らの担当業務内容をしっかりと把握し、準備しておくことが必要です。
そのうえで、当日、スムーズに業務に入れるようにしてください。
また実習後は、当日の活動の振り返りを行い、反省点などを踏まえて、次の実習に活かせるようにして下さい。
他の実習メンバーへの申し送りや情報共有なども重要な作業となります。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

本基礎演習は、地域共生教育センターでの実習となります。
センターの運営スタッフとして幅広い業務を担い、その活動を通じて自律的な学びに取り組んでもらいます。
地域共生教育センターでは、地域の方々との協働プロジェクトを多く進めていますので、
ミーティングへの出席や資料づくり、また報告書の作成など、授業時間以外の活動が多くあります。
履修者は、責任感を持って、事前、事後活動にも積極的に取り組んでください。

履修上の注意　/Remarks

662300 /



地域マネジメント実践論Ⅰ（421Lab.） 【昼】
専門基幹科目

本基礎演習は、通常の演習とは異なり、実習の形をとります。
地域での活動も多くありますので、実習時間以外にも多くの活動が存在します。
そのため細かなスケジュール管理が必要になってきますが、
忙しくて大変である半面、仲間との協働作業を通じては多くの知識や経験を得られます。
関心のあるかたは、一度、地域共生教育センター（４２１Ｌａｂ．）に来て、
学生運営スタッフから直接話を聞いてみてください。
また、４２１Ｌａｂ．が企画する各プロジェクトに参加されるもの良いかもしれません。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

地域活動、協働、セルフマネジメント、リフレクション
キーワード　/Keywords

662300 /



地域マネジメント実践論Ⅱ（猪倉） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋・蓮本担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

実習において実践している活動を取り上げ、企画立案やふりかえりを行います。そのため、各自の能力の向上にとどまらず、プロジェクトマネ
ジメントの視点や、地域課題に対してどのようなアプローチができるのかなどを、グループワーク等を交えて全員で検討します。
加えて、活動成果や課題を抽出、言語化概念化に努め、今後の活動の質的向上を図ります。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜レジュメ、資料を配付します。

適宜関連する書籍等を提示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1回 ガイダンス
 2回 実践報告、ディスカッション 1
 3回 実践報告、ディスカッション 2
 4回 実践報告、ディスカッション 3
 5回  実践報告、ディスカッション 4
 6回 実践報告、ディスカッション 5
 7回 実践報告、ディスカッション 6
 8回 実践報告、ディスカッション 7
 9回 実践報告、ディスカッション 8
10回 実践報告、ディスカッション 9
11回 実践報告、ディスカッション 10
12回 実践報告、ディスカッション 11
13回 実践報告、ディスカッション 12
14回 実践報告、ディスカッション 13
15回 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

活動への積極的な取り組み：70%
レポート(会議録,活動日誌等の作成・提出を含む)：30%

成績評価の方法　/Assessment Method

実習中の活動を円滑に行うためには、事前の計画立案と目標設定、関係者等との連絡調整、事後のふりかえりなどが重要です。そのため、準備
等は、事前・事後学習として行っていただきます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業以外にも多くの行事に参加するなかで、住民のみなさんとの協働を進めています。そのため、授業時間外での活動（課外活動）も多いです
が、自己を高めるためにも積極的に参加してください。

履修上の注意　/Remarks

662301 /



地域マネジメント実践論Ⅱ（猪倉） 【昼】
専門基幹科目

地域の中で「学ばせていただいている」という謙虚な気持ちを忘れずに活動してください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662301 /



地域マネジメント実践論Ⅱ（ESDプロモート） 【昼】 専門基幹科目

/Instructor
眞鍋・勅使河原担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　本実践論では、「持続可能な開発のための教育 (Education for Sustainable Development：ESD)」の実践に取り組みます。本実践論は、全市的
にESDを浸透させていくミッションを掲げている「北九州ESD協議会」においてサブコーディネーターの役割を担い、協議会における活動の企
画および実践に携わります。
　現代の社会においては、少子高齢化、コミュニティの崩壊、生物多様性の担保、CO2削減、ダイバーシティ等、さまざまな課題が存在してい
ます。本実習では、さまざまな社会的課題の解決をめざすこと、すなわち「持続可能な開発目標　（Sustainable Development
Goals：SDGs）」について学び、SDGsの達成に寄与するESDを実践します。
　2年次には、チームマネジメントを重視して実習に取り組みます。自分自身の活動の質の向上のみならず、チームとしての成果を最大化するた
めに活動します。
　本実践論では、実践の活動をふりかえり、成果や課題を抽出したうえで言語化および概念化を図り、今後の活動の質向上に努めます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

日能研　『SDGs（国連　世界の未来を変えるための17の目標）2030年までのゴール』　みくに出版　2017年　￥1,000
その他、適宜関連する書籍を提示します。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第 1 回　ガイダンス
第 2 回～第14回　学びと実践
第15回　全体のふりかえりとまとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実践活動やミーティングへの参加状況…60％
授業(プロジェクト)の成果物…40％

成績評価の方法　/Assessment Method

【ミーティング前】各自の役割をふまえて、余裕をもって資料の準備等をしてください。
【ミーティング後】指摘事項について検討を重ね、企画等を練り直してください。
【活動前】毎回の活動目標をしっかり意識し、入念に準備したうえで活動に取り組んでください。
【活動後】活動目標の達成状況について十分なふりかえりをし、話し合いによって共有するとともに、学び得たことを記録してください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

・通常のミーティング等、話し合い形式の場においては、飲食および私語を慎んでください(健康上の理由等により水分補給等必要な場合は申し
出てください)。
・地域活動は、さまざまな立場や年代の人々と接する機会が非常に多くあります。学ぶ者としての謙虚な姿勢を忘れず、挨拶、ことば遣い（と
くに敬語の用い方）、話し方や表情、身だしなみ（華美にしないこと）、名刺の携行等、よい印象をもたれるようなマナーを心がけて実習に臨
みましょう。
・漫然と無理な活動をすることなく、時間と健康の管理に努めましょう。

履修上の注意　/Remarks

662302 /



地域マネジメント実践論Ⅱ（ESDプロモート） 【昼】 専門基幹科目

　プロジェクトマネジメント、ファシリテーション等の手法といった活動の基盤となるものを身につけつつ、SDGsとそれを解決するための
ESDという実践的な専門分野の知識や方法について、学びを深めてほしいと思います。
　ESD協議会の企画に主体的に参加するとともに、各自が関心のある分野について、ESD実践につながる自主企画等を提案することを望みます
。
　地域のさまざまな世代や立場の人々と交流し、実習メンバーの上級生および下級生と協働する貴重な機会を尊びかつ楽しんでください。
　2年次からは、リーダーとしてのふるまいが求められます。自分自身が第一線で活動することにとどまらず、下級生の活動やふるまいに対する
マネジメントや、チームマネジメントの視点が求められます。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

持続可能な開発のための教育（ESD）、持続可能な開発目標（SDGs）、「北九州ESD協議会」、サブコーディネーター
キーワード　/Keywords

662302 /



地域マネジメント実践論Ⅱ（キタプロ） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋・蓮本担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

実習において実践している活動を取り上げ、企画立案やふりかえりを行います。また、StartupWeekendなどを通して、企画を練り上げる過程な
ども学びます。そのため、各自の能力の向上にとどまらず、プロジェクトマネジメントの視点や、地域課題に対してどのようなアプローチがで
きるのかなどを、グループワーク等を交えて検討します。
加えて、活動成果や課題を抽出、言語化概念化に努め、今後の活動の質的向上を図ります。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜レジュメ、資料を配付します。

適宜関連する書籍等を提示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1回 ガイダンス
 2回 実践報告、ディスカッション 1
 3回 実践報告、ディスカッション 2
 4回 実践報告、ディスカッション 3
 5回 実践報告、ディスカッション 4
 6回 実践報告、ディスカッション 5
 7回 実践報告、ディスカッション 6
 8回 実践報告、ディスカッション 7
 9回 実践報告、ディスカッション 8
10回 実践報告、ディスカッション 9
11回 実践報告、ディスカッション 10
12回 実践報告、ディスカッション 11
13回 実践報告、ディスカッション 12
14回 実践報告、ディスカッション 13
15回 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実践活動やミーティングへの参加状況…60％
授業(プロジェクト)の成果物…40％

成績評価の方法　/Assessment Method

実習中の活動を円滑に行うためには、事前の計画立案と目標設定、関係者等との連絡調整、事後のふりかえりなどが重要です。そのため、準備
等は、事前・事後学習として行っていただきます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

662303 /



地域マネジメント実践論Ⅱ（キタプロ） 【昼】
専門基幹科目

活動の中で多くの方々から「学ばせていただいている」という謙虚な気持ちを忘れずに活動してください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662303 /



地域マネジメント実践論Ⅱ（北スマ） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋・蓮本担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

実習において実践している活動を取り上げ、企画立案やふりかえりを行います。そのため、食に関する勉強会の実施や、地域課題にへのアプロ
ーチについてグループワーク等を交えて検討します。
加えて、活動成果や課題を抽出、言語化概念化に努め、今後の活動の質的向上を図ります。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜レジュメ、資料を配付します。

適宜関連する書籍等を提示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1回 ガイダンス
 2回 実践報告、ディスカッション 1
 3回 実践報告、ディスカッション 2
 4回 実践報告、ディスカッション 3
 5回 実践報告、ディスカッション 4
 6回 実践報告、ディスカッション 5
 7回 実践報告、ディスカッション 6
 8回 実践報告、ディスカッション 7
 9回 実践報告、ディスカッション 8
10回 実践報告、ディスカッション 9
11回 実践報告、ディスカッション 10
12回 実践報告、ディスカッション 11
13回 実践報告、ディスカッション 12
14回 実践報告、ディスカッション 13
15回 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

活動への積極的な取り組み：70%
レポート(会議録,活動日誌等の作成・提出を含む)：30%

成績評価の方法　/Assessment Method

実習中の活動を円滑に行うためには、事前の計画立案と目標設定、関係者等との連絡調整、事後のふりかえりなどが重要です。そのため、準備
等は、事前・事後学習として行っていただきます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

別途有志による食に関する資格試験等の勉強会を行っています。自己を高めるためにも積極的に参加してください。
履修上の注意　/Remarks

活動の中で多くの方々から「学ばせていただいている」という謙虚な気持ちを忘れずに活動してください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

662304 /



地域マネジメント実践論Ⅱ（北スマ） 【昼】
専門基幹科目

キーワード　/Keywords

662304 /



地域マネジメント実践論Ⅱ（学び支援） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
廣渡・未定担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本演習では、「子どもの学び」支援プロジェクトの活動を実施しながら、プロジェクト全体とそのマネジメントについて、1学期から続くチーム
の中心的な立場から振り返る。また、地域の現状と課題についてチームで議論を行い、地域マネジメントの進め方について考える。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

適宜、紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　：　オリエンテーション
　２回～１４回　：　活動報告と振り返り、ディスカッション
１５回　：　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習への取り組み状況（振り返りレポートを含む）　…　80％
積極的な演習や地域活動への参加　…　20％

成績評価の方法　/Assessment Method

演習開始前までに、予め必要な資料を準備し、活動内容を振り返っておくこと。
演習終了後には、演習中に学んだことを整理し、レポートにまとめること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

本演習では、地域活動の状況について報告してもらい、その内容について振り返る。受講生の活動状況や理解度に応じて、演習計画や演習内容
を変更することがある。その場合は、演習中に説明する。また、正規の演習時間外（土曜日や日曜日、夏季休暇期間などを含む）に、チームで
地域活動や課題などに取り組んでもらう。地域で活動している団体と連携しながら計画を進めていくため、責任ある行動が期待される。このた
め、積極的な報告、連絡、相談が必要になる。自ら進んでその機会を作って欲しい。また、多様な知識や経験を得るために、主たるテーマ以外
の地域活動や課題などに取り組んでもらうことがある。その際には、積極的に参加して欲しい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

子ども　地域　プロジェクト
キーワード　/Keywords

662305 /



地域マネジメント実践論Ⅱ（広報） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋　和博 / MANABE　KAZUHIRO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

地域創生学群の実習は、地域創生学群で学習を深めていくための基礎的な能力、技術、考え方、行動規範などを学びます。その学び方としては
、あるテーマに基づき、学習と実践の往還をしながら学んでいきます。学習に関しては、教員が直接指導するというよりは、先輩学生から学ん
だり、自分で学びを深めていくことが多いと考えてください。また、実践は、ルーティンワークとプロジェクトを同時並行させることが特徴で
す。豊富な経験を積みながら、学びと実践の質を圧倒的に高めていきます。
広報実習は、オープンキャンパス等の広報イベント企画実施、WEBサイトや地創事書のような広報メディアの制作を中心に活動していただきま
す。
能力としては、コミュニケーション能力、チームビルディング、デレクション等を学びます。
技術としては、プレゼンテーション、HTML、デザイン、イベントプランニング等を獲得します。
考え方としては、ホスピタリティや、マーケティング志向などを学びます。
行動規範としは、人の人生にかかわることの重要性等を学びます。
以上のように、広報という機会を通じて、様々な学びと実践を経験します。
そして、実習(実践)の成果や課題をしっかりと振り返り、次の実習(実践)に活かしていきます。
定期的なもの、不定期なもの、いずれかのミーティングや、担当教員との面談を通じて行います。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特にありません。

特にありませんが、プロジェクトに関連する書籍、資料を積極的に読んでください。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第01回　ガイダンス
第02回～第14回　学びと振返り
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実践活動やミーティングへの参加状況…60％
授業(プロジェクト)についての振り返りの成果物…40％

成績評価の方法　/Assessment Method

各人のタスクに必要な書籍を積極的に読んでください。
また、振り返りの機会を定期的に設けますので、そこで学びや実践の獲得を確認します。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

662306 /



地域マネジメント実践論Ⅱ（広報） 【昼】
専門基幹科目

キーワード　/Keywords

662306 /



地域マネジメント実践論Ⅱ（小倉） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
片岡　寛之 / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

主に小倉活性化プロジェクトで各自が実践している課題を取り上げ、特にPDCAサイクルのCに当たる振り返りを行い、さらにはA、次に取るべ
きステップについて、受講生全員で議論します。

2年生のみなさんは、プロジェクトの目的やゴールをしっかりと意識して、そこに向けた戦略をストーリーとして描くことを学んでもらいます。
加えて、プロジェクトを推進していく際のチームマネジメントについても実践を通じて学んでもらいます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しません。各回、授業の中で資料を配布することがあります。

適宜、指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第01回　オリエンテーション
第02回〜第14回　 実践報告、ディスカッション
第15回   まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中に取り組む課題の達成度…50％
積極的な演習への参加(指導的実習プログラムへの取り組みを含む)…50％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前）チームビルディング、地域における活動・事業のマネジメントに関する書籍等を読んで学習しておいてください。
事後）自分たちの活動による成果・効果、改善点等について、学期末に振り返りを行います。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

正規の授業時間以外に個別の学習・実習テーマが与えられることがあります。
地域においてチームで活動していく際に必要な考え方、技術、スキル等を学ぶ機会を授業中に組み入れていきます。

履修上の注意　/Remarks

3年次にチャレンジプログラムに挑戦することを意識して、これまでの活動で学んだことや気づきについて、しっかりとした自分自身の振り返り
を行って下さい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662307 /



地域マネジメント実践論Ⅱ（門司） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
西田　心平 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本実践論では、門司商店街活性化プロジェクトの活動を実施しながら、プロジェクト全体とそのマネジメントについて、1学期から続くチームの
中心的な立場から振り返る。また、地域の現状と課題についてチームで議論を行い、地域マネジメントとは何かを考える。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

適宜、紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　：　オリエンテーション
　２回～１４回　：　地域活動報告とディスカッション
１５回　：　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習の取り組み状況（振り返りレポートを含む）　…　70％
積極的な演習や地域活動への参加　…　30％

成績評価の方法　/Assessment Method

実習に関連する情報収集を行うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

特になし
履修上の注意　/Remarks

本実践論では、地域活動の状況について報告してもらい、その内容について振り返る。受講生の活動状況や理解度に応じて、演習計画や演習内
容を変更することがある。その際には、演習中に説明する。また、正規の演習時間外（土曜日や日曜日、夏季や冬季の休暇期間などを含む）に
、チームで地域活動や課題などに取り組んでもらうことがある。地域で活動している団体と連携しながら計画を進めていくため、責任ある行動
が期待される。このため、積極的な報告、連絡、相談が必要になる。自ら進んでその機会を作ってほしい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

門司港　観光開発　商店街　地域との連携
キーワード　/Keywords

662308 /



地域マネジメント実践論Ⅱ（まちあるき） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
小林　敏樹 / Toshiki Kobayashi / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

まちあるきを学び、実践し、そして科学する実習。
自らまちあるきの企画を立案し、そのクオリティを高めていく実習活動を行う。
まちあるきに関する文献の輪読、地域の徹底した調査分析を通して、知的好奇心をくすぐり、シビックプライドの向上、まちのにぎわいづくり
にも寄与するようなまちあるきの実践活動を目指す。
そのほか、実習のルーティンワーク以外に企業等と連携したまちあるきに関連するプロジェクトの企画立案、実施も積極的に行う予定。その際
は、プロジェクトのリーダーとしての役割も期待する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない。

〇茶谷幸治（2012）「「まち歩き」をしかける: コミュニティ・ツーリズムの手ほどき」学芸出版社
その他、実習、プロジェクトに関連する書籍、資料を積極的に読むこと。
また、図書館2階の〇〇学がわかるコーナーに「まちあるきがわかる、まちあるきが創れるコーナー」を設置しているのでそちらも積極的に利用
すること。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第01回　ガイダンス
第02回～第14回　学びと振返り
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実践活動やミーティングへの参加状況：30％
成果物：40％
積極性：30％

成績評価の方法　/Assessment Method

入念な事前学習（準備）と、実習（実践）の成果や課題を振り返り、次の実習（実践）に活かす事後学習が大切。
PDCA、プロジェクトマネジメント、チームビルディング等も意識した事前・事後学習を進めること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修者の習得状況や、企業等との連携によるプロジェクトの進捗状況により、実習の内容を一部変更する場合もある。
履修上の注意　/Remarks

日常の生活においても、多様な着眼点から、まちや地域をみることを通して、まちや地域に対する観察力を身に着けよう。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

まちあるき、まちづくり、観光、PDCA、プロジェクトマネジメント、地域調査、インバウンド、シビックプライド
キーワード　/Keywords

662309 /



地域マネジメント実践論Ⅱ（モビリティ） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
内田　晃 / AKIRA UCHIDA / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

モビリティプロジェクトにおいて各自が立ち向かっている地域課題、その解決のために実践している取り組みを振り返り、よりよい課題解決の
ための方策を全員で議論します。

２年生の皆さんはこれまでの活動を分析・精査し、新たな課題や目的意識を掲げ、課題解決に向けたロードマップを作成していきます。さらに
地域課題を解決する創造性あふれる方策をより実践的なアプローチで実施していきます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし

適宜、本の紹介や資料の配布をします。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：ガイダンス（実習の目的や活動方針の説明）
第2回～第14回：実習活動の実践
第15回：総括（活動の振り返りと次学期に向けての方針検討）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

事前・事後学習への意欲、姿勢・・・30％
授業に取り組む姿勢、態度・・・30％
実習活動への貢献度及び目標達成度・・・40％

成績評価の方法　/Assessment Method

前回講義で指摘された課題について、その解決策一つ一つをチームで役割分担を決めて取り組むこと。少しでも翌週以降に進展があることを意
識することが重要です。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

モビリティは自らが体験することが必要不可欠です。常に利用者の視点に立って考えられるように、日頃から意識して交通手段を使い、まちの
姿を観察してください。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662310 /



地域マネジメント実践論Ⅱ（421Lab.） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
石川　敬之 / 地域共生教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

地域共生教育センターの学生運営スタッフとして、地域共生教育センター内、および地域にて実習を行います。
センターの運営業務や地域活動に参加し、他の運営スタッフや地域の方々と協働しながら、その実践的活動を通じて様々な知識やスキルの獲得
を目指します。また、実際の活動に取り組む際のマナーや心構えなども学んでいきます。
多くの活動にかかわり、かつその振り返りを行うことで、座学だけでは得られない学びを経験していきます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示する。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回
 オリエンテーション

第２回～第１４回 の各回では、地域共生教育センター、および地域にて以下のような実践活動を行う。
①学生運営スタッフとして地域共生教育センターの運営業務を担う。
②地域活動プロジェクトのメンバーとして地域の方と一緒に地域活動を行う。
③週一回の全体ミーティングにて報告、議論を行う。
④短期の地域ボランティア活動に参加する
⑤上記以外で必要となる諸活動

第１５回
振り返り研修

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実習に対する参加貢献度（１００％）
成績評価の方法　/Assessment Method

実習に参加する際には、事前に自らの担当業務内容をしっかりと把握し、準備しておくことが必要です。
そのうえで、当日、スムーズに業務に入れるようにしてください。
また実習後は、当日の活動の振り返りを行い、反省点などを踏まえて、次の実習に活かせるようにして下さい。
他の実習メンバーへの申し送りや情報共有なども重要な作業となります。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662311 /



地域マネジメント実践論Ⅱ（421Lab.） 【昼】
専門基幹科目

本基礎演習は、地域共生教育センターでの実習となります。
センターの運営スタッフとして幅広い業務を担い、その活動を通じて自律的な学びに取り組んでもらいます。
地域共生教育センターでは、地域の方々との協働プロジェクトを多く進めていますので、
ミーティングへの出席や資料づくり、また報告書の作成など、授業時間以外の活動が多くあります。
履修者は、責任感を持って、事前、事後活動にも積極的に取り組んでください。

履修上の注意　/Remarks

本基礎演習は、通常の演習とは異なり、実習の形をとります。
地域での活動も多くありますので、実習時間以外にも多くの活動が存在します。
そのため細かなスケジュール管理が必要になってきますが、
忙しくて大変である半面、仲間との協働作業を通じては多くの知識や経験を得られます。
関心のあるかたは、一度、地域共生教育センター（４２１Ｌａｂ．）に来て、
学生運営スタッフから直接話を聞いてみてください。
また、４２１Ｌａｂ．が企画する各プロジェクトに参加されるもの良いかもしれません。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

地域活動、協働、セルフマネジメント、リフレクション
キーワード　/Keywords

662311 /



地域マネジメント実践論Ⅲ（猪倉） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋・蓮本担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

実習において実践している活動を取り上げ、企画立案やふりかえりを行います。そのため、各自の能力の向上にとどまらず、プロジェクトマネ
ジメントの視点や、地域課題に対してどのようなアプローチができるのかなどを、グループワーク等を交えて全員で検討します。
加えて、活動成果や課題を抽出、言語化概念化に努め、今後の活動の質的向上を図ります。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜レジュメ、資料を配付します。

適宜関連する書籍等を提示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1回 ガイダンス
 2回 実践報告、ディスカッション 1
 3回 実践報告、ディスカッション 2
 4回 実践報告、ディスカッション 3
 5回  実践報告、ディスカッション 4
 6回 実践報告、ディスカッション 5
 7回 実践報告、ディスカッション 6
 8回 実践報告、ディスカッション 7
 9回 実践報告、ディスカッション 8
10回 実践報告、ディスカッション 9
11回 実践報告、ディスカッション 10
12回 実践報告、ディスカッション 11
13回 実践報告、ディスカッション 12
14回 実践報告、ディスカッション 13
15回 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

活動への積極的な取り組み：70%
レポート(会議録,活動日誌等の作成・提出を含む)：30%

成績評価の方法　/Assessment Method

実習中の活動を円滑に行うためには、事前の計画立案と目標設定、関係者等との連絡調整、事後のふりかえりなどが重要です。そのため、準備
等は、事前・事後学習として行っていただきます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業以外にも多くの行事に参加するなかで、住民のみなさんとの協働を進めています。そのため、授業時間外での活動（課外活動）も多いです
が、自己を高めるためにも積極的に参加してください。

履修上の注意　/Remarks

662312 /



地域マネジメント実践論Ⅲ（猪倉） 【昼】
専門基幹科目

地域の中で「学ばせていただいている」という謙虚な気持ちを忘れずに活動してください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662312 /



地域マネジメント実践論Ⅲ（ESDプロモート） 【昼】 専門基幹科目

/Instructor
眞鍋・勅使河原担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　本実践論では、「持続可能な開発のための教育 (Education for Sustainable Development：ESD)」の実践に取り組みます。本実践論は、全市的
にESDを浸透させていくミッションを掲げている「北九州ESD協議会」においてサブコーディネーターの役割を担い、協議会における活動の企
画および実践に携わります。
　現代の社会においては、少子高齢化、コミュニティの崩壊、生物多様性の担保、CO2削減、ダイバーシティ等、さまざまな課題が存在してい
ます。本実習では、さまざまな社会的課題の解決をめざすこと、すなわち「持続可能な開発目標　（Sustainable Development
Goals：SDGs）」について学び、SDGsの達成に寄与するESDを実践します。
　3年次には、チームと地域の関係性に関心を向け、地域における自分たちの活動の位置づけをふまえて実践すること、地域のニーズに応じた活
動を展開すること等の問題意識をもって活動していただきます。
　本実践論では、実践の活動をふりかえり、成果や課題を抽出したうえで言語化および概念化を図り、今後の活動の質向上に努めます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

日能研　『SDGs（国連　世界の未来を変えるための17の目標）2030年までのゴール』　みくに出版　2017年　￥1,000
その他、適宜関連する書籍を提示します。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第 1 回　ガイダンス
第 2 回～第14回　学びと実践
第15回　全体のふりかえりとまとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実践活動やミーティングへの参加状況…60％
授業(プロジェクト)の成果物…40％

成績評価の方法　/Assessment Method

【ミーティング前】各自の役割をふまえて、余裕をもって資料の準備等をしてください。
【ミーティング後】指摘事項について検討を重ね、企画等を練り直してください。
【活動前】毎回の活動目標をしっかり意識し、入念に準備したうえで活動に取り組んでください。
【活動後】活動目標の達成状況について十分なふりかえりをし、話し合いによって共有するとともに、学び得たことを記録してください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662313 /



地域マネジメント実践論Ⅲ（ESDプロモート） 【昼】 専門基幹科目

・通常のミーティング等、話し合い形式の場においては、飲食および私語を慎んでください(健康上の理由等により水分補給等必要な場合は申し
出てください)。
・地域活動は、さまざまな立場や年代の人々と接する機会が非常に多くあります。学ぶ者としての謙虚な姿勢を忘れず、挨拶、ことば遣い（と
くに敬語の用い方）、話し方や表情、身だしなみ（華美にしないこと）、名刺の携行等、よい印象をもたれるようなマナーを心がけて実習に臨
みましょう。
・漫然と無理な活動をすることなく、時間と健康の管理に努めましょう。

履修上の注意　/Remarks

　プロジェクトマネジメント、ファシリテーション等の手法といった活動の基盤となるものを身につけつつ、SDGsとそれを解決するための
ESDという実践的な専門分野の知識や方法について、学びを深めてほしいと思います。
　ESD協議会の企画に主体的に参加するとともに、各自が関心のある分野について、ESD実践につながる自主企画等を提案することを望みます
。
　地域のさまざまな世代や立場の人々と交流し、実習メンバーと協働する貴重な機会を尊びかつ楽しんでください。
　3年次には、2年次より培ってきたリーダーシップを十分に発揮し、チーム全体をマネジメントできる力が求められます。ESDにおいて求めら
れる参加体験型の「学びあい」について、効果の高いアプローチを実践できるようになるため、知識を深め、実践知を積み上げていただきたい
と思います。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

持続可能な開発のための教育（ESD）、持続可能な開発目標（SDGs）、「北九州ESD協議会」、サブコーディネーター
キーワード　/Keywords

662313 /



地域マネジメント実践論Ⅲ（キタプロ） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋・蓮本担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

実習において実践している活動を取り上げ、企画立案やふりかえりを行います。また、StartupWeekendなどを通して、企画を練り上げる過程な
ども学びます。そのため、各自の能力の向上にとどまらず、プロジェクトマネジメントの視点や、地域課題に対してどのようなアプローチがで
きるのかなどを、グループワーク等を交えて検討します。
加えて、活動成果や課題を抽出、言語化概念化に努め、今後の活動の質的向上を図ります。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜レジュメ、資料を配付します。

適宜関連する書籍等を提示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1回 ガイダンス
 2回 実践報告、ディスカッション 1
 3回 実践報告、ディスカッション 2
 4回 実践報告、ディスカッション 3
 5回 実践報告、ディスカッション 4
 6回 実践報告、ディスカッション 5
 7回 実践報告、ディスカッション 6
 8回 実践報告、ディスカッション 7
 9回 実践報告、ディスカッション 8
10回 実践報告、ディスカッション 9
11回 実践報告、ディスカッション 10
12回 実践報告、ディスカッション 11
13回 実践報告、ディスカッション 12
14回 実践報告、ディスカッション 13
15回 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

活動への積極的な取り組み：70%
レポート(会議録,活動日誌等の作成・提出を含む)：30%

成績評価の方法　/Assessment Method

実習中の活動を円滑に行うためには、事前の計画立案と目標設定、関係者等との連絡調整、事後のふりかえりなどが重要です。そのため、準備
等は、事前・事後学習として行っていただきます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

662314 /



地域マネジメント実践論Ⅲ（キタプロ） 【昼】
専門基幹科目

活動の中で多くの方々から「学ばせていただいている」という謙虚な気持ちを忘れずに活動してください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662314 /



地域マネジメント実践論Ⅲ（北スマ） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋・蓮本担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

実習において実践している活動を取り上げ、企画立案やふりかえりを行います。そのため、食に関する勉強会の実施や、地域課題にへのアプロ
ーチについてグループワーク等を交えて検討します。
加えて、活動成果や課題を抽出、言語化概念化に努め、今後の活動の質的向上を図ります。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜レジュメ、資料を配付します。

適宜関連する書籍等を提示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1回 ガイダンス
 2回 実践報告、ディスカッション 1
 3回 実践報告、ディスカッション 2
 4回 実践報告、ディスカッション 3
 5回 実践報告、ディスカッション 4
 6回 実践報告、ディスカッション 5
 7回 実践報告、ディスカッション 6
 8回 実践報告、ディスカッション 7
 9回 実践報告、ディスカッション 8
10回 実践報告、ディスカッション 9
11回 実践報告、ディスカッション 10
12回 実践報告、ディスカッション 11
13回 実践報告、ディスカッション 12
14回 実践報告、ディスカッション 13
15回 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

活動への積極的な取り組み：70%
レポート(会議録,活動日誌等の作成・提出を含む)：30%

成績評価の方法　/Assessment Method

実習中の活動を円滑に行うためには、事前の計画立案と目標設定、関係者等との連絡調整、事後のふりかえりなどが重要です。そのため、準備
等は、事前・事後学習として行っていただきます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

別途有志による食に関する資格試験等の勉強会を行っています。自己を高めるためにも積極的に参加してください。
履修上の注意　/Remarks

活動の中で多くの方々から「学ばせていただいている」という謙虚な気持ちを忘れずに活動してください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

662315 /



地域マネジメント実践論Ⅲ（北スマ） 【昼】
専門基幹科目

キーワード　/Keywords

662315 /



地域マネジメント実践論Ⅲ（学び支援） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
廣渡・未定担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本演習では、「子どもの学び」支援プロジェクトの活動を実施しながら、プロジェクト全体とそのマネジメントについて、新しいメンバーを迎
えたチームの指導的な立場から振り返る。また、地域の現状と課題についてチームで議論を行い、地域マネジメントの在り方について深く考え
る。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

適宜、紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　：　オリエンテーション
　２回～１４回　：　活動報告と振り返り、ディスカッション
１５回　：　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習への取り組み状況（振り返りレポートを含む）　…　80％
積極的な演習や地域活動への参加　…　20％

成績評価の方法　/Assessment Method

演習開始前までに、予め必要な資料を準備し、活動内容を振り返っておくこと。
演習終了後には、演習中に学んだことを整理し、レポートにまとめること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

本演習では、地域活動の状況について報告してもらい、その内容について振り返る。受講生の活動状況や理解度に応じて、演習計画や演習内容
を変更することがある。その場合は、演習中に説明する。また、正規の演習時間外（土曜日や日曜日、夏季休暇期間などを含む）に、チームで
地域活動や課題などに取り組んでもらう。地域で活動している団体と連携しながら計画を進めていくため、責任ある行動が期待される。このた
め、積極的な報告、連絡、相談が必要になる。自ら進んでその機会を作って欲しい。また、多様な知識や経験を得るために、主たるテーマ以外
の地域活動や課題などに取り組んでもらうことがある。その際には、積極的に参加して欲しい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

子ども　地域　プロジェクト
キーワード　/Keywords

662316 /



地域マネジメント実践論Ⅲ（広報） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋　和博 / MANABE　KAZUHIRO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

地域創生学群の実習は、地域創生学群で学習を深めていくための基礎的な能力、技術、考え方、行動規範などを学びます。その学び方としては
、あるテーマに基づき、学習と実践の往還をしながら学んでいきます。学習に関しては、教員が直接指導するというよりは、先輩学生から学ん
だり、自分で学びを深めていくことが多いと考えてください。また、実践は、ルーティンワークとプロジェクトを同時並行させることが特徴で
す。豊富な経験を積みながら、学びと実践の質を圧倒的に高めていきます。
広報実習は、オープンキャンパス等の広報イベント企画実施、WEBサイトや地創事書のような広報メディアの制作を中心に活動していただきま
す。
能力としては、コミュニケーション能力、チームビルディング、デレクション等を学びます。
技術としては、プレゼンテーション、HTML、デザイン、イベントプランニング等を獲得します。
考え方としては、ホスピタリティや、マーケティング志向などを学びます。
行動規範としは、人の人生にかかわることの重要性等を学びます。
以上のように、広報という機会を通じて、様々な学びと実践を経験します。
そして、実習(実践)の成果や課題をしっかりと振り返り、次の実習(実践)に活かしていきます。
定期的なもの、不定期なもの、いずれかのミーティングや、担当教員との面談を通じて行います。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特にありません。

特にありませんが、プロジェクトに関連する書籍、資料を積極的に読んでください。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第01回　ガイダンス
第02回～第14回　学びと振返り
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実践活動やミーティングへの参加状況…60％
授業(プロジェクト)についての振り返りの成果物…40％

成績評価の方法　/Assessment Method

各人のタスクに必要な書籍を積極的に読んでください。
また、振り返りの機会を定期的に設けますので、そこで学びや実践の獲得を確認します。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

662317 /



地域マネジメント実践論Ⅲ（広報） 【昼】
専門基幹科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662317 /



地域マネジメント実践論Ⅲ（小倉） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
片岡　寛之 / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

主に小倉活性化プロジェクトで各自が実践している課題を取り上げ、特にPDCAサイクルのCに当たる振り返りを行い、さらにはA、次に取るべ
きステップについて、受講生全員で議論します。

3年生のみなさんは、このプロジェクトの効果として、地域課題の解決にどれくらい寄与できたのかを検証し、その結果をもとに改善策の検討、
創造的な活動プランの検討を行って下さい。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しません。各回、授業の中で資料を配布することがあります。

適宜、指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第01回　オリエンテーション
第02回〜第14回　 実践報告、ディスカッション
第15回   まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中に取り組む課題の達成度…50％
積極的な演習への参加(指導的実習プログラムへの取り組みを含む)…50％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前）事業運営や経営に関する書籍を読んで学習しておいてください。
事後）学期末に活動に関する振り返りを行います。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

正規の授業時間以外に個別の学習・実習テーマが与えられることがあります。
地域においてチームで活動していく際に必要な考え方、技術、スキル等を学ぶ機会を授業中に組み入れていきます。

履修上の注意　/Remarks

「創造」を強く意識して下さい。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662318 /



地域マネジメント実践論Ⅲ（門司） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
西田　心平 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本実践論では、門司商店街活性化プロジェクトの活動を実施しながら、プロジェクト全体とそのマネジメントについて、新しいメンバーを迎え
たチームの指導的な立場から振り返る。また、地域の現状と課題についてチームで議論を行い、地域マネジメントについて深く考える。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

適宜、紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　：　オリエンテーション
　２回～１４回　：　地域活動報告とディスカッション
１５回　：　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習の取り組み状況（振り返りレポートを含む）　…　70％
積極的な演習や地域活動への参加　…　30％

成績評価の方法　/Assessment Method

実習に関連する情報収集を行うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

特になし
履修上の注意　/Remarks

本実践論では、地域活動の状況について報告してもらい、その内容について振り返る。受講生の活動状況や理解度に応じて、演習計画や演習内
容を変更することがある。その際には、演習中に説明する。また、正規の演習時間外（土曜日や日曜日、夏季休暇期間などを含む）に、チーム
で地域活動や課題などに取り組んでもらうことがある。地域で活動している団体と連携しながら計画を進めていくため、責任ある行動が期待さ
れる。このため、積極的な報告、連絡、相談が必要になる。自ら進んでその機会を作ってほしい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

門司港　観光開発　商店街　地域と連携
キーワード　/Keywords

662319 /



地域マネジメント実践論Ⅲ（まちあるき） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
小林　敏樹 / Toshiki Kobayashi / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

まちあるきを実践し、そして科学する実習。
自らのまちあるきの企画のクオリティをより高めていく実習活動を行うとともに、自らのまちあるきの企画の特性を活かした更なる展開も視野
に入れつつ、各自の興味関心等も鑑みながら、シビックプライドの向上、まちのにぎわいづくりにも寄与するような積極的な実習活動を実践す
る。
また、実質的なチームのまとめ役でもあり、自らの経験を活かした下級生の実習のサポートも実習の大事なテーマとなる。
そのほか、実習のルーティンワーク以外に企業等と連携したまちあるきに関連するプロジェクトの企画立案、実施も積極的に行う予定。その際
は、プロジェクトのリーダーとしての役割も期待する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない。

特に指定しないが、各自のまちあるきのテーマや企業等と連携したプロジェクトに関連する書籍、資料を積極的に読むこと。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第01回　ガイダンス
第02回～第14回　学びと振返り
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実践活動やミーティングへの参加状況：30％
成果物：40％
積極性：30％

成績評価の方法　/Assessment Method

入念な事前学習（準備）と、実習（実践）の成果や課題を振り返り、次の実習（実践）に活かす事後学習が大切。
PDCA、プロジェクトマネジメント、チームビルディング等も意識した事前・事後学習を進めること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修者の習得状況や、企業等との連携によるプロジェクトの進捗状況により、実習の内容を一部変更する場合もある。
履修上の注意　/Remarks

日常の生活においても、多様な着眼点から、まちや地域をみることを通して、まちや地域に対する観察力を身に着けよう。
自らの将来の目標を常に念頭に置きながら、本実習での実践活動を行っていくことが大切。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

まちあるき、まちづくり、観光、PDCA、プロジェクトマネジメント、地域調査、インバウンド、シビックプライド
キーワード　/Keywords

662320 /



地域マネジメント実践論Ⅲ（モビリティ） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
内田　晃 / AKIRA UCHIDA / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

モビリティプロジェクトにおいて各自が立ち向かっている地域課題、その解決のために実践している取り組みを振り返り、よりよい課題解決の
ための方策を全員で議論します。

３年生の皆さんはこれまでの活動を総括し、自分たちの活動が地域にどのような変化をおもたらしたのか、どのような波及効果を与えたのかに
ついて検証します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし

適宜、本の紹介や資料の配布をします。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：ガイダンス（実習の目的や活動方針の説明）
第2回～第14回：実習活動の実践
第15回：総括（活動の振り返りと次学期に向けての方針検討）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

事前・事後学習への意欲、姿勢・・・30％
授業に取り組む姿勢、態度・・・30％
実習活動への貢献度及び目標達成度・・・40％

成績評価の方法　/Assessment Method

前回講義で指摘された課題について、その解決策一つ一つをチームで役割分担を決めて取り組むこと。少しでも翌週以降に進展があることを意
識することが重要です。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

モビリティは自らが体験することが必要不可欠です。常に利用者の視点に立って考えられるように、日頃から意識して交通手段を使い、まちの
姿を観察してください。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662321 /



地域マネジメント実践論Ⅲ（421Lab.） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
石川　敬之 / 地域共生教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

地域共生教育センターの学生運営スタッフとして、地域共生教育センター内、および地域にて実習を行います。
センターの運営業務や地域活動に参加し、他の運営スタッフや地域の方々と協働しながら、その実践的活動を通じて様々な知識やスキルの獲得
を目指します。また、実際の活動に取り組む際のマナーや心構えなども学んでいきます。
多くの活動にかかわり、かつその振り返りを行うことで、座学だけでは得られない学びを経験していきます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示する。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回
 オリエンテーション

第２回～第１４回 の各回では、地域共生教育センター、および地域にて以下のような実践活動を行う。
①学生運営スタッフとして地域共生教育センターの運営業務を担う。
②地域活動プロジェクトのメンバーとして地域の方と一緒に地域活動を行う。
③週一回の全体ミーティングにて報告、議論を行う。
④短期の地域ボランティア活動に参加する
⑤上記以外で必要となる諸活動

第１５回
振り返り研修

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実習に対する参加貢献度（１００％）
成績評価の方法　/Assessment Method

実習に参加する際には、事前に自らの担当業務内容をしっかりと把握し、準備しておくことが必要です。
そのうえで、当日、スムーズに業務に入れるようにしてください。
また実習後は、当日の活動の振り返りを行い、反省点などを踏まえて、次の実習に活かせるようにして下さい。
他の実習メンバーへの申し送りや情報共有なども重要な作業となります。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662322 /



地域マネジメント実践論Ⅲ（421Lab.） 【昼】
専門基幹科目

本基礎演習は、地域共生教育センターでの実習となります。
センターの運営スタッフとして幅広い業務を担い、その活動を通じて自律的な学びに取り組んでもらいます。
地域共生教育センターでは、地域の方々との協働プロジェクトを多く進めていますので、
ミーティングへの出席や資料づくり、また報告書の作成など、授業時間以外の活動が多くあります。
履修者は、責任感を持って、事前、事後活動にも積極的に取り組んでください。

履修上の注意　/Remarks

本基礎演習は、通常の演習とは異なり、実習の形をとります。
地域での活動も多くありますので、実習時間以外にも多くの活動が存在します。
そのため細かなスケジュール管理が必要になってきますが、
忙しくて大変である半面、仲間との協働作業を通じては多くの知識や経験を得られます。
関心のあるかたは、一度、地域共生教育センター（４２１Ｌａｂ．）に来て、
学生運営スタッフから直接話を聞いてみてください。
また、４２１Ｌａｂ．が企画する各プロジェクトに参加されるもの良いかもしれません。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

地域活動、協働、セルフマネジメント、リフレクション
キーワード　/Keywords

662322 /



地域マネジメント実践論Ⅲ（チャレンジプログラム） 【
昼】

専門基幹科目

/Instructor
片岡　寛之 / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

この授業は、地域創生学群チャレンジプログラムに挑戦する学生を対象として、みなさん自身の挑戦的な活動のサポートをしながら、その質を
高めることを目的としています。
起業トライアルプログラムについては、各自が実践している活動の進捗確認を行い、適宜活動に関する振り返りを行います。
リアル就職プログラムについては、9月からの長期インターンシップに向けた事前研修の意味もこめて、２年次までの活動に関する振り返り、様
々な記事や文章の輪読とディスカッションを通じて、経験の言語化に関する訓練を行いながら、マインドセットを図ります。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しません。各回、授業の中で資料を配布することがあります。

適宜、指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第01回　オリエンテーション
第02回〜第14回　 実践報告、ディスカッション
第15回   まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中に取り組む課題の達成度…50％
積極的な演習への参加…50％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前）自分自身が取り組む実践活動に必要となる書籍を読んで学習してください。
事後）様々な機会におけるプレゼンテーションを通じて、活動に関する客観的評価や自分自身の成長と課題に関する振り返りを行ってもらいま
す。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

とにかく、やり切ってください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662323 /



地域マネジメント実践論Ⅳ（猪倉） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋・蓮本担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

実習において実践している活動を取り上げ、企画立案やふりかえりを行います。そのため、各自の能力の向上にとどまらず、プロジェクトマネ
ジメントの視点や、地域課題に対してどのようなアプローチができるのかなどを、グループワーク等を交えて全員で検討します。
加えて、活動成果や課題を抽出、言語化概念化に努め、今後の活動の質的向上を図ります。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜レジュメ、資料を配付します。

適宜関連する書籍等を提示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1回 ガイダンス
 2回 実践報告、ディスカッション 1
 3回 実践報告、ディスカッション 2
 4回 実践報告、ディスカッション 3
 5回  実践報告、ディスカッション 4
 6回 実践報告、ディスカッション 5
 7回 実践報告、ディスカッション 6
 8回 実践報告、ディスカッション 7
 9回 実践報告、ディスカッション 8
10回 実践報告、ディスカッション 9
11回 実践報告、ディスカッション 10
12回 実践報告、ディスカッション 11
13回 実践報告、ディスカッション 12
14回 実践報告、ディスカッション 13
15回 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

活動への積極的な取り組み：70%
レポート(会議録,活動日誌等の作成・提出を含む)：30%

成績評価の方法　/Assessment Method

実習中の活動を円滑に行うためには、事前の計画立案と目標設定、関係者等との連絡調整、事後のふりかえりなどが重要です。そのため、準備
等は、事前・事後学習として行っていただきます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業以外にも多くの行事に参加するなかで、住民のみなさんとの協働を進めています。そのため、授業時間外での活動（課外活動）も多いです
が、自己を高めるためにも積極的に参加してください。

履修上の注意　/Remarks

662324 /



地域マネジメント実践論Ⅳ（猪倉） 【昼】
専門基幹科目

地域の中で「学ばせていただいている」という謙虚な気持ちを忘れずに活動してください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662324 /



地域マネジメント実践論Ⅳ（ESDプロモート） 【昼】 専門基幹科目

/Instructor
眞鍋・勅使河原担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　本実践論では、「持続可能な開発のための教育 (Education for Sustainable Development：ESD)」の実践に取り組みます。本実践論は、全市的
にESDを浸透させていくミッションを掲げている「北九州ESD協議会」においてサブコーディネーターの役割を担い、協議会における活動の企
画および実践に携わります。
　現代の社会においては、少子高齢化、コミュニティの崩壊、生物多様性の担保、CO2削減、ダイバーシティ等、さまざまな課題が存在してい
ます。本実習では、さまざまな社会的課題の解決をめざすこと、すなわち「持続可能な開発目標　（Sustainable Development
Goals：SDGs）」について学び、SDGsの達成に寄与するESDを実践します。
　3年次には、チームと地域の関係性に関心を向け、地域における自分たちの活動の位置づけをふまえて実践すること、地域のニーズに応じた活
動を展開すること等の問題意識をもって活動していただきます。
　本実践論では、実践の活動をふりかえり、成果や課題を抽出したうえで言語化および概念化を図り、今後の活動の質向上に努めます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

日能研　『SDGs（国連　世界の未来を変えるための17の目標）2030年までのゴール』　みくに出版　2017年　￥1,000
その他、適宜関連する書籍を提示します。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第 1 回　ガイダンス
第 2 回～第14回　学びと実践
第15回　全体のふりかえりとまとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実践活動やミーティングへの参加状況…60％
授業(プロジェクト)の成果物…40％

成績評価の方法　/Assessment Method

【ミーティング前】各自の役割をふまえて、余裕をもって資料の準備等をしてください。
【ミーティング後】指摘事項について検討を重ね、企画等を練り直してください。
【活動前】毎回の活動目標をしっかり意識し、入念に準備したうえで活動に取り組んでください。
【活動後】活動目標の達成状況について十分なふりかえりをし、話し合いによって共有するとともに、学び得たことを記録してください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662325 /



地域マネジメント実践論Ⅳ（ESDプロモート） 【昼】 専門基幹科目

・通常のミーティング等、話し合い形式の場においては、飲食および私語を慎んでください(健康上の理由等により水分補給等必要な場合は申し
出てください)。
・地域活動は、さまざまな立場や年代の人々と接する機会が非常に多くあります。学ぶ者としての謙虚な姿勢を忘れず、挨拶、ことば遣い（と
くに敬語の用い方）、話し方や表情、身だしなみ（華美にしないこと）、名刺の携行等、よい印象をもたれるようなマナーを心がけて実習に臨
みましょう。
・漫然と無理な活動をすることなく、時間と健康の管理に努めましょう。

履修上の注意　/Remarks

　プロジェクトマネジメント、ファシリテーション等の手法といった活動の基盤となるものを身につけつつ、SDGsとそれを解決するための
ESDという実践的な専門分野の知識や方法について、学びを深めてほしいと思います。
　ESD協議会の企画に主体的に参加するとともに、各自が関心のある分野について、ESD実践につながる自主企画等を提案することを望みます
。
　地域のさまざまな世代や立場の人々と交流し、実習メンバーと協働する貴重な機会を尊びかつ楽しんでください。
　3年次には、2年次より培ってきたリーダーシップを十分に発揮し、チーム全体をマネジメントできる力が求められます。ESDにおいて求めら
れる参加体験型の「学びあい」について、効果の高いアプローチを実践できるようになるため、知識を深め、実践知を積み上げていただきたい
と思います。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

持続可能な開発のための教育（ESD）、持続可能な開発目標（SDGs）、「北九州ESD協議会」、サブコーディネーター
キーワード　/Keywords

662325 /



地域マネジメント実践論Ⅳ（キタプロ） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋・蓮本担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

実習において実践している活動を取り上げ、企画立案やふりかえりを行います。また、StartupWeekendなどを通して、企画を練り上げる過程な
ども学びます。そのため、各自の能力の向上にとどまらず、プロジェクトマネジメントの視点や、地域課題に対してどのようなアプローチがで
きるのかなどを、グループワーク等を交えて検討します。
加えて、活動成果や課題を抽出、言語化概念化に努め、今後の活動の質的向上を図ります。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜レジュメ、資料を配付します。

適宜関連する書籍等を提示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1回 ガイダンス
 2回 実践報告、ディスカッション 1
 3回 実践報告、ディスカッション 2
 4回 実践報告、ディスカッション 3
 5回 実践報告、ディスカッション 4
 6回 実践報告、ディスカッション 5
 7回 実践報告、ディスカッション 6
 8回 実践報告、ディスカッション 7
 9回 実践報告、ディスカッション 8
10回 実践報告、ディスカッション 9
11回 実践報告、ディスカッション 10
12回 実践報告、ディスカッション 11
13回 実践報告、ディスカッション 12
14回 実践報告、ディスカッション 13
15回 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

活動への積極的な取り組み：70%
レポート(会議録,活動日誌等の作成・提出を含む)：30%

成績評価の方法　/Assessment Method

実習中の活動を円滑に行うためには、事前の計画立案と目標設定、関係者等との連絡調整、事後のふりかえりなどが重要です。そのため、準備
等は、事前・事後学習として行っていただきます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

662326 /



地域マネジメント実践論Ⅳ（キタプロ） 【昼】
専門基幹科目

活動の中で多くの方々から「学ばせていただいている」という謙虚な気持ちを忘れずに活動してください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662326 /



地域マネジメント実践論Ⅳ（北スマ） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋・蓮本担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

実習において実践している活動を取り上げ、企画立案やふりかえりを行います。そのため、食に関する勉強会の実施や、地域課題にへのアプロ
ーチについてグループワーク等を交えて検討します。
加えて、活動成果や課題を抽出、言語化概念化に努め、今後の活動の質的向上を図ります。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜レジュメ、資料を配付します。

適宜関連する書籍等を提示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

  1回 ガイダンス
 2回 実践報告、ディスカッション 1
 3回 実践報告、ディスカッション 2
 4回 実践報告、ディスカッション 3
 5回 実践報告、ディスカッション 4
 6回 実践報告、ディスカッション 5
 7回 実践報告、ディスカッション 6
 8回 実践報告、ディスカッション 7
 9回 実践報告、ディスカッション 8
10回 実践報告、ディスカッション 9
11回 実践報告、ディスカッション 10
12回 実践報告、ディスカッション 11
13回 実践報告、ディスカッション 12
14回 実践報告、ディスカッション 13
15回 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

活動への積極的な取り組み：70%
レポート(会議録,活動日誌等の作成・提出を含む)：30%

成績評価の方法　/Assessment Method

実習中の活動を円滑に行うためには、事前の計画立案と目標設定、関係者等との連絡調整、事後のふりかえりなどが重要です。そのため、準備
等は、事前・事後学習として行っていただきます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

別途有志による食に関する資格試験等の勉強会を行っています。自己を高めるためにも積極的に参加してください。
履修上の注意　/Remarks

活動の中で多くの方々から「学ばせていただいている」という謙虚な気持ちを忘れずに活動してください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

662327 /



地域マネジメント実践論Ⅳ（北スマ） 【昼】
専門基幹科目

キーワード　/Keywords

662327 /



地域マネジメント実践論Ⅳ（学び支援） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
廣渡・未定担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本演習では、「子どもの学び」支援プロジェクトの活動を実施しながら、プロジェクト全体とそのマネジメントについて、1学期から続くチーム
の指導的な立場から振り返る。また、地域の現状と課題についてチームで議論を行うと共に、3年間の活動について総括を行い、地域マネジメン
トの在り方についてまとめる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

適宜、紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　：　オリエンテーション
　２回～１４回　：　活動報告と振り返り、ディスカッション
１５回　：　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習への取り組み状況（振り返りレポートを含む）　…　80％
積極的な演習や地域活動への参加　…　20％

成績評価の方法　/Assessment Method

演習開始前までに、予め必要な資料を準備し、活動内容を振り返っておくこと。
演習終了後には、演習中に学んだことを整理し、レポートにまとめること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

本演習では、地域活動の状況について報告してもらい、その内容について振り返る。受講生の活動状況や理解度に応じて、演習計画や演習内容
を変更することがある。その場合は、演習中に説明する。また、正規の演習時間外（土曜日や日曜日、夏季休暇期間などを含む）に、チームで
地域活動や課題などに取り組んでもらう。地域で活動している団体と連携しながら計画を進めていくため、責任ある行動が期待される。このた
め、積極的な報告、連絡、相談が必要になる。自ら進んでその機会を作って欲しい。また、多様な知識や経験を得るために、主たるテーマ以外
の地域活動や課題などに取り組んでもらうことがある。その際には、積極的に参加して欲しい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

子ども　地域　プロジェクト
キーワード　/Keywords

662328 /



地域マネジメント実践論Ⅳ（広報） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋　和博 / MANABE　KAZUHIRO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

地域創生学群の実習は、地域創生学群で学習を深めていくための基礎的な能力、技術、考え方、行動規範などを学びます。その学び方としては
、あるテーマに基づき、学習と実践の往還をしながら学んでいきます。学習に関しては、教員が直接指導するというよりは、先輩学生から学ん
だり、自分で学びを深めていくことが多いと考えてください。また、実践は、ルーティンワークとプロジェクトを同時並行させることが特徴で
す。豊富な経験を積みながら、学びと実践の質を圧倒的に高めていきます。
広報実習は、オープンキャンパス等の広報イベント企画実施、WEBサイトや地創事書のような広報メディアの制作を中心に活動していただきま
す。
能力としては、コミュニケーション能力、チームビルディング、デレクション等を学びます。
技術としては、プレゼンテーション、HTML、デザイン、イベントプランニング等を獲得します。
考え方としては、ホスピタリティや、マーケティング志向などを学びます。
行動規範としは、人の人生にかかわることの重要性等を学びます。
以上のように、広報という機会を通じて、様々な学びと実践を経験します。
そして、実習(実践)の成果や課題をしっかりと振り返り、次の実習(実践)に活かしていきます。
定期的なもの、不定期なもの、いずれかのミーティングや、担当教員との面談を通じて行います。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特にありません。

特にありませんが、プロジェクトに関連する書籍、資料を積極的に読んでください。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第01回　ガイダンス
第02回～第14回　学びと振返り
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実践活動やミーティングへの参加状況…60％
授業(プロジェクト)についての振り返りの成果物…40％

成績評価の方法　/Assessment Method

各人のタスクに必要な書籍を積極的に読んでください。
また、振り返りの機会を定期的に設けますので、そこで学びや実践の獲得を確認します。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

662329 /



地域マネジメント実践論Ⅳ（広報） 【昼】
専門基幹科目

キーワード　/Keywords

662329 /



地域マネジメント実践論Ⅳ（小倉） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
片岡　寛之 / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

主に小倉活性化プロジェクトで各自が実践している課題を取り上げ、特にPDCAサイクルのCに当たる振り返りを行い、さらにはA、次に取るべ
きステップについて、受講生全員で議論します。

3年生のみなさんは、このプロジェクトの効果として、地域課題の解決にどれくらい寄与できたのかを検証し、その結果をもとに改善策の検討、
創造的な活動プランの検討を行って下さい。加えて、3年間の活動を振り返ることで、地域マネジメントとは何かということについて深く考えて
もらいます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しません。各回、授業の中で資料を配布することがあります。

適宜、指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第01回　オリエンテーション
第02回〜第14回　 実践報告、ディスカッション
第15回   まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中に取り組む課題の達成度…50％
積極的な演習への参加(指導的実習プログラムへの取り組みを含む)…50％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前）事業運営や経営に関する書籍を読んで学習しておいてください。
事後）学期末に活動に関する振り返りを行います。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

正規の授業時間以外に個別の学習・実習テーマが与えられることがあります。
地域においてチームで活動していく際に必要な考え方、技術、スキル等を学ぶ機会を授業中に組み入れていきます。

履修上の注意　/Remarks

総決算です。これまでの3年間について、しっかりと振り返りましょう。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662330 /



地域マネジメント実践論Ⅳ（門司） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
西田　心平 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本実践論では、門司商店街活性化プロジェクトの活動を実施しながら、プロジェクト全体とそのマネジメントについて、1学期から続くチームの
指導的な立場から振り返る。また、地域の現状と課題についてチームで議論を行い、地域マネジメントについて深く考える。そして、3年間の実
習総括を行い、地域マネジメントの在り方についてまとめる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

適宜、紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　：　オリエンテーション
　２回～１４回　：　地域活動報告とディスカッション
１５回　：　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習の取り組み状況（振り返りレポートを含む）　…　70％
積極的な演習や地域活動への参加　…　30％

成績評価の方法　/Assessment Method

実習に関連する情報収集を行うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

特になし
履修上の注意　/Remarks

本実践論では、地域活動の状況について報告してもらい、その内容について振り返る。受講生の活動状況や理解度に応じて、演習計画や演習内
容を変更することがある。その際には、演習中に説明する。また、正規の演習時間外（土曜日や日曜日、夏季や冬季の休暇期間などを含む）に
、チームで地域活動や課題などに取り組んでもらうことがある。地域で活動している団体と連携しながら計画を進めていくため、責任ある行動
が期待される。このため、積極的な報告、連絡、相談が必要になる。自ら進んでその機会を作ってほしい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

門司港　観光開発　商店街　地域との連携
キーワード　/Keywords

662331 /



地域マネジメント実践論Ⅳ（まちあるき） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
小林　敏樹 / Toshiki Kobayashi / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

まちあるきを実践し、そして科学する実習。
自らのまちあるきの企画のクオリティをより高めていく実習活動を行うとともに、自らのまちあるきの企画の特性を活かした更なる展開も視野
に入れつつ、各自の興味関心等も鑑みながら、シビックプライドの向上、まちのにぎわいづくりにも寄与するような積極的な実習活動を実践す
る。
また、実質的なチームのまとめ役でもあり、自らの経験を活かした下級生の実習のサポートも実習の大事なテーマとなる。
そのほか、実習のルーティンワーク以外に企業等と連携したまちあるきに関連するプロジェクトの企画立案、実施も積極的に行う予定。その際
は、プロジェクトのリーダーとしての役割も期待する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない。

特に指定しないが、各自のまちあるきのテーマや企業等と連携したプロジェクトに関連する書籍、資料を積極的に読むこと。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第01回　ガイダンス
第02回～第14回　学びと振返り
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実践活動やミーティングへの参加状況：30％
成果物：40％
積極性：30％

成績評価の方法　/Assessment Method

入念な事前学習（準備）と、実習（実践）の成果や課題を振り返り、次の実習（実践）に活かす事後学習が大切。
PDCA、プロジェクトマネジメント、チームビルディング等も意識した事前・事後学習を進めること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修者の習得状況や、企業等との連携によるプロジェクトの進捗状況により、実習の内容を一部変更する場合もある。
履修上の注意　/Remarks

日常の生活においても、多様な着眼点から、まちや地域をみることを通して、まちや地域に対する観察力を身に着けよう。
自らの将来の目標を常に念頭に置きながら、本実習での実践活動を行っていくことが大切。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

まちあるき、まちづくり、観光、PDCA、プロジェクトマネジメント、地域調査、インバウンド、シビックプライド
キーワード　/Keywords

662332 /



地域マネジメント実践論Ⅳ（モビリティ） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
内田　晃 / AKIRA UCHIDA / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

モビリティプロジェクトにおいて各自が立ち向かっている地域課題、その解決のために実践している取り組みを振り返り、よりよい課題解決の
ための方策を全員で議論します。

３年生の皆さんはこれまでの活動を総括し、自分たちの活動が地域にどのような変化をおもたらしたのか、どのような波及効果を与えたのかに
ついて検証します。その上で、今後このプロジェクトがどのような方向へと進むべきかについて提案するとともに、次年度以降の実習が円滑に
実施できるような体制を確立することを意識して活動してください。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし

適宜、本の紹介や資料の配布をします。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：ガイダンス（実習の目的や活動方針の説明）
第2回～第14回：実習活動の実践
第15回：総括（活動の振り返りと次学期に向けての方針検討）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

事前・事後学習への意欲、姿勢・・・30％
授業に取り組む姿勢、態度・・・30％
実習活動への貢献度及び目標達成度・・・40％

成績評価の方法　/Assessment Method

前回講義で指摘された課題について、その解決策一つ一つをチームで役割分担を決めて取り組むこと。少しでも翌週以降に進展があることを意
識することが重要です。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

モビリティは自らが体験することが必要不可欠です。常に利用者の視点に立って考えられるように、日頃から意識して交通手段を使い、まちの
姿を観察してください。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662333 /



地域マネジメント実践論Ⅳ（421Lab.） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
石川　敬之 / 地域共生教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

地域共生教育センターの学生運営スタッフとして、地域共生教育センター内、および地域にて実習を行います。
センターの運営業務や地域活動に参加し、他の運営スタッフや地域の方々と協働しながら、その実践的活動を通じて様々な知識やスキルの獲得
を目指します。また、実際の活動に取り組む際のマナーや心構えなども学んでいきます。
多くの活動にかかわり、かつその振り返りを行うことで、座学だけでは得られない学びを経験していきます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示する。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回
 オリエンテーション

第２回～第１４回 の各回では、地域共生教育センター、および地域にて以下のような実践活動を行う。
①学生運営スタッフとして地域共生教育センターの運営業務を担う。
②地域活動プロジェクトのメンバーとして地域の方と一緒に地域活動を行う。
③週一回の全体ミーティングにて報告、議論を行う。
④短期の地域ボランティア活動に参加する
⑤上記以外で必要となる諸活動

第１５回
振り返り研修

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実習に対する参加貢献度（１００％）
成績評価の方法　/Assessment Method

実習に参加する際には、事前に自らの担当業務内容をしっかりと把握し、準備しておくことが必要です。
そのうえで、当日、スムーズに業務に入れるようにしてください。
また実習後は、当日の活動の振り返りを行い、反省点などを踏まえて、次の実習に活かせるようにして下さい。
他の実習メンバーへの申し送りや情報共有なども重要な作業となります。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

本基礎演習は、地域共生教育センターでの実習となります。
センターの運営スタッフとして幅広い業務を担い、その活動を通じて自律的な学びに取り組んでもらいます。
地域共生教育センターでは、地域の方々との協働プロジェクトを多く進めていますので、
ミーティングへの出席や資料づくり、また報告書の作成など、授業時間以外の活動が多くあります。
履修者は、責任感を持って、事前、事後活動にも積極的に取り組んでください。

履修上の注意　/Remarks

662334 /



地域マネジメント実践論Ⅳ（421Lab.） 【昼】
専門基幹科目

本基礎演習は、通常の演習とは異なり、実習の形をとります。
地域での活動も多くありますので、実習時間以外にも多くの活動が存在します。
そのため細かなスケジュール管理が必要になってきますが、
忙しくて大変である半面、仲間との協働作業を通じては多くの知識や経験を得られます。
関心のあるかたは、一度、地域共生教育センター（４２１Ｌａｂ．）に来て、
学生運営スタッフから直接話を聞いてみてください。
また、４２１Ｌａｂ．が企画する各プロジェクトに参加されるもの良いかもしれません。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

地域活動、協働、セルフマネジメント、リフレクション
キーワード　/Keywords

662334 /



地域マネジメント実践論Ⅳ（チャレンジプログラム） 【
昼】

専門基幹科目

/Instructor
片岡　寛之 / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

この授業は、地域創生学群チャレンジプログラムに挑戦する学生を対象として、みなさん自身の挑戦的な活動のサポートをしながら、その質を
高めることを目的としています。
起業トライアルプログラムについては、各自が実践している活動の進捗確認を行い、適宜活動に関する振り返りを行います。
リアル就職プログラムについては、長期インターンシップに関する進捗確認と振り返りを定期的に行いつつ、外部講師による研修を数回受講し
てもらいます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しません。各回、授業の中で資料を配布することがあります。

適宜、指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第01回　オリエンテーション
第02回〜第14回　 実践報告、ディスカッション
第15回   まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中に取り組む課題の達成度…50％
積極的な演習への参加…50％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前）自分自身が取り組む実践活動に必要となる書籍を読んで学習してください。
事後）様々な機会におけるプレゼンテーションを通じて、活動に関する客観的評価や自分自身の成長と課題に関する振り返りを行ってもらいま
す。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

とにかく、やり切ってください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662335 /



地域ボランティア実践論Ⅰ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
徳永・勅使河原担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

スポーツボランテイア実習で各自が実践した活動を取り上げPDCAサイクルを振り返りデイスカッションを行います
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない

適宜必要な場合は資料を配布します
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　　　オリエンテーション
２回　　　実践報告１デイスカッション
３回　　　実践報告２デイスカッション
４回　　　実践報告３デイスカッション
５回　　　実践報告４デイスカッション
６回　　　実践報告５デイスカッション
７回　　　実践報告６デイスカッション
８回　　　実践報告７デイスカッション
９回　　　実践報告８デイスカッション
１０回　　実践報告９デイスカッション
１１回　　実践報告１０デイスカッション
１２回　　実践報告１１デイスカッション
１３回　　実践報告１２デイスカッション
１４回　　実践報告１３デイスカッション
１５回　　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

受講態度および課題の達成度　５０％
積極的な取り組み　　　　　　　　５０％

成績評価の方法　/Assessment Method

各回の授業の理解に有益な情報収集を行うこと
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662336 /



地域ボランティア実践論Ⅰ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
山本　浩二 / YAMAMOTO  KOJI / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

スポーツボランティア実習（主に障がい者スポーツ実習）で各自が実践した活動を取り上げ，PDCAサイクルを振り返りディスカッションを行い
ます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし

適宜必要な資料は配布します
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　オリエンテーション
２回～１４回　実践報告とディスカッション
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

受講態度および課題の達成度　50％
積極的な取り組み　50％

成績評価の方法　/Assessment Method

実習の反省を行う前に、実習に向けた目標、目的を整理しておくこと。ディスカッション後は、そこでの内容をまとめ、次の実習活動に向け、
準備を行うこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業開始前までに予め、実習活動について個別に振り返り、それを踏まえ受講すること。授業終了後には、次の実習活動に生かせるよう、各自
授業内容を復習すること。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662337 /



地域ボランティア実践論Ⅱ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
徳永・勅使河原担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

スポーツボランテイア実習で各自が実践している課題を取り上げ実習の振り返りを行う。また、次に行う実習に取るべき準備と確認をグループ
ワークを交えながら全員で考える。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない

必要な資料を適宜配布する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　　　　　　　　オリエンテーション
２回～１４回　　　実践報告・デスカッション
１５回　　　　　　　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への取り組み、態度　　　　　５０％
積極的な実習への参加態度　　　５０％

成績評価の方法　/Assessment Method

各回の授業の理解に有益な情報収集を行うこと
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662338 /



地域ボランティア実践論Ⅱ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
山本　浩二 / YAMAMOTO  KOJI / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

スポーツボランティア実習（主に障がい者スポーツ実習）で各自が実践している活動での課題を取り上げ，実習の振り返りを行う。次の実習に
むけた準備と確認をグループワークを交えながら全員で考える。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし

適宜必要な資料を配布します
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　オリエンテーション
2回～14回　実践報告とディスカッション
15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への取り組み，態度　50％
実習への積極的な参加態度　50％

成績評価の方法　/Assessment Method

実習の反省を行う前に、実習に向けた目標、目的を整理しておくこと。ディスカッション後は、そこでの内容をまとめ、次の実習活動に向け、
準備を行うこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業開始前までに予め、実習活動について個別に振り返り、それを踏まえ受講すること。授業終了後には、次の実習活動に生かせるよう、各自
授業内容を復習すること。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662339 /



地域ボランティア実践論Ⅲ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
徳永・勅使河原担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

それぞれの実習における反省を行い更なる向上を目指します。特に実習後には各自の思いや実感したことなどを中心に話し合う。」
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない

必要な場合は資料を配布する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回から１５回まで実習でそのつど行うものと指定された時間でおこないます
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

参加態度５０％
達成度５０％

成績評価の方法　/Assessment Method

各回の授業の理解に有益な情報収集を行うこと
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662340 /



地域ボランティア実践論Ⅲ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
山本　浩二 / YAMAMOTO  KOJI / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

スポーツボランティア実習Ⅲでは、実習活動での振り返りを第一に取り組み、次の実習にむけてよりよいものを作っていくことを目指します。特
に地域で必要とされる活動やイベントの企画・参加など、地域が抱えるさまざまな問題や課題を学びながら、実践活動へと繋げていきます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　ガイダンス
2～14回　実習振り返り
15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

受講態度や姿勢・・・50％
実習への積極的な参加・・・50％

成績評価の方法　/Assessment Method

実習の反省を行う前に、実習に向けた目標、目的を整理しておくこと。ディスカッション後は、そこでの内容をまとめ、次の実習活動に向け、
準備を行うこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業開始前までに予め、実習活動について個別に振り返り、それを踏まえ受講すること。授業終了後には、次の実習活動に生かせるよう、各自
授業内容を復習すること。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662341 /



地域ボランティア実践論Ⅳ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
徳永・勅使河原担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

１学期同様実習における反省を行い更なる向上を目指します。特に実習後に各自の実習に対する思いや感想を話し合う
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない

必要な場合は資料を配布する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回から１５回目まで実習でそのつど行うものと指定された時間で行います
授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実習への取り組み５０％
参加態度５０％

成績評価の方法　/Assessment Method

各回の授業の理解に有益な情報収集を行うこと
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662342 /



地域ボランティア実践論Ⅳ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
山本　浩二 / YAMAMOTO  KOJI / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

スポーツボランティア実践論Ⅳでは、主に実習活動の振り返りを行い、実習活動の総まとめを行う。卒業論文を意識しながら、実習を通じて見
えてくる地域の現状や今日的課題を把捉し、自分なりに解決方法を考える。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　ガイダンス
2～10回　実習振り返り
11～15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

受講態度や姿勢・・・50％
実習への積極的な参加・・・50％

成績評価の方法　/Assessment Method

実習の反省を行う前に、実習に向けた目標、目的を整理しておくこと。ディスカッション後は、そこでの内容をまとめ、次の実習活動に向け、
準備を行うこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業開始前までに予め、実習活動について個別に振り返り、それを踏まえ受講すること。授業終了後には、次の実習活動に生かせるよう、各自
授業内容を復習すること。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662343 /



地域福祉実践論Ⅰ（コミュニティ） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
坂本　毅啓 / Takeharu Sakamoto / 基盤教育センター, 深谷　裕 / 地域戦略研究所
勅使河原　航 / 地域共生教育センター

担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

実習現場で得た学び・疑問等をもちより、受講者で議論しながら、再検討を行う。実習直後の振り返りとは異なり、一歩踏み込んだ検討を行っ
ていく。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示する

適宜指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：オリエンテーション
第2回～14回：各自の報告と議論
第15回：まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

報告５０％
レポート５０％

成績評価の方法　/Assessment Method

実習で取り組んでいる内容を記録に残す、省察することを繰り返すこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

実習直後に、既にふりかえりを行っていることが前提となる。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662344 /



地域福祉実践論Ⅱ（コミュニティ） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
坂本　毅啓 / Takeharu Sakamoto / 基盤教育センター, 深谷　裕 / 地域戦略研究所
勅使河原　航 / 地域共生教育センター

担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

実習での学び、受講者での議論をふまえ、具体的な対応を自ら考えていく。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示する

適宜指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：オリエンテーション
第2回～第14回：報告と議論
第15回：まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

報告５０％
レポート５０％

成績評価の方法　/Assessment Method

実習で取り組んでいる内容を記録に残す、省察することを繰り返すこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

実習直後に、既にふりかえりが行われていることが前提となる。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662345 /



地域福祉実践論Ⅲ（コミュニティ） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
坂本　毅啓 / Takeharu Sakamoto / 基盤教育センター, 深谷　裕 / 地域戦略研究所
勅使河原　航 / 地域共生教育センター

担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

実習現場で得た学び・疑問等をもちより、受講者で議論しながら、再検討を行う。実習直後の振り返りとは異なり、一歩踏み込んだ検討を行っ
ていく。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示する

適宜指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：オリエンテーション
第2回～14回：各自の報告と議論
第15回：まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

報告５０％
レポート５０％

成績評価の方法　/Assessment Method

実習で取り組んでいる内容を記録に残す、省察することを繰り返すこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

実習直後に、既にふりかえりを行っていることが前提となる。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662346 /



地域福祉実践論Ⅳ（コミュニティ） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
坂本　毅啓 / Takeharu Sakamoto / 基盤教育センター, 深谷　裕 / 地域戦略研究所
勅使河原　航 / 地域共生教育センター

担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

実習現場で得た学び・疑問等をもちより、受講者で議論しながら、再検討を行う。実習直後の振り返りとは異なり、一歩踏み込んだ検討を行っ
ていく。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示する

適宜指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：オリエンテーション
第2回～14回：各自の報告と議論
第15回：まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

報告５０％
レポート５０％

成績評価の方法　/Assessment Method

実習で取り組んでいる内容を記録に残す、省察することを繰り返すこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

実習直後に、既にふりかえりを行っていることが前提となる。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662347 /



地域創生基礎演習Ａ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋　和博 / MANABE　KAZUHIRO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

地域創生学群で学修をすすめていくために必要な考え方や技術、チーム形成を学びます。また、一部は指導的実習と連携を図ります。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しません。各回、授業の中で資料を配布することがあります。

特に指定しません。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第01回　　　　  実習の意義と取組み姿勢等
第02回～第14回      各実習にて活動の振返り等を実施
第15回　　　　　   半期振返り

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習中に取り組む課題の達成度　…　50％　
積極的な演習への参加　…　50％

成績評価の方法　/Assessment Method

初回の講義時に詳細スケジュールを提示します。
活動や振り返りに必要な技術や知識事前に各テーマについて調べてください。また、各回の授業後には、事前に調べたこととの相違を確認して
ください。更に、すべての回が終了した際に全体を振り返って、地域創生学群で学んでいくために必要な知識、技術とは何かについて考えを深
めてください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

遅刻・欠席をしないこと。どうしても遅刻・欠席せざる得ない場合は、事前に、担当教員に連絡をしてください。
履修上の注意　/Remarks

662348 /



地域創生基礎演習Ａ 【昼】
専門基幹科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662348 /



地域創生基礎演習Ｂ（猪倉） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋・蓮本担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

実習において実践している活動を取り上げ、企画立案やふりかえりを行います。そのため、各自の能力の向上にとどまらず、プロジェクトマネ
ジメントの視点や、地域課題に対してどのようなアプローチができるのかなどを、グループワーク等を交えて全員で検討します。
加えて、活動成果や課題を抽出、言語化概念化に努め、今後の活動の質的向上を図ります。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜レジュメ、資料を配付します。

適宜関連する書籍等を提示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1回 ガイダンス
 2回 実践報告、ディスカッション 1
 3回 実践報告、ディスカッション 2
 4回 実践報告、ディスカッション 3
 5回  実践報告、ディスカッション 4
 6回 実践報告、ディスカッション 5
 7回 実践報告、ディスカッション 6
 8回 実践報告、ディスカッション 7
 9回 実践報告、ディスカッション 8
10回 実践報告、ディスカッション 9
11回 実践報告、ディスカッション 10
12回 実践報告、ディスカッション 11
13回 実践報告、ディスカッション 12
14回 実践報告、ディスカッション 13
15回 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

活動への積極的な取り組み：70%
レポート(会議録,活動日誌等の作成・提出を含む)：30%

成績評価の方法　/Assessment Method

実習中の活動を円滑に行うためには、事前の計画立案と目標設定、関係者等との連絡調整、事後のふりかえりなどが重要です。そのため、準備
等は、事前・事後学習として行っていただきます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業以外にも多くの行事に参加するなかで、住民のみなさんとの協働を進めています。そのため、授業時間外での活動（課外活動）も多いです
が、自己を高めるためにも積極的に参加してください。

履修上の注意　/Remarks

662349 /



地域創生基礎演習Ｂ（猪倉） 【昼】
専門基幹科目

地域の中で「学ばせていただいている」という謙虚な気持ちを忘れずに活動してください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662349 /



地域創生基礎演習Ｂ（コミュニティ） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
坂本　毅啓 / Takeharu Sakamoto / 基盤教育センター, 深谷　裕 / 地域戦略研究所
勅使河原　航 / 地域共生教育センター

担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

指導的実習プログラムで各自が実践している課題を取り上げ、特にPDCAサイクルのCに当たる振り返りを行い、さらにはA、次に取るべきステ
ップを、グループワーク等をまじえながら、受講者全員で考えてみる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しません。各回、授業の中で資料を配布することがあります。

適宜、指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　オリエンテーション
　２回　実践報告１、ディスカッション
　３回　実践報告２、ディスカッション
　４回　実践報告３、ディスカッション
　５回　実践報告４、ディスカッション
　６回　実践報告５、ディスカッション
　７回　実践報告６、ディスカッション
　８回　実践報告７、ディスカッション
　９回　実践報告８、ディスカッション
１０回　実践報告９、ディスカッション
１１回　実践報告１０、ディスカッション
１２回　実践報告１１、ディスカッション
１３回　実践報告１２、ディスカッション
１４回　実践報告１３、ディスカッション
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

　授業中に取り組む課題の達成度　…　50　％　　
　積極的な演習への参加（指導的実習プログラムへの取り組みを含む）　…　50％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習・事後学習については、随時課題等を出していきますのでしっかりと取り組んでください。履修が始まる前には、第1学期で学んだ内容
を復習しておきましょう。履修後には、2年生にむけて学んだ内容を復習しておきましょう。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

正規の授業時間外に個別の学習・実習テーマが与えられることがあります。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

662350 /



地域創生基礎演習Ｂ（コミュニティ） 【昼】
専門基幹科目

キーワード　/Keywords

662350 /



地域創生基礎演習Ｂ（ESDプロモート） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋・勅使河原担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　本演習では、「持続可能な開発のための教育 (Education for Sustainable Development：ESD)」の実践に取り組みます。本演習は、全市的に
ESDを浸透させていくミッションを掲げている「北九州ESD協議会」においてサブコーディネーターの役割を担い、協議会における活動の企画
および実践に携わります。
　現代の社会においては、少子高齢化、コミュニティの崩壊、生物多様性の担保、CO2削減、ダイバーシティ等、さまざまな課題が存在してい
ます。本実習では、さまざまな社会的課題の解決をめざすこと、すなわち「持続可能な開発目標　（Sustainable Development
Goals：SDGs）」について学び、SDGsの達成に寄与するESDを実践します。
　本演習は、指導的実習Ⅰ・Ⅱの活動のふりかえりをするものとして位置づけています。実践の活動をふりかえり、成果や課題を抽出したうえで言
語化および概念化を図り、今後の活動の質向上に努めます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

日能研　『SDGs（国連　世界の未来を変えるための17の目標）2030年までのゴール』　みくに出版　2017年　￥1,000
その他、適宜関連する書籍を提示します。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第 1 回　ガイダンス
第 2 回～第14回　学びと実践
第15回　全体のふりかえりとまとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実践活動やミーティングへの参加状況…60％
授業(プロジェクト)の成果物…40％

成績評価の方法　/Assessment Method

【ミーティング前】各自の役割をふまえて、余裕をもって資料の準備等をしてください。
【ミーティング後】指摘事項について検討を重ね、企画等を練り直してください。
【活動前】毎回の活動目標をしっかり意識し、入念に準備したうえで活動に取り組んでください。
【活動後】活動目標の達成状況について十分なふりかえりをし、話し合いによって共有するとともに、学び得たことを記録してください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

・通常のミーティング等、話し合い形式の場においては、飲食および私語を慎んでください(健康上の理由等により水分補給等必要な場合は申し
出てください)。
・地域活動は、さまざまな立場や年代の人々と接する機会が非常に多くあります。学ぶ者としての謙虚な姿勢を忘れず、挨拶、ことば遣い（と
くに敬語の用い方）、話し方や表情、身だしなみ（華美にしないこと）、名刺の携行等、よい印象をもたれるようなマナーを心がけて実習に臨
みましょう。
・漫然と無理な活動をすることなく、時間と健康の管理に努めましょう。

履修上の注意　/Remarks

662351 /



地域創生基礎演習Ｂ（ESDプロモート） 【昼】
専門基幹科目

　プロジェクトマネジメント、ファシリテーション等の手法といった活動の基盤となるものを身につけつつ、SDGsとそれを解決するための
ESDという実践的な専門分野の知識や方法について、学びを深めてほしいと思います。
　ESD協議会の企画に主体的に参加するとともに、各自が関心のある分野について、ESD実践につながる自主企画等を提案することを望みます
。
　地域のさまざまな世代や立場の人々と交流し、実習メンバーの上級生と協働する貴重な機会を尊びかつ楽しんでください。
　地域活動は、実践することにとどまらず、常にその質を向上させていくためにふりかえりをし、地域の方々や上級生に助言をもらう機会をも
つことが非常に重要です。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

持続可能な開発のための教育（ESD）、持続可能な開発目標（SDGs）、「北九州ESD協議会」、サブコーディネーター
キーワード　/Keywords

662351 /



地域創生基礎演習Ｂ（キタプロ） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋・蓮本担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

実習において実践している活動を取り上げ、企画立案やふりかえりを行います。また、StartupWeekendなどを通して、企画を練り上げる過程な
ども学びます。そのため、各自の能力の向上にとどまらず、プロジェクトマネジメントの視点や、地域課題に対してどのようなアプローチがで
きるのかなどを、グループワーク等を交えて検討します。
加えて、活動成果や課題を抽出、言語化概念化に努め、今後の活動の質的向上を図ります。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜レジュメ、資料を配付します。

適宜関連する書籍等を提示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1回 ガイダンス
 2回 実践報告、ディスカッション 1
 3回 実践報告、ディスカッション 2
 4回 実践報告、ディスカッション 3
 5回 実践報告、ディスカッション 4
 6回 実践報告、ディスカッション 5
 7回 実践報告、ディスカッション 6
 8回 実践報告、ディスカッション 7
 9回 実践報告、ディスカッション 8
10回 実践報告、ディスカッション 9
11回 実践報告、ディスカッション 10
12回 実践報告、ディスカッション 11
13回 実践報告、ディスカッション 12
14回 実践報告、ディスカッション 13
15回 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

活動への積極的な取り組み：70%
レポート(会議録,活動日誌等の作成・提出を含む)：30%

成績評価の方法　/Assessment Method

実習中の活動を円滑に行うためには、事前の計画立案と目標設定、関係者等との連絡調整、事後のふりかえりなどが重要です。そのため、準備
等は、事前・事後学習として行っていただきます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

662352 /



地域創生基礎演習Ｂ（キタプロ） 【昼】
専門基幹科目

活動の中で多くの方々から「学ばせていただいている」という謙虚な気持ちを忘れずに活動してください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662352 /



地域創生基礎演習Ｂ（北スマ） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋・蓮本担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

実習において実践している活動を取り上げ、企画立案やふりかえりを行います。そのため、食に関する勉強会の実施や、地域課題にへのアプロ
ーチについてグループワーク等を交えて検討します。
加えて、活動成果や課題を抽出、言語化概念化に努め、今後の活動の質的向上を図ります。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜レジュメ、資料を配付します。

適宜関連する書籍等を提示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1回 ガイダンス
 2回 実践報告、ディスカッション 1
 3回 実践報告、ディスカッション 2
 4回 実践報告、ディスカッション 3
 5回 実践報告、ディスカッション 4
 6回 実践報告、ディスカッション 5
 7回 実践報告、ディスカッション 6
 8回 実践報告、ディスカッション 7
 9回 実践報告、ディスカッション 8
10回 実践報告、ディスカッション 9
11回 実践報告、ディスカッション 10
12回 実践報告、ディスカッション 11
13回 実践報告、ディスカッション 12
14回 実践報告、ディスカッション 13
15回 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

活動への積極的な取り組み：70%
レポート(会議録,活動日誌等の作成・提出を含む)：30%

成績評価の方法　/Assessment Method

実習中の活動を円滑に行うためには、事前の計画立案と目標設定、関係者等との連絡調整、事後のふりかえりなどが重要です。そのため、準備
等は、事前・事後学習として行っていただきます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

別途有志による食に関する資格試験等の勉強会を行っています。自己を高めるためにも積極的に参加してください。
履修上の注意　/Remarks

662353 /



地域創生基礎演習Ｂ（北スマ） 【昼】
専門基幹科目

活動の中で多くの方々から「学ばせていただいている」という謙虚な気持ちを忘れずに活動してください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662353 /



地域創生基礎演習Ｂ（学び支援） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
廣渡・未定担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本演習では、「子どもの学び」支援プロジェクトの活動を実施しながら、プロジェクト全体とそのマネジメントについて、1学期から続くチーム
の一員としての立場から振り返る。また、地域の現状と課題についてチームで議論を行う過程の中で、課題発見の方法論を学習する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

適宜、紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　：　オリエンテーション
　２回～１４回　：　活動報告と振り返り、ディスカッション
１５回　：　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習への取り組み状況（振り返りレポートを含む）　…　80％
積極的な演習や地域活動への参加　…　20％

成績評価の方法　/Assessment Method

演習開始前までに、予め必要な資料を準備し、活動内容を振り返っておくこと。
演習終了後には、演習中に学んだことを整理し、レポートにまとめること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

本演習では、地域活動の状況について報告してもらい、その内容について振り返る。受講生の活動状況や理解度に応じて、演習計画や演習内容
を変更することがある。その場合は、演習中に説明する。また、正規の演習時間外（土曜日や日曜日、夏季休暇期間などを含む）に、チームで
地域活動や課題などに取り組んでもらう。地域で活動している団体と連携しながら計画を進めていくため、責任ある行動が期待される。このた
め、積極的な報告、連絡、相談が必要になる。自ら進んでその機会を作って欲しい。また、多様な知識や経験を得るために、主たるテーマ以外
の地域活動や課題などに取り組んでもらうことがある。その際には、積極的に参加して欲しい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

子ども　地域　プロジェクト
キーワード　/Keywords

662354 /



地域創生基礎演習Ｂ（広報） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋　和博 / MANABE　KAZUHIRO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

地域創生学群の実習は、地域創生学群で学習を深めていくための基礎的な能力、技術、考え方、行動規範などを学びます。その学び方としては
、あるテーマに基づき、学習と実践の往還をしながら学んでいきます。学習に関しては、教員が直接指導するというよりは、先輩学生から学ん
だり、自分で学びを深めていくことが多いと考えてください。また、実践は、ルーティンワークとプロジェクトを同時並行させることが特徴で
す。豊富な経験を積みながら、学びと実践の質を圧倒的に高めていきます。
広報実習は、オープンキャンパス等の広報イベント企画実施、WEBサイトや地創事書のような広報メディアの制作を中心に活動していただきま
す。
能力としては、コミュニケーション能力、チームビルディング、デレクション等を学びます。
技術としては、プレゼンテーション、HTML、デザイン、イベントプランニング等を獲得します。
考え方としては、ホスピタリティや、マーケティング志向などを学びます。
行動規範としは、人の人生にかかわることの重要性等を学びます。
以上のように、広報という機会を通じて、様々な学びと実践を経験します。
そして、実習(実践)の成果や課題をしっかりと振り返り、次の実習(実践)に活かしていきます。
定期的なもの、不定期なもの、いずれかのミーティングや、担当教員との面談を通じて行います。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特にありません。

特にありませんが、プロジェクトに関連する書籍、資料を積極的に読んでください。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第01回　ガイダンス
第02回～第14回　学びと振返り
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実践活動やミーティングへの参加状況…60％
授業(プロジェクト)についての振り返りの成果物…40％

成績評価の方法　/Assessment Method

各人のタスクに必要な書籍を積極的に読んでください。
また、振り返りの機会を定期的に設けますので、そこで学びや実践の獲得を確認します。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

662355 /



地域創生基礎演習Ｂ（広報） 【昼】
専門基幹科目

キーワード　/Keywords

662355 /



地域創生基礎演習Ｂ（小倉） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
片岡　寛之 / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

主に小倉活性化プロジェクトで各自が実践している課題を取り上げ、特にPDCAサイクルのCに当たる振り返りを行い、さらにはA、次に取るべ
きステップをグループワーク等をまじえながら、受講者全員で考えてみる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しません。各回、授業の中で資料を配布することがあります。

適宜、指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第01回　オリエンテーション
第02回〜第14回　 実践報告、ディスカッション
第15回   まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中に取り組む課題の達成度…50％
積極的な演習への参加(指導的実習プログラムへの取り組みを含む)…50％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前）とにかく小倉のまちに関する様々な情報に触れておいてください。
事後）毎回のmtgでの指摘事項が何を意味しているのか、しっかりと振り返りを行ってください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

正規の授業時間以外に個別の学習・実習テーマが与えられることがあります。
地域においてチームで活動していく際に必要な考え方、技術、スキル等を学ぶ機会を授業中に組み入れていきます。

履修上の注意　/Remarks

やりっ放しではは良くありません。
活動に対して、こまめな振り返りと改善を行うことで、活動の質を高めていくことを意識しましょう。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662356 /



地域創生基礎演習Ｂ（門司） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
西田　心平 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本演習では、門司商店街活性化プロジェクトの活動を実施しながら、プロジェクト全体とそのマネジメントについて、1学期から続くチームの一
員としての立場から振り返る。また、地域の現状と課題についてチームで議論を行う過程の中で、課題発見の方法論を学習する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

適宜、紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　：　オリエンテーション
　２回～１４回　：　地域活動報告とディスカッション
１５回　：　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習の取り組み状況（振り返りレポートを含む）　…　70％
積極的な演習や地域活動への参加　…　30％

成績評価の方法　/Assessment Method

地域課題に関連する情報収集を行うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

特になし
履修上の注意　/Remarks

本演習では、地域活動の状況について報告してもらい、その内容について振り返る。受講生の活動状況や理解度に応じて、演習計画や演習内容
を変更することがある。その際には、演習中に説明する。また、正規の演習時間外（土曜日や日曜日、夏季や冬季の休暇期間などを含む）に、
チームで地域活動や課題などに取り組んでもらうことがある。地域で活動している団体と連携しながら計画を進めていくため、責任ある行動が
期待される。このため、積極的な報告、連絡、相談が必要になる。自ら進んでその機会を作ってほしい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

門司港　観光開発　商店街　地域との連携
キーワード　/Keywords

662357 /



地域創生基礎演習Ｂ（まちあるき） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
小林　敏樹 / Toshiki Kobayashi / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

まちあるきを体験し、学び、実践し、そして科学する実習。
次年度において、自らのまちあるきの企画を、立案、実施できるようにするための基礎的な実習活動を行う。
まちあるきに関する文献の輪読、上級生あるいは他の主体が実践しているのまちあるきの体験や補助等を通して、まちあるきの全体像を把握し
、グループによるまちあるきの企画立案を目指す。
そのほか、実習のルーティンワーク以外に企業等と連携したまちあるきに関連するプロジェクトの企画立案、実施も積極的に行う予定。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない。

〇茶谷幸治（2012）「「まち歩き」をしかける: コミュニティ・ツーリズムの手ほどき」学芸出版社
その他、実習、プロジェクトに関連する書籍、資料を積極的に読むこと。
また、図書館2階の〇〇学がわかるコーナーに「まちあるきがわかる、まちあるきが創れるコーナー」を設置しているのでそちらも積極的に利用
すること。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第01回　ガイダンス
第02回～第14回　学びと振返り
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実践活動やミーティングへの参加状況：40％
成果物：30％
積極性：30％

成績評価の方法　/Assessment Method

入念な事前学習（準備）と、実習(実践)の成果や課題を振り返り、次の実習(実践)に活かす事後学習が大切。
PDCA、プロジェクトマネジメント、チームビルディング等も意識した事前・事後学習を進めること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修者の習得状況や、企業等との連携によるプロジェクトの進捗状況により、実習の内容を一部変更する場合もある。
履修上の注意　/Remarks

日常の生活においても、多様な着眼点から、まち、地域をみることを通して、まちや地域に対する観察力を身につけよう。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

まちあるき、まちづくり、観光、PDCA、プロジェクトマネジメント、地域調査、インバウンド、シビックプライド
キーワード　/Keywords

662358 /



地域創生基礎演習Ｂ（モビリティ） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
内田　晃 / AKIRA UCHIDA / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

主にモビリティプロジェクトで各自が実践している課題を取り上げ、特にPDCAサイクルのCに当たる振り返りを行い、さらにはA、次に取るべ
きステップについてグループワーク等を交えながら、受講者全員で考えていきます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし

適宜、本の紹介や資料の配布をします。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：ガイダンス（演習の目的や活動方針の説明）
第2回～第14回：実習活動の報告、グループディスカッション
第15回：総括（次学期に向けての方針検討）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

事前・事後学習への意欲、姿勢・・・30％
授業に取り組む姿勢、態度・・・30％
演習活動への貢献度及び目標達成度・・・40％

成績評価の方法　/Assessment Method

前回講義で指摘された課題について、その解決策一つ一つをチームで役割分担を決めて取り組むこと。少しでも翌週以降に進展があることを意
識することが重要です。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

正規の時間以外にもフットパス活動などゼミ全体で取り組むプロジェクトに参加することもあります。地域活動を実践していく上での技術力、
コミュニケーション力、課題解決力など多くの事を学ぶことができます。

履修上の注意　/Remarks

学ぶフィールドは地域全体です。常に地域のあり方について意識し、楽しみながら課題を解決していきましょう。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662359 /



地域創生基礎演習Ｂ（421Lab.） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
石川　敬之 / 地域共生教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

地域共生教育センターの学生運営スタッフとして、地域共生教育センター内、および地域にて実習を行います。
センターの運営業務や地域活動に参加し、他の運営スタッフや地域の方々と協働しながら、その実践的活動を通じて様々な知識やスキルの獲得
を目指します。また、実際の活動に取り組む際のマナーや心構えなども学んでいきます。
多くの活動にかかわり、かつその振り返りを行うことで、座学だけでは得られない学びを経験していきます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示する。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回
 オリエンテーション

第２回～第１４回 の各回では、地域共生教育センター、および地域にて以下のような実践活動を行う。
①学生運営スタッフとして地域共生教育センターの運営業務を担う。
②地域活動プロジェクトのメンバーとして地域の方と一緒に地域活動を行う。
③週一回の全体ミーティングにて報告、議論を行う。
④短期の地域ボランティア活動に参加する
⑤上記以外で必要となる諸活動

第１５回
振り返り研修

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実習に対する参加貢献度（１００％）
成績評価の方法　/Assessment Method

実習に参加する際には、事前に自らの担当業務内容をしっかりと把握し、準備しておくことが必要です。
そのうえで、当日、スムーズに業務に入れるようにしてください。
また実習後は、当日の活動の振り返りを行い、反省点などを踏まえて、次の実習に活かせるようにして下さい。
他の実習メンバーへの申し送りや情報共有なども重要な作業となります。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

本基礎演習は、地域共生教育センターでの実習となります。
センターの運営スタッフとして幅広い業務を担い、その活動を通じて自律的な学びに取り組んでもらいます。
地域共生教育センターでは、地域の方々との協働プロジェクトを多く進めていますので、
ミーティングへの出席や資料づくり、また報告書の作成など、授業時間以外の活動が多くあります。
履修者は、責任感を持って、事前、事後活動にも積極的に取り組んでください。

履修上の注意　/Remarks

662360 /



地域創生基礎演習Ｂ（421Lab.） 【昼】
専門基幹科目

本基礎演習は、通常の演習とは異なり、実習の形をとります。
地域での活動も多くありますので、実習時間以外にも多くの活動が存在します。
そのため細かなスケジュール管理が必要になってきますが、
忙しくて大変である半面、仲間との協働作業を通じては多くの知識や経験を得られます。
関心のあるかたは、一度、地域共生教育センター（４２１Ｌａｂ．）に来て、
学生運営スタッフから直接話を聞いてみてください。
また、４２１Ｌａｂ．が企画する各プロジェクトに参加されるもの良いかもしれません。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

地域活動、協働、セルフマネジメント、リフレクション
キーワード　/Keywords

662360 /



地域創生基礎演習Ｂ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
徳永  政夫 / TOKUNAGA  MASAO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

地域創生基礎演習Bでは地域創生基礎演習Aにおいて各人の学びの方向性の決定を受けて、各指導者教員のゼミに所属します。
当ゼミでは今後必要とされる基本的知識やスキルを学ぶほか、各人の課題を設定した上、２年時から始まるスポーツボランテイア実習の目的・
具体的計画を策定する。
ゼミでの議論を通じて、その目的や具体的計画を練り直し、目的を明確にする。あわせて、実習に必要とされる基本的知識とスキルをロールプ
レイングを体験しながら具体的に学んでいく。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
資料配布

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　　講義のねらい、進め方
　２回　　実習の計画
　３回　　コミュニケーション　1
　４回　　コミュニケーション　2（他者との関係）
　５回　　コミュニケーション　3（クラスメイトを知る）
　６回　　コミュニケーション　4（自己を知る）
　７回　　コミュニケーション　5（他人を知る）
　８回　　コミュニケーションの事例研究1
　９回　　コミュニケーションの事例研究2　　　　　　　　
１０回　　コミュニケーションの３Vの法則の理解
１１回　　具体的な場面・過程を想定したロールプレイング（子供の理解）
１２回　　具体的な場面・過程を想定したロールプレイング（地域の理解）
１３回　　具体的な場面・過程を想定したロールプレイング
１４回　　具体的な場面・過程を想定したロールプレイング
１５回　　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習中に取り組む課題の達成度…５０％　　
積極的な演習への参加（指導的実習への取り組みを含む）…５０％

成績評価の方法　/Assessment Method

各回の授業の理解に有益な情報収集を行うこと
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

２年次以降にスポーツボランティア実習Ⅰを履修予定の学生には、上記テーマとは別に、正規の授業時間外（土曜日や日曜日、夏期や冬期の休暇
期間を含む）に「指導的実習」に取り組んでもらいます。また、正規の授業時間外に個別の学習テーマが与えられることがあります。

履修上の注意　/Remarks

662361 /



地域創生基礎演習Ｂ 【昼】
専門基幹科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662361 /



地域創生基礎演習Ｂ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
山本　浩二 / YAMAMOTO  KOJI / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

地域創生基礎演習Bでは地域創生基礎演習Aにおいて各人の学びの方向性の決定を受けて、各指導者教員のゼミに所属します。
当ゼミでは今後必要とされる基本的知識やスキルを学ぶほか、各人の課題を設定した上、２年時から始まるスポーツボランテイア実習の目的・
具体的計画を策定する。
ゼミでの議論を通じて、その目的や具体的計画を練り直し、目的を明確にする。あわせて、実習に必要とされる基本的知識とスキルをロールプ
レイングを体験しながら具体的に学んでいく。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
資料配布

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　　講義のねらい、進め方
　２回　　実習の計画
　３回　　コミュニケーション　1
　４回　　コミュニケーション　2（他者との関係）
　５回　　コミュニケーション　3（クラスメイトを知る）
　６回　　コミュニケーション　4（自己を知る）
　７回　　コミュニケーション　5（他人を知る）
　８回　　コミュニケーションの事例研究1
　９回　　コミュニケーションの事例研究2　　　　　　　　
１０回　　コミュニケーションの３Vの法則の理解
１１回　　具体的な場面・過程を想定したロールプレイング（子供の理解）
１２回　　具体的な場面・過程を想定したロールプレイング（地域の理解）
１３回　　具体的な場面・過程を想定したロールプレイング
１４回　　具体的な場面・過程を想定したロールプレイング
１５回　　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習中に取り組む課題の達成度…５０％　　
積極的な演習への参加（指導的実習への取り組みを含む）…５０％

成績評価の方法　/Assessment Method

授業前に、演習内容の確認を行うこと。また演習後は、他人の発言等も踏まえ、自分自身に取り込んでいくよう復習すること。演習で出された
課題にも文献等調べ、取り組むこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662362 /



地域創生基礎演習Ｂ 【昼】
専門基幹科目

２年次以降にスポーツボランティア実習Ⅰを履修予定の学生には、上記テーマとは別に、正規の授業時間外（土曜日や日曜日、夏期や冬期の休暇
期間を含む）に「指導的実習」に取り組んでもらいます。また、正規の授業時間外に個別の学習テーマが与えられることがあります。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662362 /



地域創生基礎演習Ｃ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
廣渡  栄寿 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本演習では、ファシリテーションについて学習し、チームで話し合いを行う際の問題点と解決方法を共有する。また、子どもを中心とした多世
代コミュニティづくりを目的とするプロジェクトについて議論する。それらの過程において、チームの相互理解や情報共有、問題解決、新アイ
ディア創出などを促進するために必要な考え方や行動の仕方について学ぶ。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
選定中、オリエンテーション時に指示する。

○ 『プロジェクトマネジメント 理論編』（浅見淳一著、中嶋秀隆監修）総合法令出版
○ 『プロジェクトマネジメント 実践編』（中憲治著、中嶋秀隆監修）総合法令出版

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　：　オリエンテーション
　２回～１４回　：　発表とディスカッション
１５回　：　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習の取り組み状況（振り返りレポートを含む）　…　60％
積極的な演習や地域活動への参加　…　40％

成績評価の方法　/Assessment Method

演習開始前までに、予め演習テーマについて学習し、必要な資料を準備しておくこと。
演習終了後には、演習中に学んだことを振り返り、レポートにまとめること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

本演習では、各自の担当箇所を発表してもらい、その内容について議論する。受講生の活動状況や理解度に応じて、演習計画や演習内容を変更
することがある。その場合は、演習中に説明する。また、正規の演習時間外（土曜日や日曜日、夏季休暇期間などを含む）に、チームで地域活
動や課題などに取り組んでもらう。地域で活動している団体と連携しながら計画を進めていくため、責任ある行動が期待される。このため、積
極的な報告、連絡、相談が必要になる。自ら進んでその機会を作ってほしい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

ファシリテーション　プロジェクトマネジメント　子どもを中心とした多世代コミュニティ
キーワード　/Keywords

662363 /



地域創生基礎演習Ｃ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
佐藤　貴之 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　本演習ではゲーミフィケーションの基礎を学習します。地域活動をゲーミフィケーションの観点から分析し、地域をよりよくする取り組みへ
の適用を目指します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
演習中に指示します。

演習中に適宜紹介します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回～１４回　ゲーミフィケーションの基礎
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習中に取り組む課題の達成度　…　50％　　
積極的な演習への参加　…　50％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前には、指定した教科書を熟読し、それらをまとめて、ディスカッションに臨んでください。
授業後は、ディスカッションを踏まえて、自分の理解を高めるように復習してください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

　他の学生と共同で調査、議論、作業を行います。遅刻、欠席をしないように気をつけてください。どうしても遅刻、欠席せざるを得ない場合
は、事前に担当教員に連絡してください。また、正規の授業時間外に個別の学習テーマが与えられることがあります。

履修上の注意　/Remarks

ゼミの時間以外で学習する機会が多く、忙しくなります。
それでも頑張れる学生に履修してもらうことを期待しています。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

ゲーミフィケーション、モチベーション
キーワード　/Keywords

662364 /



地域創生基礎演習Ｃ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋　和博 / MANABE　KAZUHIRO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

教育や学校を取り巻く課題は、地域レベル、国家レベル、様々な問題を私たちに提示しています。2年次1学期の演習では、教育社会学のテキス
トを用い、教育社会学とは何か、どんな分野があるのか等、総論を確認していきます。また、自分自身と教育の関りや、興味関心についてまと
めてもらいます。
加えて、高等学校を中心にいくつかの学校の実際の課題を受け、学生たち自身で授業を構築し、実践していただく機会を設けます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『新しい時代の教育社会学』　加野芳正・越智康詩編著　ミネルヴァ書房　2012年

特にありませんが、プロジェクトに関連する書籍、資料を積極的に読んでください。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第01回　ガイダンス
第02回～第14回　学びと振返り
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実践活動やミーティングへの参加状況…60％
授業(プロジェクト)についての振り返りの成果物…40％

成績評価の方法　/Assessment Method

各人のタスクに必要な書籍を積極的に読んでください。
また、一般社団法人 ピープラスが運営する『福岡カタリバ』の高等学校等での講義に参加して現場の課題等を体感してください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

プレゼンテーションの機会を設けます。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662365 /



地域創生基礎演習Ｃ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
内田　晃 / AKIRA UCHIDA / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本演習のテーマは交通に対する基礎的な理解を深めていく事です。実習活動を通じて学んだことをベースとして、都市の中で交通がどのような
役割を果たしているのか、交通がどう変われば人々の生活の質が上がっていくのか、交通の質が変わることで必要なまちの形態はどのようなも
のかについて理解を深めていきます。その準備段階として都市の現状課題を分析するための「都市の読み方」の手法について学び、その応用力
を試すためのレポートを課します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし

適宜、本の紹介や資料の配布をします。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：ガイダンス（演習の目的や活動方針の説明）
第2回～第4回：「都市の読み方」基礎論、データ分析の手法
第5回～第8回：「都市の読み方」応用論、自分の出身地について都市分析を行い発表する
第9回～第14回：グループディスカッション
第15回：総括（次学期に向けての方針検討）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

事前・事後学習への意欲、姿勢・・・30％
授業に取り組む姿勢、態度・・・30％
演習の目標達成度・・・40％

成績評価の方法　/Assessment Method

前回講義で気になった課題については、各自で自主的に考え、次回以降に持ち越さないように解決する事。少しでも翌週以降に進展があること
を意識することが重要です。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

正規の時間以外にもフットパス活動などゼミ全体で取り組むプロジェクトに参加することもあります。地域活動を実践していく上での技術力、
コミュニケーション力、課題解決力など多くの事を学ぶことができます。

履修上の注意　/Remarks

学ぶフィールドは地域全体です。常に地域のあり方について意識し、楽しみながら課題を解決していきましょう。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662366 /



地域創生基礎演習Ｃ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
小林　敏樹 / Toshiki Kobayashi / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

都市計画、まちづくりの基礎知識を習得するための文献の輪読、ディスカッションを中心に行う。
また、習得した知識をより深めるため、それらに関連したプロジェクト等への積極的な参加（具体的には、別途設定するミーティング、勉強会
、フィールドワーク等への参加など）が望まれる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
伊藤雅春ほか(2017)｢都市計画とまちづくりがわかる本｣彰国社

適宜指示
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　ガイダンス
第２回～第１５回　輪読、ディスカッション

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

発表・報告内容：30％
ディスカッション：20％
積極性：20％
ミニレポート：20％
達成度：10％

成績評価の方法　/Assessment Method

日々、まちづくりに関するニュース、話題等に関心をもち情報収集を心掛ける。
身近なまちや環境の変化を常に意識する。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

受講者の興味関心に応じて、授業の進め方、内容等を変更する可能性もある。
履修上の注意　/Remarks

どんなことにも興味関心を持って、前向きに自発的に取り組むことを期待する。
まちづくりの実践活動にも積極的に取り組むことを期待する。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

都市計画、まちづくり、まちなかの再生、都市・地域の再生、まちづくりの組織・担い手、まちづくりのマネジメント、福祉のまちづくり、子
育てとまちづくり、ユニバーサルデザイン、交通まちづくり、都市の歴史、観光まちづくり、安心安全まちづくり

キーワード　/Keywords

662367 /



地域創生基礎演習Ｃ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
片岡　寛之 / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

2年次のテーマは「まち、人、コトを知り、理解を深める」です。
ゼミで取り組む内容は以下の通りです。
・物事の本質をつかむ訓練
　→事例調査と発表、動画視聴とディスカッション、近況報告スピーチ
・物事を分析するための基礎を学ぶ
　→好きなもの研究、変なもの研究など
・まちづくりの方法論を学ぶ
　→輪読、メルマガ購読、小商いに挑戦
・実習発表
　→所属している実習での活動内容報告

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示する予定。

適宜指示する予定。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　　１回　オリエンテーション【目標の共有】
２〜13回　上述の内容を実施【プレゼン】【まちづくり】
　　14回　実習報告【振り返り】
　　15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習中に取り組む課題の達成度　…　50％　　
積極的な演習への参加　…　50％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前）上述の内容に関する事前課題にしっかり取り組んでください。
事後）ゼミで受けた指摘をもとに、しっかりと復習してください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

正規の授業時間外に個別の学習テーマが与えられることがあります。また、上記テーマに関連して、正規の授業時間外（土曜日や日曜日を含む
）にフィールドワークなどの調査活動を実施すること等があります。

履修上の注意　/Remarks

662368 /



地域創生基礎演習Ｃ 【昼】
専門基幹科目

大事にして欲しいこと７つ
①腹を決める
②思い切って挑戦する
③常に実践者であれ
④情熱と愛情を注ぐ
⑤謙虚な気持ちで動く
⑥自分の感覚を信じる
⑦感謝する

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

都市解析、リノベーション
キーワード　/Keywords

662368 /



地域創生基礎演習Ｃ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
西田　心平 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

講師との人間関係づくり、基礎的な資料･文献調べの力を身につけることを目的とする。門司港の過去･現在･未来をテーマにグループワークを積
み重ねて各自の研究方法をみがいていく。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない

適宜必要な資料は配布する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　　　　　　　　　オリエンテーション
２回～１４回　　　　発表とデイスカッション
１５回　　　　　　　　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習中の達成度や協力する姿勢　　　　　　　５０％
積極的な参加　　　　　　　　　　　　　　　　　 　５０％

成績評価の方法　/Assessment Method

地域課題に関連する情報収集を行うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

前向きな参加を期待します。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662369 /



地域創生基礎演習Ｃ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
廣川　祐司 / Yuji HIROKAWA / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本授業は、以下の2つの事を柱に実施する。

①Ｅ・Ｆ・シューマッハー（１９８６）『スモール イズ ビューティフル』講談社学術文庫の輪読を行う。
論理的思考力、読解力を鍛えるとともに、現代社会の在り方や見方について考えを深める。
「豊かさとは何か」「社会はどうあるべきか」など、現代社会の根本的な問いについて、自身の意見や価値観を構築するとともに、基礎的なア
カデミックスキルの獲得を目指す。

②日本におけるフットパスを用いた地域活性化の実践と理論化
履修生全体で統一的なテーマや目標を掲げ、それに向けた対象地においてフットパスの実践（フットパスづくり）を行いながら、フットパスが
地域活性化に及ぼす効果やその理論について、実証的な基礎的研究をする。

各担当章を決め、レジュメを用意し担当者が報告した後にディスカッションを行う。
ともに教え合い、学ぶ姿勢が重要視される授業である。

なお、①・②ともに、本授業に参加するための事前準備を事前に必須条件として課すこととする。
①については、テキストの輪読、そしてレジュメ等の報告資料の作成等。
②については、フットパスづくりのためのメンバー間での情報共有のためのミーティングへの参加、そしてフットパスづくりにおける実践であ
る。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Ｅ・Ｆ・シューマッハー（１９８６）『スモール イズ ビューティフル』講談社学術文庫．

神谷由紀子他（２０１４）『フットパスによるまちづくり 地域の小径を楽しみながら歩く (文化とまちづくり叢書)』水曜社．

平松紘（２００２）『ウォーキング大国イギリス－フットパスを歩きながら自然を楽しむ―』明石書店．
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

662370 /



地域創生基礎演習Ｃ 【昼】
専門基幹科目

第1回：イントロダクション
第2回：テキストの輪読・フットパスに関するグループディスカッション①
第3回：テキストの輪読②・フットパスに関するグループディスカッション②
第4回：テキストの輪読③・フットパスに関するグループディスカッション③
第5回：テキストの輪読④・フットパスに関するグループディスカッション④
第6回：テキストの輪読⑤・フットパスに関するグループディスカッション⑤
第7回：テキストの輪読⑥・フットパスに関するグループディスカッション⑥
第8回：テキストの輪読⑦・フットパスに関するグループディスカッション⑦
第9回：テキストの輪読⑧・フットパスに関するグループディスカッション⑧
第10回：テキストの輪読⑨・フットパスに関するグループディスカッション⑨
第11回：テキストの輪読⑩・フットパスに関するグループディスカッション⑩
第12回：テキストの輪読⑪・フットパスに関するグループディスカッション⑪
第13回：テキストの輪読⑫・フットパスに関するグループディスカッション⑫
第14回：テキストの輪読⑬・フットパスに関するグループディスカッション⑬
第15回：総括

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への貢献度（積極性等：）３０％
専門的知識の習得度：３０％
授業時間に報告・発表・振り返りを行う際の準備の丹念さ：４０％（※１）

成績評価の方法　/Assessment Method

フットパスづくりの実践に必ず参加し、授業の事前学習とする。
また、その経験を言語化して十分なリフレクションを行う事を事後学習とする。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

※１：準備とは、自主的な調査への実施、積極的なフィールドワークへの参加、テキスト以外の専門書の輪読など、ゼミに参加するために必要
な各自の事前準備の事を意味する。

上記の「成績評価の方法」に記してあるように、「授業時間に実施する報告・発表・振り返りを行う際の準備」を極めて高く評価する。つまり
、本授業中に報告・ディスカッションするためには、授業時間外に自主学習として、丹念な準備作業が必要となることを理解すること。

そのため、フットパスづくりの実践や輪読するテキストに関連する書籍等を主体的にかつ積極的に行うことを強く推奨する。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662370 /



地域創生基礎演習Ｃ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
石川　敬之 / 地域共生教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

ゼミでは、経営学の知見、理論を援用しながら、社会的課題への対応を考えていきます。
具体的には、（１）経営学の基礎的知識の習得、（２）社会的課題に対する従来の取り組みに関するレビュー、
そして、（３）人材育成支援に関連する先端理論や実践的知見について学習します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
ゼミのなかで適宜、指示します。

ゼミのなかで適宜、指示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　ガイダンス
第２回～第１５回　輪読、議論

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

ゼミへの貢献と課題の評価にて総合的に評価します。
成績評価の方法　/Assessment Method

ゼミでの議論、学習を深めるための予習、および、関連する分野の文献研究。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

経営学、社会的課題の解決
キーワード　/Keywords

662371 /



地域創生基礎演習Ｃ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
徳永  政夫 / TOKUNAGA  MASAO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

ゼミでチームを組んで進めていくうえでチームの相互理解や情報の共有を保ちながら問題を解決していくことや新たな発想を創造していくため
に必要な考え方や行動を学ぶ。
１学期にはシニア向け健康づくり教室も行います。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない

適宜必要な資料は配布する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　　　　　　　　　オリエンテーション
２回～１４回　　　　発表とデイスカッション
１５回　　　　　　　　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習中の達成度や協力する姿勢　　　　　　　５０％
積極的な参加　　　　　　　　　　　　　　　　　 　５０％

成績評価の方法　/Assessment Method

各回の授業の理解に有益な情報収集を行うこと
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662372 /



地域創生基礎演習Ｃ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
山本　浩二 / YAMAMOTO  KOJI / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

実習で浮上してきたさまざまな問題をゼミの場に提示し，議論を通じながらその解決方法について考えていく。本ゼミでは，チームワークやコ
ミュニケーションを重視し，学習していく。また，各自順番に発表を行い，プレゼンテーション能力の向上も目指す。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし

必要に応じて紹介する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　オリエンテーション
2回～14回　発表とディスカッション
15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習中に取り組む課題の達成度　50％
積極的な演習への参加　50％

成績評価の方法　/Assessment Method

授業前に、演習内容の確認を行うこと。また演習後は、他人の発言等も踏まえ、自分自身に取り込んでいくよう復習すること。演習で出された
課題にも文献等調べ、取り組むこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662373 /



地域創生基礎演習Ｄ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
廣渡  栄寿 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本演習では、リーダーシップについて学習し、チームで活動する際の問題点と解決方法を共有する。また、子どもを中心とした多世代コミュニ
ティづくりを目的とするプロジェクトについて議論する。それらの過程において、チームワークを引き出し、チームの成果が最大となるように
支援するために必要な考え方や行動の仕方について学ぶ。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
選定中、オリエンテーション時に指示する。

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　：　オリエンテーション
　２回～１４回　：　発表とディスカッション
１５回　：　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習の取り組み状況（振り返りレポートを含む）　…　60％
積極的な演習や地域活動への参加　…　40％

成績評価の方法　/Assessment Method

演習開始前までに、予め演習テーマについて学習し、必要な資料を準備しておくこと。
演習終了後には、演習中に学んだことを振り返り、レポートにまとめること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

本演習では、各自の担当箇所を発表してもらい、その内容について議論する。受講生の活動状況や理解度に応じて、演習計画や演習内容を変更
することがある。その場合は、演習中に説明する。また、正規の演習時間外（土曜日や日曜日、夏季や冬季の休暇期間などを含む）に、チーム
で地域活動や課題などに取り組んでもらう。地域で活動している団体と連携しながら計画を進めていくため、責任ある行動が期待される。この
ため、積極的な報告、連絡、相談が必要になる。自ら進んでその機会を作ってほしい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

リーダーシップ　ミッション　行動指針　プロジェクトマネジメント　子どもを中心とした多世代コミュニティ
キーワード　/Keywords

662374 /



地域創生基礎演習Ｄ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
佐藤　貴之 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　地域活動や演習で経験した事柄や問題を持ち帰り、ディスカッションを通じて、問題解決の糸口を見つけることを目指します。最終的には、
今後の研究実践活動を行なう上での有用性の検討が可能になることを目指します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
演習中に指示します。

演習中に適宜紹介します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回～　３回　実践活動の検証とフィードバック
　４回～１４回　ストラテジに関する書籍の輪読とディスカッション
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習中に取り組む課題の達成度　…　50％　　
積極的な演習への参加　…　50％

成績評価の方法　/Assessment Method

授業前は、学習する内容に関係する用語の理解を深めてください。
授業後は、ディスカッションを踏まえて、内容の理解を深めてください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

　他の学生と共同で調査、議論、作業を行います。遅刻、欠席をしないように気をつけてください。どうしても遅刻、欠席せざるを得ない場合
は、事前に担当教員に連絡してください。また、正規の授業時間外に個別の学習テーマが与えられることがあります。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662375 /



地域創生基礎演習Ｄ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋　和博 / MANABE　KAZUHIRO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

2年次2学期の演習では、昨今の教育改革の動きを確認しながら、自分自身が興味を持った教育実践事例や学校運営事例等について調べ発表しま
す。
また、1学期に引き続き、教育現場での実践を行っていただきます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特にありません。

特にありませんが、プロジェクトに関連する書籍、資料を積極的に読んでください。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第01回　ガイダンス
第02回～第14回　学びと振返り
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実践活動やミーティングへの参加状況…60％
授業(プロジェクト)についての振り返りの成果物…40％

成績評価の方法　/Assessment Method

各人のタスクに必要な書籍を積極的に読んでください。
また、一般社団法人 ピープラスが運営する『福岡カタリバ』の高等学校等での講義に参加して現場の課題等を体感してください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

実践事例を調べるためには、単に情報をまとめるだけではいけません。類似事例との比較、政策との関連、事例の独自性等々、トピックを丹念
に抑える必要があります。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662376 /



地域創生基礎演習Ｄ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
内田　晃 / AKIRA UCHIDA / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本演習のテーマは交通に対する基礎的な理解を深めていく事です。実習活動を通じて学んだことをベースとして、都市の中で交通がどのような
役割を果たしているのか、交通がどう変われば人々の生活の質が上がっていくのか、交通の質が変わることで必要なまちの形態はどのようなも
のか、などについて既往文献や研究論文を輪読することで理解を深めていきます。さらに次年度以降に各自が本格的に取り組む卒業論文のテー
マについて各自が頭出しをし、受講生全員で議論します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし

藤井聡他（2015）『モビリティをマネジメントする コミュニケーションによる交通戦略』
中村文彦（2016）『バスでまちづくり―都市交通の再生をめざして』
など

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：ガイダンス（演習の目的や活動方針の説明）
第2回～第11回：参考文献の輪読・グループディスカッション
第12回～第14回：卒論テーマの頭出し
第15回：総括（次学期に向けての方針検討）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

事前・事後学習への意欲、姿勢・・・30％
授業に取り組む姿勢、態度・・・30％
演習の目標達成度・・・40％

成績評価の方法　/Assessment Method

前回講義で気になった課題については、各自で自主的に考え、次回以降に持ち越さないように解決する事。少しでも翌週以降に進展があること
を意識することが重要です。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

正規の時間以外にもフットパス活動などゼミ全体で取り組むプロジェクトに参加することもあります。地域活動を実践していく上での技術力、
コミュニケーション力、課題解決力など多くの事を学ぶことができます。

履修上の注意　/Remarks

卒業論文提出は目の前です。自分がどのような問題意識を持ち、仮説を唱え、それを実証していくか、ということを日頃から考えながら演習活
動に取り組んでください。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662377 /



地域創生基礎演習Ｄ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
小林　敏樹 / Toshiki Kobayashi / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

都市計画、まちづくりの基礎知識を習得するための文献の輪読、ディスカッションを中心に行う。
また、習得した知識をより深めるため、それらに関連したプロジェクト等への積極的な参加（具体的には、別途設定するミーティング、勉強会
、フィールドワーク等への参加など）が望まれる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示

輪読テキストとして、
三輪律江ほか(2017)｢まち保育のススメ ―おさんぽ・多世代交流・地域交流・防災・まちづくり｣萌文社
を予定。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　ガイダンス
第２回～第１５回　輪読、ディスカッション

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

発表・報告内容：30％
ディスカッション：20％
積極性：20％
ミニレポート：20％
達成度：10％

成績評価の方法　/Assessment Method

日々、まちづくりに関するニュース、話題等に関心をもち情報収集を心掛ける。
身近なまちや環境の変化を常に意識する。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

受講者の興味関心に応じて、授業の進め方、内容等を変更する可能性もある。
履修上の注意　/Remarks

どんなことにも興味関心を持って、前向きに自発的に取り組むことを期待する。
まちづくりの実践活動にも積極的に取り組むことを期待する。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

662378 /



地域創生基礎演習Ｄ 【昼】
専門基幹科目

都市計画、まちづくり、まちなかの再生、都市・地域の再生、まちづくりの組織・担い手、まちづくりのマネジメント、福祉のまちづくり、子
育てとまちづくり、ユニバーサルデザイン、交通まちづくり、都市の歴史、観光まちづくり、安心安全まちづくり

キーワード　/Keywords

662378 /



地域創生基礎演習Ｄ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
片岡　寛之 / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

2年次のテーマは「まち、人、コトを知り、理解を深める」です。
ゼミで取り組む内容は以下の通りです。
・物事の本質をつかむ訓練
　→事例調査と発表、動画視聴とディスカッション、近況報告スピーチ
・まちづくりの方法論を学ぶ
　→輪読、メルマガ購読、小商いに挑戦
・リノベーションまちづくりの最前線を体感する
　→フィールドワーク、リノベーションスクール
・実習発表
　→所属している実習での活動内容報告

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示する予定。

適宜指示する予定。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　　１回　オリエンテーション【目標の共有】
２〜13回　上述の内容を実施【プレゼン】【まちづくり】
　　14回　実習報告【振り返り】
　　15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習中に取り組む課題の達成度　…　50％　　
積極的な演習への参加　…　50％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前）上述の内容に関する事前課題にしっかり取り組んでください。
事後）ゼミで受けた指摘をもとに、しっかりと復習してください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

正規の授業時間外に個別の学習テーマが与えられることがあります。また、上記テーマに関連して、正規の授業時間外（土曜日や日曜日を含む
）にフィールドワークなどの調査活動を実施すること等があります。

履修上の注意　/Remarks

662379 /



地域創生基礎演習Ｄ 【昼】
専門基幹科目

大事にして欲しいこと７つ
①腹を決める
②思い切って挑戦する
③常に実践者であれ
④情熱と愛情を注ぐ
⑤謙虚な気持ちで動く
⑥自分の感覚を信じる
⑦感謝する

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

都市解析、リノベーション
キーワード　/Keywords

662379 /



地域創生基礎演習Ｄ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
西田　心平 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

講師との人間関係づくり、基礎的な資料･文献調べの力を身につけることを目的とする。門司港の過去･現在･未来をテーマにグループワークを積
み重ねて各自の研究方法をみがいていく。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない

適宜必要な資料は配布する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　　　　　　　　　オリエンテーション
２回～１４回　　　　発表とデイスカッション
１５回　　　　　　　　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習中に取り組む課題の達成度・・・・５０％
積極的な演習への参加・・・・・５０％

成績評価の方法　/Assessment Method

地域課題に関連する情報収集を行うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

配布されたプリント等は毎回持参すること
履修上の注意　/Remarks

前向きな参加を期待します。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662380 /



地域創生基礎演習Ｄ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
廣川　祐司 / Yuji HIROKAWA / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本演習授業は、「地域創生基礎演習Ｃ」において各自の設定した課題やテーマに対し、より深めて学習することを目的とする。はそのために、
以下の2つの事を柱に実施する。

 ①各自テーマを設定し、「文章修業」を実施する。
つまり、自分で本を一冊選び、その本の内容の解説、それに対する自分の意見（特に批判的思考力の向上を目指す）をまとめる。文章作成能力
と専門書の読解力の向上を目指す。
受講生が自らテーマを設定し、資料を集め自主的に学習できるようになることを目指す。

 ②日本におけるフットパスを用いた地域活性化の実践と理論化を通じた「地域活性化モデルの仮説づくり」。
 履修生全体で統一的なテーマや目標を掲げ、それに向けた対象地においてフットパスの実践（フットパスづくり）を行いながら、フットパスが
地域活性化に及ぼす効果やその理論について、実証的な応用研究をする。

 各担当章を決め、レジュメを用意し担当者が報告した後にディスカッションを行う。
 ともに教え合い、学ぶ姿勢が重要視される授業である。

 なお、①・②ともに、本授業に参加するための事前準備を事前に必須条件として課すこととする。
 ①については、各自の興味ある分野の書籍の読書、そしてレジュメ等の報告資料の作成等。
 ②については、フットパスづくりのためのメンバー間での情報共有のためのミーティングへの参加、そしてフットパスづくりにおける実践であ
る。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講生の設定する課題を鑑み、適宜紹介する。

受講生の設定する課題を鑑み、適宜紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：授業内容についての紹介（イントロダクション）
第2回～第14回：各自の設定したテーマに基づいた報告と議論・フットパスに関するグループディスカッション
第15回：まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への貢献度（積極性等：）３０％
 専門的知識の習得度：３０％
 授業時間に報告・発表・振り返りを行う際の準備の丹念さ：４０％（※１）

成績評価の方法　/Assessment Method

662381 /



地域創生基礎演習Ｄ 【昼】
専門基幹科目

フットパスづくりの実践に必ず参加し、授業の事前学習とする。
また、その経験を言語化して十分なリフレクションを行う事を事後学習とする。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

※１：準備とは、自主的な調査への実施、積極的なフィールドワークへの参加、テキスト以外の専門書の輪読など、ゼミに参加するために必要
な各自の事前準備の事を意味する。

 上記の「成績評価の方法」に記してあるように、「授業時間に実施する報告・発表・振り返りを行う際の準備」を極めて高く評価する。つまり
、本授業中に報告・ディスカッションするためには、授業時間外に自主学習として、丹念な準備作業が必要となることを理解すること。

 そのため、フットパスづくりの実践や輪読するテキストに関連する書籍等を主体的にかつ積極的に行うことを強く推奨する。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662381 /



地域創生基礎演習Ｄ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
石川　敬之 / 地域共生教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

ゼミでは、経営学の知見、理論を援用しながら、社会的課題への対応を考えていきます。
具体的には、（１）経営学の基礎的知識の習得、（２）社会的課題に対する従来の取り組みに関するレビュー、
そして、（３）人材育成支援に関連する先端理論や実践的知見について学習します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
ゼミのなかで適宜、指示します。

ゼミのなかで適宜、指示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　ガイダンス
第２回～第１５回　輪読、議論

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

ゼミへの貢献と課題の評価にて総合的に評価します。
成績評価の方法　/Assessment Method

ゼミでの議論、学習を深めるための予習、および、関連する分野の文献研究。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

経営学、社会的課題の解決
キーワード　/Keywords

662382 /



地域創生基礎演習Ｄ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
徳永  政夫 / TOKUNAGA  MASAO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　地域創生基礎演習Ｄでは卒業論文・卒業実践報告の作成にむけ、どのようにテーマを見つけていくのか。また、文献調査や関係者からの聞き
取り調査などを行う。
２学期中にシニア向け健康づくり教室を行います。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
資料を配布

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　1回　　関心のある事例をあげてみる
　2回　　スポーツ指導者について
　3回　　スポーツをとおした地域貢献について１
　4回　　スポーツをとおした地域貢献について２
　5回　　スポーツをとおした地域貢献について３
　6回　　スポーツ実施者の問題点について１
　7回　　スポーツ実施者の問題点について２
　8回　　スポーツ実施者の問題点について３
　9回　　データの収集１
10回　　データの収集２
11回　　データの収集３
12回　　データの分析１
13回　　データの分析２
14回　　データの分析３
15回　　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習中に取り組む課題の達成度・・・・５０％
積極的な演習への参加・・・・・５０％

成績評価の方法　/Assessment Method

各回の授業の理解に有益な情報収集を行うこと
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

配布されたプリント等は毎回持参すること
履修上の注意　/Remarks

662383 /



地域創生基礎演習Ｄ 【昼】
専門基幹科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662383 /



地域創生基礎演習Ｄ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
山本　浩二 / YAMAMOTO  KOJI / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

地域創生基礎演習Dでは，卒業論文作成に向け，各自テーマを見つけ，それぞれ調査を実施する。調査したものを発表し，全員で討論を行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし

必要があれば適宜紹介する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　オリエンテーション
2回　論文の書き方
3回～7回　データの収集・分析
8回～9回　発表・討論
10回～12回　データの収集・分析
13回～14回　発表・討論
15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習中に取り組む課題の達成度　50％
演習への積極的な参加　50％

成績評価の方法　/Assessment Method

授業前に、演習内容の確認を行うこと。また演習後は、他人の発言等も踏まえ、自分自身に取り込んでいくよう復習すること。演習で出された
課題にも文献等調べ、取り組むこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662384 /



地域創生演習Ａ（チャレンジプログラム） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
片岡　寛之 / 地域戦略研究所, 眞鍋　和博 / MANABE　KAZUHIRO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

起業トライアルプログラムに挑戦している3年生が受講するゼミです。
それぞれの事業スケジュールに応じ、準備段階では企画内容等のブラッシュアップ、実施段階では事業の進捗状況確認等を行います。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
とくになし。
（必要に応じて、適宜指定します。）

とくになし。
（必要に応じて、適宜指定します。）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：オリエンテーション
第2〜13回：グループワーク
第14〜15回：ふりかえり

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習に取り組む姿勢（50％）
事業に取り組む姿勢（50％）

成績評価の方法　/Assessment Method

事前）取り組む事業に関連する書籍を読んで学習してください。
事後）ゼミでの指摘事項が何を意味しているのか、しっかりと振り返りを行い、事業内容に反映させてください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

色々と大変なことはあると思いますが、最後までやり抜いてください。
期待しています。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662385 /



地域創生演習Ａ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
廣渡  栄寿 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本演習では、マネジメントの基礎と原則について学習し、地域が抱える課題を共有する。また、子どもを中心とした多世代コミュニティ実現に
向けて、マネジメントの視点から可能なアプローチについて議論する。それらの過程において、組織全体をマネジメントするために必要な考え
方や行動の仕方について学ぶ。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
選定中、オリエンテーション時に指示する。

適宜、紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　：　オリエンテーション
　２回～１４回　：　発表とディスカッション
１５回　：　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習の取り組み状況（振り返りレポートを含む）　…　60％
積極的な演習や地域活動への参加　…　40％

成績評価の方法　/Assessment Method

演習開始前までに、予め演習テーマについて学習し、必要な資料を準備しておくこと。
演習終了後には、演習中に学んだことを振り返り、レポートにまとめること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

本演習では、各自の担当箇所を発表してもらい、その内容について議論する。受講生の活動状況や理解度に応じて、演習計画や演習内容を変更
することがある。その場合は、演習中に説明する。また、正規の演習時間外（土曜日や日曜日、夏季休暇期間などを含む）に、チームで地域活
動や課題などに取り組んでもらうことがある。その際には、地域で活動している団体と連携しながら計画を進めていくため、責任ある行動が期
待される。このため、積極的な報告、連絡、相談が必要になる。自ら進んでその機会を作ってほしい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

マネジメント　マーケティング　イノベーション　プロジェクト　子どもを中心とした多世代コミュニティ
キーワード　/Keywords

662386 /



地域創生演習Ａ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
佐藤　貴之 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　地域活動や演習で経験した事柄や問題を持ち帰り、ゲーミフィケーションや戦略思考を基礎としたディスカッションを通じて、地域が抱える
課題の発見を目指します。最終的には、今後の研究実践活動を行なう上での具体的なテーマや方向性を決定することを目指します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
演習中に指示します。

演習中に適宜紹介します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　イントロダクション
　２回～　１４回　ゲーミフィケーションに関するディスカッションとそれに関するテーマの学習
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習中に取り組む課題の達成度　…　50％　　
積極的な演習への参加　…　50％

成績評価の方法　/Assessment Method

授業前は、学習する内容、用語などを自分で調べてから臨んでください。
授業後は、演習中のディスカションを踏まえて、内容を復習してください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

　他の学生と共同で調査、議論、作業を行います。遅刻、欠席をしないように気をつけてください。どうしても遅刻、欠席せざるを得ない場合
は、事前に担当教員に連絡してください。また、正規の授業時間外に個別の学習テーマが与えられることがあります。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662387 /



地域創生演習Ａ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋　和博 / MANABE　KAZUHIRO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

3年次の演習では、まず教育学古典のJ.デューイを読み、教育とは何かを改めて問い直します。
また、実践では高大連携に力点を置いて学び、活動します。その中でも特に、キャリア教育や総合学習の時間のコンテンツ開発と実施を目指し
ます。
各高等学校の課題をお聞きし、どのようなプログラムが最適かつを考えて、授業やプログラムを立案します。そして、実際に高校生を対象に授
業を行います。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『民主主義と教育(上)』デューイ著　松野安男訳　岩波文庫

特にありませんが、プロジェクトに関連する書籍、資料を積極的に読んでください。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第01回　ガイダンス
第02回～第14回　学びと実践
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実践活動やミーティングへの参加状況…60％
授業(プロジェクト)の成果物…40％

成績評価の方法　/Assessment Method

各人のタスクに必要な書籍を積極的に読んでください。
また、関連のイベントや現場に積極的に出かけて行って体験をしてください。
加えて、振り返りの機会を定期的に設けますので、そこで学びや実践の獲得を確認します。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662388 /



地域創生演習Ａ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
内田　晃 / AKIRA UCHIDA / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

２年生の演習で学んだ都市計画や交通に関する基礎的な情報を元に、それをどのように実際の市町村においてまちづくりで実践していくのかを
考えていきます。特定の地区をフィールドとして、地域の課題解決のための方策を検討します。また同時並行で各自の研究テーマについて絞り
込みを行います。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし。

適宜、本の紹介や資料の配布をします。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：ガイダンス（演習の目的や活動方針の説明）
第2回～第11回：課題解決のための方策検討
第12回～第14回：卒論テーマの頭出し
第15回：総括（次学期に向けての方針検討）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

事前・事後学習への意欲、姿勢・・・30％
授業に取り組む姿勢、態度・・・30％
演習の目標達成度・・・40％

成績評価の方法　/Assessment Method

前回講義で気になった課題については、各自で自主的に考え、次回以降に持ち越さないように解決する事。少しでも翌週以降に進展があること
を意識することが重要です。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

正規の時間以外にもフットパス活動などゼミ全体で取り組むプロジェクトに参加することもあります。地域活動を実践していく上での技術力、
コミュニケーション力、課題解決力など多くの事を学ぶことができます。

履修上の注意　/Remarks

卒業論文提出は目の前です。自分がどのような問題意識を持ち、仮説を唱え、それを実証していくか、ということを日頃から考えながら演習活
動に取り組んでください。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662389 /



地域創生演習Ａ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
石川　敬之 / 地域共生教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

ゼミでは、経営学の知見、理論を援用しながら、社会的課題への対応を考えていきます。
具体的には、（１）経営学の基礎的知識の習得、（２）社会的課題に対する従来の取り組みに関するレビュー、
そして、（３）人材育成支援に関連する先端理論や実践的知見について学習します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
ゼミのなかで適宜、指示します。

ゼミのなかで適宜、指示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　ガイダンス
第２回～第１５回　輪読、議論

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

ゼミへの貢献と課題の評価にて総合的に評価します。
成績評価の方法　/Assessment Method

ゼミでの議論、学習を深めるための予習、および、関連する分野の文献研究。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

経営学、社会的課題の解決
キーワード　/Keywords

662390 /



地域創生演習Ａ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
徳永  政夫 / TOKUNAGA  MASAO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　生涯スポーツ社会の実現を目指しして国のスポーツ振興基本計画と北九州市スポーツ振興審議会の提言に基づいた本市のスポーツ振興計画概
要にある定義や効用あるいは現状を踏まえ学生自身の経験や興味のある種目を選択し基本編、応用編、ゲームまでのカリキュラムを作成する。
　その年度によって計画が大きく変更されることは大いに予想されます。各年度に特徴をもった年間計画（長期的指導プラン）や数か月単位ご
とに行う（短期的指導プラン）・シーズンスポーツも含めて計画していく。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
資料を配布します

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　1回；参加者全員による年間計画の話し合い・・・１
　2回；参加者全員による年間計画の話し合い・・・２
　3回；個人やグループで行える種目を考える・・・１
　4回；個人やグループで行える種目を考える・・・２
　5回；短期的指導プランについてのデイスカッション・・・１
　6回；短期的指導プランについてのデイスカッション・・・２
　7回；短期的指導プランについてのデイスカッション・・・３
　8回；短期的指導プランについてのデイスカッション・・・４
　9回；長期的指導プランについてのデイスカッション・・・１
10回；長期的指導プランについてのデイスカッション・・・２
１１回；長期的指導プランについてのデイスカッション・・・３
１２回；長期的指導プランについてのデイスカッション・・・４
１３回；組織の在り方を議論する
１４回；組織の在り方を議論する
１５回；２学期へのまとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業における積極的な取り組みや態度・・・６０％
達成度・・・４０％

成績評価の方法　/Assessment Method

各回の授業の理解に有益な情報収集を行うこと
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662391 /



地域創生演習Ａ 【昼】
専門基幹科目

常日頃の取り組みを大切にし、配布資料やファイルなどは必ず持参し日々の心がけを大切にしてください。
スポーツ指導は、配慮や指示を間違えれば大変な事故などにつながりかねません。自らの姿勢を正して取り組みましょう。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662391 /



地域創生演習Ａ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
山本　浩二 / YAMAMOTO  KOJI / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

生涯スポーツ社会の実現を目指し、わが国のスポーツ基本計画や北九州市スポーツ振興審議会の提言に基づいた概要や定義、現状を踏まえ、学
生自身で工夫し、議論を重ね、より専門的な知識を身につける。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示する。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　ガイダンス
2～5回　わが国のスポーツ政策動向
6～12回　実習活動を振り返り、地域の課題（問題）を各自発表・ディスカッション
13～15回　卒論の書き方指導

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習に取り組む姿勢・・・50％
発表およびディスカッション・・・50％

成績評価の方法　/Assessment Method

授業前に、演習内容の確認を行うこと。また演習後は、他人の発言等も踏まえ、自分自身に取り込んでいくよう復習すること。演習で出された
課題にも文献等調べ、取り組むこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662392 /



地域創生演習Ａ（通常枠） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
小林　敏樹 / Toshiki Kobayashi / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

都市計画、まちづくりに関する文献の輪読と、現実に動いているまちづくりに関するさまざまな話題、ニュースから課題を探ることにより、卒
業論文のテーマ設定に向けた基礎的知識の習得、整理を行う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
ジェイン・ジェイコブズ（2010）「アメリカ大都市の死と生」鹿島出版会

適宜指示
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回・・・オリエンテーション
第2回～第14回・・・発表とディスカッション
第15回・・・まとめ

本演習では、各自の担当箇所を発表してもらい、その内容について議論する。
また、映像資料等を用いた議論、現地見学等を実施することも予定している。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

取り組む姿勢(積極性）・・・40％、プレゼン・成果物・・・40％、ディスカッション・・・20％
成績評価の方法　/Assessment Method

常に、都市計画、まちづくり、地域創生に関連する話題、ニュースに着目し、演習に活かすこと。
演習で学んだこと、習得したことをより深く学び、また関連する周辺領域に興味関心の幅を広げること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業時間外に、別途プロジェクトの企画、実施等を課すこともあります。
履修上の注意　/Remarks

欠席する際は事前に教員に連絡してください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

都市計画、まちづくり、地域創生、都市・地域の再生
キーワード　/Keywords

662393 /



地域創生演習Ａ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
片岡　寛之 / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

3年次のテーマは「まちの課題を抽出し、課題解決の方法を考え実践する」です。
ゼミで取り組む内容は以下の通りです。

・多くの事例に学ぶ
　→輪読、メルマガ購読
・発想の転換を図る
　→動画視聴、ディスカッション
・リノベーションまちづくりの最前線を体感する　
　→フィールドワーク、リノベーションスクール
・都市解析手法を学び実践する
　→レクチャー、フィールドワーク、プレゼン
・実習報告
　→所属している実習の内容を報告し、ディスカッションを行う
（番外編）
　→チャレンジプログラムに挑戦する

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
使用しません。

適宜指示する、もしくは資料を配付します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　　　　１回　オリエンテーション【目標の共有】
　２〜１４回　上述の内容に取り組む【調査分析】【発表】
　　　１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習中に取り組む課題の達成度　…　５０％
積極的な演習への参加　…　５０％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前）上述の内容に関連して課された課題にしっかりとりくんでください。
事後）毎回受けた指摘をふまえ、しっかり復習してください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662394 /



地域創生演習Ａ 【昼】
専門基幹科目

2年次までの演習や実習の内容を振り返った上で、4年次の卒業論文もしくは卒業実践報告において、どんなことをテーマとして取り組んでいき
たいか、各自が事前にしっかりと考えておいて下さい。（その内容について、第2回のテーマ設定で発表してもらいます。）
正規の授業時間外に個別の学習テーマが与えられることがあります。また、上記テーマに関連して、正規の授業時間外（土曜日や日曜日を含む
）にフィールドワークなどの調査活動等を実施することがあります。

履修上の注意　/Remarks

大事にして欲しいこと７つ
①腹を決める
②思い切って挑戦する
③常に実践者であれ
④情熱と愛情を注ぐ
⑤謙虚な気持ちで動く
⑥自分の感覚を信じる
⑦感謝する

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662394 /



地域創生演習Ａ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
西田　心平 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

北九州市の課題の発見をテーマに学生中心の議論（グループワーク）を発展させていく。各自の問題意識を深めながら、応用的な文献・資料調
べの力を身につける。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない

 適宜必要な資料は配布する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 １回　　　　　　　　　オリエンテーション
２回～１４回　　　　発表とデイスカッション
１５回　　　　　　　　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習中の達成度や協力する姿勢　　　　　　　５０％
積極的な参加　　　　　　　　　　　　　　　　　 　５０％

成績評価の方法　/Assessment Method

地域課題に関連する情報収集を行うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662395 /



地域創生演習Ａ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
廣川　祐司 / Yuji HIROKAWA / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本演習授業は、以下の2つの事を柱に実施する。

 ①卒論執筆に向けた、高度な学術的思考・アカデミックスキルの習得を目指す。
　　夏季休業中に他のゼミと共同でゼミ合宿を実施し、そのゼミ合宿で論文報告を実施する。そのための論文執筆のために各自の興味・関心に
基づく「文章修行」を実施する。

 ②フットパスを用いた地域活性化の実践と理論化を身に付け、フットパスづくりの教育的役割を担う
 履修生全体で統一的なテーマや目標を掲げ、それに向けた対象地においてフットパスの実践（フットパスづくり）を行いながら、フットパスが
地域活性化に及ぼす効果やその理論について、実証的に研究しつつ、地域や後輩たちへ「フットパス」の普及・推進を行うこと。

 各担当章を決め、レジュメを用意し担当者が報告した後にディスカッションを行う。
 ともに教え合い、学ぶ姿勢が重要視される授業である。

 なお、①・②ともに、本授業に参加するための事前準備を事前に必須条件として課すこととする。
 ①については、テキストの輪読、そしてレジュメ等の報告資料の作成等。
 ②については、フットパスづくりのためのメンバー間での情報共有のためのミーティングへの参加、そしてフットパスづくりにおける実践およ
びフットパスづくりにおける指導を行う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示する。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

662396 /



地域創生演習Ａ 【昼】
専門基幹科目

 第1回：イントロダクション
 第2回：文章修行＋フットパスに関するグループディスカッション①
 第3回：文章修行＋フットパスに関するグループディスカッション②
 第4回：文章修行＋フットパスに関するグループディスカッション③
 第5回：文章修行＋フットパスに関するグループディスカッション④
 第6回：文章修行＋フットパスに関するグループディスカッション⑤
 第7回：文章修行＋フットパスに関するグループディスカッション⑥
 第8回：文章修行＋フットパスに関するグループディスカッション⑦
 第9回：文章修行＋フットパスに関するグループディスカッション⑧
 第10回：文章修行＋フットパスに関するグループディスカッション⑨
 第11回：文章修行＋フットパスに関するグループディスカッション⑩
 第12回：文章修行＋フットパスに関するグループディスカッション⑪
 第13回：文章修行＋フットパスに関するグループディスカッション⑫
 第14回：文章修行＋フットパスに関するグループディスカッション⑬
 第15回：文章修行＋フットパスに関するグループディスカッション⑭

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

 専門的知識の習得度：２０％
 授業時間に報告・発表・振り返りを行う際の準備の丹念さ：４０％
文章修業の出来：４０％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前準備とは、自主的な調査への実施、積極的なフィールドワークへの参加、専門書の輪読など、ゼミに参加するために必要な各自の事前準備
の事を意味する。

 上記の「成績評価の方法」に記してあるように、「授業時間に実施する報告・発表・振り返りを行う際の準備」を極めて高く評価する。つまり
、本授業中に報告・ディスカッションするためには、授業時間外に自主学習として、丹念な準備作業が必要となることを理解すること。

 そのため、フットパスづくりの実践や自身の興味関心に関連する書学術書の輪読等を主体的にかつ積極的に行うことを強く推奨する。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662396 /



地域創生演習Ｂ（チャレンジプログラム） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
片岡　寛之 / 地域戦略研究所, 眞鍋　和博 / MANABE　KAZUHIRO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

起業トライアルプログラムに挑戦している3年生が受講するゼミです。
それぞれの事業スケジュールに応じ、準備段階では企画内容等のブラッシュアップ、実施段階では事業の進捗状況確認等を行います。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
とくになし。
（必要に応じて、適宜指定します。）

とくになし。
（必要に応じて、適宜指定します。）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：オリエンテーション
第2〜13回：グループワーク
第14〜15回：ふりかえり

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習に取り組む姿勢（50％）
事業の成果（50％）

成績評価の方法　/Assessment Method

事前）取り組む事業に関連する書籍を読んで学習してください。
事後）ゼミでの指摘事項が何を意味しているのか、しっかりと振り返りを行い、事業内容に反映させてください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

色々と大変なことはあると思いますが、最後までやり抜いてください。
期待しています。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662397 /



地域創生演習Ｂ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
廣渡  栄寿 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本演習では、子どもを中心とした多世代コミュニティを題材に、幸せに暮らすための理想の生き方とは何かについて議論する。また、地域社会
をマネジメントするにあたり、リスクとコストを正しく判断するために必要な考え方や行動の仕方について学ぶ。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
選定中、オリエンテーション時に指示する。

適宜、紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　：　オリエンテーション
　２回～１４回　：　発表とディスカッション
１５回　：　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習の取り組み状況（振り返りレポートを含む）　…　60％
積極的な演習や地域活動への参加　…　40％

成績評価の方法　/Assessment Method

演習開始前までに、予め演習テーマについて学習し、必要な資料を準備しておくこと。
演習終了後には、演習中に学んだことを振り返り、レポートにまとめること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

本演習では、各自の担当箇所を発表してもらい、その内容について議論する。受講生の活動状況や理解度に応じて、演習計画や演習内容を変更
することがある。その場合は、演習中に説明する。また、正規の演習時間外（土曜日や日曜日、夏季や冬季の休暇期間などを含む）に、チーム
で地域活動や課題などに取り組んでもらうことがある。その際には、地域で活動している団体と連携しながら計画を進めていくため、責任ある
行動が期待される。このため、積極的な報告、連絡、相談が必要になる。自ら進んでその機会を作ってほしい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

幸福　リスク　コスト　地域マネジメント　子どもを中心とした多世代コミュニティ
キーワード　/Keywords

662398 /



地域創生演習Ｂ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
佐藤　貴之 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　地域活動や演習で経験した事柄や問題を持ち帰り、ゲーミフィケーションに関する題材を用いたディスカッションを通じて、各学生が取り組
んでいる実践や研究の課題発見と具体的な改善案の提示を目指します。最終的には、今後の研究実践活動の具体的なテーマに対する基礎的知識
の習得と詳細な実施計画の立案を目指します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
演習中に指示します。

演習中に適宜紹介します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　イントロダクション
　２回～１４回　ゲーミフィケーションをテーマとしたディスカッション
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習中に取り組む課題の達成度　…　50％　　
積極的な演習への参加　…　50％

成績評価の方法　/Assessment Method

使用する用語を事前に調べてから授業に臨んでください。
授業後は、演習中のディスカッションの内容を復習してください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

　他の学生と共同で調査、議論、作業を行います。遅刻、欠席をしないように気をつけてください。どうしても遅刻、欠席せざるを得ない場合
は、事前に担当教員に連絡してください。また、正規の授業時間外に個別の学習テーマが与えられることがあります。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662399 /



地域創生演習Ｂ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋　和博 / MANABE　KAZUHIRO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

3年次の演習では、まず教育学古典のJ.デューイを読み、教育とは何かを改めて問い直します。
また、実践では高大連携に力点を置いて学び、活動します。その中でも特に、キャリア教育や総合学習の時間のコンテンツ開発と実施を目指し
ます。
各高等学校の課題をお聞きし、どのようなプログラムが最適かつを考えて、授業やプログラムを立案します。そして、実際に高校生を対象に授
業を行います。
加えて、教育実践事例についてリサーチし、自分たちの活動のブラッシュアップを図ります。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『民主主義と教育(下)』デューイ著　松野安男訳　岩波文庫

特にありませんが、プロジェクトに関連する書籍、資料を積極的に読んでください。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第01回　ガイダンス
第02回～第14回　学びと振返り
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実践活動やミーティングへの参加状況…60％
授業(プロジェクト)についての振り返りの成果物…40％

成績評価の方法　/Assessment Method

各人のタスクに必要な書籍を積極的に読んでください。
また、関連のイベントや現場に積極的に出かけて行って体験をしてください。
加えて、振り返りの機会を定期的に設けますので、そこで学びや実践の獲得を確認します。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662400 /



地域創生演習Ｂ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
内田　晃 / AKIRA UCHIDA / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

次年度以降に各自が本格的に取り組む卒業論文のテーマについて、テーマ設定、社会的背景、などを概括し、その上で卒論としてまとめるため
に必要な目次構成、調査手法などを各自が提示し、受講生全員で議論します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし

適宜、本の紹介や資料の配布をします。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：ガイダンス（演習の目的や活動方針の説明）
第2回～第14回：卒論テーマについての各自の発表とグループディスカッション
第15回：総括（次学期に向けての方針検討）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

事前・事後学習への意欲、姿勢・・・30％
授業に取り組む姿勢、態度・・・30％
演習の目標達成度・・・40％

成績評価の方法　/Assessment Method

前回講義で気になった課題については、各自で自主的に考え、次回以降に持ち越さないように解決する事。少しでも翌週以降に進展があること
を意識することが重要です。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

正規の時間以外にもフットパス活動などゼミ全体で取り組むプロジェクトに参加することもあります。地域活動を実践していく上での技術力、
コミュニケーション力、課題解決力など多くの事を学ぶことができます。

履修上の注意　/Remarks

662401 /



地域創生演習Ｂ 【昼】
専門基幹科目

卒業論文提出は目の前です。自分がどのような問題意識を持ち、仮説を唱え、それを実証していくか、ということを日頃から考えながら演習活
動に取り組んでください。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662401 /



地域創生演習Ｂ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
石川　敬之 / 地域共生教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

ゼミでは、経営学の知見、理論を援用しながら、社会的課題への対応を考えていきます。
具体的には、（１）経営学の基礎的知識の習得、（２）社会的課題に対する従来の取り組みに関するレビュー、
そして、（３）人材育成支援に関連する先端理論や実践的知見について学習します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
ゼミのなかで適宜、指示します。

ゼミのなかで適宜、指示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　ガイダンス
第２回～第１５回　輪読、議論

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

ゼミへの貢献と課題の評価にて総合的に評価します。
成績評価の方法　/Assessment Method

ゼミでの議論、学習を深めるための予習、および、関連する分野の文献研究。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

経営学、社会的課題の解決
キーワード　/Keywords

662402 /



地域創生演習Ｂ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
徳永  政夫 / TOKUNAGA  MASAO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　生涯スポーツ社会の実現を目指して国のスポーツ振興基本計画と北九州市スポーツ振興審議会の提言に基づいた本市スポーツ振興計画概要に
ある定義や効用あるいは現状を踏まえ学生自身の経験や興味のある種目を選択し基本編、応用編、ゲームまでのカリキュラムを作成したものを
用いて実際に指導にあたる。
市内１２９の市民センターの中から、出張型のシニアの健康づくり教室を行います。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
資料を配布します

特になし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　 １回；幼児期の体を動かす、運動の楽しさを考える
　２回；幼児期の体を動かす、楽しい指導の留意点を考える
　３回；幼児期の体を動かす、楽しい指導を考え実践の準備をする
　４回；小学生の体を動かす、運動の楽しさを考える
　５回；小学生の体を動かす、楽しい指導の留意点を考える
　６回；小学生の体を動かす、楽しい指導を考え実践の準備をする
　７回；中学生の体を動かす、（体育・スポーツ活動）の楽しさを考える
　８回；中学生の体を動かす、楽しい指導の留意点を考える
　９回；中学生の体を動かす、楽しい指導を考え実践の準備をする
１０回；シニアの健康を考える・・・指導の留意点
１１回；シニアの健康を考える・・・楽しい指導を考え実践の準備をする
１２回；指導演習（１）
１３回；指導演習（２）
１４回；指導演習（３）
１５回；指導演習（４）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業における積極的な取り組みや態度・・・６０％
達成度・・・４０％

成績評価の方法　/Assessment Method

各回の授業の理解に有益な情報収集を行うこと
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

常日頃の取り組みを大切にし、配布資料やファイルなどは必ず持参し日々の心がけを大切にしてください。
スポーツ指導は、配慮や指示を間違えれば大変な事故などにつながりかねません。自らの姿勢を正して取り組みましょう。

履修上の注意　/Remarks

662403 /



地域創生演習Ｂ 【昼】
専門基幹科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662403 /



地域創生演習Ｂ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
山本　浩二 / YAMAMOTO  KOJI / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

車椅子ソフトボールをはじめ、さまざまな障害者スポーツの実践を振り返り、さらに専門的な知識を身につける。また、実践で生かせるような
計画を立て、再度実践を行う。これらを踏まえ、卒業論文作成に向けた方向性を定める。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示する。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　ガイダンス
2～4回　前期実践活動の振り返り
5～6回　実践活動①（車椅子ソフトボール）
7～8回　実践活動②（障がい者水泳）
9～10回　実践活動③（各種障がい者スポーツ）
11～12回　実践活動④（シニアスポーツ）
13～14回　卒業論文・卒業実践報告書テーマ決め
15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

積極的な取り組みや態度・・・60％
達成度・・・40％

成績評価の方法　/Assessment Method

授業前に、演習内容の確認を行うこと。また演習後は、他人の発言等も踏まえ、自分自身に取り込んでいくよう復習すること。演習で出された
課題にも文献等調べ、取り組むこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

日頃の取り組みを大切にし、配布資料やファイルなどは必ず毎回持参してください。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662404 /



地域創生演習Ｂ（通常枠） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
小林　敏樹 / Toshiki Kobayashi / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

卒業論文作成に向けた準備として、論文作成の作法を習得する。そのうえで、各自の興味関心のあるテーマについて、発表する。関連する資料
、文献や既存研究の収集、整理、読み込みなどが中心となる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない。

各自の興味、関心に応じて、適宜紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回・・・オリエンテーション
第2回～第14回・・・発表、他
第15回・・・まとめ

本演習では、各自発表してもらい、その内容について議論する。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

取り組む姿勢(積極性）・・・50％、プレゼン・成果物・・・40％、ディスカッション・・・10％
成績評価の方法　/Assessment Method

どういったテーマについて取り組んで行きたいか、各自が事前にある程度考えておく。そのためには、日頃から各自の興味関心のある分野につ
いての情報収集を積極的に行うことが大事。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業時間外に、別途プロジェクトの企画、実施等を課すこともあります。
履修上の注意　/Remarks

授業計画、内容については演習を進めていく中で、変更する可能性がある。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

都市計画、まちづくり、地域創生
キーワード　/Keywords

662405 /



地域創生演習Ｂ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
片岡　寛之 / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

3年次のテーマは「まちの課題を抽出し、課題解決の方法を考え実践する」です。
ゼミで取り組む内容は以下の通りです。

・多くの事例に学ぶ
　→輪読、メルマガ購読
・発想の転換を図る
　→動画視聴、ディスカッション
・リノベーションまちづくりの最前線を体感する　
　→フィールドワーク、リノベーションスクール
・都市解析手法を学び実践する
　→レクチャー、フィールドワーク、プレゼン
・実習報告
　→所属している実習の内容を報告し、ディスカッションを行う
（番外編）
　→チャレンジプログラムに挑戦する

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
使用しません。

適宜指示する、もしくは資料を配付します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　　　　１回　オリエンテーション【目標の共有】
　２〜１４回　上述の内容に取り組む【調査分析】【発表】
　　　１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習中に取り組む課題の達成度　…　５０％
積極的な演習への参加　…　５０％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前）上述の内容に関連して課された課題にしっかりとりくんでください。
事後）毎回受けた指摘をふまえ、しっかり復習してください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662406 /



地域創生演習Ｂ 【昼】
専門基幹科目

2年次までの演習や実習の内容を振り返った上で、4年次の卒業論文もしくは卒業実践報告において、どんなことをテーマとして取り組んでいき
たいか、各自が事前にしっかりと考えておいて下さい。（その内容について、第2回のテーマ設定で発表してもらいます。）
正規の授業時間外に個別の学習テーマが与えられることがあります。また、上記テーマに関連して、正規の授業時間外（土曜日や日曜日を含む
）にフィールドワークなどの調査活動等を実施することがあります。

履修上の注意　/Remarks

大事にして欲しいこと７つ
①腹を決める
②思い切って挑戦する
③常に実践者であれ
④情熱と愛情を注ぐ
⑤謙虚な気持ちで動く
⑥自分の感覚を信じる
⑦感謝する

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662406 /



地域創生演習Ｂ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
西田　心平 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

北九州の課題とその取り組みの研究をとおして各自の研究テーマを発見（仮論題を設定）していく。応用的な資料･文献調べの力やフィールドワ
ークの力を高めていく。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない

適宜必要な資料は配布する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　　　　　　　　　オリエンテーション
２回～１４回　　　　発表とデイスカッション
１５回　　　　　　　　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習中の達成度や協力する姿勢　　　　　　　５０％
積極的な参加　　　　　　　　　　　　　　　　　 　５０％

成績評価の方法　/Assessment Method

地域課題に関連する情報収集を行うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

662407 /



地域創生演習Ｂ 【昼】
専門基幹科目

キーワード　/Keywords

662407 /



地域創生演習Ｂ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
廣川　祐司 / Yuji HIROKAWA / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

この演習は、「地域創生演習Ａ」の文章修業において各自の設定した課題やテーマに対し、より深めて学習することを目的とする。受講生が設
定した課題に対し、その克服方法を模索する際、最も有用な分析手法（経済学・社会学・法学・政治学・倫理学・民俗学等）は何かを発見し、
資料を集め自主的に学習できるようになることを目指す。これは地域創成学群が非常に学際的な分野であるために必要な作業である。

この作業は卒業論文執筆を見据えた、論文執筆のための知識とスキルの向上を目的としている。

また、各自、調査フィールドを設定したものにとっては、フィールドワークを学術的に実施し、高度な実証的研究を実施する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講生の設定する課題を鑑み、適宜紹介する。

受講生の設定する課題を鑑み、適宜紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：授業内容についての紹介（イントロダクション）
第2回～第14回：各自の設定したテーマに基づいた報告と議論
第15回：まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への貢献度（積極的発言・報告準備の丹念さ）：50％
演習中に取り組む課題の達成度：50％

成績評価の方法　/Assessment Method

問題意識を持って演習に参加することが必要となる。環境問題、コミュニティ問題など現代社会が抱える様々な問題に対して情報収集を積極的
に行ってほしい。そのため、演習授業に参加するためには事前学習として、十分な報告資料の作成が必要となる。
また、各自設定したテーマについて、文献研究だけでなく、実際にまちや地域社会に出ていき知識や情報を収集することが望まれることから、
演習授業でうけた助言やアドバイスをもとに、自ら調査計画を立て、調査を実施するという事後学習も求められる。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662408 /



地域創生演習Ｃ（チャレンジプログラム） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
片岡　寛之 / 地域戦略研究所, 眞鍋　和博 / MANABE　KAZUHIRO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
4年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ４年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

起業トライアルプログラムに挑戦した4年生が受講するゼミです。
事業継続中の場合は、事業の進捗状況確認等を行います。
3年次で事業が終了している場合は、事業の企画立案から実施に至までの各プロセスについて詳細な分析を行い、事業の成果や効果について検証
を行います。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
とくになし。
（必要に応じて、適宜指定します。）

とくになし。
（必要に応じて、適宜指定します。）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：オリエンテーション
第2〜13回：グループワーク
第14〜15回：ふりかえり

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習に取り組む姿勢（50％）
課題への取り組み状況（50％）

成績評価の方法　/Assessment Method

事前）取り組んだ事業の成果や効果を検証するために必要となる書籍を読んで学習してください。
事後）ゼミでの指摘事項が何を意味しているのか、しっかりと振り返りを行ってください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

662409 /



地域創生演習Ｃ（チャレンジプログラム） 【昼】
専門基幹科目

キーワード　/Keywords

662409 /



地域創生演習Ｃ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
廣渡  栄寿 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
4年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ４年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本演習では、今まで議論してきた地域の課題や地域活動の在り方について総括する。また、各自のテーマについて必要な調査や資料収集などを
行う。その進捗状況について随時報告を行い、議論を深める。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

適宜、紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　：　オリエンテーション
　２回～１４回　：　各自のテーマに関する発表とディスカッション
１５回　：　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習の取り組み状況（課題の達成度を含む）　…　70％
積極的な演習への参加　…　30％

成績評価の方法　/Assessment Method

演習開始前までに、予め演習テーマについて学習し、必要な資料を準備しておくこと。
演習終了後には、演習中に学んだことを振り返り、レポートにまとめること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

本演習では、正規の演習時間外（土曜日や日曜日、夏季休暇期間などを含む）に課題に取り組んでもらう。各自の計画に基づいて進めていくた
め、積極的な報告、連絡、相談が必要になる。自ら進んでその機会を作ってほしい。また、受講生の発表準備や理解度に応じて、演習計画や演
習内容を変更することがある。その際には、演習中に説明する。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

地域創生　地域マネジメント　プロジェクトマネジメント
キーワード　/Keywords

662410 /



地域創生演習Ｃ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
佐藤　貴之 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
4年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ４年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　本演習では、地域創生実習ⅠからⅣで経験した事柄や問題に関するディスカッションを通じて、各学生が取り組んでいる実践や研究をより深く
考察し、総括するための準備を行います。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
演習中に指示します。

演習中に適宜紹介します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　　　　　イントロダクション
　２回～１４回　学生の研究テーマに対する書籍や論文の輪読とディスカッション
１５回　　　　　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習中に取り組む課題の達成度　…　50％　　
積極的な演習への参加　…　50％

成績評価の方法　/Assessment Method

授業前には、これまで行ってきた地域活動に関して内容をまとめておいてください。
授業後は、演習での議論を踏まえて、次の授業までにまとめなおしてください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

どうしても遅刻、欠席せざるを得ない場合は、事前に担当教員に連絡してください。
また、正規の授業時間外に個別の学習テーマが与えられることがあります。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662411 /



地域創生演習Ｃ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋　和博 / MANABE　KAZUHIRO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
4年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ４年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

卒業論文の制作に向けて、教育に関する諸問題について理解を深めていきます。
教育現場での実践を踏まえつつ、自身のテーマについて学び、経験していきます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特にありません。

特にありませんが、プロジェクトに関連する書籍、資料を積極的に読んでください。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第01回　ガイダンス
第02回～第14回　学びと振返り
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実践活動やミーティングへの参加状況…60％
授業(プロジェクト)についての振り返りの成果物…40％

成績評価の方法　/Assessment Method

各人のタスクに必要な書籍を積極的に読んでください。
また、関連のイベントや現場に積極的に出かけて行って体験をしてください。
加えて、振り返りの機会を定期的に設けますので、そこで学びや実践の獲得を確認します。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662412 /



地域創生演習Ｃ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
石川　敬之 / 地域共生教育センター担当者名

/Semester/Credits
4年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ４年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

ゼミでは、経営学の知見、理論を援用しながら、社会的課題への対応を考えていきます。
具体的には、（１）経営学の基礎的知識の習得、（２）社会的課題に対する従来の取り組みに関するレビュー、
そして、（３）人材育成支援に関連する先端理論や実践的知見について学習します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
ゼミのなかで適宜、指示します。

ゼミのなかで適宜、指示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　ガイダンス
第２回～第１５回　輪読、議論

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

ゼミへの貢献と課題の評価にて総合的に評価します。
成績評価の方法　/Assessment Method

ゼミでの議論、学習を深めるための予習、および、関連する分野の文献研究。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

経営学、社会的課題の解決
キーワード　/Keywords

662413 /



地域創生演習Ｃ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
徳永  政夫 / TOKUNAGA  MASAO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
4年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ４年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　これまでのスポーツ・ボランテイアの実践を通して自らの関心に応じた実践テーマを選択し、調査、研究を行っていく。
また、報告、デイスカッション等を随時行いながら研究発表に向けたまとめに取り組む。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
　資料配布

　なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　　　　　　　ガイダンス
　２回～１４回　　卒論に向けた指導オヨビデイスカッション
　１５回　　　　　　まため

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

　授業に取り組む姿勢　　　　５０％
　発表　　　　　　　　　　　　　　５０％

成績評価の方法　/Assessment Method

各回の授業の理解に有益な情報収集を行うこと
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

　１年次から４年次までの実習や多くの活動記録を毎回持参すること。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662414 /



地域創生演習Ｃ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
山本　浩二 / YAMAMOTO  KOJI / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
4年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ４年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

これまでの実習活動を通して、自らの関心に応じたテーマを決定し、調査・研究方法を検討する。ゼミの中で報告、議論を繰り返しながら、論
文の方向性を定めていく。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示する。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　ガイダンス
2～14回　報告・ディスカッション・修正・添削
15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習に取り組む姿勢・・・50％
発表・・・50％

成績評価の方法　/Assessment Method

授業前に、演習内容の確認を行うこと。また演習後は、他人の発言等も踏まえ、自分自身に取り込んでいくよう復習すること。演習で出された
課題にも文献等調べ、取り組むこと。発表の準備に関しては、教員との事前のやり取りを行うこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662415 /



地域創生演習Ｃ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
片岡　寛之 / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
4年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ４年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

4年次のテーマは「実戦経験等の言語化と概念化」です。
卒業論文として、地域の課題解決に向けた仮説を立てた上で、どのようにして仮説を立証するかを検討し、そのために必要な情報を収集・整理
・分析すること、もしくは、卒業実践報告として、これまでの実戦経験から得ることのできた知見を体系的にまとめあげることがこの演習の目
的です。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しません。

適宜指示する、もしくは資料を配付します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　　　　１回　オリエンテーション【目標の共有】
　　　　２回　これまでの演習の振り返り【振り返り】
　　３〜４回　取り組んだプロジェクトに関する報告【振り返り】
　５〜１４回　各自が設定したテーマに関する報告１【調査分析】【発表】
　　　１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習中に取り組む課題の達成度　…　５０％
積極的な演習への参加　…　５０％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前）関連書籍等をしっかり読んでおいてください。
事後）毎回の指摘内容を復習してください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

正規の授業時間外に個別の学習テーマが与えられることがあります。また、上記テーマに関連して、正規の授業時間外（土曜日や日曜日を含む
）にフィールドワークなどの調査活動を実施することがあります。

履修上の注意　/Remarks

集大成のつもりで取り組んでください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662416 /



地域創生演習Ｃ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
西田　心平 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
4年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ４年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

地域創生演習A・Bの進捗をふまえ、引き続き、受講生の決めた主体的なテーマに関し、その調査および研究成果を皆で議論する。いよいよ最終
年次となるため、卒論等へ受け、より具体的な成果をあげることを目指す。
ゼミ生の一層真摯な取り組みを期待する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜紹介する

適宜紹介し、補足資料も配布する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　　　　　　　　　地域創生演習A・Bの振り返り
2回～14回　　　　 論文等テーマの設定と逐次報告
15回　　　　　　　　 まとめ　　　

　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習中に取り組む課題の達成度　　　…　　50％
積極的な演習への参加　　　…　　50％

成績評価の方法　/Assessment Method

研究テーマに関連する情報収集を行うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

受講生の自主的・積極的な運営を期待します。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662417 /



地域創生演習Ｃ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
廣川　祐司 / Yuji HIROKAWA / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
4年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ４年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

この演習では、卒業論文の執筆に向けて各自の問題関心・テーマに基づき高度な専門的知識を身につけることを目的とする。さらに、その専門
的知識は単に知識として持つだけでなく、実際の（地域）社会において活用できる実用性を有していることが望ましい。したがって、調査と研
究を同時進行的に行い、その進捗状況をこの演習で報告してもらう。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講者の関心を鑑み、適宜紹介する。

受講者の関心を鑑み、適宜紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：授業内容についての紹介（イントロダクション）
第2回～第14回：各自の設定したテーマに基づいた報告と議論
第15回：まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への貢献度（積極的発言・報告準備の丹念さ）：50％
演習中に取り組む課題の達成度：50％

成績評価の方法　/Assessment Method

問題意識を持って演習に参加することが必要となる。環境問題、コミュニティ問題など現代社会が抱える様々な問題に対して情報収集を積極的
に行ってほしい。そのため、演習授業に参加するためには事前学習として、十分な報告資料の作成が必要となる。
また、各自設定したテーマについて、文献研究だけでなく、実際にまちや地域社会に出ていき知識や情報を収集することが望まれることから、
演習授業でうけた助言やアドバイスをもとに、自ら調査計画を立て、調査を実施するという事後学習も求められる。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662418 /



地域創生演習Ｄ（チャレンジプログラム） 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
片岡　寛之 / 地域戦略研究所, 眞鍋　和博 / MANABE　KAZUHIRO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
4年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ４年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

起業トライアルプログラムに挑戦した4年生が受講するゼミです。
事業継続中の場合は、事業の進捗状況確認等を行います。
3年次で事業が終了している場合は、事業の企画立案から実施に至までの各プロセスについて詳細な分析を行い、事業の成果や効果について検証
を行います。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
とくになし。
（必要に応じて、適宜指定します。）

とくになし。
（必要に応じて、適宜指定します。）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：オリエンテーション
第2〜13回：グループワーク
第14〜15回：ふりかえり

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習に取り組む姿勢（50％）
事業の成果（50％）

成績評価の方法　/Assessment Method

事前）取り組んだ事業の成果や効果を検証するために必要となる書籍を読んで学習してください。
事後）ゼミでの指摘事項が何を意味しているのか、しっかりと振り返りを行ってください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662419 /



地域創生演習Ｄ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
廣渡  栄寿 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
4年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ４年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本演習では、各自のテーマについてまとめていく。その進捗状況について随時報告を行い、議論を深める。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

適宜、紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　：　オリエンテーション
　２回～１４回　：　各自のテーマに関する発表とディスカッション
１５回　：　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習の取り組み状況（課題の達成度を含む）　…　70％
積極的な演習への参加　…　30％

成績評価の方法　/Assessment Method

演習開始前までに、予め演習テーマについて学習し、必要な資料を準備しておくこと。
演習終了後には、演習中に学んだことを振り返り、レポートにまとめること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

本演習では、正規の演習時間外（土曜日や日曜日、夏季や冬季の休業期間などを含む）に課題に取り組んでもらう。各自の計画に基づいて進め
ていくため、積極的な報告、連絡、相談が必要になる。自ら進んでその機会を作ってほしい。また、受講生の発表準備や理解度に応じて、演習
計画や演習内容を変更することがある。その場合は、演習中に説明する。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

地域創生　地域マネジメント　プロジェクトマネジメント
キーワード　/Keywords

662420 /



地域創生演習Ｄ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
佐藤　貴之 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
4年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ４年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本演習では、各学生が取り組んでいる実践や研究を知見としてまとめ、総括するためのディスカッションを行います。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
演習中に指示します。

演習中に適宜紹介します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　イントロダクション
　２回～１４回　実践や研究に関するディスカッション
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習中に取り組む課題の達成度　…　50％　　
積極的な演習への参加　…　50％

成績評価の方法　/Assessment Method

授業前は、テーマとして設定した内容をまとめ、発表する準備をしてください。
授業後は、演習での内容を踏まえて、内容をブラッシュアップしてください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

どうしても遅刻、欠席せざるを得ない場合は、事前に担当教員に連絡してください。
また、正規の授業時間外に個別の学習テーマが与えられることがあります。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662421 /



地域創生演習Ｄ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋　和博 / MANABE　KAZUHIRO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
4年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ４年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

卒業論文の制作に向けて、教育に関する諸問題について理解を深めていきます。
教育現場での実践を踏まえつつ、自身のテーマについて学び、経験していきます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特にありません。

特にありませんが、プロジェクトに関連する書籍、資料を積極的に読んでください。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第01回　ガイダンス
第02回～第14回　学びと振返り
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

実践活動やミーティングへの参加状況…60％
授業(プロジェクト)についての振り返りの成果物…40％

成績評価の方法　/Assessment Method

各人のタスクに必要な書籍を積極的に読んでください。
また、関連のイベントや現場に積極的に出かけて行って体験をしてください。
加えて、振り返りの機会を定期的に設けますので、そこで学びや実践の獲得を確認します。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662422 /



地域創生演習Ｄ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
石川　敬之 / 地域共生教育センター担当者名

/Semester/Credits
4年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ４年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

ゼミでは、経営学の知見、理論を援用しながら、社会的課題への対応を考えていきます。
具体的には、（１）経営学の基礎的知識の習得、（２）社会的課題に対する従来の取り組みに関するレビュー、
そして、（３）人材育成支援に関連する先端理論や実践的知見について学習します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
ゼミのなかで適宜、指示します。

ゼミのなかで適宜、指示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　ガイダンス
第２回～第１５回　輪読、議論

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

ゼミへの貢献と課題の評価にて総合的に評価します。
成績評価の方法　/Assessment Method

ゼミでの議論、学習を深めるための予習、および、関連する分野の文献研究。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

経営学、社会的課題の解決
キーワード　/Keywords

662423 /



地域創生演習Ｄ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
徳永  政夫 / TOKUNAGA  MASAO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
4年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ４年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　卒論に向けてのデイスカッションや個別指導を行う
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
　なし

　なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１、１年次１学期活動の確認
　２、１年次２学期活動の確認
　３、１学年をまとめる
　４、２年次１学期活動の確認
　５、２年次２学期活動の確認
　６、２学年をまとめる
　７、３年次１学期活動の確認
　８、３年次２学期活動の確認
　９、３学年をまとめる
　１０、卒論テーマ決定
　１１、卒論指導１
　１２、卒論指導２
　１３、卒論指導３
　１４、卒論指導４
　１５、卒論指導５

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

　授業に取り組む姿勢　　　５０％
　発表　　　　　　　　　　　　　５０％

成績評価の方法　/Assessment Method

３年次までの実習に関連する情報収集を行うこと
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

　1年次から3年次までの実習や多くの活動記録を毎回持参すること
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

662424 /



地域創生演習Ｄ 【昼】
専門基幹科目

キーワード　/Keywords

662424 /



地域創生演習Ｄ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
山本　浩二 / YAMAMOTO  KOJI / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
4年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ４年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

卒業論文完成にむけてのディスカッションや個別指導を行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示する。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　ガイダンス
2～10回　卒論指導
11～12回　最終報告会
13～15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習に取り組む姿勢・・・50％
発表・・・50％

成績評価の方法　/Assessment Method

授業前に、演習内容の確認を行うこと。また演習後は、他人の発言等も踏まえ、自分自身に取り込んでいくよう復習すること。演習で出された
課題にも文献等調べ、取り組むこと。発表の準備に関しては、教員との事前のやり取りを行うこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662425 /



地域創生演習Ｄ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
片岡　寛之 / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
4年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ４年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

4年次のテーマは「実戦経験等の言語化と概念化」です。
卒業論文として、地域の課題解決に向けた仮説を立てた上で、どのようにして仮説を立証するかを検討し、そのために必要な情報を収集・整理
・分析すること、もしくは、卒業実践報告として、これまでの実戦経験から得ることのできた知見を体系的にまとめあげることがこの演習の目
的です。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しません。

適宜指示する、もしくは資料を配付します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　　　　１回　オリエンテーション【目標の共有】
　　　　２回　これまでの演習の振り返り【振り返り】
　　３〜４回　取り組んだプロジェクトに関する報告【振り返り】
　５〜１４回　各自が設定したテーマに関する報告１【調査分析】【発表】
　　　１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習中に取り組む課題の達成度　…　５０％
積極的な演習への参加　…　５０％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前）関連書籍等をしっかり読んでおいてください。
事後）毎回の指摘内容を復習してください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

正規の授業時間外に個別の学習テーマが与えられることがあります。また、上記テーマに関連して、正規の授業時間外（土曜日や日曜日を含む
）にフィールドワークなどの調査活動を実施することがあります。

履修上の注意　/Remarks

集大成のつもりで取り組んでください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662426 /



地域創生演習Ｄ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
西田　心平 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
4年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ４年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

引き続き、受講生の決めた具体的なテーマに関し、その調査研究成果を皆で議論する。いよいよ最終年次となるため、卒論等へ受け、より具体
的な成果をあげることを目指す。真摯な取り組みを期待する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜紹介する

適宜紹介し、補足資料も配布する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　　　　　　　　　これまでの総括と振り返り
2回～14回　　　　各自の論文等の題目設定と作成指導
15回　　　　　　　　まとめ　　　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習中に取り組む課題の達成度　　　…　　50％
積極的な演習への参加　　　…　　50％

成績評価の方法　/Assessment Method

研究テーマに関連する情報収集を行うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

受講生の自主的・積極的な運営を期待します。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662427 /



地域創生演習Ｄ 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
廣川　祐司 / Yuji HIROKAWA / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
4年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ４年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

引き続き、この演習では「地域創生演習Ｃ」と同様に、卒業論文の執筆に向けて各自の問題関心・テーマに基づき高度な専門的知識を身につけ
ることを目的とする。さらに、その専門的知識は単に知識として持つだけでなく、実際の（地域）社会において活用できる実用性を有している
ことが望ましい。したがって、調査と研究を同時進行的に行い、その進捗状況をこの演習で報告してもらう。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
受講者の関心を鑑み、適宜紹介する。

受講者の関心を鑑み、適宜紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：授業内容についての紹介（イントロダクション）
第2回～第14回：各自の設定したテーマに基づいた報告と議論
第15回：まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への貢献度（積極的発言・報告準備の丹念さ）：50％
演習中に取り組む課題の達成度：50％

成績評価の方法　/Assessment Method

問題意識を持って演習に参加することが必要となる。環境問題、コミュニティ問題など現代社会が抱える様々な問題に対して情報収集を積極的
に行ってほしい。そのため、演習授業に参加するためには事前学習として、十分な報告資料の作成が必要となる。
また、各自設定したテーマについて、文献研究だけでなく、実際にまちや地域社会に出ていき知識や情報を収集することが望まれることから、
演習授業でうけた助言やアドバイスをもとに、自ら調査計画を立て、調査を実施するという事後学習も求められる。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662428 /



卒業論文・卒業実践報告（チャレンジプログラム） 【
昼】

専門基幹科目

/Instructor
片岡　寛之 / 地域戦略研究所, 眞鍋　和博 / MANABE　KAZUHIRO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
4年次 4単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ４年１･２学期（ペ
ア）

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

各自のテーマに従い、卒業論文・卒業実践報告書を作成する。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示する。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：オリエンテーション
第2・3回：論文・報告書の書き方指導
第4～8回：研究途中経過報告１回目
第9～13回：研究途中経過報告２回目
第14回：中間報告会
第15～19回：研究途中経過報告３回目
第20～24回：研究途中経過報告４回目
第25～28回：研究途中経過報告５回目
第29回：最終報告会
第30回：総評

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

論文・実践報告書100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前）関連書籍や関連論文をしっかり読みこんでおいてください。
事後）毎回受けた指摘をもとに改善を行ってください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662429 /



卒業論文・卒業実践報告（チャレンジプログラム） 【
昼】

専門基幹科目

演習は、報告・議論の場であるので、事前準備を十分に行ってのぞむこと。
随時、教員とコンタクトをとり、アドバイスを受けること。

履修上の注意　/Remarks

逃げることなく粘り強く取り組んでください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662429 /



卒業論文・卒業実践報告 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
廣渡  栄寿 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
4年次 4単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ４年１･２学期（ペ
ア）

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

各自のテーマに従い、卒業論文・卒業実践報告書を執筆する。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

適宜、紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　：　オリエンテーション
　２回～２９回　：　卒業論文・卒業実践報告書の執筆指導
３０回　：　最終報告

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

卒業論文・卒業実践報告書　…　100％
成績評価の方法　/Assessment Method

演習開始前までに、予め演習テーマについて学習し、必要な資料を準備しておくこと。
演習終了後には、演習中に学んだことを振り返り、レポートにまとめること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

本演習では、各自の計画に基づいて進めていくため、積極的な報告、連絡、相談が必要になる。自ら進んでその機会を作ってほしい。また、受
講生の発表準備や理解度に応じて、演習計画や演習内容を変更することがある。その場合は、演習中に説明する。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

地域創生　地域マネジメント　プロジェクトマネジメント
キーワード　/Keywords

662430 /



卒業論文・卒業実践報告 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
佐藤　貴之 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
4年次 4単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ４年１･２学期（ペ
ア）

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

各自のテーマに従い、卒業論文・卒業実践報告書を作成する。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示する。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：オリエンテーション
第2・3回：論文・報告書の書き方指導
第4～8回：研究途中経過報告１回目
第9～13回：研究途中経過報告２回目
第14回：中間報告会
第15～19回：研究途中経過報告３回目
第20～24回：研究途中経過報告４回目
第25～28回：研究途中経過報告５回目
第29回：最終報告会
第30回：総評

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

論文・実践報告書100％
成績評価の方法　/Assessment Method

途中経過を適切に報告できるよう、授業前に準備して臨んでください。
授業後は、それをもとに内容を洗練させてください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662431 /



卒業論文・卒業実践報告 【昼】
専門基幹科目

演習は、報告・議論の場であるので、事前準備を十分に行ってのぞむこと。
随時、教員とコンタクトをとり、アドバイスを受けること。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662431 /



卒業論文・卒業実践報告 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋　和博 / MANABE　KAZUHIRO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
4年次 4単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ４年１･２学期（ペ
ア）

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

卒業論文執筆を行います。卒業論文であっても卒業実践報告であっても、事象や自分が行ってきたことを客観化、相対化しつつ、これまでの学
習、実践の集大成としてください。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特にありません。

特にありませんが、プロジェクトに関連する書籍、資料を積極的に読んでください。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第01回　ガイダンス
第02回～第14回　学びと振返り
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習や学習、ミーティングへの参加状況…60％
授業(プロジェクト)についての振り返りの成果物(卒業論文等)…40％

成績評価の方法　/Assessment Method

各人のタスクに必要な書籍を積極的に読んでください。
また、関連のイベントや現場に積極的に出かけて行って体験をしてください。
加えて、振り返りの機会を定期的に設けますので、そこで学びや実践の獲得を確認します。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662432 /



卒業論文・卒業実践報告 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
石川　敬之 / 地域共生教育センター担当者名

/Semester/Credits
4年次 4単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ４年１･２学期（ペ
ア）

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

各自のテーマに従い、卒業論文を作成する。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示する。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　オリエンテーション
２回～２９回　卒業論文執筆指導
３０回　最終報告

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

卒業論文（100％）
成績評価の方法　/Assessment Method

ゼミの各回においては、事前に報告内容をまとめ、円滑なゼミ運営に貢献してください。
また、ゼミ後は、ゼミ内での議論をしっかり振り返り、次回の発表に反映するようにしてください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662433 /



卒業論文・卒業実践報告 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
徳永  政夫 / TOKUNAGA  MASAO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
4年次 4単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ４年１･２学期（ペ
ア）

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　各自テーマに沿って、卒業論文・実践報告書を作成する。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
　適宜指示する。

　適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回、　　　　オリエンテーション
　２・３回、　　論文・報告書の書き方指導
　４～８回、　研究途中経過報告１回目
　９～１３回、研究途中経過報告２回目
　１４回　　　　中間報告会
　１５～１９回、研究途中経過報告３回目
　２０～２４回、研究途中経過報告４回目
　２５～２８回、研究途中経過報告５回目
　２９回、　　　　最終報告会
　３０回、まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

　論文・実践報告書　１００％
成績評価の方法　/Assessment Method

１年次からの実習に関連する情報収集を行うこと
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

　ゼミは、基本的に報告と議論の場であり、事前準備を十分行って望むこと。
また、時間外においても随時、教員と連絡を取りアドバイスを受けること。

履修上の注意　/Remarks

就職活動と卒論に向けて忙しくなります頑張ってください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662434 /



卒業論文・卒業実践報告 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
山本　浩二 / YAMAMOTO  KOJI / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
4年次 4単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ４年１･２学期（ペ
ア）

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

各自テーマに沿って、卒業論文を作成する。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示する。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　ガイダンス
2～3回　論文の書き方指導
4～8回　研究途中成果報告①
9～13回　研究途中成果報告②
14～15回　中間報告会
16～20回　研究途中成果報告③
21～25回　研究途中成果報告④
26～27回　最終報告会
28～30回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

論文・実践報告書・・・100％
成績評価の方法　/Assessment Method

論文作成にあたっては、授業時間外に文献等を調べ、文章化し、授業に参加すること。教員から添削がある場合、再度、文献等で調べ、自主学
習し、再度、提出に向けた準備を行うこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

本講義は、基本的に報告と議論の場であり、事前準備を十分に行って望むこと。
また、時間外においても教員と連絡を取り、アドバイスを受けること。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662435 /



卒業論文・卒業実践報告 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
片岡　寛之 / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
4年次 4単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ４年１･２学期（ペ
ア）

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

各自のテーマに従い、卒業論文・卒業実践報告書を作成する。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示する。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：オリエンテーション
第2・3回：論文・報告書の書き方指導
第4～8回：研究途中経過報告１回目
第9～13回：研究途中経過報告２回目
第14回：中間報告会
第15～19回：研究途中経過報告３回目
第20～24回：研究途中経過報告４回目
第25～28回：研究途中経過報告５回目
第29回：最終報告会
第30回：総評

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

論文・実践報告書100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前）関連書籍や関連論文をしっかり読みこんでおいてください。
事後）毎回受けた指摘をもとに改善を行ってください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662436 /



卒業論文・卒業実践報告 【昼】
専門基幹科目

演習は、報告・議論の場であるので、事前準備を十分に行ってのぞむこと。
随時、教員とコンタクトをとり、アドバイスを受けること。

履修上の注意　/Remarks

逃げることなく粘り強く取り組んでください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662436 /



卒業論文・卒業実践報告 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
西田　心平 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
4年次 4単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ４年１･２学期（ペ
ア）

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

各自のテーマに従い、卒業論文・卒業実践報告書を執筆する。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

適宜、紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　：　オリエンテーション
　２回～２９回　：　卒業論文・卒業実践報告書の執筆指導
３０回　：　最終報告

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

卒業論文・卒業実践報告書　…　100％
成績評価の方法　/Assessment Method

研究テーマに関連する情報収集を行うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

特になし
履修上の注意　/Remarks

本演習では、各自の計画に基づいて進めていくため、積極的な報告、連絡、相談が必要になる。自ら進んでその機会を作ってほしい。また、受
講生の発表準備や理解度に応じて、演習計画や演習内容を変更することがある。その際には、演習中に説明する。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662437 /



卒業論文・卒業実践報告 【昼】
専門基幹科目

/Instructor
廣川　祐司 / Yuji HIROKAWA / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
4年次 4単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ４年１･２学期（ペ
ア）

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

各自のテーマに従い、卒業論文・卒業実践報告書を作成する。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示する。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：オリエンテーション
第2・3回：論文・報告書の書き方指導
第4～8回：研究途中経過報告１回目
第9～13回：研究途中経過報告２回目
第14回：中間報告会
第15～19回：研究途中経過報告３回目
第20～24回：研究途中経過報告４回目
第25～28回：研究途中経過報告５回目
第29回：最終報告会
第30回：総評

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

論文・実践報告書100％
成績評価の方法　/Assessment Method

本授業は、報告・議論の場であるので、事前準備を十分に行ってのぞむこと。
随時、教員とコンタクトをとり、アドバイスを受け、その指摘を事後学習としてしっかりと卒業論文として内容に盛り込むことなどを念頭に、
事後学習にも丹念に取り組むこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

662438 /



卒業論文・卒業実践報告 【昼】
専門基幹科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662438 /



地域コーディネート論 【昼】
専門科目

/Instructor
西田　心平 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

地域活動を行う上で必要な視座の一つとして「地域コーディネート」という発想や方法を学びます。まちづくりや地域づくりに取り組む様々な
活動の中には、コーディネートという発想が欠かせません。ぎゃくにコーディネートという視点から様々な地域活動を見ていくことで、それら
の活動がどのような工夫によって成り立っているのかも分かります。コーディネート（coordinate）とは、一般的に「物事を調整すること」「色
や材質などを調和させて組み合わせること」などを意味します。ですが、本講義ではこの「コーディネート」の意味をもう少し単純に、かつ広
く考えたいと思っています。
今日、地域や社会の活性化を考えていく上で、一つのやり方で何でもうまくいく、あるいはこれまでと同じやり方ですべてがうまくいくという
ことはほとんどありません。むしろ、いろいろなやり方を組み合わせてみたり、古い発想と新しい発想を結び付けてみることで、はじめてうま
くいくといったことが多くあります。その背景には、私たちが暮らす地域や社会のあり方が、近年、大きな曲がり角にきていることと関係があ
ります。大きな曲がり角にきていることで、これまでは当たり前であったような私たちの考え方や方法が、そのままではだんだんと通用しなく
なってきています。その中で試行錯誤しながら生まれているのが、異なる人と人、異なる人とモノを結び付けて、具体的な課題に対応していこ
うという発想です。従来ならば出会うことがなかったような人と人がつながったり、考えられなかったような人とモノとが組み合わさって、一
つの課題の解決のために力を合わせていくような活動の場面が増えています。本講義ではこうした活動場面を「地域コーディネート」という視
点から検討することがねらいです。そのことによって、学生一人ひとりが自分たちの地域活動（実習活動）に活かせるようになることを目指し
ています。

以上の概要からこの講義での具体的な到達目標は次のとおりです。
①北九州を一つの事例としながら、近年の地域・社会のあり方の曲がり角をマクロな視点から把握することができる
②近年の地域・社会の現状を踏まえつつ、活性化の意味を自分なりに理解することができる。
③その上で、コーディネートの視点から地域活動の工夫や成り立ちを検討することができる。
④地域と社会の課題を発見し、コーディネートの発想から解決方法を探ることができる
⑤対話やディスカッションを取り入れることにより、授業での主体性を高め、様々な意見を出し合いながら地域活動に取り組むという姿勢を培
う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜、資料を配布します。

授業の中で随時紹介します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

662439 /



地域コーディネート論 【昼】
専門科目

第1回 「地域」における「コーディネート」について（オリエンテーション）
第2回　北九州地域の「今」と「これから」：地域の活性化とは何か？
第3回　地域における「問題」と「課題」の区別
第4回　地域における「無駄なもの」と「貴重な資源」
第5回　地域活動での「コーディネート」の意味
第6回　コーディネートの事例を検討する①（人と人を結び付ける）
第7回　コーディネートの事例を検討する②（人とモノを結び付ける）
第8回　コーディネートの事例を検討する③（課題と課題を結び付ける）
第9回　コーディネートの事例を検討する④（再度・課題と課題を結び付ける）
第10回 地域と社会の課題発見①
第11回 地域と社会の課題発見②
第12回 課題の中の資源の発見
第13回 コーディネートの発想をとおして解決策をさぐる①
第14回 コーディネートの発想をとおして解決策をさぐる②
第15回 地域活動におけるコーディネートの重要性（まとめ）

※スケジュールの順序または内容には、若干の変動がありうる。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポート提出…20％　　　　　　期末試験…80％
成績評価の方法　/Assessment Method

講義の理解に有益な読書、映像視聴等を行うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

1. 受講にあたっては、毎回出席すること。
2. 新聞、テレビ、ラジオ、北九州市の市政だより、福岡県NPO・ボランティアセンターの　関連情報等を積極的に把握し、地域・社会の課題や
社会の変化について考察すること。
3. ボランティア活動など身近な地域活動に関心を持ち、その活動の全体の把握に努めること。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662439 /



景観まちづくり論 【昼】
専門科目

/Instructor
片岡　寛之 / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

この講義の基本的なテーマは、「景観」と「まちづくり」です。景観まちづくりの思想や法制度について様々な視点から学び、各地の事例につ
いてレビューすることで、景観を通じたまちづくのあり方、景観まちづくりの本質について考えることが、この講義の目的です。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
使用しません。

日本建築学会 著『まちづくり教科書　第8巻　景観まちづくり』
日本建築学会 編『景観法活用ガイド　市民と自治体による実践的景観づくりのために』
日本建築学会 著『まちづくりデザインのプロセス』

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　ガイダンス
　２回　都市の景観について【景観】【調査指標】
　３回　都市デザインのプロセス①【都市】【デザイン】
　４回　都市デザインのプロセス②【都市】【デザイン】
　５回　都市デザインのプロセス③【都市】【デザイン】
　６回　景観法について①【景観】【法制度】
　７回　景観法について②【景観】【法制度】
　８回　景観法について③【景観】【法制度】
　９回　特別講師による講義【設計】【都市美】
１０回　事例紹介①【景観まちづくり】
１１回　事例紹介②【景観まちづくり】
１２回　意見発表会①【プレゼン】
１３回　意見発表会②【プレゼン】
１４回　事例紹介③【景観まちづくり】
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

講義中に取り組む課題の達成度　…　５0％
期末試験もしくはレポート　…　５0％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前）参考図書に目を通しておいてください。
事後）毎回の内容を復習してください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662440 /



景観まちづくり論 【昼】
専門科目

とくになし。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662440 /



ものづくりマネジメント論 【昼】
専門科目

/Instructor
吉村　英俊 / YOSHIMURA, Hidetoshi / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

工業先進国であるわが国の「ものづくりの現場」が、どのようなしくみで、どのようなことを行い、利益を産み出しているのか、ものづくりの
基本を学びます。

また、新興国の台頭や工場の海外移転、地域経済統合など、ビジネス環境が目まぐるしく変化する中で、わが国のものづくりがどのように変貌
していこうとしているのか、新聞記事などを用いて一緒に考えます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜レジュメ及びプリントを配布します。

講義の中で適宜紹介します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　学習の意義と内容
　２回　ものづくり環境の変化
　３回　地域産業の再生
　４回　起業・創業の現状
　５回　ものづくりの基本①
　６回　特別講演（北九州マイスター）
　７回　新興国の現状
　８回　女性とものづくり
　９回　ものづくりの基本②
１０回　生産管理
１１回　品質管理
１２回　原価管理
１３回　外注管理・購買管理
１４回　その他の管理（設備管理・在庫管理など）　
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平時の学習状況…３０％　　期末試験…７０％
成績評価の方法　/Assessment Method

662441 /



ものづくりマネジメント論 【昼】
専門科目

日頃からものづくりに関心を持つようにして下さい。例えば、身近な製品がどうやって作られているのか。新聞･雑誌･TVなどのメディアを通じ
て、ものづくり企業に関する情報を収集して下さい。
また講義終了後、適宜レポートを課します。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

技術立国「日本」の繁栄を牽引してきたものづくりの現場が大きく変わろうとしています。ものづくりの現場が海外へ移転しつつあります。こ
のことは雇用を喪失させ、ひいては技術･技能を弱体化させます。この機会にものづくりについて考えてみませんか？

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662441 /



地域創生特講Ⅰ（クリエイティブシンキング） 【昼】
専門科目

/Instructor
見舘　好隆 / Yoshitaka　MITATE / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

＜目的＞クリエイティブシンキング（新たな価値を創造するために求められる思考力）を身に付けることを目的とします。背景として、まず、
インダストリー4.0、人工知能やAR技術をはじめとしたテクノロジの発展により、多くの職業が失われ、新しい仕事や働き方を創出しなくてはな
らない時代が訪れようとしています。また、現代社会の問題自体が、「与えられたものを解くこと」よりも、「自分で何を解くかを決めて解く
こと」が求められています。さらに過去の経験がそのまま応用できないどころか、足かせにもなり得る時代になりつつあり、従来の研修や
OJTでは対応できなくなってきています。つまり、地域創生学群における各種活動においては、教員が与えた課題解決ではなく、課題を自ら見
出し、新しい何かを生み出すことが求められ、学生個人においても、終身雇用や年功序列といった20世紀の産業をベースとした従来のキャリア
教育ではなく、21世紀の変化に対応できるキャリア教育を実施すべき時代になりました。そこで、学問体系としては、経験学習（デューイ、コ
ルブ、コルトハーヘンなど）の発展系として、近年重視されている「ストレッチ」と「リフレクション」をベースに、人工知能やロボットでは
代替できない、クリエイティブシンキング、特に自らが向き合うべき問いを立て、立てた問いによって学ぶ力（自発的な学びの設計）を身に付
ける教育機会を、クリエイティブシンキングを育成する先進企業（ワークスアプリケーションズ）の研修ノウハウを導入することで実現します
。

＜進め方＞
１）アウトプット（ディベート、グループワーク、プレゼンテーション等）【60分】
２）インプット（座学）【20分】
３）次回課題説明（次回授業までに学生自ら思考を行い、アウトプットの準備及びレポート作成を行う）【10分】

＜期待される効果＞
AIやロボットに代替できない、人間だからこそ可能である、クリエイティブシンキングを徹底的に鍛え、獲得することができます。この力は地
域創生学群の実習や演習のみならず、就職活動、そして卒業後の仕事にも大いにプラスになるでしょう。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
事前に購入するべき教科書は特にありません。随時、事前課題としてレジュメなどを提示します。また、授業にて鑑賞するDVDやストリーミン
グ映像を提示します。

特にありません。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

662442 /



地域創生特講Ⅰ（クリエイティブシンキング） 【昼】
専門科目

ディベート（ディスカッション）、レポート、プレゼンテーション等、学生のアウトプット主体で行います。なお、本授業は、株式会社ワーク
スアプリケーションズの社員にゲストスピーチを随時お願いします。
※株式会社ワークスアプリケーションズ
http://www.worksap.co.jp/

　１回　ガイダンス（本講義で学んで欲しいこと、及び進め方）
　２回　思考とは何か（論理的思考の習得）【グループディスカッション】
　３回　21世紀で学ぶべき学問【ディベート】
　４回　歴史から学ぶ時代認識【グループディスカッション】
　５回　アニメ「PSYCHO-PASSサイコパス」から考える、「人」とは何か【グループディスカッション】
　６回　自動車産業から考える」、企業の存在価値とその変化【ディベート】
　７回　業界構造の理解と21世紀の企業価値とは【グループディスカッション】
　８回　アニメ「攻殻機動隊」から考える、「人」とは何か【グループディスカッション】
　９回　価値創造論（マーケティング論）【グループディスカッション】
１０回　イノベーション実践①【ワーク】
１１回　イノベーション実践②【ワーク】
１２回　価値創造論（イノベーション編）【グループディスカッション】
１３回　イノベーションを起こすデザイン思考　～課題発表～【ワーク】
１４回　イノベーションを起こすデザイン思考　～準備～【ワーク】
１５回　イノベーションを起こすデザイン思考　～発表・投票～【プレゼンテーション】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

小レポートおよび相互評価（69％）＋最終レポート（7％）＋個人ワーク・最終アウトプットの評価（24％）
成績評価の方法　/Assessment Method

事前に提示する課題をもとに、レジュメや映像を精読・鑑賞し、グループで議論し、発表の準備をしてください。また、授業終了後は指定する
フォームにて振り返りを行ってください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

第1回目の授業に出席をして、授業全体を把握してください。
履修上の注意　/Remarks

地域の課題において、そして卒業後の企業団体において、今、最も必要とされている力が「クリエイティブシンキング」です。地域の皆様は、
たとえ粗削りであっても、大人では思いつかないクリエイティブなアイデアに期待しています。にもかかわらず、指示待ち、先輩がやったこと
の繰り返しだけでは、その力はどんどん衰えていくでしょう。地域の皆様はもちろん教員や先輩をあっと驚かせるアイデアを生み出す力を、本
授業で是非開花させてください。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

クリエイティブシンキング、ロジカルシンキング、創造性、交渉力、企画提案力、AI（人工知能）、AR技術、イノベーション、ラピッド・プロ
トタイピング、サービス・ラーニング、経験学習、地域活動

キーワード　/Keywords

662442 /



地域創生特講Ⅱ（チャレンジプログラム） 【昼】
専門科目

/Instructor
片岡　寛之 / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

リアル就職プログラム（長期インターンシップ）に挑戦する際の事前研修を行います。
グループワークでは、毎回様々な記事を読んだり動画を観たりしたうえで、その内容に対する個々の考え方について発表してもらい、メンバー
全員での意見交換を行います。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
とくになし。

とくになし。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　　　１回　ガイダンス
　２〜５回　グループディスカッション
６〜１３回　インターンシップコーディネーターによる研修とグループワークを交互に実施
　　１４回　振り返り
　　１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中の課題への取り組み状況（100％）
成績評価の方法　/Assessment Method

事前）企業研究を行っておいてください。
事後）毎回、内容に関する振り返りを行ってもらいます。（言語化の訓練として）

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

リアル就職プログラムに挑戦予定（もしくは興味のある）の３年生を対象としています。
履修上の注意　/Remarks

この時間を通じて、インターンシップに向けた事前準備をしっかりと行ってください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662443 /



まちづくり実践論 【昼】
専門科目

/Instructor
南　博 / MINAMI Hiroshi / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　これからの日本社会においては、市民、コミュニティ、各種団体、企業、行政・議会など、地域の多様な主体がそれぞれの役割を担ってまち
づくりに参画する新しい地域経営の仕組みづくりと、その仕組みに基づいたまちづくりの実践が必要である。
　本授業では、現在のまちづくりを取り巻く諸状況や課題を踏まえた上で、今後の地域経営のあり方や、地域の各主体が果たすべき役割等につ
いて、現実に即して考えていく。
　2018年度においては、特に文化財、スポーツを活かしたまちづくりに着目し、観光地でのフィールドワークやイベント来場者に対するアンケ
ート調査を受講者が実践すること等も通じ、まちづくりに必要な視点や手法を学ぶ。

※「まちづくり」という用語は、学問分野あるいは使用する人によって多様な用い方が行われている。本授業では、都市・地域において、多様
な主体が関わるハード・ソフト両面の幅広い政策や行動を「まちづくり」と位置づける。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
　使用しない。毎回レジュメを配布する。

・佐藤滋編著（2011）『まちづくり市民事業　新しい公共による地域再生』学芸出版社
・仲澤眞、吉田政幸編著（2017）『よくわかるスポーツマーケティング』ミネルヴァ書房

その他、授業中に適宜紹介する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

662444 /



まちづくり実践論 【昼】
専門科目

第　１回　オリエンテーション　～本授業における「まちづくり」の考え方
第　２回　新しい地域経営を巡る動き　【協働】【新しい公共】
第　３回　まちづくりにおける合意形成
第　４回　直近の国・地方自治体のまちづくり政策の特徴　～スポーツ文化ツーリズムを事例に
第　５回　文化財を活かしたまちづくり①　【日本遺産の基礎知識】
第　６回　文化財を活かしたまちづくり②　【フィールドワーク】【現状把握】
第　７回　文化財を活かしたまちづくり③　【フィールドワーク】【課題考察】
　　　※第６・７回は同一日に連続開催（具体的日程は受講者と調整）
第　８回　文化財を活かしたまちづくり④　【日本遺産を活かした活性化策検討】
第　９回　まちづくりにおける現状把握の重要性と課題　～アンケート調査等を事例に
第１０回　スポーツを活かしたまちづくり①　【Ｊリーグと地域活性化】【スタジアムと地域活性化】
第１１回　スポーツを活かしたまちづくり②　【Ｊリーグ観戦者の特徴】
第１２回　スポーツを活かしたまちづくり③　【フィールドワーク】【観戦者調査の実施】
第１３回　スポーツを活かしたまちづくり④　【フィールドワーク】【スタジアムと経済活動】
　　　※第１２・１３回は同一日に連続開催（土曜または日曜の夕方）
第１４回　スポーツを活かしたまちづくり⑤　【北九州市等への提案検討】
第１５回　今後のまちづくりの実践に向けて

※　各回の授業時点で社会的に話題となっているまちづくり関連のトピックや最新の政策動向を取り入れた授業を心掛けているため、授業の構
成については変更する場合がある。
※　フィールドワーク（第６＆７回、第１２＆１３回を予定）については原則として参加を必須とする。実施日程については、受講者との調整
も踏まえて、関係機関との協議のうえ決定する。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

・授業への積極的参加（フィールドワークや議論への取り組み姿勢等）：７０％
・期末レポート：３０％

成績評価の方法　/Assessment Method

　授業中に興味を持った事項について、各授業後に各自調べて理解を深めること。
　フィールドワークに際しては、各自による事前準備が必要となる（具体的内容については授業において指示）。また、フィールドワーク後の
授業はディスカッションを行ってまちづくり提案を行うため、各自による報告準備が必要となる。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

　２回のフィールドワーク（第６＆７回、第１２＆１３回を予定）については原則として参加を必須とする。具体的日程は授業において提示す
る。やむをえない理由で参加できない受講者については、別途日程を設けて補講的なワークを実施することも検討する。
　フィールドワークにおいて、門司港駅（予定）および小倉駅までの交通費が必要となり、受講者の自己負担となる。

履修上の注意　/Remarks

　日頃から、まちづくりへの幅広い関心を持ち、自分なりに書籍、報道等を通じ情報収集を行うよう意識してください。なお、2018年度におい
ては、特に文化財、スポーツを活かしたまちづくりに着目します。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

地域経営、協働、地域活性化、文化財を活かしたまちづくり、スポーツを活かしたまちづくり
キーワード　/Keywords
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法学総論 【昼】
専門科目

/Instructor
梁田　史郎 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

意識するかどうかは別として、日本社会で生活していく以上、法の問題は誰もが関わりを持たざるを得ない。身近な例を題材として、自分たち
と法の関わりを確認しつつ、日本の法体系、法原則を学ぶ。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
池田真朗ほか著『法の世界へ』（有斐閣アルマ）
『ポケット六法』（有斐閣）

南野森編『ブリッジブック法学入門』（信山社）
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１．ガイダンス
２．法とは何か
３．日本の法体系
４．法の解釈
５．日常生活と契約
６．意思表示と法律行為
７．債務不履行と損害賠償
８．不法行為と損害賠償
９．民事責任と刑事責任
10．欠陥製品による被害
11．悪徳商法による被害
12．婚姻と離婚
13．親子関係と法
14．相続
15．まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

定期試験100%
遅刻・欠席や不真面目な受講態度は減点の対象とする。

成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習として、テキストを一読し、読み方や意味の分からない言葉については辞書で調べておくこと。
事後学習として、講義の内容を復習し、関連事項を自分で調べてノートにまとめること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

テキストを使用して講義を進めるので、必ずテキストを持参してください。
「六法」は指定のものでなくてもかまいません。

履修上の注意　/Remarks

662445 /



法学総論 【昼】
専門科目

黒板に書かれたことを写すだけではなく、講師の話を聞いたうえで、整理してノートをとることを心がけてください。
法律学は、やや難しい言葉で説明されることが多く、専門用語に限らず、不明確な言葉は辞書で確認する習慣をつけてください。また言葉にな
れるためにテキストや法律の条文を音読すると良いでしょう。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

憲法　民法　民事責任　刑事責任　契約　損害賠償
キーワード　/Keywords

662445 /



日本国憲法原論 【昼】
専門科目

/Instructor
石塚　壮太郎 / ISHIZUKA, Sotaro / 法律学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

日本国憲法は、一方では国家の「統治構造（国家の組織や権限行使の仕組み）」を規定し、他方では個々の国民に「人権」を保障している。

この講義のねらいは、次の４つである。
①統治の基本原則（国民主権や権力分立）、
②国家の組織や権限（国会、内閣、裁判所）、
③人権保障の基本構造、
④いくつかの人権保障場面。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
駒村圭吾編『プレステップ憲法』（弘文堂、2014年）

○芦部信喜『憲法〔第6版〕』（岩波書店、2015年）
○野中俊彦ほか著『憲法〔第5版〕』（有斐閣、2012年）
○安念潤司ほか編著『論点 日本国憲法〔第2版〕』（東京法令出版、2014年）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　  総論　―イントロダクション
第2回　  統治の諸原則　―国民主権と権力分立
第3回　  代表民主制と選挙（権）
第4回　  国会
第5回　  内閣
第6回　  裁判所
第7回　  平和主義
第8回　  人権総論
第9回  　信教の自由
第10回　表現の自由
第11回　経済的自由
第12回　人身の自由
第13回　社会権
第14回　平等権
第15回　幸福追求権

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験（100%）
成績評価の方法　/Assessment Method

教科書等の該当箇所を事前・事後に読む。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662446 /



日本国憲法原論 【昼】
専門科目

小型六法を持参すること。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

国民主権　権力分立　代表民主制　国会　内閣　裁判所　人権保障
キーワード　/Keywords

662446 /



憲法人権論 【昼】
専門科目

/Instructor
中村　英樹 / 法律学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

憲法学の中の、人権論と呼ばれる領域を学ぶ。
人権という概念をめぐる思想史、体系論などの総論を踏まえた上で、類型化された憲法上の権利の検討へと進んでいく。特に原理論的考察を重
視する。
それらを通じて、人権が憲法上の権利として保障されていることの意義、具体的適用のあり方、社会における問題状況等への理解を深めること
を目的とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
安藤高行編『新･エッセンス憲法』（法律文化社、2017年）

〇浦部法穂『憲法学教室　第3版』（日本評論社、2016年）
〇芦部信喜『憲法　第6版』（岩波書店、2015年）
〇長谷部恭男『憲法　第6版』（新世社、2014年）
〇野中俊彦ほか『憲法Ⅰ　第5版』『憲法Ⅱ　第5版』（有斐閣、2012年）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　人権思想史―人権と憲法上の権利
第2回　憲法上の権利の類型
第3回　権利の享有主体
第4回　制約原理―公共の福祉
第5回　幸福追求権
第6回　平等権
第7回　思想・良心の自由
第8回　表現の自由
第9回　信教の自由①
第10回　信教の自由②―政教分離原則
第11回　職業選択の自由と財産権
第12回　受益権
第13回　社会権①―生存権
第14回　社会権②―その他の社会権
第15回　参政権

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

講義内容の理解度をはかる期末試験による（100％）。
成績評価の方法　/Assessment Method

授業計画や講義の進行を参考に、指定教科書や参考図書の次回講義該当部分を予め読んでおくこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662447 /



憲法人権論 【昼】
専門科目

「日本国憲法原論」を予め履修しておくことが望ましい。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

基本的人権　憲法上の権利　
キーワード　/Keywords

662447 /



民法総則 【昼】
専門科目

/Instructor
清水　裕一郎 / Yuichiro Shimizu / 法律学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 4単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期（ペア）

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

この授業では，主に民法第1編「総則」（民法1条～174条の2）について，判例・学説の解説を中心に講義を行う。全30回の講義を通して，民法
の全体像を理解するとともに，民法総則に関する基本的な法解釈の能力を身につけてもらうことが，この授業の目的である。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
山田卓生ほか『民法I――総則〔第4版〕』（有斐閣Sシリーズ，平成30年）　本体1800円＋税
このほか，適宜レジュメを配布する。

潮見佳男・道垣内弘人編『民法判例百選I　総則･物権〔第7版〕』（有斐閣，平成27年）　本体2100円＋税
このほか，必要に応じて授業中に紹介する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

662448 /



民法総則 【昼】
専門科目

第1回　　ガイダンス
第2回　　民法とは何か？
第3回　　民法の基本原理
第4回　　法律行為と意思表示
第5回　　権利の主体(1)【権利能力，意思能力】
第6回　　権利の主体(2)【行為能力―未成年者】
第7回　　権利の主体(3)【行為能力―成年後見制度】
第8回　　権利の主体(4)【行為能力―制限行為能力者の相手方の保護】
第9回　　権利の主体(5)【住所，死亡，不在者の財産管理，失踪宣告】
第10回　権利の主体(6)【法人】
第11回　権利の主体(7)【権利能力なき社団】，権利の客体
第12回　法律行為(1)【法律行為とは何か？】
第13回　法律行為(2)【公序良俗違反，強行法規違反】
第14回　法律行為(3)【意思表示の効力，心裡留保】
第15回　法律行為(4)【虚偽表示】
第16回　法律行為(5)【錯誤】
第17回　法律行為(6)【詐欺，強迫】
第18回　法律行為(7)【無効と取消し】
第19回　代理(1)【代理とは何か？】
第20回　代理(2)【代理権】
第21回　代理(3)【代理行為】
第22回　代理(4)【無権代理】
第23回　代理(5)【無権代理と相続】
第24回　代理(6)【表見代理】
第25回　条件，期限，期間の計算
第26回　時効(1)【時効とは何か？】
第27回　時効(2)【時効の援用】
第28回　時効(3)【時効の完成の障害】
第29回　時効(4)【取得時効，消滅時効】
第30回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

定期試験…100%
成績評価の方法　/Assessment Method

この授業では予習を行う必要はないが，授業終了後は必ず復習を行い，理解を定着させること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業中に条文を参照することができるように，必ず最新の六法（ポケット六法等の小型のもので良い）を持参すること。
履修上の注意　/Remarks

授業終了前に質問時間を設けるので，分からないことは放置せず，積極的に質問して欲しい。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

民法　民法総則
キーワード　/Keywords

662448 /



親族法 【昼】
専門科目

/Instructor
小野  憲昭 / ONO　NORIAKI / 法律学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

民法第四編親族が主な講義の内容です。民法第五編相続の概要も説明します。婚姻、離婚、親子、親権、後見、扶養、相続を規律の対象とする
家族法（親族法･相続法）はとても身近な内容をもっています。それだけに、人はともすると、一般常識によって問題を解決できると思い込みが
ちです。民法は、長い間の人間の経験の積み重ね、歴史の所産ですから、われわれは現行制度の歴史的位置づけを学ばなければなりませんし、
判例を通じて生きた法の姿を学ぶ努力を怠ってはなりません。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
木幡文徳他著 『講説親族法･相続法[第２版]』不磨書房／信山社 ２００７年　３，０００円
水野紀子他編著『民法判例百選Ⅲ親族・相続』有斐閣　２０１５年　２、２８６円

〇泉 久雄 『親族法』有斐閣　１９９７年　３，５００円
〇泉久雄他編著『家族法基本判例３２選』信山社　２００５年　２，６２５円
〇窪田充見『家族法』有斐閣　２０１１年　４，０００円
〇中川善之助＝泉久雄『相続法[第４版]』有斐閣　２０００年　６，０００円
〇有地亨『新版家族法概論[補訂版]』 法律文化社　２００５年　３，８００円
〇二宮周平『家族法〔第３版〕』新世社　２００９年　３，２００円

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　家族法を学ぶための基礎知識【家族の機能】【家族法の独自性】【親族関係】
　２回　婚姻制度①【婚姻制度史】【婚約】
　３回　婚姻制度②【内縁】【婚姻の成立】
　４回　婚姻制度③【婚姻の効果】
　５回　離婚制度①【離婚制度史】【協議離婚】
　６回　離婚制度②【裁判離婚】【裁判離婚】
　７回　離婚制度③【離婚の一般的効果】【親権者決定】【面会交流】
　８回　離婚制度④【離婚の財産的効果】【財産分与】
　９回　親子制度①【実子】【嫡出推定】【認知】
１０回　親子制度②【養子】
１１回　親子制度③【親権】【後見】
１２回　扶養制度【扶養義務】【生活保持】【生活扶助】
１３回　法定相続制度①【相続人】【相続分】【相続財産】
１４回　法定相続制度②【単純承認】【相続放棄】【遺産分割】
１５回　遺言相続制度【遺言】【遺言執行】【遺留分】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題…２０％　　　　　　　定期試験…８０％
成績評価の方法　/Assessment Method

662449 /



親族法 【昼】
専門科目

事前に教科書の該当部分、参考判例を読んでおいてください。事後は、講義の内容や教科書、参考書を参照しながら、論点ごとに講義ノートを
作成して理解を深めてください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

「法律の読み方」「民法総則」、「物権法」「債権各論」を履修している場合は、本講義の内容の理解を一層深めることができます。「債権総
論」と併せて受講することを勧めます。
講義には必ず六法を持参してください。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

親族、婚姻、婚約、内縁、協議離婚、裁判離婚、実子、養子、親権、後見、扶養、相続人、相続分、遺産分割、遺言、遺留分
キーワード　/Keywords

662449 /



物権法 【昼】
専門科目

/Instructor
清水　裕一郎 / Yuichiro Shimizu / 法律学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

この授業では，民法第2編「物権」（民法175条～398条の22）のうち，担保物権を除いた部分（物権総則，占有権，所有権，用益物権）につい
て，判例・学説の解説を中心に講義を行う。全15回の講義を通して，物権法に関する基本的な法解釈の能力を身につけてもらうことが，この授
業の目的である。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
淡路剛久ほか『民法II ―物権〔第4版〕』（有斐閣S シリーズ，平成29年）　本体1900円＋税
このほか，適宜レジュメを配布する。

潮見佳男・道垣内弘人編『民法判例百選I　総則･物権〔第7版〕』（有斐閣，平成27年）　本体2100円＋税
このほか，必要に応じて授業中に紹介する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　　ガイダンス，序論(1)【物権の意義と性質】
第2回　　序論(2)【物権の種類，物権の客体】，物権の優先的効力
第3回　　物権的請求権，物権の変動
第4回　　不動産物権変動における公示(1)【公示方法としての登記，「対抗」の意義】
第5回　　不動産物権変動における公示(2)【登記を必要とする物権変動】
第6回　　不動産物権変動における公示(3)【第三者の範囲，登記の手続】
第7回　　動産物権変動における公示
第8回　　立木等の物権変動と明認方法，物権の消滅
第9回　　占有権(1)【意義，占有の成立と態様】
第10回　占有権(2)【占有権の取得，占有の効果，占有権の消滅】
第11回　所有権(1)【意義，所有権の内容，相隣関係，所有権の取得】
第12回　所有権(2)【共有，建物の区分所有】
第13回　地上権，永小作権
第14回　地役権
第15回　入会権，まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

定期試験…100%
成績評価の方法　/Assessment Method

この授業では予習を行う必要はないが，授業終了後は必ず復習を行い，理解を定着させること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

民法総則の講義科目を受講済みであることが望ましい。
授業中に条文を参照することができるように，必ず最新の六法（ポケット六法等の小型のもので良い）を持参すること。

履修上の注意　/Remarks

662450 /



物権法 【昼】
専門科目

授業終了前に質問時間を設けるので，分からないことは放置せず，積極的に質問して欲しい。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

民法　物権
キーワード　/Keywords

662450 /



社会法総論 【昼】
専門科目

/Instructor
津田　小百合 / Sayuri TSUDA / 法律学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　私たちが生きていくためには、「社会」との関係は切り離すことはできない。「社会」という概念は広範にわたるものであるため、「社会法
」というと、法と呼ばれるもの全部が社会法ということもできるかもしれない。しかし、法学分野で「社会法」と捉えられているものは、主と
して労働法及び社会保障法である。本講義では、２年次生から専門的に学ぶことになるこれら2領域の基本的な問題について理解を深める。
　一般に「社会人」と呼ばれる人々はどういう人々だろうか？ 皆さんは「学生」で「社会人」とは呼ばれない（むろん、中には「社会人」の方
々もおられるが）。つまり、一般には、「社会人」とは、働いている＝労働している人々を指していると考えられる。この講義では、雇用労働
に就いた労働者の職業活動をめぐる様々な問題（労働法領域）や、我々が生活を送っていく上で遭遇する諸問題（社会保障法領域）に対し、法
がどのように関わっていくのかについて、できる限り具体的な例を提示しながら理解を深める。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
使用しない。適宜レジュメを配布し、これに従って進行する。
ただし、法律科目であるので、講義中（試験も含め）関係する法律の条文を引くことになるため、関係諸法律が掲載されている六法を用意して
もらうことになる。詳細は、初回講義時に説明するので、受講者は必ず出席すること。

特になし。必要に応じ、適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　労働法、社会保障法領域における基礎的な知識の修得を目的とする。具体的には、雇用労働の場において労働者と使用者との間を規律するル
ールにはどのようなものがあるのか、それはどのような考え方に基づくものであるのか、労働と緊密な関係にある各種社会保険制度（特に労働
保険領域）では、労働者の生活を守るためにどのような仕組みが作られているのか、そこではどのような個別具体的な問題が生じているのか、
などについて講義する。
　おおよその予定は以下の通りであるが、受講生の反応・希望により変更する可能性もある。

第1回　イントロダクション～「社会法」とは？
第2回　労働法の世界①～労働法の主要アクターと労働条件の決定
第3回　労働法の世界②～採用プロセスの規制と平等原則【採用内定】【試用】
第4回　労働法の世界③～賃金・労働時間の規制
第5回　労働法の世界④～休憩・休日等の規制【時間外労働】【三六協定】
第6回　労働法の世界⑤～休業等の規制【年次有給休暇】
第7回　労働法の世界⑥～解雇に関する規制【解雇権濫用法理】
第8回　社会保障法の世界①～労災保険って？
第9回　社会保障法の世界②～業務災害【業務起因性】、通勤災害
第10回　社会保障法の世界③～労災を起こした使用者の責任【労災民訴】
第11回　社会保障法の世界④～雇用保険って？
第12回　社会保障法の世界⑤～基本手当①【受給要件】
第13回　社会保障法の世界⑥～基本手当②【給付内容】
第14回　労働法・社会保障法領域における近年の動向
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

662451 /



社会法総論 【昼】
専門科目

原則として期末試験により評価する。
　　＊期末試験…100％

成績評価の方法　/Assessment Method

（事前学習）　配布されたレジュメに目を通し、疑問点を抽出する。
（事後学習）　学習した内容を振り返り、知識を定着させる。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

この講義を受講した後、「雇用関係法」「労使関係法」「社会サービス法」「所得保障法」の講義を受講すると、社会法領域の知識をまんべん
なく修得できる。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662451 /



行政法総論 【昼】
専門科目

/Instructor
近藤　卓也 / KONDO TAKUYA / 法律学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 4単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期（ペア）

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

行政法とは、主として、国や地方公共団体の活動をコントロールするさまざまな法の総称です。本講義では、行政法の基礎理論、行政の行為形
式、行政手続や情報公開といった諸制度について概説します。そのうえで受講者が、行政法の基本的知識を修得することを目的とします。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし。

初回の講義で指示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　ガイダンス、行政法とは
第2回　行政法の基本原理(1)【法律による行政の原理】
第3回　行政法の基本原理(2)【行政法の一般原則】
第4回　行政組織(1)【行政組織の概念】
第5回　行政組織(2)【国、地方の行政組織】
第6回　行政立法(1)【法規命令】
第7回　行政立法(2)【行政規則】
第8回　行政行為(1)【行政行為の概念、類型】
第9回　行政行為(2)【行政行為の効力】
第10回　進度調整
第11回　行政行為(3)【行政行為の瑕疵】
第12回　行政行為(4)【職権取消しと撤回】
第13回　行政行為(5)【行政行為の附款】
第14回　行政裁量(1)【行政裁量の概念】
第15回　行政裁量(2)【裁量の存否】
第16回　行政裁量(3)【裁量審査】
第17回　行政契約
第18回　行政指導
第19回　行政計画
第20回　行政の実効性確保手段(1)【行政上の強制執行】
第21回　行政の実効性確保手段(2)【行政罰】、即時強制
第22回　行政調査
第23回　行政手続(1)【行政手続の意義】
第24回　行政手続(2)【申請処分手続と不利益処分手続】
第25回　行政手続(3)【手続の瑕疵の効果】
第26回　行政情報(1)【情報公開制度】
第27回　行政情報(2)【情報公開争訟】
第28回　行政情報(3)【個人情報保護制度】
第29回　公法と私法
第30回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

662452 /



行政法総論 【昼】
専門科目

期末試験80%、中間テスト20%
成績評価の方法　/Assessment Method

毎回の講義後に、授業内容を復習してください。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662452 /



刑法犯罪論 【昼】
専門科目

/Instructor
土井　和重 / Kazushige Doi / 法律学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 4単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期（ペア）

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

刑法総論の授業では、すべての犯罪に共通する、犯罪の一般的な成立要件の体系（犯罪論体系）について学びます。刑法は、刑罰という強力な
規制手段と、その発動の前提条件（犯罪の成立要件）を定めています。それゆえ、犯罪の成否は恣意性を排して安定的に判断されなければなり
ません。公平な法適用を実現するためには、基本的な概念を厳密に定義することと、体系的・論理的に考えることが強く求められます。本講義
では、具体的事例を議論の出発点として、刑法の基本原理や基本概念を正確に理解し、刑法解釈の「型」を修得することを目指します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
教科書は、受講者の選択に委ねます。
参考までに、大塚裕史／十河太朗／塩谷毅／豊田兼彦『基本刑法Ⅰ総論〔第2版〕』（日本評論社、2016年）を推奨します。

１．判例を学習するために
◯十河太朗／豊田兼彦／松尾誠紀／森永真綱『刑法総論判例50！』（有斐閣、2016年）
２．各学説を理解するための基本書
◯井田良『講義刑法学・総論』（有斐閣、2008年）
◯山口厚『刑法総論〔第3版〕』（有斐閣、2016年）
◯川端博『刑法総論講義〔第3版〕』（成文堂、2013年）
３．事例の解法を学習するために
　島伸一編『たのしい刑法Ⅰ　総論』（弘文堂、2012年）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

662453 /



刑法犯罪論 【昼】
専門科目

第1回　刑法とは何か？刑法総論では何を学ぶのか？
第2回　刑法の機能・目的と刑罰の機能・目的：刑罰論、新旧刑法学派の争い
第3回　刑法の基本原理（罪刑法定主義、謙抑主義、責任主義）と刑法の適用範囲
第4回　犯罪の基本概念と犯罪論の体系（構成要件該当性、違法性、責任）
第5回　構成要件の概念と行為論（一般的行為概念、実行行為、犯罪の主体、作為と不作為の区別）
第6回　因果関係論①：条件説と相当因果関係説
第7回　因果関係論②：結果的加重犯、客観的帰属論
第8回　不作為犯：真正不作為犯と不真正不作為犯の区別、作為義務
第9回　故意論：故意の種類、未必の故意
第10回　事実の錯誤①：具体的事実の錯誤
第11回　事実の錯誤②：抽象的事実の錯誤
第12回　過失犯：新旧過失論、注意義務の内容、信頼の原則
第13回　違法性の本質と違法性阻却事由
第14回　正当行為と被害者の承諾
第15回　正当防衛①：正当防衛状況（対物防衛、急迫性、積極的加害意思、緊急救助）
第16回　正当防衛②：正当防衛行為（防衛意思、偶然防衛、過剰防衛）
第17回　緊急避難
第18回　正当化事情の錯誤：誤想防衛
第19回　責任の意義と本質
第20回　責任能力と原因において自由な行為
第21回　違法性の錯誤
第22回　未遂犯
第23回　不能犯と中止犯
第24回　正犯と共犯の区別
第25回　共同正犯の意義と処罰根拠
第26回　共同正犯の諸問題：共謀共同正犯、承継的共同正犯
第27回　間接正犯
第28回　共犯の従属性と共犯の処罰根拠
第29回　教唆犯と幇助犯
第30回　罪数論：犯罪の個数と犯罪の競合
※履修者の理解度その他の理由により、講義の順序等は変更することがあります。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

中間考査（10％）、期末試験（90％）
各試験の形式については、講義の際に別途説明します。

成績評価の方法　/Assessment Method

事前に、配布用の資料をMoodleにアップします。導入事例を確認した上で、空欄となっている重要用語や定義などを教科書で確認し、自分で書
き込んでみて下さい。
授業後は、各項目の成立要件を一覧にし、実際にその要件を一つ一つ事例にあてはめる練習をして下さい。その際に、事例に含まれた争点につ
いても、教科書で問題の所在と各学説の論拠および批判の内容を再度確認して下さい。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

毎回、「最新の」六法を必ず持参して下さい。刑法総論は、学説が激しく対立し抽象的な議論が行われているので、最初は戸惑うかも知れませ
ん。予習と復習を通じて粘り強く学習に取り組んで下さい。その意味で、ノートの作成はじめ受講生の主体的な取り組みが期待されます。授業
内外での質問も大歓迎です。
また、この科目の理解をより深めるためにも、同じ刑事法科目に属する刑法犯罪各論、刑事訴訟法、刑事司法政策をさらに履修することを推奨
します。

履修上の注意　/Remarks

法律学は実践の学問です。具体的な事例を常に想定して、条文に規定されたそれぞれの要件にあてはまる事実があるかどうかを検討することで
、法的解決を導くよう意識して下さい。そのために、判例とそこに現れた事案は好個の材料を提供してくれます。一読してみましょう。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

刑事法　刑法　刑法総論　犯罪論
キーワード　/Keywords

662453 /



刑法犯罪各論Ⅰ 【昼】
専門科目

/Instructor
大杉　一之 / OHSUGI, Kazuyuki / 法律学科担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

「刑法各論の体系的展開（１）」
この講義が対象とする「刑法各論」は、殺人罪や窃盗罪という個別の具体的な犯罪の成立要件を、個々の犯罪ごとに明らかにする法領域である
。刑法犯罪各論Ⅰにおいては、個人的法益に対する罪のうち人身に対する罪（財産罪を除く。）と国家的法益に対する罪を取り上げる。具体的事
例をもとに、刑法各論の基本概念および各犯罪類型の要件解釈論を検討して、その重要問題を考察するとともに、論理的思考力を習得すること
を目的とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
レジュメを配布する（Moodleから各自がダウンロードすること。）。
初回の講義において、テキストや参考書について説明する。
①六法（2018年版・平成30年版）
『ポケット六法』（有斐閣）や『デイリー六法』（三省堂）、『法学六法』（信山社出版）といった「最新の」六法を必携して下さい（種類・
出版社を問わない。）。
②刑法各論の基本書（基本的には、受講者の任意に委ねる。）
山中敬一『刑法概説Ⅱ各論』（成文堂・2008.10）。
井田良『入門刑法学・各論（法学教室Library）』（有斐閣・2013.12）。
井田良『講義刑法学・各論』（有斐閣・2016.12）。

○井田良『基礎から学ぶ刑事法（有斐閣アルマ）』6版（有斐閣・2017.03）。
○山口厚『刑法各論』2版補訂（有斐閣・2010.03）。
○西田典之『刑法各論（法律学講座双書）』6版（弘文堂・2012.03）。
十河太朗／豊田兼彦／松尾誠紀／森永真綱『START UP刑法各論判例50！』（有斐閣・2017.12）。
○山口厚／佐伯仁志〔編〕『刑法判例百選Ⅱ各論（別冊ジュリスト221号）』7版（有斐閣・2014.06）。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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刑法犯罪各論Ⅰ 【昼】
専門科目

※履修者の理解度その他の理由により進捗状況が前後することがある。
　１回　ガイダンス・刑法各論の基礎
　２回　生命に対する罪（１）殺人罪・堕胎罪（人の始期と終期）
　３回　生命に対する罪（２）自殺関与罪
　４回　生命に対する罪（３）遺棄罪（遺棄概念と遺棄罪の類型）
　５回　身体に対する罪（１）暴行罪と傷害罪①（暴行行為の性質・傷害概念）
　６回　身体に対する罪（２）暴行罪と傷害罪②（傷害罪の故意・同時傷害の特例）
　７回　自由に対する罪（１）逮捕監禁罪・脅迫罪・略取誘拐罪
　８回　自由に対する罪（２）強姦罪・強制わいせつ罪
　９回　私生活の平穏に対する罪　住居侵入罪・秘密侵害罪
１０回　名誉・信用に対する罪（１）名誉毀損罪と侮辱罪
１１回　名誉・信用に対する罪（２）信用毀損罪・業務妨害罪
１２回　国家の存立に対する罪　内乱罪・外患誘致罪・私戦予備陰謀罪
１３回　国家の作用に対する罪（１）公務執行妨害罪・逃走罪・犯人蔵匿罪・証拠隠滅罪
１４回　国家の作用に対する罪（２）偽証罪・虚偽告訴罪・職権濫用罪
１５回　国家の作用に対する罪（３）賄賂罪の基礎・収賄罪の諸類型・贈賄罪

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

中間試験…３０％、期末試験…７０％
この他に随時実施する小テストの成績を成績評価において考慮する場合もある。

成績評価の方法　/Assessment Method

テキストの該当箇所を熟読したうえで、疑問点、よく解らない箇所にマーキングをし、できれば講義該当箇所の内容を要約して講義に臨む（必
要な学習時間の目安は60 分）。講義に臨んでしっかりとノートを取ることはもちろんのこと、講義後に講義ノートを整理して不足事項を基本書
・参考書・判例集等で補う（必要な学習時間の目安は60 分）。
事前に事例課題をMoodleで提示するので、解答を作成して講義に参加することを推奨する（必要な学習時間の目安は1課題60 分）。講義後には
、講義をもとに解答を再度作成することが望ましい。１回の授業で概ね２つの事例問題を検討する予定である。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

この講義では、学生との対話形式で講義を進める。正答を求めるものではないので、積極的な発言を期待する。
この講義では「刑法総論」を理解していることを前提に講義を行う。そこで、この科目を受講する前に、前提とされる「刑法犯罪論」を受講し
ておくことを強く推奨する。また、この科目を承継する「刑法犯罪各論Ⅱ」、および関連する他の刑事法系科目を受講することを勧める。

履修上の注意　/Remarks

犯罪の成否とその根拠という共通の関心についても、種々の考え方があることを知り、どのようにして問題を説得的に説明していくのか、その
方法の一端を学んで頂ければと思います。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

刑事法　刑法　犯罪論　刑罰論　刑法総論　刑法各論
キーワード　/Keywords
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刑法犯罪各論Ⅱ 【昼】
専門科目

/Instructor
大杉　一之 / OHSUGI, Kazuyuki / 法律学科担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

「刑法各論の体系的展開（２）」
この講義が対象とする「刑法各論」は、殺人罪や窃盗罪という個別の具体的な犯罪の成立要件を、個々の犯罪ごとに明らかにする法領域である
。刑法犯罪各論Ⅱにおいては、刑法犯罪各論Ⅰに続けて、個人的法益に対する罪のうち財産罪と社会的法益に対する罪を取り上げる。具体的事例を
もとに、刑法各論の基本概念および各犯罪類型の要件解釈論を検討して、その重要問題を考察するとともに、論理的思考力を習得することを目
的とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
レジュメを配布する（Moodleから各自がダウンロードすること。）。
初回の講義において、テキストや参考書について説明する。
①六法（2018年版・平成30年版）
『ポケット六法』（有斐閣）や『デイリー六法』（三省堂）、『法学六法』（信山社出版）といった「最新の」六法を必携して下さい（種類・
出版社を問わない。）。
②刑法各論の基本書（基本的には、受講者の任意に委ねる。）
山中敬一『刑法概説Ⅱ各論』（成文堂・2008.10）。
井田良『入門刑法学・各論（法学教室Library）』（有斐閣・2013.12）。
井田良『講義刑法学・各論』（有斐閣・2016.12）。

○井田良『基礎から学ぶ刑事法（有斐閣アルマ）』6版（有斐閣・2017.03）。
○山口厚『刑法各論』2版補訂（有斐閣・2010.03）。
○西田典之『刑法各論（法律学講座双書）』6版（弘文堂・2012.03）。
十河太朗／豊田兼彦／松尾誠紀／森永真綱『START UP刑法各論判例50！』（有斐閣・2017.12）。
○山口厚／佐伯仁志〔編〕『刑法判例百選Ⅱ各論（別冊ジュリスト221号）』7版（有斐閣・2014.06）。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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刑法犯罪各論Ⅱ 【昼】
専門科目

※履修者の理解度その他の理由により進捗状況が前後することがある。
　１回　ガイダンス・財産罪（１）財産罪の基礎と窃盗罪①
　２回　財産罪（２）財産罪の基礎と窃盗罪②
　３回　財産罪（３）毀棄隠匿罪
　４回　財産罪（４）強盗罪
　５回　財産罪（５）強盗罪の諸問題（事後強盗・強盗致死傷罪）
　６回　財産罪（６）詐欺罪・恐喝罪
　７回　財産罪（７）詐欺罪の諸類型
　８回　財産罪（８）横領罪・背任罪
　９回　財産罪（９）盗品関与罪
１０回　公共危険罪（１）騒乱罪・多衆不解散罪・出水罪・水利妨害罪・往来妨害罪
１１回　公共危険罪（２）放火罪・失火罪（放火罪の基礎・焼損）
１２回　公共危険罪（３）放火罪・失火罪（公共危険の発生とその認識）
１３回　公共の信用に対する罪（１）文書偽造罪（文書偽造罪の基礎・文書概念・偽造概念）
１４回　公共の信用に対する罪（２）通貨偽造罪・有価証券偽造罪
１５回　風俗に対する罪　わいせつ罪・重婚罪・賭博罪・死体損壊遺棄罪

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

中間試験…３０％、期末試験…７０％
この他に随時実施する小テストの成績を成績評価において考慮する場合もある。

成績評価の方法　/Assessment Method

テキストの該当箇所を熟読したうえで、疑問点、よく解らない箇所にマーキングをし、できれば講義該当箇所の内容を要約して講義に臨む（必
要な学習時間の目安は60 分）。講義に臨んでしっかりとノートを取ることはもちろんのこと、講義後に講義ノートを整理して不足事項を基本書
・参考書・判例集等で補う（必要な学習時間の目安は60 分）。
事前に事例課題をMoodleで提示するので、解答を作成して講義に参加することを推奨する（必要な学習時間の目安は1課題60 分）。講義後には
、講義をもとに解答を再度作成することが望ましい。１回の授業で概ね２つの事例問題を検討する予定である。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

この講義では、学生との対話形式で講義を進める。正答を求めるものではないので、積極的な発言を期待する。
この講義では「刑法総論」を理解していることを前提に講義を行う。そこで、この科目を受講する前に、前提とされる「刑法犯罪論」を受講し
ておくことを強く推奨する。また、この科目を承継する「刑法犯罪各論Ⅱ」、および関連する他の刑事法系科目を受講することを勧める。

履修上の注意　/Remarks

犯罪の成否とその根拠という共通の関心についても、種々の考え方があることを知り、どのようにして問題を説得的に説明していくのか、その
方法の一端を学んで頂ければと思います。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

刑事法　刑法　犯罪論　刑罰論　刑法総論　刑法各論
キーワード　/Keywords
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企業取引法Ⅰ 【昼】
専門科目

/Instructor
今泉  恵子 / 法律学科担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

 本年度の講義の対象テーマとなる「企業取引」とは，個人や企業の経済生活に伴う様々な偶然のリスクが現実のものとなった場合において，そ
の際の経済的損失をカバーし、あるいは経済的ニーズに応えるために締結される保険契約に関連する法取引を取り扱います。
　また、本講義のねらいは、私保険・営利保険としての「保険契約制度」の体系的かつ基本的枠組みを理解することにあります。
　火災保険・自動車保険・生命保険など、私たちの日常生活にとって身近な保険に関する「法解釈論上ならびに立法論上」の諸問題や保険犯罪
を取り上げながら、保険法体系の全体像をできるだけ平易に説明することを目指します。
　また、現在社会において実際に取引されている保険商品の実態、証券投資取引におけるのと同様の説明義務違反をめぐる紛争や保険募集の適
正性に関わる問題点についても、できるかぎり言及する予定です。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回講義時に指示します。
六法については、最新版であることが望ましいです。毎回、必ず持参してください。

参考文献については、最初の講義で指示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

概ね，以下の通りですが，受講生の関心・理解の度合い等により、進度や順番が変わる可能性があることにつき、ご了承ください。（【】はキ
ーワード）
第1回　　　　保険制度の目的と役割　【大数の法則】【収支相当の原則】【給付反対給付均等の原則】
第2回　　　　保険契約の種類と特徴　【損害保険】【生命保険】【傷害疾病定額保険】【保険契約約款】
第3回　　　　保険法改正の概要
第4回　　　　保険業と保険勧誘に関する法規制【保険業法】【消費者契約法】【金融商品取引法】
第5回　　　　保険契約における告知義務（１) 告知義務制度の背景・告知者とその相手方
第6回　　　　保険契約における告知義務（２）告知義務の内容・告知事項
第7回　　　　保険契約における告知義務（３）告知義務違反の効果
第8回       　  保険契約における告知義務（４）事例研究とまとめ
第9回        　 保険契約における事情変更・失効
第10回　　　  損害保険契約  【被保険利益】
第11回　　　  損害保険契約　【保険代位】
第12回　　　  保険者（保険会社）の免責と約款における免責条項の有効性　
第13回　　　  各種の損害保険契約ー個別的問題【火災保険】【自動車賠償責任保険】
第14回　　　  生命保険契約・傷害保険に特有の問題
第15回　　　　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験８０％、授業の理解度を把握するために不定期に実施する小テスト等の結果20％
成績評価の方法　/Assessment Method
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企業取引法Ⅰ 【昼】
専門科目

授業中に配布されるレジュメには、①予習すべき教科書の箇所、②復習問題、③レポート提出用の課題などが、随時記載されて行きます。よく
読んで、指定された範囲の予習や講義後の復習を心がけて下さい。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

１，配布される資料は、以後の講義のために「事前に」配付されるのが通例です。従って、必ず、ファイリングした上で、前回以前に受領した
資料レジュメについても持参の上、講義を受けるようにしてください（講義当日配布される予習用のレジュメでは当日の講義には役に立たない
場合が多いです）。
２，欠席した場合、配付済レジュメ等は講義担当者の研究室横の棚にスタックされています。各自の責任において入手するようにしてください
（残余部数には限りがあります）。
３，配布済レジュメや裁判例プリントなどを持参しないままで受講すると授業の理解度が著しく低くなります。
　

履修上の注意　/Remarks

１，企業活動に関連する「企業活動と法」や「会社法」と合わせて履修する場合は、より深く問題点を理解することができます。
２，また、私的生活全般に関わる一般取引法である「民法」の諸科目をすでに受講済みであるか並行履修する場合には、効率的な学習ができる
でしょう。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

損害保険、生命保険、傷害疾病定額保険、自賠責保険、火災保険、地震保険、医療保険、
キーワード　/Keywords
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企業取引法Ⅱ 【昼】
専門科目

/Instructor
前越　俊之 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　われわれの日常生活では、モノを購入する場合、現金で支払いをする事が多い。最近では、電子マネーで支払いをすることも増えている。金
額の大きいモノを買う場合は、クレジット・カードで支払いをする者もいる。しかし、企業が企業活動において取引をする場合、現金を用いる
ことはなく、今日でも手形で支払いをするのが主流である。従って、例えば、就職後、職場で手形を振出したり、あるいは手形を受け取ったり
するかもしれない。法（とりわけ私法）は、通常は、常識に従って行動している者の味方である。ところが、企業決済に関わる手形・小切手法
の問題は、技術的な側面が強く、単に常識に従って行動していただけでは、思わぬ失敗を犯しかねない。マンガでも「ナニワ金融道」の中で、
手形を届けることを頼まれた従業員が、相手方に「受取り署名をしてくれ」と騙されて、手形に裏書署名をして莫大な金額の責任を負う話があ
った。
　本講義を通じて手形・小切手法を学ぶことで、手形・小切手が社会の中でどのように使われているのか、なぜ手形・小切手が企業決済に使わ
れているのかを理解することができる。また、手形・小切手を取り扱う場合の基本的な考え方を理解し、手形・小切手に関係する者たち（振出
人、受取人、所持人等）の利害調整に関し法律上のルールを制定法、判例等の具体例を通じて理解することができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
大塚龍児他「商法Ⅲ－手形・小切手〔第4版〕」（有斐閣Sシリーズ・2011年）2,100円。

①体系書：川村正幸「手形・小切手法〔第3版〕」（新世社・2005年）、関俊彦「金融手形小切手法〔新版〕」（商事法務研究会・2003年）。
②判例：神田秀樹他編「手形小切手判例百選〔第7版〕」（別冊ジュリスト222号）（有斐閣・2014年）。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第 1回　手形・小切手法を学ぶこと
第 2回　手形・小切手は社会の中でどのように使われているか【為替手形、約束手形、小切手】　
第 3回　手形・小切手を法律はどのようなものと考えているか（１）【有価証券】
第 4回　手形・小切手を法律はどのようなものと考えているか（２）【証拠証券、免責証券、金券】
第 5回　手形・小切手を法律はどのようなものと考えているか（３）【原因関係、商業手形、融通手形】
第 6回　手形・小切手を振り出してみる（１)【手形署名、手形行為】
第 7回　手形・小切手を振り出してみる（２）【手形理論、権利外観理論】
第 8回　手形・小切手を振り出してみる（３）【民法の意思表示の瑕疵に関する条項と手形行為】
第 9回　手形・小切手を振り出してみる（４）【会社による手形振出、手形の偽造・変造】
第10回　手形・小切手を振り出してみる（５）【手形要件】
第11回　手形・小切手を振り出してみる（６）【白地手形】
第12回　手形を満期前に譲渡する（１）【裏書、裏書の連続】
第13回　手形を満期前に譲渡する（２）【人的抗弁の制限】
第14回　手形が盗まれてしまった！（１）【善意取得】
第15回　手形が盗まれてしまった！（２）【公示催告、除権決定、手形訴訟】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

原則として、定期試験によって評価する。講義の進行、学習効果という観点から、小テスト、レポート等を課す場合がある。この場合は、定期
試験９０％、小テスト・レポート等１０％を目安として総合的に評価する。

成績評価の方法　/Assessment Method

662457 /



企業取引法Ⅱ 【昼】
専門科目

  講義を受ける前にテキストを予習した上で講義に出席すること。また、講義前にMoodleに講義レジュメ、資料等をアップしておくので、これに
目を通して予習しておくこと。予習せずに講義を聞いただけで、手形・小切手の問題を理解することは困難である（手形・小切手法のみならず
、他の法律分野の問題も、同様だと推量するが…）。受講者は予習を行い、よく分からない点、疑問に感じたこと等を講義中に解決し、もし講
義を聞いても疑問が解消しない場合は、質問をするなどして、講義の場を疑問解決の場として活用すると、学習効果が高くなる。
　講義後は、講義中に採ったノートを整理して、どのような内容を学んだのか、適宜、復習して定期試験に備えること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

　講義中に、判例に代表される紛争事件について、受講者の意見を聞くことがある。法律の問題を理解するためには、暗記ではなく、「自分だ
ったら問題をどにように解決するか」を考えることが必要である。丸暗記するのではなく、考えてみること（プロセス）が重要である。「なぜ
このようなルールとなり、制度になっているのか」、考えるプロセスがあって、はじめて知識は、身についたものとなり、役に立つ知識となる
。
　講義中に、手形法、小切手法、商法、会社法、民法、民事訴訟法等の条文を参照する。従って、講義に出席する際は、（できれば最新の）六
法（但し、コンパクトなものでよい）を持ってくること。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

約束手形　為替手形　小切手　有価証券　企業決済　企業金融　
キーワード　/Keywords
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知的財産法 【昼】
専門科目

/Instructor
木村　友久 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　これからの取引社会において、営業上の信用を含む知的資産がもたらす価値は更に増大するものと考えられる。「知的財産法」では、当該知
的資産の全体像を、思想または感情の創作物に関わるもの・製品等の開発販売過程で創作されるもの・営業上の信用が化体されているものに大
別して、権利客体の把握や侵害訴訟における各種権利の基本的機能を概説する。同時に、音楽ソフトのネットワークを利用した配信行為に代表
される、情報通信技術の進展に伴なう新たな課題についても検討を加え、現代の取引社会で知的財産権が関与する事象を総合的に判断する能力
形成をはかる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
山口大学作成「知的財産権法テキスト」　教室で配布します

田村善之著「著作権法概説」有斐閣
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１．知的財産法の全体像と基本理念～営業上の信用を含む無形の知的財産保護法制の概要説明
２．情報通信技術の進展と知的財産権制度～ネットワーク等の技術進展がもたらす諸問題を考える
３．著作権法～著作物と著作者の権利（著作権、著作者人格権）、著作隣接権、出版権、侵害訴訟
４．著作権法～プログラム等の保護、放送ないしは映画の権利関係、マルチメディア作品の権利関係
５．特許法・実用新案法～工業所有権四法（特実意商）の基本的枠組み、製品開発と産業財産権四法
　　　　　　　　　　　　特許侵害訴訟の基本、パリ条約及びその他の条約
６．特許法・実用新案法～特許要件、発明実施概念、特許権、特許発明の同一性判断と侵害訴訟
７．特許法・実用新案法～、法定通常実施権、パテントマップの作成、ライセンス契約
８．意匠法～意匠登録要件、侵害訴訟の基本、意匠権、意匠の類否判断、ライセンス契約
９．商標法～商標登録要件、侵害訴訟の基本、商標権、商標の類否判断と侵害訴訟、
１０．商標法～法定通常実施権、出願実務とライセンス契約
１１．不正競争防止法～不正競争行為概説、著名周知商品表示の模倣、営業秘密の不正取得等
１２．不正競争防止法～商品形態の模倣、技術的制限手段の解除等（スクランブル解除等）
１３．デザイン保護法制～著作権法・意匠法・不正競争防止法の各法域における適用形態と境界領域
１４．ソフトウェア保護法制～著作権法・特許法の各法域における適用形態
１５．まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

評価は，毎時間実施する小テスト（小レポート）計15回分の累積で行う。出席は成績評価の欠格要件とします。
成績評価の方法　/Assessment Method

著作権の基礎知識は下記ＷＥＢサイト上の学習用ビデオを事前に視聴してください。
http://www.kim-lab.info/domescon/2015video/cp/cp.html

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review
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知的財産法 【昼】
専門科目

毎回，ネット上のパテントサロンの情報や最高裁判所の新規知財判決文を利用します。事前に参照して準備しておいて下さい。
パテントサロンホームページ　http://www.patentsalon.com/　
最高裁判所ホームページ　　　http://www.courts.go.jp/
単なる教科書の知識だけでなく，ウェブ上の情報も取捨選択しながら，企業経営等の実務的側面から考えてください。

履修上の注意　/Remarks

北方キャンパスに常駐していませんので，何か質問があればメール等で遠慮無く質問して下さい。
メールアドレス　kimlab01@gmail.com
研究室ホームページ　http://www.kim-lab.info/

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

知的財産　特許　実用新案　意匠　商標　著作者の権利
キーワード　/Keywords
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行政争訟法 【昼】
専門科目

/Instructor
堀澤　明生 / Akio Horisawa / 法律学科担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

既に行政法総論を学んでいると思われるが、行政法総論において勉強した「法律による行政の原理」などの、国民の権利を守るための原理は、
行政救済法と呼ばれる領域によってその実効性を確保される。
行政争訟法では、違法行為の是正を行政自身に求める行政上の不服申立てと、裁判所に求める行政訴訟につき概説し、多くの裁判例を通じて、
行政訴訟法における訴訟要件等の理解を深化させる。
これらにより、行政争訟法の体系的理解に必要な専門的知識を習得し、個別の事案で適切な訴訟方法を選択してそれがなぜ認められうるのかを
判断できるようになり、更には行政争訟法の果たす国民の権利保護機能について再確認する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
初回授業で指示する。

初回講義で指示する。
何らかの形で判例集は持っておくのが望ましい。
『行政法判例百選Ⅱ(第7版)』(有斐閣、2017)又は『ケースブック行政法(第6版)』(弘文堂、2018)

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　ガイダンスーー行政法総論と行政争訟
第２回　行政上の不服申立て
第３回　処分性(1)——処分性の概念
第４回　処分性(2)——近時の判例における処分性
第５回　原告適格(1)——原告適格の判断基準
第６回　原告適格(2)——近時の判例
第７回　訴えの利益
第８回　その他の訴訟要件、取消訴訟の審理
第９回　取消訴訟の判決
第１０回　執行停止制度
第１１回　無効等確認訴訟、不作為の違法確認訴訟
第１２回　義務付け訴訟
第１３回　差止訴訟
第１４回　当事者訴訟
第１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

小テスト20%、期末試験80%
成績評価の方法　/Assessment Method

各回において行政訴訟の判例を学ぶが、当該事件において問題となった条文を事前に読み込むことなく授業を理解するのは不可能に近い。予習
指示を行うので、ぜひ条文を参照したうえで各判例を検討しておいてほしい。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review
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行政争訟法 【昼】
専門科目

行政法総論を履修していることを前提とする。
また民事訴訟法の科目を履修していることは、本科目の理解において助けになる。

履修上の注意　/Remarks

司法制度改革に伴い、行政事件訴訟法が改正された後、爆発的に重要な判例が増えた分野です。
判例をかなりの数扱うことになるため、予習を必ず行ってください。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662459 /



情報公開・個人情報保護法 【昼】
専門科目

/Instructor
岡本　博志 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

情報公開・個人情報保護の法制度は、国の法律と各地方公共団体の条例とにより構成されている。情報公開制度は、国民・住民が国・地方レベ
ルで政治に参画するための手段である。また情報化社会の進展により情報の有用性が高まる中で、個人情報の保護を図ることが重要となってい
る。情報公開及び個人情報保護の仕組みはどのようになっているのか、それらは現実にどのように運用されているのか、具体的にどのような法
律解釈上の問題が生じているのかということについて、概要を把握することが授業の狙いである。
授業では、情報公開制度及び個人情報保護制度について、基本的知識を体系的に理解すること、問題点の発見・分析と解決方法についての基礎
的能力を養い、社会における問題について法的観点からの関心を高めることを目標とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
宇賀克也　『新・情報公開法逐条解説[第７版]』（有斐閣、201６年）
同　　　　　『個人情報保護法の逐条解説[第５版]』（有斐閣、201６年）

小早川光郎編著『情報公開法』（有斐閣、1999年）
園部逸夫編集『個人情報保護法の解説≪改訂版≫』（ぎょうせい、2005年）
行政情報システム研究所編『行政機関等個人情報保護法の解説（増補版）』（ぎょうせい、2005年）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第　1回　情報公開の意義　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第10回　個人情報保護制度の憲法上の基礎
　　　　　　情報公開とは何か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個人の尊厳とプライバシー
第　2回　情報公開制度の憲法上の基礎　　　　　　　　　　　　　　　　　第11回　個人情報保護法・個人情報保護条例の仕組み（１）
　　　　　　知る権利、国民主権　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個人情報、個人データ、個人情報取扱事業
者
第　3回　情報公開法・情報公開条例の仕組み（１）　　　　　　　　　　　第12回　個人情報保護法・個人情報保護条例の仕組み（２）
　　　　　　情報・行政文書の意義　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個人情報の収集、管理、利用
第　4回　情報公開法・情報公開条例の仕組み（２）　　　　　　　　　　　第13回　個人情報保護法・個人情報保護条例の仕組み（３）
　　　　　　個人情報の不開示とプライバシー保護　　　　　　　　　　　　　　　　　　開示請求、非開示情報、訂正等請求
第　5回　情報公開法・情報公開条例の仕組み（３）　　　　　　　　　　　第14回　個人情報保護法・個人情報保護条例の仕組み（４）
　　　　　　法人等情報及び意思形成過程情報の不開示　　　　　　　　　　　　　　不服申立て、審査会による審査
第　6回　情報公開法・情報公開条例の仕組み（４）　　　　　　　　　　　第15回　まとめ
　　　　　　事務事業情報、安全・公安情報、外交等情報の不開示
第　7回　情報公開法・情報公開条例の仕組み（５）
　　　　　　部分開示、応答拒否、裁量的開示
第　8回　情報公開法・情報公開条例の仕組み（６）
　　　　　　開示手続、不服申立て、審査会による審査
第　9回　個人情報保護の意義
　　　　　　個人情報保護とは何か
　　
　　　　　　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents
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情報公開・個人情報保護法 【昼】
専門科目

定期試験　８０％　　レポート（課題）　２０％
成績評価の方法　/Assessment Method

配付した資料等に十分目を通しておくこと。
指示した点については事後に確認すること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

資料を配布するので、事前に読んでおくこと。
憲法学、行政法学について履修していることが望ましい。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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ＮＰＯ論 【昼】
専門科目

/Instructor
楢原  真二 / NARAHARA  SHINJI / 政策科学科, 申　東愛 / Shin,Dong-Ae / 政策科学科
狭間　直樹 / 政策科学科

担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　NPOという言葉は、今日いたるところで耳にすることと思います。しかしながら、NPOとは何かについて本当に理解しているかというと必ず
しもそうとはいえないのではないでしょうか。本講義の目的は、NPOとは何かについての基本的知識を提供することにあります。
　本講義は、①３人の担当する教員による講義、②NPO関係者を招いての講演会（2人×7回程度予定)、③希望者によるNPO現場の視察、④社会
貢献・奉仕プログラムなどから構成されます。また、本講義の受講者は、学部・学科等多様であることが予想されますので、なるべくわかりや
すい説明および映像などを取り入れたものにしたいと考えています。

＊『北九州NPOハンドブック（第６版）』作成プロジェクトを進めておりますので、興味のある方はぜひご参加ください。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
使用しない予定。担当教員がその都度、プリント教材を配布する等、指示します。

〇楢原真二編集代表『北九州ＮＰＯハンドブック［第５版］』（2010年）。
    坂本治也編『市民社会論―理論と実証の最前線―』（法律文化社、2017年）。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　導入―講義のすすめかた、成績評価、自己紹介など
２回　NPOの基礎知識(1)　　　　　　　　
３回　第１回講演会　
４回　NPOの基礎知識(2)　　　　　　　　
５回　第２回講演会　
６回　福祉NPO(1)　
７回　第３回講演会
８回　福祉NPO(2)　―社会福祉法人　           　
９回　第４回講演会
10回　環境NPO(1)          　
11回　第５回講演会
12回　環境NPO(2）　
13回　第6回講演会
14回　第７回講演会
15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業貢献度　…　50％　　　　レポート…　50％
成績評価の方法　/Assessment Method

それぞれの担当教員の指示にしたがって前もって指定箇所を読む等をして授業に参加してください。また、各教員が授業中に配布したレジュメ
等の教材の復習を必ず行うようにしてください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662461 /



ＮＰＯ論 【昼】
専門科目

第１回の講義で授業の進行および成績評価について説明しますので必ずご参加ください。また、授業計画は学生の理解によって変更することが
ありますのでご了承ください。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

ＮＰＯ、ＮＧＯ、福祉ＮＰＯ、アドボカシー、ミッション、寄付
キーワード　/Keywords

662461 /



政治過程論 【昼】
専門科目

/Instructor
秦　正樹 / HATA Masaki / 政策科学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

政治家が政党に所属したり，あるいは離党したりするのはなぜなのか．有権者はなぜ，投票に行く（行かない）のか．マス・メディアが特定の
政治家を批評するのはなぜなのか．本講義では，こうした諸アクターが「政治」を動かす際の意思決定のメカニズムについて説明します．
具体的には，①「scienceとしての政治学」の視点から政治文化や政治制度の重要性について説明した上で，②諸アクターの政治的な意思決定の
メカニズムについて検討します．また本講義を通じて，民主主義が成立するための条件に関する理解を深めることを目指します．

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に教科書は指定せず，毎回，レジュメを作成し配布します．

砂原庸介・稗田健志・多湖淳（2015）『政治学の第一歩』有斐閣ストゥディア．
久米郁男（2013）『原因を推論する：政治学方法論のすゝめ』有斐閣．
砂原庸介（2015）『民主主義の条件』東洋経済新報社．
坂本治也編（2017）『市民社会論：理論と実証の最前線』法律文化社．

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　　イントロダクション　【民主主義】【規範理論】【実証】
2回　　Scienceとしての政治学（１）　【因果関係】【相関関係】【変数】【反証可能性】
3回　　Scienceとしての政治学（２）　【３つのI】【文化】【合理的選択】
4回　　政治制度(1)　【選挙制度】【デュベルジェの法則】
5回　　政治制度 (2)　【大統領制】【議院内閣制】【議会の類型】
6回　　政治家と政党(1)【再選・昇進・政策】【議員行動】【集合行為問題】
7回　　政治家と政党(2)【ダウンズモデル】【政党システム】【離党と新党】
8回　　政官関係【政治主導】【官僚主導】【本人—代理人理論】【エージェンシー・スラック】
9回　　政治文化【政治的社会化】【政治意識】【ソーシャルキャピタル】
10回　 政治参加と選挙 (1)【投票参加】【投票外参加】【投票義務感】
11回　 政治参加と選挙(2)【コロンビアモデル】【ミシガンモデル】【業績投票】
12回　 政治参加と選挙(3)　【圧力団体】【コーポラティズム】【NPO／NGO】
13回　 マス・メディア(1)【強力効果論】【限定効果論】【プライミング理論】
14回　 マス・メディア(2)【ソフトニュース】【SNS】【テレポリティクス】
15回　 まとめ　【選挙制度改革】【18歳投票権】【シルバーデモクラシー】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

・期末試験：85%　　
・日常授業への取り組み：15%

成績評価の方法　/Assessment Method

予習として事前にその週の授業内容に関連する政治ニュースを調べておくこと．また，政治過程論は連続しているテーマを扱うため，各授業内
容についてはレジュメに示した参考文献を読むなどの復習をしておくこと．

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662462 /



政治過程論 【昼】
専門科目

「政治学」をすでに履修している場合，本講義の理解がより深いものになります．
「政治過程論」は，政治学におけるモデルやメカニズムの紹介を重点的に取り扱います．これらのモデルが日本政治においていかなる意味を持
つかについては「日本政治論」で詳しく説明しますので，併せて受講することが望ましいです．
また，予習や復習，授業時間以外でも各自が主体的に学習に取り組むようにしてください．とくに新聞やテレビなどで政治のニュースに積極的
に触れるように心がけましょう．

履修上の注意　/Remarks

政治学は「いろんな意見をうまくまとめる方法」を教えてくれる学問分野です．シラバスを見て難しそうと感じる人もいるかもしれませんが
，授業計画の「政治」の部分をあなたが所属する集団（たとえばクラブやサークルなど）に置き換えてみると，授業で扱う内容もずっと身近に
感じるのではないでしょうか．「政治」と聞いて食わず嫌いにならず，ぜひ一緒に勉強してみましょう！

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

民主主義の条件・政治制度・政治文化・実証政治学
キーワード　/Keywords

662462 /



福祉国家論 【昼】
専門科目

/Instructor
狭間　直樹 / 政策科学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

この講義では、日本の社会保険・公的扶助を中心に日本の福祉国家の特徴とそのあり方を考えます。テーマは次の２つです。①日本の社会保険
・公的扶助の制度概要・政策動向（どのような課題があり、どのような解決策が議論されているのか？）、②日本の社会保険の特徴（諸外国と
比較してどのような特徴があると言えるか？）。なるべく身近な事例から、これらのテーマを考えていくのが、この講義のねらいです。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
教科書は指定しない。

毎回、Ｂ４のレジュメを配布するのでしっかりノートをとり、保存してください。

授業中に指示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　第１回「自由と平等の規範」　個人の責任、国家の責任
　第２回「社会保障の行財政」　社会保障の行政組織、社会保障給付費
　第３回「年金保険」　被保険者、保険料、保険給付
　第４回「年金保険」　財政悪化と空洞化
　第５回「年金保険」　世代間格差と世代内格差
　第６回「年金保険」　改革の論点
　第７回「医療保険」　被保険者、保険料、保険給付
　第８回「医療保険」　年金と共通する問題
　第９回「医療保険」　診療報酬をめぐる問題
第１０回「医療保険」　医療サービスの量と質
第１１回「生活保護」　原理・原則
第１２回「生活保護」　扶助の種類
第１３回「生活保護」　保護の透明性
第１４回「福祉国家の類型」　３つの福祉国家
第１５回「福祉国家の類型」　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

学期末試験・・・100%
原則として、毎回、出席をとります。欠席１回につき、期末試験得点より２点程度減点します。

＊ただし、教室定員に対して受講生数が著しく多い場合は、出席による評価を変更する可能性があります。
　確定された成績評価基準は、第３回目の授業でおしらせします。

成績評価の方法　/Assessment Method

662463 /



福祉国家論 【昼】
専門科目

年金や医療のしくみについて関心をもっておいてください。また、授業終了後は、配布資料をよく読み、知識や自分の考えを整理してください
。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

・私語厳禁。授業態度の悪い受講生は、欠席扱いとする場合がある。
・授業時間中の携帯電話・スマートフォンによる通話、写真・動画撮影、インターネットサイト閲覧等を禁止する。
・資料や録音した講義内容をインターネット上などで公開することを禁止する。
・第１回目の講義において、その他の注意事項を説明するので、必ず遵守すること。

履修上の注意　/Remarks

私語は厳しく注意します。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

特になし。
キーワード　/Keywords

662463 /



公共政策論 【昼】
専門科目

/Instructor
楢原  真二 / NARAHARA  SHINJI / 政策科学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

   本講義の目的は、日常レベルから、公共政策について考え、分析、考察するための基礎的知識や方法論を提供することにあります。そのために
、本講義では、様々な事例を用い、また、時には本格的なケース・スタディを用いて議論を展開することにします。また、本講義では、公共政
策研究の第一歩ともいえる「問題発見能力」の涵養に力を入れたいと考えています。
  本講義の担当教員は、公共政策を研究する目的は、第一に、よりよき未来社会の構築にあると考えています。つまり、公共政策研究の根本には
、「問題解決」「問題解き」というものがあるのです。また第二に、個別の公共政策を研究することは、デモクラシーの発展にも寄与すること
になると考えています。今日、公共政策についての知識なくして、有効な政治参加などできないからです。 受講者には、何が自分にとって問題
であり、そのために自分はどのような研究をするのかということを意識して講義に参加すること、あるいは、この講義を通じてそうした問題意
識をもつことを望んでいます。
　
　

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
テキストは用いません。毎回、プリント教材を配布します。

必要に応じてその都度指示する予定。とりあえず以下のものを挙げておきます。
秋吉貴雄・伊藤修一郎・北山俊哉『公共政策学の基礎』（有斐閣、2010年）
伊藤修一郎『政策リサーチ入門―仮説検証による問題解決の技法－』（東京大学出版会、2011年）
ユージン・バーダック著、白石賢司ほか訳『政策立案の技法―問題解決を「成果」に結び付ける８つのステップー』（東洋経済新報社、2012年
）。
阿部彩『子どもの貧困―日本の不平等を考える』（岩波書店、2008年）
阿部彩『子どもの貧困Ⅱ―解決策を考える』（岩波書店、2014年）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

662464 /



公共政策論 【昼】
専門科目

　１回　問題提起・・・公共政策研究の目的および受講者へのアンケート
　２回　公共政策とそのアクター・・・小倉昌男の福祉革命（社会起業家論）
　３回　小倉昌男の問題提起と日本の障害者福祉政策、ダストレスチョークと障害者
　４回　子どもの貧困（１）・・・貧困とは何か、子どもの貧困とは何か
　５回　子どもの貧困（２）・・・日本における子どもの貧困を考える
　６回　子どもの貧困（３）・・・学歴と子どもの貧困：大学生の状況は？奨学金は？
　７回　子どもの貧困（４）・・・比較の視座から考える子どもの貧困
  ８回　子どもの貧困（５）・・・子どもの貧困対策大綱と子どもの貧困の解決策、剥奪指標について
　９回　子どもの貧困（６）・・・社会実験（ペリー幼稚園プログラム）とまとめ
１０回　介護保険（１）・・・導入
１１回　介護保険（２）・・・現状分析
１２回　介護保険（３）・・・問題点とその検討（「下流老人」、「介護離職」の問題も含む）
１３回　介護保険（４）・・・介護保険の改革
１４回　シルバー・デモクラシーと公共政策
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポート　…　50　％ 、授業貢献度など…50％。毎回講義の終了後、コメント用紙を配布し、講義内容に対する質問・意見のある学生には書い
てもらい成績評価に加えることにします。

成績評価の方法　/Assessment Method

授業に際しては前もって配布した教材の指定箇所等を予習（事前学習）して授業に参加するようにして下さい。また、授業中に配布したレジュ
メや論文等の教材の復習を必ず行うようにしてください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

本年度は授業内容を若干変更する予定です。また、「シルバー・デモクラシーと公共政策」等をはじめ講義内容等は、学生の理解度などに応じ
て変更する可能性があります。ご了承ください。

履修上の注意　/Remarks

授業に出席しないと何も始まりません。担当者もそれなりの準備をして授業にのぞむので、授業には必ず出席するようにして下さい。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

公共政策、社会起業家、子どもの貧困、介護保険。
キーワード　/Keywords

662464 /



地方自治論 【昼】
専門科目

/Instructor
壬生　裕子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年集中

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

地方自治の制度やしくみは，私たちの暮らしに大きな影響を与えています。この授業では，地方自治の制度や地方自治体の政策や組織など，地
方自治に関する基礎的事項や最新の取り組みを学び，私たちのくらしと地方自治の関係やこれからの地方自治のあるべき姿を考えていきます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示します。

とくにありません。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１ イントロダクション：地方自治とは
２ 自治体の政策
３ 自治体の機関
４ 自治体の組織
５ 自治体で働く人
６ 地方自治の制度①：歴史
７ 地方自治の制度②：地方分権
８ 自治体の行政改革
９ 前半の復習
１０ 自治体の政策過程
１１ 自治体の財政
１２ 自治体の広報・広聴
１３ 市民参加と協働
１４ 地域コミュニティ
１５ まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

中間レポート・・４０％
定期試験・・６０％

成績評価の方法　/Assessment Method

授業で紹介する書籍を読んだり、資料を確認したりすること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

日ごろから自分が暮らすまちのさまざまな出来事にに関心をもっておくこと。
履修上の注意　/Remarks

公務員試験への出題対策というよりも、近年の地方自治の現状や課題を中心に学ぶことに重点をおきます。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

662465 /



地方自治論 【昼】
専門科目

地方自治、地方自治体、地方分権、市民参加、まちづくり
キーワード　/Keywords

662465 /



政策過程論 【昼】
専門科目

/Instructor
申　東愛 / Shin,Dong-Ae / 政策科学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

政策現象に関する理解と政策知識の取得

①政策学の範囲とその目的、公私の問題、政策と社会(Social Dilemma・Free Rider)
②政策の分類（Lowiによる分類)・政策の便益と費用（J.Q.Wilson)について知ってもらう。

政策過程に関する専門知識の取得：

①政策の決定（Elite論・多元主義論とIssue Network・制度論と合理的決定：Path dependence・Idea・
　Game theory etc.・ゴミ箱決定Garbage Can Model、無意思決定Non-Decision Making, Agenda-Setting,
　 Joining of Issues & Streams、政策の窓［Policy Window]) や政策実施・調整 (Policy Learning &Changes)、
　そして政策終了・評価について学習する。

②政策過程におけるアクターの参加（首相・内閣・官僚・国会・首長・専門家組織・世論とメディア・
　　裁判・NPO・国際機構）とその構造（補助金・Rent-Seekingのような利益誘導型政治・首相の
　　Leadership、集権的政策決定システム・官僚[Downs・Niskannenの官僚利益追求論・政府間関係]）
　　について理解してもらう。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『政策過程論』（早川純一外著 学陽書房 2004年 ￥ 2,730 ）
『公共政策学の基礎　新版』（秋吉貴雄・伊藤修一郎・北山俊哉著 有斐閣ブックス 2015年 ￥ 2,730 ）

〇『現代日本の政策過程』（中野実著 東京大学出版会 1992年 ￥2,940）
〇『政治過程論』（伊藤光利・真渕勝・田中愛治著 有斐閣  2000年 ￥2,625 ）
〇『日本政治の政策過程』（中村昭雄著 芦書房 2011年 ￥3,568 ）
　『政策過程分析入門 第2版』（草野厚著 東京大学出版会  2012年 ￥2,625 ）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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政策過程論 【昼】
専門科目

　１回　授業や本の紹介など
　２回  政策の対象、政策の必要性、政策と社会(Social Dilemma・Free Rider)、費用と利益、政策の類型など
　３回　政策参加者、政策資源（事例：川辺川ダムの決定を巡る各アクターの利害関係、DVD）　
　４回　政策過程の理論１　（政策過程論・Elite論・多元主義論とIssue Network・
                           制度論と合理的決定 Path dependence・Idea・Game theory etc.）
　５回　政策過程と事例分析１　（新聞、インターネットで検索した事例分析）
　６回   政策過程の理論２　　（アジェンダ形成・ゴミ箱決定Garbage Can Model ・政策の窓）
　７回　政策過程の理論３　　（無意思決定論、相互浸透理論など）
　８回　政策過程と事例分析２　（新聞、インターネットで検索した事例分析）
　９回　政策事例のポスター発表Ⅰ
１０回　政策実施、政策調整（実施過程の政策変数、官僚と国会、集権的政策システム・
                           Top-Down Approach  & Street Bureaucracy Approach）
１１回　政府間関係と自治体の政策（政府間関係、利益誘導政治、地方の変革・事例：名古屋市）　
１２回　本のレポート発表
１３回 　政策終了・政策評価と市民参加
１４回　政策事例を選び、政策過程の分析
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

本のレポート 20％、　ポスター 30％　期末試験 50％
（本のレポート発表・ポスター発表をしない学生は期末試験を受けることができない）

成績評価の方法　/Assessment Method

事前課題・事後学習内容については学習支援フォルダに挙げるので、準備すること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

公共政策、政策問題、政策の決定､実施、政策調整、終了、
利益・価値、制度、アクター、選択、メディアの役割、ガバナンス、市民社会、
ネットワーク。

キーワード　/Keywords
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福祉政策論 【昼】
専門科目

/Instructor
狭間　直樹 / 政策科学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

この講義では、日本の社会福祉サービス（高齢者福祉・児童福祉・障害者福祉サービスなど）の制度概要と政策動向を解説し、その日本的特質
を考えます。政府体系（政治行政関係、中央地方関係、政府民間関係）や行政管理など行政学・政策科学の視点から、社会福祉サービスの現状
と課題を考えます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
教科書は指定しない。毎回、Ｂ４のレジュメを配布するのでしっかりノートをとり、保存してください。

授業中に指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　第１回　「社会福祉の意味」
　第２回　「社会福祉の行財政」　　社会福祉の専門機関
　第３回　「高齢者福祉と介護保険」　介護保険のしくみ、在宅・施設サービス
　第４回　「高齢者福祉と介護保険」　介護サービスと民間企業
　第５回　「高齢者福祉と介護保険」　自治体間の保険料格差
　第６回　「高齢者福祉と介護保険」　介護は社会化されたか？
　第７回　「児童福祉」　児童福祉のサービス
　第８回　「児童福祉」　保育所改革（公立保育所民営化など）
　第９回　「児童福祉」　児童虐待
第１０回　「児童福祉」  男女共同参画をめぐる議論　
第１１回　「障害者福祉」　障害の定義
第１２回　「障害者福祉」　障害者福祉のサービス
第１３回　「障害者福祉」　障害者の雇用
第１４回　「利用者保護制度」
第１５回　まとめ

　　　　　　　　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

学期末試験・・・100%
毎回、出席をとります。欠席１回につき、期末試験得点から３点程度減点します。　　　

成績評価の方法　/Assessment Method

福祉サービスについて関心をもっておいてください。また、授業終了後は、配布資料をよく読み、知識や自分の考えを整理してください。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662467 /



福祉政策論 【昼】
専門科目

・私語厳禁。授業態度の悪い受講生は、欠席扱いとする場合がある。
・授業時間中の携帯電話・スマートフォンによる通話、写真・動画撮影、インターネットサイト閲覧等を禁止する。
・資料や録音した講義内容をインターネット上などで公開することを禁止する。
・第１回目の講義において、その他の注意事項を説明するので、必ず遵守すること。

履修上の注意　/Remarks

私語は厳しく注意します。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

特になし。
キーワード　/Keywords
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都市経済論 【昼】
専門科目

/Instructor
田代　洋久 / Hirohisa Tashiro / 政策科学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　人口減少・高齢化、都市間競争の激化など都市を巡る課題は深刻さを増しています。本講義は、都市の経済的問題を基軸としながらも、地域
経済と社会との共創性、環境経済や文化経済など都市（地域）政策との関係性にも言及します。
　講義では、まず、都市がおかれた現状と課題を概観した後、都市の形成や構造、都市の成長と衰退など都市経済の基礎理論に関する理解を深
めます。次に、地域経済が活性化するとはどういうことか、域内産業の特性との関連で見ていきます。
　さらに、都市の空間特性が企業行動にどのような影響を与えているのかを検討し、都市の魅力の向上など経済活性化に向けた新しい事業創造
の動きを捉えるほか、都市経済の実際として、商店街活性化と観光振興を取り上げます。
　本講義を通して、都市経済に関する基礎的な理解を行うほか、分析能力、政策提案能力を身につけることを目的とします。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
　特に指定しません。Moodle等で適宜、学習資料を提供します。

　〇中村良平[2014]『まちづくり構造改革』日本加除出版
　〇川端基夫[2013]『立地ウォーズ 改訂版』新評論
　〇佐藤泰裕[2014]『都市・地域経済学への招待状』有斐閣
　〇山崎朗他[2016]『地域政策』中央経済社
　〇藤井正他[2014]『よくわかる都市地理学』ミネルヴァ書房
　〇小長谷一之[2005]『都市経済再生のまちづくり』古今書院
　その他、適宜講義の中で紹介します。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1．オリエンテーション－本講義の目的と概要
2．競争の激化と地域格差の拡大
3．都市の経済的課題
4．都市の社会的課題
5．都市はなぜできるのか？
6．都市空間の形成
7．都市の成長と衰退①－都市の構造、郊外化
8．都市の成長と衰退②－都市の発展段階モデル
9．地域経済活性化のしくみ①－域外マネーの獲得
10．地域経済活性化のしくみ②－基盤産業と非基盤産業
11．立地戦略と都市経済①－場所の価値
12．立地戦略と都市経済②－立地創造
13．都市経済の実際①－商店街活性化
14．都市経済の実際②－観光振興
15．まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents
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都市経済論 【昼】
専門科目

・出席レポート30％、期末試験70％
・一回も出席しない者、期末試験を受験しない者はいずれも単位認定の対象外です。

成績評価の方法　/Assessment Method

・授業開始までにMoodleによりレジュメを配布するので、プリントして事前学習をしてください。
・授業終了後は反復学習を行ってください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

・遅刻、私語、食事は他の受講生の迷惑になるため厳禁です。指導に従わない場合、退室いただきます。
・教員の許可を得ない講義の撮影、録音は禁止します。
・出席レポートの代筆は、依頼した者、実施した者、双方とも不正行為として取り扱います。
・授業計画は、進捗状況等により変更する場合があります。

履修上の注意　/Remarks

 ・担当教員は、経済シンクタンクと地方自治体での政策実務経験を有し、「地域資源の活用による地域創造と都市魅力の形成」を専門としてい
ます。近年、打ち出されている「地方創生」の理解を深めるためにも、都市経済の状況と戦略性の洞察は不可欠です。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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都市環境論 【昼】
専門科目

/Instructor
三宅  博之 / HIROYUKI　MIYAKE / 政策科学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　回収された家庭からのゴミはどう処理されるのか？　また、街路樹の落ち葉の清掃、家庭からの排水の行方、水道水の水源など一般生活に必
要な知識を私たちはもちえていません。本授業では、基礎的な都市の環境保全や環境教育を学びます。中でも九州の学生に知っておいてもらい
たいのは、環境問題や環境教育の原点とも言われる水俣病です。水俣病の問題がなぜいまだに解決を見ていないのか、歴史を紐解き、その中身
をじっくり見る必要があります。当時を知る患者さんたちや支援者たちがなくなっている現在、後世に伝えていくためにも、水俣に関する学習
は行う必要があるでしょう。
　また、ペットボトルに入ったミネラル・ウォータが本当に「うまい」と感じるのか、感じるとすればなぜなのかなど実際に水を飲む「利き水
大会」、加工食品にどのような添加物がどれぐらい入っているのか食品表示の見方といった環境教育アクティビティを多用します。
　「環境未来都市」北九州市に居住・通学する人間としての自覚を最終的には持つことができるようになってください。ここでは、まず、エコ
ライフチェックを行い、自らの立ち位置を分析、目標を立て授業に臨みます。すなわち、私たちの日常生活を取り巻く都市生活環境についての
知識を吸収し、きちんと理解し、「環境未来都市」北九州市に居住する市民としてそれにふさわしい生活態度や行動に連動させていくといった
実践力を養います。これを起点として、私たちが持続可能な都市生活を続けるためにも本分野を生涯にわたって学習するという姿勢に連動する
ことを望みます。
　　これらを知るために、グループ・ディスカッションを行うこともあります。また、私のゼミ生から取り組んでいるアクティビティを通した
環境の話を発表してもらいます（藍島、食品ロス削減学生プロジェクト）。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しませんが、その都度資料を配布する予定です。

＊日本環境学会編集委員会編『新・環境科学への扉』有斐閣コンパクト、2001年
＊多田満『レイチェル・カーソンに学ぶ環境問題』東京大学出版会、2011年
＊北九州市環境局『北九州市の環境　平成26年度版』（北九州市役所HP掲載）
＊原田正純『水俣学講義』日本評論社、2004年
＊政野淳子『四大公害病』中公新書、2013年
＊朝岡幸彦編『新しい環境教育の実践』高文堂出版社、2005年

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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都市環境論 【昼】
専門科目

第１回　「都市環境論」の授業内容とねらいの説明【環境意識】
第２回　環境目標の設定、環境教育とESD（持続可能な開発のための教育）
　　　　　　　　　　　　　　　　：：簡単な環境意識度チェック　　　　　【ESD】
第３回　三宅ゼミの水俣研修旅行の記録報告・藍島プロジェクト・食ロス削減プロジェクト　【環境学習旅行】　　
第４回　水俣病とは？　水俣学とは？　多角的検証　　　　　　　　　　　　【水俣病】
第５回　日本の環境政策の歴史と課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　【環境政策】
第６回　廃棄物管理　その原理と現状～一般廃棄物、産業廃棄物、３Ｒ　　　【廃棄物管理】
第７回　食と農～健康の源＝自らの食を見直そう　　　　　　　　　　【食農】　　　　
第８回　上水道　　：：（アクティビティ＝きき水比べ）　　　　　　　　　　　　　　　　【おいしい水】
第９回　下水処理をめぐって～下水処理の原理　　　　　　　　　　　【水質汚濁】
第10回　大気汚染～汚染の原理と現状、PM2.5の正体とは？　　　　　　　　　　　　　　　【大気汚染】
第11回　大気汚染～身近な生活からの実験を通して　　二酸化炭素吸収度の算定　　　　　　【CO2計測】　　
第12回　北九州市の環境の現状　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【北九州市】
第13回　途上国の都市環境問題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【途上国】
第14回　環境保全・環境教育に取り組む人々＝　エコツーリズムに関わろう！　　　　　　【エコツーリズム】
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業に取り組む日常的な姿勢…20％　　小課題の提出　　…　20％　　　期末試験　…　60　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習は、自らの身の回りの生活状況の各項目の把握と教科書の該当箇所の熟読、事後学習は、授業で学習したことの実生活への適用とその
実践活動を記録化。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

時々の小課題の実施、同時に授業の事前に新聞から関係ある記事を読んでおく。
授業２回目に、エコライフ・チェックの調査結果に基づいて各自の環境目標を立ててもらうので、できるだけ２回目の授業の欠席は避けてくだ
さい。また、北九州市の環境に興味のある受講生は、教養科目の「環境都市としての北九州」の同時受講も勧めておきます。
同時に、自主練習を行い、授業の内容を反復しておいてください。

履修上の注意　/Remarks

環境保全は楽しむことの中で実践できればいいと考えています。そのような方法も学びますので、他の機会にでも実践してください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

ＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）、各自の環境学習目標、環境教育アクティビティ、エコライフ・チェック
キーワード　/Keywords
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公共経営論 【昼】
専門科目

/Instructor
狭間　直樹 / 政策科学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

この講義では、公共経営（パブリック・マネジメント）という考え方をもとに、政府と民間の関係という視点から、様々な公共サービス分野の
改革動向を学びます。公共サービスの民営化・民間委託を中心に、市場原理・企業的経営手法を取り入れた公共サービス改革の可能性と問題点
を考えます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
教科書は指定しない。毎回、Ｂ４のレジュメを配布するのでしっかりノートをとり、保存してください。

授業中に指示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　第１回　「新公共経営の理論」　ＮＰＭ (New  Public Management）
　第２回　「新公共経営の理論」　能率と責任、政策手法
　第３回　「教育編①図書館」　図書館のしくみ
　第４回　「教育編②図書館」　指定管理者制度
　第５回　「教育編③図書館」　ＰＦＩ
　第６回　「教育編④図書館」　ＰＦＩの問題点
　第７回　「教育編⑤学校」　学校のしくみ
　第８回　「教育編⑥学校」　学校選択制
　第９回　「道路編①」　道路のしくみ
第１０回  「道路編②」　道路公団民営化
第１１回  「道路編③」　道路の必要性
第１２回  「道路編④」　入札改革
第１３回  「公共サービス従事者編①」非正規職員
第１４回  「公共サービス従事者編②」特殊法人、天下りをめぐる議論
第１５回  「まとめ」

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

学期末試験（筆記試験）・・・100％
毎回、出席をとります。欠席１回につき、学期末試験の得点から３点程度減点。

成績評価の方法　/Assessment Method

＊図書館や学校、道路に関心をもっておいてください。また、授業終了後は、配布資料をよく読み、知識や自分の考えを整理してください。

　　　

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662470 /



公共経営論 【昼】
専門科目

・私語厳禁。授業態度の悪い受講生は、欠席扱いとする場合がある。
・授業時間中の携帯電話・スマートフォンによる通話、写真・動画撮影、インターネットサイト閲覧等を禁止する。
・資料や録音した講義内容をインターネット上などで公開することを禁止する。
・第１回目の講義において、その他の注意事項を説明するので、必ず遵守すること。

履修上の注意　/Remarks

＊私語は厳しく注意します。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

特になし。
キーワード　/Keywords

662470 /



都市経営論 【昼】
専門科目

/Instructor
田代　洋久 / Hirohisa Tashiro / 政策科学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

   人口減少社会、少子・高齢化の進展、都市間競争の拡大など、都市を取り巻く環境変化は著しく、かつ深刻な状況にある。
　地方消滅の危機が議論される中、漫然とした都市経営はもはや許されず、持続的な都市社会の構築に向けて、効率的な都市運営、地域社会の
ガバナンス、都市の魅力の向上などの戦略的な都市マネジメントが不可欠となる。
　本講座では、都市マネジメントが求められる背景、行政システムに関する基礎的な知識、ＮＰＭ、ガバナンスとパートナーシップなど、今後
の都市経営の方向性に関する理解とともに、学際的、多角的な思考能力と構造的理解力、政策提案能力を身につけることを目的とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
・特に指定しません。Moodle等で適宜、学習支援フォルダ等にて学習資料を提供します。

〇吉田民雄[2003]『都市政府のマネジメント』中央経済社
〇宮脇淳[2012]『図解　財政のしくみ　ver.2』東洋経済新報社
　講義の中で適宜紹介します。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１．オリエンテーション－都市のマネジメント
２．都市の現状と課題
３．都市の成長と都市経営
４．地方自治制度
５．地方財政制度
６．地方自治体の諸制度
７．地方公務員の人材マネジメント
８．地方行財政改革
９．公共部門の民営化
10．公共施設・空間のマネジメント
11．ガバナンスとパートナーシップ
12．ビジネス手法の活用による地域課題の解決
13．企業と社会の関わり－企業の社会的責任と協働
14．地域資源の活用による地域創造
15．まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

・出席レポート30％、期末試験70％
・一回も出席しない者、期末試験を受験しない者はいずれも単位認定の対象外です。

成績評価の方法　/Assessment Method

662471 /



都市経営論 【昼】
専門科目

・授業開始までにMoodleによりレジュメを配布するので、プリントして事前学習をしてください。授業終了後は反復学習を行ってください。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

・遅刻、私語、食事は他の受講生の迷惑になるため厳禁です。指導に従わない場合、退室いただきます。
・教員の許可を得ない講義の撮影、録音は禁止します。
・出席レポートの代筆は、依頼した者、実施した者、双方とも不正行為として取り扱います。
・授業計画は、進捗状況等により変更する場合があります。

履修上の注意　/Remarks

    担当教員は、経済シンクタンクと地方自治体での政策実務経験を有することから、都市マネジメントのポイントと行政、企業、住民の協働の
実際をわかりやすく解説します。前期科目の都市政策論と併せて受講されることをお勧めします。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662471 /



経済学入門Ａ 【昼】
専門科目

/Instructor
藤井　敦 / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

＜授業の概要（ねらい・テーマ）＞
　1.　経済学の基本的原理を学ぶ。
　2.　ミクロ経済学の初歩的な手法を学ぶ。
　3.　市場メカニズムについて学ぶ。

　この授業の主な到達目標は、以下のとおりである。

　　①　経済学的思考法ができるようになる。
　　②　メディアで取り上げられるような経済問題をミクロ経済学を利用して、自分で分析できるようになる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示。

マンキュー　『マンキュー経済学Ⅰ　ミクロ経済学編』　(第3版)　東洋経済新報社、2013年．
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回：　イントロダクション
　　　　　　なぜ？経済学を学ぶのか？、経済学の考え方、【仮定の役割】、【モデル分析】
2回：　グラフの読み方、一次関数の学習　【傾きの概念】
3回：　経済学の基本原理について(1)　【トレードオフ】、【機会費用】、【限界原理】、【インセンティブ】
4回：　経済学の基本原理について(2)　【取引】、【市場】、【生産性】
5回：　相互依存と交易について (1) 【取引のメリット】、【生産可能性】、【機会費用】
6回：　相互依存と交易について (2) 【絶対優位】
7回：　相互依存と交易について (3) 【比較優位】
8回：　需要と供給　(1) 【市場と競争】、【需要】、【供給】
9回：　需要と供給　(2) 【需要曲線、供給曲線のシフト】
10回：　需要と供給　(3) 【需要の弾力性】
11回：　需要と供給　(4) 【供給の弾力性】
12回：　市場均衡について(1)　【価格】、【均衡】
13回：　市場均衡について(2)　【比較静学】
14回：　需要、供給、政府の政策　【価格規制】、【税金】
15回：　経済学再考　【市場メカニズム】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

各担当教員の評価方法に従う。（100%）
成績評価の方法　/Assessment Method

教材と進度に応じて各教員が指示しますのでそれに従ってください．
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662472 /



経済学入門Ａ 【昼】
専門科目

丸暗記するのではなく、理解するように心がけてください。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662472 /



経済学入門Ａ 【昼】
専門科目

/Instructor
後藤　宇生 / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

＜授業の概要（ねらい・テーマ）＞
　1.　経済学の基本的原理を学ぶ。
　2.　ミクロ経済学の初歩的な手法を学ぶ。
　3.　市場メカニズムについて学ぶ。

　この授業の主な到達目標は、以下のとおりである。

　　①　経済学的思考法ができるようになる。
　　②　メディアで取り上げられるような経済問題をミクロ経済学を利用して、自分で分析できるようになる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示。

マンキュー　『マンキュー経済学Ⅰ　ミクロ経済学編』　(第3版)　東洋経済新報社、2013年．
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回：　イントロダクション
　　　　　　なぜ？経済学を学ぶのか？、経済学の考え方、【仮定の役割】、【モデル分析】
2回：　グラフの読み方、一次関数の学習　【傾きの概念】
3回：　経済学の基本原理について(1)　【トレードオフ】、【機会費用】、【限界原理】、【インセンティブ】
4回：　経済学の基本原理について(2)　【取引】、【市場】、【生産性】
5回：　相互依存と交易について (1) 【取引のメリット】、【生産可能性】、【機会費用】
6回：　相互依存と交易について (2) 【絶対優位】
7回：　相互依存と交易について (3) 【比較優位】
8回：　需要と供給　(1) 【市場と競争】、【需要】、【供給】
9回：　需要と供給　(2) 【需要曲線、供給曲線のシフト】
10回：　需要と供給　(3) 【需要の弾力性】
11回：　需要と供給　(4) 【供給の弾力性】
12回：　市場均衡について(1)　【価格】、【均衡】
13回：　市場均衡について(2)　【比較静学】
14回：　需要、供給、政府の政策　【価格規制】、【税金】
15回：　経済学再考　【市場メカニズム】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

各担当教員の評価方法に従う。（100%）
成績評価の方法　/Assessment Method

教材と進度に応じて各教員が指示しますのでそれに従ってください．
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662473 /



経済学入門Ａ 【昼】
専門科目

丸暗記するのではなく、理解するように心がけてください。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662473 /



経済学入門Ｂ 【昼】
専門科目

/Instructor
前林　紀孝 / Noritaka Maebayashi / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

マクロ経済学とは経済を巨視的に捉えてその動きのメカニズムを考察する経済学の基幹分野の１つである。例えば景気循環、経済成長、失業、
インフレといった諸現象の研究はマクロ経済学の主要な課題である。
この講義ではマクロ経済学を学ぶ上で不可欠な基礎知識を提供することで現実のマクロ経済の動向に関する興味を喚起すると同時に、マクロ経
済学Ⅰ・Ⅱで講義されるより専門的な内容を吸収できるための基礎的素養を養うことを目的とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
井出 多加子・井上 智夫・北川 浩・幸村 千佳良 著
経済経営セメスターシリーズ「経済のしくみと制度」多賀出版

特になし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

テキストに沿って講義を行う。
　１回　イントロダクション（マクロ経済学とは何か？・講義の進め方についての説明）
　２回　第１章 経済の大きさを測ってみよう【GDP】
　３回　第１章 経済の大きさを測ってみよう【国民所得の三面等価】
　４回　第２章 豊かさの指標を考えてみよう【GNI】
　５回　第２章 豊かさの指標を考えてみよう【名目と実質】
　６回　第３章 金融のしくみを知ろう【金融】
　７回　第３章 金融のしくみを知ろう【利子率】
　８回　第４章 貨幣の奥深さに触れてみよう【貨幣】
　９回　第４章 貨幣の奥深さに触れてみよう【金融政策】【為替】
１０回　第５章 税金の大切さを知ろう【租税】
１１回　第５章 税金の大切さを知ろう【財政】
１２回　第６章 政府の役割について考えてみよう【市場の失敗】
１３回　第６章 政府の役割について考えてみよう【財政政策】
１４回　第７章 失業の意味を考えてみよう【失業】
１５回　まとめ
(第8章「海外にも目を向けてみよう」は第3章、第9章「経済全体を再確認してみよう」は第2章で適宜説明を行う。)

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

小テスト…３０％　　　　期末試験…７０％
成績評価の方法　/Assessment Method

毎回の講義後に講義資料を見直し、練習問題を解くなどして理解を深めて下さい。
また教科書の講義内容に該当する箇所を読むことで理解を深めることができます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

毎回の講義後に講義資料を見直し、練習問題を解くなどして理解を深めて下さい。
また教科書の講義内容に該当する箇所を読むことで理解を深めることができます。

履修上の注意　/Remarks

662474 /



経済学入門Ｂ 【昼】
専門科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662474 /



経済学入門Ｂ 【昼】
専門科目

/Instructor
畔津　憲司 / KENJI AZETSU / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

マクロ経済学とは経済を巨視的に捉えてその動きのメカニズムを考察する経済学の基幹分野の１つである。例えば景気循環、経済成長、失業、
インフレといった諸現象の研究はマクロ経済学の主要な課題である。
この講義ではマクロ経済学を学ぶ上で不可欠な基礎知識を提供することで現実のマクロ経済の動向に関する興味を喚起すると同時に、マクロ経
済学Ⅰ・Ⅱで講義されるより専門的な内容を吸収できるための基礎的素養を養うことを目的とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
井出 多加子・井上 智夫・北川 浩・幸村 千佳良 著
経済経営セメスターシリーズ「経済のしくみと制度」多賀出版

特になし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

テキストに沿って講義を行う。
　１回　イントロダクション（マクロ経済学とは何か？・講義の進め方についての説明）
　２回　第１章 経済の大きさを測ってみよう【GDP】
　３回　第１章 経済の大きさを測ってみよう【国民所得の三面等価】
　４回　第２章 豊かさの指標を考えてみよう【GNI】
　５回　第２章 豊かさの指標を考えてみよう【名目と実質】
　６回　第３章 金融のしくみを知ろう【金融】
　７回　第３章 金融のしくみを知ろう【利子率】
　８回　第４章 貨幣の奥深さに触れてみよう【貨幣】
　９回　第４章 貨幣の奥深さに触れてみよう【金融政策】【為替】
１０回　第５章 税金の大切さを知ろう【租税】
１１回　第５章 税金の大切さを知ろう【財政】
１２回　第６章 政府の役割について考えてみよう【市場の失敗】
１３回　第６章 政府の役割について考えてみよう【財政政策】
１４回　第７章 失業の意味を考えてみよう【失業】
１５回　まとめ
(第8章「海外にも目を向けてみよう」は第3章、第9章「経済全体を再確認してみよう」は第2章で適宜説明を行う。)

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

小テスト…３０％　　　　期末試験…７０％
成績評価の方法　/Assessment Method

毎回の講義後に講義資料を見直し、練習問題を解くなどして理解を深めて下さい。
また教科書の講義内容に該当する箇所を読むことで理解を深めることができます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

毎回の講義後に講義資料を見直し、練習問題を解くなどして理解を深めて下さい。
また教科書の講義内容に該当する箇所を読むことで理解を深めることができます。

履修上の注意　/Remarks

662475 /



経済学入門Ｂ 【昼】
専門科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662475 /



現代日本経済入門Ａ 【昼】
専門科目

/Instructor
柳井  雅人 / Masato Yanai / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　現代の日本経済が抱える問題点について、産業活動を中心として、時系列的に、平易に解説していく。主な学習項目としては、近年の日本経
済のトレンド、日本企業（とくに製造業）の国際競争力、規制緩和と制度改革、新規事業展開などを中心にすえ,現代日本経済にかかわる専門分
野の知識やスキルを得ることができるようになる。
　学生は、日本経済と日本産業が直面しているシステム転換の実相を、企業のレベルまで深く掘り下げながら理解できるようになり、卒業後に
も役に立つ生涯学習力が身につく。講義では新しい資料も交えて、昨今の経済事情についても解説を加えることとする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし。プリントを配布する。

〇橋本寿朗他著『現代日本経済　第三版』有斐閣、2011年、￥2,625 （新版はデータが古いので、使用しないこととする。）
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　イントロダクション
　２回　日本経済のトレンド（１）戦後復興　　【経済改革】【労働改革】【傾斜生産方式】
　３回　日本経済のトレンド（２）高度成長　　【重厚長大産業】【エネルギー革命】
　４回　日本経済のトレンド（３）高度成長から安定成長へ【ニクソンショック】【オイルショック】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【バブル経済】
　５回　日本経済のトレンド（４）バブル経済の発生と崩壊【構造改革】【ＩＴ革命】【グローバリゼーション】
   ６回　まとめと課題
　７回　日本経済のトレンド（５）構造改革とリーマンショック【アジア展開】【リーマンショック】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【中国市場】
   ８回　日本産業の国際展開　　　　　　　　　【東アジア市場】　【電機産業】　【産業空洞化】
　９回　日本企業の国際競争力（１）鉄鋼産業　【寡占間競争】【合併】【高炉メーカー】
　10回　日本企業の国際競争力（２）自動車産業【クラスター】【トヨティズム】【ジャストインタイム】
　11回　流通革命と情報化のインパクト　　　　【IT革命】【サプライチェーン】【大規模小売店】
　12回　まとめと課題
    13回　規制緩和と企業制度改革　　　　　　　【日本型企業システム】【構造改革】【持ち株会社】
    14回　日本企業の組織改革と日本経済のシステム転換【世界最適調達】【カンパニー制】【ＩＣＴ】
                                                                           【フラット化】
    15回　全体のまとめと復習

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題と期末試験を重視して評価する。
課題　…　10％　　　　学期末試験　…　　90％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習については、参考図書、新聞や経済雑誌等で授業計画・内容に記載されているキーワードに関わる箇所をよく読んでおくこと。事後学
習については、学習したテーマに関連する事柄について参考図書や他の経済関連図書などで知識の補足をし、次の講義に臨むこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662476 /



現代日本経済入門Ａ 【昼】
専門科目

現代日本経済入門Ｂにおいて、金融、財政的側面を学習すれば、理解がより深まる。
履修上の注意　/Remarks

日本経済の動向を、時系列的に整理するよう努めてください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

国際競争力、IT革命、グローバリゼーション、流通革命、情報化、クラスター、規制緩和、企業制度改革
キーワード　/Keywords

662476 /



現代日本経済入門Ｂ 【昼】
専門科目

/Instructor
前田  淳 / MAEDA JUN / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

現代の日本経済が抱える問題点について、平易に解説していく。関連するニュース報道や解説書を理解できるようになることが、目標である。
また、日本経済と日本産業が、これまでどのような展開と変遷を辿ったかを説明し、今後の日本経済を見通すうえで必要な専門知識を教える。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

※適宜、ビデオ学習等をするため、若干のズレがありえる。

　1回　　日本経済の概要　　　　　　　　　　　　【高度成長期からの変遷】
　2回　　日本経済の概要　　　　　　　　　　　　【少子高齢化・人口減少と財政赤字】
　3回　　日本的システムの形成と崩壊・変容　　【メインバンク・システム】【系列】
　4回      日本的システムの形成と崩壊・変容　　【安定株主】
　5回　　少子高齢化に立ち向かう日本　　　　　 【平均寿命】
　6回　　少子高齢化に立ち向かう日本　　　　　　【年金・医療制度】
　7回　　財政赤字と政府債務　　　　　　　　　　　【基礎的財政収支】
　8回　　財政赤字と政府債務　　　　　　　　　　　【デフォルト】【マネタイゼーション】
  9回　　新たなグローバル化の波　　　　　　　　【WTO】【FTA】
 10回　　新たなグローバル化の波　　　　　　　　【直接投資】【TPP】
 11回　　エネルギーの経済学　　　　　　　　　　　【固定価格買い取り制度】
 12回　　エネルギーの経済学　　　　　　　　　　　【発送電分離】
13回　　量的・質的緩和とデフレ克服　　　　　　【インフレーション・ターゲティング】
14回　　量的・質的緩和とデフレ克服　　　　　　【出口戦略】
15回　　農業の改革と総復習

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験: 100％
成績評価の方法　/Assessment Method

次回の授業内容にかかわる事前学習を毎回指示する。とくに、「授業計画・内容」のキーワードを調べてくるよう、指示する。授業の後では、
自分が事前に調べてきた内容と授業で学んだ内容を比較してノートを加筆修正すること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

図書館で折に触れて『日本経済新聞』を読み、今日の日本経済について知識を蓄えておくこと。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

662477 /



現代日本経済入門Ｂ 【昼】
専門科目

キーワード　/Keywords

662477 /



金融論Ⅰ 【昼】
専門科目

/Instructor
後藤  尚久 / Naohisa Goto / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

バブル経済とその崩壊から平成不況、また現在まで、「金融」に関する諸事情は日本経済の大きな問題として取り扱われており、その知識への
需要は高まりを見せている。金融論Ⅰ（および「金融論Ⅱ」）では、金融の知識を広く習得することを目的としている。とくに、日本の金融制度を
概観しながら、その特徴を把握し、わが国の金融制度の長所・短所を踏まえ、今後の金融のあり方を学習する。金融論Ⅰでは、特に、金融市場、
家計、企業の金融活動、銀行行動、について金融の基礎を学習する。

この授業の主な到達目標は、以下のとおりである。

①日本の金融に関する基礎知識を習得する。
②金融制度に関する問題点を理解し、解決策を考えることができる。
③修得した知識を現実の社会問題に適用することができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
とくになし

藤原・家森編著『金融論入門』中央経済社
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回  金融とは
２回　金融市場の基礎知識【短期金融市場】【長期金融市場】
３回　家計の金融活動【資産選択】
４回　家計の金融活動【負債】
５回  企業の金融活動【MM定理】
６回　企業の金融活動【株式による資金調達】【負債による資金調達】
７回　わが国の銀行【銀行の業務】【銀行と類似した金融機関】
８回　わが国の銀行【メインバンクシステム】
９回  金融仲介の理論【情報の非対称性】【逆選択】【モラルハザード】
10回　金融仲介の理論【債務超過問題】【出資契約】【債務契約】
11回  貨幣について【貨幣の役割】【マネーサプライ】
12回　中央銀行について【中央銀行の役割】【中央銀行の独立性】
13回　プルーデンス政策【銀行業の規制】【破綻処理】
14回　マクロ金融政策【金融政策の手段】
15回　マクロ金融政策【金融政策の波及経路】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験　…　100　％
成績評価の方法　/Assessment Method

講義前に指定されたレジュメを印刷し、目を通しておく。
講義後には、講義内容について復習し、理解を深めておく。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662478 /



金融論Ⅰ 【昼】
専門科目

ミクロ経済学・マクロ経済学の知識があると内容が理解しやすい。
レジュメを学習支援フォルダーから入手しておくこと。
毎回、前回の講義内容の復習をしっかりしておくこと。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662478 /



金融論Ⅱ 【昼】
専門科目

/Instructor
後藤  尚久 / Naohisa Goto / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

「金融論Ⅰ」で学習した基礎理論を応用し、バブル崩壊後の日本の銀行システムの問題点について学習する。本講義では、不良債権処理問題や
BIS規制導入による銀行経営の変化について、研究者による研究内容を紹介しながら、日本の金融システムの長所・短所を理解することを目的と
する。また、近年問題となっている郵政民営化やサブプライムローン問題も取り上げ解説する。

この授業の主な到達目標は、以下のとおりである。

①金融に関する問題について、専門知識に基づいた議論ができる。
②現実の経済情勢の的確な分析に基づき、解決策を考えることができる。
③経済・社会に関する知識を用い、社会に貢献する意欲を身につける。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
とくになし

櫻川昌哉『金融立国試論』光文社新書
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　ガイダンス
２回　オーバーバンキング【日本の資金循環】
３回　オーバーバンキング【オーバーバンキングが経済に及ぼす影響】
４回　不良債権処理問題【不良債権処理方法】
５回　不良債権問題【不良債権処理が遅れた理由】
６回　BIS規制と会計操作【BIS規制と不良債権処理】
７回　BIS規制と会計操作【公表自己資本比率の問題点】
８回　BIS規制と会計操作【BIS規制と公的資金資金注入】
９回　オーバーバンキングとデフレ【デフレ経済の問題点】
10回　オーバーバンキングとデフレ【デフレ経済と不良債権】
11回　郵政民営化【郵政民営化がなぜ必要であったか】
12回　郵政民営化【郵政民営化の問題点】
13回　郵政民営化【郵政民営化と金融政策】
14回　サブプライム問題【サブプライム問題とは】
15回　サブプライム問題【証券化の問題点】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験　…　100　％
成績評価の方法　/Assessment Method

662479 /



金融論Ⅱ 【昼】
専門科目

講義前に指定されたレジュメを印刷し、目を通しておく。
講義後に復習し、理解を深めておく。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

1学期の「金融論Ⅰ」で金融制度の基礎知識を学習しておくと、講義内容が理解しやすい。
レジュメを学習支援フォルダーから入手しておくこと。
毎回、前回の講義内容の復習をして臨むこと。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662479 /



国際経済論Ⅰ 【昼】
専門科目

/Instructor
末永　勝昭 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

    　 本講義では、国際経済論を学ぶ上で必要な｢基礎概念｣と「基本理論」をできる限り平易に説明することを目的と
　している。　特に、経済のグローバル化が急速に進んでいる状況下、海外との経済取引（貿易や資本取引ー国際
　金融&国際投資―）と日本経済について分析していくことが重要となる。ここでは、国際経済の新しい動向を日本　　経済を基軸にして“通貨
”の視点から考察していくことをも視野に入れている。
　　また講義では、「国際経済の動きと今後の展望」について、具体的な統計データを示しながら分かりやすく解説
　していく予定である。
　　本講義を受けることで、「国際経済の動き」を"日本経済"、及び"通貨"の視点から理解することができ、また「日　　本経済が抱える課題」
を国際経済の動向と結び付けて解明することが出来るようになろう。

　　　＜本講義の到達目標＞
1．国際経済の動向と諸課題を理解するための「基礎概念」と「基礎理論」を身につける。
2．国際経済の新しい動きと日本経済の課題について、解説できること。
3．国際資本の流れ―国際金融の視点―から日本経済を分析できること。
＊日本経済新聞を読めるようになればなお良い。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
　
　
　＊末永勝昭著　『国際マクロ経済学』　税務経理協会

　

　（1）伊藤元重著　『ゼミナール国際経済入門』　日本経済新聞社
  　（2）末永勝昭著　『マクロ経済学』　税務経理協会

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

662480 /



国際経済論Ⅰ 【昼】
専門科目

第１回　イントロダクション―経済のグローバル化と日本経済の動向―
第２回　国際経済の現状（Ⅰ）：国際経済の新潮流―グローバル経済化と新しい国際通貨システムー
　　　　　　【東西冷戦の終焉】　【資源大国】　　【国際資本】　【国際通貨制度】
第３回　国際経済の現状（Ⅱ）：アメリカ経済の動向と今後―その変遷と戦略―　　
　　　　　　【レーガノミクス】　【クリントノミクス】　【IT革命】　【ニュー・エコノミー】　【ドル基軸通貨】　【双子の赤字】　【グ
ローバル・インバランス】　　【トランプショック】
第４回　国際経済の現状（Ⅲ）：欧州連合（EU)と通貨統合（統一通貨ユーロ）　　【欧州連合】　【ユーロ】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【英国のEU離脱】　
第5回　国際経済と日本経済（１）：戦後の日本経済の変遷とその特徴　
　　　　　　【経済の民主化政策】　　【政府主導の成長政策】　【高度経済成長】　【オイルショック】　
　　　　　　【バブル崩壊と低成長】　
第6回　国際経済と日本経済（Ⅱ）：外需（輸出）主導型の経済成長と円高デフレ－ション
　　　　【プラザ合意】【円高不況】【経常収支の黒字問題】【外貨準備高】【日本経済の再生＆アベノミクス】
第7回　国際経済と日本経済（Ⅲ）：国際金融市場の動きと日本経済　　【ジャパン・マネー】　【オイル・マネー】　　　　　　【国際資本】
　【経常収支黒字】　【資本収支赤字】　【外貨準備率】　【世界経済の不均衡問題】
第8回　国際貿易の基礎理論（Ⅰ）―基本構造（メカニズム）と基本理念―　　【国際分業】　【交易条件】
第9回　国際貿易の基礎理論（Ⅱ）―自由貿易と比較優位（生産費）の理論―　
　　　　　　【リカード】　【比較生産費】　【へクシャ―＝オーリンの理論】　【国際競争力】　
第10回　貿易政策の基礎分析（Ⅰ）：貿易摩擦と保護政策　【日米貿易摩擦】　【市場開放】　【非関税障壁】
第11回　貿易政策の基礎分析（Ⅱ）：保護政策の具体的手段とその効果　　【関税政策】　【数量割当政策】
第12回　戦後の国際貿易制度：GATT&WTO、及びFTA（EPA)　　TPP
第13回　TPP（環太平洋戦略的経済連携協定）と日本経済　　【関税撤廃】　【市場開放】　【高コスト構造の是正】
第14回　戦後の国際通貨制度と最適通貨制度　　　【米ドルと基軸通貨】　【グローバルインバランス問題】
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

　（1）定期試験・・・８０％　　　
　（2）日常の授業への取り組み（授業中に適宜指示致します）・・・２０％

成績評価の方法　/Assessment Method

　
　（1）授業の中で指示された範囲の予習と、各単元での授業内容の復習を行って下さい。
　（2）授業に関連した記事（雑誌記事、新聞記事etc）を収集して、授業のさらなる理解に役立てて下さい。
　（3）授業の中で配布された資料は、テキストと一緒に事前・事後学習に活用して下さい。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

　

　＊遅刻や途中退席、授業中の私語は禁止します。

履修上の注意　/Remarks

（1）日本経済や世界経済の動向を記載した新聞記事や雑誌記事etcを読んでおくと、この授業がより効果的
　　なものになるでしょう。
（2）授業を受けるにあたっては、教科書や授業中に配布する資料etcをよく読んでおいて下さい。
　　

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

　
　グローバル経済　　グローバル・インバランス　　BRICｓ　　資源大国　　国際資本　　国際通貨（基軸通貨）　　　米ドル　ユーロ　　最
適通貨　円高・円安　　経常収支　資本収支　　外貨準備　アベノミクス　　国際分業　　　　比較優位　交易条件　国際競争力　　関税障壁
　　市場開放　　対外債権　　対外債務　　対外純資産　
　対外直接投資　　対内直接投資　　産業の空洞化　　　

キーワード　/Keywords

662480 /



国際経済論Ⅱ 【昼】
専門科目

/Instructor
末永　勝昭 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　
　国際経済論Ⅱは、世界の様々な国々・地域の経済動向について学び、国際経済の動き（動向）を的確に把握すると同時に、国の対外的な経済活
動、すなわち「貿易や資本取引」（国際金融&国際投資）、「企業の国際的な事業展開」（多国籍企業の動向、外資系企業の活動）等々を学ぶ分
野である。
　本講義では、Ⅰ学期の「国際経済論Ⅰ」の講義内容を前提に、国際経済の動きをより的確・理論的に理解するために外国為替市場を通じた国際的
経済取引（貿易や資本取引）のメカニズムについて解説していく。　なお、国際経済論では、海外との経済取引を前提とした一国全体の経済問
題が対象となるので、「国際収支表」「国際収支の諸概念｣等々のマクロ経済指標（統計データ）の動きについても適宜解説していく予定である
。
　＊なお、我が国の国際収支統計の表記法が、2014年1月から国際通貨基金（IMF）公表（2008年）の「国際収支ニュ　　アル：BPM」（第6版
）に準拠して改定された。本授業では、この改訂版についても併せて解説します。

   　　　　　　　　＜国際経済論Ⅱの基本的視点＞ー授業の流れー
＊授業展開における基本視点　➡　下記のように、「通貨」の視点からも国際経済の現状＆将来を分析していきます。
1．世界の三大通貨　➡　基軸通貨（国際通貨）：「米ドル」（＄）、欧州連合（EU）における統一通貨：「ユーロ」
　　　　　　　　　　（€）、日本通貨：「円」（￥）　英国通貨：「ポンド」（￡）
2．その他の注目通貨　➡　中国通貨：「人民元」、スイスの通貨：「スイスフラン」etc

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
　

　＊末永勝昭著　『国際マクロ経済学』　税務経理協会

　

　(1)伊藤元重著　『ゼミナール国際経済入門』　日本経済新聞社：○
　(2)末永勝昭著　『マクロ経済学』　　税務経理協会

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

662481 /



国際経済論Ⅱ 【昼】
専門科目

第1回　イントロダクション：世界経済と資金の流れ
第2回　国際収支表と国際収支の諸概念　・・・・・・・・・・・・・・【経常収支】　【資本収支】　【外貨準備】
第3回　 国際収支と日・米経済関係（Ⅰ）：世界経済の不均衡問題・・・・・【経常赤字と財政赤字】【双子の赤字】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【資本収支の黒字】【債務大国：アメリカ】【グローバル・インバランス】
第4回　 国際収支と日・米経済関係（Ⅱ）：資本輸出国日本・・・・・・・・【経常収支の黒字】【資本収支の赤字：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　資本輸出】【外貨準備高】【債権大国：日本】【対外投資】　【対外純資産】
第5回　経常収支と「貯蓄・投資のマクロ・バランス」・・・・・・【貯蓄超過】【財政収支赤字】【経常収支黒字】
第6回　国際通貨制度とその変遷＆現状・・・・・・・【金本位制度】【固定制度】【変動制度】【管理通貨制度】
　　　　　　　　　　　　　　　　　【IMF 体制】【基軸通貨：米ドル】【トリフィンのジレンマ】【最適通貨制度】
第7回　外国為替取引と為替レート・・・・・・・・・・・・・・・・・・【邦貨（円）建て】【外貨（ドル）建て】
第8回　外国為替制度：固定相場制度・・・・・・・・・・・・【平価】【為替介入】【固定レート】【資本規制】　
第9回　外国為替制度：変動為替相場（フロート）制度・・・・・・・・・・・・・【市場レート】【円高】【円安】
第10回　外国為替レートの変動と為替変動リスク・・・・・【基軸通貨ドルの特権】【ドル危機】【リスクヘッジ】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【通貨危機】【通貨危機と円キャリートレード】
第11回　変動為替相場制度と為替介入（Ⅰ）・・・・・【管理フロート制】【通貨当局】【為替介入】【外貨準備高】
第12回　変動為替相場制度と為替介入（Ⅱ）・・・・・・・・・・【FB：政府短期証券】　【外国為替資金特別会計】
第13回　固定相場制と変動相場制度の比較分析・・・・　　・・【ドルペック】【通貨のトリレンマ】【最適通貨圏】
第14回　グローバル経済化と最適通貨制度・・・・【世界経済の不均衡問題】【国際資本移動】【ドルのジレンマ】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【共通通貨：ユーロ】　【複数通貨制度】　【SDR】
第15回　まとめ　―世界経済の動向と今後の展望―

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

　
　(1)　学期末試験　・・・　80％
　(2)　日常の授業への取り組み（授業の中で適宜指示します）・・・２０％

成績評価の方法　/Assessment Method

　（1）授業の中で指定された範囲の予習と、授業内容の復習を行って下さい。
　（2）授業に関連した資料【雑誌記事、新聞記事etc】を収集して、授業で学んだ知識を深めてください。
　（3）授業の中で配布された資料は、テキスト＆ノートと共に事前・事後の学習に役立てて下さい。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

　

　＊遅刻や途中退席、授業中の私語は禁止します。

履修上の注意　/Remarks

　
　(1)世界経済や日本経済の動向を記載した新聞記事や雑誌記事etcを読んでおくと、この授業がより効果的なもの
　　になるでしょう。
　(2)授業を受けるにあたっては、教科書や授業中に配布する資料をよく読んでおいて下さい。
　(3)出来たら、日本経済新聞を読めるようになればなお良いです。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

　国際収支の均衡　経常収支黒字・赤字　資本収支赤字・黒字　財政収支赤字　　外貨準備高　　輸出超過　輸入超過内需・外需　邦貨（円
）建レート　外貨（ドル）建レート　円高・円安　通貨当局　管理フロート制　外国為替市場　市場レート　平価　為替介入　外国為替資金特
別会計　FB（政府短期証券）　国際通貨制度　基軸通貨（国際通貨）　IMF 体制　国際通貨制度の三位一体説　トリフィンジレンマ　最適通貨
制度　　複数通貨制度　共通通貨:：ユーロ　SDR　グローバル・インバランス　国際資本移動　

キーワード　/Keywords

662481 /



国際金融論Ⅰ 【昼】
専門科目

/Instructor
前田  淳 / MAEDA JUN / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

現代の国際金融システムの概要を知ることを目的とする。新聞・ニュースの国際金融関係の報道内容を理解できるとともに、解説書やテキスト
や研究書を理解できるレベルを目標とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
使用しない。

川本明人（2012）『外国為替・国際金融入門』中央経済社。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

【】はキーワード。
　１回　円高・円安とは　【クロスレート】
　２回　為替レートによる換算　【経常収支】【資本収支】
　３回　国際収支表　【フロー統計】
　４回　国際収支表における複式簿記の原理　【貸借対照表】
　５回　貿易取引と国際決済　【並為替と逆為替】
　６回　貿易取引と国際決済　【信用状】【荷為替信用制度】
　７回　グローバル化と直接投資　【直接投資】
　８回　国際証券投資と外貨準備　【証券投資】【外貨準備】
　９回　為替レートの変動　【購買力平価】【アセットアプローチ】
１０回　為替レートの変動　【為替リスク】【マーシャル・ラーナー条件】
１１回　国際収支を左右するもの　【ISバランス】
１２回　国際収支を左右するもの　【キャリートレード】
１３回　実質為替レートと実効為替レート　【幾何平均】
１４回　バラッサ＝サミュエルソン効果　【中所得国の罠】
１５回　まとめと総復習　【24時間ディーリング】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験… 100　％
成績評価の方法　/Assessment Method

プリントの中の各授業内容に該当する箇所を授業の前後に各自講読すること。さらに、専門用語が多く出てくるので、インターネットなどで用
語検索すること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

担当者の個人ホームページから、授業のプリントをダウンロードすること（URLなどは最初の授業で説明する）。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

662482 /



国際金融論Ⅰ 【昼】
専門科目

キーワード　/Keywords

662482 /



国際金融論Ⅱ 【昼】
専門科目

/Instructor
前田  淳 / MAEDA JUN / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

現代の国際金融システムの概要を知ることを目的とする。新聞・ニュースの国際金融関係の報道内容を理解できるとともに、解説書やテキスト
や専門書を理解できるレベルを目標とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
使用しない。

川本明人（2012）『外国為替・国際金融入門』中央経済社。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

【】はキーワード。
　1回　基軸通貨と国際通貨体制　【為替媒介通貨】
　2回　各種の国際通貨体制　【固定相場制】【変動相場制】
　3回　為替リスクと為替持高・資金調整　【スクエア】【カバー取引】
　4回　デリバティブ取引　【先渡し】【先物】【オプション】【スワップ】
　5回　　　国際金融市場と国際資本移動　【オフショア市場】【キャリー取引】
　6回　欧州通貨統合の目的と経緯　【ユーロ】【ERM】
　7回　欧州通貨統合の構造的問題　【安定成長協定】
　8回　　　途上国の発展と国際資金フロー　【G20】
　9回 国際的な金融危機の類型　【資本収支型の危機】
10回　頻発する通貨危機・国際金融危機　【サブプライムローン危機】
11回　頻発する通貨危機・国際金融危機　【世界金融危機】
12回　　　 デフォルトか救済か　【IMFコンディショナリティー】
13回　国際金融危機の予防　【自己資本比率規制】【プルーデンス政策】
14回　国際金融危機の予防　【流動性規制】【ボルカールール】
15回　　　 まとめと総復習―望ましい国際金融システムとは

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験… 100　％
成績評価の方法　/Assessment Method

プリントの中の各授業内容に該当する箇所を授業の前後に講読すること。また、専門用語が多く出てくるので、日ごろからインターネットなど
で用語を検索すること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

担当者の個人ホームページから、授業のプリントをダウンロードすること（URLなどは最初の授業で説明する）。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

662483 /



国際金融論Ⅱ 【昼】
専門科目

キーワード　/Keywords

662483 /



地域経済Ⅰ 【昼】
専門科目

/Instructor
佐藤 裕哉 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　近年、地域経済を取り巻く環境は大きく変化し、「地方消滅」や「地方創生」といった言葉に示されるように注目を集めている。本講義では
、身近な経済事象を取り上げ、地域との関わりについてみていく。また、本講義を通じて、地域の見方を身につけ、地域が抱える諸問題（特に
経済面）に対して自分なりの解決策を考えて欲しい。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
使用しない。

川端基夫（2008）：『立地ウォーズ　企業・地域の成長戦略と「場所のチカラ」』新評論.（○）
松原　宏編（2002）：『立地論入門』古今書院.
松原　宏編（2013）：『現代の立地論』古今書院.
その他、適宜紹介する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　地域と経済（ガイダンスを含む）
2回　コンビニと地域
3回　ファストフードと地域
4回　ファミレスと地域
5回　ファッション産業と地域
6回　コンテンツ産業と地域
7回　自然災害による生産への影響と地域
8回　エコタウンと地域
9回　農業と地域
10回　工業と地域
11回　自動車産業と地域
12回　化学産業と地域
13回　製鉄業と地域
14回　商店街の変遷からみる地域
15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験100％
成績評価の方法　/Assessment Method

　コンビニやファストフード店など身近にあるものが「どこに立地しているか？」、「それはなぜか？」ということを普段から意識しておいて
欲しい。また、授業後に学んだことがどの程度当てはまるか、身近な地域で確認して欲しい。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

662484 /



地域経済Ⅰ 【昼】
専門科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

企業立地、労働力、自然環境
キーワード　/Keywords

662484 /



地域経済Ⅱ 【昼】
専門科目

/Instructor
田村  大樹 / TAMURA DAIJU / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

今日地域経済を取り巻く環境は大きく変化している。
本講義では、「人口動態」と「情報化」という視点から地域経済の変化について学び、今後について見通す。
　１．人口動態の変化と地域経済の今後について学ぶ。
　２．情報化の進展の広範な影響と地域経済に引き起こされる変化について学ぶ。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない。

田村大樹『空間的情報劉と地域構造』原書房、2004年。
その他、適宜紹介する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　今地域経済の何が変わっているのか（講義の概要）
　２回　地域構造論概説【地域構造論】
　３回　生産年齢人口の減少と地域構造【人口動態，生産年齢人口】
　４回　産業構造高度化と地域構造【産業構造】
　５回　技術革新と経済発展【技術論】
　６回　地域経済と人口減少と技術革新【人工知能，IoT】
　７回　情報社会の捉え方【情報社会論】
　８回　ちょっと面倒な情報社会論批判【情報とは何か】
　９回　インターネットの衝撃【CN（コンピュータ・ネットワーク）】
１０回　空間克服技術としてのCN【空間克服】
１１回　金融市場と商品市場の変容【グローバル・マーケット】【電子商取引】
１２回　労働市場の変容【格差社会】
１３回　企業の変容【多数立地企業】
１４回　CNと都市【産業集積】
１５回　地域経済の行方（まとめ）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

ミニレポート　…　10％　　期末試験　…　90％
成績評価の方法　/Assessment Method

毎回の授業に際して、前回までの流れを確認しておくこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662485 /



地域経済Ⅱ 【昼】
専門科目

「地域経済Ⅰ」、「経済地理学Ⅰ,Ⅱ」を履修している方が、本講義の理解が深まると思われるので望ましいが、義務ではない。新聞やテレビなどで
の地域経済、情報技術、それに人口動態に関する報道に対して興味をもって見てもらいたい。また本講義の履修は「地域政策」の基礎となって
いる。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662485 /



経済地理学Ⅰ 【昼】
専門科目

/Instructor
近江　貴治 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　経済地理学Ⅰは、基礎理論である立地論の解説とその応用例について、平易に解説する。学生は、経済地理学Ⅰを履修することによって、経済活
動を空間や地域という観点から理解することの重要性を認識でき、立地論を中心とした専門知識を習得できる。これをもとに現実の経済地理的
な現象に関わる問題を発見し、その解決をはかることができるようになる。また企業活動が様々な経済活動を巻き込みながら地域社会を形成す
る基本的なメカニズムを理解でき、実践力を養う基礎的な知識を得ることができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
使用しない。

講義中に指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 １回　イントロダクション　【経済地理学】、【地域構造論】
 ２回　産業構造と産業立地。【産業構造】、【産業立地】、【経済地理学】
 ３回　企業の立地行動（Ⅰ）・・・市場圏モデル　【レッシュ】、【需要円錐】、【経済景域】　　
 ４回　企業の立地行動（Ⅱ）・・・市場圏モデル【クリスタラー】【中心地】、【上限】、【下限】
 ５回　商業・生活関連産業の立地【最終サービス】、【第三次産業】、【商業立地】
 ６回　１～５回の復習とまとめ　【企業立地】【中心地論】【サービス産業】
 ７回　企業の立地行動（Ⅲ）・・・最小コストモデル　【ウェーバー】、【輸送費】、【集積】
 ８回　素材/装置型工業の立地行動　【素材産業】、【地理的慣性】、【規模の経済】
 ９回　企業の立地行動（Ⅳ）・・・労働力指向立地　【マッセィ】【バーノン】【空間分業】
  10回　先端/組立型工業の立地行動　　【労働力指向】【部分工程】【半導体産業】
  11回    ６～10回の復習とまとめ　【輸送費理論】【企業内空間分業】
  12回　企業の立地行動（Ⅴ）・・・集積とネットワーク　【スコット】【マークセン】【ポーター】
  13回　在来組立型工業の立地行動【基盤産業】【外部経済】【クラスター】
  14回　現代の立地行動　【空間克服】【接触の利益】【波及効果】
  15回　全体のまとめと復習

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題　　　…　10％
期末試験　…　90％

成績評価の方法　/Assessment Method

経済地理学Ⅱや地域経済Ⅰ・Ⅱなどを受講すると相互理解が深まります。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

経済活動が実際の空間・地域でどのように行われるのか、理論と現実を結び付けて解説していきます。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

662486 /



経済地理学Ⅰ 【昼】
専門科目

立地論、企業立地、産業配置
キーワード　/Keywords

662486 /



経済地理学Ⅱ 【昼】
専門科目

/Instructor
近江　貴治 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　経済地理学Ⅱは、日本の都市、地域構造と立地政策との関連を、具体例を交えて述べてゆくこととする。学生は、経済地理学Ⅰで学習した内容を
ふまえて、オフィス立地を学習したうえで都市内・都市間システムの理論を学ぶことになる。これによって立地論や都市論を中心とした専門知
識を習得できる。これをもとに現実の経済地理的な現象に関わる問題を発見し、その解決をはかることができるようになる。
　都市の構造や都市間の相互作用を系統的に学習でき、地域構造の成り立ちを深く認識できることになる。後半では立地のメカニズムをもとに
政策的な活用策を検討する。地域社会を形成する基本的なメカニズムを理解でき、実践力を養う基礎的な知識を得ることができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
未定。使用する場合は講義中に指示する。

講義中に指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　イントロダクション　【経済地理学】【都市】【地域】【地域政策】
２回　オフィスの立地論　【オフィス】【本社立地】【支店立地】【フェイス・トゥ・フェイス】
３回　地点をめぐる立地競争　【チューネン】【付け値曲線】【土地利用】
４回　都市と集積　【都市とは】【都市の成長】【都市化の利益・不利益】
５回　都市間システムと中枢管理機能　【中枢管理機能】【プレッド】【地方中枢管理都市】
６回　１～５回の復習とまとめ
７回　企業活動と地域　　【企業機能】【地域間システム】【生活圏】
８回　立地政策（１）・・・一全総・二全総と重化学・装置型産業　【全総】【拠点開発方式】
９回　立地政策（２）・・・三全総と組立型産業　　【定住圏構想】【テクノポリス】　
10回　立地政策（３）・・・四全総　　【中枢管理機能】【東京一極集中】【世界都市】
11回　６～10回の復習とまとめ
12回　産業立地と今後の地域構造・・・グランドデザイン　【多軸型国土構造】【産業創出の風土】
13回 立地から見た地域構造の変遷（１）　【立地論】【立地要因】【基礎的地域構造】
14回　立地から見た地域構造の変遷（２）　【現代の地域構造】
15回　全体のまとめと復習

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題　…　10％　　　期末試験　…　90％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業の進度に応じて指定された範囲の予習と、授業内容の整理、復習を行うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

経済地理学Ⅰや地域政策などを受講していると相互理解が深まります。
履修上の注意　/Remarks

経済の動きを、空間や地域という観点で考えることができるように、学習を進めていきます。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

662487 /



経済地理学Ⅱ 【昼】
専門科目

立地論、都市システム、立地政策、地域構造
キーワード　/Keywords

662487 /



環境経済学 【昼】
専門科目

/Instructor
牛房  義明 / Yoshiaki Ushifusa / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

＜授業の概要（ねらい・テーマ）＞
　1.　環境問題の原因を経済学の視点から理解する。
　2.　経済学が環境問題の解決に向けて有効な手段であることを理解する。

　この授業の主な到達目標は、以下のとおりである。
　　①　環境問題を改善する方法を経済学的思考法に基づいて考えることができるようになる。
　　②　メディアで取り上げられるような環境問題を経済学を利用して、自分で分析できるようになる。

本講義はアクティブラーニングの手法を活用します。アクティブラーニングは主体的に学習に取り組むための手法です。教員の話を聴くだけで
なく、積極的に発表、質問をしてもらいます。また、講義以外の時間帯も積極的に学習に取り組み、「何のために学ぶのか」、「何を学ぶのか
」、「学んだことを現実の社会にどのような形で活用できるのか」を常に意識して、学習します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
栗山浩一 ・馬奈木俊介（2016）、『環境経済学をつかむ 第3版』、有斐閣、2,592円

栗山・馬奈木（2008）、『環境経済学をつかむ』有斐閣
時政・薮田・今泉・有吉編（2007）、『環境と資源の経済学』勁草書房〇
日引　聡、有村俊秀（2002）、『入門　環境経済学』、中公新書〇
マンキュー（2005）、『マンキュー経済学Ⅰ　ミクロ経済学編』（第2版）東洋経済新報社〇
R. K.ターナー他（2001）、『環境経済学入門』、東洋経済新報社〇

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1回　イントロダクション：環境問題と環境経済学
 2回　環境問題を分析するための経済ツールの学習(1)、【トレードオフ】、【インセンティブ】
 3回　環境問題を分析するための経済ツールの学習(2)、【需要】、【供給】、【市場】
 4回　環境問題を分析するための経済ツールの学習(3)、【消費者余剰】、【生産者余剰】
 5回　なぜ環境問題は発生するのか？(1)【市場の失敗】、【外部性】
 6回　なぜ環境問題は発生するのか？(2)【ゲーム理論】
 7回　経済学の視点からの環境政策(1)　【直接規制】
 8回　経済学の視点からの環境政策(2)　【経済的手段】
 9回　地球温暖化の経済分析　【温室効果ガス】、【京都議定書】、【排出権取引】
10回　廃棄物問題の経済分析　【循環型社会】、【ごみ処理手数料】、【3つのR】
11回　資源管理の経済分析　【枯渇性資源】、【再生可能資源】、【コモンズ】
12回　経済発展と環境　【成長の限界】、【持続可能な発展】、【環境グズネッツ曲線】
13回　グローバル経済と環境　【国際環境協定】、【比較優位】
14回　環境評価　【支払意志額】、【受入補償額】、【費用便益分析】、【仮想評価法】
15回　まとめ・復習

講義内容は受講生の関心、理解度等により変更する可能性があります。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

662488 /



環境経済学 【昼】
専門科目

原則　小テスト（12回）…40％、課題…10％、期末試験…50％
変更する予定あり。

成績評価の方法　/Assessment Method

講義開始前までに該当する章を予め教科書を読んで下さい。確認テストを行います。また、講義終了後の内容は次回の講義で小テストを行いま
すので、しっかり復習して下さい。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

経済学入門A・B、ミクロ経済学Ⅰ・Ⅱ、マクロ経済学Ⅰ・Ⅱ、統計学Ⅰ・Ⅱを事前に履修、またはこれらの講義内容を事前に学習していることが望まし
い。
経済学を理解して、環境問題を考えます。その際、知識を覚えるだけでなく、環境問題解決に向けて理解して覚えた知識をいかに活用するかを
考えるように心がけてください。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662488 /



マネジメント論基礎 【昼】
専門科目

/Instructor
浦野  恭平 / URANO YASUHIRA / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　経営学には株式会社の仕組みなどについて学ぶ「企業論」と、企業のマネジメントについて学ぶ「マネジメント論」の二つの主要領域があり
ます。本科目では後者の「マネジメント論」の基礎について講義します。
　企業経営や社会に関する諸問題を解決していく上で必要とされる、マネジメントの基礎知識を身に付けることをねらいとしています。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
　特に指定しません。
　適宜レジュメを配布します。

伊丹敬之・加護野忠男『ゼミナール経営学入門（第３版）』日本経済新聞社、２００３年。〇
坂下昭宣『経営学への招待（第３版）』白桃書房、２００７年。〇
　
他、適宜講義中にお知らせします。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回    ガイダンスおよび経営学を学ぶ意義
第2回　  経営戦略とは【経営環境】【経営資源】
第3回　　企業の成長戦略【ドメイン】【ＰＰＭ】
第4回　  企業の競争戦略【三つの基本戦略】【バリューチェーン】
第5回　  国際化の戦略【現地生産】【空洞化】
第6回　　組織とは何か１【伝統的管理論と組織】
第7回  　組織とは何か２【近代的管理論と組織】
第8回    現代の経営と組織　【組織と個人】【統合】
第9回　  事例研究
第10回   組織形態【職能別組織】【事業部制】【マトリックス組織】
第11回　 企業の組織文化【価値観】【パラダイム】【行動パターン】
第12回　 企業のインセンティブ・システム【動機づけ】【誘因】【交換と統合】
第13回 　企業のリーダーシップ【リーダー】【ビジョン】
第14回　 現代のマネジメントの課題【知識社会】
第15回　 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

　学期末試験の結果（８０％）と学期中の小レポート等提出物の結果（２０％）によって評価します。
成績評価の方法　/Assessment Method

  授業開始までに次回のトピックスに関するキーワードなど情報収集を行い、整理すること。
  授業後はレジュメと参考文献を用いて学んだ諸概念、理論、事例などの情報を整理すること。
　また、企業経営に関する新聞記事などによる復習によって、本講義の理解がより深くなります。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662489 /



マネジメント論基礎 【昼】
専門科目

　経営学系の基礎科目ですので、予習・出席・復習をしっかりするようにしてください。
　
　

履修上の注意　/Remarks

　全員が責任を持って良い教室環境を作るよう、心がけてください。
　予習・復習など講義以外の研究時間を十分にとるようにしてください。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

　現代社会と企業　経営者の役割　戦略　組織　仕事
キーワード　/Keywords

662489 /



企業論基礎 【昼】
専門科目

/Instructor
松本　守 / Mamoru Matsumoto / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　企業論基礎（ファイナンス入門）を受講する人の多くは，経営情報学科の必修科目である「経営学入門」を前期（1学期）に受講しているはず
です。なぜなら，この講義は「経営学入門」を履修した後に受講する講義科目（必修科目）として位置付けられているからです（経営情報学科
のカリキュラム・ツリーを参照）。この講義では，「経営学入門」で学習した内容のうち，「カネ」の側面に着目して，会社(特に株式会社)の基
本的な仕組みや資金調達方法などについて，多くの事例を交えながら講義を進めていきます。
　この講義の目的は大きく2つあります。1つは，2年次以降のファイナンス系の専門科目（企業ファイナンスⅠ，企業ファイナンスⅡ，証券市場論
，ファイナンス論，企業論Ⅰ，企業論Ⅱなど）を受講するうえで必要となる基礎知識を提供することです。この講義を受講することで「ファイナン
ス」の基礎を身に付けることができます。もう1つは，企業経営に関して，世界ではどのような研究が行われているのかをざっくり紹介すること
で，まだ大学に入学して日が浅いみなさんに，少しでも学問の面白さを伝えることです。大学は「学問」を発展させるために，日々「研究」が
行われているところです。ですので，みなさんは大学で世界の最先端の研究に触れることができます。みなさんには学問的知見を貪欲に吸収し
て欲しいと思います。また，この講義は「公認会計士」・「証券アナリスト」・「ファイナンシャルプランナー(FP)」・「経営学検定」・「ビ
ジネス数学検定」といった各種資格試験にも深い関わりがあります。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定をしません。毎回資料を配付します。

砂川 伸幸，『コーポレート・ファイナンス入門〈第2版〉 』，日本経済新聞社，2017年。
大村 敬一・俊野 雅司，『証券論 － History, Logic, and Structure』，有斐閣，2014年。
釜江 廣志(編)，『入門証券市場論 第3版補訂』，有斐閣，2015年。
小松 章，『企業形態論』，新世社，2006年。
榊原 茂樹・城下 賢吾・姜 喜永・福田 司文・岡村 秀夫，『入門証券論［第3版］』，有斐閣アルマ，2013年。
手嶋 宣之，『基本から本格的に学ぶ人のためのファイナンス入門』，ダイヤモンド社，2011年。
古川 浩一・蜂谷 豊彦・中里 宗敬・今井 潤一，『コーポレート・ファイナンスの考え方』 ，中央経済社，2013年。
森生 明，『バリュエーションの教科書』，東洋経済新報社，2016年。
（その他の参考書は講義で紹介します）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

662490 /



企業論基礎 【昼】
専門科目

第1回　ガイダンス【講義の目的・意義・概要，成績評価の方法】
第2回　証券と投資①【証券，金融市場，金融仲介機関，直接金融，間接金融】
第3回　証券と投資②【発行市場，流通市場，効率的市場仮説(EMH)，リスクとリターン，統計学】
第4回　株式会社と株式①【企業形態，株式会社，株式，有限責任，株式市場，株式公開，会社法，M&A】
第5回　株式会社と株式②【株式会社の機関構造，所有と経営の分離，エージェンシー問題，モラルハザード，コーポレート・ガバナンス，企業
価値，株式価値】
第6回　企業分析①【経営戦略，競争戦略，コストリーダーシップ戦略，差別化戦略，リソース・ベースト・ビュー，ダイナミック・ケイパビリ
ティ，財務諸表】
第7回　企業分析②【財務分析，収益性，効率性，安全性，成長性】
第8回　評価の基本原理①【貨幣の時間価値，単利，複利，将来価値，現在価値】
第9回　評価の基本原理②【年金現価係数，永続価値，成長永続価値，裁定取引，一物一価の法則】
第10回　ポートフォリオ理論①【リスク，リターン，期待値，分散，標準偏差】
第11回　ポートフォリオ理論②【共分散，相関係数，ポートフォリオ，システマティックリスク，アンシステマティックリスク】
第12回　ポートフォリオ理論③【効率的フロンティア，マーケットポートフォリオ，資本市場線，証券市場線，CAPM】　　　
第13回　行動ファイナンス①【伝統的なファイナンス，行動ファイナンス，アノマリー，認知誤差，保守主義】
第14回　行動ファイナンス②【自信過剰，プロスペクト理論，メンタルアカウンティング，過剰反応，過小反応】
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

試験･･･100%
成績評価の方法　/Assessment Method

受講にあたって，（次回の）講義内容に関するキーワードについて調べておくこと。
講義終了後には，必ず講義内容の復習を行うこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

経営情報学科の学生は「経営学入門」・「簿記論Ⅰ」・「入門経済学A（ミクロ経済学）」を履修済みで，「マネジメント論基礎」・「簿記論Ⅱ」
・「経営統計」を履修中（または履修済み）であることが望ましい。この講義の内容は「経営統計」と深い関わりがあります。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662490 /



簿記論Ⅰ 【昼】
専門科目

/Instructor
河瀬　宏則 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

ビジネスにはヒト・モノ・カネが重要です。本講義はこのうち、カネについて勉強します。企業は、企業自身の状態やビジネスの成果を把握す
るために「決算書」を作成します。企業の経営者や、投資家、銀行、国などの「利害関係者」は決算書を各々の目的達成のために利用していま
す。こうした決算書は世界中で作成されており、その作成のために簿記が使われています。本講義では決算書作成の手法である「簿記」の理解
を深めることを目的としています。学習範囲にうちては日商簿記検定3級レベルについて学び、日商簿記3級取得を目標とします。ただし、後期
に開講される簿記論IIをあわせて受講して下さい。
講義においては学習内容の解説後に指定する問題を受講者各自で取り組みます。簿記の上達には問題を繰り返し解くことが不可欠です。分から
ないところがあれば、すぐに担当者に質問して下さい。本講義では質問の有無を重要視しています。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
滝澤ななみ『スッキリわかる 日商簿記3級 第9版』TAC出版、2018年、1,080円

『スッキリわかる日商簿記3級 第9版対応講義DVD』TAC出版、2018年、2,700円
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　簿記の目的
第2回　簿記の基礎
第3回　商品売買の仕訳(1)：商品売買の取引について説明
第4回　商品売買の仕訳(2)：仕入諸掛と販売諸掛について説明
第5回　現金の仕訳
第6回　当座預金の仕訳
第7回　小口現金の仕訳
第8回　手形の仕訳
第9回　貸付金・借入金の仕訳
第10回　有価証券の仕訳
第11回　その他の債権債務の仕訳(1)：その他の債権債務について説明
第12回　その他の債権債務の仕訳(2)：その他の収益・費用について説明
第13回　その他の債権債務の仕訳(3)：商品券などについて説明
第14回　消耗品の処理・貸倒れの仕訳
第15回　固定資産と減価償却の仕訳

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

定期試験70%、質問に対する加点30%、ただし別途調整係数を設けて成績評価を行います。詳細は授業初回に説明します。
成績評価の方法　/Assessment Method

予習は必ずしも行なわなくて良いですが、復習として問題を繰り返し解くことが必要です。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

後期に開講される簿記論IIを履修して下さい。
履修上の注意　/Remarks

662491 /



簿記論Ⅰ 【昼】
専門科目

日商簿記3級は最も受験者の多い資格の1つです。企業の経理職のみならず、営業職、経営者、銀行員などを目指す方に必要不可欠な資格です。
どんな将来を進むとしても、必ずプラスになります。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662491 /



簿記論Ⅱ 【昼】
専門科目

/Instructor
河瀬　宏則 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

ビジネスにはヒト・モノ・カネが重要です。本講義はこのうち、カネについて勉強します。企業は、企業自身の状態やビジネスの成果を把握す
るために「決算書」を作成します。企業の経営者や、投資家、銀行、国などの「利害関係者」は決算書を各々の目的達成のために利用していま
す。こうした決算書は世界中で作成されており、その作成のために簿記が使われています。本講義では決算書作成の手法である「簿記」の理解
を深めることを目的としています。学習範囲については日商簿記検定3級レベルについて学び、日商簿記3級取得を目標とします。ただし、前期
に開講される簿記論Iをあわせて受講して下さい。
講義においては学習内容の解説後に指定する問題を受講者各自で取り組みます。簿記の上達には問題を繰り返し解くことが不可欠です。分から
ないところがあれば、すぐに担当者に質問して下さい。本講義では質問の有無を重要視しています。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
滝澤ななみ『スッキリわかる 日商簿記3級 第9版』TAC出版、2018年、1,080円

『スッキリわかる日商簿記3級 第9版対応講義DVD』TAC出版、2018年、2,700円
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　租税公課と資本金の仕訳
第2回　費用収益の繰り延べと見越しの仕訳
第3回　訂正仕訳
第4回　帳簿への記入
第5回　商品有高帳と手形記入帳の作成
第6回　試算表の作成
第7回　試算表の問題演習
第8回　伝票と仕訳日計表の作成
第9回　精算表の決算整理仕訳(1)：現金過不足・消耗品・貸倒引当金
第10回　精算表の決算整理仕訳(2)：固定資産の減価償却・繰延見越・売上原価
第11回　精算表の作成
第12回　財務諸表の作成
第13回　帳簿の締切
第14回　損益勘定と繰越資産表の作成
第15回　講義のまとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

定期試験70%、質問に対する加点30%、ただし別途調整係数を設けて成績評価を行います。詳細は授業初回に説明します。
成績評価の方法　/Assessment Method

予習は必ずしも行なわなくて良いですが、復習として問題を繰り返し解くことが必要です。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

前期に開講される簿記論Iを履修して下さい。
履修上の注意　/Remarks

662492 /



簿記論Ⅱ 【昼】
専門科目

日商簿記3級は最も受験者の多い資格の1つです。企業の経理職のみならず、営業職、経営者、銀行員などを目指す方に必要不可欠な資格です。
どんな将来を進むとしても、必ずプラスになります。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662492 /



数学 【昼】
専門科目

/Instructor
吉田  祐治 / Yuji Yoshida / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

この授業のねらい・テーマは、以下のとおりである。

1.経営における数理的表現を理解するため、経済学部で使う数学の基礎を身につける。
2.習得した知識とスキルをもとに、経営における問題分析や解決に役立てることができる。

この授業の主な到達目標は、以下のとおりである。

1.経営における数理的表現を理解し、数理的計算力を身につける。
2.関数の性質を基礎から学び、微分と積分に関する基本的な計算スキルを身につける。
3.数理的な観点で、問題を分析するスキルを身につける。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
池辺、厚山、水谷、松本著、「新しい微分積分」培風館、１６００円

○「経済・経営系　数学概説」新世社、竹之内著
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回：関数とグラフ 　　　　　【極限】、【連続関数】
　２回：関数と微分 　　　　　　【接線】、【導関数】
　３回：指数関数と対数関数(1)　【指数関数のグラフ】
　４回：指数関数と対数関数(2)　【逆関数】、【対数関数のグラフ】
　５回：導関数(1)　　　　　　　【n次関数の微分】
　６回：導関数(2)　　　　　　　【指数関数の微分】、【対数関数の微分】
　７回：微分(1)　　　　　　　　【関数の和・差の微分】
　８回：微分(2)　　　　　　　　【関数の積・商の微分】
　９回：微分法(1)　　　　　　　【合成関数の微分】、【対数微分法】
１０回：微分法(2)　　　　　　　【関数の増減】、【関数の凹凸】
１１回：不定積分(1)　　　　　　【n次関数不定積分】
１２回：不定積分(2)　　　　　　【指数関数・対数関数の不定積分】
１３回：定積分(1)　　　　　　　【n次関数の定積分】
１４回：定積分(2)　　　　　　　【指数関数・対数関数の定積分】
１５回：まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポート提出（毎回出題）・・　３０％
期末試験・・　７０％

成績評価の方法　/Assessment Method

662493 /



数学 【昼】
専門科目

毎回、指定された範囲の予習（60分）と授業内容の復習（60分）を行うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業を復習し確実に身につけるため、授業で行った範囲から毎回レポートを出題します。レポートは授業内容や例題の解き方を理解していれば
必ず分かる内容です。毎回のレポート問題を自分で解くことで確実なスキルアップと自信になります。レポートを確実に提出するよう心掛けて
ください。
[事前・事後学習の内容]
授業で学習した内容を十分確認し、授業の終わりに出題される問題を解き次回の授業までにレポートとして提出すること。

履修上の注意　/Remarks

この科目で学んだことは経済・経営・情報などで基礎として活用されます。さらに「経営統計」(MTH150M)を履修すると、確率分布の使い方な
どがよく分かります。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

関数、微分、積分
キーワード　/Keywords

662493 /



経営統計 【昼】
専門科目

/Instructor
吉田  祐治 / Yuji Yoshida / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

この授業のねらい・テーマは、以下のとおりである。

1.経営における数理的データ表現を理解するため、統計学の基礎を身につける。
2.習得した知識とスキルをもとに、経営における統計学的分析方法や解決に役立てることができる。

この授業の主な到達目標は、以下のとおりである。

1.経営における数理的データ表現を理解し、統計的処理を身につける。
2.データの整理の仕方や平均・分散・標準偏差などの基礎から学び、推定や仮説検定に関する計算スキルを身につける。
3.統計的な観点で、問題を分析するスキルを身につける。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
P.G.ボーエル著､浅井晃､村上正康訳、「初等統計学」培風館、１７００円

○J.C.ミラー著､村上正康訳、「統計学の基礎」培風館
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回：データの表現     【度数分布表】、【平均】、【分散】、【標準偏差】
　２回：確率　　　　　 【確率】、【条件付き確率】
　３回：確率分布表 　   【確率分布表】、【期待値】、【平均と分散の性質】
　４回：確率分布(1)　　【独立試行】、【２項分布】
　５回：確率分布(2)　　【一様分布】、【正規分布】
　６回：標本抽出　　    【中心極限定理】、【統計学の基礎理論】
　７回：推定(1)　　　　【大標本法】
　８回：推定(2)　　　　【小標本法】、【t分布】
　９回：仮説検定(1)　　【大標本法による平均の検定】、【片側・両側検定】
１０回：仮説検定(2)　　【小標本法による検定】、【２つの平均の差の検定】
１１回：相関　　　　    【相関係数】
１２回：回帰分析　   　 【最小２乗法】
１３回：カイ２乗検定(1)【カイ２乗分布】
１４回：カイ２乗検定(2)【適合度の検定】
１５回：まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポート提出（毎回出題）・・　３０％
期末試験・・　７０％

成績評価の方法　/Assessment Method

662494 /



経営統計 【昼】
専門科目

毎回、指定された範囲の予習（60分）と授業内容の復習（60分）を行うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

新しいことを学ぶたびに、例題を計算して解きます。例題を通して、問題解決方法を具体的に学びます。授業を復習し確実に身につけるため、
授業で行った範囲からレポートを出題します。レポートは授業内容や例題の解き方を理解していれば必ず分かる内容です。毎回のレポート問題
を自分で解くことで確実なスキルアップと自信になります。必修科目「数学」（MTH100M）を理解していれば、「経営統計」の授業がより深く
理解できます。
[事前・事後学習の内容]
授業で学習した内容を十分確認し、授業の終わりに出題される問題の解き次回の授業までにレポートとして提出すること。

履修上の注意　/Remarks

統計学の基本的な考え方や道具立てを学ぶために、この科目を履修することをぜひお勧めします。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

平均、分散、標準偏差、分布、推定、検定
キーワード　/Keywords

662494 /



プログラミングⅠ 【昼】
専門科目

/Instructor
武藤　直彦 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義・演習 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

プログラミング言語Javaを用いて、プログラムの作成を行う。
解決すべき問題を正確に把握したうえで、その問題の解決方法を構築する力を養うことを目指す。正確なプログラムを書くことも大切であるが
、論理的な考え方を身につけることもこの講義の大きな目標である。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
プリントを配布する。

結城　浩　著『Java言語プログラミングレッスン 第3版(上)』ソフトバンククリエイティブ
結城　浩　著『Java言語プログラミングレッスン 第3版(下)』ソフトバンククリエイティブ
高橋　麻奈　著『やさしいJava 第6版』ソフトバンククリエイティブ

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

（クラスにより内容が違うので、おおよその内容です。受講者の理解度により内容は変更することがあります。【　】はキーワード。）
　１回　情報科学入門の復習【Scratch】【フローチャートの書き方】
　２回　フローチャート演習
　３回　基本操作【Java】【Eclipse】
　４回　変数の利用とデータ型【変数宣言】【算術演算】
　５回　配列の利用【配列宣言】
　６回　繰り返し【forループ】
　７回　繰り返し【2重ループ】
　８回　ここまでのまとめと問題演習１
　９回　条件分岐【if文】【条件式】【論理演算子】
１０回　コンピュータとの対話　【メッセージダイアログ】【インプットダイアログ】
１３回　演習１【確認問題】
１４回　演習２【応用問題】
１５回　まとめと総合問題演習【模擬テスト】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験…７０％　　　　　　課題…３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業終了後に演習問題に取り組み、授業開始前までに疑問点（わからない点）を明確にしておくこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662495 /



プログラミングⅠ 【昼】
専門科目

最初のうちは、なかなかまともに動くプログラムが作れずに苦労するとは思うが、エラーが起こったときは、そのエラーをきちんと発見し修正
することを心がけて、できるだけたくさんのプログラムを作成してもらいたい。
自分のパソコンにJAVAシステムをインストールするため、あらかじめサーバに準備されているJAVAシステムをダウンロードしたり、授業で作
成したプログラムを保存するため、USBメモリーを準備してください。

履修上の注意　/Remarks

プログラミングのためのプログラム言語（Java)について学習すること（プログラム言語のルールの習得）は多くありません。
ルールの１つずつは簡単です。与えられた問題を解決するプログラムは、学習したそれほど多くはないルールを組み合わせて作成します。慣れ
るまでは、この組み合わせ（処理の手順）を考え出すことが相当難しいといえます。慣れるには、できるだけ多くのプログラムを作ることです
。
また、前期の情報科学入門で学習したscratchが大変参考になります。復習しておいてください。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662495 /



プログラミングⅡ（新JAVA） 【昼】
専門科目

/Instructor
平山　克己 / Katsumi Hirayama / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義・演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

プログラミング言語Java(ジャバ)を用いて、プログラミングスキルを体得することを目指します。Javaプログラミングを通じて論理的思考の育
成を目指します。また、グループワークを通じてシステムエンジニアとして不可欠なコミュニケーション能力を育成していきます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜、プリントを用意する。

結城浩著『[改訂第2版]Java言語プログラミングレッスン(上)』2006年、ソフトバンクパブリッシング
結城浩著『[改訂第2版]Java言語プログラミングレッスン(下)』2006年、ソフトバンクパブリッシング

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

【】はキーワード
　１回　　　オリエンテーション
　２回　　　Java開発環境Eclipseの使い方について【JDK】【Eclipse】
　３回　　　プログラミングⅠの復習【オブジェクト】【クラス】【メソッド】
　４回　　　プログラミングⅠの復習【変数】【配列】
　５回　　　プログラミングⅠの復習【引数】【戻り値】
　６回　　　インスタンスメソッドとクラスメソッドについて
　７回　　　コンストラクターについて
　８回　　　ファイルの入出力【I/O】
　９回　　　画面の入出力【GUI】【Displayクラス】【Shellクラス】
１０回　　　各種画面部品１【SWT】
１１回　　　各種画面部品２【SWT】
１２回　　　グループワーク（設計）
１３回　　　グループワーク（開発）
１４回　　　コンテスト
１５回　　　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

日常の授業への取り組み…30％　　 課題…40％    期末試験…30％
成績評価の方法　/Assessment Method

毎回課題を出すので、課題に取り組むこと
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

他の科目との関連：必修科目「プログラミングⅠ」取得後に履修すると効果的な学習ができます。
学習支援ホルダーを利用するので、グループウェアのユーザ登録が必要です。
自主練習を行い、授業の内容を反復すること。

履修上の注意　/Remarks

662496 /



プログラミングⅡ（新JAVA） 【昼】
専門科目

IT関連企業に就職を考えている学生、または、３年次以降に情報分野のゼミを履修することを希望する学生の登竜門となる講義にしたいと考え
ています。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

Java　Eclipse　オブジェクト指向　SWT　アプリケーション開発　
キーワード　/Keywords

662496 /



コンピュータシステム 【昼】
専門科目

/Instructor
武藤　直彦 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

コンピュータシステムの歴史を振り返りながら、コンピュータ利用方法の変遷や技術進歩について学ぶ。
 また、コンピュータシステムの構築とは、単に人間が行っていた処理をコンピュータに代替させるのではなく、人間が持つ特性とコンピュータ
が持つ特性の両方を生かした新たなシステムを創造することである、ということを理解する。
 そのために、各種問題解決技法やコンピュータの仕組みや特性について学習する。また、これからのコンピュータシステムについても解説する
。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない。毎回、プリントを配布する

特に指定しない。Webを利用して必要な知識を取得することを指導する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

（【　】はキーワード）
 　１回　情報技術の進展とコンピュータ利用の変化 【バッチ処理】【TSS】【オンライン】
 　２回　情報管理技術の進展（ファイルの編成法）【順編成】【直接編成】【区分編成】【データベース】
 　３回　企業環境の変化とコンピュータ利用の進展 【MIS】【DSS】【SIS】【SCM】
 　４回　セキュリティ対策の変化 【コンピュータ設置基準】【セキュリティポリシー】
 　５回　データの検索 【論理演算】【集合演算】
 　６回　問題解決のプロセスと対象世界のモデル化 【システム分析】【グラフ】【ネットワーク】
 　７回　問題解決のためのモデル（その１） 【PERT】
 　８回　問題解決のためのモデル（その２） 【クリティカルパス】
 　９回　問題解決のためのモデル（その３） 【フローチャート】
    10回    問題解決のためのモデル（その４） 【デシジョンテーブル】
    11回　データ集合を効率よくコンピュータ処理する際の形式化　【データ構造】
    12回　コンピュータ内のデータ表現と計算 【2進数】【10進数】【補数】
    13回　情報と情報量、あいまいさ　　　　　　　　　　 【エントロピー】
    14回　最近の話題　 【クラウドコンピューティング】【EA】【電子自治体】【公的個人認証】
    15回  まとめと演習　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

662497 /



コンピュータシステム 【昼】
専門科目

期末試験…７０％　　　　　　日常の授業への取り組み…２０％　　　　　　　レポート…１０％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業は、前回までに学習したことを理解しているとの前提で進められるので、それまでの授業の概要については、復習して理解しておくこと。
  授業では、多くのＩＴ用語が出てくる。授業中にｗｅｂで調べておくように指示され用語は、必ず調べて
 ある程度は理解しておくこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業計画・内容欄に示すように授業内容が広範囲にわたるので、自ら参考となる文献を探したり、Webで調査する等
積極的に自己学習を行うこと。

履修上の注意　/Remarks

毎回、専門用語が出てきます。授業中に十分に理解できなかった用語の意味などは、Webで調べることに努めてください
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワードは、授業計画・内容の欄に載せています。
キーワード　/Keywords

662497 /



財務会計論Ⅰ 【昼】
専門科目

/Instructor
西澤  健次 / kenji NISHIZAWA / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

＜授業の概要＞
　財務諸表とは、企業が利害関係者に対して財政状態や経営成績を報告する、複数の財務表のことである。財務表には様々な種類のものがある
。その中でも主たる財務表、すなわち貸借対照表と損益計算書を中心に勉強する。財務会計論の基礎知識（貸借対照表＝資産、負債、純資産、
損益計算書＝収益、費用）と、財務会計の基本的な考え方について学ぶことがねらいである。財務会計論Ⅰでは、まずはじめに、財務諸表の仕組
みや歴史、思想を学び、それから全体として、会計学というものがいかなる学問であるかという点について、広い角度から紹介したいと思う。
木を見て森(=会計学）を見ずということにならないよう、学問としての会計学、会計を取り巻く諸問題を取り上げたい。また、財務会計論Ⅱでは
，財務会計論Ⅰを踏まえて、会計固有の問題について深く掘り下げるので、ⅠとⅡをペアで履修することを推奨する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
西澤健次『ホスピタリティと会計』国元書房
配布プリントを用いて、授業を行う。

西澤健次『負債認識論』国元書房〇
桜井久勝『財務会計講義』中央経済社〇
中央経済社編『新版　会計法規集』中央経済社〇

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

  １回　財務会計（会計学）とは何か？【企業の経済活動】【本体】【写像】【会計責任】　
　２回　財務会計の入門【認識】・【測定】・【伝達】
　３回　会計の歴史【複式簿記】【古代ローマ起源説】【イタリア中世起源説】
　４回　損益計算書について【費用】【収益】【利益】
　５回　貸借対照表について【資産】【負債】【純資産】
　６回　動態論と静態論【取得原価】【時価】
　７回　会計公準とは何か【構造的な公準】【要請的な公準】
　８回　貨幣評価の公準について　【財務報告】【非財務報告】
　９回　財務会計の基礎概念【発生主義会計】【減価償却】
１０回　収益・費用の認識・測定　【実現概念】
１１回　中間のまとめ
１２回　会計談話その１－会計学とは何か？－【資本循環範式、現金、ホスピタリティ】
１３回　会計談話その２－会計学とは何か？【会計のアカデミズム】【会計学者の群像】
１４回　財務諸表の種類等を知る【投資家、ステイクホルダー】
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況（小テスト等を含む）…１０％　　　課題…１０％　期末試験…８０％
成績評価の方法　/Assessment Method

662498 /



財務会計論Ⅰ 【昼】
専門科目

事前学習：簿記の復習と、財務諸表で用いる勘定科目の意味を調べ、あらかじめ会計学や財務会計の入門書を読むことをすすめる。財務会計論
が簿記検定の延長ではなく、一つの学問であるということを知るために、一例として、青柳文司『会計物語と時間』多賀出版1998年『現代会計
の諸相―言語・物語・演劇』多賀出版2008年等の書籍を読むことを薦める。
事後学習：講義内容を復習し、財務会計の知識の習得と、会計の世界や考え方を理解するように努めること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

「簿記論」を既に受講した場合、財務会計論をより深く理解することができる。当該授業は簿記３級位の簿記一巡の手続きを理解していること
を前提にしている。簿記の未履修者は、基礎的な仕訳について、十分な事前学習が必要である。

履修上の注意　/Remarks

授業中のスマホは禁止である。本年度より、徐々に、学問としての会計学を紹介する授業に変更していきたいと考えている。会計学固有のテク
ニカルな問題は課題として出す予定でいる。事前事後学習が不可欠である。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662498 /



財務会計論Ⅱ 【昼】
専門科目

/Instructor
西澤  健次 / kenji NISHIZAWA / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

＜授業の概要＞
　財務諸表とは、企業が利害関係者に対して財政状態や経営成績を報告する、複数の財務表のことである。財務表には様々な種類のものがある
。その中でも主たる財務表、すなわち貸借対照表と損益計算書を中心に勉強する。財務会計論の基礎知識（貸借対照表＝資産、負債、純資産、
損益計算書＝収益、費用）と、会計固有の考え方について学ぶことがねらいである。財務会計論Ⅱは、財務会計論Ⅰの応用編（あくまでも動態論
）である。財務会計論Ⅰと異なる点は、会計の基本問題に限定している点である。主たるテーマについては、授業内容を参考にして欲しい。動態
論の基本的思考を中心にして、現代会計について言及したいと思う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし
プリントを配布する。

笠井昭次『現代会計論』慶応義塾大学出版会〇　
西澤健次『負債認識論』国元書房円〇
西澤健次『ホスピタリティと会計』国元書房〇
中央経済社編『新版　会計法規集』中央経済社〇

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　会計の考え方【ビジネスの言語】
　２回　繰延資産の会計【動態】【静態】
　３回　会計のルールについて【企業会計原則】【企業会計基準】【国際会計基準】
　４回　費用配分という考え方【期間損益】
　５回　減価償却の会計処理について【定額法】【定率法】
　６回　減価償却の考え方について【自己金融】
　７回　引当金の会計（その１）【退職給付引当金】【賞与引当金】
　８回　引当金の会計（その２）【条件付債務】【修繕引当金】
　９回　負債概念について【退職給付会計】
１０回　新たな負債について【繰延収益】【資産除去債務】
１１回　実現主義の「実現」概念について【販売基準】
１２回　工事進行基準と工事完成基準【実現主義の例外】
１３回　財務諸表の種類など【キャッシュフロー計算書】
１４回　純資産の会計【払込資本】【留保利益】
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況（小テスト含む）…１０％　　課題…１０％　　　期末試験…８０％
成績評価の方法　/Assessment Method

662499 /



財務会計論Ⅱ 【昼】
専門科目

事前学習：簿記論のテキスト（簿記２級程度の仕訳）や、財務会計論の入門書及び教科書（例えば、田中弘、広瀬義州、桜井久勝、新井清光
＆川村義則の最新の書籍）を読むことをすすめる。
事後学習：講義内容を復習し、財務会計の知識の習得と、会計の考え方をまとめて理解するように努めること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

「簿記論」「財務会計論Ⅰ」を既に受講した場合、財務会計論Ⅱの講義をより深く理解することができる。
履修上の注意　/Remarks

授業中のスマホは禁止である。会計の考え方について説明しているので、眠くなると思われるが、授業で話しているポイントについては、レジ
ュメだけに終わらず、財務会計論の教科書に該当する説例(＝仕訳等）を調べたり、ネットで、さらに深く調べて自分で考えてみることが重要で
ある。聞き流しでは、会計について考える機会を逸してしまうので、是非、自主的に勉強してもらいたい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662499 /



経営戦略論 【昼】
専門科目

/Instructor
浦野  恭平 / URANO YASUHIRA / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　本講義では、経営戦略論の基本的な考え方を理解してもらい、それに基づいて経営戦略策定・実行に関する理論を体系的に示すとともに、事
例研究を行います。
  本講義の受講をつうじて、さまざまな企業経営や社会に関する諸問題を解決するために必要とされる、経営戦略についての知識を身に付けるこ
とをねらいとしています

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
　講義はレジュメを中心に進めますが、事例の検討に使用するため、以下の文献をテキスト（必携本）に指定します。　
　東北大学経営学グループ『ケースに学ぶ経営学[新版]』有斐閣、2008年。

　浅羽茂・牛島辰男『経営戦略をつかむ』有斐閣、2010年。（〇）
　大滝精一・金井一頼・山田英夫・岩田智『経営戦略〈新版〉－論理性・創造性・社会性の追求――』有斐閣、1997年。（〇）
　井上善海・佐久間信夫編『よく分かる経営戦略論』ミネルヴァ書房、2008年。
　石井淳三・奥村昭博・加護野忠男・野中郁次郎『経営戦略論(新版)』有斐閣、1996年。（〇）
　他、参考となる文献を適宜紹介します。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　第 1回　ガイダンスおよび「経営戦略とは」
　第 2回　経営戦略論の議論の歴史１【成熟化とイノベーション】、【多角化の戦略】
　第 3回  経営戦略論の議論の歴史２【競争の戦略】、【プロセス戦略論】、【ＲＢＶ】
　第 4回　ドメインの定義【事業構造の転換】、【ドメインギャップ】
　第 5回　事業ポートフォリオの選択【関連・非関連型】、【シナジー効果】、【コアコンピタンス】
　第 6回　新規事業分野への進出【社内ベンチャー】、【提携】、【Ｍ＆Ａ】
　第 7回  プロダクトポートフォリオマネジメント【ＰＰＭ】、【ＰＬＣ】、【経験曲線】、【マトリックス】
　第 8回　競争の戦略１【5フォーセズ】、【基本戦略】、【バリューチェーン】。
　第 9回　競争の戦略２【市場地位】、【リーダ】、【チャレンジャー】、【ニッチャー】、【フォロアー】　　　 　
　第10回　事例研究【競争戦略】、【差別化】、【ビジネス・モデル】
　第11回　産業進化とイノベーション【技術】【市場】【オープン・クローズ】
　第12回　ビジネスシステム戦略　【ビジネスシステム】、【設計と情報・資源】
　第12回  経営戦略と組織１【組織形態】、【事業部制組織】、【マトリックス組織】
　第13回  経営戦略と組織２【組織革新】、【組織学習】、【知識創造】
　第14回  経営戦略と組織３‐事例研究‐【組織文化】【組織構造】、【インセンティブシステム】
　第15回  まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

　学期末試験の結果（８０％）と学期中の小レポート等提出物の結果（２０％）によります。
成績評価の方法　/Assessment Method

662500 /



経営戦略論 【昼】
専門科目

　授業開始までに次回のトピックスに関するキーワードなど情報収集を行い、整理すること。
　授業後はレジュメと参考文献を用いて学んだ諸概念、理論、事例などの情報を整理すること。
　また、企業経営に関する新聞記事などによる復習によって、本講義の理解がより深くなります。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

　「マネジメント論基礎」で受講した内容を復習しておいて下さい。
 前期に「経営組織論」を履修しておくと、より学習効果が上がります。

履修上の注意　/Remarks

　予習・復習はもちろんのこと、講義以外の研究時間を十分にとるようにしてください。
　授業開始までに次回のトピックスに関するキーワードなど情報収集を行い、整理すること。
　授業後はレジュメと参考文献を用いて、学んだ諸概念、理論、事例などの情報を整理すること。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

　経営環境　経営戦略　イノベーション　組織変革
キーワード　/Keywords

662500 /



データ構造 【昼】
専門科目

/Instructor
隈本  覚 / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

コンピュータで問題を解くためには、対象となるデータをコンピュータで扱いやすい形で表現することと、効率のよい処理手順を用いることが
重要であることを理解する。本講義では、代表的なデータ構造の論理表現とコンピュータ内での表現（物理表現）について学習し、それぞれの
データ構造を生かした計算手順（アルゴリズム）について理解する。

この授業主な到達目標は 以下のとおりである 。

1.データｌ構造・アルゴリズムを理解する。
2.データ構造・アルゴリズムを適用するためのスキルを身につける。
3.情報科学を活用して問題を分析し、解決するためのスキルを身につける。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
プリントを配布する

〇　茨木俊秀著『アルゴリズムとデータ構造』昭晃堂
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　データとその構造【データ】【レコード】【リスト】【ポインタ】
　２回　リストの構造と表現【リスト】【抽象データ型】【構造体】【双方向リスト】
　３回　スタックの構造と表現【スタック】【後入れ先だし】【逆ポーランド記法】
　４回　キューの構造と表現【キュー】【先入れ先だし】【リングバッファ】
　５回　木（ツリー）の構造１【ツリー】【頂点】【辺】【根】【葉】【二分木】
　６回　木（ツリー）の構造２【トラバース】【構文木】【逆ポーランド記法】【二分木】
　７回　探索１【線形探索】【二分探索】
　８回　探索２【ハッシュ】【KMP法】【BM法】
　９回　探索３【二分探索木】
１０回　ソート法１【選択ソート】【バブルソート】【単純挿入法】【シェルソート】【マージソート】
１１回　ソート法２、グラフ【ヒープソート】【グラフ】【隣接行列】
１２回　応用例１【ダイクストラ法】【ハノイの塔】
１３回　応用例２【動的計画法】
１４回　応用例３【最大流問題】
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験…８０％　　　　　　課題…２０％
成績評価の方法　/Assessment Method

662501 /



データ構造 【昼】
専門科目

授業開始前までにキーワードについて調べておくこと。
授業終了後には授業の内容を反復すること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

講義の中で、さまざまなアルゴリズムを解説するので、そのアルゴリズムを実現するプログラムを作成すると、より深く理解できる。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

データ リスト スタック キュー ツリー 探索 ソート
キーワード　/Keywords

662501 /



データベース 【昼】
専門科目

/Instructor
池田　欽一 / Yoshikazu Ikeda / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

データベースとは、大量のデータを効率的に蓄積し、複数のユーザ（人やコンピュータプログラム）により、データが有効に活用されることを
目的としたものです。

本講義では、データベースの基本知識、設計技術を中心に学びます（データベースの利用者の立場からではなく、作成者、設計者の立場として
の内容です。）。まず、データベースの仕組みを示し、その後、データモデル、リレーショナルデータベースについて解説をします。さらに、
SQLによるデータの問い合わせ法、データ正規化手法、データベース管理システムについて学び、データベースの設計、利用方法を身に付ける
ことを目標とします。

個々の情報科目への適性にもよりますが、難易度は高めです。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
最初の講義で指示します。

谷尻　かおり『これだけはおさえたいデータベース基礎の基礎―設計と運用の基本からＳＱＬの書き方まで』技術評論社
根本和史「データモデリング基礎講座」翔泳社
増永良文「リレーショナルデータベースの基礎」オーム社－データモデル編－
その他、講義中に指示

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

662502 /



データベース 【昼】
専門科目

第１回：受講の注意、データベースとは【データベース】
第２回：データベースシステム【データベースシステム】
第３回：ファイルとデータベース【ファイル】
第４回：リレーショナルデータベースとは【リレーショナルデータベース】
第５回：リレーショナルデータベース
第６回：Microsoft Accessの利用方法【Access】
第７回：データベースに必要な集合演算【集合演算】
第８回：ERモデルとは【ERモデル】
第９回：データベース言語SQLとは【SQL】
第10回：正規化とは【正規化】
第11回：正規化理論【第1正規化】【第2正規化】【第3正規化】
第12回：データベース設計【データベース設計】
第13回：データベース設計方法
第14回：データベース設計評価
第15回：まとめ

（パソコン教室を予定していますが、講義時間の2/3以上は講義（資料を使った説明、およびノート取り）で、パソコンの演習は多くても1/3程度
です。進行状況等により内容の順番、進み方は変更になる場合があります。）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

日ごろの取り組み…15％ 小テスト・課題…15％  期末試験…70％

詳細は第1回目に説明するので必ず聞いてください。

成績評価の方法　/Assessment Method

内容はデータベースの利用技術よりも、仕組み、設計技術が中心で、難易度は高めで、しっかりとした予習復習が必要です。

講義後にはノート、参考書等により、内容の復習、課題にしっかりと取り組んでください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

USBフラッシュメモリを持っていない人は準備してください。（この授業向けには100Mb(メガバイト)程度の要領があれば十分だと思います。）

集中して講義を受けてもらうために板書、パワーポイント画面をノートに書き写してもらうことを前提に、講義資料（パワーポイント資料）は
配布しません。図表など部分的に配布します。

履修上の注意　/Remarks

基礎から勉強しますが難易度は高めです。データベースの仕組みに興味があり、しっかりと勉強をしたい人向けです。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662502 /



Webプログラミング 【昼】
専門科目

/Instructor
池田　欽一 / Yoshikazu Ikeda / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　ITの進展と共に情報が社会、経済環境に大きな影響を与え、個人、企業問わず情報の効率的に必要とするデータを収集し、加工、管理し、戦
略的に利用する技術は必要不可欠なものとなってきています。

本講義では、データ収集の目的に利用可能なWebプログラミングを中心に学びます。具体的には、データの収集方法としてのPHP
言語の習得を目的とします。

　PHPとは、Webページ上での処理を目的とした言語で、入力欄やボタンのあるWebページからデータを取得し、何らかの処理をするプログラ
ムなどが作成可能です。たとえば検索ページで検索語を入力欄へ入力して検索ボタンを押すと検索結果が表示されますが、あのようなページを
イメージするとわかりやすいかと思います。 その他、アンケートや掲示板、Webショップの買い物かごなどにも応用可能です。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
講義の最初に指示します。まとめ資料も配布しますが、最低限の内容しか記載していません。

谷藤賢一著、『いきなり　はじめる　PHP』、リックテレコム
小川雄大他『パーフェクトPHP』、技術評論社
山田祥寛『独習PHP　第２版』、翔泳社

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回：受講の注意、PHPとは【PHP】
第２回：PHPに必要なソフトのインストール
第３回：PHPの仕組み、HTML作成方法
第４回：HTMLによるフォームの作成方法
第５回：PHP言語入門：変数【PHP言語】【変数、配列】
第６回：HTMLとPHPによるデータの受け渡し方法【データ受け渡し】
第７回：PHP言語入門：条件分岐１【条件分岐】
第８回：PHP言語入門：条件分岐２【複雑な条件分岐】
第９回：PHP言語入門：繰り返し１【繰り返しfor】
第１０回：PHP言語入門：繰り返し２【繰り返しwhile】
第１１回：PHPによるファイル操作１【ファイル操作】
第１２回：PHPによるファイル操作２【データの入れ替え】
第１３回：乱数の利用【乱数】
第１４回：クリッカブルマップの利用【クリッカブルマップ】
第１５回：PHP技術の応用【PHP応用】

（進行速度、受講者の希望等により内容、順番、進み方は変更となる場合があります。）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

662503 /



Webプログラミング 【昼】
専門科目

日ごろの取り組み…15％　課題・小テスト…25％　期末試験…60％

詳細は第1回目に説明するので、必ず聞いてください。

成績評価の方法　/Assessment Method

毎回内容を復習し、理解できていない場合にはテキスト、参考資料、Web検索などでしっかりと勉強し、次回までには理解しておくこと。定期
的な課題にもしっかりと時間をかけて取り組むこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

この講義ではPHP言語というプログラミング言語によるWeb上で動作するプログラミングをします。PHPはJAVAに似ていますので、JAVAの文
法を復習しておくと理解しやすいと思います。

PHPについては、初歩から中級程度の内容を勉強します。（自分で勉強したことがある人は物足りない可能性があります。）

Windowsの基本的な操作はできることを前提に話をします。

USBフラッシュメモリを持っていない人は準備してください。必要なソフトのコピーをするので、この授業向けには1Gb(メガバイト)程度の容量
が必要になると思います。

経営情報学科以外の学生はプログラミング科目の受講後の履修が望ましい。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662503 /



人的資源管理論 【昼】
専門科目

/Instructor
福井　直人 / Fukui Naoto / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本講義では、企業におけるヒトに対するマネジメントに関する諸問題について、その諸制度および企業組織管理との関連において考察していき
ます。組織はいかに優秀な人材を確保し、いかに人材の能力を引き出し、どうすれば人はその能力を組織の中で発揮するのかということを様々
な側面から考えています。それらの目的を達成するための仕組みが人的資源管理です。本講義ではとりわけ日本の大企業における人的資源管理
について、制度的側面に焦点を当てながら説明を行ないます。本講義では、担当教員も執筆者として参加している上林(2015)を教科書として用
いるので、必ずこの本を準備するとともに、予習と復習を行なってください。教科書の内容は全15回で網羅できると思いますが、講義の順序は
教科書の配列とは少し変えています。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
上林憲雄編(2015)『ベーシック＋ 人的資源管理』中央経済社。（2,592円）

上林憲雄・森田雅也・厨子直之(2018)『経験から学ぶ人的資源管理（新版）』有斐閣。
岩出　博(2013)『Lecture人事労務管理（増補版）』泉文堂。
Bratton, J & Gold, J (2003) Human Resource Management : Theory and Practice, Macmillan.
（上林憲雄・原口恭彦・三崎秀央・森田雅也監訳(2009)『人的資源管理―理論と実践―(第3版)』文眞堂）
その他、有用な参考書については講義中に紹介します。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

（【　】はキーワード）
１回　オリエンテーション、人的資源管理論へのプロローグ　
２回　人的資源管理入門【企業経営】【人的資源】
３回　モチベーション理論【やる気】【モチベーション】
４回　リーダーシップとコミットメント【リーダーシップ】【コミットメント】
５回　組織構造論【分業】【調整】
６回　雇用管理【採用】【異動】
７回　人材育成【キャリア】【OJT】
８回　昇進管理【昇進】【出世】
９回　賃金制度【属人給】【仕事給】
１０回　労使関係論【企業別組合】【団体交渉】
１１回　国際人的資源管理【多国籍企業】【海外派遣者】
１２回　人的資源管理学説の変遷（１）【科学的管理法】【人間関係論】
１３回　人的資源管理学説の変遷（２）【行動科学】【戦略人事】
１４回　人的資源管理と組織能力の連関【組織能力】【ダイナミック・ケーパビリティ】
１５回　近年における人的資源管理の動向、総まとめ【ダイバーシティ】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験…100%
ただし出席を不定期にとり、単位認定の参考資料とする。

成績評価の方法　/Assessment Method

662504 /



人的資源管理論 【昼】
専門科目

事前学習：教科書に沿って講義を進めるので、事前に教科書を一読することが期待されます。
事後学習：各回の最後に練習問題を配布しますので、これをもとに事後学習を行なってください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

（１）「経営学入門」と「マネジメント基礎論」で学習した内容を復習しておくとよいでしょう。
（２）教科書を持参しない学生が最近増えていますが、図表などを参照するので必ず持参してください。
（３）教科書は昨年度使用した本と同じです。
（４）大学生には言わなくても分かるとは思いますが、私語はしないこと、無断で遅刻・退出をしないこと、携帯電話の電源はオフにすること
、これらは講義を聴くうえでの最低限のマナーであるから必ず守ってください。

履修上の注意　/Remarks

学生諸君はアルバイトを除いて企業のなかで本格的に働いたことはないでしょう。しかし、企業内の人事制度を正確に理解しておくことは、自
身の就職活動で企業を選ぶ際にも有用な知識になりうるはずです。本科目は一見抽象的な理論科目に思えるかもしれませんが、実は企業経営の
現実に根ざした科目であるといえましょう。
なお組織構造や経営戦略に関する内容が含まれているので、経営組織論や経営戦略論の受講も推奨します。とくに第14回の内容は、戦略論に詳
しくないと理解できないと思います。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

経営学、企業、組織、人的資源管理
キーワード　/Keywords

662504 /



中小企業論 【昼】
専門科目

/Instructor
別府  俊行 / Toshiyuki  Beppu / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　中小企業が経済社会に果たしている役割は、1985年のボン・サミット宣言でもみられたように、先進諸国が等しく注目しているところである
。また外資によって急速に経済成長した東アジアや、社会主義体制が瓦解し経済再建を模索しているロシアでも、中小企業育成の必要性から、
わが国の中小企業施策を懸命に研究している。
 本講義では、わが国の従業者数の８割を占め、地方経済の担い手ともなっている中小企業をめぐる様々な問題を、ミクロ経済学や経営学，マー
ケティング等の理論に依拠しながら分析し、総合的に対策を考えていく。そして中小企業の実態を説明し、関連施策等の知識を身につけること
を目標にする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
発売中の中小企業庁編「2017年版中小企業白書」日経印刷

佐藤芳雄編「ワークブック・中小企業論」有斐閣
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回     オリエンテーション
第2回     中小企業とは
第3回     わが国中小企業の現状
第4回     中小企業の基本問題   【二重構造論】
第5回     中小企業の経済理論　 【最適規模論】【独占・寡占理論】
第6回     下請関係と流通系列化 【工場制下請】【問屋制下請】【流通系列化】
第7回     地場産業問題　　　　 【構造転換】
第8回   　ケース演習　　　　　
第9回   　　　〃 　　　　　　　　　(解説)
第10回 　中小商業問題　　　　　【サービス経済化】【大店立地法】
第11回　　革新的中小企業論　　 【無制限労働供給理論】
第12回　「中小企業白書」のポイント整理Ⅰ
第13回　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅱ
第14回　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅲ
第15回　　まとめ
適宜、中小企業論関連のビデオを見せたい。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

試験は行わないが、中小企業に関する論文形式のレポートを課す。
授業取り組み度合・・50%  　期末レポート・・50%

成績評価の方法　/Assessment Method

指定された範囲の予習と、授業内容の復習を行うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

自主学習を行い、授業の内容を反復すること。
履修上の注意　/Remarks

662505 /



中小企業論 【昼】
専門科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662505 /



企業データ分析 【昼】
専門科目

/Instructor
齋藤　朗宏 / Akihiro SAITO / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義・演習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

近年の，所謂情報化社会においては，情報を如何に読み解くかが重要なキーとなっています．特にデータ・数字の情報の読み取りには統計的な
知識・技術が欠かせません．また，自ら情報を発信するに際しても，データ・数字を統計的にどう扱うかは重要なテーマとなります．
この授業では，データとは何か，どうやって読むかに始まって，実際に統計的手法を用いてデータの情報を記述し，分析して推定を行う段階ま
でを少しずつ丁寧に説明します．

この講義を通して，科学的・論理的な問題解決のために必要な，データを通した客観的な意思決定の能力を身につけてもらいたいと考えていま
す．

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
使用しません

竹内光悦他著，実践ワークショップExcel徹底活用 統計データ分析基礎編，秀和システム
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　オリエンテーション【Excelの使い方】
　２回　１変量データの要約【変数】，【尺度】，【度数分布表】，【ヒストグラム】
　３回　変数の代表値についてI【平均】，【分散】，【標準偏差】
　４回　変数の代表値についてII【平均】，【分散】，【標準偏差】
　５回　母集団と標本【母数】，【標本】，【推定値】
　６回　連続的な分布の扱い方I【正規分布】，【確率密度関数】
　７回　連続的な分布の扱い方II【正規分布】，【累積分布関数】
　８回　標本平均の安定性についてI【中心極限定理】，【標準誤差】
　９回　標本平均の安定性についてII【中心極限定理】，【標準誤差】，【信頼区間】
１０回　母集団の標準偏差が未知の場合の標本平均の評価【t分布】
１１回　統計的仮説検定の考え方【背理法】，【有意】
１２回　2つのグループ間での検定による比較【t検定】，【F検定】
１３回　2つの変数の間の関係【散布図】，【相関】
１４回　ある変数で他の変数を予測する【回帰分析】
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポート…30％　　　　　　試験…70％
尚，欠席は減点の対象となります．

成績評価の方法　/Assessment Method

毎週前もって講義資料を所定の場所にアップロードしますので，ダウンロード，読んでおいてください．

講義中の実習のほかに練習問題も出します．講義のあとは，練習問題を解いて理解度を確認してください．

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662506 /



企業データ分析 【昼】
専門科目

コンピュータ教室にて，Microsoft Excelを用いた実習を行いますので，コンピュータ教室が利用できるようにIDとパスワードを確認しておいてく
ださい．また，1GB以上のUSBメモリを持参してください．

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662506 /



オペレーションズ・マネジメント 【昼】
専門科目

/Instructor
齋藤　朗宏 / Akihiro SAITO / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義・演習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

組織を運営していく上では，多くの場面で意志決定が必要になります．たとえば，どの順番に仕事を片付ければいいのか，お金を借りるべきか
否か，人を増やした方がいいのかなど様々です．この授業では，こういった意志決定が必要な場面で，どうすれば合理的な基準を定めることが
できるのか，その基準に基づくと，どのように決定はなされるのかについて，実習を交えて実践的に学びます．
この授業を通して，問題解決のための客観的な基準を自ら定め，読み解くことのできる能力を身につけてもらいたいと考えています．

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
岡太彬訓他著，オペレーションズ・リサーチ―経営科学入門，共立出版

齊藤芳正著，はじめてのOR，講談社ブルーバックス
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　オリエンテーション，この授業で学ぶこと．
2回　仕事を効率よく行うための工程管理【PERT】I，工程管理とは
3回　仕事を効率よく行うための工程管理【PERT】II，PERT図の作成
4回　仕事を効率よく行うための工程管理【PERT】III，所要時間の評価
5回　【PERT】の実習
6回　経済性を評価基準とした意思決定法【経済性工学】I，金利を踏まえた意思決定のあり方
7回　経済性を評価基準とした意思決定法【経済性工学】II，金利を踏まえた変換式の導出
8回　【経済性工学】の実習
9回　一次式を用いた資源の効率的利用法【線形計画法】
10回　【線形計画法】の実習
11回　店・サービス機関における窓口の管理【待ち行列理論】I，待ち行列の定義
12回　店・サービス機関における窓口の管理【待ち行列理論】II，待ち行列に関する指標の導出
13回　【待ち行列理論】の実習
14回　評価基準を用いた階層的な意思決定【AHP】
15回　質問受付・まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

試験…70％，レポート…30%
ただし，欠席を減点対象とします．

成績評価の方法　/Assessment Method

理解できなくても構いませんので，教科書の該当章をあらかじめ読み，どのような内容になるのか，どういった点が重要と考えられるかなど
，考えておくことで講義での理解が深まります．

講義のあとは，練習問題を解いてみることで，講義で習った手法の実際場面での利用について考えることで理解が深まります．

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662507 /



オペレーションズ・マネジメント 【昼】
専門科目

コンピュータ教室にて，Microsoft Excelを用いた実習を行いますので，コンピュータ教室が利用できるようにIDとパスワードを確認しておいてく
ださい．また，1GB以上のUSBメモリを持参してください．

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662507 /



情報ネットワーク 【昼】
専門科目

/Instructor
隈本  覚 / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

インターネットを支える基本的な仕組みや、技術について理解し、情報通信ネットワークがどのようにして動いているのかを理解する。

この授業の主な到達目標は 以下のとおりである 。

1.コンピュータネットワークの運用に用いられる各種の機器やネットワークの論理構造を理解する。
2.コンピュータネットワークの構成を理解するスキルを身につける。
3.コンピュータネットワークを活用して問題を分析し、解決するための基本的なスキルを身につける。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
プリントを配布する

岩波講座『インターネット』全６巻　岩波書店
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　IPアドレスとドメインネーム【IPアドレス】と【ドメインネーム】【DNS】
　２回　インターネット接続【LAN】【WAN】
　３回　データ交換方式１【回線交換方式】【パケット交換方式】
　４回　データ交換方式２【プロトコル】【プロトコルの階層化】
　５回　PDUの処理【プロトコル】【PDU】
　６回　各層のプロトコル１【トランスポート層】【TCP】【確認応答番号】
　７回　各層のプロトコル２【フロー制御】【誤り制御】【UDP】
　８回　各層のプロトコル３【データグラム】【IP】【IPアドレス】
　９回　各層のプロトコル４【フレーム】
１０回　各層のプロトコル５【物理層】
１１回　経路制御１【経路制御】【IPアドレス】
１２回　経路制御２【プライベートIPアドレス】
１３回　IPv6【IPv6】【NGN】
１４回　問題演習
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験…８０％　　　　　　課題…２０％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業開始前までにキーワードについて調べておくこと。
授業終了後には授業の内容を反復すること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662508 /



情報ネットワーク 【昼】
専門科目

履修上の注意　/Remarks

あまり聞いたことがない用語がたくさん出てくるので、それらの意味をきちんと調べて受講してほしい。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

IPアドレス ドメインネーム プロトコル
キーワード　/Keywords

662508 /



情報経営 【昼】
専門科目

/Instructor
泉　英明 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

経営や管理や作業に役立つ情報とは何かを企業目的達成の立場から考察する。役立つ情報（経営・管理・作業）をつくるための制作手順と利用
するための活用技術を学習する、特に利用するための意思決定支援システムについては経営階層別に具体例を上げて検討する。経営情報を通じ
て企業収益を高めるための方策、企業や組織の壁を越えて連携する態様をいくつかの例を上げて考察する。大企業を中心としたグローバル化に
おける情報戦略を考えてみる。授業ごとにポイントを把握できるようにまとめの時間を設定する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
スライドとプリント（授業ごとのポイントまとめ）を併用して行う。

宮川公男編著：「経営情報システム」、中央経済社（1994)3000円
泉英明著：「わかりやすい生産管理　基礎が身に付く15講義」、日刊工業新聞社（2015)2000円

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回目　 情報経営の意義　　　　　　　　　　　　  　　情報経営の役割、評価
第2回目　 情報の特徴と情報生産　　　　　　　　　　　経営と管理に役立つ情報
第3回目　 経営・管理・作業情報　　　　　　　　　　　管理階層と情報
第4回目　 情報システムの機能　　　　　　　　　　　　業務効率化と情報システム
第5回目　 情報・知識の形　　　　　　　　　　　　　　暗黙知と形式知の相互補完
第6回目　 情報システム制作と活用　　　　　　　　　　情報システム制作
第7回目　 情報システム普及の背景　　　　　　　　　　コンピュータの小型化、低廉化、高性能化
第8回目　 ユビキタス社会とAI・IOT経営戦略　　　　流通効率化・サービス化、人工知能、インターネットによる物の管理
第9回目　 意思決定支援システム　　　　　　　　　　　意思決定支援システムの変遷
第10回目　電子商取引　　　　　　　　　　　　　　　　対消費者（B　to C）、対企業（B to B）
第11回目　SCM,VCM　　　　　　　　　　　　　　　　企業間連携（供給連鎖、価値連鎖）
第12回目　顧客管理のデータベース（CRM）（SFA）　   顧客管理システム、営業支援システム
第13回目　モノづくりの効率化　　　　　　　　　　　　CAD/CAM、NCデータ、ロボット
第14回目　国際化・グローバル化時代の情報経営　　　　多国籍企業の情報戦略
第15回目　情報経営の総括　　　　　　　　　　　　　　情報経営の成果と課題

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験60％、小テスト20%、授業態度（積極的発言）20%　
成績評価の方法　/Assessment Method

１．次回行う授業の「キーワード」を知らせるので、概要を調べておくこと。
２．実施した授業内容のポイントを知らせるので復讐すること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

情報が日常業務に、管理に、経営に、どのように役立つかを常に考えること。企業における情報の在り方について本当はどうあるべきかを考え
ること。

履修上の注意　/Remarks

662509 /



情報経営 【昼】
専門科目

テレビ、新聞、雑誌、専門誌などの情報経営に関する記事に興味をもつこと。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

情報の効用、情報コスト、提供タイミング、情報価値、情報生産、情報利用、情報のリスク
キーワード　/Keywords

662509 /



システム分析 【昼】
専門科目

/Instructor
平山　克己 / Katsumi Hirayama / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義・演習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本講義では企業で日々実際に行われている問題を実践的に解決する能力を身に付けてもらうことを目標とし、情報処理資格試験に出題される内
容についても触れる。また、表計算ソフトなど安価な分析ソフトが普及した現在、企業では日常的に経営状態を分析、評価、活用している。そ
こで、グループ演習では、表計算ソフトを用いて、実践的な問題に対して様々な分析を行う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜、講義ノートは学習支援ホルダーに掲載する。

川喜田二郎著　『発想法-続KJ法の展開と応用-』、1970年、中公新書〇
大村　平著　『ORのはなし　–経営意思決定のテクニック』、1989年、日科技連-〇
平山克己著『あほ賢システムのおはなし』2009年、SCC

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

（【　】はキーワード）
　１回　システムについて【人工的なシステムと企業システム】
　２回　問題解決手法について【KJ法】【ブレーンストーミング】
　３回　システム分析とは
　４回　グループ演習　問題解決手法【KJ法】
　５回　定量的な問題分析手法について【ヒストグラム】
　６回　Excelによる定量的分析1【クロス集計】【Excelピポットテーブル】
　７回　Excelによる定量的分析2【品質管理】【QC七つ道具】
　８回　Excelによる定量的分析3【散布図】【相関係数】
　９回　回帰分析【回帰分析】
１０回　統計分析【統計手法】【特性要因図】
１１回　企業におけるシステム分析【情報処理資格試験】【クラスター分析】【VBA】
１２回　企業におけるシステム分析【ER図】【DFD】
１３回　グループ演習（データ処理）
１４回　グループ演習（発表）
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

日常の授業への取り組み…30％　　 課題…30％    期末試験…40％
成績評価の方法　/Assessment Method

Moodleに講義ノートをアップするので事前に目を通してください。
課題を出すので、課題に取り組んで下さい。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662510 /



システム分析 【昼】
専門科目

この科目履修後に、「システム設計Ⅱ」とあわせて受講すれば理解が深まります。
Moodleを利用するので、グループウェアのユーザ登録が必要です。
講義内容は予め学習支援ホルダーにアップしておくので、予習し、分からない点は講義中に質問すること。

履修上の注意　/Remarks

IT関連企業に就職を考えている学生の登竜門となる講義にしたいと考えています。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

システム　システム分析　問題解決法　品質管理　IT　情報処理資格試験　表計算　データ解析
キーワード　/Keywords

662510 /



システム設計 【昼】
専門科目

/Instructor
平山　克己 / Katsumi Hirayama / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義・演習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本講義は様々なアプリケーションについて考察し、システム設計をおこなうための必要な概念、モデル化技法、プログラミング技法について学
習する。スマートフォン向けのアプリケーション開発にも取り組む。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜、講義ノートを学習支援ホルダーにアップする。

結城浩著『Java言語プログラミングレッスン上・下』1999年、ソフトバンクパブリッシング
Ed Burnette著『初めてのAndroid第３版』2011 年、O'REILLY

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

（【　】はキーワード）
　１回　オリエンテーション、コンピュータシステムの得意なこと、Android開発環境の設定【Android】
　２回　アプリ開発とは？【AndroidStudio】【Java】
　　　　簡単なAndroidアプリの作成【プロジェクト】【パッケージ】【クラス】【メソッド】
　３回　システム設計とは【クラスの継承】【インターフェイスの実装】【インスタンス】
　４回　システム設計の方法論について【アクティビティ】【インテント】【レイアウト】【xml】
　５回　データ構造とアルゴリズムについて【イベント】【リスナー】【AndroidManufest】
　６回　ファイルとシステム設計【IO】【例外処理】【LogCat】【タッチイベント】
　７回　データベースとシステム設計【SQLite】【時間の処理】
　８回　アルゴリズムとプログラミングについて【グラフィックス】【スレッド】
　９～１０回　各種部品の取り扱いについて【APIDemo】
１１～１３回　グループ演習【アプリケーション設計】
１４回　コンテスト
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平素の授業態度…15％　　 課題…25％    コンテスト結果…30％     期末試験…30％
成績評価の方法　/Assessment Method

指定された範囲の予習と、授業内容の復習を行うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

他の科目との関連：「プログラミングⅠ・Ⅱ」「システム分析」を既に履修している場合は、効率的な学習ができます。講義ノートはMoodleーに
アップしておくので、予め予習し、
分からない点は講義中に質問すること。

履修上の注意　/Remarks

662511 /



システム設計 【昼】
専門科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662511 /



現代社会と福祉１ 【昼】
専門科目

/Instructor
河嶋  静代 / ＫAWASHIMA  SHIZUYO / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

社会福祉の概念、対象、主体、目的についての理解を深める。社会福祉の歴史を通して社会福祉の機能と意義について考察する。社会福祉の理
念や思想について理解する。近年の我が国の福祉をめぐる状況を踏まえながら、今後の社会福祉の在り方について検討する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし、プリントを配布する。

〇社会福祉士養成講座編集委員会『現代社会と福祉』中央法規
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　オリエンテーション
　２回　社会福祉とは何か　【憲法25条】【人間の基本的ニーズ】【ウェルビーイング】
　３回　生活問題とソーシャルワーク　【社会福祉援助技術】【個人と環境との不適合】
　４回　ソーシャルワークの事例　【ソーシャルワーク】
　５回　ケースワークの原則　【ラポール】【バイスティツク】
　６回　社会福祉の理念と思想【ノーマライゼーション】【コミュニティケア】【生活の質】　
　７回　社会保障、社会保険、社会手当、公的扶助　【最低賃金】【セーフティネット】【所得再分配】
　８回　生活保護法　【生存権保障】【救貧】　
　９回　社会福祉の歴史（イギリス）　【セツルメント】【慈善組織化活動】【劣等処遇の原則】
１０回　社会福祉の歴史（日本)　 【救貧事業】【保護事業】【厚生事業】【社会福祉】
１１回　社会福祉の歴史(ビデオ）　【日本のセツルメント活動】　【賀川豊彦】
１２回　福祉改革と日本の動向　【日本型福祉社会論】【規制緩和】【格差社会】
１３回  日本と世界の福祉の動向　　【福祉ミックス】【福祉国家】【福祉レジーム】
１４回　日本と世界の福祉の動向　【社会的排除】【インクルージョン】【グローバリズム】
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

日常の学習状況１０％、レポート・提出物２０％、期末試験７０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習としては、授業内容のキーワードについて調べておくこと。
事後学習としては、授業で配布した学習用問題プリントを読み返しておくこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業で配布するレジュメを綴じる専用ファイルを準備すること。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662512 /



現代社会と福祉２ 【昼】
専門科目

/Instructor
小賀  久 / Hisashi KOGA  / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

・現代社会における福祉制度の意義や理念、福祉政策との関係について理解する。
・福祉政策の構成要素（福祉政策における政府、市場、家族、個人の役割など）について理解する。
・福祉政策と関連政策（教育政策、住宅政策、労働政策を含む。）の関係について理解する。
・相談援助活動と福祉政策との関係について理解する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない

講義中にその都度紹介する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　社会福祉とは何か①【オリエンテーションと社会福祉への理解】
　２回　社会福祉とは何か②【社会福祉の政策・支援・対象】
　３回　児童福祉政策の主要な論点と課題①【児童虐待の現状と考え方】
　４回　児童福祉政策の主要な論点と課題②【児童福祉法と児童虐待防止法】
　５回　児童福祉政策の主要な論点と課題③【児童相談所の役割と機能】　
　６回　児童福祉政策の主要な論点と課題④【子ども・家族・社会のあり方と虐待防止のための課題】③【】
　７回　障がい福祉政策の主要な論点と課題①【障がいのある人と近・現代社会】
　８回　障がい福祉政策の主要な論点と課題②【障がいのある人と社会思想】
　９回　障がい福祉政策の主要な論点と課題③【障害者総合支援法のしくみと課題】
１０回　障がい福祉政策の主要な論点と課題④【障害者総合支援法のしくみと課題】　　　　　　
１１回　高齢者福祉政策の主要な論点と課題①【高齢者の福祉とは何か】
１２回　高齢者福祉政策の主要な論点と課題②【介護保険法の成立と課題】
１３回　高齢者福祉政策の主要な論点と課題③【介護保険制度のしくみと課題】
１４回　高齢者福祉政策の主要な論点と課題④【介護保険制度に位置づく専門職者の役割と課題】
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポート　…　30％　　　　試験　…　70％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習は前もって紹介する参考文献・資料に目を通し、興味関心のある事柄からでよいので問題関心を広げておくこと。
事後学習は授業中に配布する講義資料を精読し、具体的な社会福祉政策のあり方と、国民の生活実態について理解を深めること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

講義レジュメ・資料はＭｏｏｄｌｅを利用して配布するので、各自がプリントアウトし講義に持参すること。また配布する講義資料に、必要に
応じて参考文献を提示するので積極的に講読すること。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

662513 /



現代社会と福祉２ 【昼】
専門科目

権利と義務、自立、生活問題
キーワード　/Keywords

662513 /



相談援助の基盤と専門職１ 【昼】
専門科目

/Instructor
坂本　毅啓 / Takeharu Sakamoto / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

社会福祉士および精神保健福祉士の役割と意義、相談援助の概念と範囲、相談援助の理念、そして相談援助における権利擁護の意義と範囲につ
いての理解を目的とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
社会福祉士養成講座編集委員会編『新・社会福祉士養成講座 相談援助の基礎と専門職』中央法規出版。

講義時に指示
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1回 社会福祉士の役割と意義、【現代社会と地域生活】
  2回 精神保健福祉士制度創設の背景、【ソーシャルワーカーとしての連携】
  3回 相談援助の定義と構成要素1 【ソーシャルワークの概念】
  4回 相談援助の定義と構成要素2 【ソーシャルワークの構成要素】
  5回 相談援助の形成過程I1 【ソーシャルワークの源流と基礎確立期】
  6回 相談援助の形成過程II2 【ソーシャルワークの発展期】
  7回 相談援助の形成過程II3 【ソーシャルワークの展開期】
  8回 相談援助の形成過程II4 【統合化とジェネラリスト・ソーシャルワーク】
  9回 相談援助の理念I1 【ソーシャルワーカーと価値】
10回 相談援助の理念I2 【ソーシャルワーク実践と価値】
11回 相談援助の理念I3 【ソーシャルワーク実践と権利擁護】
12回 相談援助の理念I4 【ソーシャルワーカー倫理綱領】
13回 相談援助の理念II1 【クライエントの尊厳と自己決定】
14回 相談援助の理念II2 【ノーマライゼーションと社会的包摂】
15回 講義のまとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題・・・20%、期末試験・・・80%
成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習として、新聞記事やテレビニュース等を通して福祉に関する時事に関心を持ちましょう。また、講義時に紹介する文献などを読むよう
にしてください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

本科目は、社会福祉士国家試験受験資格取得のための必修科目である。社会福祉士国家試験受験資格を取得する予定の無い学生が受講する場合
、事前に社会福祉に関する文献を1冊以上読んでおくこと。
社会福祉士国家試験受験資格取得のための科目であるが、教養として社会福祉について知りたい学生の受講を大いに歓迎する。

履修上の注意　/Remarks

662514 /



相談援助の基盤と専門職１ 【昼】
専門科目

社会福祉士及び介護福祉士法が改正されたことに伴って、あらたに設定された科目である。旧カリキュラムの社会福祉援助技術総論、あるいは
ソーシャルワ ーク入門と言われていた科目である。本科目を通して、相談援助を中心として社会福祉に関する方法論や専門職について理解を深
めていただきたい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

相談援助、専門職、ソーシャルワーク入門、社会福祉
キーワード　/Keywords

662514 /



相談援助の基盤と専門職２ 【昼】
専門科目

/Instructor
深谷　裕 / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

相談援助に係る専門職の概念と範囲及び専門職倫理、総合的かつ包括的な援助と他職種連携の意義と内容について理解することを目的とする。
地域で「総合 的かつ包括的な相談援助」を実践するということについて、自ら具体的に考えることができるようになることも目指す。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
社会福祉士養成講座編集委員会編『新・社会福祉士養成講座 相談援助の基礎と専門職』中央法規出版。

講義時に随時紹介
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1回 専門職倫理と倫理的ジレンマ1 【専門職倫理】、【倫理綱領】
 2回 専門職倫理と倫理的ジレンマ2 【倫理的ジレンマ】
 3回 総合的かつ包括的な相談援助の全体像1 【総合的かつ包括的な相談援助】
 4回 総合的かつ包括的な相談援助の全体像2 【地域】、【基本的視座】、【八つの機能】
 5回 総合的かつ包括的な相談援助を支える理論1 【ジェネラリスト・ソーシャルワーク】
 6回 総合的かつ包括的な相談援助を支える理論2 【GSの特質】、【基礎理論】
 7回 相談援助にかかる専門職の概念と範囲1 【相談援助専門職の概念】
 8回 相談援助にかかる専門職の概念と範囲2 【相談援助専門職の範囲】
 9回 総合的かつ包括的な相談援助における専門的機能1 【予防機能】
10回 総合的かつ包括的な相談援助における専門的機能2 【新しいニーズへの対応機能】
11回 総合的かつ包括的な相談援助における専門的機能3 【総合的支援機能】
12回 総合的かつ包括的な相談援助における専門的機能4 【権利擁護機能】
13回 総合的かつ包括的な相談援助における専門的機能5 【社会資源開発機能】
14回 地域創生とソーシャルワーカー 【地域創生】、【ソーシャルワーカーの役割】
15回 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題・・・40%、期末試験・・・60%
成績評価の方法　/Assessment Method

本科目は「相談援助の基盤と専門職1」に続く科目である。「相談援助の~1」での学習内容を復習して臨むこと。また、授業ごとに配布されるレ
ジュメを見直すこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

本科目は「相談援助の基盤と専門職1」に続く科目である。したがって「相談援助の~1」からの連続通年受講が望ましい。もし「相談援助の~1」
を受講 していない者、あるいは同年度で受講していない者が受講を希望する場合は、あらかじめ予習する項目を伝えるので、担当教員にまで相
談を申し出ること。

履修上の注意　/Remarks

662515 /



相談援助の基盤と専門職２ 【昼】
専門科目

本科目を通して、相談援助を中心として社会福祉に関する方法論や専門職について理解を深めていただきたい。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

相談援助、社会福祉士、ソーシャルワーク入門、専門職
キーワード　/Keywords

662515 /



社会調査の基礎 【昼】
専門科目

/Instructor
阪井　俊文 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

社会科学の諸分野では、社会に生きる人々の意識や行動を「社会調査」によって明らかにすることが中心的な活動となっている。しかし、その
「社会調査」は、方法論を習得したうえで適切に行われなければ意味をなさない。
本講義では、社会調査の基礎・方法論について解説する。主に調査票調査（いわゆるアンケート）について、実践例を多く取り入れながら、調
査の一連の流れをイメージできるように講義を進める。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
大谷信介ほか（編）『新・社会調査へのアプローチ―論理と方法―』ミネルヴァ書房　2013年　2500円

講義の中で適宜紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回 　イントロダクション　社会調査とは何か？
2回 　調査の「目的」を決める
3回 　「先行研究」の重要性
4回 　調査票（アンケート用紙）の作成
5回　 ワーディングを精査する
6回 　サンプリングの方法
7回 　調査の実施
8回　 回収した調査票のデータ化
9回　 データの集計（１）　「代表値」とは何か？
10回　データの集計（２）　分散　クロス集計
11回　統計分析の必要性
12回　報告書・論文の執筆
13回　質的調査　フィールドワーク　言説分析
14回　社会調査の倫理問題
15回　まとめ　レポート課題の説明

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末レポート・・・80％　講義中に実施する 小レポート・・・20％
3分の2以上の出席を条件とする。

成績評価の方法　/Assessment Method

予習・復習として教科書に目を通すこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

講義は、概ねテキストに則して進めるので、テキストの該当箇所を精読して復習を行うこと。

社会学・教育学・心理学などのゼミで卒論研究を行う上での基礎的な方法論を習得するための科目である。
初歩的な内容の科目であり、統計分析については紹介程度なので数学的な予備知識は必要としない。

履修上の注意　/Remarks

662516 /



社会調査の基礎 【昼】
専門科目

社会調査を自ら実践する場合だけでなく、他の研究者が行った社会調査論文を読み解く上でも必要な知識であるので、社会科学に属する分野を
専攻する予定の人は履修しておくことが望ましいと思います。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662516 /



地域福祉の理論と方法１ 【昼】
専門科目

/Instructor
深谷　裕 / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

・地域福祉の基本的考え方（人権尊重、権利擁護、自立支援、地域生活支援、地域移行、社会的包摂　等を含む）について理解する。
・地域福祉の主体と対象について理解する。
・地域福祉に係る組織、団体及び専門職の役割と実際について理解する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない

福祉士養成講座編集委員会編（2015）『新・社会福祉士養成講座〈9〉地域福祉の理論と方法―地域福祉論』中央法規
その他、適宜授業中に紹介します

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　　１回　地域福祉の基本的考え方と理念【構造的アプローチ、機能的アプローチ】
　　２回　地域福祉の発展過程１【セツルメント運動、シーボーム報告、グリフィス報告】
　　３回　地域福祉の発展過程２【高齢化、社会福祉八法改正、非貨幣的ニード】
　　４回　ゲストスピーカー
　　５回　地域福祉の理念【人権尊重、社会連帯、ノーマライゼーション、福祉コミュニティ】
　　６回　地域のとらえ方と福祉圏域【コミュニティ、圏域、アソシエーション】
　　７回　コミュニティソーシャルワークの考え方【チームアプローチ、ニーズ】
　　８回　コミュニティソーシャルワークの方法【地域福祉計画、ケアマネジメント】
　　９回　子どもと地域福祉活動【児童館、保護司】
　１０回　貧困と地域福祉活動【社会福祉協議会、貧困の連鎖】
　１１回　障害者と地域福祉活動【総合支援法、成年後見制度、QOL】
　１２回　高齢者と地域福祉活動【地域包括支援センター、民生委員、社会福祉法人】
　１３回　女性と地域福祉活動【子育て支援、一人親家庭】
　１４回　企業と地域福祉活動【CSR】
　１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題40％　日常の授業への取り組み20%　期末試験40％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業の後半は、グループに分かれて、テーマ別にプレゼンテーションをしてもらいます。与えられたテーマについて、資料や文献を通して綿密
に下調べをし、専門職の方々や地域の方々からお話を伺ってください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

662517 /



地域福祉の理論と方法１ 【昼】
専門科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662517 /



地域福祉の理論と方法２ 【昼】
専門科目

/Instructor
岡本　政孝 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　少子高齢化や地域の連帯感の希薄化、都市部での地域社会の脆弱化、中山間部の限界集落の問題等、公的な福祉サービスだけでは要支援者を
支援することは困難となっています。
授業では、パワーポイント・ＤＶＤ・配布資料を使用して、地域福祉に関わる機関、団体、人材状況などを把握し、地域コミュニティの創造に
向けて、住民や専門職がどのような役割を果たしているか理解します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定はしません。
必要に応じてプリントを配布します。

参考文献として、講義の理解を深めるために「社協コミュニティワーカー黒子読本」を推薦します。
栃木県社会福祉協議会ホームページからダウンロードできます。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

（【　】内はキーワード）
第　１回　　オリエンテーション　【傾聴】【自己覚知】
第　２回　　地域福祉の推進機関　【社会福祉協議会】【地域包括支援センター】【共同募金会】
第　３回　　地域福祉の人材1　【自治会】【民生委員】【福祉委員】
第　４回　　地域福祉の人材2　【ソーシャルワーカー】【ＮＰＯ】【ボランティア】
第　５回　　孤立死防止対策　【孤立死】【ネットワーク】
第　６回　　認知症支援　【認知症サポーター】
第　７回　　震災からの復興・ゼロからの地域づくり　【災害ボランティア】【生活支援相談員】
第　８回　　権利擁護　【日常生活自立支援事業】【成年後見制度】
第　９回　　日常生活自立支援事業・成年後見制度事例検討　【相談援助】【他職種連携】
第１０回　　集合住宅及び集落における支え合い　【住民参加型サービス】【住民主体】【介護予防】
第１１回　　ソーシャルワークの方法　【タスクゴール・プロセスゴール・リレーションシップゴール】
第１２回     事例検討①
第１３回　　事例検討②
第１４回　　地域福祉計画の実際　【地域福祉計画】【地域福祉活動計画】
第１５回　　福祉教育の考え方と推進方法　【社会福祉推進校】【体験学習】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

日常の授業への取り組み…３０％、　期末試験（レポート）…７０％
成績評価の方法　/Assessment Method

662518 /



地域福祉の理論と方法２ 【昼】
専門科目

事前学習：キーワードについて理解を深めておいてください
事後学習：興味関心を持った授業内容について参考書、福祉関係雑誌、新聞などでさらに調べてみてください

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

自分が住んでいる地域の、地域福祉に関わる機関、団体、人材、地域行事などを調べておくと、より理解が深まると思います。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

コミュニティソーシャルワーカー
キーワード　/Keywords

662518 /



児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度 【昼】 専門科目

/Instructor
河嶋  静代 / ＫAWASHIMA  SHIZUYO / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

今日、児童と家庭の支援に関する法律・制度が著しく変化している。児童福祉施策では、子どもの福祉を支える家庭や親への支援などの重要性
が認識され、社会福祉士養成のための教育課程においても、それらが強調された。本講義では、現代社会における児童家庭福祉問題に対応する
児童家庭福祉に関する法制度、サービスについて理解する。また、主な児童福祉施設の活動については視聴覚機材などを用いることで、その実
際が理解できるようにしたい。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし
プリントを配布する。

○社会福祉士養成テキストブック『児童や家庭に対する支援と子ども家庭福祉制度』ミネルヴァ書房
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　第１回　　オリエンテーション
　第２回　　児童福祉に関する法律、施設・機関　　【児童福祉六法】【児童相談所】【福祉事務所】【児童家庭支援センター】
　第３回　  ひとり親家庭と母子生活支援施設 　【母子及び寡婦福祉法】【父子家庭】【母子自立支援員】
　第４回　　DV防止法　【ドメスティック・バイオレンス】【配偶者暴力相談支援センター】
　第５回　　乳児院と児童養護施設　【グループホーム】【ファミリーホーム】　
　第６回　　里親制度　　【養育里親】【専門里親】【自立援助ホーム】
　第７回　　児童自立支援施設と少年非行　【家庭裁判所】【児童相談所】
　第８回　　少年犯罪と厳罰化　【少年院】【少年法】【少年鑑別所】　
　第９回　　児童虐待防止法　　【虐待の早期発見】【通告】【マルトリートメント】
　第10回　 障害児の福祉　　【重症心身障害】【発達障害】
　第11回　 母子保健　【リプロダクティブ・ヘルス／ライツ】【母体保護法】【出生前診断】
　第12回　 保育所と幼稚園　　【幼保二元化】【認定子ども園】【多様な保育ニーズ】【待機児童】【夜間保育所】
　第13回　 児童健全育成と児童厚生施設　【児童遊園】【児童館】【学童保育】　
　第14回　 婦人保護施設・売春防止法　【婦人相談員】【要保護女子】【性暴力】
　第15回　 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況（授業への参加度、提出物など）…２０％　　　期末試験…８０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習としては、授業内容のキーワードについて調べておくこと。
事後学習としては、授業中に配布した学習用問題プリントを読み返しておくこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業において配布するプリントなどを整理するファイルを準備しておくこと。児童福祉論と合わせて受講すればわかりやすい。単元ごとに配布
する復習のプリントで自己学習しておくこと。

参考文献『児童や家庭に対する支援と子ども家庭福祉制度』と合わせて学習すると総合的理解が得られる。

履修上の注意　/Remarks

662519 /



児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度 【昼】 専門科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662519 /



高齢者に対する支援と介護保険制度１ 【昼】
専門科目

/Instructor
石塚　優 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　老人福祉論及び高齢者に対する支援と介護保険制度は以下の内容の理解をねらいとして進める。①高齢者の生活実態と社会情勢、福祉・介護
需要(高齢者虐待などを含む）について理解する。②高齢者福祉制度の発展過程について理解する。③介護の概念や対象及びその理念等について
理解する。④介護過程における介護の技法や介護予防の基本的考え方について理解する。⑤終末期ケアの在り方（人間観や倫理観を含む）につ
いて理解する。⑥相談援助活動において必要となる介護保険制度や高齢者の福祉・介護に係る他の法制度について理解する。この内「老人福祉
論１」及び「高齢者に対する支援と介護保険制度１」の内容は授業内容に示した通りである。これにより学生は高齢化の現状、高齢者の生活実
態、高齢者福祉の発展過程、介護概念などを理解することができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
「高齢者に対する支援と介護保険制度」（社会福祉士シリーズ１３）弘文堂

講義の中に紹介する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　　　講義の進め方について、高齢者の生活実態とこれを取り巻く社会情勢
第２回　　　高齢者の特性と疾病
第３回       高齢者の福祉需要と介護需要
第４回　　　高齢者福祉制度の発展過程１【高齢者保健福祉十ヶ年戦略まで】
第５回       高齢者福祉制度の発展過程２【介護保険制度】
第６回　　　人口減少･少子高齢社会の現状と課題
第７回　　　介護の概念や対象【介護の理念と対象】
第８回　　　介護の概念や対象【介護予防の必要性】
第９回　　　介護予防【介護予防プランの実際と介護過程】
第10回　　 認知症ケア【認知症ケアの基本的考え方】
第11回　　 認知症ケア【認知症ケアの実際】
第12回     高齢者虐待と予防
第13回　　 終末期ケア
第14回      老人福祉法と関連法
第15回　　 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

試験５０％　　授業態度２０％　授業への参加（レポートなど）３０％(変更あり）
成績評価の方法　/Assessment Method

テキストを読んでおく
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

現代社会と福祉を受講済みが望ましい
履修上の注意　/Remarks

662520 /



高齢者に対する支援と介護保険制度１ 【昼】
専門科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662520 /



高齢者に対する支援と介護保険制度２ 【昼】
専門科目

/Instructor
石塚　優 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　老人福祉論及び高齢者に対する支援と介護保険制度は以下の内容の理解をねらいとして進める。①高齢者の生活実態と社会情勢、福祉・介護
需要(高齢者虐待などを含む）について理解する。②高齢者福祉制度の発展過程について理解する。③介護の概念や対象及びその理念等について
理解する。④介護過程における介護の技法や介護予防の基本的考え方について理解する。⑤終末期ケアの在り方（人間観や倫理観を含む）につ
いて理解する。⑥相談援助活動において必要となる介護保険制度や高齢者の福祉・介護に係る他の法制度について理解する。この内「老人福祉
論２」及び「高齢者に対する支援と介護保険制度２」の内容は下記の授業内容に示した通りである。これにより学生は介護保険制度の法、組織
、専門職等について理解することができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
「高齢者に対する支援と介護保険制度」（社会福祉士シリーズ１３）弘文堂

講義の中に紹介する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　　　講義の進め方について、介護保険制度成立の経緯
第２回　　　介護保険制度創設の背景と目的及び基本方針
第３回　　　介護保険制度の仕組み【保険者と被保険者など】
第４回　　　介護保険制度の仕組み【介護度の認定と利用及び給付】
第５回　　　介護保険制度の仕組み【サービスとサービス事業者】
第６回　　　介護保険制度の仕組み【地域支援事業と権利擁護】
第７回　　　介護保険法における組織及び団体の役割と実際【国、都道府県、市町村の役割】
第８回　　　介護保険法における組織及び団体の役割と実際【指定サービス事業者、国民健康保険団体連合会等の役割】
第９回　　　介護保険法における組織及び団体の役割と実際【介護保険制度における公私の役割関係】
第10回　　 介護保険法における専門職の役割と実際【介護支援専門員の役割】
第11回　　 介護保険法における専門職の役割と実際【介護職員、訪問介護員等の役割】
第12回　　 介護保険法における専門職の役割と実際【介護認定審査会の委員、認定審査員の役割】
第13回　　 介護保険法におけるケアマネジメントと実際
第14回　　 地域包括支援センターの役割１【地域包括支援センターの組織体系】
第15回　　 地域包括支援センターの役割２【地域包括支援センターの活動の実際】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

試験５０％　　授業態度２０％　　課題の提出（レポートなど）３０％(変更あり)
成績評価の方法　/Assessment Method

テキストを読んでおく。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

現代社会と福祉を受講済みであることが望ましい
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

662521 /



高齢者に対する支援と介護保険制度２ 【昼】
専門科目

キーワード　/Keywords

662521 /



障害者に対する支援と障害者自立支援制度 【昼】
専門科目

/Instructor
伊東　良輔 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　障がいのある方を支援する制度・サービスの知識について学び、現代社会でどのような支援を行うことができるのか考える力を身に着けるこ
とを目標とします。
　我が国、北欧の障がい者支援の歴史を学び、現在の制度・政策について考えていきます。
　その他、障がいのある方が、どのような場面で不自由を感じるのかを体験することで、実践の場でどのような支援が必要であるのかを考える
疑似体験を行います。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
中央法規出版「障害者に対する支援と障害者自立支援制度」

必要時にお伝えします
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

教科書を利用し
・障がい者を取り巻く社会情勢と生活実態
・障がい者にかかわる法体系
・障がい者自立支援制度①
・障がい者自立支援制度②
・組織・機関の役割
・専門職の役割と実際
・多職種連携・ネットワーキング

その他
・視覚障がい疑似体験
・車いす利用体験

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

・講義出席状況
・講義態度
・期末テスト

成績評価の方法　/Assessment Method

障がいのある方の支援について自らの考え方をまとめておいてください。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

662522 /



障害者に対する支援と障害者自立支援制度 【昼】
専門科目

キーワード　/Keywords

662522 /



相談援助の理論と方法１ 【昼】
専門科目

/Instructor
河嶋  静代 / ＫAWASHIMA  SHIZUYO / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

社会福祉士が行う相談援助に関する理論や技術を学ぶ。「人」と「環境」の交互作用という観点から対象を把握し、援助をおこなうソーシャル
ワークの方法について学ぶ。ソーシャルワークで重視する人と環境との関係性やソーシャルワークが捉えるニーズについて理解する。相談援助
のプロセスや、さまざまな実践モデル・アプローチについて学ぶ。また、クライエントとケースワーカーとの援助関係や原則、相談援助で用い
る面接技法について、事例やロールプレイなどを用いながら、その技法について理解を深める。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし。
適宜資料を配布。

社会福祉士養成講座編集委員会編『相談援助の理論と方法Ⅰ』中央法規(最新版を使用する)
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　　オリエンテーション
2回　　相談援助とは何か
3回　  相談援助技術体系　【ジェネリックソーシャルワーク】【システム理論】
4回　　相談援助におけるニーズ　【人と環境との交互作用】
5回　　相談援助の対象　【生活問題】【ミクロ、メゾ、マクロの視点】
6回　　相談援助の過程と展開　【アセスメント】【プランニング】【インターベンション】【モニタリング】【エバリュエーション】
7回　   実践モデルとアプローチ　【生活モデル】【医学モデル】
8回　   実践モデルとアプローチ　【行動変容アプローチ】【当事者研究】
9回　   実践モデルとアプローチ　【エコマップ】【ジェノグラム】
10回　 相談援助のための援助関係　【バイステックの原則】
11回　 相談援助のための援助関係　　【ラポール】
12回　 相談援助のための面接技術　　【援助者の基本的態度・ロジャーズ】　
13回　 相談援助のための面接技術　　【生活場面面接】
14回　 相談援助のための面接技術　　【傾聴】【受容】【共感】
15回　 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

試験、レポート等の提出物、授業の参加状況等を総合的に評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

事後学習は授業で学んだことの復習をすること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662523 /



相談援助の理論と方法１ 【昼】
専門科目

履修上の注意　/Remarks

積極的な参加を望みます。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662523 /



相談援助の理論と方法２ 【昼】
専門科目

/Instructor
工藤　歩 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

ソーシャルワークにおける支援の流れ、および支援計画やネットワークの重要性について学ぶ。また社会資源の活用やソーシャルアクションの
意義についての理解を深める。さらにはそれらを活用し、スーパービジョンやコンサルテーションがおこなえる技術や知識を養う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
新・社会福祉士養成講座「相談援助の理論と方法Ⅱ」第３版

講義内にて適宜提示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　オリエンテーション　相談援助について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第２回　ケア（ケース）マネジメント　ケアマネジメントの概念と援助過程　　　　　　
第３回　ケアプラン（援助計画）の策定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第４回　コーディネート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第５回　グループワーク　グループワークの概念と相互作用　　　　　　　　　　　　
第６回　ネットワーキング　ネットワークの概念と地域ネットワーク　　　　　　　　　
第７回　社会資源　社会資源の活用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第８回　ソーシャルアクション　ソーシャルワークとソーシャルアクション　　　　　　
第９回　さまざまな実践モデル・アプローチ　さまざまな実践モデル　　　　　　　　
第１０回　スーパービジョン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第１１回　コンサルテーション　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第１２回　ケースカンファレンス（事例検討）　模擬ケース検討①　　　　　　　　　　
第１３回　ケースカンファレンス（事例検討）　模擬ケース検討②　　　　　　　　　　　
第１４回　ケースカンファレンス（事例検討）　模擬ケース検討③　　　　　　　　　　　
第１５回　まとめと振り返り　　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験・・・５０％、
日常の取り組み・・・２０％、
課題・・・３０％

成績評価の方法　/Assessment Method

なし
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

662524 /



相談援助の理論と方法２ 【昼】
専門科目

ケアマネジメント、ケアプラン、ネットワーク、スーパービジョン
キーワード　/Keywords

662524 /



相談援助の理論と方法３ 【昼】
専門科目

/Instructor
藤田　博久 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

１．講義の主なねらいは、次のとおりです。
（１）地域福祉実践を検証する原理・原則、枠組み・指標について学ぶ。
（２）地域福祉の問題や課題を構造的・総合的に把握する方法について学ぶ。
（３）地域福祉実践を幅広い視野と多面的な角度から捉えることを学ぶ。
（４）地域福祉の実践的援助技術について学ぶ。
（５）ソーシャルワーク・アプローチ（実践モデル）の多様性について学ぶ。
（６）理論と技術の社会的背景について学ぶ。
（７）“超高齢・少子・人口減少・単身社会”の加速といった社会構造の変化と影響についての認識を深める。
（８）今後の福祉改革を貫く基本コンセプトに基づく関連法の改正と実践の変容について知る。

２．次の７つのテーマに重点を置いて授業内容を構成します。授業内容のメインは、コミュニティソーシャルワークです。
（１）社会的背景を踏まえながら、コミュニティについての基礎理論、地域福祉を進める援助技術の系譜への理解を促す。
（２）構造改革、貧困と格差の拡大、分権改革、施策・事業の統合と再編等を軸とする関連政策動向（大状況）の分析を行い、地域福祉実践の
今日的位置・役割や課題についての認識を深める。
（３）住民の流儀による地域福祉推進の考え方や手法について学ぶ。
（４）社会問題、政策主体、社会運動の視座から、技術論の前提となる地域社会・地域福祉の現状と課題についての認識を深める。
（５）地域福祉を進める援助技術の全体像について理解を深める。
（６）実践事例を通して、コミュニティ・ソーシャルワーカーの役割と機能を学ぶ。
（７）住まい・住まい方、死後委任事務、権利擁護、生活支援、居場所、個人情報、生活困窮者支援、自然災害への備え等の今日的課題のポイ
ントについて学ぶ。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
教科書は使用しません。講義資料として、数回に分けて事前にプリントを配布します。必要に応じて、小冊子やリ－フレット類を当日配布しま
す。

参考書は使用しません。
参考文献として、調査報告書、計画書、実践報告書等の資料（抜粋）を必要に応じて配布・紹介します。
参考書、補助教材ではありませんが、講義の理解度を高めるためには、次の図書が有効です。①三塚武男「生活問題と地域福祉」・「住民自治
と地域福祉」、②井岡勉・成清義治「地域福祉論」、③高橋重宏・宮崎俊策・定藤丈弘「ソーシャル・ワークを考える」、④久保紘章・副田あ
けみ「ソーシャルワークの実践モデル」、⑤大橋謙策「ケアとコミュニティ」、⑥小野達也「対話行為を基礎とした地域福祉の実践」、⑦真田
是著作集第４巻、⑧岡田知弘「『自治体消滅』論を超えて」、⑨コミュニティソーシャルワーク実践研究会「コミュニティソーシャルワークと
社会資源開発」⑩森山彰・小池信行「地域後見の実現」⑪ＮＰＯ法人ノンラベル・田井みゆき「パスポ－トは特性理解」⑫季刊人間と教育
№95「特集：子どもの貧困」。⑬民医連医療№542「特集：医療倫理と意思決定支援」

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

662525 /



相談援助の理論と方法３ 【昼】
専門科目

（【　】はキーワード）
　１回　個別支援と地域支援（１）点から線へ、そして面への展開を考える
　２回　個別支援と地域支援（２）地域福祉ソーシャルワーカーが行う個別支援の基本を考える
　３回　地域を基盤としたソーシャルワークのポイント（１）基本的視座と機能を考える　
　４回　地域を基盤としたソーシャルワークのポイント（２）住民の定義、論考の基本を考える
　５回　地域を基盤としたソーシャルワークのポイント（３）地域アセスメントを考える
　６回　地域を基盤としたソーシャルワークのポイント（４）社会資源の開発を考える
　７回　住民参加とその手法【地域協働プラットフォーム構想、地域力】
　８回　地域包括支援体制の確立と中間支援組織のあり方（１）我が事・丸ごと「地域共生社会」の実現を考える
　９回　地域包括支援体制の確立と中間支援組織のあり方（２）地域力の強化を考える【地域福祉の計画】
１０回　地域包括ケアシステムのポイント【居場所、生活支援、介護予防（０次予防）】
１１回　地域包括ケアシステムと地域福祉【介護予防・日常生活支援総合事業、生活支援体制整備事業】
１２回　地域福祉実践上の今日的テーマ【権利擁護、自己決定支援、居住支援、生活困窮者支援】
１３回　地域福祉を進める社会福祉援助技術の系譜と発展（１）イギリス・アメリカ・日本の系譜を考える
１４回   地域福祉を進める社会福祉援助技術の系譜と発展（２）コミュニティ・オーガニゼーションを考える
１５回　地域福祉活動における個人情報共有化に関する取扱い【保護と活用、平時と災害時】　
※授業の様子を見ながら、講義の順番を入れ替えることがあります。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

学習態度…4０％　　期末試験…６０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習は、あらかじめ配布したプリントを読み、授業内容についてのイメージづくりを行ってください。
事後学習は、毎回授業の最後に行う今日の講義のポイント解説に基づき、重点的に行ってください。ホワイトボードには、プリントに記載の重
要な内容についての詳細な説明や、プリントにはない補足的内容を板書しますので、書き写したノートを読み返してください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

講義のメモを丹念にとること（特に、ホワイトボードに板書した内容）。
授業中の私語は禁止します。
講義の途中でも構わないので、不明な点などについてはその都度質問してください。

履修上の注意　/Remarks

講義の一方的押し付けに終わらないよう、講義内容に関する履修者の希望や意見をできるだけ取り入れた授業にしていきたいと、いつも考えて
います。どうぞ、いつでも注文をつけてください。授業中でも、授業後でも構いません。努力します。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

○地域福祉理念の真髄は・・・・社会運動（主権者運動・当事者運動）、住民自治、地域分権、主体形成、創発
○援助技術の核心は・・・ソーシャルアクション（“優しい暴力”の排除）、エンパワーメント　
○地域福祉実践の重点は・・・・無縁社会の克服、自然災害への備え、ネットワーキング、権利擁護、地域包括推進体制の確立、総合化・統合化
、社会変革と政策提言、つながり、排除しないまちづくり
○学習のポイントは・・・・原理・原則、パラダイム、指標、社会的背景、援助対象の理解、フレイムワーク

キーワード　/Keywords
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社会保障 【昼】
専門科目

/Instructor
坂本　毅啓 / Takeharu Sakamoto / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

社会福祉士国家試験受験資格取得のためのシラバス―①現代社会における社会保障制度の課題、②社会保障の概念や対象、理念についての理解、
③社会保障の歴史的展開、④社会保障制度の体系、⑤年金保険制度及び医療保険制度の具体的内容、⑥諸外国における社会保障制度の概要等に
基づいて構成されている。
国家試験合格のための基本を押さえつつ、国家責任に基づく普遍的ナショナルミニマム達成のための社会保障制度を望ましい姿として、種々の
社会保障の学説を紹介し検討をしていく。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
成清美治・真鍋顕久編著『イントロダクションシリーズ⑦　社会保障』学文社、2011年。

講義時に随時多数紹介
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　社会保障制度の概要
第２回　現代社会における社会保障制度の課題
第３回　欧米における社会保障制度の歴史的展開
第４回　日本における社会保障の歴史的展開
第５回　社会保障の財源と費用
第６回　社会保険と社会扶助の関係
第７回　公的保険制度と民間保険制度の関係
第８回　社会保障制度の体系１―年金、医療、介護、労災
第９回　社会保障制度の体系２―雇用、社会福祉、
第10回　社会保障制度の体系３—生活保護、家族手当
第11回　年金保険制度の具体的内容
第12回　医療保険制度の具体的内容
第13回　諸外国の社会保障制度　【北欧諸国、ドイツ】
第14回　諸外国の社会保障制度　【イギリス、アメリカ】
第15回　講義のまとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

講義時の課題（20点）＋期末試験（80点）
成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習：テキストや講義時に紹介する参考書を読んでおくこと。
事後学習：講義時に配布する資料等を基に、学んだ内容を復習すること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

現在において自分が加入している、もしくは家族が加入している社会保険（年金、医療、介護、雇用）について、ホームページや区役所の資料
、入門解説書等で調べておくこと。
社会福祉士国家試験受験資格取得のシラバスに基づいていますが、教養として受講される学生も大歓迎します。

履修上の注意　/Remarks

662526 /



社会保障 【昼】
専門科目

社会状況が不安定になるほど、社会保障の役割は大きくなります。現代だからこそ、社会保障はどうあるべきなのか、そして社会福祉学の立場
から見て社会保障の望ましい姿について、考えてみたいと思います。そのために、まずは身近な社会保険から知ってみましょう。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

社会福祉士、社会保障、社会政策、年金、医療、介護、雇用
キーワード　/Keywords

662526 /



低所得者に対する支援と生活保護制度 【昼】
専門科目

/Instructor
大西　清文 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

１）今日の日本が抱える大きな問題、「貧困」。その当事者である人々が必要としているものは、貧困から脱するための様々な支援施策や支援
活動はもとより、その制度や活動に適切につなげてくれる相談者・支援者である。日本では、その人材を養成する仕組みとして、福祉系国家資
格の社会福祉士がある。
２）本講座では、社会福祉士カリキュラム「低所得者に対する支援と生活保護制度」に則しながら、低所得者支援、生活保護、困窮者自立支援
などの制度を学んでいく。
３）特に、生活保護は、社会保障、社会福祉の最後のセーフティネットであり、ケースワーカーはもとより、福祉施設職員、病院ソーシャルワ
ーカー、ケアマネージャーなど社会福祉に携わるすべての職種が理解を求められる制度である。
４）さらに実際の現場では、「人と人の関わり」から制度活用が始まるので、困窮者や各支援者等を尊重した上で、援助展開を図らなければな
らない。そこで本講義では、ケース例や各自が考えた個別想定事例等を活用し、当事者・支援者の様々な立ち位置の人の思い慮りながら、具体
的な援助展開を検討するグループワーク学習を行い、福祉に携わる人としての気持ちの醸成と制度の理解を図っていく。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
生活保護のてびき 平成29年度版（第一法規）

社会福祉士試験対策として
　・低所得者に対する支援と生活保護制度（久美出版・中央法規・弘文堂・みらい他）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1   学習ガイダンス～自分と貧困・低所得者問題の関わりを見つめなおすために
 2   貧困を考える～低所得者支援に関わる人々の諸相
 3   公的扶助の歴史（イギリス他）と欧米の福祉国家
 4   公的扶助の歴史（日本）と今日の行政施策
 5   生活保護制度の原理・原則～各自治体の「生活保護のしおり」から
 6   低所得者・貧困層への相談援助活動～生活困窮者自立支援法に基づく取り組み
 7   生活保護制度の現状（機関と実施体制・動向と課題等）～厚労省、各自治体の制度・統計資料をみながら
 8   想定ケース例を通して①～生活保護基準・種類と費用等
 9   想定ケース例を通して②～被保護者の権利義務・援助活動等
10  世帯類型(母子・高齢者世帯）から学ぶ生活保護制度
11  世帯類型(障害/傷病者・その他世帯）から生活保護制度
12  自立を捉える～想定ケース例の検討から捉える自立の課題と支援
13  グループワークによるケース検討① ～ 当事者の課題に焦点を当てた検討　
14  グループワークによるケース検討② ～ 当事者への支援に焦点を当てた検討
15  グループワークによるケース検討③ ～ まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

日常の学習状況１０％、レポート（想定事例制作と検討）４０％、期末試験５０％
成績評価の方法　/Assessment Method

662527 /



低所得者に対する支援と生活保護制度 【昼】
専門科目

事前学習　生活保護や低所得者支援に関するニュース報道を読んでおくこと。※世論を知ることは、学習の視点を豊かにします。
　　　　　他の社会福祉に関する既学習内容を見直しておくこと。※本講義との連関性が高いので理解が深まります。
事後学習　授業で説明した支援ポイントや専門用語の整理と理解。※あとに続く授業と社会福祉士試験に生かせます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

レジメ等の配布資料のバインドを確実に行い持参してください。参考資料として、必要の都度に利用します。
履修上の注意　/Remarks

メッセージを二つ。
一つ目は、身近な感覚が持ちにくい低所得者支援や生活保護制度ですが、実は、皆さんの真上・真後・真横の問題です。
二つ目は、「貧困解決に向けての学び」の土台は、皆さんの貧困問題への感情や感性です。
この二つの上に立って、「低所得者に対する支援と生活保護制度」の学習を進めていきます。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

低所得　貧困　生活保護　自立　
キーワード　/Keywords

662527 /



人体の構造と機能及び疾病 【昼】
専門科目

/Instructor
小野　二六一 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

医学一般を理解するため、人体の基礎的な解剖、生理を学び臨床医学へと講義を進めてゆく。最後に超高齢化社会に伴い医療と介護、福祉の連
携や医事法制や保健医療などを理解してもらう。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
黒田研二、住居広士著　人体の構造と機能及び疾病、ミネルバァ書房　￥２６００
　
プリントも配布する。

特になし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１．人の成長、発達と加令、老化
２．器官と臓器：呼吸と循環、身体の仕組み、人体構造
３．消化器
４．肝臓、胆嚢、膵臓
５．皮膚、泌尿器、骨筋肉、内分泌など
６．生活習慣病：悪性腫瘍、癌など
７．循環器疾患
８．脳血管疾患
９．糖尿病、高脂血症、痛風、メタボリック
１０．感染症
１１．精神障害
１２．神経疾患
１３．骨関節、結合組織
１４．先天性疾患
１５．医療と介護

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

１．出席があること。全欠席での試験のみは認めない。
２．期末試験に持ち込みはなし。

成績評価の方法　/Assessment Method

指定された範囲の予習と、授業内容の復習を行うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

【事前・事後学習の内容】
事前学習：教科書や配付プリント、雑誌など病気・医療に関する理解を深めておくこと。
事後学習：講義中にメモをとるなどし、講義で取り扱う視聴覚教材について復習すること。

履修上の注意　/Remarks

662528 /



人体の構造と機能及び疾病 【昼】
専門科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662528 /



保健医療サービス 【昼】
専門科目

/Instructor
石塚　優 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　医療保障には診療報酬などを含む医療保険制度としての政策と医療専門職養成を含む医療保障制度を実施する医療機関や医師、看護師等の専
門職の役割などがあります。これらを含む保健医療サービスについて多職種との連携や協働も視野に入れて講義を進める予定。これにより、学
生は相談援助に必要な医療保険制度について説明することができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
福祉臨床シリーズ編集委員会編「保健医療サービス」(社会福祉士シリーズ17)弘文堂

講義中に紹介する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　　講義の内容、進め方、医療保障の位置づけ
第２回　　医療保障制度の歴史１（昭和２０年まで）
第３回　　医療保障制度の歴史２（昭和２０年以降）
第４回　　医療保険制度の保険者
第５回　　保健医療対策の概要
第６回　　診療報酬制度、高額療養費制度等
第７回　　専門職の役割１（医師の役割　(特別講師を予定）)
第８回　　専門職の役割２（保健師、看護師の役割　(特別講師を予定）)
第９回　　医師、保健師、看護師等専門職との連携（特別講師を予定）)
第１０回　専門職の役割３（作業療法士、理学療法士等の役割　(特別講師を予定）)
第１１回　専門職の役割４（医療ソーシャルワーカーの役割）
第１２回　インフォームドコンセントの意義と実際
第１３回　医療施設の概要
第１４回　地域の社会資源との連携
第１５回　まとめ　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

定期試験　５０％　　　　レポートなど　５０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前にテキストを読んでおく
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

662529 /



保健医療サービス 【昼】
専門科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662529 /



福祉行財政と福祉計画 【昼】
専門科目

/Instructor
難波　利光 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

現代の社会福祉サービスや支援は、国が基本的な政策の方向たて、市町村が住民により近い視点からベースとし、行政担当者とサービス利用者
である住民及び事業者が参加して福祉計画を実施することが求められている。そこで、本授業では、社会福祉の実践を支える制度的な枠組みで
ある福祉行財政と福祉計画について概説する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

社会福祉士養成講座編集委員会『福祉行財政と福祉計画』中央法規  2,200円
坂本忠次『現代社会福祉行財政―社会保障をどうするか―』大学教育出版 2009年4月 2,940円
野口定久・外山義・武川正吾編『居住福祉学』有斐閣 2011年12月 2,500円
広井良典『創造的福祉社会』ちくま新書 2011年7月 903円

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

   １回　社会福祉と社会保障機能１【社会福祉の動向】
　２回　社会福祉と社会保障機能２【社会保障機能】
　３回　社会福祉と社会保障機能３【参加型社会保障】
　４回　社会保障と税制１【財政理論】【公共財】
　５回　社会保障と税制２【一般会計予算と社会保障関係費の動向】　
　６回　社会保障と税制３【地方自治体の財政と民生費の動向】
　７回　社会保障と就労形態【国の雇用政策と企業の雇用戦略】
　８回　福祉行財政まとめ
　９回　社会的セーフティネット【コミュニティというセーフティネット】
１０回　コミュニティ空間【つながり・ゆっくりの社会】
１１回　都市型コミュニティ【コミュニティとしての都市】
１２回　経済の地域内循環【地域の豊かさ】
１３回　地域における社会モデル【地域の自立・持続可能性】
１４回　ケア・コミュニティ【人間社会の起源】
１５回　福祉計画まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況（小テスト・中間まとめ含む）…４０％　　期末試験…６０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習として福祉行財政に関する時事問題に関心をもち講義の内容と重ね合わせることのできるようにしておく。また、事後学習として参考
図書等を参考にしながら関心を持った内容についてより深めて学習する。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

新聞等のメディアを通して福祉問題、財政、行政に関しての現状認識を深めておくこと。
履修上の注意　/Remarks

662530 /



福祉行財政と福祉計画 【昼】
専門科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662530 /



福祉サービスの組織と経営 【昼】
専門科目

/Instructor
中園　紀明 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

これまで日本の福祉サービスのあり方は手厚い施設整備費補助と措置費による裁量の余地のない小さな規模の施設の運営がモデルとなっていた
。しかし、社会保障費の増加や福祉従事者の減少は、日本が築いてきた社会福祉制度とその経営のあり方を根幹から改革しなければならない時
代が到来した。特に９０年代以降、少子高齢化の影響は、公的給付総額の増大、多様な福祉ニーズへの対応、認知症高齢者のBPSD等、規制改革
とともに新たな福祉経営がもとめられる時代となった。福祉施設は、人生のリスクに対するセーフテイーネットでもある。利用者の自立と自律
を運営の基礎に置き、わかりやすく丁寧で信頼が築ける施設経営が求められている。よって地域住民の福祉ニーズにこたえるべき経営とは何か
、また経営による利益と地域住民のニーズの関係はどう保たれるべきなのかを学習する。また本科目では公的介護保険の動向や地域包括ケアシ
ステム・保健、医療、福祉による多職種連携の意義も視野に入れながら２１世紀型の地域福祉及び福祉経営について学ぶ。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
「福祉サービスの組織と経営　第5版」　

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　福祉サービスとは何か。利用者の人権と権利理解
　２回　福祉サービスの提供と制度の役割
　３回　法人の基本形態とガバナンス
　４回　社会福祉法人による経営の現状
　５回　特定非営利活動法人（ＮＰＯ）の特徴
　６回　福祉施設経営戦略の基礎
　７回　事業計画の策定と実行評価
　８回　福祉施設におけるサービスの質の向上
　９回　集団の力学理論（組織構造）
１０回　福祉施設の管理運営の方法
１１回　福祉施設のサービスの質の評価
１２回　福祉施設のリスクマネジメント
１３回　福祉施設の苦情受付と対応
１４回　福祉施設における人事・労務管理
１５回　福祉施設における人材育成

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験　７０％　　平常の学習状況　２０％　　課題（レポート)　１０％
成績評価の方法　/Assessment Method

日ごろから社会保障に関するニュースに関心をもってください。また、事後学習としてテキストの振り返りがだいじです。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662531 /



福祉サービスの組織と経営 【昼】
専門科目

経営のベースである理念・使命を理解しながら、地域に密着した自立支援の施設等とは何かを学習します。福祉ニーズをポジテｲブに捉えるアセ
スメント理論も学習しておくとより理解が深まります。社会保障改革の動向にも注目しておきましょう。

履修上の注意　/Remarks

福祉経営における利益とは何か、を根底に２１世紀型の福祉経営論(自立支援、法令順守、人権擁護、運営等)を学習します。
担当教員は、特別養護老人ホームや養護老人ホーム、軽費老人ホーム・デーサービスセンター等の事業を運営する社会福祉法人の理事(社会福祉
士・主任介護支援専門員)ですが、その立場から福祉サービスの経営とサービスのあり方を、市民、地域、行政、関係事業者の立場を見据えて講
義が行われます。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

地域包括ケア　　　多職種連携　　ガバナンス　　人権擁護　　管理運営　　サービスの質と自立支援　　PDCAサイクル
　　法人　　　組織　　　　ｿｰｼｬﾙワーク　　リーダー論　　　　人材育成　　　　リスクマネジメント　　　公的介護保険

キーワード　/Keywords

662531 /



権利擁護と成年後見制度 【昼】
専門科目

/Instructor
伊東　良輔 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　講義、権利擁護活動を行う実践者の話を聞き、現代社会における権利擁護の視点を養う。
　介護保険法・成年後見制度の関係性からノーマライゼーションの理念を読み解く。
　現在、医療福祉業界で言われる「自己選択・自己決定」を支援するために必要な知識を習得し、実践の現場で意思決定支援ができる支援者の
養成に資する授業を行う。
　

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
中央法規出版「権利擁護と成年後見制度」

必要時にお伝えします。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

講義
・相談援助の活動と法
・成年後見制度
・日常生活自立支援事業
・成年後見制度利用支援事業
・権利擁護にかかわる組織・団体
・権利擁護にかかわる専門職の役割
・成年後見活動の実際
・権利擁護活動の実際
実践者の話
・権利擁護センター職員
・法律職
・社会福祉職

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

・講義出席状況
・講義態度
・期末試験

成績評価の方法　/Assessment Method

普段の生活の中で「成年後見制度」はどのような場面で必要であるのかを考えておく。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

662532 /



権利擁護と成年後見制度 【昼】
専門科目

キーワード　/Keywords

662532 /



心理学概論 【昼】
専門科目

/Instructor
田中　信利 / 人間関係学科, 田島　司 / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

社会心理学、発達心理学、及び臨床心理学の基礎的内容が主要テーマである。まず、人間の社会的行動を、集団における人間関係、自己意識と
社会システムの関係などから考察する。次に、ヒトの発達現象における心理学的な捉え方、生涯発達と発達課題、発達における障害について考
察する。最後に、心理臨床の観点からパーソナリティ、ストレスと不適応、心理的援助を考察する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜、レジュメを配布する。

授業の中で、適宜紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回オリエンテーション：本講義の概要について
第２回　　心理学の研究方法について【実証主義】【仮説】【有意性】
第３回社会心理学の基礎理論【原因帰属】【認知的不協和】
第４回集団における人間関係【リーダーシップ】【集団凝集性】
第５回自己と社会の関係【大衆社会化】【自分探し】
第６回 調査研究の方法【無作為抽出】【測定の妥当性】
第７回心理学研究の社会的意義【研究史】【引用文献】
第８回パーソナリティに関する心理学研究の歴史【類型論】【特性論】
第９回不適応の成り立ちについて【防衛機制】【不適応】
第10回　  不適応の理解と援助【心理アセスメント】【心理的支援】
第11回母子関係の障害について【虐待】【関係性障害】
第12回カウンセリングについて【心理療法】【カウンセラー】
第13回カウンセリングの理論【精神分析】【行動療法】
第14回カウンセリングの実際【心理アセスメント】【病院臨床】
第15回　　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平素の学習状況　20％　　期末試験…　80％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習として、シラバスに記載されているキーワードについて調べておく。
事後学習として、配布資料やノートをもとに授業の振り返りを行う。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

１学期開講の「基礎心理学」と併せて受講されることを薦めます。
授業終了後は、配布プリント等に目を通して、内容に関する理解を深めること。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

662533 /



心理学概論 【昼】
専門科目

キーワード　/Keywords

662533 /



発達心理学 【昼】
専門科目

/Instructor
税田　慶昭 / SAITA YASUAKI / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

発達心理学は、年齢に関連した経験と行動にみられる変化の科学的理解に関する学問である（Butterworth, 1994）。本講義では乳児期から青年
期を中心に特徴的なテーマを取り上げ、人間の発達に関する心理学的理解を深める。特に、自己・他者への理解、他者との関係性の形成につい
て紹介したい。
また、児童生徒の理解と指導について、発達における障害の問題等を取り上げ、その基本的な理解や支援について学ぶ。

なお、この科目は、履修ガイドの「教職に関する科目」カリキュラムマップの「Ⅰ類－２」に分類される科目である。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
藤村　宣之 編著　『発達心理学　　周りの世界とかかわりながら人はいかに育つか（いちばんはじめに読む心理学の本 3）』　ミネルヴァ書房
　￥2700

文部科学省（2011）「生徒指導提要」 ￥298
その他、授業中に適宜紹介する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　オリエンテーション：発達心理学とは何か
第２回　乳児は世界をどのように感じるのか【知覚、認知、言語の発達】
第３回　ヒトの発達的特徴とは【発達のメカニズム】
第４回　ヒトは他者との関係をどのように築くのか【愛着、共同注意】
第５回　イメージと言葉の世界【知能の発達、表象能力】
第６回　他者とのコミュニケーション、心を推測する力【心の理論】
第７回　自己・他者を理解する【自己概念・自己意識】
第８回　学習の過程【学習理論、論理的思考】
第９回　友人とのかかわりと社会性の発達【ギャング・エイジ、道徳性】
第10回　自分らしさの発達について【アイデンティティの形成】
第11回　他者を通して見る自己【友人関係、問題行動】
第12回　成人期以降の発達段階【親密性、生殖性、人生の統合】　
第13回　児童生徒の心理と理解【発達障害の基本的理解】
第14回　発達障害をもつ児童生徒の心身の発達と学習の過程
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常点(小レポートを含む)　…　40％　　　期末試験　…　60％
成績評価の方法　/Assessment Method

次回の授業範囲を予告するので、教科書等の該当部分を予習してくること。また、授業終了後には教科書や配布プリントを用いて各自復習する
こと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662534 /



発達心理学 【昼】
専門科目

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662534 /



老年心理学 【昼】
専門科目

/Instructor
石塚　優 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　主として老年期の捉え方や認知機能(知能、記憶・学習・情報処理)、パーソナリティと社会的適応について、老化に伴う変化の有無とその要因
を社会的影響も視野に入れて説明する。また、老年期の心理的問題や社会問題等を通して、老年期の理解と認識を促すことをねらいとする。こ
れにより学生は、老年期の捉え方の多様性や知能・記憶・パーソナリティの変化、老年期特有の心理的問題について理解することができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
資料を配布する

講義中に紹介する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　　　　老年期とは－多様性と共通性【個人差、文化・社会的老年期の捉え方】
第２回　　　　老年期の心理学的捉え方、社会学的捉え方
第３回　　　　老年期に関する学説
第４回　　　　老年期の認知機能の変化を見る枠組み
第５回　　　　老年期の認知機能の変化－知能の測定方法【横断的方法、縦断的方法、系列法】
第６回　　　　老年期の認知機能の変化－知能の二つの側面【結晶性能力、流動性能力】
第７回　　　　老年期の認知機能の変化－老化に伴う知能の変化に影響する要因
第８回　　　　老年期の認知機能の変化－記憶・学習・情報処理１【記憶のモデル】　　　　
第９回　　　　老年期の認知機能の変化－記憶・学習・情報処理２【再認と再生、固有名詞と一般名詞、初頭効果と新近効果】
第10回        老年期の認知機能の変化－記憶・学習・情報処理３【日常生活における記憶、記憶機能の変化の要因】　　　　
第11回 　　　老年期のパーソナリティと適応１【社会通念・時代背景・社会環境】
第12回 　　　老年期のパーソナリティと適応２【成熟したパーソナリティとパーソナリティ変容の要因】
第13回　　　 老年期のパーソナリティと適応３【OldestOldと社会関係】
第14回        老年期の心理的問題【うつ、認知症など】
第15回　　　 まとめとして－適応と要求水準【個人と社会】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

試験　　70％　　　　授業態度　　　30％
成績評価の方法　/Assessment Method

知能、記憶、パーソナリティなどの心理学の基本領域を学習しておく。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

特になし
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

662535 /



老年心理学 【昼】
専門科目

キーワード　/Keywords

662535 /



教育心理学 【昼】
専門科目

/Instructor
山下　智也 / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　教育心理学とは、教育活動を効果的に推進するために役立つ心理学的な知見や技術を提供する学問である。
　この授業では、まず【学習】分野として、幼児、児童及び生徒の教育場面に関連する学習理論を学ぶことを通して、より効果的な教育活動を
展開するための教育心理学の基礎的事項について理解する。次に【発達】分野として、子どもの発達段階について学んだ上で、教育現場での個
々人に応じた教育及び発達支援について理解を深める。さらに、知的障害・発達障害のある幼児・児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程に
ついても学ぶ。また、教育心理学の知見を生かした多様な【教授法】について学ぶとともに、学級集団や子どものパーソナリティ理解、教育評
価等の理解を深め、教育現場へと【応用】する術を学ぶ。
　授業形態は講義とする。授業内で出される課題についてのグループディスカッション、心理学実験、プレゼンテーション等のアクティブラー
ニングを部分的に取り入れる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
やさしい教育心理学 第4版　鎌原 雅彦 (著), 竹綱 誠一郎 (著)　有斐閣

授業中に随時、情報を提供する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

662536 /



教育心理学 【昼】
専門科目

第１回：教育心理学が心理学の分野においてどのように発展してきたのか、また教育心理学とは何を目的とした学問なのかについて学ぶ。

第２回：【学習①】古典的条件づけやオペラント条件づけ等の基本的な学習理論（経験説）について教育との関係から学ぶ。

第３回：【学習②】洞察説やサイン・ゲシュタルト説等の基本的な学習理論（認知説）について教育との関係から学ぶ。

第４回：【学習③】学習における動機づけや原因帰属理論について学ぶ。また動機づけを高め、維持するための働きかけ方についても学ぶ。

第５回：【学習④】記憶に関する基礎理論（長期記憶、短期記憶、忘却等）を学ぶ。また、学習活動における記憶の役割や記憶の定着を促す学
習方法について学ぶ。

第６回：【発達①】発達に及ぼす遺伝要因と環境要因の相互作用の影響に焦点を当てる。特に発達における環境要因としての教育が果たす役割
について理解する。

第７回：【発達②】発達初期における養育者との愛着形成と初期経験の重要性について理解する。また、生涯発達の視点からピアジェの認知発
達理論についても学ぶ。

第８回：【発達③】生涯発達の視点からエリクソンのライフサイクル論を理解し、特に思春期・青年期に関して、発達段階を踏まえた適切な学
習方法について理解を深める。

第９回：【発達④】発達障害（自閉症スペクトラムや学習障害、注意欠陥多動性障害等）の特徴について学ぶとともに、発達障害児との関わり
について理解を深める。

第10回：【教授法①】発見学習や有意味受容学習等の学習指導法について、その特徴と提唱された理論的背景について学ぶ。

第11回：【教授法②】プログラム学習やバズ学習、ジグソー学習等の学習指導法について、その長所と短所を理解し、実践場面での使い分け方
について学ぶ。

第12回：【応用①】学級集団の諸相を仲間集団の発達的変容や測定方法など仲間関係の側面から学ぶ。また教師のリーダーシップや教師期待効
果などの教師の役割についても学ぶ。

第13回：【応用②】教育場面での評価の形態（絶対評価、相対評価、個人内評価等）について学び、その特徴を理解する。また子どものパーソ
ナリティ理解についても学びを深める。

第14回：【応用③】知能の定義や考え方の歴史的変遷や諸理論について学ぶ。また、知能の測定と知的障害の定義及び特徴について理解する。

第15回：【応用④】特別な支援を必要とする子ども（知的障害・発達障害等）への対応・支援や、子どもの不適応問題（いじめ・不登校等）へ
の対応・支援について、教育心理学的観点から学ぶ。

定期試験

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

講義でのミニレポート・・・３０％
最終試験・・・７０％　

（出席について、3分の2以上の出席が最終試験受験資格とする。）

成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習：毎回次回の予告を行い、次回までの課題を提示する。
事後学習：学習内容を自分の言葉で他者に説明できるようになるよう努めることとする。授業の冒頭で、前回の授業内容についての説明を求め
ることがある。
（事前・事後学習として週４時間以上行うこと。）

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

授業への主体的な参加を期待します。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

子どもの発達、子どもの学習、子どもへの関わり方
キーワード　/Keywords

662536 /



対人心理学 【昼】
専門科目

/Instructor
田島　司 / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本講義では対人行動に関わるさまざまな心理的側面について話題とする。講義を中心としながら小規模な実験や調査を体験してもらい，基礎的
な知識のみならず最近の研究結果も紹介する予定である。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『社会心理学のストーリー』ナカニシヤ出版　1600円＋税

必要に応じて紹介する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　　　　オリエンテーション
第２回　　　　対人認知
第３回　　　　ステレオタイプ
第４回　　　　帰属過程
第５回　　　　社会的態度
第６回　　　　対人魅力
第７回　　　　対人関係の発展と崩壊
第８回　　　　達成動機、親和動機
第９回　　　　家族、性役割
第１０回　　　組織行動、リーダーシップ
第１１回　　　友人関係と孤独感
第１２回　　　対人葛藤の効果
第１３回　　　攻撃と援助
第１４回　　　現代社会における対人心理の諸問題
第１５回　　　まとめと小テストの解説等

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

日常の学習状況（小テスト４回程度）…　100％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業前後に教科書の対応箇所を読んでおくこと。
図書館等で参考になる本を自主的に探しておくことが望ましい。他の心理学関連の授業を合わせて受講するとわかりやすい。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662537 /



臨床心理学 【昼】
専門科目

/Instructor
田中　信利 / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本講義は、Eriksonの漸成理論に準拠し、人間の各発達段階における発達課題と不適応の関係を概観しながら、不適応のメカニズム、発達援助の
あり方について考究する。その際、実践に即した理解を深めるために、事例を紹介しながら進める予定である。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
毎回、レジュメを配布する。

授業の中で適宜、紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回    オリエンテーション：臨床心理学とは何か
第２回　　乳児期の発達課題と不適応：理論編【基本的信頼感】【愛着】
第３回　　乳児期の発達課題と不適応：事例編【発達障害】
第４回    幼児期の発達課題と不適応：理論編【自律性】【積極性】
第５回　　幼児期の発達課題と不適応：事例編【母子分離】
第６回    児童期の発達課題と不適応：事例編【遊戯療法】【自尊心】
第７回　　児童期の発達課題と不適応：理論編【勤勉性】【箱庭療法】
第８回    青年期の発達課題と不適応：理論編【自我同一性】【友人関係】
第９回　　青年期の発達課題と不適応：事例編【過食症】【同一性拡散】
第１０回　壮年期の発達課題と不適応：理論編【生殖性】【中年期心性】
第１１回　壮年期の発達課題と不適応：事例編【自我同一性の再体制化】
第１２回  老年期の発達課題と不適応：理論編【統合】【抑うつ】
第１３回　老年期の発達課題と不適応：事例編【心気症】【不定愁訴】
第１４回  まとめ（その１）：発達課題と不適応の関係について
第１５回　まとめ（その２）：不適応の理解と援助について

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポート（5回）…　50％　　試験　…　50％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習として、配布された事例資料を前もって読み、不適応の背景因や治療の流れについて自分なりに理解し、疑問点を整理しておく。
事後学習として、事例を再度読み直し、提出用の用紙に事例の概要をまとめる。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

本講義を受講前に「心理学概論」を受講しておくことを薦めます。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

662538 /



臨床心理学 【昼】
専門科目

キーワード　/Keywords

662538 /



カウンセリング論 【昼】
専門科目

/Instructor
田中　信利 / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本講義は、心理アセスメントと心理療法に関する基礎的知識の習得を目指す。心理アセスメントでは、初回面接のあり方や心理アセスメントの
諸技法について概観する。心理療法では、三大心理療法の精神分析、行動療法、クライエント中心療法について概観する。その際、実践に即し
た理解を深めるために、事例を紹介しながら進める予定である。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
毎回、レジュメを配布する。

授業の中で、適宜、紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回   オリエンテーション：心理療法とは何か
第２回　 心理アセスメント(1)：初回面接と見立て【初回面接】
第３回　 心理アセスメント(2)：精神医学的診断【病理水準】
第４回   心理アセスメント(3)：テストバッテリー【構造化面接法】
第５回　 精神分析の理論と実践(1)【無意識】
第６回   精神分析の理論と実践(2)【メタ心理学】
第７回　 精神分析の理論と実践(3)【自由連想法】
第８回　 クライエント中心療法の理論と実践【受容】【共感】
第９回   認知行動療法の理論と実践(1)【行動療法】
第10回　認知行動療法の理論と実践(2)【認知療法】
第11回  認知行動療法の理論と実践【第三世代の認知行動療法】
第12回　三大心理療法の共通点と相違点【洞察】【自己一致】【学習】
第13回　学校カウンセリングの実際【スクールカウンセリング】
第14回  心理療法の実際（ビデオ学習等）
第15回  まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポート（4回）　…　40％　　試験　…　60％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業で配布した資料等をもとに授業内容を振り返り、整理しておくこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

本講義を受講する前に、1学期開講科目「臨床心理学」を受講されることを薦めます。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

662539 /



カウンセリング論 【昼】
専門科目

キーワード　/Keywords

662539 /



心理療法論 【昼】
専門科目

/Instructor
中島　俊介 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

心理療法は学ぶことも教えることも難しい領域であるとされる。それは学ぶ者と教える者それ自身の人間性が大きく問われるからである。それ
故，「心理療法に従事する人間は，いつも深い羞恥心と，へり下った態度をとること…これこそ心理療法の真の成功の秘密なのである」（霜山
徳爾）といわれるのである。本講義は，心理療法に関する主要な各学派を概観しながら，特にわが国の文化的背景から出てきた，森田療法を中
心に学習を進める。独創的な学説にふれることにより心理療法全般への展望と理解が広がり同時に自己のメンタルヘルスにも興味を持ってもら
いたい。キーワードは【森田療法】である。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
テキスト　　「森田療法」岩井寛　著　講談社現代新書

「森田療法のすべてがわかる本」北西憲二　著　講談社
「神経質の本態と療法」森田正馬著　白掲社

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

授業内容とタイムスケジュール（【　】はキーワード）
  1回　心理療法の基礎問題　　　　　　　　
　  　   心理療法を囲む問題　・　心理療法を学ぶ目的【傷つけざること第一なり】　　　　　　　　
  2回　心理療法家としての心構え　・　心理療法と発達理論　【発達理論】　　　　　　　　
　3回　心理療法の歴史　【フロイト・ユング・アドラー】　　　　　　　　　
　4回　心理療法の技法論　精神分析，ユング心理学【東洋的人間観】
　5回　アドラー心理学について　【ライフスタイル】【共同体感覚】
　6回　森田療法とその主要理論　【あるがまま】【生の欲望】　　　　　
　7回から10回　森田療法とその基礎理論　【感情の法則】【目的本位】【精神交互作用】
　11回から13回　森田療法の実際　（不安とうつを治す）【とらわれ】【セルフヘルプグループ】
　14回　認知行動療法について　【森田との違い】
　15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

定期試験及び課題提出の内容…50％　授業と勉学への熱意…30％　毎回の授業態度…20％。
成績評価の方法　/Assessment Method

心理的な負荷を感じて追い詰められている人が増えている。精神疾患を発症した労働災害の請求が1515人と初めて1500人を超え過去最高になっ
た（厚生労働省発表2015年度のまとめ）。認定の原因は「心理的な負荷が極度に高い出来事」が最多である。日頃から自分の周りに観られる心
理的な負荷に関する事案を意識して生活してほしい。さらに学習した内容や心構えを生活の中で実践して方法や考え方を体得するよう望みたい
。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

森田療法以外の心理療法として、現在ひろくおこなわれている「認知行動療法」「アドラー心理学」についても学ぶ予定である、自分でも事前
に調べて概略をつかんでいること。また人間理解を深めるための基本的理論書を自主的に読んでほしい。.

履修上の注意　/Remarks

662540 /



心理療法論 【昼】
専門科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

森田療法　認知行動療法　アドラー心理学　
キーワード　/Keywords

662540 /



コミュニケーション論 【昼】
専門科目

/Instructor
森永　今日子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

コミュニケーションは，自分の意図を相手（人，モノ，機械）に理解してもらうことである。つまり，「わかる」ということがコミュニケーシ
ョンの本質である。どうわかってもらうかは，対面の場合，メディアを介したコミュニケーション，機械とのコミュニケーションの場合でそれ
ぞれに異なっている。この講義では，「わかる」という問題についてまず考え，メディアによるコミュニケーション，機械とのコミュニケーシ
ョンについて心理学的に考察する。
1. 松尾太加志「コミュニケーションの心理学―認知心理学・社会心理学・認知工学からのアプローチ」の理解。
2. 実験心理学の枠組みと、統計基礎の理解。
3. 基礎から臨床まで、心理学が分断されたものではなく、一続きだというイメージを持つ。
4. 心理学が生活や社会問題に活用できることの理解。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
〇松尾太加志「コミュニケーションの心理学―認知心理学・社会心理学・認知工学からのアプローチ」ナカニシヤ出版

〇比留間 太白・山本 博樹 (編集)『説明の心理学―説明社会への理論・実践的アプローチ』ナカニシヤ出版
〇海保 博之 (編)『わかりやすさとコミュニケーションの心理学 (朝倉実践心理学講座)』朝倉書店
〇海保博之・松尾太加志『キャリアアップのための発想支援の心理学』培風館

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　イントロダクション
2回　コミュニケーションとは
3回　メンタルモデル
4回　わかりやすい文章
5回　実験計画の理解と表やグラフの読み方
6回　スキーマによる対人認知
7回　ノンバーバルコミュニケーション
8回　対人距離
9回　メディアコミュニケーション
10回　Computer Mediated Communication
11回　ヒューマンインタフェース
12回　人と機械とのコミュニケーション
13回　医療事故を心理学の視点から紐解く
14回　言いたいことをうまく伝えるコミュニケーション
15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験　100%
成績評価の方法　/Assessment Method

予習復習を必要とします。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662541 /



コミュニケーション論 【昼】
専門科目

私語は他の受講生への迷惑行為なので厳禁です。※2回目の注意で退席してもらいます。
評価は、試験の結果のみで行います。
試験は、全て持ち込み可とします。
講義で行ったこと、話したことは、全て試験の範囲に含まれます。（含まれないもの、雑談などは先に「これは試験に関係のないことですが」
と断ります）
欠席した場合は、配布物やノートを次の講義までに手に入れ、次の講義に差し障ることのないようにしてください。理解できない理由や配布資
料を揃えていない理由に、「休んでいたから」という言い訳は通用しません。
その他、評価や試験に関することを講義中に話したり、掲示したりします。「聞いていません。知りません」という言い訳は通用しません。

履修上の注意　/Remarks

☆過去受講生の皆さんからの、受講生の皆さんへのアドバイスを紹介しますので参考になさってください。
単位が欲しいだけの人、空きコマ潰しに何でもよいから履修しようとする人は絶対にやめよう。
シラバスをしっかり読んで、自分に合うかを見極めてから受講した方がよい。正直、教科書は難解で、理解するには時間がかかる。この教科を
勉強するためにある程度時間をかけられる人に勧める。
グループワークなどで実際にコミュニケーションを行うわけではないので注意。
講義内容は難しく、考えることが不可欠だが、毎回のミニレポートで具体性を求められることもあり、考えることが習慣化できる。
コミュニケーションがどう成り立っているのか、人間の思考回路の仕組みを理論や実験を基に知ることができる。知っていて損することは絶対
にない内容。
勘違いが起きる原因など、興味深い事が学べる。日常生活でも「これがコミュ論で学んだことか！」という発見ができて面白い。
実験のグラフや表の読み方を学べる。
わかりやすい文章の書き方を心理学的な概念から学べる。（単なるハウツーではなく基礎理論に基づく説明なので、その基礎理論の理解は必須
）
しっかりと筋の通った仮説を立てられるようになるから卒論を書く際に役立つ。
心理学に関連した動画や映画や本、勉強するのに役立つサイトなどを知ることができる。
毎回「私は今学んでいる！」と実感させられる授業。大学に来てまで学んでいる意味を改めて感じさせられる。
とにかく予習と復習。少しでもいいから毎回行うこと。
他の心理学系の科目とは違う内容なので新鮮。
これまでの人生で聞いたこともない専門用語や概念が飛び出してくるので、予習復習して、講義中はしっかりメモを取ること。「絶対に理解し
てやる！」というくらいの意気込みが必要。
二年生で受講すれば心理学に不可欠な図表の読み方を学べ、ゼミ選択の参考にできる。三年生や四年生にとっては紹介される実験がゼミ研究や
卒論の参考になる。
二年生からも受講可能だが、認知心理学や社会心理学の基礎をある程度修めた三年生での受講をお勧めする。ゼミや卒論で使えるネタがたくさ
んあり、研究に発展できる。
わからないことはミニレポートで質問すれば丁寧に説明してもらえるので質問すべし。
シラバスを読んで受講をためらう人も多いと思うけど、授業は面白いしわかりやすい。しかし、評価はテスト100%（しかもなかなか大変）なの
で、楽な科目でないことは確か。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

認知心理学、社会心理学、人間工学、コミュニケーション、スキーマ、スクリプト、メンタルモデル、実験、調査、表やグラフの読み方
キーワード　/Keywords

662541 /



観光社会学 【昼】
専門科目

/Instructor
須藤　廣 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年集中

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　日本を訪れる外国人の数が約3000万人に至るまで増加し、観光は日本の重要な産業の一つとなろうとしている。しかしながら現在、観光が注
目されているのは産業としてだけではない。観光は私たちのプライドの問題とも大きく関わっている。世界的なグローバリゼーションの進展は
、ローカルの価値を活性化させる役割も果たしてきた。現在、観光はグローバルなまなざしによってローカルの価値を再発見する「メディア」
になろうとしている。人間は、他者に見られることによって自分とは何かを確認する。観光者に見られることによって、私たちは社会的アイデ
ンティティを獲得している。
　このように産業の問題、プライドの問題が関わる日本の観光化は全てが順調なわけではない。観光化による自然破壊、文化破壊、社会的分裂
等、観光は社会に矛盾ももたらす。この授業では観光を社会科学の一分野として客観的に捉え、観光を文化創造や社会創造につなげてゆくには
どのようにしたらよいのか考える。
　本年は特に、観光客、地元住民等が「参加」する観光について焦点を当て、現代社会における文化消費（特に「リアルの消費」）のあり方、
その問題点、そして可能性について考える。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
須藤廣『観光社会学 v2.0』（福村出版）

〇須藤廣『観光化する社会ー観光社会学の理論と応用』（ナカニシヤ出版）
◯須藤廣『ツーリズムとポスト・モダン社会』（明石書店）
その他、授業で紹介する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回目　観光とは何か（オリエンテーション）
２回目　消費社会と観光１ー観光と非日常消費
３回目　消費社会と観光２ー観光と参加、自己承認、コミックマーケットから地下アイドル、音楽フェスまで、体験参加型観光の意味
４回目　テーマパーク化する観光地と都市、そしてその変容ーディズニーランド（の変容）、ショッピングモール
５回目　観光の歴史ー前近代（巡礼、湯治）
６回目　観光の歴史ー前期近代（大衆観光、産業労働と観光、ナショナリズム）
８回目　観光の歴史ー後期近代（特化する観光、オタク観光）
９回目　北九州市の観光の歴史
10回目　観光化と観光の理論ーブーアスティン、マキァーネル、リッツアー
11回目　観光地と社会分裂ー観光者と観光地住民
12回目　映画『ザ・ビーチ』からみる観光者と観光地住民
13回目　温泉観光地、由布院について考えるーNHKの番組（プロジェクトX）を批判する
14回目　観光消費と「虚構」/「現実」ー「リアル」へと向かう観光（ダークツーリズム、アートツーリズム、まんが・アニメツーリズム、民族
ツーリズム）
15回目　参加する観光客及び観光地と共同性の再編成

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業参加態度20％、レポート80％
成績評価の方法　/Assessment Method

662542 /



観光社会学 【昼】
専門科目

テキストを熟読しておくこと、学習した内容を現実の観光地に当てはめよく考えること
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

観光（旅が好きでもよい）、観光文化（ディズニーランド、オタク、アイドルツーリズム等も含む）、観光まちづくりに興味があること。
履修上の注意　/Remarks

おおいに議論し、語り合おう。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

観光、観光地、観光客、自己承認、ポストモダニズム、メディア、イメージの政治
キーワード　/Keywords

662542 /



フィールドワーク論 【昼】
専門科目

/Instructor
門馬　一平 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本講義では、さまざまなフィールドからの具体的な報告を紹介しながら、フィールドワークについてのエッセンスを学びます。また、講義の中
で受講生と議論しながら「フィールドワークとは何か」についてともに考えたいと思っています。講義をできるだけ双方向性のあるものにする
ため、常識にとらわれない積極的な発言を推奨します。また、受講生の意見を授業に反映させるため、質問用紙、web掲示板等を活用します。

インターネットであらゆる情報が手にはいる現代において、自分の足で歩き、自分の目で見て、自分の耳で聞く、その意味とは何か。実際、フ
ィールドワークをおこなうと、インターネットや本とは違い五感で生きた情報に触れることができます。講義では、フィールドワークにおいて
得られるこうしたデータの質的な特徴についても考察します。また、内と外、自己と他者、他者と異者、自然と文化など、その「間に立って考
える」、ということの可能性を模索します。

フィールドワークを通じて自分自身の身体感覚や身体技能、社会技能が変化するということにも注目します。ひととの関わりは、社会的な実践
とつながり、翻って調査者の暮らし方や生き方を変えます。大学でおこなう調査・研究と社会的な実践・連帯との関連性を、フィールドワーク
という手法の応用として考えることを達成目標とします。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜講義中に紹介します。

『フィールドワークの絶望と愉悦　山野や村を歩く』2015　篠原徹◯
『フィールドワークへの挑戦―“実践”人類学入門』2006　菅原和孝〇
『調査されるという迷惑―フィールドに出る前に読んでおく本』2008　宮本常一・安渓遊地〇
『ヤシガラ椀の外へ』2009　ベネディクト・アンダーソン〇
『右利きのヘビ仮説』2012　細将貴〇
『飯場へ: 暮らしと仕事を記録する』2017 渡辺 拓也◯
その他講義中に適宜紹介します。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

662543 /



フィールドワーク論 【昼】
専門科目

第１講　イントロダクション～フィールドワークとは
第２講　人はなぜフィールドワークするのか（前編）
第３講　人はなぜフィールドワークするのか（後編）
第４講　フィールドワークに手法はあるのか（前編）
第５講　フィールドワークに手法はあるのか（後編）
第６講　さまざまなフィールド―自然・どうぶつ
第７講　さまざまなフィールド―ひと
第８講　さまざまなフィールド―文化と普遍特性
第９講　未知のフィールドに行く
第１０講　他者を知ること―調査・参与観察
第１１講　他者を知ること―身体感覚・技法
第１２講　他者を知ること―分析・比較
第１３講　フィールドワークの可能性ー社会的な実践
第１４講　フィールドワークの可能性ー暮らし方・生き方
第１５講　まとめ

題目や内容は、理解度にあわせて変わることがあります。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

講義で紹介する社会活動に参加、本を読んで考える。
ドキュメンタリー映画を観て考える。
講義内で示された方法で議論に参加する。・・・５０％

講義と実践をふまえてレポートを書く。・・・５０％

成績評価の方法　/Assessment Method

授業中に紹介するイベントに参加することを推奨します。
特に「北方シネマ」で上映されるドキュメンタリー映画を活用します。
授業中に紹介する本を読むことを推奨します。
web掲示板等を活用して議論を進めます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

web掲示板などの双方向性のあるツールを活用します。
履修上の注意　/Remarks

なんらかの形で、講義内で発言することを心がけてください。
講義を通じて教員、学生の双方に新しい発見があることを期待しています。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

人類学　フィールドワーク　他者理解　ドキュメンタリー映画
キーワード　/Keywords

662543 /



ボランティア活動論 【昼】
専門科目

/Instructor
西田　心平 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

ボランティア活動の現状と概念を整理・確認し、地域社会での位置づけや活動の意義について考えます。ボランティア活動を狭義ではなく、広
義に捉えたNPO(公益団体)として課題を定義することにより、組織運営の課題を理解・分析するとともに、地域・社会における生活の質を高める
多様な課題(子育て支援・対策、高齢者支援・対策、雇用対策、環境保全・対策、新エネルギー・省エネルギー促進方策、商店街活性化対策、自
治会加入促進対策等)の解決に結びつくことを考えてみたいと思います。地域・社会の多様な課題の解決に向きあうには組織の自立した持続的な
運営と、代表者としての取り組む姿勢・資質が不可欠であり、その要素の実現に必要となる条件について考えます。住みよい地域・社会の実現
には、ボランティア活動を慈善的な活動から発展的な発想により、持続的な自立したボランティア活動へと成長し、継続的に地域・社会と関わ
ることで、人の意識変革を促し、人間力を高め、地域力を高める必要があります。さらに、組織運営における発想の拡大により、地域・社会の
課題を解決する新しい社会ビジネス手法「コミュニティビジネス(市民事業)」「ソーシャルビジネス(社会起業)」の概要を理解することにより、
生活の質を高めることを目的とする公共サービスの担い手としての社会的意義について考えてみたいと思います。
　この講義での到達目標の具体的な内容は以下の通りです。
①.ボランティア活動の全体理解を得て、社会での位置づけや意義を学ぶと共に、組織運営の課題を分析する。
②.ボランティァ活動・NPO・NPO法人の社会的な役割を理解し、組織運営の違いを理解する。
③.地域・社会の課題を分析することにより、ボランティア活動に求められる社会的な意義を理解する。
④.人間力・地域力を高める目的を担う、コミュニティビジネス(市民事業)・ソーシャルビジネス(社会起業)の概論を理解し、地域・
　　社会との関係性を考察することにより、社会性と経済性との調和による新しい地域・社会環境をイメージする。
⑤.新しい生活支援サービス形態と称される「公共サービス」としての関係性を理解する。
⑥.対話授業を取り入れることにより、授業での主体性を高め、協調性を基本とする「ボランティア活動に取り組む姿勢」を高める。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜資料を配布します。

授業の中で随時紹介します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

662544 /



ボランティア活動論 【昼】
専門科目

1回　　ボランティア活動の現状理解と、社会的な意義
2回　　ボランティア活動とNPO(任意団体)・NPO法人の概念整理
3回　　ボランティア活動とNPO(任意団体)の組織運営の課題分析
4回　　特定非営利活動法人(NPO法人)の組織運営の課題分析
5回　　ボランティア活動の自立化によるコミュニティビジネス(市民事業)への成長
6回　　地域・社会の課題発見　その1
7回　　地域・社会の課題発見　その2
8回　　人間力(教育的影響)の現状理解と課題分析
9回　　地域力(社会的影響)の現状理解と課題分析
10回　 コミュニティビジネス(市民事業)と、人間力との関係性　その1
11回　 コミュニティビジネス(市民事業)と、人間力との関係性　その2
12回　 コミュニティビジネス(市民事業)と、地域力との関係性　その1
13回　 コミュニティビジネス(市民事業)と、地域力との関係性　その2
14回　 地域での雇用創出を目的とする、ソーシャルビジネス(社会起業)概要の理解
15回　 ボランティア活動からコミュニティビジネス(市民事業)・ソーシャルビジネス(社会起業)への発展的可能性と、地域・社会からの期待(ま
とめ)　　　
　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験(80%)、授業レポート(5%)、対話討議を含む授業での積極性(15%)を評価とします。
成績評価の方法　/Assessment Method

講義の理解に有益な読書、映像視聴等を行うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

1. 受講にあたっては、毎回出席することが前提である。
2. 新聞、テレビ、ラジオ、北九州市の市政だより、福岡県NPO・ボランティアセンターの関連情報等を積極的に把握し、地域・社会の課題や社
会の変化について考察すること。
3. 身近なボランティア活動に関心を持ち、その活動の全体の把握に努めること。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662544 /



スポーツ指導論 【昼】
専門科目

/Instructor
徳永  政夫 / TOKUNAGA  MASAO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

スポーツの考え方を明らかにし、スポーツを文化としてとらえることの重要性について理解を深め、スポーツ指導者として求められる役割など
を学習する。初めてスポーツに出会う子供をはじめ、どの年代からでも生涯を通じて楽しむ方法や機会を提供するとともに、人間としてのマナ
ーやエチケットなどを学習する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
必要な資料は配布する。

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　スポーツ技術・戦術以外のスポーツ文化的内容（ルール、マナー、エチケット）カナダのフェアプレー委員会とは
　２回　21世紀のスポーツ指導者像とは（ジョン・ウッデンに学ぶ）
　３回　スポーツ指導の心構え（法的知見を含む）
　４回　世界の舞台をめざすアスリートの発掘・育成の重要性と指導者の役割
　５回　救急処置
　６回　指導計画の立て方
　７回　スポーツ活動と安全管理
　８回　指導者の法的責任
　９回　スポーツと人権
１０回　スポーツ活動中に多いけがや病気
１１回　新たなスポーツ環境とスポーツ指導者
１２回　これからのスポーツ振興の方向性
１３回　部活動とスポーツ指導者（指導の行き過ぎから起こる問題点）
１４回　日本武道の必要性（抑制の美とは）
１５回　地域スポーツクラブとスポーツ指導

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

受講態度…７０％　　レポート…３０％
（遅刻は認めない）

成績評価の方法　/Assessment Method

各回の授業の理解に有益な情報収集を行うこと
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

必要があればその都度連絡する
履修上の注意　/Remarks

662545 /



スポーツ指導論 【昼】
専門科目

スポーツは世界共通のルールで繋がっている。
日本で活躍する外国人アスリートや世界で活躍する日本人アスリートの活躍などを盛り込みながら授業を進めていきます。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662545 /



障害者スポーツ指導論 【昼】
専門科目

/Instructor
小手川　郁人 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

障害者スポーツは、最近ようやく社会に認められハンディキャップを持つ人々の意識も高まりスポーツやレクリエーションを通して社会参加す
ることができるようになってきたが、反面それらを支える支援者の数が不足しているのも事実である。本講義では「障害とは何か」、「様々な
障害状況に対しどのようにアプローチすればいいのか」などを考えその意義や指導論を学習していく。さらにこの講義では、障害者スポーツの
現場で活用できる内容を重点的に取り入れ自分の考える課題や他者との意見交換を行い発表するという体験的要素を導入する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
必要に応じてプリントを配布

必要に応じて紹介
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1ガイダンス
2障害者スポーツセンターの役割
3障害者スポーツの意義と理念
4障害者スポーツの発展の歴史
5障害者福祉施策の具体的恩恵
6障害者スポーツ指導者制度
7障害状況に応じた車いすの種類
8常用車いすの介助・体験
9肢体障害とスポーツ　脊髄損傷・頸椎損傷
10肢体障害とスポーツ　脳血管障害
11肢体障害とスポーツ　脳性麻痺・切断
12視覚・聴覚障害とスポーツ
13知的障害・精神障害とスポーツ
14障害者スポーツ指導員の心得
15まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の授業への取り組み・・・６０％　　試験・・・３０％　　レポート・・・１０％
成績評価の方法　/Assessment Method

各回配布する資料をよく読み込んでおくこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662546 /



障害者スポーツ指導論 【昼】
専門科目

各回配布する資料をよく読み込んでおくこと。
履修上の注意　/Remarks

講義中に障害者スポーツ教室や大会、地域住民と一緒に行っている行事等紹介するので、積極的に参加し体験してほしい。
国際大会などの情報を知りたければ遠慮なく聞いてほしい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662546 /



スポーツ・ボランティア指導論 【昼】
専門科目

/Instructor
徳永  政夫 / TOKUNAGA  MASAO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

スポーツ活動や身体運動を通して、子供から高齢者まで様々な活動を支援していく。スポーツ教室とスポーツ大会の目的の違いなどを理解する
と同時に、スポーツ参加や選考など学生自身がスポーツ種目の企画、立案、実施を通して学んでいく。
　例えば、開会式から閉会式までを考え実施していくことや同時に人間的な幅広さをも学んでいく。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
必要な資料は配布する。

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　スポーツボランテイアとは　　　
　２回　スポーツボランテイアの目的
　３回　地域スポーツを考える（１）
　４回　地域スポーツを考える（２）
　５回　スポーツイベントの運営（１）
　６回　スポーツイベントの運営（２）
　７回　スポーツイベントの計画と実践（１）
　８回　スポーツイベントの計画と実践（２）
　９回　中高年者とスポーツ（実技を含む）
１０回　中高年者とスポーツ（実技を含む）
１１回　女性とスポーツ(セクシャルハラスメント等を含む)
１２回　小学生のスポーツ活動（実技を含む）１
１３回　小学生のスポーツ実践（実技を含む）２
１４回　障がい者スポーツの支援（１）
１５回　障がい者スポーツの支援（実技を含む）２

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

受講態度…７０％　　レポート…３０％
（遅刻は認めない）

成績評価の方法　/Assessment Method

各回の授業の理解に有益な情報収集を行うこと
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

必要があればその都度連絡する
履修上の注意　/Remarks

662547 /



スポーツ・ボランティア指導論 【昼】
専門科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662547 /



スポーツ心理学 【昼】
専門科目

/Instructor
山崎　将幸 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

さまざまなスポーツ活動について心理学的な観点から理解を深め、スポーツ指導やスポーツ実践に活かせるようになることを目的とする。スポ
ーツコーチングの心理、メンタルトレーニング、スポーツにおける動機づけ、スポーツの社会心理、スポーツとメンタルヘルスなどの内容につ
いて、講義と簡単な実習などにより説明する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業時に適宜資料を配布する。

杉原隆他編著『スポーツ心理学の世界』福村出版
調枝孝治監訳『運動学習とパフォーマンス』大修館書店

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　　　　オリエンテーション・スポーツ心理学とは
２回　　　　メンタルトレーニング1 【メンタルトレーニングの進め方・自己分析】
３回　　　　メンタルトレーニング2 【心理的ゾーン・目標設定・リラクセーション】
４回　　　　メンタルトレーニング3 【集中力トレーニング・試合前の心理的準備・本番】
５回　　　　スポーツと心1　　　　 【ストレス理論とストレスコーピング】
６回　　　　スポーツと心2　　　　 【運動することによって得られる心理的効果】
７回　　　　スポーツと心3　　　　 【どのような運動をすることで気分変化が起きるのか？】
８回　　　　コーチングの心理1　　 【運動スキル】
９回　　　　コーチングの心理2　　 【情報処理と意思決定】
１０回　　　コーチングの心理3　　 【注意とパフォーマンス】
１１回　　　コーチングの心理4　　 【効果的な練習方法】
１２回　　　スポーツの動機づけ1　 【動機づけ理論】
１３回　　　スポーツの動機づけ2　 【一過性の動機づけを上げるための手法】
１４回　　　スポーツと社会心理  　 【スポーツと集団】
１５回　　　まとめ（スポーツ心理学の指導・実践への応用）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況　…　30　％　　授業中の課題　…　20　％　　レポート　…　50　％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業内容に関する情報を収集して予習しておくこと
資料などを見直し、授業内容の復習をすること

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

心理学関係の授業や、スポーツ科学関係の授業を受講した場合は、本講義の理解がより深まる。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

662548 /



スポーツ心理学 【昼】
専門科目

キーワード　/Keywords

662548 /



スポーツ・ボランティア各論 【昼】
専門科目

/Instructor
下釜　純子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本講義では、地域での運動やスポーツ、レクリエーション指導の実際を知り、その課題解決に対して自分たちに何ができるのかを考え、実践し
ながら地域スポーツを学習していく。主な対象となる高齢者のリスク管理、指導上の注意事項などを理解し、安全でより効果的なプログラミン
グ、プレゼン能力を身につけることを目指す。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
必要に応じてプリントを配布

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　　　　  オリエンテーション
 2～4回　　 　地域での運動指導の実際
                        高齢者の身体特性
                        高齢者の地域課題
 5～9回            高齢者の運動指導
　　　　　　（リスク管理・プログラミング、プレゼンテーションなど）
 10～14回        実習・グループワーク
 15回                まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の授業への取り組みとレポート80％、プレゼンテーション20％
成績評価の方法　/Assessment Method

高齢者の身体特性や、自分なりに考える高齢者の地域課題について事前の予習を行うことと、授業内容の復習を行うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

662549 /



スポーツ・ボランティア各論 【昼】
専門科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662549 /



コミュニティスポーツ論 【昼】
専門科目

/Instructor
山本　浩二 / YAMAMOTO  KOJI / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

望ましいスポーツ文化の創造と地域の活性化のため、総合型地域スポーツクラブなどによる地域スポーツが注目を集めている。本講義では、ス
ポーツによるコミュニティの創造や形成に視座を置き、現在のスポーツ環境の実態を理解し、今後の展開について検討する。また総合型地域ス
ポーツクラブなどの地域スポーツ振興のための具体的方法を、先進事例を紹介しながら検討し、その意義と成果、問題点等を学習する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
必要に応じてプリントを配布

必要に応じて紹介
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　　ガイダンス
２回　　スポーツの歴史と概念
３回　　スポーツを取り巻く環境理解
４回　　わが国における地域スポーツの現状
５回　　総合型地域スポーツクラブの機能と役割①育成と展開
６回　　総合型地域スポーツクラブの機能と役割②事例報告
７回　　スポーツ組織のマネジメントと事業マーケティング
８回　　スポーツ事業のプロモーション
９回　スポーツイベントがもたらす効果
１０回　地域におけるスポーツ指導者の役割と現状
１１回　学校部活動と総合型地域スポーツクラブの関係
１２回　地域スポーツの将来像
１３回　文化としてのスポーツ
１４回　スポーツと社会（まとめ）
１５回　小テスト

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の授業への取り組み（レポートを含む）・・70％、小テスト・・30％
成績評価の方法　/Assessment Method

講義前には、内容を文献やインターネット等で調べておくこと。また毎時間、講義後にミニレポートを課します。講義の内容を振り返り、レポ
ートを作成すること。また、質問等はそのレポートに記載する欄を設けています。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

４分の３以上の出席を必要とします。
履修上の注意　/Remarks

毎時間課すミニレポートや、適宜行う小テストに関しては、第一回目のガイダンスで説明を行いますので、第一回目から出席してください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

662550 /



コミュニティスポーツ論 【昼】
専門科目

キーワード　/Keywords

662550 /



障害者スポーツ各論 【昼】
専門科目

/Instructor
小手川　郁人 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

障害者スポーツ指導員とは、障害者が身体を鍛えたり、スポーツやレクリエーションを楽しむ支援を行ったりするために、障害に応じた適切な
指導をすることができる専門家である。本講義では、障害者スポーツ指導員に必要な各論について論じる。特に全国障害者スポーツ大会の概要
や競技規則、競技種目や障害状況によって判定される障害区分、競技に使用される用具と基礎知識など幅広く学習する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
必要に応じてプリントを配布

必要に応じて紹介
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1ガイダンス
2肢体不自由
3視覚障害・聴覚障害
4内部障害
5知的・発達障害
6精神障害
7アダプテッド・スポーツの理解　競技規則
8障害者スポーツ特有の用器具
9補装具の理解　構造とメンテナンス
10全国障害者スポーツ大会の概要　歴史と目的
11全国障害者スポーツ大会　選手団とコーチのあり方
12全国障害者スポーツ大会　競技内容と障害区分
13トップアスリートの大会パラリンピックとは
14世界の動向と日本の立場　今後の国際大会
15まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の授業への取り組み・・・６０％　　　試験・・・３０％　　　レポート・・・１０％
成績評価の方法　/Assessment Method

各回に配布する資料をよく読み込んでおくこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

各回に配布する資料をよく読み込んでおくこと。
応用的内容が多いため、基礎的内容を扱う「障害者スポーツ指導論」を受講済みであることが望ましい。

履修上の注意　/Remarks

662551 /



障害者スポーツ各論 【昼】
専門科目

講義中に障害者スポーツ教室や大会、地域住民と一緒に実施している行事等紹介するので、積極的に参加し体験してほしい。
国際大会などの情報など知りたければ遠慮なく聞いてほしい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662551 /



身体適応論 【昼】
専門科目

/Instructor
髙西  敏正 / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　人間は、生きていく上で様々環境に適応しながら生活をしている。その適応能も年齢や体力などによって異なる。その適応能を高め、健康を
保持増進する手段として運動が有用である。
　本講義では、運動と身体適応能に着目し、その効果などについて理解を深め、個人の健康管理・健康教育のための知識を得ることを目的とす
る。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業時プリント配布

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　オリエンテーション
　２回　運動と肥満
　３回　運動とエネルギー代謝
　４回　バイオメカニクス
　５回　運動と骨格筋
　６回　運動と神経系
　７回　運動と呼吸
　８回　運動と血圧
　９回　運動と骨粗鬆症
１０回　運動と疲労
１１回　疲労と休養
１２回　運動と暑熱環境（熱中症の予防）
１３回　運動への行動変容（１）【メリット、デメリットについて考える】
１４回　運動への行動変容（２）【運動習慣の獲得について考える】
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況（小テストなど） …　４０％　　期末試験 …　６０％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業の理解に有益な情報収集と授業内容の復習をおこなうこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

「健康科学」とあわせて受講すれば、健康管理、健康教育について、さらに理解を深めることができる。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

662552 /



身体適応論 【昼】
専門科目

健康管理、体力、運動適応
キーワード　/Keywords

662552 /



身体スポーツ論 【昼】
専門科目

/Instructor
加倉井  美智子 / Kakurai  Michiko / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

健康の保持、増進、あるいは競技力を高めるために、ある程度の体力向上は必要である。ただ単にジョギングをしたり、筋力トレーニングをす
れば十分であるというわけにはいかない。逆に過度になり過ぎ障害を起こすケースも少なくない。　
ここでは、身体発達や運動神経・運動機能の過程を調べ、幼児期からの成長段階に合わせた遊び環境や競技成績を上げるための練習やトレーニ
ング、食事法、スポーツ指導法、メンタル面などについて勉強する。　

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業中にプリントやレジュメを配布

必要に応じて紹介
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

（【　】はキーワード）
　１回　　ガイダンス
　２回　　体力の考え方について【身体的要素･精神的要素】
　３回　　体力の加齢変化について、自己体力の認識と今後の運動
　４回　　スポーツ成績を上げるための要因【体力の三次元】、【生理的限界・心理的限界】
　５回　　運動神経について【運動センス】
　６回　　          〃　　　　【遺伝】
　７回　　運動発達の段階について 【幼児期】、【児童期】
　８回　　　　　　　〃　　　　　【運動軸】、【調整能力】
　９回　　　　　　　〃　　　　　【思春期】、【成熟期】
１０回　　発達段階におけるトレーニング【ジュニア期のトレーニング】、【スポーツ障害】
１１回　　筋線維の種類と特性
１２回　　平衡性の相関について（多目的ホールで実施）
１３回　　スポーツ栄養につて【グリコーゲン】
１４回　 スポーツ指導【コーチング】
１５回　　まとめ　　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験　…　６０％　　　　　　日常の授業への取り組み　…　４０％　　　
成績評価の方法　/Assessment Method

事前に次回の内容（キーワード）を知らせるので、情報収集を行うこと。
授業の理解に有益な読書やスポーツ報道（大会）などを通して、より理解を深めていくこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

日頃からスポーツに興味をもって、特集番組やニュース、新聞や雑誌など、意識的にスポーツに関わりを持つことをおすすめします。
履修上の注意　/Remarks

662553 /



身体スポーツ論 【昼】
専門科目

授業内容は、運動やスポーツ活動からの視点だが、スポーツ経験のない学生は日常生活行動と重ねたり結びつけたりしながら受講すると理解し
やすい。
現在、部活動で頑張っている学生については、授業の中で一つでも普段の練習に役に立つものが見つかれば嬉しいです。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

講義全体のキーワード
【運動神経】、【幼児期から児童期の遊び環境】
【アスリート】、【競技スポーツ】

キーワード　/Keywords

662553 /



健康科学 【昼】
専門科目

/Instructor
髙西  敏正 / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　健康とは、人間の幸福にとって、もっとも重要なことの一つである。健康であるということは、人々がそれぞれの人生を豊かに過ごすための
基本的条件であるといえる。
  本講義では、健康とはどういう状態か。また、それを保持増進するためにはどうしたらいいのかということに主眼をおき、自分自身のライフス
タイルと健康について考える。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業時プリント配布

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　ガイダンス
　２回　健康の概念
　３回　日本と世界の健康指標
　４回　日本の健康施策と健康観の変遷
　５回　栄養・食生活と健康
　６回　食育
　７回　身体活動・運動と健康
　８回　エクササイズガイド
　９回　休養・こころの健康づくり　　
１０回　ストレスとメンタルヘルス
１１回　睡眠と健康
１２回　タバコ・アルコールと健康
１３回　産業保健（VDT作業）
１４回　ヘルスプロモーション
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況（小テストなど） …　４０％　  期末試験 …　６０％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業の理解に有益な情報収集と授業内容の復習をおこなうこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

「身体適応論」とあわせて受講すれば、健康の保持増進・運動の効果について、さらに理解を深めることができる。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

662554 /



健康科学 【昼】
専門科目

健康教育、ライフスタイル
キーワード　/Keywords

662554 /



トレーニング論 【昼】
専門科目

/Instructor
梨羽　茂 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

トレーニングの原則・種類・進め方や基本的なトレーニング方法を学び、安全かつ効果的な練習計画の作成ができる知識を身に付ける。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない。

必要な資料等は配布する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　オリエンテーション　トレーニングとは　　
２回　運動器の構造と機能
３回　体力とトレーニング
４回　トレーニングの条件　トレーニングの原理原則・トレーニングの３条件・健康のためのトレーニングの条件
５回　全身持久力のトレーニング
６回　筋持久力のトレーニング
７回　筋力のトレーニング
８回　パワーのトレーニング
９回　神経機能のトレーニング　巧緻性・敏捷性・スピード・バランス
１０回　柔軟性のトレーニング
１１回　トレーニング効果の測定・評価　身体組成・体力の測定
１２回　ウォーミングアップとクーリングダウン
１３回　オーバーエクササイズ　身体的側面・精神的側面
１４回　発育発達期におけるトレーニング
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

定期試験‥　４０％　レポート‥　２０％　日常の授業への取り組み‥　４０％
成績評価の方法　/Assessment Method

指定された範囲の予習と、授業内容の復習を行なうこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

測定や実習を行う場合がある。
携帯電話の使用・飲食を含め、授業を妨げるような行為には、厳しく対処する。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662555 /



歴史と政治 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

/Instructor
小林  道彦 / KOBAYASHI  MICHIHIKO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

明治憲法体制の成立（1889年）から崩壊（1945年）までの日本政治の歩みを概説します。明治憲法の下でなぜ、政党政治が発展できたのか。そ
れにもかかわらず、なぜ、昭和期に入ると軍部が台頭したのか。この二つの問題を中心に講義を進めていきます。日本のことを知らないで、国
際化社会に対処することはできません。この講義では、日本近現代史を学び直すことを通じて、21世紀にふさわしい歴史的感覚を涵養していき
ます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし。

〇小林道彦『児玉源太郎』・『桂太郎』（ともにミネルヴァ書房）、〇岡義武『山県有朋』（岩波新書）、〇岡義武『近衛文麿』（岩波新書
）、〇高坂正堯『宰相吉田茂』など。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　　イントロダクション
第２回　　「文明国」をめざして－憲法制定・自由民権運動【伊藤博文】【井上毅】【板垣退助】【大隈重信】
第３回　　明治憲法体制の成立【伊藤博文】【山県有朋】【児玉源太郎】【統帥権】
第４回　　日清戦争【伊藤博文】【陸奥宗光】
第５回　　立憲政友会の成立【伊藤博文】【山県有朋】【星亨】
第６回　　日露戦争【桂太郎】【小村寿太郎】
第７回　　憲法改革の頓挫【伊藤博文】【児玉源太郎】【韓国併合】　
第８回　　大正政変【桂太郎】【尾崎行雄】【21ヵ条要求】
第９回　　政党内閣への道【原敬】【山県有朋】【加藤高明】
第10回　　二大政党の時代【浜口雄幸】【田中義一】【統帥権干犯問題】
第11回　　軍部の台頭【満州事変】【皇道派】【統制派】　
第12回　　2・26事件【高橋是清】【永田鉄山】【「満州国」】
第13回　　日中戦争【近衛文麿】【西園寺公望】【近衛新体制】
第14回　　太平洋戦争－明治憲法体制の崩壊【昭和天皇】【日独伊三国軍事同盟】
第15回　　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

日常的な講義への取り組み…10％　期末試験…90％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業開始前に高校教科書程度のレベルの知識を得ておくこと。授業終了後はノートを読み直し、授業中に紹介した参考文献を読んでおくこと。
各自積極的に受講して下さい。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662556 /



歴史と政治 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

履修上の注意　/Remarks

この講義では歴史的事項の暗記は重視しません。歴史の流れを史料に即して論理的に理解することが大切です。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662556 /



異文化理解の基礎 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

/Instructor
神原　ゆうこ / YUKO KAMBARA / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　本講義では文化を「人間の生活様式を規定してきたもの」としてより幅広く考え、現代社会における多様な文化のありかたを基礎から考える
ことを目指す。（おそらく大部分が）北九州周辺に在住の大学生という受講者にとってあたりまえである「常識」もまた、それまで生きてきた
文化のなかではぐくまれたものである。本講義では、その受講者にとっての「常識」を問いなおしつつ、世界や日本の家族・親族関係のありか
た、世界観を軸に文化を理解することの基礎を学ぶ。文化に関する日常的な知識は、応用的なものばかりなので、基礎をしっかり学び、総合的
な理解力、思索力を身につけることをめざす。
  講義中に何回か指定するトピック（次回のテーマに関するもの）についての記述を求め、次回の講義の冒頭で、提出された内容から読み取れる
「現在、受講者が持っている文化に関する常識」を導入に講義を進める。本講義は、個々の文化の違いについて逐一学ぶものではない。身近な
ようでつかみどころのない文化をどうとらえるか、文化という既成概念を問い直すことで、自分が世界に対峙するための姿勢を身に着ける手掛
かりを学んでほしい。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
予習復習のための資料として、『世界民族百科事典』『世界宗教百科事典』『社会学事典』（いずれも丸善出版、北九州市立大学図書館契約の
電子ブックとして閲覧可能）の関連項目のリンクMoodleに掲載するので、各自ダウンロードして読むこと。個人で事典を購入する必要はありま
せん。なお、講義に関する映画を見に行くように指示することもあるので、その費用がかかるかもしれません（観に行けない人のための代替手
段として、図書館所蔵の課題図書などは指示します）。

○綾部恒雄・桑山敬己2006『よくわかる文化人類学』ミネルヴァ書房
○奥野克己（編） 2005 『文化人類学のレッスン』 学陽書房
○田中雅一ほか（編）2005『ジェンダーで学ぶ文化人類学』世界思想社
○波平恵美子2005『からだの文化人類学』大修館書店

※そのほか必要に応じて講義中に指示する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

662557 /



異文化理解の基礎 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

第1回　導入：世界を理解するてがかりとしての文化

第Ⅰ部　文化の基礎としての家族
第2回　伝統的家族の多様性
第3回　近代以降の家族・親族関係の変容
第4回　親族という認識
第5回　親族・家族関係から社会関係への拡張
第6回　ジェンダーと伝統文化
第7回　伝統文化について：構築主義と本質主義
第8回　文化相対主義の考え方
第9回　中間テスト
　　
第Ⅱ部　文化と世界観
第10回　儀礼と文化
第11回　宗教と家族・コミュニティ
第12回　さまざまな信仰心
第13回　不幸への対処としての呪術
第14回　中間テストの解説　
第15回　政教分離と世俗化

※出張などの理由で休講が入った場合、順序を入れ替えて補講を行う。具体的なスケジュールについては初回の講義で説明する。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

中間テスト＋課題など 40%、 期末テスト 60％　を基本に、各自の授業貢献を適宜加点する。
※中間テストを予定しているが、受講者の数によってはレポートにすることがあります。

成績評価の方法　/Assessment Method

・予習復習のための資料として、『世界民族百科事典』『世界宗教百科事典』『社会学事典』（いずれも丸善出版、北九州市立大学図書館契約
の電子ブックとして閲覧可能）の関連項目を講義中に指示するので、各自ダウンロードして読むこと。
・講義に出席していても、テストやレポートで評価が悪ければ、結果として単位を落とすこともあります。講義中に指示した関連文献を読むな
ど、復習にも真剣に取り組んでください。
・講義に関連する映画やDVDなどの映像資料を授業時間外に視聴することを求めることもあります。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

・評価方法やテキストとなる電子ブックや講義資料の閲覧方法など重要事項は第一回の講義で説明しますので、第一回目の講義は必ず出席して
ください。
・中間テストの無断欠席者や、授業態度が目に余る受講生は、評価割合の枠を超えて大幅に減点することがあります。

履修上の注意　/Remarks

本講義「異文化理解の基礎」の応用編はテーマ科目「政治のなかの文化」とビジョンⅡ「現代社会と文化」です。基礎が分かるからこそ面白いと
思える内容ですので、受講すると、文化についてより包括的な理解が深まります。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

文化、個人と集団、家族、ジェンダー、宗教、共同体、社会関係
キーワード　/Keywords

662557 /



ことばの科学 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

/Instructor
漆原  朗子 / Saeko Urushibara / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

「ことば」は種としての「ヒト」を特徴づける重要な要素です。しかし、私たちはそれをいかにして身につけたのでしょうか。「ことば」はど
のような構造と機能を持っているのでしょうか。「ことば」の構成要素を詳しく見ていくと、私たちが「ことば」のうちに無意識に体現してい
るすばらしい規則性が明らかになります。それは、狭い意味での「文法」ではなく、もっと広い意味での言語の知識です。この講義では、私の
専門である生成文法の言語観に基づきながら、日本語、英語はじめその他の言語のデータや最近の脳科学での発見を交え、「ことば」について
考えていきます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
漆原　朗子（編著）『形態論』（朝倉日英対照言語学シリーズ第4巻）。朝倉書店、2016年。
配布資料・その他授業中に指示

○大津　由紀雄（編著）『はじめて学ぶ言語学：ことばの世界をさぐる17章』。ミネルヴァ書房、2009年。
○スティーヴン・ピンカー（著）椋田　直子（訳）『言語を生みだす本能（上）・（下）』。NHKブックス、1995年。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　序(1)：ことばの不思議
第2回　序(2)：ことばの習得
第3回　ことばの単位(1)：音韻
第4回　連濁
第5回　鼻濁音
第6回　ことばの単位(2)：語
第7回　語の基本：なりたち・構造・意味
第8回　語の文法：複合語・短縮語・新語
第9回　ことばの単位(3)：文
第10回　動詞の自他
第11回　日本語と英語の受動態
第12回　数量詞
第13回　時制と相：方言比較
第14回　ことばと脳：言語野と他の領域
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中の態度…10％　　課題…30％　　　期末試験…60％
成績評価の方法　/Assessment Method

662558 /



ことばの科学 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

事前学習：授業時に指示した文献の講読
事後学習：授業で扱った内容に関する課題の提出

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

集中力を養うこと。私語をしないことを心に銘じること。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662558 /



国際学入門 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

/Instructor
伊野  憲治 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

現代の国際社会を理解するに当たっては、大きく２本の柱が必要となる。すなわち、①グローバライゼイションのすすむ国際社会へ対応する形
での研究（国際関係論、国際機構論、国際地域機構論、国際経済論、国際社会論など）と②世界の多様化に対応するための研究（地域研究、比
較文化論、比較政治論など）である。本講義では、後者「地域研究」の問題意識、手法を中心に、現代国際社会理解に当たって、その有用性を
考えてみる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示する。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：オリエンテーション、授業の概要・評価基準等の説明。
第2回：現代の国際社会、現代国際社会理解の方法。【国際問題の変容】【グローバライゼイション】【多様化】
第3回：「地域研究」の問題意識、【地域研究のルーツ】
第4回：地域研究における総合的認識とは【総合的認識】
第5回：地域研究における全体像把握とは【全体像の把握】
第6回：全体像把握の方法【全体像把握の方法】
第7回：オリエンタリズム関連DVDの視聴【オリエンタリズム】
第8回：オリエンタリズム克服の方法【オリエンタリズムの克服方法】
第9回：「地域研究」における文化主義的アプローチ【文化主義的アプローチ】
第10回：「地域」概念、中間的まとめ。【地域概念】
第11回：「地域研究」の技法。【フィールド･ワーク】
第12回：「関わり」の問題【ジョージ・オーウェルとミャンマー】
第13回：地域研究の視点（人間関係）【人間関係】
第14回：まとめ
第15回：質問

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

学期末レポート(100％)
成績評価の方法　/Assessment Method

適宜指示するが、事前学習としては各回のキーワードに関し、インターネット・サイトなどで調べておく。事後学習に関しては、事前に調べた
内容と授業の内容の相違をまとめる。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662559 /



国際学入門 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

可能であるならば、本講義と共に、国際関係論、国際機構論、比較文化論などを履修することを勧める。
毎回、事後学習の内容と事前学習の内容を指示する（特に提出する必要はない）。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662559 /



生活世界の哲学 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

/Instructor
伊原木　大祐 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

「生活世界」を講義全体のキーワードとして、初学者向けに社会哲学への手引きを行なう。この科目を真摯に受講すれば、20世紀のヨーロッパ
で展開された社会思想に関する基本的な知識が得られるだろう。具体的には、フッサール現象学からフランクフルト学派、ハンナ・アーレント
にまで至る思想家たちの「近代」に対する基本的なスタンスを説明しつつ、生活世界の変容とその問題点を確認したあと、21世紀の今日でもな
お哲学的思索の糧となりうる「古代」の分析に取り組む。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

○フッサール『ヨーロッパ諸学の危機と超越論的現象学』（細谷恒夫・木田元訳）、中公文庫、1995年。
○ハイデガー『存在と時間（一～四）』（熊野純彦訳）、岩波文庫、2013年。
○ホルクハイマー／アドルノ『啓蒙の弁証法――哲学的断想』（徳永恂訳）、岩波文庫、2007年。
○ハンナ・アーレント『イェルサレムのアイヒマン』（大久保和郎訳）、みすず書房、1969年。
○ハンナ・アレント『人間の条件』（志水速雄訳）、ちくま学芸文庫、1994年。
その他は授業中に指示する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　　　イントロダクション
　２回　　　近代とは何か【概説】
　３回　　　近代の勃興【ガリレイと科学革命】
　４回　　　生活世界の概念（１）【フッサールの科学批判】
　５回　　　生活世界の概念（２）【ハイデガーの世界論】
　６回　　　生活世界の変容（１）【工場労働】
　７回　　　生活世界の変容（２）【近代産業社会】
　８回　　　確認テスト
　９回　　　生活世界の変容（３）【戦争の美学】
１０回　　　生活世界の変容（４）【政治の美学】
１１回　　　生活世界の変容（５）【ホロコースト】
１２回　　　生活世界の変容（６）【全体主義と思考能力】
１３回　　　生活世界の二元性【アーレントの近代批判】
１４回　　　古代世界の公共空間（１）【古代ギリシャ概説】
１５回　　　古代世界の公共空間（２）【古代ギリシャの公と私】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

確認テスト…40％　　学期末試験…60％
（第８回に予定している確認テストを受験していない者は、自動的に期末試験の受験資格を失う。）

成績評価の方法　/Assessment Method

662560 /



生活世界の哲学 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

授業の前に、前回授業の内容を見直しておくこと。授業の後は、ノートおよび配布プリントをもとに内容を整理しておくこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

高校世界史の教科書を一通り読み直しておくことが望ましい。
履修上の注意　/Remarks

単位取得のためには相当な努力と学習意欲が求められる。スライドの内容はもちろんのこと、担当者が口頭で述べた内容についても、こまめに
ノートを取る習慣を身につけてほしい。病気・就活・実習など、やむを得ない事情による欠席の場合は、必ず証明書付きの理由書を提出するこ
と。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

科学技術　生活世界　活動　ポリス
キーワード　/Keywords

662560 /



日本の防衛 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

/Instructor
戸蒔　仁司 / TOMAKI, Hitoshi / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

わが国の防衛に関する概説を通じて、その必要性や意義について理解し、防衛一般についての知識や理解に基づいて、広く安全保障一般に対す
る思考を促すことを目的とする。具体的には、安全保障とは何か、防衛とは何か、といった基礎概念の提示を行い、防衛の必要性や意義を論ず
ることになるが、これらを理解するためには、前提として、わが国が置かれた環境および目下の脅威を把握する作業（状況認識）が欠かせない
。一方で、わが国は憲法9条のもと｢平和主義｣を標榜していることから、その防衛も様々な制約を受けることになる。従って、わが国の防衛を考
えるには、そうした「制度」面での知識も欠かせない。以上を踏まえ、本講義では、日本の防衛について、現実的な視点と制度的な視点の双方
を重視し、総論、各論を通じて、現状と課題の理解と思考を促し

本年度は特に「平和安全法制」について力点を入れて解説する。

なお、この授業の到達目標は、同分野における①総合的知識･理解の獲得、②課題発見･分析･解決力の獲得、③生涯学習力の獲得、に置かれてい
る。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし。

『防衛白書』、『防衛ハンドブック』、その他は適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

662561 /



日本の防衛 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

第1回　ガイダンス
第2回　安全保障と防衛(1)
　　　　安全保障を学ぶことの重要性、
第3回　安全保障と防衛(2)
　　　　安全保障とは何か、安全保障の目標、安全保障のスペクトラム
第4回　安全保障と防衛(2)
　　　　脅威とは何か、脅威の定義、安全保障の非軍事的側面と総合安全保障、国土安全保障
第5回　日本の安全保障(1)
　　　　安全保障の非軍事的側面（エネルギー、資源、食糧、備蓄をめぐる安全保障）
第6回　日本の安全保障(2)
　　　　安全保障の軍事的側面（国防、日米同盟、国際貢献)
第7回　日本の防衛(1)
　　　　防衛出動、個別的自衛権と集団的自衛権
第8回　日本の防衛(2)
　　　　海上警備、対領空侵犯措置、BMD対処、機雷除去、対外邦人輸送等
第9回　日本の防衛(3)
　　　　平和安全法制の概要
第10回　日本の防衛(4)
　　　　平和安全法制の論点
第11回　日本の脅威(1)
　　　　北朝鮮の脅威①　兵力の特徴、特殊部隊、江陵事案、わが国の防衛に対する意味、島嶼防衛とゲリコマ対処
第12回　日本の脅威(2)
　　　　北朝鮮の脅威②　弾道ミサイル及び大量破壊兵器
第13回　日本の脅威(3)
　　　　中国海空軍の脅威①　中国軍の不透明性、軍事態勢、海軍の動向
第14回　日本の脅威(4)
　　　　中国海空軍の脅威②　中国軍の戦略と行動
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

試験100％。
成績評価の方法　/Assessment Method

日ごろから新聞をよく読み、安全保障・防衛関連の記事をチェックする習慣を身に着けておくこと。
授業中、ノートをよくとり、授業後に必ず読み返しておくこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

安全保障や防衛問題に関心があれば、誰でも履修してみてくだい。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662561 /



生命と環境 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

/Instructor
日高　京子 / Hidaka Kyoko / 基盤教育センター, 中尾　泰士 / NAKAO, Yasushi / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

約40億年前の地球に生命は誕生し、長い時間をかけて多様な生物種へと進化してきた。そもそも生命とはなにか。生物は何からできており、ど
のようなしくみで成り立ち、地球という環境においてその多様性はどのように生じてきたか。本講では、（１）宇宙と生命がどのような物質か
らできているか、（２）生物の多様性と影響を与えてきた環境とはどのようなものか、（３）進化の原動力となった突然変異とは何かなどにつ
いて広く学び、生命と環境に関する身近な課題を自ら発見・解決するための基礎的な力を身につける。また、（４）生命や宇宙がこれまでにど
のように「科学」されてきたかを知ることによって、科学的なものの捉え方の大切さについて理解することを目標とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし。毎回資料を配布する。

○現代生命科学　東京大学生命科学教科書編集委員会　2015年（羊土社）3024円
○もう一度読む数研の高校生物　第１巻　嶋田正和他編　2012年（数研出版）1890円　
○もう一度読む数研の高校生物　第２巻　嶋田正和他編　2012年（数研出版）1890円
宇宙と生命の起源—ビッグバンから人類誕生まで　嶺重慎・小久保英一郎編著 2004年（岩波ジュニア新書）903円

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　ガイダンス（日高・中尾）
　２回　自然科学の基礎（１）ミクロとマクロ（日高・中尾）　　【物質の単位】【自然科学】
　３回　自然科学の基礎（２）宇宙で生まれた物質（中尾）　　　【元素】【原子】【超新星爆発】
　４回　自然科学の基礎（３）生命と分子（日高）　　　　　　　【DNA】【タンパク質】
　５回　生物の多様性（１）生物の分類と系統（日高）　　　　　【種】【学名】【系統樹】
　６回　生物の多様性（２）単細胞生物と多細胞生物（日高）　　【細胞膜】【共生説】
　７回　生物の多様性（３）生態系と進化（日高）　　　　　　　【食物連鎖】【絶滅】【進化】
　８回　遺伝子の多様性（１）遺伝子の名前（日高）　　　　　　【突然変異】【遺伝学】
　９回　遺伝子の多様性（２）多様性を生む生殖（日高）　　　　【有性生殖】【減数分裂】
１０回　遺伝子の多様性（３）多様な生命の紹介（外部講師）
１１回　科学的な方法とは（１）科学と疑似科学（日高・中尾）　【血液型】【星座】
１２回　科学的な方法とは（２）太陽と地球の環境（中尾）　　　【太陽活動】【地球温暖化問題】
１３回　科学的な方法とは（３）人類の起源を調べるには（日高）【ミトコンドリア】
１４回　関連ビデオ鑑賞（日高）
１５回　質疑応答とまとめ（日高）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中の課題４０％、期末テスト６０％
成績評価の方法　/Assessment Method

662562 /



生命と環境 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

事前学習：授業開始前までに各回の【　】内のキーワードについて簡単に調べておくこと。
事後学習：授業中の課題に沿って学習し、北方Moodleで提出すること。
https://kmoodle.kitakyu-u.ac.jp

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

・高校で生物を履修していない者は教科書または参考書を入手し、授業に備えること。
・２学期開講「人間と生命」を合わせて受講すると理解がより深まるでしょう。

履修上の注意　/Remarks

基盤教育センターの専任教員・日高（生物担当）および中尾（物理担当）による自然科学の入門講座です。この分野が苦手な者や初めて学ぶ者
も歓迎します。参考書やインターネットを活用し、わからない用語は自分で調べるなど、積極的に取り組んで下さい。暗記中心の受験勉強とは
違った楽しみが生まれるかもしれません。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662562 /



情報社会への招待 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

/Instructor
中尾　泰士 / NAKAO, Yasushi / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

  本授業のねらいは，現在の情報社会を生きるために必要な技術や知識を習得し，インターネットをはじめとする情報システムを利用する際の正
しい判断力を身につけることです。具体的には以下のような項目について説明できるようになります:

● 情報社会を構成する基本技術
● 情報社会にひそむ危険性
● 情報を受け取る側，発信する側としての注意点

  本授業を通して，情報社会を総合的に理解し，現在および将来における課題を受講者一人一人が認識すること，また，学んだ内容を基礎として
，変化し続ける情報技術と正しくつき合って適応できる能力を身につけることを目指します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし。

〇『エンドユーザのための情報基礎』（浅羽 修丈他著）FOM出版
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　情報社会の特質 【システムトラブル，炎上，個人情報】
　２回　情報を伝えるもの 【光，音，匂い，味，触覚，電気】
　３回　コンピュータはどうやって情報を取り扱うか 【2進数，ビット・バイト】
　４回　コンピュータを構成するもの １【入力装置，出力装置，解像度】
　５回　コンピュータを構成するもの ２【CPU，メモリ，記憶メディア】
　６回　コンピュータ上で動くソフトウェア 【OS，拡張子とアプリケーション，文字コード】
　７回　電話網とインターネットの違い 【回線交換，パケット交換，LAN，IPアドレス】
　８回　ネットワーク上の名前と情報の信頼性 【ドメイン名，DNS，サーバ／クライアント】
　９回　携帯電話はなぜつながるのか 【スマートフォン，位置情報，GPS，GIS，プライバシ】
１０回　ネットワーク上の悪意 【ウイルス，スパイウェア，不正アクセス，詐欺，なりすまし】
１１回　自分を守るための知識 【暗号通信，ファイアウォール，クッキー，セキュリティ更新】
１２回　つながる社会と記録される行動 【ソーシャルメディア，防犯カメラ，ライフログ】
１３回　集合知の可能性とネットワークサービス 【検索エンジン，Wikipedia，フリーミアム，クラウド】
１４回　著作権をめぐる攻防 【著作権，コンテンツのデジタル化，クリエイティブコモンズ】
１５回　情報社会とビッグデータ 【オープンデータ】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

662563 /



情報社会への招待 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

授業中に提示する課題 … 75％
日常の授業への取り組み … 25%

成績評価の方法　/Assessment Method

e-Learningサイト「北方Moodle」を使って，授業の資料を提示しますので，事前学習・事後学習に利用してください。また，授業中に配布した
課題プリントを持ち帰って，次回の授業時に提出したり，北方Moodleの課題等に期限までに解答したりしてもらいます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

受講生の理解や授業進度に応じて、授業計画を変更する可能性があります。
履修上の注意　/Remarks

専門用語が数多く出てきますが覚える必要はありません。必要なときに必要なものを取り出せる能力が重要です。アンテナを張り巡らせ，「情
報」に関するセンスをみがきましょう。分からないことがあれば，随時，質問してください。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

情報社会，ネットワーク，セキュリティ
キーワード　/Keywords
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環境問題概論 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

/Instructor
廣川　祐司 / Yuji HIROKAWA / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

農林水産業の第一次産業の視点から、生物多様性、地域内物質循環、自然資源の管理等、「なぜ環境問題が生じるのか？」について、基礎的な
知識を充足することを目的とする。望ましい人間と自然、または自然を介した人と人との関係性について、環境問題に対する総合的な理解を促
すことが狙いである。本授業で基本的な環境に対する見方・考え方を身に付ける事によって、その後、環境問題に対し自立的に課題を発見し分
析、解決することができる知識の充足を目指す。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし

必要に応じて適宜紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　イントロダクション　 -環境問題を見る視点について-
第2回　資源の在り方を問う
第3回　日本の捕鯨の行方
第4回　日本人の自然観
第5回　環境と経済の関係性
第6回　山を管理するとは？
第7回　環境問題の原因と焼畑農業
第8回　里山の開発①　－なぜ里山の宅地開発問題が生じるのか？－
第9回　里山の開発② 　－映画監督 高畑勲氏からのメッセージ－
第10回　里山の開発③　－動物視点で見る真の共生の形－
第11回　「農業」とＳＡＴＯＹＡＭＡイニシアティブ①　－農業の多面的機能－
第12回　「農業」とＳＡＴＯＹＡＭＡイニシアティブ②　－「共生」社会の在り方－
第13回　復習
第14回　レポート試験の実施　（※レポート試験は日程が前後する可能性があります）
第15回　総括　－おわりに－

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

不定期に何回か実施する小レポート：30％
最終試験：70％

成績評価の方法　/Assessment Method

本授業は、最終試験での成績評価をするウエイトが高くなっている。そのため、各自で毎回の授業後に最終試験に向けた復習をすることが求め
られる。また、授業で使用するスライド資料は、学習支援フォルダに掲載しているため、事前の予習も試みてもらいたい。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662564 /



環境問題概論 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目
ビジョン科目

履修上の注意　/Remarks

環境問題の中でも本授業は都市環境問題や地球温暖化等の問題ではなく、自然環境に特化した授業となる。
特に専門的な知識は必要ないが、中学生レベルの生物および、安易な生態学（食物連鎖等）的な基礎的な知識に対する言及や説明を行うことを
想定し、履修していただきたい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662564 /



現代人のこころ 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
森永　今日子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

この講義は、現代の心理学が明らかにしてきた、知覚、学習、記憶、発達、感情、社会行動などの心理過程を考察します。とくに、現代人の日
常生活のさまざまな場面における「こころ」の働きや構造をトピック的にとりあげ、それを、グループワーク等を通じて体験していただきます
。そして課題として、先行研究や日頃の問題意識に基づく研究計画をグループでレポートとポスターにまとめ、ポスターツーアーでの質疑応答
を通じ、それをさらに深めてもらいます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
ハンドアウトを学習支援フォルダにアップしますので、講義前に、学習支援フォルダからダウンロード、印刷してください。

適宜紹介します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1. ガイダンス，グループ分け
2. 心理学とは　NHK大心理学実験　研究計画の基礎
3. コミュニケーションと共有　GWメンバー紹介作成(1)　
4. GWメンバー紹介作成(2)
5. 集団討議(1)
6. 集団討議(2)
7. 集団の心理学
8. 伝えるスキル（アサーション、説得的コミュニケーション）
9. レポート・ポスター課題・研究法説明
9. レポート・ポスター作成(1)
10. レポート・ポスター作成(2)
11. レポート・ポスター作成(3)
12. レポート・ポスター作成(4)
13. ポスターツアー1
14. ポスターツアー2
15. まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

グループレポート(20%) + PTグループポイント(20%)　+　PT個人ポイント(20%)　+　試験(40%)－【平常点（減算式）】
※ PTとはポスターツアーを指し、、グループで作り上げるものです。詳細は講義中に説明します。
※平常点は、講義一回目に示したルールに反した場合（講義を放棄した居眠り、別科目の作業、スマートフォン操作、グループワーク不参加等
）による減算式です。単なる欠席は減算の対象となりません。

成績評価の方法　/Assessment Method

グループ課題（レポートおよびポスター）作成のために必要。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662565 /



現代人のこころ 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

本講義は、ポスターツアーなどグループワークを中心としたアクティブラーニング形式です。
☆アクティブラーニングとは…
教員による一方向性な講義形式とは異なり、学修者の能動的な学修を取り入れた講義（文部科学省，2012）
講師は，学生が主体的・能動的に学習に取り組めるように授業方法を設計します。
学生は【見たり聞いたりノートをとったりする以上の活動】【学生自身が活動し，その活動について思考することで学ぶ】ことが必要です。
※グループワークに参加する意思のない方やスケジュール上参加が難しい方には履修をお勧めしません．

履修上の注意　/Remarks

課題は簡単ではなく、楽な科目ではありません。
主体的にしっかり取り組んだ学生からは「やりがいがあった」「楽しかった」という感想が、そうでない学生からは「二度とやりたくない」「
講義に来るのが嫌だった」という感想が出ています。
主体的にしっかり取り組みたいという方への受講をお勧めします。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

心理学、認知心理学、社会心理学、実験、調査、グループワーク、アクティブラーニング、ポスターツアー
キーワード　/Keywords
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人間と生命 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
日高　京子 / Hidaka Kyoko / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

ヒトの体は約６０兆個の細胞からなり、生命の設計図である遺伝子には２万数千もの種類がある。近年、「ヒトゲノム計画」が完了し、すべて
の遺伝情報が明らかとなった。個々の遺伝情報のわずかな違いが体質の違いや個性につながり、これを利用した個の医療が行われる時代も近い
。そこで（１）体はどのような物質からできているか、（２）遺伝子は体の何をどのように決めているのか、（３）細胞の社会とはどういうも
のでそれが破綻するとどのような疾患につながるのか、（４）体を維持し守るしくみは何かなど、人体を構成する細胞と遺伝子の不思議を学ぶ
ことによって、新しい時代を生き抜くための生命科学の基礎知識を身につけることを目標とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし。毎回資料を配布する。

○現代生命科学　東京大学生命科学教科書編集委員会　2015年（羊土社）3024円
○もう一度読む数研の高校生物　第１巻　嶋田正和他編　2012年（数研出版）1890円　
○もう一度読む数研の高校生物　第２巻　嶋田正和他編　2012年（数研出版）1890円

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　ガイダンス
　２回　体を作る物質（１）細胞の構成成分　　　【多糖・脂質・タンパク質・核酸】
　３回　体を作る物質（２）食物分子と代謝　　　【酵素】【触媒】
　４回　体を作る物質（３）遺伝物質DNA　　　　【二重らせん】
　５回　体を作るしくみ（１）遺伝子発現　　　　【セントラルドグマ】
　６回　体を作るしくみ（２）遺伝子できまること【ゲノム】【体質】
　７回　体を作るしくみ（３）発生と分化　　　　【転写因子】【胚】
　８回　細胞の社会（１）細胞の増殖　　　　　　【細胞周期】【細胞死】
　９回　細胞の社会（２）シグナル伝達　　　　　【受容体】【シグナル分子】
１０回　細胞の社会（３）社会の反逆者・がん　　【がん遺伝子】
１１回　体を守るしくみ（１）寿命と老化　　　　【染色体】【テロメア】
１２回　体を守るしくみ（２）細菌とウイルス　   【ウイルス】【細菌】
１３回　体を守るしくみ（３）免疫　　　　　　　【自然免疫】【抗体】
１４回　関連ビデオ鑑賞
１５回　質疑応答・まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中の課題　４０％　
期末テスト　　６０％

成績評価の方法　/Assessment Method

662566 /



人間と生命 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

事前学習：授業開始前までに各回の【　】内のキーワードについて簡単に調べておくこと。
事後学習：授業中に出された課題に沿って学習し、北方Moodleで提出すること。
https://kmoodle.kitakyu-u.ac.jp

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

高校で生物を履修していなかった者は教科書または参考書を入手して備えること。
履修上の注意　/Remarks

人体を構成する細胞やその働きを操る遺伝子について、ここ数十年程の間で驚く程いろいろなことがわかってきました。その緻密で精巧なしく
みは知れば知るほど興味深いものですが、ヒトの体について良く知ること、生命科学の基礎を学ぶことは、これから皆さんが生きて行く上でも
非常に大切です。苦手だからと怯まずに、一緒に頑張りましょう。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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文学を読む 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
生住　昌大 / IKIZUMI MASAHIRO / 比較文化学科, 河内　重雄 / ＫＯＵＣＨＩ　ＳＨＩＧＥＯ / 比較文化学科
鄧　紅 / DENG HONG / 比較文化学科, 村上　義明 / 北方キャンパス　非常勤講師
畑中　佳恵 / 北方キャンパス　非常勤講師, 藤崎　祐二 / 北方キャンパス　非常勤講師
山口　裕子 / YAMAGUCHI Hiroko / 比較文化学科

担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

◎総合テーマ
大学に入るまでに私たちは「国語」という科目の中で「文学」に触れ、また自ら図書館や書店の棚で「文学」を手に取ってきた体験があります
。こうした「文学を読む」という行為は、人間にとって当たり前の営みだと感じられがちなものですが、それは本当なのでしょうか？　さらに
は「古典」「名作」と名づけられた作品は、今なお読むに値するどのような意味・意義を有しているのでしょうか。一見自明に見える課題を再
度問い直し、私たちにとって現実的な営みとしての「文学」を捉えなおすことが、この科目の目的です。

◎2018年のテーマ：「文学」への誘い
ある文学作品との出会いによって、一人の人間の人生が大きく変わってしまうことがあります。
今年度も「文学を読む」では、担当教員が大学１年生にぜひ読んでもらいたい作品を取り上げ、その作品の面白さやアトラクティヴなメッセー
ジについて、熱く語ります。
また、本講義は日本文学を中心に講義を進めていきますが、アジアの文学（中国、インドネシア）についても紹介します。

この授業の主な到達目標は、以下の通りです。

①言語芸術に関する基本的・総合的な知識を獲得する。
②「文学」という表現の深さや可能性について考え、自分で課題を設定し、解決する能力を磨く。
③修得した知識を今後の知的生活の中で応用できるようになる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特定のテキストは使用しません。取り上げる作品を事前に通知したり、適宜プリントを配布したりします｡

講義中に各教員が指示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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文学を読む 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

第１回　ガイダンス
第２回　日本上代文学への誘い（藤崎祐二）
第３回　日本上代文学のメッセージ性（藤崎祐二）
第４回　まとめ（藤崎祐二）
第５回　中国文学への誘い（鄧紅）
第６回　日本近世文学への誘い（村上義明）
第７回　日本近世文学のメッセージ性・まとめ（村上義明）
第８回　インドネシア文学への誘い（山口裕子）
第９回　文学理論の歴史概観（畑中佳恵）
第10回   トドロフの「幻想」と三島由紀夫「美神」（畑中佳恵）
第11回    イーザーの「内包された読者」と芥川龍之介「地獄変」（畑中佳恵）
第12回    日本現代詩への誘い（稲田大貴）
第13回    日本現代詩のメッセージ性・まとめ（稲田大貴）
第14回    日本現代文学への誘い（河内重雄）
第15回    まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポート＝100％
成績評価の方法　/Assessment Method

取り上げる作品についての予習（作品を読む、作者について調べる、など）と、講義内容の復習を行うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

私語など、講義を妨げる行為は厳禁。「文学を読む【昼】」と同じ講義内容です。
履修上の注意　/Remarks

履修等については、コーディネーターの生住に質問すること。
講義内容については、各回の講義担当教員に質問すること。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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現代正義論 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
重松  博之 / SHIGEMATSU Hiroyuki / 法律学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　本講義では、現代社会における「正義」をめぐる諸問題や論争について、その理論的基礎を倫理的・法的な観点から学ぶと同時に、その応用
問題として現代社会への「正義」論の適用を試みる。
　まずは、初回に現代正義論の流れを概観する。その上で、次に現代社会における「正義」の問題の具体的な実践的応用問題として、応用倫理
学上の諸問題をとりあげる。具体的には、安楽死・尊厳死や脳死・臓器移植といった具体的で身近な生命倫理にかかわる諸問題をとりあげ考察
する。そのうえで、現代正義論の理論面について、ロールズ以後現在までの現代正義論の理論展開を、論争状況に即して検討する。それにより
、現代社会における「正義」のあり方を、理論的かつ実践的に考察することを、本講義の目的とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない。講義の際に、適宜レジュメや資料を配布する

〇マイケル・サンデル『これからの「正義」の話をしよう』（早川書房、2010年）
〇マイケル・サンデル『ハーバード白熱教室講義録＋東大特別授業(上）（下）』(早川書房、2010年）
〇盛山和夫『リベラリズムとは何か』（勁草書房、2006年）
〇川本隆史『現代倫理学の冒険』（創文社、1995年）
〇川本隆史『ロールズ　－　正義の原理』（講談社、1997年）
瀧川裕英、宇佐美誠、大屋雄裕『法哲学』（有斐閣、2014年）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）
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現代正義論 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

第１回　現代正義論とは　～　問題の所在
第２回　現代正義論とは　～　本講義の概観　　
［第３回～第７回まで　「正義」の応用問題（生命倫理と法）］
第３回　脳死・臓器移植①　～　臓器移植法の制定と改正
第４回　脳死・臓器移植②　～　法改正時の諸論点
第５回　脳死・臓器移植③　～　改正臓器移植法の施行と課題
第６回　安楽死・尊厳死①　～基本概念の整理と国内の状況
第７回　安楽死・尊厳死②　～諸外国の状況
第８回　現代正義論①　～　ロールズの正義論
第９回　現代正義論②　～　ロールズとノージック
第10回　現代正義論③　～　ノージックのリバタリアニズム
第11回　現代正義論④　～　サンデルの共同体主義
第12回　現代正義論⑤　～　共同体主義【論争】
第13回　現代正義論⑥　～　アマルティア・センの正義論
第14回　現代正義論⑦　～　センとロールズ・ノージック
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験…80％　　講義中に課す感想文…20％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業の前に、当該回に扱うテーマについて、自ら予習をしておくこと。授業の後は、各回の講義で配布したレジュメや資料をきちんと読み込み
、復習し理解すること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

ＮＨＫ教育テレビで放送されたマイケル・サンデルの「ハーバード白熱教室」の番組を見ておけば、本講義の後半部の理解の役にたつと思いま
す。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

ロールズ　ノージック　サンデル　正義　脳死　尊厳死
キーワード　/Keywords
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障がい学 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
伊野  憲治 / 基盤教育センター, 狭間　直樹 / 政策科学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

「障害」というと否定的なイメージで捉えられることが少なくないが、本講義では、「文化」といった視点から「障害」という概念を捉えなお
し、異文化が共存・共生していくための阻害要因や問題点を浮き彫りにしていくとともに、共存・共生社会を実現するための考え方を学ぶ。
障害者問題をテーマとしたテレビドラマ等にも随時ふれながら、身近な問題として考えていく。
また、ゲスト・スピーカーとして、当事者や家族、支援者にもお話をうかがう予定でいる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし。

随時指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：オリエンテーション、授業の概要・評価基準。
第2回：「障がい学」とは【障害学】【障がい学】
第3回：障害の捉え方【障害の種類と区別】
第4回：障害の捉え方【医療モデル】【社会モデル】【文化モデル】
第5回：自閉症とは【自閉症】
第6回：文化モデル的作品DVDの視聴【文化モデル的作品】
第7回：文化モデル的作品の評価【３つのモデルとの関連で】
第8回：３つのモデルの関係性【3モデルの在り方】
第9回：日本の福祉制度現状【法的現状】
第10回：日本の福祉制度の現状【制度的現状】
第11回：日本の福祉制度の現状【雇用問題を事例として】
第12回：日本の福祉制度の課題【福祉制度の課題】
第13回：共生社会へ向けての課題【共生社会】
第14回：自己への問いとしての障がい学【自己への問い】
第15回：まとめ、質問。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

学期末レポート(100％)
成績評価の方法　/Assessment Method

毎回指示するが、事前学習としては、インターネット・サイトなどで関連事項を調べておく。事後学習に関しては、事前に調べた内容と授業の
内容の相違をまとめる。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

662569 /



障がい学 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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市民活動論 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
西田　心平 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

市民活動とはどのようなものか、基本的な論点が理解できるようになることを目的とする。
主要な事例をとりあげ、それを柱にしながら授業を進めて行く予定である。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
とくに指定しない。

授業の中で適宜紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　ガイダンス
２回　検討の枠組みについて
３回　枠組みを使った民衆行動の分析①－政治と経済
４回　枠組みを使った民衆行動の分析②－市民
５回　市民活動の＜萌芽＞①－政治と経済
６回　市民活動の＜萌芽＞②－市民
７回　市民活動の＜再生＞①－政治と経済
８回　市民活動の＜再生＞②－市民
９回　市民活動の＜広がり＞①－政治と経済
１０回　市民活動の＜広がり＞②－市民
１１回　中間まとめ
１２回　北九州市における市民活動のうねり
１３回　今日の市民活動の＜展開＞①－政治と経済
１４回　今日の市民活動の＜展開＞②－市民
１５回　全体まとめ
※スケジュールの順序または内容には、若干の変動がありうる。

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験…　100％　
成績評価の方法　/Assessment Method

講義の理解に有益な読書、映像視聴等を行うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review
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市民活動論 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

受講者には、市民活動について自分で調べてもらうような課題を課す場合がある。その際の積極的な参加が求められる。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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現代社会と倫理 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
伊原木　大祐 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

現代社会の中で生じている倫理的問題のいくつかを考察しながら、実践倫理学の基礎を学ぶ。「われわれ現代人は生と死の問題、差別と平等の
問題にどう立ち向かうべきなのか」という問いかけを中心に、個々の社会問題に対する批判的思考の育成を目指す。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

○ピーター・シンガー『実践の倫理　新版』（山内友三郎・塚崎智監訳）、昭和堂、1999年。
○ピーター・シンガー『あなたが救える命』（児玉聡・石川涼子訳）、勁草書房、2014年。
○加藤尚武・飯田亘之編『バイオエシックスの基礎』、東海大学出版会、1988年。
○江口聡編・監訳『妊娠中絶の生命倫理』、勁草書房、2011年。
○安彦一恵『「道徳的である」とはどういうことか――要説・倫理学原論』、世界思想社、2013年。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　　　イントロダクション
　２回　　　20世紀の倫理学【規範倫理学とメタ倫理学】
　３回　　　現代における人命の価値（１）【生命の神聖説】
　４回　　　現代における人命の価値（２）【積極的行為と消極的行為】
　５回　　　現代における人命の価値（３）【最大幸福原理】
　６回　　　現代における人命の価値（４）【不完全義務】
　７回　　　現代における人命の価値（５）【自己意識】
　８回　　　現代における差別の問題（１）【人種差別】
　９回　　　現代における差別の問題（２）【差別反対論】
１０回　　　現代における差別の問題（３）【種差別の問題】
１１回　　　現代における差別の問題（４）【種差別の諸相】
１２回　　　現代における差別の問題（５）【優生学】
１３回　　　現代における公平性の意義（１）【貧困問題】
１４回　　　現代における公平性の意義（２）【公平主義】
１５回　　　現代における公平性の意義（３）【援助義務論】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

学期末試験…１００％
成績評価の方法　/Assessment Method

参考書に挙げた『バイオエシックスの基礎』および『妊娠中絶の生命倫理』に収められた論文を一部授業の素材にするので、授業の前に簡単に
でも目を通しておくことが望ましい。授業の後は、ノートおよび配布プリントをもとに内容を整理し、復習を行うこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662571 /



現代社会と倫理 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

授業予定の詳細と参考文献の紹介は第１回もしくは第２回の授業時に行なう。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

生命　義務論　功利主義　貧困　公平性　
キーワード　/Keywords

662571 /



グローバル化する経済 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
田中　淳平 / TANAKA　JUMPEI / 経済学科, 前田  淳 / MAEDA JUN / 経済学科
柳井  雅人 / Masato Yanai / 経済学科, 前林　紀孝 / Noritaka Maebayashi / 経済学科
魏　芳 / FANG WEI / 経済学科, 工藤　一成 / マネジメント研究科　専門職学位課程
松田　憲 / マネジメント研究科　専門職学位課程

担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

今日の国際経済を説明するキーワードの一つが、グローバル化である。この講義では、グローバル化した経済の枠組み、グローバル化によって
世界と各国が受けた影響、グローバル化の問題点などを包括的に説明する。日常の新聞・ニュースに登場するグローバル化に関する報道が理解
できること、平易な新書を理解できること、さらに、国際人としての基礎的教養を身につけることを目標とする。複数担当者によるオムニバス
形式で授業を行う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
使用しない。

なし。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　1回　イントロダクション―グローバル化とは何か
　2回　自由貿易【比較優位】【貿易の利益】【保護貿易】
　3回　地域貿易協定【自由貿易協定】【関税同盟】【経済連携協定】
　4回　企業の海外進出と立地（1） 【直接投資】
　5回　企業の海外進出と立地（2） 【人件費】【為替レート】
　6回　海外との取引の描写 【経常収支と資本移動について】
　7回　先進国と途上国間の資本移動 【経済成長と資本移動について】
　8回　国内都市間競争とグローバル化【産業・物流政策の事例】
　9回　社会インフラの国際技術移転【上下水道・環境分野の事例】
10回　比較社会心理学（1）【文化と認知】
11回　比較社会心理学（2）【文化と感情】
12回　バブルと国際金融危機（1）【資産価格】【バブル】【不良債権】
13回　バブルと国際金融危機（2）【リーマンショック】【不況の伝播】
14回　国際金融危機の伝染（1）【欧州金融危機】【資産担保証券】　　　　　　　　　　　　　　　
15回　国際金融危機の伝染（2）【銀行同盟】
　　　　　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

学期末試験: 100％。
成績評価の方法　/Assessment Method

授業内容の復習を行うこと、また授業の理解に有益な読者や映像視聴などを行うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662572 /



グローバル化する経済 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

経済関連のニュースや報道を視聴する習慣をつけてほしい。授業で使用するプリントは北方Moodleにアップするので、きちんと復習すること。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662572 /



国際紛争と国連 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
二宮  正人 / Masato, NINOMIYA / 法律学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

国際紛争に対し国連がどのような対応を取ってきているのかについて、法的・制度的枠組みや実際の活動の紹介・分析を通じ、学習することで
、国連による国際紛争の処理メカニズムの現状と課題についての認識を深めてもらうことを目指します。

まずは国際紛争とは何か、時間経過軸による紛争の分類（Phase化)の議論を紹介し、紛争の各段階における国連の対応の必要性を認識してもら
います。次に、その分析軸を基に、総論として、国連における国際の平和と安全のための活動の基本的枠組みと、そこでの加盟国が果たすべき
役割を認識してもらった上で、各論として、①平和的解決の手法を駆使し平和を創出する段階、②停戦合意後の暫定的な平和を維持する段階、
③政治的意思の欠如から平和を強制せざるを得ない段階、④紛争後の平和を持続・定着させる段階についてそれぞれ取り上げ、事例の紹介も交
えながら、国連による国際紛争の処理メカニズムの現状と課題について、学んでもらいます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
テキストは設定しません。
講義の理解に必要な参考資料を､適宜、配布します。

参考書　財団法人日本国際連合協会『わかりやすい国連の活動と世界（改訂版）』（三修社・2007）○
その他の参考文献は、適宜、指示します。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　コースガイダンス
第2回　国連情報へのアクセス方法　【ODS】【UNBISnet】【UN Journal】
第3回　国連を知る①【国連　1945-1980's】【国連の目的】【国連の組織構造】
第4回　国連を知る②【国連　1990's-】【冷戦後の国連】
第5回　紛争を知る　【難民】【発生国】【受入国】
第6回　国際紛争を見る分析軸　【DisputeとConflict】【国際紛争の定義】【紛争のPhase】
第7回　国連による平和の創出①：紛争処理のメカニズム　【国連憲章第6章】【総会】【安全保障理事会】
第8回　国連による平和の創出②：平和創造　【事務総長による周旋】【The Team】
第9回　国連による平和の維持①：国連平和維持活動（PKO）の創設と展開　【6章半の活動】【PKO原則】
第10回　国連による平和の維持②：国連平和維持活動（PKO）の深化　【多機能化】【キャップストーン報告】
第11回　国連による平和の強制①：決定プロセス　【平和に対する脅威等の認定】【強制措置】
第12回　国連による平和の強制②：実施上の課題　【経済制裁】【多国籍軍】【地域的機関】
第13回　国連による持続的平和の定着　【平和構築】【平和構築委員会】
第14回　国連による国際の平和と安全のための活動と加盟国　【財政的貢献】【人的貢献】
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

662573 /



国際紛争と国連 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

課題等への対応および学期末試験で評価します。
　　課題等への対応…30%　学期末試験…70%

成績評価の方法　/Assessment Method

アサインメントに従い、事前学習を行い、授業にのぞむことを求めます。
また指示に従い、事後学習を進め、授業の理解を深めることを求めます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

毎回、予習を前提とした講義を展開します。
指示された課題に誠実に取り組んでから、授業に臨むようにしてください。
詳細は、北方ムードルの情報で確認してください。
成績評価において、授業を通じ提出を求められる課題への対応の比率が高く設定されています。
そのため単位取得のためには、提出を求められた課題に対し、誠実に取り組むことが必要となりますので、受講の決定の際には、この点に注意
してください。

履修上の注意　/Remarks

３つの願いがあります。
国際問題に関心を持ってほしい。国連の現状と限界を学習し、現在の国際社会の姿を正しく理解してほしい。そして国際問題は、自分たちの問
題であることを認識してほしい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

【国際紛争】　【国連】　【平和創出】　【平和維持】　【平和強制】　【平和構築】
キーワード　/Keywords

662573 /



国際社会と日本 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
中野  博文 / Hirofumi NAKANO / 国際関係学科, 金  鳳珍 / KIM BONGJIN / 国際関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

近現代の世界史のなかに東アジア三国(日本、清国・中国、朝鮮・韓国)の発展を位置づけ、国際関係史と地域研究への理解を深める。歴史は「過
去と現在との対話」と言われるが、実は「過去と将来との対話」でもある。したがって、過去と現在の「東アジアの中の日本」を考えることや
、将来の「東アジア地域秩序の構想・構築」に有意義な観点を見出すことを目指す。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
ガイダンスの時にあらためて紹介する。
第8回～第15回については、五百旗頭真編『第3版補訂版　戦後日本外交史』(有斐閣　2014)を使用する。

ガイダンスの時、あるいは授業中に紹介する。
前半部分の朝鮮半島にかんする記述では、長田彰文『世界史の中の近代日韓関係』(慶応義塾大学出版会　2013)が役立つ。その他、前半で使う
参考書として、図書館所蔵のものをあらかじめ示すと、
日中韓3国共通歴史教材委員会編『未来をひらく歴史　東アジア3国の近現代史』(高文研、2005)
日中韓3国共通歴史教材委員会編『新しい東アジア近現代史』上・下(日本評論社、2012)
がある。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　ガイダンス
2回　中国、日本、朝鮮の開国と当時の国際情勢　【東アジア国際秩序】【自由貿易】【朝鮮問題】
3回　日清・日露戦争　【日英同盟】【日露交渉】
4回　日本の韓国侵略と列国　【保護国化】【韓国併合】
5回　日本の朝鮮統治、大陸経営と国際関係　【三・一運動】【五・四運動】
6回　国際情勢の緊迫　【満州事変】【日中戦争】
7回　第二次世界大戦開戦から日本の敗戦へ【太平洋戦争】【朝鮮問題】
8回　冷戦のはじまり　　【日本占領】【日本国憲法制定】【封じ込め戦略】
9回　帝国支配の解体　　【脱植民地化】【日米安全保障条約】
10回　革命の時代　　【中国革命】【中ソ同盟】【朝鮮戦争】
11回　ヴェトナム戦争と戦後秩序の変容　　【高度経済成長】【ヴェトナム戦争】【ニクソン政権】
12回　デタントから新冷戦へ　　【デタント戦略】【米中接近】【石油危機】
13回　冷戦の終結　　　【軍縮】【湾岸戦争】
14回　21世紀の世界　【テロとの戦い】
15回　授業の総括

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポート　50％　　　テスト　50％
成績評価の方法　/Assessment Method

662574 /



国際社会と日本 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

授業開始前までにあらかじめ資料や教科書で授業内容を調べておくこと。授業終了後には、授業ノートと資料や教科書を照合しながら、理解を
深めること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

複数の先生の担当授業です。
履修上の注意　/Remarks

授業前には予め教科書で該当箇所を学習し、終了後は復習を行うこと。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

近現代　国際関係史　東アジア
キーワード　/Keywords

662574 /



歴史の読み方Ⅰ 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
小林  道彦 / KOBAYASHI  MICHIHIKO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

ここでは明治時代をはじめとする、歴史上の人物や実際の史料を取り上げながら、今日の世界の中で日本の歴史がどう捉えられているのか、ま
た、私たち自身が歴史をどう見ているのかを考えることを目的とした歴史の見方を学びます。具体的には、明治維新から敗戦までの一次史料を
直接読み、さまざまな歴史認識の可能性を探っていきます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
講義の中で適宜史料プリントを配布致します。

〇外務省編『日本外交文書』、〇『山県有朋意見書』、〇『原敬日記』、〇『牧野伸顕日記』、〇『木戸幸一日記』、〇『西園寺公と政局』な
ど。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　　イントロダクション
第2回　　西南戦争【木戸孝允】
第3回　　日清戦争【山県有朋】
第４回　　日露戦争【桂太郎】【小村寿太郎】
第５回　　韓国併合と「満州」経営【伊藤博文】【山県有朋】
第６回　　辛亥革命【伊藤博文】【山県有朋】
第７回　　政治家の肉筆書簡【田中義一】
第８回　　政党政治（１）【原敬】【山県有朋】
第９回　　政党政治（２）【牧野伸顕】
第10回　山東出兵と張作霖爆殺【牧野伸顕】
第11回　満州事変（１）【木戸幸一】【西園寺公望】
第12回　満州事変（２）【石原莞爾】
第13回　日中戦争【近衛文麿】
第14回　太平洋戦争【昭和天皇】
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

日常的な取り組み…４０％期末試験…６０％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業開始前までに予め高校教科書程度のレベルの知識を得ておくこと。特に「史料」のところはよく読んでおいてください。授業終了後には講
義中に配布した史料プリントを読み返しておくこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

662575 /



歴史の読み方Ⅰ 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

日本近代史プラス史料解説です。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662575 /



歴史の読み方Ⅱ 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
小林  道彦 / KOBAYASHI  MICHIHIKO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

司馬遼太郎『坂の上の雲』で、「戦術的天才」として描き出された児玉源太郎（日露戦争時の満州軍総参謀長、台湾総督）の実像に実証的に迫
り、その生涯をたどることを通じて、歴史小説と政治外交史研究との関係について思いをめぐらすきっかけを作りたい。要するに、「歴史認識
とはいったい何か」という問題を考察していく。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
小林道彦『児玉源太郎－そこから旅順港は見えるか』（ミネルヴァ書房、3000円税別）。

〇小林道彦『桂太郎－予が生命は政治である』(ミネルヴァ書房)。その他、講義中に適宜指示します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　　イントロダクション
第２回　　政治的テロルの洗礼－徳山殉難七士事件～佐賀の乱－
第３回　　危機管理者－神風連の乱・西南戦争－
第４回　　雌伏の日々－佐倉にて－
第５回　　洋行と近代陸軍の建設
第６回　　陸軍次官－英米系知識人との出会い－
第７回　　台湾経営－後藤新平を使いこなす－
第８回　　政治への関わり－第一次桂内閣
第９回　　陸軍改革の模索－大山巌・山県有朋との対立－
第10回　　日露戦争－統帥権問題の噴出－
第11回　　旅順攻防戦－統帥権問題と明治国家の危機－
第12回　　児玉は「天才的戦術家」だったか－危機における人間像－
第13回　　「立憲主義」と軍事の間
第14回　　歴史小説と政治史研究の間
第15回　　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

日常的な講義への取り組み…20％期末試験…80％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業開始前までに予め教科書の該当箇所に目を通しておくこと。授業終了後には講義ノートを参照しながら教科書を再読すること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

662576 /



歴史の読み方Ⅱ 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662576 /



人物と時代の歴史 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
山﨑　勇治 / 北方キャンパス　非常勤講師, 新村　昭雄 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

歴史の面白さを、特定の代表的な人物を中心として講義して、学生に知らせることを目的とする。
　なぜならば、歴史の背後にある人物や文化などを理解することが複雑な今日政治、経済、文化、外交、戦争などの諸現象を理解できるからで
ある。
　二人の教員が、日本と欧米の代表的な人物について、人物と時代について語る。
まず、新村は、「剣と禅」に生きた山岡鉄舟と幕末・明治維新について語る。今、武士道（Bushido）が見直されている。核兵器と原子力を抑止
するのは結局のところ人間の心しかない。禅と武道を極めた鉄舟もその心を無刀流においた。江戸時代、上杉鷹山はその儒教的経営で壊滅的な
上杉家の財政を見事に立て直した。その技を見てみよう。次に、徳川幕府が始まってまだその礎が固まっていないとき、３代将軍家光の弟・保
科正之は江戸幕府の礎を築いた。長い平安の時代が終わり、貴族に代わって武士が台頭したとき、貴族のための仏教に代わって、庶民のために
仏教が生まれた。それを代表するのが浄土真宗の親鸞であった。日本古来の縄文信仰（アイヌや南方諸島に残る）や弥生信仰に代わって、聖徳
太子（厩戸皇子）は仏教を大和（やまと）の国の根本におかれた。飛鳥・奈良時代、なぜ、インド・中国から渡来した仏教が日本で繁栄したの
か。これらを明らかにする。
　さらに、大英帝国の後を継いで１００年にわたり世界を支配してきたアメリカ合衆国の歴代大統領のなかから、初代ワシントン大統領、第
３代ジェファーソン大統領、第７代ジャクソン大統領、第１６代リンカン大統領、第２６代セオドール・ルーズベルト大統領、第３２代フラン
クリン・ルーズベルト大統領、第３５代J・F・ケネディ大統領、第４４代バラク・フセイン・Obama大統領について講義します。
　

次に山﨑は、トランプ・アメリカ大統領、メイ・イギリス首相の２人について人物と時代を語る。その際、２人を語る上で必要な限り、プーチ
ン・ロシア大統領、メルケル・ドイツ首相、習近平・中国国家主席についても言及する。
　２１世紀になって世界はグローバル化が促進されると予想していた。その予想に反してアメリカではアメリカ第１主義とメキシコからの移民
排除のトランプが大統領に就任した。
　イギリスでは１昨年からのＥＵ離脱をめぐる国民投票の結果就任したメイ首相が完全なＥＵ離脱を宣言した。ロシアではウクライナ地方のク
リミア半島支配とシリアと手を組んでイラク地域への空爆をプーチン大統領は続けている。フランスでは異民族排除のルペン候補が有力視され
ている。ドイツでは移民受け入れのメルケル首相が敗退すればＥＵ存続にも影響を与えかねない。
　こうした背景も視野に入れながら、第２次世界大戦後に果たした世界のアメリから後退したなかでトランプ大統領の意味を考える。同様に
ＥＵ（ヨーロッパ連合）の形成過程において３度もＥＥＣ（とＥＣ）に申請してやっと認められたイギリスがなぜＥＵから出て行くと決意した
のか。これを明らかにする。これらの問題を究明することによって、今後世界はどの方向を目指すのかを考察する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
資料を配付します。（新村）

口述講義。その際資料を配布する。（山﨑）

662577 /



人物と時代の歴史 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

新渡戸稲造『武士道』（ＢＵＳＨＩＤＯ）
◯藤沢周平『漆の実のみのる国』（文春文庫）
◯中村彰彦『保科正之』（中公新書）
『歴代アメリカ大統領」 （ブティック社）

毎日の新聞（朝日、毎日、読売などどの新聞でも良い）を購読のこと。（山﨑）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

日本、欧米の歴史の中からテーマを厳選し、講義をする。
（新村）
第1回　「ラスト・サムライ」山岡鉄舟と【幕末・明治維新】
第2回　【江戸時代】、ギリシャと同様に壊滅的だった藩の財政を立て直した上杉鷹山と儒教的経営
第3回　【３･１１東日本大震災】同様の危機を乗り切ったり【江戸幕府】の礎を築いた三代将軍家光の弟・保科正之
第4回　乱世の世に現れた宗教家・親鸞と【平安・鎌倉時代】
第5回　聖徳太子（厩戸皇子）と【飛鳥・奈良時代】
第6回　アメリカ大統領Ⅰ（初代ワシントン大統領、３代ジェファーソン大統領、７代ジャクソン大統領、１６代リンカン大統領）【独立戦争・建
国・南北戦争時代】
第7回　アメリカ大統領Ⅱ（第２６代セオドール・ルーズベルト大統領、第３２代フランクリン・ルーズベルト大統領、第３５代J・F・ケネディ
大統領、第４４代バラク・フセイン・Obama大統領）第45代トランプ大統領【第一次・第二次世界大戦・ベトナム戦争・中東戦争・アフガン・
湾岸戦争】

（山﨑）
第8回　２１世紀の世界を支配するトランプ・アメリカ大統領、メイ・イギリス首相、プーチン・ロシア大統領、メルケ　　　　ル・ドイツ首相
、習近平・中国国家主席の特徴と共通点について
第9回　イギリスとＥＵの関係について
第10回　キャメロン首相と国民投票
第11回　なせＥＵ離脱派の投票率がが残留派より多かったのか
第12回　トランプ候補とクリントン候補との争点とは何かー
第13回　トランプ候補が勝利した理由
第14回　トランプ大統領は何を目指しているのか―グローバル経済はどんな影響を受けるのか
第15回　総まとめーレポート提出の要件、提出締切日などの説明―

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

レポート（70％）と平常の学習状況（30％）
成績評価の方法　/Assessment Method

受講する前と後で、図書館等で参考文献を読んでおいてください。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

＊受講する際に、各回で取り上げる人物やテーマについて図書館等で調べておくこと。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662577 /



ヨーロッパ道徳思想史 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

/Instructor
伊原木　大祐 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

西欧における道徳思想の変遷を哲学・文学・演劇・音楽・映画などを手がかりに読み解いてゆく。本授業は２年ごとに一部内容を入れ替える予
定であり、古代を中心とするか、近代を中心とするかで議論のポイントが異なってくる。今年度は昨年度と同様、とくに近代以後の展開に力点
を置く。15回の講義を通して、一定の世界史的教養を獲得するとともに、道徳的価値観の多様なありかたを理解することが可能となるだろう。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜プリントを配布する

授業時にそのつど指示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　　　イントロダクション
　２回　　　古代ギリシャ人の道徳【徳について】
　３回　　　古代ギリシャ人の道徳【国について】
　４回　　　ルネサンスの道徳観（１）【マキャヴェリ】
　５回　　　ルネサンスの道徳観（２）【シェイクスピア】
　６回　　　革命前夜の道徳観（１）【アンシャン・レジームの崩壊】
　７回　　　革命前夜の道徳観（２）【『フィガロの結婚』解説前半】
　８回　　　革命前夜の道徳観（３）【『フィガロの結婚』解説後半】　
　９回　　　理性の道徳（１）【契約説】
１０回　　　理性の道徳（２）【カント哲学】　
１１回　　　理性の道徳（３）【功利主義】
１２回　　　事例検討（１）【功利性について】
１３回　　　事例検討（２）【厳格主義について】
１４回　　　道徳の黄昏（１）【道徳の破壊】
１５回　　　道徳の黄昏（２）【革命と権力】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

学期末試験…１００％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業の理解に有益な読書、映像視聴等を行うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業中に聞いたことのない日本語や英語に出会った場合は、かならず国語辞典もしくは英和辞典を引く癖をつけてほしい。最低でもこれらの辞
典は自宅に常備しておくこと。

履修上の注意　/Remarks

662578 /



ヨーロッパ道徳思想史 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目

テーマ科目

私語などの迷惑行為に対しては厳しい態度で臨む。履修にあたっては真摯な受講を求めたい。とりわけ学習意欲に欠けていると見受けられる学
生（授業中に下を向いてスマートフォンをいじっている、最後部の席に座って漫画を読んでいる、隣同士で始終しゃべっている、等々）には即
刻退席を命じる。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662578 /



メンタル・ヘルスⅠ 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

/Instructor
中島　俊介 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

授業のねらい，テーマ
　メンタルヘルス（心の健康）の学習とは，病気や不適応事例の発生予防だけでなく，もっと幅広く，多くの「健康な生活人」の健康増進にも
役立つような要件を学ぶことである。ストレス社会と言われる現代にあっては，メンタルなタフさがなければ生活人としての活動は難しい世相
である。身近なことでは学生生活そのものがさまざまなストレス源への対処を余儀なくされ，ストレスに関連した多くの疾病に見舞われる危険
も多くなっている。過剰なストレスは友人間や家族内の人間関係の悪化や学習意欲の低下，生活上の事故やミス，無気力や抑うつ症状などを生
じさせる。
　本講義では一般的な心理学やアドラー心理学、餅田療法などを基盤に「メンタルヘルス（心の健康）」を多角的かつ発達的な視点からとらえ
日々の生活を充実させるためのストレスマネジメントの力を身につけることを目標とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
テキスト　「こころと人生」中島俊介　編著　ナカニシヤ出版　2017

「森田療法」　岩井寛　著　　講談社現代新書
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

授業内容とタイムスケジュール
第1回　メンタルヘルスとは･･････メンタルヘルスの歴史・最近の推移・受講上の注意
第2回　心の健康と人生･･････人間の発達・社会と心理学・生涯発達の理論
第3回　胎児・乳幼児のこころの健康･･････胎児の能力・誕生の危機・乳児の課題
第4回　幼児期・学童期の心の健康･･････自律と積極性・しつけ・勤勉性と劣等感
第5回　思春期の心理学･･････思春期の特徴とその対応。適応の困難さと向き合う
第6回　青年期･･････同一性（アイデンティティ）の心理･･････青年期のこころの病
第７回　若い成人期･･････親密性の発達。働く上でのメンタルヘルス
第8回　ライフスタイル診断とこころの健康･･････うつ病・神経症など
第9回　発達障害についての理解１…ADHD・LD・アスペルガーなどの基本的知識
第10回　発達障害についての理解２…実際の対応の仕方、留意点
第11回　こころの健康の展望･･････自己受容・自己開示・あるがままの心理学
第12回　成人期の心の健康･･････生きがい・職場の心理学
第13回　老年期の心の健康･･････機能の低下・高齢者の心理学
第14回　病と死の心理学･･････自殺を打ち明けられたら。死の教育（デスエデュケーション）
第15回　講義のまとめ･･････講義のまとめ・ふりかえり

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

662579 /



メンタル・ヘルスⅠ 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

①毎回の授業への参加熱意と態度（40％）②定期試験（60％）
成績評価の方法　/Assessment Method

心理学一般に関する様々な知識があれば理解は深まりやすい。日頃の生活の中で心理学や社会学、また科学的手法に関わるテーマについて自分
の興味を深めていくような態度を習慣にしていくことが大切だと考える。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

授業の感想や意見や質問を小片紙に記入する機会を多く持つので、積極的に記入してもらいたい。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662579 /



メンタル・ヘルスⅡ 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

/Instructor
中島　俊介 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

授業のねらい，テーマ
　心の健康な人とは異端・極端を認め，そこから思考しようと努力する人のことである。よって本来，メンタルヘルスとは「一人ひとりの幸福
な生き方を配慮し援助する実践的な思想」といえる。
　本講座では，一般的な心理学を基盤にした「メンタルヘルスⅠ」を前提として，さらに健康科学やポジティブ心理学の領域から心の健康増進に
も役立つような要件を学ぶ。人は人の中にあって人となる。人生の方向性を正しく導く「逞しき知恵」と「強き生命力」をどうすれば体得でき
るかを受講生と共に考えたい。食事，睡眠，運動による健康な身体作りも心の基盤として重要である。青年期における健康な生活スタイルにも
言及したい。アドラー心理学などの欧米の理論も紹介しながら，特にわが国の文化的背景から出てきた，森田療法や内観法など心の健康法にも
ふれることにより，受講者自身のセルフカウンセリングの能力が高まることを期待したい。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
テキストは特に設けない

「神経症の時代」　渡辺利夫　著　　学陽書房
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

授業内容とタイムスケジュール
第1回　オリエンテーション･･････受講上の注意・評価・人間の発達と自己形成
第2回　人間関係の心理学１･･････自己開示について
第3回　人間関係の心理学２･･････聞く力と話す力
第4回　自己愛の心理学と心の健康１･･････コフート理論・自己対象理論
第5回　自己愛の心理学と心の健康２･･････生涯発達の視点から
第6回　アドラー心理学から観た心の健康１･･････共同体感覚と感情道具論
第７回　アドラー心理学から観た心の健康２･･････健康な集団つくり
第8回　心のリフレッシュ１･･････内観法・森田療法
第9回　心のリフレッシュ２･･････脳と心について・認知行動療法
第10回　発達障害についての理解…自分の場合・他者の場合
第11回　平和と暴力１･･････対話の文化を
第12回　平和と暴力２･･････人権の文化を
第13回　心の健康と感情･･････感情の理論
第14回　心の健康と芸術･･････映画の力
第15回　講義のまとめ･･････講義のまとめ・ふりかえり

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

662580 /



メンタル・ヘルスⅡ 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

①毎回の授業への参加熱意と態度（40％）②定期試験（60％）
成績評価の方法　/Assessment Method

人間社会への興味や感心と心理学一般に関する様々な知識があれば理解は深まりやすい。日頃の生活の中で心理学や社会学、また科学的手法に
関わるテーマについて自分の興味を深めていくような態度を習慣にしていくことが大切だと考えます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

毎回の授業の際の感想や質問などを積極的に自己開示してもらいたい。授業後の個別の質問も大歓迎である。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662580 /



フィジカル・ヘルスⅠ 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

/Instructor
山本　浩二 / YAMAMOTO  KOJI / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義・演習 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　健康の保持増進には、運動・栄養・休養の3つの柱が重要であると言われており、特に、運動は、体力の向上のみならず、リーダーシップやコ
ミュニケーション作りの手段としても有用である。また、今後いかに運動習慣を継続して健康の保持増進を図ることは社会人になっても必要な
ことである。
　そこで、この授業では、自分自身の健康について身体的・精神的・社会的側面から考え（講義）、年齢、性別、障害の有無にかかわらず、誰
でもできる運動を取り入れ（実習）、生涯にわたる健康の自己管理能力を養うことを目指していく。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
必要に応じてプリントを配布

必要に応じて紹介
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　オリエンテーション
　２回　（講義）運動と身体の健康　　
　３回　（実習）仲間づくりを意図したウォーミングアップ
　４回　（実習）運動強度測定　
　５回　（講義）運動の効果（精神的側面）　　
　６回　（実習）ウエイトトレーニングのやり方　　
　７回　（実習）体脂肪を減らすトレーニング　　　　
　８回　（講義）運動の効果（身体的側面）　
　９回　（実習）レクリエーションスポーツ①（車椅子ソフトボール）　　
１０回　（実習）レクリエーションスポーツ②（ペタンク）　　
１１回　（実習）レクリエーションスポーツ③（キンボール）　　
１２回　（実習）レクリエーションスポーツ④（アルティメット）　　
１３回　（講義）運動の効果（社会的側面）　　
１４回　これからのスポーツ　　
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の授業への取り組み …　７０％　　レポート …　３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業で行う内容を事前に文献、インターネット等で調べておくこと。また、講義で習得した内容に関しては、再度、自宅でも無理のない程度、
実践してみること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662581 /



フィジカル・ヘルスⅠ 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

授業内容（講義･実習）によって教室・体育館（多目的ホール）と場所が異なるので、間違いがないようにすること。（体育館入り口の黒板にも
記載するので確認すること）
実習の場合は、運動のできる服装ならびに体育館シューズを準備すること。
授業で得た知識や実践を各自実践し、授業内容を反復すること。

履修上の注意　/Remarks

運動ができる（得意）、できない（不得意）などは一切関係ありません。楽しく気軽に受講できると思います。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662581 /



フィジカル・エクササイズⅡ（バドミントン） 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

/Instructor
徳永  政夫 / TOKUNAGA  MASAO / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

実技 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　健康の保持増進には、運動・栄養・休養の３つの柱が重要であると言われている。特に、運動は、体力の向上のみならず、リーダーシップ能
力やコミュニケーション作りの手段としても有用である。また、運動習慣を継続して健康の保持増進を図ることは、今後社会人になっても必要
なことである。
　この授業では、身体活動の理論を踏まえ、バドミントンの実技を通して、スキルアップの目標を各自がたてる。そして、その到達度をふまえ
、将来に役立つ健康の保持増進や生涯スポーツとしてのスキル獲得を図ることを目的とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　オリエンテーション
　２回　バドミントンの基本原則・知識の習得
　３回　フライト練習（１）＜ヘアピン＞
　４回　フライト練習（２）＜ハイクリアー＞
　５回　フライト練習（３）＜ドライブ、スマッシュ＞
　６回　サービス練習　＜ショートサービス、ロングサービス＞
　７回　攻めと守りのコンビネーション練習（１）＜ヘアピンからリターン＞
　８回　攻めと守りのコンビネーション練習（２）＜ドロップからリターン＞
　９回　ルール説明
１０回　審判法
１１回　ダブルスゲーム（１）＜ゲーム法の解説＞
１２回　ダブルスゲーム（２）＜陣形の解説＞
１３回　ダブルスゲーム（3）＜ゲームの実践＞
１４回　ダブルスゲーム（4 ）＜まとめ＞
１５回　スキル獲得の確認

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の授業への取り組み…７０％　　スキル獲得テスト…３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

各回の授業の理解に有益な情報収集を行うこと
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662582 /



フィジカル・エクササイズⅡ（バドミントン） 【夜】
基盤教育科目
教養教育科目

ライフ・スキル科目

　授業で得た知識や実践を各自活用し、授業内容を反復すること
　気持ちよい授業を進めるために私も含めた参加者全員で大きな声で挨拶をする。このことを徹底したいと思う。運動のできる服装とシューズ
を準備すること。
　本講義では、障害者差別解消法に基づき、傷害の有無に関わらず履修できるような授業内容の工夫・設定を行っています。

履修上の注意　/Remarks

本講義は実技科目です。運動を実施する上で身体的に困難な場合や医師からの診断がある場合は、ガイダンスの際に相談ください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662582 /



データ処理 【夜】
基盤教育科目
情報教育科目

/Instructor
佐藤　貴之 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 群（１年）1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

情報化社会においては、コンピュータの基礎操作を習得することと、コンピュータやネットワークを正しく安全に使える知識を持つことが必要
である。この授業では、コンピュータやネットワークを効果的に使えるようになるために、実際にコンピュータを操作しながら、表計算ソフト
を用いた情報処理技術や、電子メールをはじめとするネットワークコミュニケーションの技法を学習する。具体的には、以下のような知識や技
術を習得する。

● タイピングの基礎
● 表計算ソフトを使った表作成、グラフ作成の基礎
● 様々なデータを目的に沿って処理 ・分析するための数量的スキルの基礎
● 本学が提供している電子メールの利用方法の基礎
● ネットワークを安全に利用するための情報倫理やセキュリティに関する基礎

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
「情報利活用 表計算 Excel 2016対応」日経BP社

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　本学の情報システム利用環境について 【ID】 【パスワード】 【ポータルサイト】【北方Moodle】
　２回　正確な文字入力と電子メールの送受信方法 【タイピング】 【電子メール】
　３回　ネットワークの光と影１ 【情報倫理】 【セキュリティ】
　４回　ネットワークの光と影２ 【著作権】 【個人情報保護】
　５回　表作成の基本操作 【セル】 【書式】 【罫線】 【数式】 【合計】
　６回　見やすい表の作成 【列幅】 【結合】 【ページレイアウト】 【印刷】
　７回　関数を活用した集計表 【セルの参照】 【平均】
　８回　グラフ作成の基礎 【グラフ】
　９回　グラフ作成の応用 【目的に合ったグラフ】 【複合グラフ】
１０回　表 ・グラフ作成演習
１１回　データ処理の基礎 【散布図】 【相関】
１２回　データ処理演習１ 【データ処理の計画】
１３回　データ処理演習２ 【データ処理の実践】
１４回　データ処理演習３ 【データ処理手法の見直し】
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中に提示する課題 … 50％、
積極的な授業参加（タイピング、電子メール送受信、情報倫理の理解等を含む） … 50%

成績評価の方法　/Assessment Method

662583 /



データ処理 【夜】
基盤教育科目
情報教育科目

授業開始前までに予め教科書の内容を読んでおくこと。また、北方Moodleからアクセスできる表計算ソフトの使い方に関する動画教材は、パソ
コンはもちろんのこと、スマートフォン等の携帯端末からも視聴できる。積極的に視聴し、事前学習を行っておくこと。
授業終了後にはパソコン自習室や自宅のパソコン等で積極的に操作練習を行うこと。また、北方Moodleの動画教材も活用すること。
タイピングは、普段から自主練習を行うこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

コンピュータの基本的な操作（キーボードでの文字入力、マウス操作など）ができるようになっておくと受講しやすい。
履修上の注意　/Remarks

実際にコンピュータを操作しながら学習するため、授業時間外にも積極的に操作練習を行う姿勢が大切である。予習と復習を欠かさず行って欲
しい。また、授業の進度や情報システムの状況によっては、「授業計画・内容」を変更することがある。その際には、授業中に説明する。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

表計算ソフト、タイピング、電子メール、情報倫理
キーワード　/Keywords

662583 /



データ処理 【夜】
基盤教育科目
情報教育科目

/Instructor
浅羽　修丈 / Nobutake Asaba / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １学期未修得者再
履

2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

情報化社会においては、コンピュータの基礎操作を習得することと、コンピュータやネットワークを正しく安全に使える知識を持つことが必要
である。この授業では、コンピュータやネットワークを効果的に使えるようになるために、実際にコンピュータを操作しながら、表計算ソフト
を用いた情報処理技術や、電子メールをはじめとするネットワークコミュニケーションの技法を学習する。具体的には、以下のような知識や技
術を習得する。

● タイピングの基礎
● 表計算ソフトを使った表作成、グラフ作成の基礎
● 様々なデータを目的に沿って処理 ・分析するための数量的スキルの基礎
● 本学が提供している電子メールの利用方法の基礎
● ネットワークを安全に利用するための情報倫理やセキュリティに関する基礎

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
「情報利活用 表計算 Excel 2016対応」日経BP社

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　本学の情報システム利用環境について 【ID】 【パスワード】 【ポータルサイト】【北方Moodle】
　２回　正確な文字入力と電子メールの送受信方法 【タイピング】 【電子メール】
　３回　ネットワークの光と影１ 【情報倫理】 【セキュリティ】
　４回　ネットワークの光と影２ 【著作権】 【個人情報保護】
　５回　表作成の基本操作 【セル】 【書式】 【罫線】 【数式】 【合計】
　６回　見やすい表の作成 【列幅】 【結合】 【ページレイアウト】 【印刷】
　７回　関数を活用した集計表 【セルの参照】 【平均】
　８回　グラフ作成の基礎 【グラフ】
　９回　グラフ作成の応用 【目的に合ったグラフ】 【複合グラフ】
１０回　表 ・グラフ作成演習
１１回　データ処理の基礎 【散布図】 【相関】
１２回　データ処理演習１ 【データ処理の計画】
１３回　データ処理演習２ 【データ処理の実践】
１４回　データ処理演習３ 【データ処理手法の見直し】
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中に提示する課題 … 50％、
積極的な授業参加（タイピング、電子メール送受信、情報倫理の理解等を含む） … 50%

成績評価の方法　/Assessment Method

662584 /



データ処理 【夜】
基盤教育科目
情報教育科目

授業開始前までに予め教科書の内容を読んでおくこと。また、北方Moodleからアクセスできる表計算ソフトの使い方に関する動画教材は、パソ
コンはもちろんのこと、スマートフォン等の携帯端末からも視聴できる。積極的に視聴し、事前学習を行っておくこと。
授業終了後にはパソコン自習室や自宅のパソコン等で積極的に操作練習を行うこと。また、北方Moodleの動画教材も活用すること。
タイピングは、普段から自主練習を行うこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

コンピュータの基本的な操作（キーボードでの文字入力、マウス操作など）ができるようになっておくと受講しやすい。
履修上の注意　/Remarks

実際にコンピュータを操作しながら学習するため、授業時間外にも積極的に操作練習を行う姿勢が大切である。予習と復習を欠かさず行って欲
しい。また、授業の進度や情報システムの状況によっては、「授業計画・内容」を変更することがある。その際には、授業中に説明する。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

表計算ソフト、タイピング、電子メール、情報倫理
キーワード　/Keywords

662584 /



情報表現 【夜】
基盤教育科目
情報教育科目

/Instructor
浅羽　修丈 / Nobutake Asaba / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

この授業では、情報収集、情報加工、情報発信の一連の過程を通じて、「見せる情報」と「聞かせる情報」それぞれに必要な能力を磨く。具体
的には、以下のような項目を身につける。

● インターネットを利用したデータ収集、情報の信頼性の基礎
● 表計算ソフトやプレゼンテーションソフトを利用したデータの可視化手法
● データの分析を通じた課題発見と論理的な思考のアウトプット手法
● グループ活動を通じた他者とのコミュニケーション能力

前半は個人的な能力の養成、後半はグループ活動を通じたコミュニケーション能力の養成を目指す。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし。必要資料は配布する。

なし。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　コンピュータを用いた情報表現 【ガイダンス】
　２回　データの収集 【検索エンジン】 【情報の信頼性】
　３回　データの加工 【表計算の復習】 【グラフ】 【チャート】
　４回　データの表現 【レイアウト】 【デザイン】
　５回　論理的な思考法の基礎１ 【課題発見】
　６回　論理的な思考法の基礎２ 【原因分析】 【解決手段検討】
　７回　プレゼンテーション作成演習
　８回　個人発表
　９回　個人発表とふりかえり
１０回　グループによる発表テーマ設定
１１回　グループによるスライド作成演習
１２回　発表配布資料作成演習
１３回　グループによる発表
１４回　グループによる発表と相互評価
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

662585 /



情報表現 【夜】
基盤教育科目
情報教育科目

授業中に提示する課題… 90％ 、積極的な授業参加 … 10％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業終了後には、必要に応じてパソコン自習室や自宅のパソコン等を用いて授業内容を反復すること。授業で提示された課題や演習に取り組む
際は、授業時間外を積極的に活用し、特に、グループ活動においては、グループメンバーとよく議論を重ねること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

「データ処理」を受講してコンピュータの操作にある程度慣れておくと受講しやすくなる。また、授業中に作成したデータの保存用にUSBメモ
リを持参してもらいたい。
情報処理教室のコンピュータ台数に制限があるため、受講者数調整を行うことがある。

履修上の注意　/Remarks

よく分からないことがある場合は、随時、質問して欲しい。また、この授業ではグループによるアクティブ・ラーニングを導入している。グル
ープのメンバーでお互いに協力して学習課題を進めるよう心がけて欲しい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

プレゼンテーション、ロジカルシンキング、マルチメディア、スライドデザイン
キーワード　/Keywords

662585 /



ビジネス英語Ⅰ（群１年） 【夜】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
デビッド・アダム・ストット / David Adam Stott  / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 群１年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

日本人大学生が就職活動を経て、旅行代理店に就職！ Eメール、電話、会話で英語を使ってツアーコンダクターとして世界各地を駆け回る！

This course will introduce Business English by looking at the life of a Japanese university student through job hunting and employment in a travel
agency. Specifically through emails, telephone conversations and dialogues while travelling around the world as a tour guide using English.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
Working Abroad: Learning to Communicate via Emails & Telephone Conversations by 行時 潔／長田順子／Nicholas Bovee, published by 松柏社
（Shohakusha)

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1. Takuya’s Job Hunt
2. Asking a Favor
3. Decision Time
4. A Lucky Break
5. Fun in the Sun
6. Welcome to the Land of the Rising Sun!
7. Bottoms Up!
8. The World’s Most Comfortable City
9. Touching Base
10. The Lion City
11. Heading Down Under
12. Dreams Come True
13. An Unexpected Invitation
14. The Sweet, Spicy, and Sour Wonderland
15. Back to a Good Old City

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

日常の授業への取り組み…60％　学期末試験…40％
成績評価の方法　/Assessment Method

Please review all content after the class.
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662586 /



ビジネス英語Ⅰ（群１年） 【夜】
基盤教育科目

外国語教育科目

なし
履修上の注意　/Remarks

Good luck with your studies. If you have any questions, please do not hesitate to ask me.
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

Travel English
キーワード　/Keywords

662586 /



ビジネス英語Ⅱ（群１年） 【夜】
基盤教育科目

外国語教育科目

/Instructor
ダニー・ミン / Danny MINN / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 群１年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

The aim of this course is to help students activate the English that they have learned in secondary school for oral
communication as well as further develop their skills in line with the demands of purposeful communication tasks.
Class time is thus spent with students: (1) using their English actively with their classmates in pairs and small
groups to complete communication tasks, and (2) listening and watching samples of proficient speakers
performing the same tasks while completing activities which focus their attention on relevant aspects of the
meaning and the language forms used.

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『Conversations in class, 3rd edition』 (2015) Talandis, G. and Vannieu, B., Alma Publishing （アルマ出版）￥2520

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回   Introduction to the course and online resources
2回   Registering in the online course
3回   Talking about breaks and vacations
4回   Talking about free time activities
5回   Talking about hobbies
6回   Talking about music
7回   Talking about movies
8回   Talking about TV, reading, and games
9回   Talking about eating
10回  Likes and dislikes
11回  Exotic foods and eating out
12回  Imagining life in five years
13回  Discussing life issues
14回  Dream jobs
15回  まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

Grades will be based on homework (33%), quizzes and tests (33%), and effort speaking English in class (33%).
成績評価の方法　/Assessment Method

Prepare (about 60 min.) and review (about 60 min.) for each class.
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

662587 /



ビジネス英語Ⅱ（群１年） 【夜】
基盤教育科目

外国語教育科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662587 /



地域学入門 【夜】
専門基幹科目

/Instructor
眞鍋　和博 / MANABE　KAZUHIRO / 基盤教育センター, 小林　敏樹 / Toshiki Kobayashi / 地域戦略研究所
佐藤　貴之 / 基盤教育センター, 片岡　寛之 / 地域戦略研究所
見舘　好隆 / Yoshitaka　MITATE / 地域戦略研究所, 廣川　祐司 / Yuji HIROKAWA / 基盤教育センター
深谷　裕 / 地域戦略研究所

担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

地域創生学群専任教員が、それぞれの専門分野から見た地域課題等について講義を行います。「地域」という概念の捉え方、地域に存在する様
々な課題等について学び、実習や演習等での活動にもつなげていきます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しません。

特に指定はしませんが、各自必要な書籍を読んで授業の参考にしてください。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第01回地域創生学群とは（目的、設立経緯、学部の仕組み等々）
第02回各教員の専門分野に関するもの
第03回各教員の専門分野に関するもの
第04回各教員の専門分野に関するもの
第05回各教員の専門分野に関するもの
第06回各教員の専門分野に関するもの
第07回各教員の専門分野に関するもの
第08回各教員の専門分野に関するもの
第09回各教員の専門分野に関するもの
第10回各教員の専門分野に関するもの
第11回各教員の専門分野に関するもの
第12回各教員の専門分野に関するもの
第13回各教員の専門分野に関するもの
第14回各教員の専門分野に関するもの
第15回各教員の専門分野に関するもの

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中の課題に対する成果・・・50％
出席等の授業への取り組み姿勢・・・50％

成績評価の方法　/Assessment Method

初回の講義時に担当教員のスケジュールを提示しますので、事前に担当教員の分野について調べてください。また、各回の授業後には、事前に
調べたこととの相違を確認してください。更に、すべての回が終了した際に全体を振り返って、地域とは何かについて考えを深めてください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662588 /



地域学入門 【夜】
専門基幹科目

各自適宜準備をおこなってください。
なお、状況により授業予定を変更することがあります。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662588 /



システムマネジメント 【夜】
専門基幹科目

/Instructor
廣渡  栄寿 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本授業では、地域活動や仕事を行う際に欠かせないシステム活用の基礎知識について学習する。システムに関する知識が地域活動や業務上の問
題解決に適用できることを理解し、利用者としての必要な考え方や行動の仕方について学ぶ。また、グループディスカッションや個人ワークな
どを通じて、システムを活用していく際の注意点を共有し、利用者としての正しい判断について議論する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

オリエンテーション時に紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　オリエンテーション
　２回　ディスカッションと発表【企業活動】
　３回　ディスカッションと発表【法務】
　４回　ディスカッションと発表【経営戦略】
　５回　ディスカッションと発表【システム戦略】
　６回　ディスカッションと発表【プロジェクトマネジメント】
　７回　ディスカッションと発表【サービスマネジメント】
　８回　ディスカッションと発表【システム開発】
　８回　ディスカッションと発表【システム監査】
　９回　ディスカッションと発表【基礎理論】
１０回　ディスカッションと発表【コンピュータシステム】
１１回　ディスカッションと発表【ヒューマンインターフェース】
１２回　ディスカッションと発表【ネットワーク】
１３回　ディスカッションと発表【セキュリティ】
１４回　振り返り【システム利用者】
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

積極的な授業への参加（宿題レポートを含む）　…　50％
振返りレポート　…　50％

成績評価の方法　/Assessment Method

授業開始前までに、予め授業テーマについて学習し、提出用のレポートを準備しておくこと。
授業終了後には、授業中に学んだことを振り返り、レポートにまとめて提出すること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662589 /



システムマネジメント 【夜】
専門基幹科目

履修上の注意　/Remarks

毎回、授業内容に関する宿題レポートを提出してもらい、グループディスカッションや発表、質疑応答などを繰り返しながら、授業を展開する
。このため、積極的に授業に参加してほしい。受講生の興味関心や理解度に応じて、授業計画や授業内容を変更することがある。その場合は、
授業中に説明する。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

ストラテジ　マネジメント　テクノロジ
キーワード　/Keywords

662589 /



キャリア学概論 【夜】
専門基幹科目

/Instructor
見舘　好隆 / Yoshitaka　MITATE / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

＜目的＞代表的なキャリアに関する理論やモデルを学び、地域創生学群の活動を、自らのキャリア形成に繋げます。
本授業の目的は２つ。
１．幅広い視野・柔軟性の獲得
２．失敗を恐れない志向性の獲得
そしてそのプロセスにおいて、学習意欲の喚起やプレゼンテーション能力も獲得します。

＜進め方＞形式は問題基盤型学習（Problem-based-Learning）です。グループ単位で授業を進めます。
【個人課題】動画セッション
あらかじめ視聴する動画を指示しますので、各自以下の2点についてまとめておいてください。
１．動画から学んだこと、２．その学びを学群の実習や演習にどう活かすか？期間は1週間です。

【グループ課題】シナリオセッション
課題に対し、グループで問題解決のストーリーを考え、役割分担をします。
役割は、１．文献収集、２．物語を練る、３．パワポ作成、４．発表練習も含めた管理など。
授業でパワーポイントを使ってプレゼンします。発表は全員で行ってください。期間は2週間です。

【フィールドワーク課題】フィールドワークセッション
最終プレゼンテーションの課題です。学びたいことを決めて、取材先を決め、取材し、
取材したからこそ理解したことを、最終授業でプレゼンします。期間は3カ月です。

＜目標＞地域創生学群の活動を自らのキャリア形成につなげる理論を学び、それを日々実践することによって、本授業の目的とする2つの力を身
に付け、地域創生学群における活動を、自らが輝ける豊かな将来のつながるようにデザインすること。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし。資料を随時配布します。

662590 /



キャリア学概論 【夜】
専門基幹科目

キャロル S.ドゥエック『「やればできる!」の研究―能力を開花させるマインドセットの力』草思社
〇金井寿宏『働くひとのためのキャリア・デザイン』PHP研究所
〇金井寿宏『リーダーシップ入門』日本経済新聞社
〇渡辺三枝子『新版キャリアの心理学』ナカニシヤ出版
〇エドガー H.シャイン『キャリア・アンカー　自分のほんとうの価値を発見しよう』白桃書房
〇中原淳ほか『企業内人材育成入門』ダイヤモンド社
〇中原淳・長岡健『ダイアローグ 対話する組織』ダイヤモンド社
〇高尾隆・中原淳『Learning×Performance　インプロする組織　予定調和を超え、日常をゆさぶる』三省堂
〇モーガン・マッコール『ハイフライヤー　次世代リーダーの育成法』プレジデント社
〇香取一昭・大川恒『ワールド・カフェをやろう！』日本経済新聞出版社
〇松尾睦『「経験学習」入門』ダイヤモンド社
児美川孝一郎『キャリア教育のウソ』筑摩書房
〇デイヴィッド A.プライス『メイキング・オブ・ピクサー　創造力をつくった人々』早川書房
〇本田由紀『教育の職業的意義―若者、学校、社会をつなぐ』筑摩書房
〇J.D.クランボルツ・A.S.レヴィン『その幸運は偶然ではないんです!』ダイヤモンド社
〇赤尾勝己『生涯学習理論を学ぶ人のために―欧米の成人教育理論、生涯学習の理論と方法』世界思想社
〇嶋浩一郎『嶋浩一郎のアイデアのつくり方』ディスカヴァー・トゥエンティワン
〇田尾雅夫『モチベーション入門』日本経済新聞社
〇山崎亮『コミュニティデザイン：人がつながるしくみをつくる』学芸出版社
スプツニ子!『はみだす力』宝島社
アンジェラ・ダックワース『やり抜く力 GRIT（グリット）―人生のあらゆる成功を決める「究極の能力」を身につける』ダイヤモンド社
〇リンダ グラットン『ワーク・シフト―孤独と貧困から自由になる働き方の未来図』プレジデント社
リンダ グラットン、アンドリュー スコット『LIFE SHIFT（ライフ・シフト）』東洋経済新報社
〇見舘好隆『「いっしょに働きたくなる人」の育て方―マクドナルド、スターバックス、コールドストーンの人材研究 』プレジデント社
中原淳、見舘好隆ほか『人材開発研究大全』東京大学出版会

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　チームビルディング
　２回　大学時代の有益な過ごし方
　３回　成人教育学（大人の学び）
　４回　ワークモチベーション
　５回　計画された偶発性
　６回　グリッド（やり抜く力）
　７回　大学生だからできる地域活性化
　８回　AIやロボットに奪われる力
　９回　将来に備えてやるべきこと
１０回　アイデアの作り方
１１回　海外に出ることで身に付く力
１２回　新しい大学生の就職活動
１３回　心躍る未来の姿
１４回　フィールドワーク
１５回　最終プレゼンテーション：フィールドワークで何を学んだのか？
※期間中、フィールドリサーチを実施します。

※以下は学生自らが交渉して決定したフィールドワーク先です。
【2017年度】イベントシンクプロモーション、TOTO、Uzuhouse、九州朝日放送（KBC）、ギラヴァンツ北九州
【2016年度】北九州フィルムコミッション、ハローデイ、GRAN DA ZUR（グランダジュール）
【2015年度】いのちのたび博物館、九州朝日放送（KBC）、北九州エアターミナル、タンガテーブル、タカギ、スターフライヤー、北九州高速
鉄道、ギラヴァンツ北九州、ベルコ北九州小倉支社
【2014年度】安川電機、井筒屋、スワロー、カフェカクタス、楽しい、Fコープ、スペースワールド、シダー、三木屋カフェ
【2013年度】TOTO、福岡テンジン大学、一生もんshop「緑々（あおあお）」、若者ワークプラザ北九州、北九州フィルムコミッション、ライ
ブハウスWOW、ゼンリン、ナフコ、ヴィーナスワン、EPO、トトスイリーゼ北九州、タウンモービルネットワーク北九州

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

毎回の授業のプレゼンテーション…75％　最終プレゼンテーション…20％　　最終レポート…5％
※プレゼンテーションと最終レポートは必須です。
※授業および、授業時間以外でのグループワークやフィールドリサーチの参加が必須となります。

成績評価の方法　/Assessment Method

個人課題については、事前に指定するTEDの動画を閲覧し、ワークシートを仕上げておいてください。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662590 /



キャリア学概論 【夜】
専門基幹科目

グループ課題については、事前に提示する課題をもとに、参考文献の収集およびグループメンバーとの議論を重ねて、発表の準備をしてくださ
い。
フィールドワーク課題については、フィールドワーク先のアポイントメントを取り、取材し、グループメンバーとの議論を重ねて、発表の準備
をしてください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

※第1回目の授業でグループを決めますので、第1回目は必ず出席してください。何らかの事情で出席できない場合は、事前に教員
（mitate@kitakyu-u.ac.jp）までメールで連絡をしてください。

履修上の注意　/Remarks

地域創生学群の1年生の皆さんは、地域活動でいろいろ悩んでいると思います。本授業ではその悩みを払拭し、地域活動への参加意欲を高め、そ
の経験を将来に繋げることを目的にしています。奮ってご参加ください。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キャリア、成長、地域活動、プレゼンテーション、フィールドリサーチ、問題基盤型学習、経験学習
キーワード　/Keywords

662590 /



地域文化論 【夜】
専門基幹科目

/Instructor
廣川　祐司 / Yuji HIROKAWA / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

地域創生学群では多くの場面で、地域活性化やまちづくりといった活動を行う機会が多い。その際、衰退しつつある地域社会において、他の地
域に多く存在する財やサービスを提供しても意味がない。つまり、地域社会特有の「地域らしさ」をアピールする必要がある。その際、着目さ
れるのが「地域文化」である。地域文化をいかに活用することによって、地域社会が良い方向に発展するのか、地域文化のあり方について再考
するのが、本授業の1つの目的である。

もう一つは、地域社会に対する多様性の問題についての検討である。近年、社会が均質化していくことによって、特定の考え方や行動が一般的
と思われ、異質な行動をとる者、異なる価値観を有する者等を地域社会から排除しようとすることがある。かつて、日本における伝統的社会に
おいては、地域それぞれに根差した地域文化が存在し、多様性を確保していたが、価値観や考え方が近年均質化してきている。本授業では、地
域文化という視点から、多様な価値観を有する社会についての考察を行うこととする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし

必要に応じて適宜指定する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　イントロダクション
第2回　なぜ地域文化を学ばなければならないのか？
第3回　地域文化は必要か　－地域づくり・まちづくりにおける2つの手法－
第4回　新たな地域文化の創造　－新たな「まち」を作る手法ー
第5回　地域資源を文化として利用する
第6回　川の文化と社会的弱者の排除①
第7回　川の文化と社会的弱者の排除②
第8回　川の文化と社会的弱者の排除③
第9回　地域社会の多様性を保つための地域文化
第10回　世界基準と日本の固有性
第11回　地域文化の保全と社会的包摂
第12回　まちづくりと食文化
第13回　総括と復習
第14回　レポート試験　（※レポート試験の日程は前後する可能性があります。）
第15回　おわりに

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業への積極的参加姿勢：２０％
不定期に行う試験（レポート試験も含む）：８０％

成績評価の方法　/Assessment Method

授業中に示された自宅で行う課題（宿題）について、自分で調べ、小レポートとして提出して頂く。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662591 /



地域文化論 【夜】
専門基幹科目

履修上の注意　/Remarks

本授業は「文化」という名称がついているが、芸術や宗教、芸能、民話等には言及しないため、気を付けていただきたい。
また、本授業では地域文化とは何か？という本質的な「文化論」ではなく、「なぜ地域文化が必要なのか？」という点に重きを置いている。
つまり、地域文化を活用すること、または地域文化を生かすことで社会がどのように変化していくのかについて、詳細な解説を行うものである
。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662591 /



まちづくりマネジメント 【夜】
専門基幹科目

/Instructor
片岡　寛之 / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

この講義では、まちづくりの活動を行う際に直面する5つの悩み（①何をしたらよいかわからない、②どう実行したら成果が出るのかわからない
、③実行する人がいない、④手元に予算がない、⑤常に時期が遅れる）を解消するために、「まち＝1つの会社」、「まちづくり＝事業」として
捉え、経営的視点からまちづくりについて考えることを狙いとしている。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
とくになし。

○ 木下斉著「まちづくりの「経営力」養成講座」※購入することが望ましい。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：ガイダンス
第2回：論理性を身につける【ロジカルシンキング】【構造化】
第3回：まちづくり事業の戦略を立てる①【シナリオ】
第4-5回：まちづくり事業の戦略を立てる②【環境分析】
第6回：まちづくり事業の戦略を立てる③【制約条件】
第7回：まちづくり事業の戦略を立てる④【目標設定】
第8回：まちづくり事業の戦略を立てる⑤【戦略立案】
第9回：まちづくり事業の組織をつくる①【組織設計】
第10回：まちづくり事業の組織をつくる②【組織運営】
第11-12回：まちづくり事業に会計を活かす【財務・管理会計】
第13回：計画を着実に実行する【プロジェクト・マネジメント】
第14回：特別講師による講義
第15回：まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

講義に取り組む姿勢＋小テスト（５０％）
期末試験（５０％）

成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習）参考図書の該当箇所を事前に読み、その内容についての疑問点を明確にしておく。
事後学習）講義で学んだ内容について復習するとともに、重要だと思った方法論を日頃の活動に取り入れてみる。

その際、講義内容について、日頃行っている自分自身の活動に置き換えて考えるようにしましょう。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

662592 /



まちづくりマネジメント 【夜】
専門基幹科目

様々な活動を展開する皆さんに是非取り入れて欲しい考え方や手法です。
日頃の実習活動に活かすことのできる内容であり、特に、夏の集中講義（地域経営実践論）を受講予定の人やチャレンジプログラムへの挑戦を
視野に入れている人には必須の内容です。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

まちづくり、事業、経営
キーワード　/Keywords

662592 /



地域創生演習Ａ（夜間特別枠） 【夜】
専門基幹科目

/Instructor
小林　敏樹 / Toshiki Kobayashi / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本演習では、地域における福祉的課題や関連領域について、社会福祉、精神保健福祉、教育、心理など様々な視点から考えを深めていきます。
地域創生演習Ａにおいては，このための実践的理論を習得することをねらいとする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜紹介する

適宜紹介する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　オリエンテーション
第2～14回　プレゼンテーションおよびディスカッション　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習中に取り組む課題の達成度　50％
積極的な演習への参加　50％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習として、地域における福祉的課題に関しての新聞記事やニュースに関心を持ち情報を収集するようにして下さい。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

社会福祉学
キーワード　/Keywords

662593 /



地域創生演習Ａ（夜間福祉） 【夜】
専門基幹科目

/Instructor
坂本　毅啓 / Takeharu Sakamoto / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本演習では、地域における福祉的課題や関連領域について、社会福祉、精神保健福祉、教育、心理など様々な視点から考えを深めていきます。
地域創生演習Ａにおいては，このための実践的理論を習得することをねらいとする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜紹介する

適宜紹介する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　オリエンテーション
第2～14回　プレゼンテーションおよびディスカッション　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習中に取り組む課題の達成度　50％
積極的な演習への参加　50％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習として、地域における福祉的課題に関しての新聞記事やニュースに関心を持ち情報を収集するようにして下さい。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

社会福祉学
キーワード　/Keywords

662594 /



地域創生演習Ｂ（夜間特別枠） 【夜】
専門基幹科目

/Instructor
小林　敏樹 / Toshiki Kobayashi / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本演習では、地域における福祉的課題や関連領域について、社会福祉、精神保健福祉、教育、心理など様々な視点から考えを深めていきます。
また、それに対する制度や実際の取り組みなどについてついても幅広く学びます。本授業では、これらに対応する実践理論の習得を目的としま
す。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜紹介する

適宜紹介する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　オリエンテーション
第2～14回　プレゼンテーションおよびディスカッション
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習中に取り組む課題の達成度　50％
積極的な演習への参加　50％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習として、子どもが抱える今日的課題に関しての新聞記事やニュースに関心を持ち情報を収集するようにして下さい。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

社会福祉学
キーワード　/Keywords

662595 /



地域創生演習Ｂ（夜間福祉） 【夜】
専門基幹科目

/Instructor
坂本　毅啓 / Takeharu Sakamoto / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本演習では、地域における福祉的課題や関連領域について、社会福祉、精神保健福祉、教育、心理など様々な視点から考えを深めていきます。
また、それに対する制度や実際の取り組みなどについてついても幅広く学びます。本授業では、これらに対応する実践理論の習得を目的としま
す。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜紹介する

適宜紹介する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　オリエンテーション
第2～14回　プレゼンテーションおよびディスカッション
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習中に取り組む課題の達成度　50％
積極的な演習への参加　50％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習として、子どもが抱える今日的課題に関しての新聞記事やニュースに関心を持ち情報を収集するようにして下さい。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

社会福祉学
キーワード　/Keywords

662596 /



地域創生演習Ｃ（夜間特別枠） 【夜】
専門基幹科目

/Instructor
小林　敏樹 / Toshiki Kobayashi / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
4年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ４年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

各自の興味関心のあるテーマについて、卒業論文の執筆に向けた報告、ディスカッションを繰り返し行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：オリエンテーション
第2回～第14回：報告およびディスカッション
第15回：まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題の達成度（報告内容）：50％、積極的な演習への参加（ディスカッション）：50％
成績評価の方法　/Assessment Method

報告に向けた事前準備および、ディスカッションを踏まえた事後学習（論文への反映）の実施。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662597 /



地域創生演習Ｄ（夜間特別枠） 【夜】
専門基幹科目

/Instructor
小林　敏樹 / Toshiki Kobayashi / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
4年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ４年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

卒業論文の執筆に向け、各自の興味関心のあるテーマについて報告およびディスカッションを繰り返し行う。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　　　 ：　オリエンテーション
2回～14回 ：　各自のテーマに関する報告とディスカッション
15回　　   ：　論文報告会

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題の達成度（報告内容）：50％、積極的な演習への参加（ディスカッション）：50％
成績評価の方法　/Assessment Method

報告に向けた事前準備とディスカッションを踏まえた事後学習（論文への反映）の実施。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

欠席については事前連絡をすること。
履修上の注意　/Remarks

2年間の演習の総仕上げとして、より専門的で、より高度な報告を期待します。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662598 /



地域創生演習Ｄ 【夜】
専門基幹科目

/Instructor
深谷　裕 / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
4年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ４年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

社会福祉関連テーマについて個別的に深めた学びを、発表およびディスカッションを通して、卒業論文・卒業実践報告としてまとめていきます
。社会福祉の専門性を深めるとともに、関連領域についての幅広い知識や技術を理解していくことがねらいです。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しません。

適宜紹介します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　オリエンテーション：授業の進め方の説明、注意点
２－１４回　卒業論文・卒業実践報告についての発表およびディスカッション
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習中に取り組む課題の達成度・・・・・・５０％
積極的な演習への参加・・・・・・５０％

成績評価の方法　/Assessment Method

発表担当者は必ずレジュメを作成してくること。
発表担当者以外も、自主的に論文を書き進めること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662599 /



地域創生演習Ｄ 【夜】
専門基幹科目

/Instructor
坂本　毅啓 / Takeharu Sakamoto / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
4年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ４年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

社会福祉関連テーマについて個別的に深めた学びを、発表およびディスカッションを通して、卒業論文・卒業実践報告としてまとめていきます
。社会福祉の専門性を深めるとともに、関連領域についての幅広い知識や技術を理解していくことがねらいです。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しません。

適宜紹介します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　オリエンテーション：授業の進め方の説明、注意点
２－１４回　卒業論文・卒業実践報告についての発表およびディスカッション
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習中に取り組む課題の達成度・・・・・・５０％
積極的な演習への参加・・・・・・５０％

成績評価の方法　/Assessment Method

発表担当者は必ずレジュメを作成してくること。
発表担当者以外も、自主的に論文を書き進めること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

積極的な参加とともに、自主的な資格取得に向けた学習を求めます。
履修上の注意　/Remarks

卒業論文作成に向けて、ともにがんばっていきましょう。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

社会福祉学、
キーワード　/Keywords

662600 /



相談援助実習指導１ 【夜】
専門基幹科目

/Instructor
坂本　毅啓 / Takeharu Sakamoto / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義・演習 ３年1学期（ペア）

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

社会福祉士国家試験受験資格取得のための教育カリキュラムによって、内容が構成される科目である。したがって、以下の３点をねらいとする
。
①相談援助実習の意義について理解する。
②相談援助実習に係る個別指導並びに集団指導を通して、相談援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得
する。
③社会福祉士として求められる資質、技能、倫理、自己に求められる課題把握等、総合的に対応できる能力を習得する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
社団法人日本社会福祉士養成校協会：監修、白澤政和・米本秀仁：編集『社会福祉士　相談援助実習』中央法規出版

講義時に随時紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

662601 /



相談援助実習指導１ 【夜】
専門基幹科目

1.相談援助実習の意義
 2.相談援助実習先の理解①　【相談援助実習が可能な機関施設の紹介・説明】
 3.相談援助実習先の理解②　【高齢者保健福祉分野①】
 4.相談援助実習先の理解③　【高齢者保健福祉分野②】
 5.相談援助実習先の理解④　【障害福祉分野】
 6.相談援助実習先の理解⑤　【福祉事務所・社会福祉協議会等】
 7.相談援助実習先の理解⑥　【独立型社会福祉士事務所・医療機関】
 8.相談援助実習先の決定①　【希望聴取と実習配属】
 9.相談援助実習先の決定②　【希望聴取と実習配属】
10.相談援助実習先の決定③　【希望聴取と実習配属】
11.相談援助実習先の決定④　【契約書・個人調書（履歴書）等書類の作成】
12.相談援助実習先の理解⑦　【配属先実習分野・機関施設の利用者理解】
13.相談援助実習先の理解⑧　【配属先の根拠・関連法令、運営・経営に関する理解】
14.相談援助実習先の理解⑨　【配属先実習機関施設のある地域に関する理解】
15.相談援助実習先の理解⑩　【配属先実習分野・機関施設の業務理解】
16.相談援助実習に向けて　　【実習に向けての不安・課題についての話し合い、自己学習計画】
17.相談援助実習先の理解⑪　【配属先実習分野・機関施設の相談援助業務理解①】
18.相談援助実習先の理解⑫　【配属先実習分野・機関施設の相談援助業務理解②】
19.相談援助実習先の理解⑬　【配属先実習分野・機関施設の相談援助業務理解③】
20.実習計画の作成①　【実習目標・達成課題・実習計画の作成】
21.実習計画の作成②　【実習目標・達成課題・実習計画の作成】
22.実習計画の作成③　【実習目標・達成課題・実習計画の作成】
23.実習先事前訪問①　【事前訪問の目的、方法、内容等についての説明】
24.実習先事前訪問②　【事前訪問の内容確認】
25.実習記録ノートの理解①　【ノートの意義、書き方、取り扱い等に関する説明】
26.実習記録ノートの理解②　【ノートの書き方演習】
27.巡回指導の理解　【巡回指導の目的と内容・担当教員面接】
28.倫理・守秘義務等の理解　【倫理綱領・義務規定・個人情報保護法】
29.相談援助実習に向けて最終確認　【事故／緊急時対応など】
30.実習知識・能力評価　【学習した内容に関する評価】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中の課題・・・50％、期末レポート・・・50％
なお、本科目は「相談援助実習」及び「相談援助実習指導２」との連携科目であり、いずれかのみの単位認定は行わない。そのため、本科目の
評価が合格点に達していても、連携科目のいずれか１つでも不合格となると、連動して３つの科目を全て不合格点として扱う。また、その逆も
あり得る。詳細については講義時に説明する。

成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習として、自分の実習配属先に関する福祉領域について、文献を読んだり、施設見学したりする等の自主的な学習をしましょう。事後学
習としては、実習に臨むにあたってどのような準備が必要なのかを考え、復習をしましょう。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

社会福祉士国家試験受験資格取得のための重要な科目です。あらかじめ、「現代社会と福祉」、「相談援助の基盤と専門職」については必ず履
修済みであること。それ以外にも、希望する実習分野に関する科目（高齢者保健福祉分野であれば「高齢者に対する支援と介護保険制度」）を
履修しておくこと。
本科目は社会福祉士国家試験受験資格取得のための科目である。したがって、次の２点を履修する前提条件とする。
①社会福祉士国家試験受験資格を取得する意志があること。
②同年度に「相談援助実習」及び「相談援助実習指導２」を履修登録すること。

履修上の注意　/Remarks

現場実習に向けた準備科目です。みのり多い実習となるように、十分にサポートしていきます。一緒に頑張って学びましょう。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

社会福祉士、相談援助
キーワード　/Keywords

662601 /



相談援助実習指導２ 【夜】
専門基幹科目

/Instructor
坂本　毅啓 / Takeharu Sakamoto / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
3年次 1単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義・演習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

社会福祉士国家試験受験資格取得のための教育カリキュラムによって、内容が構成される科目である。したがって、以下の２点をねらいとする
。
①社会福祉士として求められる資質、技能、倫理、自己に求められる課題把握等、総合的に対応できる能力を習得する。
②具体的な体験や援助活動を、専門的援助技術として概念化し理論化し体系立てていくことができる能力を涵養する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
社団法人日本社会福祉士養成校協会：監修、白澤政和・米本秀仁：編集『社会福祉士　相談援助実習』中央法規出版

講義時に随時紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1.相談援助実習を終えて
 2.相談援助実習の振り返り①　【グループワーク、個別面談】
 3.相談援助実習の振り返り②　【　　　　　〃　　　　　　】
 4.相談援助実習の振り返り③　【　　　　　〃　　　　　　】
 5.相談援助実習の振り返り④　【　　　　　〃　　　　　　】
 6.相談援助実習の振り返り⑤　【　　　　　〃　　　　　　】
 7.相談援助実習の振り返り⑥　【実習報告会に向けての準備、実習総括レポートの作成】
 8.相談援助実習の振り返り⑦　【　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　】
 9.相談援助実習の振り返り⑧　【　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　】
10.相談援助実習の振り返り⑨　【　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　】
11.相談援助実習の振り返り⑩　【　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　】
12.相談援助実習の振り返り⑪　【　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　】
13.相談援助実習の振り返り⑫　【　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　】
14.相談援助実習の振り返り⑬　【　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　】
15.実習報告会の開催　【実習報告、全体総括】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中の課題・・・50％、期末レポート・・・50％
なお、本科目は「相談援助実習」及び「相談援助実習指導１」との連携科目であり、いずれかのみの単位認定は行わない。そのため、本科目の
評価が合格点に達していても、連携科目のいずれか１つでも不合格となると、連動して３つの科目を全て不合格点として扱う。また、その逆も
あり得る。詳細については講義時に説明する。

成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習としては、実習ノートの内容の振り返りをしましょう。
事後学習としては、毎回出される課題に取り組み、次回の講義へ備えましょう。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662602 /



相談援助実習指導２ 【夜】
専門基幹科目

社会福祉士国家試験受験資格取得のための重要な科目です。あらかじめ、「現代社会と福祉」、「相談援助の基盤と専門職」については必ず履
修済みであること。それ以外にも、希望する実習分野に関する科目（例えば高齢者保健福祉分野を希望する場合であれば「高齢者に対する支援
と介護保険制度」）を履修しておくこと。
本科目は社会福祉士国家試験受験資格取得のための科目である。したがって、次の２点を履修する前提条件とする。
①社会福祉士国家試験受験資格を取得する意志があること。
②同年度に「相談援助実習」及び「相談援助実習指導１」を履修登録すること。

履修上の注意　/Remarks

現場実習を終えて、学んだことを振り返る仕上げの科目です。実習で学んだことを磨き、自分の宝物にしてください。一緒に頑張って学びまし
ょう。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

社会福祉士、相談援助
キーワード　/Keywords

662602 /



相談援助演習１ 【夜】
専門基幹科目

/Instructor
坂本　毅啓 / Takeharu Sakamoto / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本授業は、相談援助に関わる他の科目との関連性を視野に入れつつ、社会福祉士に求められる相談援助に関わる知識と技術について実践的に修
得することを目指します。特に、基本的な対象者理解のための視点、コミュニケーションスキルなど、対人援助職としての基礎を中心として学
びます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
各回でレジュメ、ワークシート、資料などを配付する。

参考文献については適宜紹介します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1回　オリエンテーション　【カリキュラムにおけるこの科目の意味など】
 2回　ソーシャルワーク実践：ソーシャルワーカーの使命と役割を理解する　【ソーシャルワーカーの使命と役割】
 3回　専門職としての価値・倫理と自己覚知　【自己覚知】
 4回　自分の生活史を作成し生活史把握の意義について学ぶ　【ライフヒストリー】
 5回　自己理解、自己覚知について体験的に学ぶ　【自己覚知】
 6回　他者を理解すると言うこと　【他者理解】
 7回　コミュニケーション①　【言語的コミュニケーション】　
 8回　コミュニケーション②　【非言語的コミュニケーション】
 9回　ロールプレイ演習の概説　【ロールプレイ】
10回　基礎的技能：面接技法についての理解①　【観察】　【傾聴】
11回　基礎的技能：面接技法についての理解②　【原理・原則】　【ロールプレイ】
12回　基礎的技能：面接技法についての理解③　【情報収集】
13回　基礎的技能：記録技法と情報整理技法についての理解①　【エコマップ】　【ジェノグラム】
14回　基礎的技能：記録技法と情報整理技法についての理解②　【ケース記録】
15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末レポート…５０％、演習への取り組み…２５％、課題の提出…２５％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習では、相談援助の基盤と専門職１・２や、相談援助の理論と方法１等の援助スキルに関する科目の内容を復習しましょう。事後学習で
は、演習を通して学んだスキルを活用して、ケース分析などの復習をしましょう。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662603 /



相談援助演習１ 【夜】
専門基幹科目

１年次の間に、現代社会と福祉１・２、相談援助の基盤と専門職１・２、をあらかじめ履修していることが望ましい。
履修上の注意　/Remarks

この科目では、対人援助職としての基礎を学びます。体験的に学ぶことが中心となりますので、積極的な参加を期待します。一緒に楽しみなが
ら学びましょう。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

社会福祉士、相談援助、ソーシャルワーク
キーワード　/Keywords

662603 /



相談援助演習２ 【夜】
専門基幹科目

/Instructor
坂本　毅啓 / Takeharu Sakamoto / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本授業は、相談援助に関わる他の科目との関連性を視野に入れつつ、社会福祉士に求められる相談援助に関わる知識と技術について実践的に修
得することを目指します。特に具体的な相談援助事例を体系的に学び、専門的援助として概念化し、理論化し、体系立てていくことができる能
力の涵養をを目的としています。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜、レジュメを配布する。

適宜、授業時に紹介をする。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1回　相談援助の実際と援助技術についてを事例を活用して学ぶ
 2回　ソーシャルワーク実践の展開
 3回　事例検討の目的・方法
 4回　事例学習①【貧困問題】
 5回　事例学習②【生活困窮者支援】
 6回　事例学習③【児童虐待】
 7回　事例学習④【児童虐待】
 8回　事例学習⑤【高齢者虐待】
 9回　事例学習⑥【高齢者虐待】
10回　事例学習⑦【DV】
11回　事例学習⑧【家庭内暴力】
12回　事例学習⑨【外国人問題】
13回　事例学習⑩【社会的排除】
14回　事例学習のまとめと振り返り
15回　演習全体のまとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末レポート……50％、演習課題への取り組み……25％、課題の提出……25％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習では、相談援助の基盤と専門職１・２や、相談援助の理論と方法１・２・３等の援助スキルに関する科目の内容を復習しましょう。事
後学習では、演習を通して学んだスキルを活用して、ケース分析などの復習をしましょう。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

相談援助演習１を先に履修していくこと。合わせて、相談援助の理論と方法１や、それ以外の福祉観系科目を先に履修しておくと、本授業の理
解がより深いものになります。

履修上の注意　/Remarks

662604 /



相談援助演習２ 【夜】
専門基幹科目

グループディスカッションがメインになります。積極的な参加を期待します。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

社会福祉士、相談援助、ソーシャルワーク、福祉事例
キーワード　/Keywords

662604 /



相談援助演習３ 【夜】
専門基幹科目

/Instructor
深谷　裕 / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

社会福祉士に求められる相談援助に係る知識と技術について、実践的に習得することがねらいです。また、専門的援助技術として 概念化し理論
化し体系立てていくことができる能力を養います。個別指導並びにグループワークを通して、実技指導（ロールプレーイング等）を行います。
とくにグループワークとコミュニティ・ワークについて中心に学びます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
とくに指定しません。

適宜紹介します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　オリエンテーション；授業の進め方の説明、注意点、面接練習のためのグループ分け
２回　グループワーク①－準備期
３回　グループワーク②－開始期
４回　グループワーク③－作業期
５回　グループワーク④－終結期
６回　コミュニティワーク＆ソーシャルアクション（地域の問題に気づく）
７回　コミュニティワーク＆ソーシャルアクション（コミュニティワーク企画①）
８回　コミュニティワーク＆ソーシャルアクション（コミュニティワーク企画②）
９回　コミュニティワーク＆ソーシャルアクション（コミュニティワーク企画③）
10回　コミュニティワーク＆ソーシャルアクション（ネットワーキング）
11回　コミュニティワーク＆ソーシャルアクション（社会資源の調整と開発）
12回　コミュニティワーク＆ソーシャルアクション（活動の評価）
13回　実践事例検討①
14回　実践事例検討②
15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習中に取り組む課題の達成度　…　40％　　
積極的な演習への参加　…　60％

成績評価の方法　/Assessment Method

企画の準備は、授業外の時間も積極的に活用し、話し合いながら進めること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662605 /



相談援助演習３ 【夜】
専門基幹科目

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662605 /



相談援助演習４ 【夜】
専門基幹科目

/Instructor
深谷　裕 / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

実習中の個別的な体験を一般化し、相談援助に係る実践的な知識と技術として習得することがねらいです。また、専門的援助技術として 概念化
し理論化し体系立てていくことができる能力を養います。個別指導並びにグループワークを通して、実技指導（ロールプレーイング等）を行い
ます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しません。

適宜紹介します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　オリエンテーション；授業の進め方および注意点の説明
２～14回　事例検討
15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習中に取り組む課題の達成度　…　40％　　
積極的な演習への参加　…　60％

成績評価の方法　/Assessment Method

実習中に自分がかかわった事例や取り組みについて、ディスカッションの中で発言できるよう、各自振り返り作業をきちんと行ってのぞむこと
。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662606 /



相談援助演習５ 【夜】
専門基幹科目

/Instructor
深谷　裕 / 地域戦略研究所, 坂本　毅啓 / Takeharu Sakamoto / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
4年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ４年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

社会福祉関連テーマについて個別的に深めるとともに学びを共有し、相談援助に係る実践的な知識や技術として理解を深めることがねらいです
。また、専門的援助技術として 概念化し理論化し体系立てていくことができる能力を養います。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しません。

適宜紹介します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１回　オリエンテーション：授業の進め方の説明、注意点
２－１４回　課題発表（高齢者、児童、障害児者、ホームレス、社会的排除、コミュニティワーク、貧困、施設福祉、少年非行など）
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

演習中に取り組む課題の達成度・・・・・・５０％
積極的な演習への参加・・・・・・５０％

成績評価の方法　/Assessment Method

発表担当者は、レジュメを作成すること。
各自、必要な関係資料を収集しておくこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662607 /



卒業論文・卒業実践報告 【夜】
専門基幹科目

/Instructor
小林　敏樹 / Toshiki Kobayashi / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
4年次 4単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ４年１･２学期（ペ
ア）

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

各自のテーマに沿って、卒業論文を執筆する。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回：オリエンテーション
2回～29回：卒業論文の執筆指導
30回：最終報告会

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

論文　100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前の準備および、議論、アドバイスを踏まえた事後学習（論文への反映）を怠らないこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

報告・議論の場であるため、事前準備を十分に行って望むこと。
随時、教員とコンタクトをとり、アドバイスを受けること。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662608 /



卒業論文・卒業実践報告 【夜】
専門基幹科目

/Instructor
深谷　裕 / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
4年次 4単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ４年１･２学期（ペ
ア）

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

各自のテーマに従い、卒業論文・卒業実践報告書を作成する。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示する。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：オリエンテーション
第2・3回：論文・報告書の書き方指導
第4～8回：研究途中経過報告１回目
第9～13回：研究途中経過報告２回目
第14回：中間報告会
第15～19回：研究途中経過報告３回目
第20～24回：研究途中経過報告４回目
第25～28回：研究途中経過報告５回目
第29回：最終報告会
第30回：総評

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

論文・実践報告書100％
成績評価の方法　/Assessment Method

演習は、報告・議論の場であるので、事前準備を十分に行ってのぞむこと。
随時、教員とコンタクトをとり、アドバイスを受けること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

662609 /



卒業論文・卒業実践報告 【夜】
専門基幹科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662609 /



卒業論文・卒業実践報告 【夜】
専門基幹科目

/Instructor
坂本　毅啓 / Takeharu Sakamoto / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
4年次 4単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

演習 ４年１･２学期（ペ
ア）

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

各自のテーマに従い、卒業論文・卒業実践報告書を作成する。
授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示する。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：オリエンテーション
第2・3回：論文・報告書の書き方指導
第4～8回：研究途中経過報告１回目
第9～13回：研究途中経過報告２回目
第14回：中間報告会
第15～19回：研究途中経過報告３回目
第20～24回：研究途中経過報告４回目
第25～28回：研究途中経過報告５回目
第29回：最終報告会
第30回：総評

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

論文・実践報告書100％
成績評価の方法　/Assessment Method

演習は、報告・議論の場であるので、事前準備を十分に行ってのぞむこと。
随時、教員とコンタクトをとり、アドバイスを受けること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

662610 /



卒業論文・卒業実践報告 【夜】
専門基幹科目

卒業論文作成に向けて、ともにがんばって行きましょう。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

社会福祉学
キーワード　/Keywords

662610 /



地域調査論 【夜】
専門科目

/Instructor
小林　敏樹 / Toshiki Kobayashi / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

まちづくりや地域の課題の解決のために必要とされる地域調査について、まずその背景や基礎知識を習得する。
次に、グループワーク①として、RESAS（地域経済分析システム）を用いて、特定の地域の課題を明らかにし、その解決策を検討する。
また、グループワーク②として、近年話題になっているパブリックライフに着目し、具体的なパブリックライフの調査およびそれをもとにした
まちづくりの方策を検討する。
さらに、実際のまちづくりの現場でいかに地域調査が行われ、どのように実際のまちづくりに反映されているのか、行政、民間等の実務担当者
からお話を伺い、地域調査についての理解を深める。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない。

〇西村幸夫・野澤康編（2010）「まちの見方・調べ方　地域づくりのための調査法入門」朝倉書店
・日経ビッグデータ編集（2016）「RESASの教科書 リーサス・ガイドブック」日経BP社
・ヤンゲール（2016）「パブリックライフ学入門」鹿島出版会
〇パトリック・ゲデス（2015）「進化する都市 : 都市計画運動と市政学への入門」鹿島出版会
その他、必要に応じて、適宜紹介する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回・・・オリエンテーション
第2回・・・地域調査が必要とされる背景（１）
第3回・・・地域調査が必要とされる背景（２）
第4回・・・グループワーク1-①　
第5回・・・グループワーク1-②　
第6回・・・グループワーク1-③　
第7回・・・グループワーク1-④　発表
第8回・・・外部講師による講義
第9回・・・外部講師による講義
第10回・・・パブリックライフとは
第11回・・・グループワーク2-①　
第12回・・・グループワーク2-②　
第13回・・・グループワーク2-③　
第14回・・・グループワーク2-④　
第15回・・・グループワーク2-⑤　発表
＊外部講師による講義は講師の都合により前後する可能性あり

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

グループワークの成果物・・・60％、レポート・・・20％、積極性・・・20％
成績評価の方法　/Assessment Method

662611 /



地域調査論 【夜】
専門科目

地域の特徴、まちの小さな変化などを感じ取れるような観察力を身に着ける。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

グループワークの進捗、受講者の希望等により、授業計画、内容を変更する可能性がある。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

地域調査、まちづくり、政策立案、RESAS（地域経済分析システム）、パブリックライフ
キーワード　/Keywords

662611 /



福祉環境デザイン論 【夜】
専門科目

/Instructor
内田　晃 / AKIRA UCHIDA / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本講義では、成熟社会におけるまちづくりのあり方を、広く福祉・環境の側面から捉え、公共空間、住宅、交通施設などを対象に、バリアフリ
ーや環境に配慮したデザインの背景、意義及びその手法についての基礎的知識を学ぶことを目的とします。建築・土木の専門用語も多数出てき
ますが、国内外の事例を交えながら分かりやすく概説します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし（適宜、レジュメや参考資料を配付）

〇田中直人編『福祉のまちづくりキーワード事典』学芸出版社
〇土木学会編『日本の交通バリアフリー理解から実践へ』学芸出版社

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　ガイダンス（福祉環境デザインとは）【バリアフリー】、【ユニバーサルデザイン】
　２回　人間の行動能力と空間【障がい者】、【高齢者】
　３回　公共空間のデザインⅠ（道路、歩道、広場等）【有効幅員】、【段差】、【勾配】
　４回　公共空間のデザインⅡ（公共施設、商業施設等）【ハートビル法】、【多機能トイレ】
　５回　北九州市におけるバリアフリーのまちづくり
　６回　居住空間のデザイン【ライフスタイル】、【バリアフリー住宅】
　７回　情報機能のデザイン【サイン】、【情報案内】、【色と光】
　８回　コンパクトシティの実現【コンパクトシティ】、【集約型都市構造】
　９回　公共交通のデザインⅠ（交通施設）【交通バリアフリー法】、【駅】
１０回　公共交通のデザインⅡ（車両）【交通バリアフリー法】、【交通システム】、【ＬＲＴ】
１１回　公共交通のデザインⅢ（交通まちづくり）【公共交通分担率】、【P&R】、【TOD】
１２回　ドイツにおける持続可能なまちづくり【サイクルシェアリング】、【カーシェアリング】
１３回　住民参加によるまちづくりの合意形成手法【ワークショップ】、【市民参加】
１４回　地域運営手法による住民自らのまちづくり【まちづくり協議会】、【維持管理】
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験及び中間時期に課すレポートで評価します
成績評価の方法　/Assessment Method

福祉のまちづくりに関する情報は皆さんが生活している市街地の中に溢れています。講義で習得した情報を常に意識しながらまちを観察してく
ださい。課題がありそうな箇所を見つけた場合は、自らで解決方策を考えてみてください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業への積極的参加を求めます
履修上の注意　/Remarks

662612 /



福祉環境デザイン論 【夜】
専門科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662612 /



危機管理論 【夜】
専門科目

/Instructor
戸蒔　仁司 / TOMAKI, Hitoshi / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

地域の「危機管理」についての初歩的理解を目的とする。「危機管理」の概念に始まり、特に北部九州地域における危機の事例として、自然災
害や国民保護を取り扱い、地域に発生しうる「危機」の実態を理解したい。

なお、授業全般にわたり、以下の項目を特に重視する。

①地域の危機管理に関する知識の提供や理解にとどまらず、
②必要な情報を解読する技能を習得し、
③実践的な側面からそれらの知識や技能を活用できるようにし、
④それにより、生涯にわたり最低限度の危機管理力を身に付けられるようにする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
使用しない。レジュメおよび資料を配布する。

適宜指示する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

662613 /



危機管理論 【夜】
専門科目

第1回　ガイダンス
第2回　危機管理総論（危機管理の定義と範囲、概念の整理、地域防災計画について）
第3-6回　自然災害と地域I（洪水と土砂災害）
　　　　　①福岡県（北九州市）の自然条件と気象条件の特徴、紫川の特徴
　　　　　②台風・集中豪雨のメカニズム
　　　　　③各種災害のメカニズム（洪水、土石流、表層崩壊、深層崩壊、地滑り、高潮等）
　　　　　④過去の災害事例研究
　　　　　⑤平成21年、22年の集中豪雨について
第7-8回　自然災害と地域II（地震災害）
　　　　　①地震のタイプとメカニズム、マグニチュードと震度
　　　　　②福岡県の地質条件の特徴
　　　　　③地震災害について（倒壊、火災、液状化、津波等）
　　　　　④福岡西方沖地震について
第9回　自然災害と地域III（異常気象と都市災害）
　　　　　ヒートアイランド現象、「ゲリラ豪雨」、竜巻、ダウンバースト等
第10回　自然災害をめぐる諸制度
　　　　　①災害対策基本法
　　　　　②激甚災害法等の関連諸制度
　　　　　③防災計画について
第11-12回　有事における対応と国民保護法
　　　　　①国民保護法の概説
　　　　　②災害対策基本法との違い
　　　　　③国民保護計画
　　　　　④武力攻撃事態と緊急対処事態
　　　　　⑤シミュレーション（弾道ミサイル、列車爆破、or原発災害）
第13-14回　大学・学生の危機管理　
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業態度30％＋試験（もしくはレポート）70％（詳細は開講時に説明する）
成績評価の方法　/Assessment Method

授業中に与えられた課題を事前に行ってくること。必ず既習事項を反芻すること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

なし
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662613 /



都市計画の基礎 【夜】
専門科目

/Instructor
片岡　寛之 / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　この講義の基本的なテーマは、都市計画やまちづくりに関する基本的な事項や様々な手法を知ることです。講義では、都市計画に関する重要
事項について比較的広範囲に取り上げ、その基本的事項について具体的な事例を交えながら概説します。これまでの社会状況とは根本から異な
る今後の社会において、現在の都市計画の体系やまちづくりの手法とはどうあるべきか、皆でディスカッションを交えながら考えることが、こ
の講義の目的です。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
使用しません。

〇 萩島哲編『新建築学シリーズ10　都市計画』朝倉書店
〇 都市計画教育研究会編『都市計画教科書第3版』彰国社
その他、適宜指示します。
薬袋奈美子・室田昌子・加藤仁美 著『生活の視点でとく都市計画』彰国社

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　ガイダンス【都市について考える】
　２回　マインドセット【従来の都市計画の概念】【問題提起】
　３回　近代都市計画の歴史【都市計画史】
　４回　提出した宿題の内容についてのディスカッション【都市計画マスタープラン】
　５回　土地利用計画【土地利用】
　６回　区画整理と再開発【都市施設】【土地区画整理事業】【市街地再開発事業】
　７回　都市計画の支援ツール【調査】【解析】
　８回　提出した宿題の内容についてのディスカッション【再開発事例】
　９回　まちづくりの失敗事例【都市経営】
１０回　リノベーションまちづくり【リノベーション】
１１回　エリアビジネスを生むための都市解析【都市解析】
１２回　特別講師による講義①【戦略】
１３回　特別講師による講義②【ブランディング】
１４回　ディスカッション
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

講義中に取り組む課題の達成度　…　５０％
期末試験　…　５０％

成績評価の方法　/Assessment Method

事前）参考図書に目を通しておいてください。
事後）毎回の内容を復習してください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662614 /



都市計画の基礎 【夜】
専門科目

とくになし。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662614 /



日本国憲法原論 【夜】
専門科目

/Instructor
石塚　壮太郎 / ISHIZUKA, Sotaro / 法律学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

日本国憲法は、一方では国家の「統治構造（国家の組織や権限行使の仕組み）」を規定し、他方では個々の国民に「人権」を保障している。

この講義のねらいは、次の４つである。
①統治の基本原則（国民主権や権力分立）、
②国家の組織や権限（国会、内閣、裁判所）、
③人権保障の基本構造、
④いくつかの人権保障場面。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
駒村圭吾編『プレステップ憲法』（弘文堂、2014年）

○芦部信喜『憲法〔第6版〕』（岩波書店、2015年）
○野中俊彦ほか著『憲法〔第5版〕』（有斐閣、2012年）
○安念潤司ほか編著『論点 日本国憲法〔第2版〕』（東京法令出版、2014年）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　  総論　―イントロダクション
第2回　  統治の諸原則　―国民主権と権力分立
第3回　  代表民主制と選挙（権）
第4回　  国会
第5回　  内閣
第6回　  裁判所
第7回　  平和主義
第8回　  人権総論
第9回  　信教の自由
第10回　表現の自由
第11回　経済的自由
第12回　人身の自由
第13回　社会権
第14回　平等権
第15回　幸福追求権

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験（100%）
成績評価の方法　/Assessment Method

教科書等の該当箇所を事前・事後に読む。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662615 /



日本国憲法原論 【夜】
専門科目

小型六法を持参すること。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

国民主権　権力分立　代表民主制　国会　内閣　裁判所　人権保障
キーワード　/Keywords

662615 /



民法概論Ⅰ 【夜】
専門科目

/Instructor
小野  憲昭 / ONO　NORIAKI / 法律学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

私達の日常生活における人と人との関係を規律する基本的な法律である民法。この「民法概論Ⅰ」では、民法のうちの、主として財産取引関係を
規律する部分の通則である『総則』と、経済取引や日常生活の資となる財産の所有関係や利用関係のあるべき姿を定めている『物権』を講義の
対象とします。民法総則編や物権編に定める現行制度の歴史的位置付けを明らかにするとともに、学説や判例理論の解説を織り込みながら、現
行民法の総則及び物権法上の問題点をできるだけ平易に解説します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
山野目章夫著『民法　総則・物権　第6版』有斐閣　2017年　1,944円

〇川井健『民法概論１民法総則[第３版]』有斐閣　２００８年　４，１０４円
〇川井健『民法概論２物権』［第２版］有斐閣　２００５年　４，９６８円
〇我妻栄著幾代通補訂『民法案内３物権法上』勁草書房　２００６年　１，９４４円
〇我妻栄著幾代通補訂『民法案内４物権法下』勁草書房　２００６年　１，９４４円
〇我妻栄著川井健補訂『民法案内５担保物権法上』勁草書房　２００６年　２，１６０円
〇我妻栄著清水誠補訂『民法案内６担保物権法下』勁草書房　２００７年　２，３７６円

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　ガイダンス・民法の仕組みと指導原理　【私的自治】【所有権の絶対】【過失責任】
　２回　民法上の権利とその公共性【公共の福祉】【信義誠実の原則】【権利濫用】
　３回　権利の担い手とその資格①【人】【権利能力】【意思能力】
　４回　権利の担い手とその資格②【行為能力】【成年後見】【保佐】
　５回　所有権【所有権の取得原因】【所有権の内容】【物権的請求権】
　６回　所有権【共有】【用益物権】【占有権】
　７回　物権の変動【意思主義】【対抗要件】【取引の安全】
　８回　法人【一般社団法人】【一般財団法人】【権利能力なき社団】
　９回　担保物権【先取特権】【質権】【抵当権】
１０回　代理制度①【任意代理】【法定代理】【表見代理】
１１回　代理制度②【無権代理】【追認】
１２回　法律行為①【法律行為の自由】【強行法規】【公序良俗】
１３回　法律行為②【意思の不存在】【詐欺】【強迫】
１４回　時効制度【時効中断】【取得時効】【消滅時効】
１５回　まとめ・民法の世界観

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題…２０％　　　　　　　定期試験…８０％
成績評価の方法　/Assessment Method

662616 /



民法概論Ⅰ 【夜】
専門科目

教科書や参考文献の該当箇所を参照しながら、事前にその内容と論点を整理しておいてください。また、事後は、講義内容や関係文献を参照し
ながら、論点ごとにノートを作成して理解を深めてください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

受講の際は六法を必ず持参してください。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662616 /



民法概論Ⅱ 【夜】
専門科目

/Instructor
平山　也寸志 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　生活の中で、我々は、商品を買う、家を借りる、お金を借りるという場合、それぞれ、民法上の売買契約、賃貸借契約、金銭消費貸借契約と
いう法律関係におかれ、他人と私的な権利義務の関係に入る。また、民法は、事業者間取引等にも適用されうる法である。民法は、このように
、我々の日常の生活関係や仕事の上でも関係しうる法である。
　この授業は、民法の中でも第3編債権編に焦点を当て、「債務者」に対して、商品などの「物」の引き渡しや金銭の支払いを求める「対特定人
的行為請求権」である「債権」に関する事項を学ぶことを講義の目的とする。
　なお、民法第3編債権法を中心に民法が改正され、2020年4月には、施行される予定である。改正法にも適宜、言及する予定である。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業の最初に指示する。

後藤巻則＝滝沢昌彦＝片山直也編『プロセス講義民法Ⅳ債権１』及び同編『プロセス講義民法Ⅴ債権2』（信山社）ほか。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　　はじめに　ガイダンス　債権とは
2回　　債権の成立要件、契約締結上の過失責任、危険負担
3回　　債権の目的（特定物債権、種類債権、金銭債権、利息債権）
4回　　債権の発生原因（契約①）
5回　　債権の発生原因（契約②）
6回　　債権の発生原因（不法行為、事務管理、不当利得）
7回　　債権の効力（履行強制の手段：直接強制、代替執行、間接強制など）
8回　　債権の効力（債務不履行①）
9回　　債権の効力（債務不履行②）
10回　　債権保全（債権者代位権）
11回　債権保全（債権者取消権）
12回　多数当事者の債権関係
13回　債権譲渡
14回　債権の消滅（弁済）
15回　債権の消滅（相殺等）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

①定期テスト100％
②その他、欠席は、マイナス評価になることがあります。

成績評価の方法　/Assessment Method

事後に配布レジュメを手掛かりに参考書などを読み、復習してください。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

662617 /



民法概論Ⅱ 【夜】
専門科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662617 /



公共政策論 【夜】
専門科目

/Instructor
楢原  真二 / NARAHARA  SHINJI / 政策科学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

   本講義の目的は、日常レベルから、公共政策について考え、分析、考察するための基礎的知識や方法論を提供することにあります。そのために
、本講義では、様々な事例を用い、また、時には本格的なケース・スタディを用いて議論を展開することにします。また、本講義では、公共政
策研究の第一歩ともいえる「問題発見能力」の涵養に力を入れたいと考えています。
  本講義の担当教員は、公共政策を研究する目的は、第一に、よりよき未来社会の構築にあると考えています。つまり、公共政策研究の根本には
、「問題解決」「問題解き」というものがあるのです。また第二に、個別の公共政策を研究することは、デモクラシーの発展にも寄与すること
になると考えています。今日、公共政策についての知識なくして、有効な政治参加などできないからです。 受講者には、何が自分にとって問題
であり、そのために自分はどのような研究をするのかということを意識して講義に参加すること、あるいは、この講義を通じてそうした問題意
識をもつことを望んでいます。
　
　

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
テキストは用いません。毎回、プリント教材を配布します。

必要に応じてその都度指示する予定。とりあえず以下のものを挙げておきます。
伊藤修一郎『政策リサーチ入門―仮説検証による問題解決の技法－』（東京大学出版会、2011年）。
秋吉貴雄・伊藤修一郎・北山俊哉『公共政策学の基礎』（有斐閣、2010年）。
阿部彩『子どもの貧困Ⅱ―解決策を考える』（岩波書店、2014年）。
山野良一『子どもに貧困を押しつける国・日本』（光文社新書、2014年）。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　問題提起・・・公共政策研究の目的および受講者へのアンケート
　２回　公共政策とそのアクター・・・小倉昌男の福祉革命（社会起業家論）
　３回　小倉昌男の問題提起と日本の障害者福祉政策、ダストレスチョークと障害者
　４回　子どもの貧困（１）・・・貧困とは何か、子どもの貧困とは何か
　５回　子どもの貧困（２）・・・日本における子どもの貧困を考える
　６回　子どもの貧困（３）・・・学歴と子どもの貧困：大学生の状況は？奨学金は？
　７回　子どもの貧困（４）・・・比較の視座から考える子どもの貧困
  ８回　子どもの貧困（５）・・・子どもの貧困対策大綱と子どもの貧困の解決策、剥奪指標について
　９回　子どもの貧困(６）・・・社会実験（ペリー幼稚園プログラム）とまとめ
１０回　介護保険（１）・・・導入
１１回　介護保険（２）・・・現状分析
１２回　介護保険（３）・・・問題点とその検討（「下流老人」、「介護離職」の問題も含む）
１３回　介護保険（４）・・・介護保険の改革
１４回　シルバー・デモクラシーと公共政策
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

662618 /



公共政策論 【夜】
専門科目

レポート　…　50　％ 、授業貢献度など…50％。毎回講義の終了後、コメント用紙を配布し、講義内容に対する質問・意見のある学生には書い
てもらい成績評価に加えることにします。

成績評価の方法　/Assessment Method

授業に際しては前もって配布した教材の指定箇所等を予習（事前学習）して授業に参加するようにして下さい。また、授業中に配布したレジュ
メや論文等の教材の復習を必ず行うようにしてください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

本年度は授業内容を若干変更する予定です。また、「シルバー・デモクラシーと公共政策」等をはじめ講義内容等は、学生の理解度などに応じ
て変更する可能性があります。ご了承ください。

履修上の注意　/Remarks

授業に出席しないと何も始まりません。担当者もそれなりの準備をして授業にのぞむので、授業には必ず出席するようにして下さい。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

公共政策、社会起業家、子どもの貧困、介護保険。
キーワード　/Keywords

662618 /



都市環境論 【夜】
専門科目

/Instructor
三宅  博之 / HIROYUKI　MIYAKE / 政策科学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　回収された家庭からのゴミはどう処理されるのか？　また、街路樹の落ち葉の清掃、家庭からの排水の行方、水道水の水源など一般生活に必
要な知識を私たちはもちえていません。本授業では、基礎的な都市の環境保全や環境教育を学びます。中でも九州の学生に知っておいてもらい
たいのは、環境問題や環境教育の原点とも言われる水俣病です。水俣病の問題がなぜいまだに解決を見ていないのか、歴史を紐解き、その中身
をじっくり見る必要があります。当時を知る患者さんたちや支援者たちがなくなっている現在、後世に伝えていくためにも、水俣に関する学習
は行う必要があるでしょう。
　また、ペットボトルに入ったミネラル・ウォータが本当に「うまい」と感じるのか、感じるとすればなぜなのかなど実際に水を飲む「利き水
大会」、加工食品にどのような添加物がどれぐらい入っているのか食品表示の見方といった環境教育アクティビティを多用します。
　「環境未来都市」北九州市に居住・通学する人間としての自覚を最終的には持つことができるようになってください。ここでは、まず、エコ
ライフチェックを行い、自らの立ち位置を分析、目標を立て授業に臨みます。すなわち、私たちの日常生活を取り巻く都市生活環境についての
知識を吸収し、きちんと理解し、「環境未来都市」北九州市に居住する市民としてそれにふさわしい生活態度や行動に連動させていくといった
実践力を養います。これを起点として、私たちが持続可能な都市生活を続けるためにも本分野を生涯にわたって学習するという姿勢に連動する
ことを望みます。
　　これらを知るために、グループ・ディスカッションを行うこともあります。また、私のゼミ生から取り組んでいるアクティビティを通した
環境の話を発表してもらいます（藍島、食品ロス削減学生プロジェクト）。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しませんが、その都度資料を配布する予定です。

＊日本環境学会編集委員会編『新・環境科学への扉』有斐閣コンパクト、2001年
＊多田満『レイチェル・カーソンに学ぶ環境問題』東京大学出版会、2011年
＊北九州市環境局『北九州市の環境　平成26年度版』（北九州市役所HP掲載）
＊原田正純『水俣学講義』日本評論社、2004年
＊政野淳子『四大公害病』中公新書、2013年
＊朝岡幸彦編『新しい環境教育の実践』高文堂出版社、2005年

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

662619 /



都市環境論 【夜】
専門科目

第１回　「都市環境論」の授業内容とねらいの説明【環境意識】
第２回　環境目標の設定、環境教育とESD（持続可能な開発のための教育）
　　　　　　　　　　　　　　　　：：簡単な環境意識度チェック　　　　　【ESD】
第３回　三宅ゼミの水俣研修旅行の記録報告・藍島プロジェクト・食ロス削減プロジェクト　【環境学習旅行】　　
第４回　水俣病とは？　水俣学とは？　多角的検証　　　　　　　　　　　　【水俣病】
第５回　日本の環境政策の歴史と課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　【環境政策】
第６回　廃棄物管理　その原理と現状～一般廃棄物、産業廃棄物、３Ｒ　　　【廃棄物管理】
第７回　食と農～健康の源＝自らの食を見直そう　　　　　　　　　　【食農】　　　　
第８回　上水道　　：：（アクティビティ＝きき水比べ）　　　　　　　　　　　　　　　　【おいしい水】
第９回　下水処理をめぐって～下水処理の原理　　　　　　　　　　　【水質汚濁】
第10回　大気汚染～汚染の原理と現状、PM2.5の正体とは？　　　　　　　　　　　　　　　【大気汚染】
第11回　大気汚染～身近な生活からの実験を通して　　二酸化炭素吸収度の算定　　　　　　【CO2計測】　　
第12回　北九州市の環境の現状　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【北九州市】
第13回　途上国の都市環境問題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【途上国】
第14回　環境保全・環境教育に取り組む人々＝　エコツーリズムに関わろう！　　　　　　【エコツーリズム】
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業に取り組む日常的な姿勢…20％　　小課題の提出　　…　20％　　　期末試験　…　60　％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習は、自らの身の回りの生活状況の各項目の把握と教科書の該当箇所の熟読、事後学習は、授業で学習したことの実生活への適用とその
実践活動を記録化。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

時々の小課題の実施、同時に授業の事前に新聞から関係ある記事を読んでおく。
授業２回目に、エコライフ・チェックの調査結果に基づいて各自の環境目標を立ててもらうので、できるだけ２回目の授業の欠席は避けてくだ
さい。また、北九州市の環境に興味のある受講生は、教養科目の「環境都市としての北九州」の同時受講も勧めておきます。
同時に、自主練習を行い、授業の内容を反復しておいてください。

履修上の注意　/Remarks

環境保全は楽しむことの中で実践できればいいと考えています。そのような方法も学びますので、他の機会にでも実践してください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

ＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）、各自の環境学習目標、環境教育アクティビティ、エコライフ・チェック
キーワード　/Keywords

662619 /



経済学入門Ａ 【夜】
専門科目

/Instructor
牛房  義明 / Yoshiaki Ushifusa / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

＜授業の概要（ねらい・テーマ）＞
　1.　経済学の基本的原理を学ぶ。
　2.　ミクロ経済学の初歩的な手法を学ぶ。
　3.　市場メカニズムについて学ぶ。

　この授業の主な到達目標は、以下のとおりである。

　　①　経済学的思考法ができるようになる。
　　②　メディアで取り上げられるような経済問題をミクロ経済学を利用して、自分で分析できるようになる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜指示。

マンキュー　『マンキュー経済学Ⅰ　ミクロ経済学編』　(第3版)　東洋経済新報社、2013年．
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回：　イントロダクション
　　　　　　なぜ？経済学を学ぶのか？、経済学の考え方、【仮定の役割】、【モデル分析】
2回：　グラフの読み方、一次関数の学習　【傾きの概念】
3回：　経済学の基本原理について(1)　【トレードオフ】、【機会費用】、【限界原理】、【インセンティブ】
4回：　経済学の基本原理について(2)　【取引】、【市場】、【生産性】
5回：　相互依存と交易について (1) 【取引のメリット】、【生産可能性】、【機会費用】
6回：　相互依存と交易について (2) 【絶対優位】
7回：　相互依存と交易について (3) 【比較優位】
8回：　需要と供給　(1) 【市場と競争】、【需要】、【供給】
9回：　需要と供給　(2) 【需要曲線、供給曲線のシフト】
10回：　需要と供給　(3) 【需要の弾力性】
11回：　需要と供給　(4) 【供給の弾力性】
12回：　市場均衡について(1)　【価格】、【均衡】
13回：　市場均衡について(2)　【比較静学】
14回：　需要、供給、政府の政策　【価格規制】、【税金】
15回：　経済学再考　【市場メカニズム】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

各担当教員の評価方法に従う。（100%）
成績評価の方法　/Assessment Method

教材と進度に応じて各教員が指示しますのでそれに従ってください．
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662620 /



経済学入門Ａ 【夜】
専門科目

丸暗記するのではなく、理解するように心がけてください。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662620 /



経済学入門Ｂ 【夜】
専門科目

/Instructor
後藤  尚久 / Naohisa Goto / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

マクロ経済学とは経済を巨視的に捉えてその動きのメカニズムを考察する経済学の基幹分野の１つである。例えば景気循環、経済成長、失業、
インフレといった諸現象の研究はマクロ経済学の主要な課題である。
この講義ではマクロ経済学を学ぶ上で不可欠な基礎知識を提供することで現実のマクロ経済の動向に関する興味を喚起すると同時に、マクロ経
済学Ⅰ・Ⅱで講義されるより専門的な内容を吸収できるための基礎的素養を養うことを目的とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
井出 多加子・井上 智夫・北川 浩・幸村 千佳良 著
経済経営セメスターシリーズ「経済のしくみと制度」多賀出版

特になし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

テキストに沿って講義を行う。
　１回　イントロダクション（マクロ経済学とは何か？・講義の進め方についての説明）
　２回　第１章 経済の大きさを測ってみよう【GDP】
　３回　第１章 経済の大きさを測ってみよう【国民所得の三面等価】
　４回　第２章 豊かさの指標を考えてみよう【GNI】
　５回　第２章 豊かさの指標を考えてみよう【名目と実質】
　６回　第３章 金融のしくみを知ろう【金融】
　７回　第３章 金融のしくみを知ろう【利子率】
　８回　第４章 貨幣の奥深さに触れてみよう【貨幣】
　９回　第４章 貨幣の奥深さに触れてみよう【金融政策】【為替】
１０回　第５章 税金の大切さを知ろう【租税】
１１回　第５章 税金の大切さを知ろう【財政】
１２回　第６章 政府の役割について考えてみよう【市場の失敗】
１３回　第６章 政府の役割について考えてみよう【財政政策】
１４回　第７章 失業の意味を考えてみよう【失業】
１５回　まとめ
(第8章「海外にも目を向けてみよう」は第3章、第9章「経済全体を再確認してみよう」は第2章で適宜説明を行う。)

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

小テスト…３０％　　　　期末試験…７０％
成績評価の方法　/Assessment Method

毎回の講義後に講義資料を見直し、練習問題を解くなどして理解を深めて下さい。
また教科書の講義内容に該当する箇所を読むことで理解を深めることができます。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

毎回の講義後に講義資料を見直し、練習問題を解くなどして理解を深めて下さい。
また教科書の講義内容に該当する箇所を読むことで理解を深めることができます。

履修上の注意　/Remarks

662621 /



経済学入門Ｂ 【夜】
専門科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662621 /



現代日本経済入門Ａ 【夜】
専門科目

/Instructor
神山　和久 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　経済学は、限られた資源の中でどうしたら多くの人にモノやサービスを行き渡らせることができるのかを考える学問です。そのことは、突き
詰めれば「どうすれば人々が幸福に暮らせるようになるのか」を考えることに他なりません。
　講義では、社会の動きや人々の意識と行動を経済学のモノサシで考えていきます。これから何が起きるのかを予測し、どのような政策を打て
ば世の中が良くなり、ひいては私たちの幸福度が増すのか、一緒に考えましよう。
　経済学は世の中を診断し、治療を施す医師の役割を果たすべき学問です。
　この講義では、とくに経済学を初めて学ぶ人のために、経済学的な見方、考え方の基礎を身につけてもらいます。一度に医師にはなれません
が、経済学の話題には日頃から注目しておいてください。理論や技法よりもTVや新聞、ネットなどを通じた「確かな目」を養うことが肝要です
。
　講義を通じて、経済学の考え方を幅広く分かりやすく、「あなたの心に訴えます」。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しません

適宜、解説や推薦図書を指示します
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　　ガイダンス（これからの学習にあたって）、経済学のなりたち
第2回　　日本経済100年のあゆみ
第3回　　生活を守る経済学（家計の行動）①【インセンティブ】【選択】
第4回　　生活を守る経済学（家計の行動）②【金利・物価】【貨幣錯覚】【メンタル・アカウンティング】
第5回　　生活を守る経済学（家計の行動）③【労働・賃金】【保有効果】　
第6回　　企業の経済学①　　　　【均衡価格の作り方】
第7回　　企業の経済学②　　　　【起業家】【共有地の悲劇】【モラル・ハザード】
第8回　　政府と都市の経済学①【政府の新経済政策の概要】　　　　　　　
第9回　　政府と都市の経済学②【財政政策】【格差社会】
第10回　政府と都市の経済学③【市場の失敗】【消滅都市】
第11回　金融と貿易の経済学①【金融政策】【世界経済と国際通貨】
第12回　金融と貿易の経済学②【世界貿易とTPPのゆくえ】
第13回　こころと幸福の経済学①【フレーミング】【コミットメント】【GDP】
第14回　こころと幸福の経済学②【利他性】【幸福のパラドックス】　　　　
第15回　こころと幸福の経済学③【行動経済学】【理性と感情】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

日常の授業への取り組み　　　　…３０％　　
　　　　　　　　
期末レポート（ミニレポート含む）…７０％

成績評価の方法　/Assessment Method

662622 /



現代日本経済入門Ａ 【夜】
専門科目

日頃から新聞情報やSNSによる情報にアクセスを心がけることが肝要です。
身近な話題を、仲間とよく議論しておいてください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662622 /



現代日本経済入門Ｂ 【夜】
専門科目

/Instructor
王　佳 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

この授業では、戦後の日本経済の発展と変容を遡り、現代の日本経済の現実と問題を議論する。日本経済の全体像を鳥瞰したうえで、戦後の日
本経済の高度成長、バブル経済とその後の長期停滞、アベノミクスの登場という歴史的な流れを確認する。その後、日本の経済システムを構成
するサブシステムである日本型雇用慣行、産業構造、国際貿易、為替レート、財政、金融、社会保障、格差問題などについて議論する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
小峰隆夫・村田啓子（2016）『最新　日本経済入門』日本評論社。

橋本寿朗・長谷川信・宮島英昭・斎藤直（2015）『現代日本経済』有斐閣。
八代尚宏（2017）『日本経済論・入門　新版―戦後復興からアベノミクスまで』有斐閣。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　イントロダクション（日本経済の全体像）
第2回　戦後日本の経済成長
第3回　雇用の変動と日本型雇用慣行の行方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　第4回　産業構造の変化と日本型企業経営の行方
第5回　物価の変動とデフレ問題
第6回　貿易と国際収支
第7回　円レートの変動とグローバル化と日本経済
第8回　まとめと小テスト
第9回　財政をめぐる諸問題
第10回　経済の鍵を握る金融
第11回　格差問題を考える
第12回　少子高齢化と社会保障
第13回　人口構造の変化と日本経済
第14回　日本経済と地域の振興
第15回　まとめ（景気循環の姿）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

小テスト40%、期末試験60%。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習：授業内容を予習し、整理すること。質問を考えること。
事後学習：授業内容を復習し、再整理・再思考すること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

自分で、現実経済の中の問題を思考すること。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

662623 /



現代日本経済入門Ｂ 【夜】
専門科目

日本経済、経済変化、景気循環
キーワード　/Keywords

662623 /



国際経済論Ⅰ 【夜】
専門科目

/Instructor
魏　芳 / FANG WEI / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

経済のグローバリゼーションが進むなか、企業買収、海外直接投資、経済・通貨統合など国際経済に関するさまざまな話題が日増しに注目され
てきた。これら国境を越えた取引はどのような背景があるのか、どのような影響を及ぼすかなどについてより深く理解するために、国際経済理
論の習得が必要不可欠である。

＜本講義の概要＞
１、国家間の貿易がなぜ発生するのかその仕組みを学ぶ。
２、関税、補助金など貿易政策の経済効果を図解分析を通じて学ぶ。
３、自由貿易協定、海外直接投資などについての理解を深める。

＜本講義の主な到達目標＞
１、国際経済に関する諸問題を理解するために必要な専門知識を習得する。
２、貿易政策の経済効果を理解するために部分均衡分析の手法を身につける。
３、グローバル社会が抱える諸問題を考察し、いかに解決できるか経済学の視点から理解できるようになる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
大川昌幸著『コア・テキスト国際経済学』（第２版）（新世社）

石川城太他著『国際経済学をつかむ』（有斐閣）
石井安憲他著『入門・国際経済学』（有斐閣）
阿部顕三・遠藤正寛著『国際経済学』（有斐閣アルマ）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　ガイダンス
　２回　リカード・モデル（１）【絶対優位】【比較優位】
　３回　リカード・モデル（２）【貿易パターン】【貿易の利益】
　４回　ヘクシャー＝オリーン・モデル（１）【要素賦存】【要素集約度】
　５回　ヘクシャー＝オリーン・モデル（２）【リプチンスキー定理】【ストルパー＝サミュエルソン定理】
　６回　生産要素の国際移動（１）【海外直接投資】
　７回　生産要素の国際移動（２）【国際労働移動】
　８回　貿易政策分析の基礎【部分均衡分析】【消費者余剰】【生産者余剰】
　９回　小国の貿易政策（１）【関税政策】、【補助金政策】
１０回　小国の貿易政策（２）【数量割当政策】
１１回　大国の貿易政策（１）【関税政策】
１２回　大国の貿易政策（２）【最適関税】
１３回　地域経済統合（１）【FTA】【CU】【EPA】
１４回　地域経済統合（２）【貿易創出効果】【貿易転換効果】
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

662624 /



国際経済論Ⅰ 【夜】
専門科目

日常授業への取り組み　20％　　課題提出　20  ％　　期末試験　60 ％
成績評価の方法　/Assessment Method

毎回予習・復習しておいてください。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

ミクロ経済学をすでに受講した場合は、本講義の理解がより深いものになる。
主に図解分析で講義を進めるので、国際経済論の勉強を通じて論理的思考力を身につけてほしい。
部分均衡分析に関しては、清野著『ミクロ経済学入門』（日本評論社）を参照されたい。

履修上の注意　/Remarks

国際経済のメカニズム及び国際経済問題を包括的に理解するためには、「国際経済論II」と併せて履修することが望ましい。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

自由貿易、貿易政策、経済統合、海外直接投資
キーワード　/Keywords
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財政学Ⅰ 【夜】
専門科目

/Instructor
前林　紀孝 / Noritaka Maebayashi / 経済学科担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

前期の授業では基本的な財政の仕組みと制度、財政収支の現状　そして基本的な経済学のフレームワークを使って財政の基本的な役割である「
資源配分機能」、「再分配機能」、「景気安定化機能」について学びます。ミクロ経済学やマクロ経済学で勉強した内容もあると思いますが、
財政学（特に政府の役割）の観点からもう少し詳しく捉えていきます。経済学を勉強していない人にも毎回配るレジュメにベースに基本的な内
容から説明していきます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

１）『財政学をつかむ』　畑農鋭矢　林正義　吉田浩　著　　有斐閣
２）『公共経済学』　　林正義　小川光　別所俊一郎　著　有斐閣アルマ
３）わかる！ミクロ経済学－レクチャーとエクササイズ－　篠原総一　著　有斐閣

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１　イントロダクション：財政の役割
２　財政の仕組み
３　租税の概観と財政収支について
４　価格メカニズムと資源配分および所得分配
５　市場と資源配分の効率性①　【効率性の基準：効用水準とパレート基準の考え方】
６　市場と資源配分の効率性②　【純粋交換経済における競争市場】
７　社会厚生と再分配政策
８　公共財①　【公共財とは何か】
９　公共財②　【公共財の自発的供給と非効率性】
１０公共財③　【公共財の最適供給条件とリンダールメカニズムについて】
１１景気変動と経済成長について　【「セイの法則」と「ケインズの有効需要」】
１２景気安定化機能の役割　
１３財政政策の乗数効果
１４演習
１５まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

定期試験100％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習として参考文献の指定箇所を一読しておいてください。予習の目安は30分です。
事後学習として配布資料・プリントの内容の復習と練習問題を解いておいてください。復習の目安は90分です。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662625 /



財政学Ⅰ 【夜】
専門科目

１）主に配布資料・プリントの復習を十分に行って次回の授業に臨むようにしてください。　
２）やむおえない事情により配布資料・プリントが受け取れなかった場合にのみ後日配布などの対応をしますが、練習問題や配布プリントの空
欄箇所の答えを教えてくださいといった申し出には応じません。　それ以外の講義内容に関する質問には応じます。
３）授業にほとんど出席しないで試験に臨んでもおそらく試験に対応できません。　授業に出ないのであれば、テキストだけでなく参考文献も
自力で十分に読み込まなくては試験に対応できないということを覚悟しておいてください。　

履修上の注意　/Remarks

経済学の基本的な考え方、分析方法、財政学のエッセンスを一度に習得できるところがこの授業の売りです。
財政学ⅠとⅡはセットで履修することをお勧めします。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

財政
キーワード　/Keywords

662625 /



マネジメント論基礎 【夜】
専門科目

/Instructor
浦野  恭平 / URANO YASUHIRA / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

これまでの経営学とは異なり、学生の立場から企業経営のあり方を考察した、新しい経営学を学んで行く。
学生諸君が２１世紀の企業社会で働き、生きていくことを支援するための知識を広範に獲得することができるよう、講義していく。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
齊藤毅憲・渡辺峻編著『個人の自立と成長のための経営学入門』文眞堂、2016年。

　必要に応じて関連資料を配布する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回    ガイダンスおよび経営学を学ぶ意義
第2回　  経営戦略とは【経営環境】【経営資源】
第3回　　企業の成長戦略【ドメイン】【ＰＰＭ】
第4回　  企業の競争戦略【三つの基本戦略】【バリューチェーン】
第5回　  国際化の戦略【現地生産】【空洞化】
第6回　　組織とは何か１【伝統的管理論と組織】
第7回  　組織とは何か２【近代的管理論と組織】
第8回    現代の経営と組織　【組織と個人】【統合】
第9回　  事例研究
第10回   組織形態【職能別組織】【事業部制】【マトリックス組織】
第11回　 企業の組織文化【価値観】【パラダイム】【行動パターン】
第12回　 企業のインセンティブ・システム【動機づけ】【誘因】【交換と統合】
第13回 　企業のリーダーシップ【リーダー】【ビジョン】
第14回　 現代のマネジメントの課題【知識社会】
第15回　 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

小テスト７０％（随時行う、１回の小テストが３０分程度）
定期試験３０％

成績評価の方法　/Assessment Method

毎回、講義で予定されているテキストの章に目を通しておくこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

662626 /



マネジメント論基礎 【夜】
専門科目

キーワード　/Keywords

662626 /



企業論基礎 【夜】
専門科目

/Instructor
中間　信博 / Nobuhiro Nakama / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

① この授業では、企業の仕組みや役割、社会との関係などをできるだけ平易に説明したい。企業の概念や種類、株式会社の仕組みといった基礎
的な内容を学んだうえで、近年における最大の企業問題である、「企業統治（コーポレート・ガバナンス）」と「企業の社会的責任（CSR）」
について、事例を通じて学習する。
② 授業の進め方としては、ケースメソッドやグループ学習など、アクティブラーニングを取り入れて実施する予定である。
③ 毎時間、ミニッツペーパーに書かれた受講生の質問や意見を紹介し、理解の共有を図る。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
「なし」

・汪志平『企業論テキスト』中央経済社(2015年)　2,700円＋税　〇
・守屋貴司・近藤宏一編著『はじめの一歩経営学　入門へのウォーミングアップ　第2版』ミネルヴァ書房(2012年)　2,400円＋税　〇

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

  1回　イントロダクション（講義の概要や目的、評価方法等の説明）
  2回　企業の諸形態（１）　【企業とは何か】【企業の変遷】
  3回　企業の諸形態（２）　【企業の分類、企業の種類】
  4回　企業の諸形態（３）　【合名会社】【合資会社】【合同会社】【株式会社】
  5回　企業の諸形態（４）　【株式会社の仕組み】
  6回　株式会社の所有と支配（１）　【米国における会社の支配構造】
  7回　株式会社の所有と支配（２）　【日本における会社の支配構造】
  8回　企業統治（１）　【企業統治とは何か】
  9回　企業統治（２）　【日本の企業統治】
10回　企業統治（３）　【企業統治改革】
11回　企業統治（４）　【企業統治の国際比較】
12回　企業と社会（１）　【企業とステークホルダー】
13回　企業と社会（２）　【企業の社会的責任（CSR）】
14回　企業と社会（３）　【企業倫理】
15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況（小テストを含む）…40％　　学期末試験…60％
成績評価の方法　/Assessment Method

① 予習：事前に配布される授業資料には必ず目を通して授業に望むこと。
② 復習：その日のうちに重要な内容や用語などを整理・理解するようにすること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662627 /



企業論基礎 【夜】
専門科目

・「経営学入門」を受講していることが望ましい。
履修上の注意　/Remarks

この授業は大学における「企業論」の入門的科目です。この講義を端緒として企業の分析に本格的に取り組んでくれることを期待します。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

企業形態（企業の種類）　株式会社　株式会社の所有と支配　企業統治（コーポレート・ガバナンス）　企業の社会的責任（CSR）
キーワード　/Keywords

662627 /



簿記論Ⅰ 【夜】
専門科目

/Instructor
森脇　敏雄 / Toshio Moriwaki / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

日商簿記3級の内容を学習します．授業では，教員による解説と問題演習を実施します．教員による解説では，教員が作成した資料（パワーポイ
ント），問題演習では，「教科書」に記載のワークブックを用います．
（注1）教員が作成した資料（パワーポイント）の内容は，「参考書」に記載の書籍に基づいています．

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
TAC簿記検定講座（2017）『合格トレーニング日商簿記3級Ver.9.0（よくわかる簿記シリーズ）』TAC出版
（注2）パワーポイントの資料を「Moodle（ムードル）」にアップロードします．印刷の上，持参してください．
（注3）講義開始時点で最新版が出版されている場合には，そちらを購入してください．

TAC簿記検定講座（2017）『合格テキスト日商簿記3級Ver.9.0（よくわかる簿記シリーズ）』TAC出版
滝澤ななみ（2017）『スッキリわかる日商簿記3級第8版［テキスト＆問題集］（スッキリわかるシリーズ）』TAC出版

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回：簿記の基礎，記帳のルール，簿記一巡の手続き
第2回：商品売買I（記帳方法），商品売買II（掛け、手付金等）
第3回：商品売買III（返品・値引き），商品売買IV（当座取引）
第4回：商品売買V（手形），商品売買VI（送料等）
第5回：商品売買VII（帳簿）
第6回：確認テスト（第1回〜第5回）
第7回：その他の取引I（小口現金）
第8回：その他の取引II（貸付け・借入れ等）
第9回：その他の取引III（商品券），その他の取引IV（給料等）
第10回：その他の取引V（固定資産等）
第11回：その他の取引VI（有価証券）
第12回：その他の取引VII（個人企業の資本）
第13回：その他の取引VIII（訂正仕訳）
第14回：試算表，決算
第15回：確認テスト（第7回〜第14回）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

確認テスト：20％，期末試験：80％
成績評価の方法　/Assessment Method

662628 /



簿記論Ⅰ 【夜】
専門科目

事前学習：Moodleにアップロードされた資料を読んでください．
事後学習：ワークブックの問題を解き，間違えた箇所を中心に復習してください．

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

電卓を持参すること．
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662628 /



情報デザイン 【夜】
専門科目

/Instructor
佐藤　貴之 / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　理解しやすい情報や使いやすいシステムをデザインするには、利用者（ユーザ）のことを中心に考えることが重要です。本授業では、そのた
めに必要な、利用者のニーズやウォンツを知り、自分たちでアイディアを出し合い、形にまとめていく一連のプロセスをワークを通して体験し
ながら学習します。最終的には、情報関連分野のみならず、より広い領域で実践に生かせる知識、技術の習得を目指します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定はしません。必要資料は北方Moodleに掲載します。

〇『情報デザインの教室』（情報デザインフォーラム編）丸善
〇『UXデザイン入門』（川西裕幸、潮田浩、栗山進　著）日経ＢＰ社

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　イントロダクション、UIとは何か
　２回　ユーザモデリング
　３回　コンセプトデザイン
　４回　ストーリーボード
　５回　情報の構造化
　６回　画面設計（スケッチとプロトタイピング）
　７回　フロー設計
　８回　ユーザビリティテスト
　９回　総合課題（１）　ユーザモデリング・コンセプトデザイン
１０回　総合課題（２）　ストーリーボードの作成
１１回　総合課題（３）　ペーパープロトタイプの作成
１２回　総合課題（４）　プレゼンテーション
１３回　総合課題（５）　デザインの洗練
１４回　総合課題（６）　アクティング・アウト
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中に実施する課題…50％　積極的な授業参加…50％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業で使用するレジュメを北方Moodleに掲載するので、ダウンロードして事前準備を行う必要があります。
授業で学んだツールや技術を授業後に自主的に活用し、授業内容の定着を図る必要があります。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

基本的には、毎回ワークを行います（グループワークが中心ですが、個人ワークもあります）。
授業の時間と内容の都合上、遅刻は厳禁です。
総合課題のときに欠席されると他のメンバーに迷惑が非常にかかりますので、授業を欠席しないという意思の強い人のみ履修してください。

履修上の注意　/Remarks

662629 /



情報デザイン 【夜】
専門科目

興味がないとこの授業は苦痛になるだけだと思います。
授業に対して一生懸命取り組んでくれることを期待しています。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

UI（ユーザインタフェース）、UXD（ユーザ・エクスペリエンス・デザイン）
キーワード　/Keywords

662629 /



コンピュータシステム 【夜】
専門科目

/Instructor
泉　英明 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

コンピュータシステムの歴史を振り返りながら、コンピュータ利用方法の変遷や技術進歩について学ぶ。
また、コンピュータシステムの構築とは、単に人間が行っていた処理をコンピュータに代替させるのではなく、人間が持つ特性とコンピュータ
が持つ特性の両方を生かした新たなシステムを創造することである、ということを理解する。
そのために、各種問題解決技法やコンピュータの仕組みや特性について学習する。また、これからのコンピュータシステムについても解説する
。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しない。毎回、プリントを配布する。

特に指定しない。Webを利用して必要な知識を取得することを指導する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

（【　】はキーワード）
１回　情報技術の進展とコンピュータ利用の変化 【バッチ処理】【TSS】【オンライン】
２回　情報管理技術の進展（ファイルの編成法）【順編成】【直接編成】【区分編成】【データベース】
３回　企業環境の変化とコンピュータ利用の進展 【MIS】【DSS】【SIS】【SCM】
４回　セキュリティ対策の変化 【コンピュータ設置基準】【セキュリティポリシー】
５回　データの検索 【論理演算】【集合演算】【検索エンジン】
６回　問題解決のプロセスと対象世界のモデル化 【システム分析】【グラフ】【ネットワーク】
７回　問題解決のためのモデル（その１） 【PERT】
８回　問題解決のためのモデル（その２） 【クリティカルパス】
９回　問題解決のためのモデル（その３） 【フローチャート】
10回　問題解決のためのモデル（その４） 【ディジョンテーブル】
11回　モデル化の演習
12回　コンピュータ内のデータ表現と計算 【2進数】【10進数】【補数】
13回　市民生活とコンピュータ 【電子自治体】【E-Japan計画】【U-Japan計画】
14回　最近の話題　 【クラウドコンピューティング】【EA】【公的個人認証】
15回　まとめと演習

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験…７０％　　　　　　日常の授業への取り組み…２０％　　　　　　　レポート…１０％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業は、前回までに学習したことを理解しているとの前提で進められるので、それまでの授業の概要については、復習して理解しておくこと。
内容が広範囲にわたるので、自ら参考となる文献を探したり、Webで調査する等自己学習を行うこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662630 /



コンピュータシステム 【夜】
専門科目

授業では、多くのＩＴ用語が出てくる。授業中にｗｅｂで調べておくように指示された用語は、
必ず調べてある程度は理解しておくこと。

履修上の注意　/Remarks

毎回、専門用語が出てきます。授業中に十分に理解できなかった用語の意味などは、Webで調べることに努めてください。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワードは、授業計画・内容の欄に載せています。
キーワード　/Keywords

662630 /



財務会計論Ⅰ 【夜】
専門科目

/Instructor
西澤  健次 / kenji NISHIZAWA / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

＜授業の概要＞
　財務諸表とは、企業が利害関係者に対して財政状態や経営成績を報告する、複数の財務表のことである。財務表には様々な種類のものがある
。その中でも主たる財務表、すなわち貸借対照表と損益計算書を中心に勉強する。財務会計論の基礎知識（貸借対照表＝資産、負債、純資産、
損益計算書＝収益、費用）と、財務会計の基本的な考え方について学ぶことがねらいである。財務会計論Ⅰでは、まずはじめに、財務諸表の仕組
みや歴史、思想を学び、それから全体として、会計学というものがいかなる学問であるかという点について、広い角度から紹介したいと思う。
木を見て森(=会計学）をみずということにならないよう、学問としての会計学、会計を取り巻く諸問題を取り上げたい。また、財務会計論Ⅱでは
，財務会計論Ⅰを踏まえて、会計固有の問題について深く掘り下げるので、ⅠとⅡをペアで履修することを推奨する。
財務諸表とは、企業が利害関係者に対して財政状態や経営成績を報告する、複数の財務表のことである。財務表には様々な種類のものがある。
その中でも主たる財務表、すなわち貸借対照表と損益計算書を中心に勉強する。財務会計論の基礎知識（貸借対照表＝資産、負債、純資産、損
益計算書＝収益、費用）と、会計の考え方について学ぶことがねらいである。財務会計論Ⅱでは，さらに会計固有の問題を深く掘り下げるので、
ⅠとⅡをペアで履修することを推奨する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
西澤健次『ホスピタリティと会計』国元書房
配布プリントを用いて、授業を行う。

西澤健次『負債認識論』国元書房〇
桜井久勝『財務会計講義』中央経済社〇
中央経済社編『新版　会計法規集』中央経済社〇

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

  １回　財務会計（会計学）とは何か？【企業の経済活動】【本体】【写像】【会計責任】　
　２回　財務会計の入門【認識】・【測定】・【伝達】
　３回　会計の歴史【複式簿記】【古代ローマ起源説】【イタリア中世起源説】
　４回　損益計算書について【費用】【収益】【利益】
　５回　貸借対照表について【資産】【負債】【純資産】
　６回　動態論と静態論【取得原価】【時価】
　７回　会計公準とは何か【構造的な公準】【要請的な公準】
　８回　貨幣評価の公準について　【財務報告】【非財務報告】
　９回　財務会計の基礎概念【発生主義会計】【減価償却】
１０回　収益・費用の認識・測定　【実現概念】
１１回　中間のまとめ
１２回　会計談話その１－会計学とは何か？－【資本循環範式、現金、ホスピタリティ】
１３回　会計談話その２－会計学とは何か？【会計のアカデミズム】【会計学者の群像】
１４回　財務諸表等を知る【投資家、ステイクホルダー】
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

662631 /



財務会計論Ⅰ 【夜】
専門科目

平常の学習状況（小テスト等を含む）…１０％　　　課題...１０％　期末試験…８０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習：簿記の復習と、財務諸表で用いる勘定科目の意味を調べ、あらかじめ会計学や財務会計の入門書を読むことをすすめる。財務会計論
が簿記検定の延長ではなく、学問であるということを知るために、一例として、青柳文司『会計物語と時間』多賀出版1998年『現代会計の諸相
―言語・物語・演劇』多賀出版2008年等の書籍を読むことを薦める。
事後学習：講義内容を復習し、財務会計の知識の習得と、会計の世界や考え方を理解するように努めること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

「簿記論」を既に受講した場合、財務会計論をより深く理解することができる。当該授業は簿記３級位の簿記一巡の手続きを理解していること
を前提にしている。簿記の未履修者は、基礎的な仕訳について、十分な事前学習が必要である。

履修上の注意　/Remarks

授業中のスマホは禁止である。本年度より、徐々に、学問としての会計学を紹介する授業に変更していきたいと考えている。会計学固有のテク
ニカルな問題は課題として出す予定でいる。事前事後学習が不可欠である。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662631 /



経営戦略論 【夜】
専門科目

/Instructor
山下　剛 / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

現代社会は企業によって成り立っており、企業経営の成否は死活問題です。それでは、企業は、他企業のひしめく市場の中で、どのように利益
を上げ、生存を図っているのか。それを決定づける要因が経営戦略です。本講義では、「戦略とは何か」という理解に立ちながら、経営戦略に
関する基本的な理論、実践について考察していきます。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
東北大学経営学グループ『ケースに学ぶ経営学　〔新版〕』有斐閣、2008年。

浅羽茂・牛島辰男著『経営戦略をつかむ』有斐閣、2010年（○）
ジェイ・B・バーニー（岡田正大訳）『企業戦略論』（上・中・下）ダイヤモンド社、2003年（○）。
沼上幹＋一橋MBA戦略ワークショップ『戦略分析ケースブック　Vol.2』東洋経済新報社、2012年。
C.I.バーナード（山本保次郎・田杉競・飯野春樹訳）『[新訳]経営者の役割』ダイヤモンド社、1968年（○）。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　ガイダンス
第2回　経営戦略とは？①　【戦略という概念】【意思決定と戦略】【戦略的要因】
第3回　経営戦略とは？②　【経営戦略の概念】【経営戦略の2つのレベル】【経営戦略論史】
第4回　事業戦略①　【3つの基本戦略】
第5回　事業戦略②　【SWOT分析】【外部要因と内部要因】【5つの競争要因】【経営資源】
第6回　事業戦略③　【コスト・リーダーシップ戦略】
第7回　事業戦略④　【差別化戦略】
第8回　中間テスト
第9回　企業戦略①　【企業優位】【垂直統合戦略】
第10回　企業戦略②　【多角化戦略】
第11回　企業戦略③　【PPM】
第12回　企業戦略④　【持続的競争優位】【コア・コンピタンス】【製品戦略】
第13回　企業戦略⑤　【資金調達戦略】【株主戦略】
第14回　企業戦略⑥　【ドメイン】【破壊的技術】
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末テスト…40％　中間テスト…30％　小レポート…30％
成績評価の方法　/Assessment Method

講義前に、テキストの該当箇所をしっかり熟読してください。講義後、テキストおよびレジュメによって復習し、また自分なりに他の事例がな
いか調べてください。なお、適宜、レポート課題を出します。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

状況に応じて、臨機応変に進めていきたいと考えていますので、若干の内容は変更される可能性があります。
履修上の注意　/Remarks

662632 /



経営戦略論 【夜】
専門科目

積極的な参加を期待しています。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

【意思決定】【目的と環境】【事業戦略】【企業戦略】【競争優位】
キーワード　/Keywords

662632 /



データベース 【夜】
専門科目

/Instructor
池田　欽一 / Yoshikazu Ikeda / 経営情報学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

データベースとは、大量のデータを効率的に蓄積し、複数のユーザ（人やコンピュータプログラム）により、データが有効に活用されることを
目的としたものです。

本講義では、データベースの基本知識、設計技術を中心に学びます（データベースの利用者の立場からではなく、作成者、設計者の立場として
の内容です。）。まず、データベースの仕組みを示し、その後、データモデル、リレーショナルデータベースについて解説をします。さらに、
SQLによるデータの問い合わせ法、データ正規化手法、データベース管理システムについて学び、データベースの設計、利用方法を身に付ける
ことを目標とします。

個々の情報科目への適性にもよりますが、難易度は高めです。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
最初の講義で指示します。

谷尻　かおり『これだけはおさえたいデータベース基礎の基礎―設計と運用の基本からＳＱＬの書き方まで』技術評論社
根本和史「データモデリング基礎講座」翔泳社
増永良文「リレーショナルデータベースの基礎」オーム社－データモデル編－
その他、講義中に指示

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

662633 /



データベース 【夜】
専門科目

第１回：受講の注意、データベースとは【データベース】
第２回：データベースシステム【データベースシステム】
第３回：ファイルとデータベース【ファイル】
第４回：リレーショナルデータベースとは【リレーショナルデータベース】
第５回：リレーショナルデータベース
第６回：Microsoft Accessの利用方法【Access】
第７回：データベースに必要な集合演算【集合演算】
第８回：ERモデルとは【ERモデル】
第９回：データベース言語SQLとは【SQL】
第10回：正規化とは【正規化】
第11回：正規化理論【第1正規化】【第2正規化】【第3正規化】
第12回：データベース設計【データベース設計】
第13回：データベース設計方法
第14回：データベース設計評価
第15回：まとめ

（パソコン教室を予定していますが、講義時間の2/3以上は講義（資料を使った説明、およびノート取り）で、パソコンの演習は多くても1/3程度
です。進行状況等により内容の順番、進み方は変更になる場合があります。）

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

日ごろの取り組み…15％ 小テスト・課題…15％  期末試験…70％

詳細は第1回目に説明するので必ず聞いてください。

成績評価の方法　/Assessment Method

内容はデータベースの利用技術よりも、仕組み、設計技術が中心で、難易度は高めで、しっかりとした予習復習が必要です。

講義後にはノート、参考書等により、内容の復習、課題にしっかりと取り組んでください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

USBフラッシュメモリを持っていない人は準備してください。（この授業向けには100Mb(メガバイト)程度の要領があれば十分だと思います。）

集中して講義を受けてもらうために板書、パワーポイント画面をノートに書き写してもらうことを前提に、講義資料（パワーポイント資料）は
配布しません。図表など部分的に配布します。

履修上の注意　/Remarks

基礎から勉強しますが難易度は高めです。データベースの仕組みに興味があり、しっかりと勉強をしたい人向けです。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662633 /



情報ネットワーク 【夜】
専門科目

/Instructor
劉　怡 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

インターネットを支える基本的な仕組みや、技術について理解し、情報通信ネットワークがどのようにして動いているのかを理解する。

この授業の主な到達目標は 以下のとおりである 。

1.コンピュータネットワークの運用に用いられる各種の機器やネットワークの論理構造を理解する。
2.コンピュータネットワークの構成を理解するスキルを身につける。
3.コンピュータネットワークを活用して問題を分析し、解決するための基本的なスキルを身につける。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
プリントを配布する

岩波講座『インターネット』全６巻　岩波書店
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　IPアドレスとドメインネーム【IPアドレス】と【ドメインネーム】【DNS】
　２回　インターネット接続【LAN】【WAN】
　３回　データ交換方式１【回線交換方式】【パケット交換方式】
　４回　データ交換方式２【プロトコル】【プロトコルの階層化】
　５回　PDUの処理【プロトコル】【PDU】
　６回　各層のプロトコル１【トランスポート層】【TCP】【確認応答番号】
　７回　各層のプロトコル２【フロー制御】【誤り制御】【UDP】
　８回　各層のプロトコル３【データグラム】【IP】【IPアドレス】
　９回　各層のプロトコル４【フレーム】
１０回　各層のプロトコル５【物理層】
１１回　経路制御１【経路制御】【IPアドレス】
１２回　経路制御２【プライベートIPアドレス】
１３回　IPv6【IPv6】【NGN】
１４回　問題演習
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験…８０％　　　　　　課題…２０％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業開始前までにキーワードについて調べておくこと。
授業終了後には授業の内容を反復すること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662634 /



情報ネットワーク 【夜】
専門科目

履修上の注意　/Remarks

あまり聞いたことがない用語がたくさん出てくるので、それらの意味をきちんと調べて受講してほしい。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

IPアドレス ドメインネーム プロトコル
キーワード　/Keywords

662634 /



現代社会と福祉１ 【夜】
専門科目

/Instructor
河嶋  静代 / ＫAWASHIMA  SHIZUYO / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

社会福祉の概念、対象、主体、目的についての理解を深める。社会福祉の歴史を通して社会福祉の機能と意義について考察する。社会福祉の理
念や思想について理解する。近年の我が国の福祉をめぐる状況を踏まえながら、今後の社会福祉の在り方について検討する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし、プリントを配布する。

〇社会福祉士養成講座編集委員会『現代社会と福祉』中央法規
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　オリエンテーション
　２回　社会福祉とは何か　【憲法25条】【人間の基本的ニーズ】【ウェルビーイング】
　３回　生活問題とソーシャルワーク　【社会福祉援助技術】【個人と環境との不適合】
　４回　ソーシャルワークの事例　【ソーシャルワーク】
　５回　ケースワークの原則　【ラポール】【バイスティツク】
　６回　社会福祉の理念と思想【ノーマライゼーション】【コミュニティケア】【生活の質】　
　７回　社会保障、社会保険、社会手当、公的扶助　【最低賃金】【セーフティネット】【所得再分配】
　８回　生活保護法　【生存権保障】【救貧】　
　９回　社会福祉の歴史（イギリス）　【セツルメント】【慈善組織化活動】【劣等処遇の原則】
１０回　社会福祉の歴史（日本)　 【救貧事業】【保護事業】【厚生事業】【社会福祉】
１１回　社会福祉の歴史(ビデオ）　【日本のセツルメント活動】　【賀川豊彦】
１２回　福祉改革と日本の動向　【日本型福祉社会論】【規制緩和】【格差社会】
１３回  日本と世界の福祉の動向　　【福祉ミックス】【福祉国家】【福祉レジーム】
１４回　日本と世界の福祉の動向　【社会的排除】【インクルージョン】【グローバリズム】
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

日常の学習状況１０％、レポート・提出物２０％、期末試験７０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習としては、授業内容のキーワードについて調べておくこと。
事後学習としては、授業で配布した学習用問題プリントを読み返しておくこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業で配布するレジュメを綴じる専用ファイルを準備すること。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662635 /



現代社会と福祉２ 【夜】
専門科目

/Instructor
坂本　毅啓 / Takeharu Sakamoto / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

①福祉政策の構成要素（福祉政策における政府、市場、家族、個人の役割を含む。）について理解する。
②福祉政策と関連関連政策（教育政策、住宅政策、労働政策を含む）の関係について理解する。
③相談援助活動と福祉政策との関係について理解する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
児島亜紀子・伊藤文人・坂本毅啓／編集『現代社会と福祉』東山書房

○社会福祉の動向編集委員会編『社会福祉の動向　2016』中央法規出版
※その他、講義時に随時紹介します。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1回　福祉政策の概要【現代社会と社会福祉政策】
 2回　福祉政策と社会問題・現代的課題【社会問題】
 3回　福祉政策における必要と資源【ニーズ、福祉政策】
 4回　福祉政策の理念・主体・手法【理念、資源配分システム、政策決定過程・評価】
 5回　福祉政策の関連領域①【人権擁護】
 6回　福祉政策の関連領域②【保健医療】
 7回　福祉政策の関連領域③【所得政策】
 8回　福祉政策の関連領域④【雇用】
 9回　福祉政策の関連領域⑤【教育、住宅、震災】
10回　社会福祉制度の体系【制度の構造、制度とサービス】
11回　福祉サービスの提供【利用、運営管理】
12回　福祉サービスと援助活動【相談援助の原則・視点・考え方と方法】
13回　福祉サービスと援助活動【地域福祉への展開】
14回　福祉政策の課題と展望
15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

授業中の課題提出（20点）＋期末テスト（80点）＝100点満点で採点。
成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習：テキストや講義時に紹介する参考書を読んでおくこと。
事後学習：講義時に配布する資料等を基に、学んだ内容を復習すること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662636 /



現代社会と福祉２ 【夜】
専門科目

第1学期開講の「現代社会と福祉１」を受講していることを望みます。もし受講されていない場合は、あらかじめ『新・社会福祉士養成講座　現
代社会の福祉』（中央法規）を自分で学んでおくようにしてください。
社会福祉士養成課程の指定科目としても開講されますので、社会福祉士を取得することを前提とした内容になります。ただし、社会福祉士を取
得しない学生でも分かるように配慮をしますので、教養としても是非学んで欲しいと考えています。

履修上の注意　/Remarks

現代社会における社会福祉の必要性について、政策を中心にして学びます。社会福祉分野だけではなく、法学、経済学といった社会科学への理
解も求められます。講義の際には参考文献をご紹介しますので、積極的に学ぶことを期待します。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

社会福祉士、現代社会、福祉政策
キーワード　/Keywords

662636 /



相談援助の基盤と専門職１ 【夜】
専門科目

/Instructor
坂本　毅啓 / Takeharu Sakamoto / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

社会福祉士および精神保健福祉士の役割と意義、相談援助の概念と範囲、相談援助の理念、そして相談援助における権利擁護の意義と範囲につ
いての理解を目的とする。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
社会福祉士養成講座編集委員会編『新・社会福祉士養成講座 相談援助の基礎と専門職』中央法規出版。

講義時に指示
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1回 社会福祉士の役割と意義、【現代社会と地域生活】
  2回 精神保健福祉士制度創設の背景、【ソーシャルワーカーとしての連携】
  3回 相談援助の定義と構成要素1 【ソーシャルワークの概念】
  4回 相談援助の定義と構成要素2 【ソーシャルワークの構成要素】
  5回 相談援助の形成過程I1 【ソーシャルワークの源流と基礎確立期】
  6回 相談援助の形成過程II2 【ソーシャルワークの発展期】
  7回 相談援助の形成過程II3 【ソーシャルワークの展開期】
  8回 相談援助の形成過程II4 【統合化とジェネラリスト・ソーシャルワーク】
  9回 相談援助の理念I1 【ソーシャルワーカーと価値】
10回 相談援助の理念I2 【ソーシャルワーク実践と価値】
11回 相談援助の理念I3 【ソーシャルワーク実践と権利擁護】
12回 相談援助の理念I4 【ソーシャルワーカー倫理綱領】
13回 相談援助の理念II1 【クライエントの尊厳と自己決定】
14回 相談援助の理念II2 【ノーマライゼーションと社会的包摂】
15回 講義のまとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題・・・20%、期末試験・・・80%
成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習として、新聞記事やテレビニュース等を通して福祉に関する時事に関心を持ちましょう。また、講義時に紹介する文献などを読むよう
にしてください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

本科目は、社会福祉士国家試験受験資格取得のための必修科目である。社会福祉士国家試験受験資格を取得する予定の無い学生が受講する場合
、事前に社会福祉に関する文献を1冊以上読んでおくこと。
社会福祉士国家試験受験資格取得のための科目であるが、教養として社会福祉について知りたい学生の受講を大いに歓迎する。

履修上の注意　/Remarks

662637 /



相談援助の基盤と専門職１ 【夜】
専門科目

社会福祉士及び介護福祉士法が改正されたことに伴って、あらたに設定された科目である。旧カリキュラムの社会福祉援助技術総論、あるいは
ソーシャルワ ーク入門と言われていた科目である。本科目を通して、相談援助を中心として社会福祉に関する方法論や専門職について理解を深
めていただきたい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

相談援助、専門職、ソーシャルワーク入門、社会福祉
キーワード　/Keywords

662637 /



相談援助の基盤と専門職２ 【夜】
専門科目

/Instructor
深谷　裕 / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

相談援助に係る専門職の概念と範囲及び専門職倫理、総合的かつ包括的な援助と他職種連携の意義と内容について理解することを目的とする。
地域で「総合 的かつ包括的な相談援助」を実践するということについて、自ら具体的に考えることができるようになることも目指す。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
社会福祉士養成講座編集委員会編『新・社会福祉士養成講座 相談援助の基礎と専門職』中央法規出版。

講義時に随時紹介
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

 1回 専門職倫理と倫理的ジレンマ1 【専門職倫理】、【倫理綱領】
 2回 専門職倫理と倫理的ジレンマ2 【倫理的ジレンマ】
 3回 総合的かつ包括的な相談援助の全体像1 【総合的かつ包括的な相談援助】
 4回 総合的かつ包括的な相談援助の全体像2 【地域】、【基本的視座】、【八つの機能】
 5回 総合的かつ包括的な相談援助を支える理論1 【ジェネラリスト・ソーシャルワーク】
 6回 総合的かつ包括的な相談援助を支える理論2 【GSの特質】、【基礎理論】
 7回 相談援助にかかる専門職の概念と範囲1 【相談援助専門職の概念】
 8回 相談援助にかかる専門職の概念と範囲2 【相談援助専門職の範囲】
 9回 総合的かつ包括的な相談援助における専門的機能1 【予防機能】
10回 総合的かつ包括的な相談援助における専門的機能2 【新しいニーズへの対応機能】
11回 総合的かつ包括的な相談援助における専門的機能3 【総合的支援機能】
12回 総合的かつ包括的な相談援助における専門的機能4 【権利擁護機能】
13回 総合的かつ包括的な相談援助における専門的機能5 【社会資源開発機能】
14回 地域創生とソーシャルワーカー 【地域創生】、【ソーシャルワーカーの役割】
15回 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

課題・・・40%、期末試験・・・60%
成績評価の方法　/Assessment Method

本科目は「相談援助の基盤と専門職1」に続く科目である。「相談援助の~1」での学習内容を復習して臨むこと。また、授業ごとに配布されるレ
ジュメを見直すこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

本科目は「相談援助の基盤と専門職1」に続く科目である。したがって「相談援助の~1」からの連続通年受講が望ましい。もし「相談援助の~1」
を受講 していない者、あるいは同年度で受講していない者が受講を希望する場合は、あらかじめ予習する項目を伝えるので、担当教員にまで相
談を申し出ること。

履修上の注意　/Remarks

662638 /



相談援助の基盤と専門職２ 【夜】
専門科目

本科目を通して、相談援助を中心として社会福祉に関する方法論や専門職について理解を深めていただきたい。
担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

相談援助、社会福祉士、ソーシャルワーク入門、専門職
キーワード　/Keywords

662638 /



社会調査の基礎 【夜】
専門科目

/Instructor
阪井　俊文 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

社会科学の諸分野では、社会に生きる人々の意識や行動を「社会調査」によって明らかにすることが中心的な活動となっている。しかし、その
「社会調査」は、方法論を習得したうえで適切に行われなければ意味をなさない。
本講義では、社会調査の基礎・方法論について解説する。主に調査票調査（いわゆるアンケート）について、実践例を多く取り入れながら、調
査の一連の流れをイメージできるように講義を進める。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
大谷信介ほか（編）『新・社会調査へのアプローチ―論理と方法―』ミネルヴァ書房　2013年　2500円

講義の中で適宜紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回 　イントロダクション　社会調査とは何か？
2回 　調査の「目的」を決める
3回 　「先行研究」の重要性
4回 　調査票（アンケート用紙）の作成
5回　 ワーディングを精査する
6回 　サンプリングの方法
7回 　調査の実施
8回　 回収した調査票のデータ化
9回　 データの集計（１）　「代表値」とは何か？
10回　データの集計（２）　分散　クロス集計
11回　統計分析の必要性
12回　報告書・論文の執筆
13回　質的調査　フィールドワーク　言説分析
14回　社会調査の倫理問題
15回　まとめ　レポート課題の説明

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末レポート・・・80％　講義中に実施する 小レポート・・・20％
3分の2以上の出席を条件とする。

成績評価の方法　/Assessment Method

予習・復習として教科書に目を通すこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

講義は、概ねテキストに則して進めるので、テキストの該当箇所を精読して復習を行うこと。

社会学・教育学・心理学などのゼミで卒論研究を行う上での基礎的な方法論を習得するための科目である。
初歩的な内容の科目であり、統計分析については紹介程度なので数学的な予備知識は必要としない。

履修上の注意　/Remarks

662639 /



社会調査の基礎 【夜】
専門科目

社会調査を自ら実践する場合だけでなく、他の研究者が行った社会調査論文を読み解く上でも必要な知識であるので、社会科学に属する分野を
専攻する予定の人は履修しておくことが望ましいと思います。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662639 /



児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度 【夜】 専門科目

/Instructor
河嶋  静代 / ＫAWASHIMA  SHIZUYO / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

今日、児童と家庭の支援に関する法律・制度が著しく変化している。児童福祉施策では、子どもの福祉を支える家庭や親への支援などの重要性
が認識され、社会福祉士養成のための教育課程においても、それらが強調された。本講義では、現代社会における児童家庭福祉問題に対応する
児童家庭福祉に関する法制度、サービスについて理解する。また、主な児童福祉施設の活動については視聴覚機材などを用いることで、その実
際が理解できるようにしたい。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし
プリントを配布する。

○社会福祉士養成テキストブック『児童や家庭に対する支援と子ども家庭福祉制度』ミネルヴァ書房
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　第１回　　オリエンテーション
　第２回　　児童福祉に関する法律、施設・機関　　【児童福祉六法】【児童相談所】【福祉事務所】【児童家庭支援センター】
　第３回　  ひとり親家庭と母子生活支援施設 　【母子及び寡婦福祉法】【父子家庭】【母子自立支援員】
　第４回　　DV防止法　【ドメスティック・バイオレンス】【配偶者暴力相談支援センター】
　第５回　　乳児院と児童養護施設　【グループホーム】【ファミリーホーム】　
　第６回　　里親制度　　【養育里親】【専門里親】【自立援助ホーム】
　第７回　　児童自立支援施設と少年非行　【家庭裁判所】【児童相談所】
　第８回　　少年犯罪と厳罰化　【少年院】【少年法】【少年鑑別所】　
　第９回　　児童虐待防止法　　【虐待の早期発見】【通告】【マルトリートメント】
　第10回　 障害児の福祉　　【重症心身障害】【発達障害】
　第11回　 母子保健　【リプロダクティブ・ヘルス／ライツ】【母体保護法】【出生前診断】
　第12回　 保育所と幼稚園　　【幼保二元化】【認定子ども園】【多様な保育ニーズ】【待機児童】【夜間保育所】
　第13回　 児童健全育成と児童厚生施設　【児童遊園】【児童館】【学童保育】　
　第14回　 婦人保護施設・売春防止法　【婦人相談員】【要保護女子】【性暴力】
　第15回　 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況（授業への参加度、提出物など）…２０％　　　期末試験…８０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習としては、授業内容のキーワードについて調べておくこと。
事後学習としては、授業中に配布した学習用問題プリントを読み返しておくこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業において配布するプリントなどを整理するファイルを準備しておくこと。児童福祉論と合わせて受講すればわかりやすい。単元ごとに配布
する復習のプリントで自己学習しておくこと。

参考文献『児童や家庭に対する支援と子ども家庭福祉制度』と合わせて学習すると総合的理解が得られる。

履修上の注意　/Remarks

662640 /



児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度 【夜】 専門科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662640 /



高齢者に対する支援と介護保険制度１ 【夜】
専門科目

/Instructor
石塚　優 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　老人福祉論及び高齢者に対する支援と介護保険制度は以下の内容の理解をねらいとして進める。①高齢者の生活実態と社会情勢、福祉・介護
需要(高齢者虐待などを含む）について理解する。②高齢者福祉制度の発展過程について理解する。③介護の概念や対象及びその理念等について
理解する。④介護過程における介護の技法や介護予防の基本的考え方について理解する。⑤終末期ケアの在り方（人間観や倫理観を含む）につ
いて理解する。⑥相談援助活動において必要となる介護保険制度や高齢者の福祉・介護に係る他の法制度について理解する。この内「老人福祉
論１」及び「高齢者に対する支援と介護保険制度１」の内容は授業内容に示した通りである。これにより学生は高齢化の現状、高齢者の生活実
態、高齢者福祉の発展過程、介護概念などを理解することができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
「高齢者に対する支援と介護保険制度」（社会福祉士シリーズ１３）弘文堂

講義の中で紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　　　講義の進め方について、高齢者の生活実態とこれを取り巻く社会情勢
第２回　　　高齢者の特性と疾病
第３回       高齢者の福祉需要と介護需要
第４回　　　高齢者福祉制度の発展過程１【高齢者保健福祉十ヶ年戦略まで】
第５回       高齢者福祉制度の発展過程２【介護保険制度】
第６回　　　人口減少･少子高齢社会の現状と課題
第７回　　　介護の概念や対象【介護の理念と対象】
第８回　　　介護の概念や対象【介護予防の必要性】
第９回　　　介護予防【介護予防プランの実際と介護過程】
第10回　　 認知症ケア【認知症ケアの基本的考え方】
第11回　　 認知症ケア【認知症ケアの実際】
第12回     高齢者虐待と予防
第13回　　 終末期ケア
第14回      老人福祉法と関連法
第15回　　 まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

試験５０％　　授業態度２０％　授業への参加（レポートなど）３０％(変更あり)
成績評価の方法　/Assessment Method

テキストを読んでおく
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

現代社会と福祉を受講済みが望ましい
履修上の注意　/Remarks

662641 /



高齢者に対する支援と介護保険制度１ 【夜】
専門科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662641 /



高齢者に対する支援と介護保険制度２ 【夜】
専門科目

/Instructor
石塚　優 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　老人福祉論及び高齢者に対する支援と介護保険制度は以下の内容の理解をねらいとして進める。①高齢者の生活実態と社会情勢、福祉・介護
需要(高齢者虐待などを含む）について理解する。②高齢者福祉制度の発展過程について理解する。③介護の概念や対象及びその理念等について
理解する。④介護過程における介護の技法や介護予防の基本的考え方について理解する。⑤終末期ケアの在り方（人間観や倫理観を含む）につ
いて理解する。⑥相談援助活動において必要となる介護保険制度や高齢者の福祉・介護に係る他の法制度について理解する。この内「老人福祉
論２」及び「高齢者に対する支援と介護保険制度２」の内容は下記の授業内容に示した通りである。これにより学生は介護保険制度の法、組織
、専門職等について理解することができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
「高齢者に対する支援と介護保険制度」（社会福祉士シリーズ１３）弘文堂

講義の中に紹介する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　　　講義の進め方について、介護保険制度成立の経緯
第２回　　　介護保険制度創設の背景と目的及び基本方針
第３回　　　介護保険制度の仕組み【保険者と被保険者など】
第４回　　　介護保険制度の仕組み【介護度の認定と利用及び給付】
第５回　　　介護保険制度の仕組み【サービスとサービス事業者】
第６回　　　介護保険制度の仕組み【地域支援事業と権利擁護】
第７回　　　介護保険法における組織及び団体の役割と実際【国、都道府県、市町村の役割】
第８回　　　介護保険法における組織及び団体の役割と実際【指定サービス事業者、国民健康保険団体連合会等の役割】
第９回　　　介護保険法における組織及び団体の役割と実際【介護保険制度における公私の役割関係】
第10回　　 介護保険法における専門職の役割と実際【介護支援専門員の役割】
第11回　　 介護保険法における専門職の役割と実際【介護職員、訪問介護員等の役割】
第12回　　 介護保険法における専門職の役割と実際【介護認定審査会の委員、認定審査員の役割】
第13回　　 介護保険法におけるケアマネジメントと実際
第14回　　 地域包括支援センターの役割１【地域包括支援センターの組織体系】
第15回　　 地域包括支援センターの役割２【地域包括支援センターの活動の実際】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

試験５０％　　授業態度２０％　　課題の提出（レポートなど）３０％(変更あり)
成績評価の方法　/Assessment Method

テキストを読んでおく。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

現代社会と福祉を受講済みであることが望ましい
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

662642 /



高齢者に対する支援と介護保険制度２ 【夜】
専門科目

キーワード　/Keywords

662642 /



障害者に対する支援と障害者自立支援制度 【夜】
専門科目

/Instructor
高崎　陽子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

「障害者に対する支援と障害者自立支援制度」では、障害の概念や福祉理念の変化の歴史とともに変遷をたどってきた障害者施策を概観するこ
とと併せて、「障害の有無によって分け隔てられることなく、国民が相互に人格と個性を尊重し合いながら安心して暮らせる地域社会の実現」
を目的とした障害者総合支援法の内容を読み解くことによって、障害のある人の置かれている現状と課題を理解する。さらに「障害者虐待防止
法」及び「障害者差別解消法」を学ぶことを通して、障害のある人への権利擁護、「合理的配慮」の意義と目的を理解する。
　その理解をもとに障害のある人が自らの力を発揮し可能性を広げて主体的に生きること、「こうありたい」という思いを実現するために支援
する援助者に求められる視点とアプローチについて理解を深める。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
社会福祉士養成講座編集委員会編　「障害者に対する支援と障害者自立支援制度」第５版
中央法規出版　　　
その他適宜、プリントを配布する。

その都度講義で紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　　ガイダンス　「障害者に対する支援と障害者自立支援制度」で何を学ぶのか。
第２回　　障害のある人を取り巻く社会情勢と生活実態
第３回　　「障害」とはなにか。　　　　　　　　　　　「障害の概念と構造的理解」
第４回　　障害福祉施策の変遷　　　　　　　　　　「障害者権利条約に至るまでの歴史」
第５回　　障害福祉に関する諸制度について　　　　「法律における定義と制度利用との関連」
第６回　　障害者総合支援法の理念と概要　　　　　「理念と目的、支給決定プロセス」
第７回　　障害者総合支援法に定められた障害福祉サービスの内容　
第８回　　障害者総合支援法における相談支援の意義と生活支援
第９回　　障害児に対する支援　　　　　　　　　　　「障害児福祉施策の経過と現状」
第１０回　障害のある人の「働きたい」を支える　　「就労支援」
第１１回　障害のある人の権利を守るということ①　　「障害者虐待防止法に関連して」
第１２回　障害のある人の権利を守るということ②　　「障害者差別解消法に関連して」
第１３回　障害のある人が安心して地域で暮らせるための多職種との連携・ネットワーク
第１４回　障害のある人への支援に必要な視点と基本姿勢
第１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

試験：８０％　　日常の授業への取り組み：２０％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業開始前に予め教科書に目を通し疑問点を整理しておくこと。授業終了後には配布したプリントを復習しファイル化して反復できる状態にし
ておくこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662643 /



障害者に対する支援と障害者自立支援制度 【夜】
専門科目

テレビ・ラジオ、新聞等のメディアや書籍に取り上げられる障害者に関する情報を意識的に収集すること。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662643 /



相談援助の理論と方法１ 【夜】
専門科目

/Instructor
高崎　陽子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

 「相談援助の理論と方法Ⅰ」では、相談援助における人と環境との交互作用に関する理論及び相談援助における援助関係構築に関する理論を学習
し、相談援助とは何かを深める。その学習をもとに実践する場合の展開過程を丁寧に辿り、各段階の目的や内容を理解する。さらに相談援助を
実践するために重要な視点や必要な技術について理解を深める。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
社会福祉士養成講座編集委員会編　「新　社会福祉士養成講座　７　相談援助の理論と方法Ⅰ　第３版」
　中央法規

必要に応じて　授業の中で紹介する。
その他　適宜　資料プリントを配布する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　　ガイダンス　　　　　　　　「相談援助の理論と方法Ⅰ」で何を学ぶのか。全体の講義の概要。
第２回　　相談援助とは　　　　　　　「ソーシャルワークの定義と枠組み・対象の理解」
第３回　　相談援助の構造と機能　　　「ソーシャルワーカーの役割」
第４回　　人と環境の交互作用　　　　「システム理論とソーシャルワーク」
第５回　　ジェネラリスト・ソーシャルワークについて
第６回　　相談援助における援助関係　「援助関係の構造や援助者の自己覚知について」
第７回　　相談援助の展開過程Ⅰ　　　「ケース発見から問題把握・ニーズ確定まで」
第８回　　相談援助の展開過程Ⅱ　　　「アセスメントからプランニングまで」
第９回　　相談援助の展開過程Ⅲ　　　「プランニングから支援の実施へ」
第１０回　相談援助の展開過程Ⅳ　　　「モニタリングから地域の課題表出へ」
第１１回　相談援助のための面接技術について　　「面接技法の意義と目的」
第１２回　相談援助面接の実際
第１３回　相談援助の様々な実践モデルとアプローチ
第１４回　相談援助における記録の技術について　　　「記録の意義と倫理」
第１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

　定期試験　８０%　　　日常の授業への取り組み　２０％
成績評価の方法　/Assessment Method

テレビや新聞などのメディアや書籍で扱われている、貧困や労働問題、高齢者や障害者に関すること等々、様々な社会問題について積極的に関
心を持ち、どんな機関や専門家が関わっているのかについて知識を深めること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662644 /



相談援助の理論と方法１ 【夜】
専門科目

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662644 /



相談援助の理論と方法２ 【夜】
専門科目

/Instructor
工藤　歩 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

ソーシャルワークにおける支援の流れ、および支援計画やネットワークの重要性について学ぶ。また社会資源の活用やソーシャルアクションの
意義についての理解を深める。さらにはそれらを活用し、スーパービジョンやコンサルテーションがおこなえる知識を養う。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
新・社会福祉士養成講座「相談援助の理論と方法Ⅱ」第３版

講義内にて適宜提示する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　オリエンテーション　相談援助について
第２回　ケア（ケース）マネジメント　ケアマネジメントの概念と援助過程
第３回　ケアプラン（援助計画）の策定
第４回　コーディネート
第５回　グループワーク　グループワークの概念と相互作用
第６回　ネットワーキング　ネットワークの概念と地域ネットワーク
第７回　社会資源　社会資源の活用
第８回　ソーシャルアクション　ソーシャルワークとソーシャルアクション
第９回　さまざまな実践モデル・アプローチ　さまざまな実践モデル
第１０回　スーパービジョン
第１１回　コンサルテーション
第１２回　ケースカンファレンス（事例検討）　模擬ケース検討①
第１３回　ケースカンファレンス（事例検討）　模擬ケース検討②
第１４回　ケースカンファレンス（事例検討）　模擬ケース検討③
第１５回　まとめと振り返り

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験・・・５０％、日常の取り組み・・・２０％、課題・・・３０％
成績評価の方法　/Assessment Method

講義内にて適宜提示する
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

なし
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

662645 /



相談援助の理論と方法２ 【夜】
専門科目

ケアマネジメント、ケアプラン、ネットワーク、スーパービジョン
キーワード　/Keywords

662645 /



社会保障 【夜】
専門科目

/Instructor
坂本　毅啓 / Takeharu Sakamoto / 基盤教育センター担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

社会福祉士国家試験受験資格取得のためのシラバス―①現代社会における社会保障制度の課題、②社会保障の概念や対象、理念についての理解、
③社会保障の歴史的展開、④社会保障制度の体系、⑤年金保険制度及び医療保険制度の具体的内容、⑥諸外国における社会保障制度の概要等に
基づいて構成されている。
国家試験合格のための基本を押さえつつ、国家責任に基づく普遍的ナショナルミニマム達成のための社会保障制度を望ましい姿として、種々の
社会保障の学説を紹介し検討をしていく。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
成清美治・真鍋顕久編著『イントロダクションシリーズ⑦　社会保障』学文社、2011年。

講義時に随時多数紹介
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　社会保障制度の概要
第２回　現代社会における社会保障制度の課題
第３回　欧米における社会保障制度の歴史的展開
第４回　日本における社会保障の歴史的展開
第５回　社会保障の財源と費用
第６回　社会保険と社会扶助の関係
第７回　公的保険制度と民間保険制度の関係
第８回　社会保障制度の体系１―年金、医療、介護、労災
第９回　社会保障制度の体系２―雇用、社会福祉、
第10回　社会保障制度の体系３—生活保護、家族手当
第11回　年金保険制度の具体的内容
第12回　医療保険制度の具体的内容
第13回　諸外国の社会保障制度　【北欧諸国、ドイツ】
第14回　諸外国の社会保障制度　【イギリス、アメリカ】
第15回　講義のまとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

講義時の課題（20％）＋期末試験（80％）
成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習：テキストや講義時に紹介する参考書を読んでおくこと。
事後学習：講義時に配布する資料等を基に、学んだ内容を復習すること。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

現在において自分が加入している、もしくは家族が加入している社会保険（年金、医療、介護、雇用）について、ホームページや区役所の資料
、入門解説書等で調べておくこと。
社会福祉士国家試験受験資格取得のシラバスに基づいていますが、教養として受講される学生も大歓迎します。

履修上の注意　/Remarks

662646 /



社会保障 【夜】
専門科目

社会状況が不安定になるほど、社会保障の役割は大きくなります。現代だからこそ、社会保障はどうあるべきなのか、そして社会福祉学の立場
から見て社会保障の望ましい姿について、考えてみたいと思います。そのために、まずは身近な社会保険から知ってみましょう。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

社会福祉士、社会保障、社会政策、年金、医療、介護、雇用
キーワード　/Keywords

662646 /



低所得者に対する支援と生活保護制度 【夜】
専門科目

/Instructor
柴田　滋 / Shigeru Shibata / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　低成長経済の長期化、少子高齢化の進展、労働環境の変化などを背景として、第一のセーフティネットとされる社会保険からは十分な給付を
受けられない人びとが増加し、それに伴って、最後のセーフティネットといわれる生活保護の役割が増大しています。その受給者数は過去最高
水準に達し、実体社会において貧困と格差の拡大傾向が続いていることを示しています。近年では、貧困・低所得に伴う生活問題を抱えた人々
も増大し、孤立・孤独死、ネットカフェ難民、DV、虐待などの問題に示されるように、経済的給付だけでは解決しがたい生活の質に関係する諸
問題の拡大や深刻化も懸念されています。
   今日の低所得者施策、生活保護制度においては、経済的給付に加えて自立支援の社会福祉的援助の強化が進み、地域、ボランティア団体、企業
などの活動による、社会的連帯を背景とした低所得者支援にも大きな期待が寄せられるようになっています。
　この科目では、次の事項を学習することによって、低所得者に関する諸問題を的確にとらえて効果的な支援策を導く能力を修得するとともに
、貧困問題に関する関心を深め、解決の方途を自ら探ろうとする態度を形成することを目的として講義を行います。
　学習事項
1． 低所得者層の生活実態と福祉需要
2． 生活保護制度
3． 生活保護と関連する他の低所得者支援制度
4． 低所得者に対する自立支援の意義と実際および課題
5． 公的扶助制度の歴史と近年における世界の公的扶助制度の改革動向

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
パワーポイント資料（開講時に配布します）

岩田正美監修・著 「公的扶助論―低所得者に対する支援と生活保護制度【第3版】」MINERVA社会福祉士養成テキストブック14　￥2,600
岩田正美「現代の貧困」筑摩書房（格差社会やワーキングプアなど、現代の貧困に迫るものです。）
小山進次郎「改訂増補　生活保護法の解釈と運用」全国社会福祉協議会（立案者による生活保護法の逐条解説です）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

662647 /



低所得者に対する支援と生活保護制度 【夜】
専門科目

15回の講義について、以下の計画に従って授業を行います。
第1回貧困の概念 ➔ 絶対的貧困と相対的貧困、相対的貧困率
第2回現代の貧困問題 ➔ 貧困に伴う問題、低所得層の福祉需要
第3回福祉国家と生存権 ➔ 福祉国家の意義と変容、社会的包摂
第4回公的扶助の意義と役割 ➔ 社会保険の定型性と公的扶助の補足性
第5回貧困対策の歴史 ➔ 救貧制度の歴史、生活保護法の成立
第6回生活保護制度（Ⅰ）法の目的、保護の原理・原則、受給資格と保護内容
第7回生活保護制度（Ⅱ）保護の行政組織
第8回生活保護制度（Ⅲ）保護の実施
第9回生活保護制度（Ⅳ）被保護者の権利-義務と費用
第10回生活保護制度（Ⅴ）権利救済と援助活動
第11回生活保護制度（Ⅵ）被保護者の動向と公的扶助の課題
第12回海外の公的扶助制度改革の動向
第13回社会保険と社会手当の動向➔  母子世帯と児童扶養手当制度
第14回第二のセーフティネット ➔求職者支援制度、生活困窮者自立支援制度、ホームレス自立支援法
第15回住宅保障と生活福祉資金貸付制度

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況（30％）、定期試験（70％）により、評価を行います。
定期試験では、上記の学習到達目標に属する事項について、その知識の正確さないし説明の適切性について筆記試験を行います。

成績評価の方法　/Assessment Method

以下の点に留意して履修してください。
・疑問点は積極的に質問するよう心がけること
・講義では要点をまとめたパワーポイント資料を配布するので、予習および事後の学習に心がけること

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

現代の貧困問題は複雑化・多様化しつつ、拡大する傾向にあるといえます。貧困に関するいろいろな問題のうち、興味を持てるテーマを選択し
て自分なりの問題関心を持って授業に臨んでほしいと思います。自由かつ積極的に質問や意見交換がおこなわれることを期待します。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

相対的貧困、絶対的貧困、「見えない貧困」、「貧困の連鎖」、社会的排除
エリザベス救貧法、恤救規則、社会保険の定型性、公的扶助の補足性、生存権
生活保護基準、資産調査、福祉事務所、自立支援プログラム、第二のセーフティネット
生活困窮者自立支援

キーワード　/Keywords

662647 /



人体の構造と機能及び疾病 【夜】
専門科目

/Instructor
島　京子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

講義形式が主体であるが、適時、事例などの資料を活用しＧＷや演習を行う。
食・活動・排せつ・休養・睡眠などの生活行動を司る人体構造と機能についての概要、生活機能を低下させる主な疾病・障害についての概要、
機能低下の回復過程としてのリハビリテーションについての概要を学ぶ内容が主な柱となる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
新・社会福祉士養成講座　１　人体の構造と機能及び疾病　　　中央法規出版

適時、授業内で紹介する。事前準備は不要。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

１．人の成長・発達と老化①・・・身体の成長・発達　精神の成長・発達について学ぶ
２．人の成長・発達と老化②・・・老化について学ぶ
３．身体構造と心身の機能①・・・人体の部位の名称について　水分と脱水　血液の成分　心臓の構造について学ぶ
４．身体構造と心身の機能②・・・循環器・呼吸器・消化器・泌尿器・運動支持器官の構造と機能について学ぶ
５．身体構造と心身の機能③・・・内分泌器官・神経系・感覚器・皮膚・生殖器・その他の構造と機能について学ぶ
６．国際生活機能（ＩＣＦ）の基本的な考え方と概要・・・国際障害分類（ＩＣＩＤＨ）から国際生活機能分類（ＩＣＦ）への変遷について学
ぶ
７．健康の捉え方・・・健康の概念について、ＷＨＯ憲章による健康の定義、その他の定義について学ぶ
８．疾病の概要①・・・生活習慣病の病態・診断治療法について学ぶ
９．疾病の概要②・・・神経精神疾患・先天性精神疾患の病態・診断・治療法について学ぶ
10．疾病の概要③・・・悪性腫瘍・難病の病態、その他高齢者に多い疾患　終末期医療と緩和ケアについて学ぶ
11．障害の概要①・・・視覚障害・聴覚障害、平行機能障害、肢体不自由について学ぶ
12．障害の概要②・・・内部障害・発達障害・認知症について学ぶ
13．障害の概要③・・・高次脳機能障害、精神障害について学ぶ
14．障害の概要④・・・精神疾患の診断・統計マニュアルの概要　その他について学ぶ
15．リハビリテーションの概要・・・リハビリテーションの定義、対象、リハビリテーションの障害評価、諸段階、4つの側面について学ぶ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

定期試験７０％　課題レポート２０％　出席・授業参加度１０％の割合で評価する。

課題レポートのテーマは授業内で提示する。

成績評価の方法　/Assessment Method

授業内で配布した資料などを活用し、授業内容の確認、復習を行うこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

授業開始前までに、予め教科書に目を通しておくこと。
履修上の注意　/Remarks

662648 /



人体の構造と機能及び疾病 【夜】
専門科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662648 /



福祉行財政と福祉計画 【夜】
専門科目

/Instructor
難波　利光 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

現代の社会福祉サービスや支援は、国が基本的な政策の方向たて、市町村が住民により近い視点からベースとし、行政担当者とサービス利用者
である住民及び事業者が参加して福祉計画を実施することが求められている。そこで、本授業では、社会福祉の実践を支える制度的な枠組みで
ある福祉行財政と福祉計画について概説する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし

社会福祉士養成講座編集委員会『福祉行財政と福祉計画』中央法規  2,200円
坂本忠次『現代社会福祉行財政―社会保障をどうするか―』大学教育出版 2009年4月 2,940円
野口定久・外山義・武川正吾編『居住福祉学』有斐閣 2011年12月 2,500円
広井良典『創造的福祉社会』ちくま新書 2011年7月 903円

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

   １回　社会福祉と社会保障機能１【社会福祉の動向】
　２回　社会福祉と社会保障機能２【社会保障機能】
　３回　社会福祉と社会保障機能３【参加型社会保障】
　４回　社会保障と税制１【財政理論】【公共財】
　５回　社会保障と税制２【一般会計予算と社会保障関係費の動向】　
　６回　社会保障と税制３【地方自治体の財政と民生費の動向】
　７回　社会保障と就労形態【国の雇用政策と企業の雇用戦略】
　８回　福祉行財政まとめ
　９回　社会的セーフティネット【コミュニティというセーフティネット】
１０回　コミュニティ空間【つながり・ゆっくりの社会】
１１回　都市型コミュニティ【コミュニティとしての都市】
１２回　経済の地域内循環【地域の豊かさ】
１３回　地域における社会モデル【地域の自立・持続可能性】
１４回　ケア・コミュニティ【人間社会の起源】
１５回　福祉計画まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況（小テスト・中間まとめ含む）…４０％　　期末試験…６０％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習として福祉行財政に関する時事問題に関心をもち講義の内容と重ね合わせることのできるようにしておく。また、事後学習として参考
図書等を参考にしながら関心を持った内容についてより深めて学習する。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

新聞等のメディアを通して福祉問題、財政、行政に関しての現状認識を深めておくこと。
履修上の注意　/Remarks

662649 /



福祉行財政と福祉計画 【夜】
専門科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662649 /



福祉サービスの組織と経営 【夜】
専門科目

/Instructor
中園　紀明 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

これまで日本の福祉サービスのあり方は手厚い施設整備費補助と措置費による裁量の余地のない小さな規模の施設の運営がモデルとなっていた
。しかし、社会保障費の増加や福祉従事者の減少は、日本が築いてきた社会福祉制度とその経営のあり方を根幹から改革しなければならない時
代が到来した。特に９０年代以降、少子高齢化の影響は、公的給付総額の増大、多様な福祉ニーズへの対応、認知症高齢者のBPSD等、規制改革
とともに新たな福祉経営がもとめられる時代となった。福祉施設は、人生のリスクに対するセーフテイーネットでもある。利用者の自立と自律
を運営の基礎に置き、わかりやすく丁寧で信頼が築ける施設経営が求められている。よって地域住民の福祉ニーズにこたえるべき経営とは何か
、また経営による利益と地域住民のニーズの関係はどう保たれるべきなのかを学習する。また本科目では公的介護保険の動向や地域包括ケアシ
ステム・保健、医療、福祉による多職種連携の意義も視野に入れながら２１世紀型の地域福祉及び福祉経営について学ぶ。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
「福祉サービスの組織と経営　第5版」　

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　福祉サービスとは何か。利用者の人権と権利理解
　２回　福祉サービスの提供と制度の役割
　３回　法人の基本形態とガバナンス
　４回　社会福祉法人による経営の現状
　５回　特定非営利活動法人（ＮＰＯ）の特徴
　６回　福祉施設経営戦略の基礎
　７回　事業計画の策定と実行評価
　８回　福祉施設におけるサービスの質の向上
　９回　集団の力学理論（組織構造）
１０回　福祉施設の管理運営の方法
１１回　福祉施設のサービスの質の評価
１２回　福祉施設のリスクマネジメント
１３回　福祉施設の苦情受付と対応
１４回　福祉施設における人事・労務管理
１５回　福祉施設における人材育成

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験　７０％　　平常の学習状況　２０％　　課題（レポート)　１０％
成績評価の方法　/Assessment Method

日ごろから社会保障に関するニュースに関心をもってください。また、事後学習としてテキストの振り返りがだいじです。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662650 /



福祉サービスの組織と経営 【夜】
専門科目

経営のベースである理念・使命を理解しながら、地域に密着した自立支援の施設等とは何かを学習します。福祉ニーズをポジテｲブに捉えるアセ
スメント理論も学習しておくとより理解が深まります。社会保障改革の動向にも注目しておきましょう。

履修上の注意　/Remarks

福祉経営における利益とは何か、を根底に２１世紀型の福祉経営論(自立支援、法令順守、人権擁護、運営等)を学習します。
担当教員は、特別養護老人ホームや養護老人ホーム、軽費老人ホーム・デーサービスセンター等の事業を運営する社会福祉法人の理事(社会福祉
士・主任介護支援専門員)ですが、その立場から福祉サービスの経営とサービスのあり方を、市民、地域、行政、関係事業者の立場を見据えて講
義が行われます。。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

地域包括ケア　　　多職種連携　　ガバナンス　　人権擁護　　管理運営　　サービスの質と自立支援　　PDCAサイクル
　　法人　　　組織　　　　ｿｰｼｬﾙワーク　　リーダー論　　　　人材育成　　　　リスクマネジメント　　　公的介護保険

キーワード　/Keywords

662650 /



権利擁護と成年後見制度 【夜】
専門科目

/Instructor
柴田　裕之 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

知的障害や精神疾患あるいは認知症等のため，判断能力に問題がある人の日常生活を支える仕組みの現状と課題を学びます。介護保険法・障害
者自立支援法により提供される本人の権利擁護のための福祉サービスや，本人に対する権利侵害から本人の生活を守る日常生活支援事業，本人
の財産管理能力を補完するための成年後見制度等，福祉職のみならず法律専門職にとって不可欠な法的問題について知識を深めることを目的と
します。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜レジュメを配布する。

「社会福祉小六法」（ミネルバ書房編集部編）等同種のものでも可
「権利擁護と成年後見　実践」（日本社会福祉士会編集）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　プロローグ（基本的人権と権利擁護）
　２回　民法１（権利能力と行為能力）
　３回　民法２（契約の自由とその修正）
　４回　民法３（親族と扶養）
　５回　民法４（相続）
　６回　福祉サービス～措置から契約へ～
　７回　介護保険法の仕組み
　８回　自立支援法の仕組み
　９回　成年後見制度１（法定後見）
１０回　成年後見制度２（任意後見）
１１回　後見人の仕事とその限界
１２回　日常生活自立支援事業
１３回　虐待防止
１４回　あるべき権利擁護
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況・・・５０％
期末試験・・・５０％

成績評価の方法　/Assessment Method

社会福祉小六法（もしくは同種のもの）は，毎回持参してください。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

662651 /



権利擁護と成年後見制度 【夜】
専門科目

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662651 /



就労支援サービス 【夜】
専門科目

/Instructor
深谷　裕 / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

相談援助活動において必要となる各種の就労支援制度、関連組織、専門職等についての知識を習得するとともに、就労支援に必要な他分野との
連携について理解を深めることがねらいです。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特に指定しません。

「新・社会福祉士養成講座〈18〉就労支援サービス 」第３版
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　就労支援サービスの概要（講義の概要）
第２回　雇用・就労の動向と労働施策の概要【労働市場、障害者の雇用】
第３回　貧困と就労支援【生活保護、ホームレス、女性】
第４回　障害者福祉施策における就労支援①【生活保護、社会適応訓練事業】
第５回　障害者福祉施策における就労支援②【就労移行支援事業、就労継続支援】
第６回　就労支援に係る人々や組織の役割①【ハローワーク、障害者就業・生活支援センター】
第７回　就労支援に係る人々や組織の役割②【ジョブコーチ、障害者職業カウンセラー】
第８回　就労支援分野と他分野との連携【特別支援学校】
第９回　若年層を対象とした就労支援【ひきこもり、ニート】
第１０回　ゲストスピーカー
第１１回　刑務所出所者を対象とした就労支援【協力雇用主、自立更生促進センター】
第１２回　ゲストスピーカー
第１３回　諸外国の就労支援【イギリス、スウェーデン】
第１４回　ゲストスピーカー
第１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

ミニレポート６０％、レポート４０％
成績評価の方法　/Assessment Method

与えられた課題に関してミニレポート（３回）を作成し、提出すること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

やむを得ない理由で欠席する場合、必ず事前に連絡すること。事前連絡が無い場合はミニレポート課題の点数を減点します。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

662652 /



就労支援サービス 【夜】
専門科目

キーワード　/Keywords

662652 /



更生保護制度 【夜】
専門科目

/Instructor
深谷　裕 / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

更生保護を中心に、刑事司法・少年司法分野で活躍する組織、団体、専門職についての知識を習得するとともに、更生保護制度のあり方と課題
についての理解を深めることがねらいです。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
「司法福祉ー罪を犯した人への支援の理論と実践」法律文化社

「新・社会福祉士養成講座〈20〉更生保護制度」中央法規出版
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　罪を犯した人々の現状①知的障害者【軽度発達障害、知的障害】
第２回　罪を犯した人々の現状②精神障害者【精神疾患、症状】
第３回　罪を犯した人々の現状③高齢者【高齢社会、孤立】
第４回　罪を犯した人々の現状④子ども【非行、児童自立支援施設】
第５回　罪を犯した人々の現状⑤女性【育児、覚せい剤】
第６回　ゲストスピーカー
第７回　刑事司法と社会福祉の制度①成人【保護観察所、仮釈放】
第８回　刑事司法と社会福祉の制度②少年【児童福祉法、保護手続き、保護司】
第９回　刑事司法と社会福祉の制度③精神障害者【医療観察法、医療刑務所】
第１０回　刑事司法と社会福祉の制度④支援・処遇の組織【家庭裁判所調査官、社会復帰調整官】
第１１回　刑事司法と社会福祉の制度⑤民間の活動【BBS、協力雇用主】
第１２回　ゲストスピーカー
第１３回　刑事司法と社会福祉の制度⑥福祉的取り組み【地域生活定着支援センター】
第１４回　犯罪者の社会復帰に向けた課題【スティグマ、社会的排除】
第１５回　全体のまとめ　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

ミニレポート３０％　日常の授業への取り組み３０％　期末レポート４０％
成績評価の方法　/Assessment Method

ミニレポート課題を期日までに必ず提出すること。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

やむを得ない理由で欠席する場合は必ず事前に連絡すること。事前連絡が無く欠席した場合、ミニレポート課題を減点します。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor
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更生保護制度 【夜】
専門科目

キーワード　/Keywords

662653 /



心理学概論 【夜】
専門科目

/Instructor
田中　信利 / 人間関係学科, 田島　司 / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
1年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 １年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

社会心理学、発達心理学、及び臨床心理学の基礎的内容が主要テーマである。まず、人間の社会的行動を、集団における人間関係、自己意識と
社会システムの関係などから考察する。次に、ヒトの発達現象における心理学的な捉え方、生涯発達と発達課題、発達における障害について考
察する。最後に、心理臨床の観点からパーソナリティ、ストレスと不適応、心理的援助を考察する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
適宜、レジュメを配布する。

授業の中で、適宜紹介する。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回オリエンテーション：本講義の概要について
第２回　　心理学の研究方法について【実証主義】【仮説】【有意性】
第３回社会心理学の基礎理論【原因帰属】【認知的不協和】
第４回集団における人間関係【リーダーシップ】【集団凝集性】
第５回自己と社会の関係【大衆社会化】【自分探し】
第６回 調査研究の方法【無作為抽出】【測定の妥当性】
第７回心理学研究の社会的意義【研究史】【引用文献】
第８回パーソナリティに関する心理学研究の歴史【類型論】【特性論】
第９回不適応の成り立ちについて【防衛機制】【不適応】
第10回　  不適応の理解と援助【心理アセスメント】【心理的支援】
第11回母子関係の障害について【虐待】【関係性障害】
第12回カウンセリングについて【心理療法】【カウンセラー】
第13回カウンセリングの理論【精神分析】【行動療法】
第14回カウンセリングの実際【心理アセスメント】【病院臨床】
第15回　　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平素の学習状況　20％　　期末試験…　80％
成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習として、シラバスに記載されているキーワードについて調べておく。
事後学習として、配布資料やノートをもとに授業の振り返りを行う。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

１学期開講の「基礎心理学」と併せて受講されることを薦めます。
授業終了後は、配布プリント等に目を通して、内容に関する理解を深めること。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

662654 /



心理学概論 【夜】
専門科目

キーワード　/Keywords

662654 /



発達心理学 【夜】
専門科目

/Instructor
税田　慶昭 / SAITA YASUAKI / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

発達心理学は、年齢に関連した経験と行動にみられる変化の科学的理解に関する学問である（Butterworth, 1994）。本講義では乳児期から青年
期を中心に特徴的なテーマを取り上げ、人間の発達に関する心理学的理解を深める。特に、自己・他者への理解、他者との関係性の形成につい
て紹介したい。
また、児童生徒の理解と指導について、発達における障害の問題等を取り上げ、その基本的な理解や支援について学ぶ。

なお、この科目は、履修ガイドの「教職に関する科目」カリキュラムマップの「Ⅰ類－２」に分類される科目である。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
藤村　宣之 編著　『発達心理学　　周りの世界とかかわりながら人はいかに育つか（いちばんはじめに読む心理学の本 3）』　ミネルヴァ書房
　￥2700

文部科学省（2011）「生徒指導提要」 ￥298
その他、授業中に適宜紹介する。

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　オリエンテーション：発達心理学とは何か
第２回　乳児は世界をどのように感じるのか【知覚、認知、言語の発達】
第３回　ヒトの発達的特徴とは【発達のメカニズム】
第４回　ヒトは他者との関係をどのように築くのか【愛着、共同注意】
第５回　イメージと言葉の世界【知能の発達、表象能力】
第６回　他者とのコミュニケーション、心を推測する力【心の理論】
第７回　自己・他者を理解する【自己概念・自己意識】
第８回　学習の過程【学習理論、論理的思考】
第９回　友人とのかかわりと社会性の発達【ギャング・エイジ、道徳性】
第10回　自分らしさの発達について【アイデンティティの形成】
第11回　他者を通して見る自己【友人関係、問題行動】
第12回　成人期以降の発達段階【親密性、生殖性、人生の統合】　
第13回　児童生徒の心理と理解【発達障害の基本的理解】
第14回　発達障害をもつ児童生徒の心身の発達と学習の過程
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常点(小レポートを含む)　…　40％　　　期末試験　…　60％
成績評価の方法　/Assessment Method

次回の授業範囲を予告するので、教科書等の該当部分を予習してくること。また、授業終了後には教科書や配布プリントを用いて各自復習する
こと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662655 /



発達心理学 【夜】
専門科目

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords

662655 /



老年心理学 【夜】
専門科目

/Instructor
石塚　優 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　主として老年期の捉え方や認知機能(知能、記憶・学習・情報処理)、パーソナリティと社会的適応について、老化に伴う変化の有無とその要因
を社会的影響も視野に入れて説明する。また、老年期の心理的問題や社会問題等を通して、老年期の理解と認識を促すことをねらいとする。こ
れにより学生は、老年期の捉え方の多様性や知能・記憶・パーソナリティの変化、老年期特有の心理的問題について理解することができる。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
資料を配布する

講義中に紹介する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　　　　老年期とは－多様性と共通性【個人差、文化・社会的老年期の捉え方】
第２回　　　　老年期の心理学的捉え方、社会学的捉え方
第３回　　　　老年期に関する学説
第４回　　　　老年期の認知機能の変化を見る枠組み
第５回　　　　老年期の認知機能の変化－知能の測定方法【横断的方法、縦断的方法、系列法】
第６回　　　　老年期の認知機能の変化－知能の二つの側面【結晶性能力、流動性能力】
第７回　　　　老年期の認知機能の変化－老化に伴う知能の変化に影響する要因
第８回　　　　老年期の認知機能の変化－記憶・学習・情報処理１【記憶のモデル】　　　　
第９回　　　　老年期の認知機能の変化－記憶・学習・情報処理２【再認と再生、固有名詞と一般名詞、初頭効果と新近効果】
第10回        老年期の認知機能の変化－記憶・学習・情報処理３【日常生活における記憶、記憶機能の変化の要因】　　　　
第11回 　　　老年期のパーソナリティと適応１【社会通念・時代背景・社会環境】
第12回 　　　老年期のパーソナリティと適応２【成熟したパーソナリティとパーソナリティ変容の要因】
第13回　　　 老年期のパーソナリティと適応３【OldestOldと社会関係】
第14回        老年期の心理的問題【うつ、認知症など】
第15回　　　 まとめとして－適応と要求水準【個人と社会】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

試験　　70％　　　　授業態度　　　30％
成績評価の方法　/Assessment Method

知能、記憶、パーソナリティなどの心理学の基本領域を学習しておく。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

特になし
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

662656 /



老年心理学 【夜】
専門科目

キーワード　/Keywords

662656 /



対人心理学 【夜】
専門科目

/Instructor
田島　司 / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本講義では対人行動に関わるさまざまな心理的側面について話題とする。講義を中心としながら小規模な実験や調査を体験してもらい，基礎的
な知識のみならず最近の研究結果も紹介する予定である。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
『社会心理学のストーリー』ナカニシヤ出版　1600円＋税

必要に応じて紹介する
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第１回　　　　オリエンテーション
第２回　　　　対人認知
第３回　　　　ステレオタイプ
第４回　　　　帰属過程
第５回　　　　社会的態度
第６回　　　　対人魅力
第７回　　　　対人関係の発展と崩壊
第８回　　　　達成動機、親和動機
第９回　　　　家族、性役割
第１０回　　　組織行動、リーダーシップ
第１１回　　　友人関係と孤独感
第１２回　　　対人葛藤の効果
第１３回　　　攻撃と援助
第１４回　　　現代社会における対人心理の諸問題
第１５回　　　まとめと小テストの解説等

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

日常の学習状況（小テスト４回程度）…　100％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業前後に教科書の対応箇所を読んでおくこと。
図書館等で参考になる本を自主的に探しておくことが望ましい。他の心理学関連の授業を合わせて受講するとわかりやすい。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

キーワード　/Keywords
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カウンセリング論 【夜】
専門科目

/Instructor
深谷　裕 / 地域戦略研究所担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

本講義は、カウンセリングを初めて学ぶ人を対象に、カウンセリングの基本的な知識や技術、カウンセリングを行う上での基本的な態度と行動
を学んでいきます。また、今日カウンセリングは、医療・福祉・教育・司法・産業など様々な領域で応用されています。これらの場面で実践で
きるよう、必要なコミュニケーションスキルを学び、カウンセリングを中心に、対人的かかわりについて理解を深めることを目的とします。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
なし。適宜資料を配布します。

必要に応じ紹介します。
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

第1回　カウンセリングを学ぶ目的
第2回　カウンセリングの理解（１）【身近な体験から考える】
第3回　カウンセリングの理解（２）【狭義・広義の定義】
第4回　カウンセリングの理解（３）【隣接領域との違い】
第5回　カウンセリングの主な理論（１）【精神分析論】
第6回　カウンセリングの主な理論（２）【認知行動論】
第7回　カウンセリングの主な理論（３）【自己成長論】
第8回　カウンセリングの過程
第9回　自己覚知を深める
第10回　基本的態度（１）【安心できる場つくり】
第11回　基本的態度（２）【ラポール】
第12回　コミュニケーションスキル（１）【非言語コミュニケーション】
第13回　コミュニケーションスキル（２）【傾聴】
第14回　コミュニケーションスキル（３）【その他技法】
第15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

定期試験　50%        日常の授業への取り組み　50%
成績評価の方法　/Assessment Method

事前学習として、他者とのコミュニケーションや体験学習を受けるための心づもりをしてきてください。また、授業終了後は配布資料を復習し
、日常生活における対人関係で実践をしてみてください。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

本授業は、基本的には講義形式で進行しますが、内容に応じて演習形式の体験学習を行います。実際に他者とのコミュニケーションを行う作業
を含みますので、履修生はこの点を理解し受講してください。

履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

662658 /



カウンセリング論 【夜】
専門科目

カウンセリング・自己成長・傾聴
キーワード　/Keywords

662658 /



コミュニケーション論 【夜】
専門科目

/Instructor
森永　今日子 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ３年1学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

コミュニケーションは，自分の意図を相手（人，モノ，機械）に理解してもらうことである。つまり，「わかる」ということがコミュニケーシ
ョンの本質である。どうわかってもらうかは，対面の場合，メディアを介したコミュニケーション，機械とのコミュニケーションの場合でそれ
ぞれに異なっている。この講義では，「わかる」という問題についてまず考え，メディアによるコミュニケーション，機械とのコミュニケーシ
ョンについて心理学的に考察する。
1. 松尾太加志「コミュニケーションの心理学―認知心理学・社会心理学・認知工学からのアプローチ」の理解。
2. 実験心理学の枠組みと、統計基礎の理解。
3. 基礎から臨床まで、心理学が分断されたものではなく、一続きだというイメージを持つ。
4. 心理学が生活や社会問題に活用できることの理解。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
〇松尾太加志「コミュニケーションの心理学―認知心理学・社会心理学・認知工学からのアプローチ」ナカニシヤ出版

〇比留間 太白・山本 博樹 (編集)『説明の心理学―説明社会への理論・実践的アプローチ』ナカニシヤ出版
〇海保 博之 (編)『わかりやすさとコミュニケーションの心理学 (朝倉実践心理学講座)』朝倉書店
〇海保博之・松尾太加志『キャリアアップのための発想支援の心理学』培風館

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

1回　イントロダクション
2回　コミュニケーションとは
3回　メンタルモデル
4回　わかりやすい文章
5回　実験計画の理解と表やグラフの読み方
6回　スキーマによる対人認知
7回　ノンバーバルコミュニケーション
8回　対人距離
9回　メディアコミュニケーション
10回　Computer Mediated Communication
11回　ヒューマンインタフェース
12回　人と機械とのコミュニケーション
13回　医療事故を心理学の視点から紐解く
14回　言いたいことをうまく伝えるコミュニケーション
15回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験　100%
成績評価の方法　/Assessment Method

予習復習を必要とします。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

662659 /



コミュニケーション論 【夜】
専門科目

私語は他の受講生への迷惑行為なので厳禁です。※2回目の注意で退席してもらいます。
評価は、試験の結果のみで行います。
試験は、全て持ち込み可とします。
講義で行ったこと、話したことは、全て試験の範囲に含まれます。（含まれないもの、雑談などは先に「これは試験に関係のないことですが」
と断ります）
欠席した場合は、配布物やノートを次の講義までに手に入れ、次の講義に差し障ることのないようにしてください。理解できない理由や配布資
料を揃えていない理由に、「休んでいたから」という言い訳は通用しません。
その他、評価や試験に関することを講義中に話したり、掲示したりします。「聞いていません。知りません」という言い訳は通用しません。

履修上の注意　/Remarks

☆過去受講生の皆さんからの、受講生の皆さんへのアドバイスを紹介しますので参考になさってください。
単位が欲しいだけの人、空きコマ潰しに何でもよいから履修しようとする人は絶対にやめよう。
シラバスをしっかり読んで、自分に合うかを見極めてから受講した方がよい。正直、教科書は難解で、理解するには時間がかかる。この教科を
勉強するためにある程度時間をかけられる人に勧める。
グループワークなどで実際にコミュニケーションを行うわけではないので注意。
講義内容は難しく、考えることが不可欠だが、毎回のミニレポートで具体性を求められることもあり、考えることが習慣化できる。
コミュニケーションがどう成り立っているのか、人間の思考回路の仕組みを理論や実験を基に知ることができる。知っていて損することは絶対
にない内容。
勘違いが起きる原因など、興味深い事が学べる。日常生活でも「これがコミュ論で学んだことか！」という発見ができて面白い。
実験のグラフや表の読み方を学べる。
わかりやすい文章の書き方を心理学的な概念から学べる。（単なるハウツーではなく基礎理論に基づく説明なので、その基礎理論の理解は必須
）
しっかりと筋の通った仮説を立てられるようになるから卒論を書く際に役立つ。
心理学に関連した動画や映画や本、勉強するのに役立つサイトなどを知ることができる。
毎回「私は今学んでいる！」と実感させられる授業。大学に来てまで学んでいる意味を改めて感じさせられる。
とにかく予習と復習。少しでもいいから毎回行うこと。
他の心理学系の科目とは違う内容なので新鮮。
これまでの人生で聞いたこともない専門用語や概念が飛び出してくるので、予習復習して、講義中はしっかりメモを取ること。「絶対に理解し
てやる！」というくらいの意気込みが必要。
二年生で受講すれば心理学に不可欠な図表の読み方を学べ、ゼミ選択の参考にできる。三年生や四年生にとっては紹介される実験がゼミ研究や
卒論の参考になる。
二年生からも受講可能だが、認知心理学や社会心理学の基礎をある程度修めた三年生での受講をお勧めする。ゼミや卒論で使えるネタがたくさ
んあり、研究に発展できる。
わからないことはミニレポートで質問すれば丁寧に説明してもらえるので質問すべし。
シラバスを読んで受講をためらう人も多いと思うけど、授業は面白いしわかりやすい。しかし、評価はテスト100%（しかもなかなか大変）なの
で、楽な科目でないことは確か。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

認知心理学、社会心理学、人間工学、コミュニケーション、スキーマ、スクリプト、メンタルモデル、実験、調査、表やグラフの読み方
キーワード　/Keywords

662659 /



スポーツ産業論 【夜】
専門科目

/Instructor
内田　満 / 北方キャンパス　非常勤講師担当者名

/Semester/Credits
2年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ２年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

【授業のねらい】
   戦後、我が国のスポーツ振興は「大衆化」という方針が敷かれる。しかし、我が国の国際復帰のためスポーツが「競技」に傾倒していく中、大
衆化の流れは「コミュニティスポーツ」として行政が主導するようになる。その後、国際情勢と高度経済成長期、バブル期を経て、「スポーツ
の民営化」が謳われ、スポーツが産業として発展していくようになった。世界的には1984年のロサンゼルスオリンピック以降、大きな変化を見
せている。この流れは単にオリンピックといった国際的な大会やプロフェッショナルスポーツだけではなく、シティマラソンやウォーキングイ
ベントといった市民大会では、スポーツツーリズムといった観光資源としての役割も担っていたり、また市民組織である地域スポーツにおいて
もコミュニティビジネスとしてマネジメントの理論を活用することが求められている。
   そこで本授業ではスポーツプロダクトという概念のもとに、スポーツ産業を説明するとともに、スポーツプロダクトをマネジメントするシミュ
レーションなども行い、スポーツサービスの可能性を検討していく。

【主要な学習内容】
   スポーツプロダクトという概念をまずは理解し、その上で、身近なスポーツシーンがどういったカテゴリーに分類できるかを整理する。そして
、スポーツイベントの事業企画を立案できるよう、知識と実践を学習する。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
特になし
　※必要な資料を配付する

原田宗彦・小笠原悦子者「スポーツマネジメント」（大修館書店，2008）
川西正己著「事業計画書のつくり方」（明日香出版社 2004）
細内信孝著「コミュニティ･ビジネス」（中央大学出版部 1999）

参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

662660 /



スポーツ産業論 【夜】
専門科目

第1回　オリエンテーション：学習の日的，内容，方法（授業方法や成績評価方法など）
第2回　スポーツとは何か？スポーツ産業とは何か？【スポーツの歴史】
第3回　スポーツ組織論【営利と非営利】【オリンピックムーブメント】
第4回　スポーツ産業の分類【スポーツプロダクト】
第5回　スポーツ組織の仕事【仕事と労働】
第6回　スポーツ産業のアプローチ【広報･営業･販売】
第7回　スポーツ事業計画書の作り方【事業計画】
第8回　チームビルディング【ワークショップとファシリテーション】
第9回　コミュニケーションとミーティング手法【企画会議】
第10回　プレゼンテーション手法【プロモーション】
第11回　事業計画①【理念と目的】
第12回　事業計画②【マネジメントの4Pと4C】
第13回　事業計画③【予算編成】
第14回　事業計画④【プロモーション計画】
第15回　スポーツ企画のプレゼンテーション【プレゼンテーション】

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

 定期試験：20％、平素の学習状況・授業態度：60％、課題やレポートなど：20％、の総合点で評価する。
成績評価の方法　/Assessment Method

レポートのテーマに応じた論述をすることで、事前学習や事後学習とする
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

特全体を通してグループワークによる思考・意見集約・合意形成などを行います。情報を与えられるだけでなく、検索・共有していくことも重
視しますので積極的なコミュニケーションを心がけて下さい。

履修上の注意　/Remarks

   スポーツを通じて産業･労働･経済など社会的なことを身につけてもらうとともに、授業については卒業後を見越して、社会人としての言動を心
がけて下さい。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

スポーツ産業　スポーツマネジメント　スポーツプロダクト　営利と非営利　
マーケテイング　事業計画　

キーワード　/Keywords

662660 /



身体スポーツ論 【夜】
専門科目

/Instructor
加倉井  美智子 / Kakurai  Michiko / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

健康の保持、増進、あるいは競技力を高めるために、ある程度の体力向上は必要である。ただ単にジョギングをしたり、筋力トレーニングをす
れば十分であるというわけにはいかない。逆に過度になり過ぎ障害を起こすケースも少なくない。　
ここでは、身体発達や運動神経・運動機能の過程を調べ、幼児期からの成長段階に合わせた遊び環境や競技成績を上げるための練習やトレーニ
ング、食事法、スポーツ指導法、メンタル面などについて勉強する。　

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業中にプリントやレジュメを配布

必要に応じて紹介
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

（【　】はキーワード）
　１回　　ガイダンス
　２回　　体力の考え方について【身体的要素･精神的要素】
　３回　　体力の加齢変化について、自己体力の認識と今後の運動
　４回　　スポーツ成績を上げるための要因【体力の三次元】、【生理的限界・心理的限界】
　５回　　運動神経について【運動センス】
　６回　　          〃　　　　【遺伝】
　７回　　運動発達の段階について 【幼児期】、【児童期】
　８回　　　　　　　〃　　　　　【運動軸】、【調整能力】
　９回　　　　　　　〃　　　　　【思春期】、【成熟期】
１０回　　発達段階におけるトレーニング【ジュニア期のトレーニング】、【スポーツ障害】
１１回　　筋線維の種類と特性
１２回　　平衡性の相関について（多目的ホールで実施）
１３回　　スポーツ栄養につて【グリコーゲン】
１４回　 スポーツ指導【コーチング】
１５回　　まとめ　　

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

期末試験　…　６０％　　　　　　日常の授業への取り組み　…　４０％　　　
成績評価の方法　/Assessment Method

事前に次回の内容（キーワード）を知らせるので、情報収集を行うこと。
授業の理解に有益な読書やスポーツ報道（大会）などを通して、より理解を深めていくこと。

事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

日頃からスポーツに興味をもって、特集番組やニュース、新聞や雑誌など、意識的にスポーツに関わりを持つことをおすすめします。
履修上の注意　/Remarks

662661 /



身体スポーツ論 【夜】
専門科目

授業内容は、運動やスポーツ活動からの視点だが、スポーツ経験のない学生は日常生活行動と重ねたり結びつけたりしながら受講すると理解し
やすい。
現在、部活動で頑張っている学生については、授業の中で一つでも普段の練習に役に立つものが見つかれば嬉しいです。

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

講義全体のキーワード
【運動神経】、【幼児期から児童期の遊び環境】
【アスリート】、【競技スポーツ】

キーワード　/Keywords

662661 /



健康科学 【夜】
専門科目

/Instructor
髙西  敏正 / 人間関係学科担当者名

/Semester/Credits
3年次 2単位

/Class Format
履修年次 学期単位 授業形態
/Year

クラス
/Class

講義 ３年2学期

対象入学年度
/Year of School Entrance

2017 20182015 201620142009 2011201020082007 2012 2013

　健康とは、人間の幸福にとって、もっとも重要なことの一つである。健康であるということは、人々がそれぞれの人生を豊かに過ごすための
基本的条件であるといえる。
  本講義では、健康とはどういう状態か。また、それを保持増進するためにはどうしたらいいのかということに主眼をおき、自分自身のライフス
タイルと健康について考える。

授業の概要　/Course Description

教科書　/Textbooks
授業時プリント配布

なし
参考書(図書館蔵書には　　)　/References（Available in the library:　　）

　１回　ガイダンス
　２回　健康の概念
　３回　日本と世界の健康指標
　４回　日本の健康施策と健康観の変遷
　５回　栄養・食生活と健康
　６回　食育
　７回　身体活動・運動と健康
　８回　エクササイズガイド
　９回　休養・こころの健康づくり　　
１０回　ストレスとメンタルヘルス
１１回　睡眠と健康
１２回　タバコ・アルコールと健康
１３回　産業保健（VDT作業）
１４回　ヘルスプロモーション
１５回　まとめ

授業計画・内容　/Class schedules and Contents

平常の学習状況（小テストなど） …　４０％　  期末試験 …　６０％
成績評価の方法　/Assessment Method

授業の理解に有益な情報収集と授業内容の復習をおこなうこと。
事前・事後学習の内容　/Preparation and Review

「身体適応論」とあわせて受講すれば、健康の保持増進・運動の効果について、さらに理解を深めることができる。
履修上の注意　/Remarks

担当者からのメッセージ　/Message from the Instructor

662662 /



健康科学 【夜】
専門科目

健康教育、ライフスタイル
キーワード　/Keywords

662662 /


